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(
日
附
飲
)

明
治
十
五
年
八
月
初
句
よ
り

八
月
二
十
八
日
ま
で

(
表
紙

明
治
十
五
年
八
刀
初
旬

よ
り
下
旬
ニ
至
る
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ず
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毛己
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成
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加
同
道
す
る
ハ

ハ
い
仰
ニ
巾
ら
ぎ
る
可
ら
ず
ヒ
プ
リ
ユ

1
十

一
平
を
見
ょ
。
削

N. 

禁
他
見

向l

ち
明
日
ハ
何
虚
へ
行
ん
や
、
信
者
が
有
ん
か
無
き
か
。
或
ハ
明
日
ハ
何
を

日

食
ふ
や
。
或
ハ
彼
嵯
-
一
於
て
何
を
川
町
る
や
ハ
未
ダ
見
ざ
る
事
也
。
併
し
必

ズ一
柳
ハ
約
束
し
て
是
-
フ
を
興
フ
ベ
シ
。
叉
埠
く
べ
し
と
あ
れ
ば
之
ノ
約
束

を
信
じ
未
ダ
見
ざ
る
事
を
望
ん
で
行
ふ
な
り
。

ア
プ
ラ
ハ
ム
榊
/
約
束
ヲ
信
じ
之
ヲ
得
タ
ル
ト
キ
コ
レ
榊
ノ
約
束
ノ
悠
ヒ

シ
ト
恩
へ
り
、
如
自
室
ロ
モ
。

O
心
ヲ
見
よ

人
ノ
心
の
有
様
ニ
悠
じ
て
其
需
用
を
充
す
ベ
し
。
馬
太
五
一詳
三
節
ヨ
リ
十

二
節
ま
で
を
詞
む
可
し
。

心
の
貧
し
き
も
の
ハ
一
服
也
。
天
国
ハ
其
人
の
街
な
れ
ば
也、

表
む
も
の
ハ

一一耐
也
。
其
人
は
安
慰
を
得
べ
け
れ
ば
也
。
其
次
ヲ
見
よ
。
榊
ハ
人
々
ノ
心

ノ
有
様
-
一
昨
応
じ
て
幸
を
興
る
也
。
故-一
五
口
ら
も
其
人
の
心
の
有
様
ニ
感
じ

て
一
脚
の
約
束
を
教
ゆ
べ
し
、
又
約
翰
体
四
一
平
を
見
ヨ
。
イ
エ
ス
ハ
女
ニ
問

答
を
な
し
て
明
ニ
其
'K
の
心
の
有
機
を
知
っ
て
其
心
ニ
臨
応
じ
て
彼
を
噂
き

救
へ
リ
。

又
凡
そ
自
己
を
高
す
る
者
は
卑
せ
ら
せ
自
己
を
卑
す
る
者
ハ
高
せ
ら
れ

ん
、
一
柳
ハ
心
の
高
ぶ
る
者
に
ハ
必
ズ
時
四
メ
卑
る
も
の
ハ
恩
ヲ
興
フ
ル
ナ

リ
。
ヨ
ハ
ネ
日
夕
飯
の
商
よ
ト
不
慨
し
テ
日
ヘ
リ
、
叉
イ
エ
ス
ペ
テ
ロ
ニ

日
夕
。
サ
タ
ン
後
ニ
退
ケ
ト
。
叉
ス
テ
パ
ノ
日
夕
。
強
頑
に
し
て
心
と
耳

に
訓
磁
を
愛
ざ
る
者
よ
。
爾
術
同
九
川
E
聖
援
に
逆
ひ
其
先
秘
た
ち
の
如
く
爾

市
田
も
行
す
也
と
強
く
云
へ
り
、
故
ニ

心
ノ
高
ぶ
れ
J
川
ニ
逆
ふ
も
の
ニ
ハ
一
紳

271 

ノ
旨
の
如
く
町
民
-
一
周
ス
ル
事
勿
れ
。



叉
ペ
テ
ロ
ハ

γ
モ
ン
メ
ガ
ス
ノ
心
ヲ
知
リ
之
-
一
向
テ
日
く
。
汝
乙
の
事
-
一

於
て
分
な
く
叉
輿
り
な
し
。
蓋
な
ん
ぢ
の
心
紳
の
前
に
正
し
か
ら
ず
と
云

ヘ
リ
。
吾
ら
も
悪
人
ニ
欺
か
る
可
ら
ず
。

O
一柳皐

紳
閣
宇
の
基
ハ
聖
書
也
。
聖
書
を
間
半
ん
で
賀
施
-
一
之
を
間
半
ぶ
ベ
し
。
た
と
へ

ば
如
何
ニ
道
を
侍
る
や
ま
た
か
L

る
人
剖
ち
か
h

る
心
を
持
つ
人
-
一
円
何

を
云
フ
ベ
き
や
を
知
ら
ん
に
は
聖
書
を
研
究
し
、
た
と
へ
は
使
徒
行
停
を

見
て
ア
ナ
ニ
ヤ
ノ
如
き
人
或
ハ
シ
モ
ン
或
ハ
ア
グ
リ
パ
ノ
如
き
心
ヲ
持
ツ

人
々
如
何
ナ
ル
言
を
使
徒
ら
云

ヒ
シ
ヤ
又
悔
ヒ
テ
心
さ
L

る
が
如
く
な
り

し
時
ハ
使
徒
之
ニ
何
を
言
ひ
し
ゃ
杯
之
事
を
研
究
せ
ば
之
を
知
る
が
如

し

O
全
く
榊
ニ
奉
ゲ
ヨ

人
若
シ
一
切
即
ち
全
く
を
榊
ニ
奉
ゲ
己
ヲ
全
く
捨
テ
ざ
れ
ρ
第
二
勝
ち
民

の
幸
ト
満
足
ハ
来
ら
ざ
る
包
。
叉
聖
書
ニ
二
人
の
主
ニ
事
ふ
る
事
能
は
ず

と
。
故
ニ
信
者
ハ
全
く
捨
て
さ
る
可
ら
ず
。
日
疋
れ
一
柳
の
約
束
し
也
。
即
ち

l

上
妻
或
ハ
子
或
ハ
田
時
を
'
菜
る
者
ハ
百
倍
を
愛
け
窮
な
き
生
を
嗣
ん
。
故

ニ
之
ヲ
惜
ン
デ
捨
テ
ザ
レ
パ
刺
よ
り
受
る
事
な
し
。
ま
た
生
を
嗣
ぐ
事
な

し
。
如
何
と
な
れ
パ
榊
の
約
束
を
信
、
せ
ざ
る
ニ
由
る
。

コ
ノ
一
切
卜
云
フ
言
ハ
賓
ニ
大
切
な
り
。
多
く
の
罪
人
コ
コ
ニ
入
ラ
ン
ト

欲
せ
し
も
少
し
ノ
罪
ハ
犯
し
之
を
捨
る
を
惜
む
も
の
あ
り
と
雌
ど
も
之
ハ

一
切
ト
云
フ
約
束
ニ
脊
く
も
の
也
。
た
と
え
ば
煙
草
ヲ
吹
ふ
も
の
少
し
。

其
且
夏
を
減
ず
る
と
も
無
盆
な
り
。
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此
事
を
止
め
得
ざ
る
も
の
ハ
未
ダ
全
く
身
を
奉
げ
し
も
の
ニ
あ
ら
ず
、
も

し
職
業
ニ
由
テ
全
く
身
を
奉
ぐ
る
事
能
わ
ざ
れ
ば
コ
ノ
職
業
を
も
止
む
ベ

し

O
紳
の
戦
ρ
空
を
撃
-
一
あ
ら
ず

一
脚
ノ
旨
卜
人
ノ
心
ト
紳
ノ
約
束
を
よ
く
考
へ
ま
た
霊
裂
を
愛
け
て
貫
一
一
其

人
の
心
一
一
首
ら
し
む
べ
し
。

ま
た
無
撃
な
る
も
の
ニ
六
ケ
敷
言
語
を
用
ゐ
或
ハ
六
ヶ
敷
事
柄
を
教
へ
或

ハ
心
な
き
も
の
ニ
長
き
事
を
言
ふ
が
如
き
み
な
空
を
撃
つ
ι

也。

彼
得
三
一章
十
五
、
十
六

な
ん
じ
ら
心
の
中
に
主
な
る
キ
リ
ス
ト
キ
L

島
市
む
べ
し
。
亦
繭
曹
の
衷
に
あ

る
望
の
縁
由
を
問
人
に
は
柔
和
と
畏
躍
を
以
て
答
を
な
さ
ん
乙
と
を
恒
に

備
へ
よ
(
十
六
)
か
つ
答
る
と
き
ハ
善
き
良
心
に
従
ふ
ベ
し
。
是
な
ん
ぢ

ら
を
行
ふ
者
と
誌
な
ん
ぢ
ら
が
キ
リ
ス
ト
に
在
て
行
ふ
善
行
を
誇
る
者
の

日
ら
惚
ん
篤
メ
な
り
。
放
-
一
己
ノ
光
丈
之
事
を
数
ゆ
ベ
し
。
己
ノ
分
を
越

ゆ
可
ら
ず
。

(ー)
食(
歎マ

十~O
二訟
の数
回(

二明
十十
日五
安、
忠八
日月
I閉
山

同

(
一
字
不
明
)
ふ
る
も
の
十
二
の
十

十



(

マ

込

)

同
審

十
二
の
十
四
せ
っ

同
十
三
章
六
、
七
「
諜
ス
モ
ノ
ナ
リ
」

同
馬
太
二
十
五
の
四
十

八
月
二
十
一
日

己
ハ
カ
ナ
ク
、
智
ナ
ク
、
徳
ナ
シ
。
今
有
ル
モ
ノ
ハ
紳
ノ
恵
ナ
リ
。
五
口
口

ハ
鈍
シ
。
只
主
ノ
命
令
ヲ
愛
ケ
テ
人
ニ
仰
ル
僕
ナ
リ
。
吾
ハ
大
借
金
ア
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
只
主
ヨ
リ
其
借
金
ヲ
莞
サ
レ
且
ツ
大
業
ヲ
愛
ケ
タ
リ
。
日
疋
れ

其
恵
ナ
リ
。
叉
人
ニ
葱
ヲ
侍
フ
ル
ハ
主
人
ヨ
リ
高
民
ニ
興
へ
玉
フ
賜
モ
ノ

ヲ
預
リ
之
ヲ
人
々
即
ち
愛
ル
人
ニ
渡
ス
役
ナ
リ
。
卸
ち
吾
枯
レ
タ
ル
手
ニ

資
玉
(
主
人
ノ
)
ヲ
持
ツ
モ
ノ
ナ
リ
。
叉
今
知
一
ア
五
口
口
-
一
一一言
フ
事
ハ
聖
緩

ノ
教
へ

玉
ヒ
シ
榊
/
旨
ナ
リ
。
五
口
徳
川

イ
エ
ス
ノ
恵
ナ
リ
(
五
ロ
ハ
罪
人
ナ

リ
)
。
窓
口
カ
ハ
病
人
ノ
将
ニ
死
セ
ン
ト
ス
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
病
人

汽
車
ニ
采
リ
其
力
ニ
由
テ
疾
ク
走
ル
ガ
如
シ
。
即
ち
一
脚
ノ
カ
ニ

シ
テ
吾
ヲ

守
リ
吾
ヲ
助
ケ
吾
ヲ
強
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

O
五
ロ
ハ
人
ヲ
裁
判
ス
ル
矯
メ
ニ
紳
ノ
立
テ
玉
ヒ
シ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
己
ハ

一
柳
ニ
事
へ
ん
僕
ナ
リ
。
故
ニ
己
ノ
心
ヲ
一柳
ニ
奉
ゲ
ヨ
、
己
一例
ト
友
ナ
レ
、

ま己

己
民
ニ
生
れ
よ
、
己
れ
心
ヲ
清
メ
ヨ
、
己
悪
魔
ニ
勝
て
よ
、
己
れ
紳
よ
り

十
分
の
恵
ヲ
愛
ケ
ヨ
、
然
れ
パ
人
-
一
も
侍
ふ
る
事
を
得
る
也。

汝
の
働
ハ

日

只
一
柳
の
恵
子
回
れ
パ
常
ニ
可
求
ハ
一
柳
の
窓
ト
一柳
の
御
旨
を
知
る
事
包
。
己

ノ
智
ヲ
以
テ
人
ノ
心
ヲ
支
配
ス
ル
事
勿
れ
。
今
日

ハ
一
柳
ノ
ム
叩
ヲ
成
セ
ヨ
。

若
y
紳
ノ
御
旨
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
其
事
を
篤
す
勿
れ
。
先
ヅ
一
仰
の
旨
を
求
め

よ恋
路
卜
山
川
ヲ
全
ク
離
し
テ
八
一
仰
の
清
キ
弔
ノ
ミ
ヲ
ナ
ス
僕
ハ
ギ
ナ
ル
哉
。

O
一騒
音
ハ
会
き
も
の
ニ
宣
へ
侍
へ
ら
る
。
故
一
一
説
教
す
る
ト
キ
モ
其
他
心

一
貧
し
く
一服
一首
を
求
む
る
も
の
を

n的
と
し
て
道
を
宣
ぶ
ベ
し
。

八
月
二
十
二
日

O
食
欲

提
修
太
前
書
六
一一市の
十
せ
つ

二
財
を
慕
ふ
ハ
諸
の
悪
事
の
根
也
と
、
是
よ

り
し
て
一
川
ヲ
抗
テ
其
他
凡
て
の
罪
惑
を
生
ず
る
也
。
叉
財
ハ
凡
テ
ノ
罪
削

ち
情
欲
を
充
す
共
な
り
。

故
-
一
之
を
愛
す
る
ハ
凡
て
の
情
欲
を
充
ス
ニ
由

ん
。
即
ち
酒
を
の
む
ニ
も
甘
き
も
の
を
食
す
る
も
煙
車
も
淫
欲
を
充
ス

モ
美
衣
芙
底
を
求
む
る
も
人
々
/
前
ニ
高
慢
す
る
も
叉
人
心
を
取
ル
モ
人

ヲ
厭
制
ス
ル
モ
人
ヲ
苦
ム
ル
モ
悉
く
財
の
カ
ニ
由
ル
ナ
リ
。
故

ニ
人
前
向
忌

を
逐
ゲ
ン
篤
メ
ニ
之
ヲ
求
ム
ル
ナ
リ
。
汝
若
し
肉
欲
ヲ
捨
テ
ナ
パ
何
ゾ
財

を
要
セ
ン
ヤ
。

金
ハ
死
物
ナ
レ
パ
人
ノ
需
用
ヲ
充
サ
ズ
。
之
-
一
由
テ
凡
一
ア
ノ
需
用
ヲ
充
ス

ナ
リ
。
故
ニ
人
コ
ノ
財
ヲ
求
メ
一
生
之
が
篤
メ
ニ
働
き
金
卜
共
ニ
亡
ビ
ル

ナ
リ
。
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榊
ノ
道
ハ
綬
ノ
迫
。
故
ニ
之
ヲ
侍
へ
之
ヲ
{
寸
ル
ニ
財
ヲ
要
セ
ザ
ル
ナ
リ
、



如
何
ト
ナ
レ
パ
コ
ノ
恵
ハ
翠
短
ニ
由
テ
侍
ハ
ル
モ
ノ
ニ
ン
テ
コ
ノ
世
ノ
高

慢
、
智
、
間半
、
衣
服
、
家
等
ニ
由
テ
侍
フ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
故
ニ
金
ヲ
嬰
セ

ザ
ル
ナ
リ
。
固
ヨ
リ
体
道
師
ヲ
途
リ
或
ハ
施
等
(
本
杯
)

一
金
ヲ
要
ス
レ

ド
モ
之
レ
又
援
ノ
篤
メ
ニ
紳
ニ
奉
ぐ
る
清
キ
金
ヲ
一柳
ヨ

リ
安
ん

也
。
五
ロ
ヲ

停
泊
ス
ル
ニ
荷
き
金
ニ
由
テ
ナ
ス
ベ
し
。

信
者
ハ
警
へ
多
ノ
富
ヲ
有
ス
ル

モ
無
用
ナ
リ
、
如
何
ト
ナ
レ
パ
己
ハ
只
生

命
需
用
ノ
ミ
ア
レ
パ
其
絵
ハ
決
シ
テ
情
欲
ノ
篤
め
に
用
ゐ
ず
。
只
之
ハ
榊

ニ
奉
ゲ
仲
道
等
ニ
用
ヰ
ル
ヨ
リ
外
ナ
シ
。
故
二
信
者
ハ
騎
ル
モ
ノ
ナ

y
o

貧
キ
モ
富
モ
等
シ
キ
釘
綴
ニ
在
ル
ベ
キ
ナ
リ
。
卸
ち
一
家
内
ノ
如
シ
。
使

徒
行
停
第
二
手
ノ
四
十
四
節
ヲ
硯
ル
ベ
シ
。
併
シ
信
者
ノ
内
用
問
普
者
ア
リ

テ
情
欲
ノ
篤
メ
ニ
金
ヲ
賀
シ
貧
乏
ナ
ル
者
ハ
助
ク
可
ラ
ズ
。

A
1
位
界
ニ
於
テ
冨
閤
削
ち
終
所
間
半
ニ
叫
唱
ほ
し
た
る
図
ハ
耶
係
数
閤
ナ
リ
。

印
ち
貧
欲
ヲ
捨
テ
一
仰
の
栄
を
望
み
け
ハ
霊
魂
ノ
事
ヲ
求
ム
ル
民
ナ
リ
。
ア
フ

リ
力
、
支
那
、
日
本
杯
ノ
閤
ハ
食
欲
ノ
強
き
嗣
幽
一
ナ
リ
。
然
る
ニ
却
テ
会
シ

キ
ハ
何
故
ナ
ル
ヤ
(
併
し
貧
欲
ノ
モ
ノ
ハ
多
ク
世
ノ
財
ヲ
将
ツ
モ
ノ
也
)
。

日
疋
れ
情
欲
ノ
篤
メ
ニ
働
か
ず
袋
の
篤
め
施
ノ
潟
め
世
の
盆
の
矯
め
に
働
け

ば
也
。
叉
敏
く
働
き
叉
智
あ
る
故
也
。

民
の
信
者
の
富
者
ハ
己
ハ
質
ニ
倹
約
シ
其
ノ
飴
レ
ル
財
ρ

全
く
紳
-
一
奉
げ

mmM
の
矯
め
に
用
ゐ
る
也
。
放
に
西
洋
-
一
て
侍
道
合
枇
へ
一
人
が
幾
向
日
も

出
す
十
お
あ
り
、

宮

へ
ば
或
信
者
の
内
へ
或
人
数
舎
の
矯
め
に
金
を
募
り
ニ

行
し
ト
キ
戸
口
ニ
立
テ
聞
く
と
ス
リ
ツ
ケ
ギ
ヲ
一
本
無
盆
ニ
な
せ
し
事
を
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悲
常
-
一
百
め
肘
り
し
を
聞
き
其
寄
附
金
を
綴
み
三
付
き
し
人
自
ら
思
フ
ニ

此
人
ハ
食
欲
ナ
人
故

一
文
も
出
さ
さ
ら
ん
と
思
ひ
入
り
し
に
按
ニ
相
違
し

非
常
ニ
大
金
を
出
し
大
ニ
総
け
り
と
云
ふ
。
而
し
て
金
持
ハ
金
を
多
く
出

し
人
よ
り
春
を
愛
ケ
高
慢
ノ
情
欲
を
放
ニ
て
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
(
日

本
の
寄
附
金
の
如
く
)
。
人
々
即
ち
己
の
家
内
ニ
も
不
知
ニ
な
す
も
の
あ

り
、
或
時
一
千
固
ヲ
数
命田

ニ
出
せ
し
人
あ
り
、
如
何

ニ
探
索
し
て
も
知
れ

ざ
り
し
と
、
或
ハ
人

ニ
知
れ
て
出
す
も
決
し
て
新
聞
こ
も
札

ニ
も
記
し
て

人
ニ
成
告
せ
ざ
る
也
。
只
榊
の
祭
の
鴛
め
に
出
す
也
。

叉
賀
-
一
貧
乏
ナ
ル
モ
ノ
モ
一
脚
の
柴
の
篤
め
に
出
す
也
。
五
口
数
曾
-
二
人
の

十
歳
、
十

一
の
娘
あ
り
。
度
々
親
よ
り
町
-
一
行
き
て
お
も
ち

ゃ
、
或
食
物

を
は
ふ
て
口
ら
ふ
金
を
其
も
の
を
買
は
ず
-
一
之
ヲ
仲
道
舎
一
位
-
一
出
せ
り
。

叉
'K間
半
校
之
線
三
人
或
時
葬
枇
-
一
行
き
し
時
友
の
鴛
め
車
-
一
采
ら
ざ
る
可

ら
ざ
る
ニ
至
リ
(
其
時
彼
-
フ
ハ
倹
約
シ
テ
無
盆
ニ
金
を
費
さ
ず
紳
の
禁
の

矯
め
に
用
ゐ
ん
と
欲
せ
し
故
采
る
を
好
ま
ず
。
然
れ
共
不
得
止
乗
り
し

が
)
絡
ニ
乗
り
し
が
其
金
ヲ
各
々
一仰
は
ん
と
せ
し
に
其
友
田
く
否
ナ
余
が

汝
ら
の
篤
め
に
皆
ナ
挑
ふ
積
り
な
り
し
と
、
併
し
彼
等
強
い
て
挑
ん
と
せ

る
も
彼
ノ
友
之
ヲ
聞
く
矩
み
て
愛
ざ
り
し
が
之
ノ
金
ヲ
彼
ラ
ハ
申
し
合
せ

て
仲
道
合
枇
ニ
出
せ
り
、
余
ハ
か
L

る
金
ヲ
以
テ
此
地

ニ
師
同
道
す
る
也
。

今
ア
メ
リ
カ
ヨ

リ
側
道
す
る
篤
政
府
ヨ

リ
金
を
出
し
て
州
同
道
す
る
ニ
あ
ら



ず
、
貧
乏
ノ
モ
ノ
L

倹
約
ン
テ
奉
ゲ
ン
金
ナ
リ
。

彼
レ
多
ノ
俸
給
ヲ
捨
-ァ

、
体
道
-
一
身
ヲ
苦
ム
ル
ナ
リ

捕
時
道
師
も
己
ノ
篤
め
削
ち
金
の
篤
め
に
あ
ら
ず
。
多
ノ
教
師
ハ
ア
フ
リ
カ

二
死
せ
り
。
叉
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ヨ
リ
カ
チ
ニ
テ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
侍
道
三
付

き
し
と
き
も
足
ヲ
痛
む
る
も
の
も
あ
り
、
叉
餓
へ
死
ぬ
も
の
も
あ
り
し
。

O
叉
義
ノ
矯
め
に
ハ
金
ノ
矯
め
に
働
ス
也、

或
ハ
備
金
を
仙抑
ふ
篤
め
に
常

ニ
タ
飯
を
食
せ
さ
り
し
。

O
叉
捨
身
事
或
ル
教
師
ハ
道
ノ
篤
め
に
明
日
食
す
る
も
の
ト
な
き
事
あ
り

し
家
内
の
不
平
を
云
ひ
し
事
あ
り
し
。

O
故
ニ
金
ヲ
出
サ
ピ
レ
パ
榊

ノ
御
旨
ニ
合
ハ
ザ
ル

ト
云
フ
事
ナ
ン
。
金
ア

ラ
パ
力
ヲ
令
官
シ
テ
紳

ニ
奉
げ
る
ハ
其
旨
ナ
リ
。
叉
あ
し
き
業
な
れ
ば
其
過

を
衿
u-ア

L

一
柳
ニ
ハ
一
文
も
出
さ
ず
と
も
更
ニ
其
金
ヲ
顧
み
ざ
る
ハ
一
仰
の
旨

ナ
リ
、
一
柳
の
栄
な
り
。
故
ニ
百
議
を
持
つ
も
今
夜
寝
ル
所
ナ
ク
食
ス
ル
モ

ノ
ナ
キ
モ
等
し
く
榊
の
旨
ニ
し
て
榊
の
栄
の
額
は
る
弘
事
也
。
叉
身
ニ
取

テ
云
へ
パ
雌
康
ニ
て
も
将
ニ
死
せ
ん
と
す
る
病
ナ
ル
モ
只
一
酬
の
御
旨
ニ
従

は
ピ
紳
の
祭
ナ
リ
。
故
ニ
翠
門
あ
る
も
無
皐
な
る
も
み
な
議
り
主
の
旨

ニ

従

フ
市
中
コ
ソ
一
例
の
栄
ナ
リ
。
慨
一
郎
寸
な
る
も
の
謬
者
ぶ
り
人
の
前
ニ
立
て
説

言己

教
せ
ん
と
す
る
ハ
一
仰
の
御
旨
-
一
あ
ら
ざ
る
な
り
、
叉
家
内
中
一柳
の
禁
の
篤

M 

め
に
治
ま
る
ハ
一
柳
の
栄
な
り
、
ま
た
一
仰
の
旨
を
篤
す
矯
め
に
府
中
起
る
も
只

一
柳
の
御
旨
ニ
従
ふ
も
紳
の
祭
也
。
故
ニ
言
フ
テ
柴
の
顛
は
る
L

あ
り
、
歎

シ
テ
一
脚
の
祭
の
開
酬
は
る
L

あ
り
、
釦
ち
只
一
脚
の
御
旨

K
従
へ
ば
一
利
の
楽
は

穎
は
る
L

也
。

付
会
心

同
人
ヲ
欺
キ
テ
利
ヲ
得

同
様
端
ヲ
取
り
不
信
の
賀
貿

(同
ソ

同
醐
金
使
の
五

姦
a 

口
己
ノ
物
ニ

せ
ん
と
欲
す

白
帥帥
境

川
益

田
家
7
幸
ニ
す
る
震
に
一
柳

(入)

俗

(十)

川
賂
博

同
銭
の
借
し
貸

に
従
フ
ハ
食
欲
也

日
倫
ノ
心

凶
儒
像
情
者
ノ
心

O
援
金
ス
ル
ハ
何
ノ
篤
め
カ
盛
ノ
篤
カ
肉
の
矯
め
可
。
之
ヲ
醸
金
し
て
命
日

堂
ヲ
た
て
一
柳
の
宮
ト
シ
牧
師
ヲ
置
い
テ
己
ノ
援
一
一
一
柳
よ
り
慈
ヲ
愛
ケ
叉
多

く
の
人
の
震
の
光
を
立
ん
と
す
る
可
。
即
ち
一
柳
の
柴
の
篤
め
に
積
み
し

包
。
将
タ
之
ヲ
子
孫
の
肉
般
の
篤
め
に
畜
へ
し
也
。
只
其
心
の
底
の
有
様

一
由
テ
一仰
の
前

ニ
義
ト
セ
ラ
レ
罪
ト
セ
ラ
ル

L

ナ
リ
。

O
可
施
金
ヲ
施
サ
U

ル
ハ
罪
ナ
リ
。
食
欲
ナ
リ
。
馬
太
十
九
ノ
二
十

一
節

ヲ
硯
ヨ
。

O
信
者
ト
ナ
レ
パ
酒
ヲ
止
メ
煙
草
ヲ
止
め
大
ニ
倹
約
ト
ナ

ル
故
卜
恩
ヒ
道

ヲ
信
じ
其
金
を
施
す
ニ
怠
る
も
の
ハ
大
食
心
ノ
モ

ノ
ナ
リ
。

O
又
人
ニ
物
ヲ
施

シ
或
ハ
榊
ニ
金
ヲ
奉
ゲ
惜
ミ
テ
之
が
篤
め
慮
リ
ア
リ
テ

俊
ン
デ
印
ち
感
謝
し
て
耐
に
奉
げ
さ
る
も
の
も
貧
心
ナ
リ
。

O
今
悔
改
メ
テ
前
ニ
人
の
物
ヲ
非
道

ニ
得
し
を
悟
り
金
を
持
ち
之
ヲ
償
ハ

ザ
ル
モ
ノ
モ
食
心
ナ
リ
、
ザ
ー
カ
イ
ヲ
硯
ヨ
。

O
食
ノ
言
分
ハ
立
タ
ズ
。
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O
人
-
一
多
ク
出
さ
し
め
己
は
少
し
出
し
度
是
れ
食
心
ナ
リ
又
人
ヨ
リ
多
く

得
度
目
定
れ
食
心
也
。

O
食
心
ノ
矯
め
に
約
束
ヲ
幾
じ
又
へ
ツ
ラ
ヒ
又
欺
き
村
人
人
の
気
ニ
人
ル
つ

ト
ヲ
つ
と
む
る
も
の
を
多
し

O
説
教
ス
ル
心
得

説
教
ハ
一
柳
の
恵
を
侍
ふ
る
事
也
。
故
ニ
先
づ
説
教
者
必
を
受
け
一
仰
の
旨
ニ

ム
口
ヒ
心
ヲ
清
め
貞
二
高
慢
卜
あ
る
可
ら
ず
。

故
ニ
先
ッ
-
析
リ
ス
ル
ニ
人
ノ
耳
ノ
篤
め
に
な
す
可
ら
ず
。
先
づ
榊
ノ
旨
を

考
え
一
柳
-
一
新
リ
テ
凡
ち
一
仰
の
恵
ヲ
愛
ケ
ン
ト
ス
ル
人
ニ
恵
ヲ
愛
く
べ
し
。

文
設
数
中
一
刷
の
旨
ニ
従
フ
呪
ヲ
考
へ
ん
必
め
置
く
べ
し
。

付
常
-
一
一
脚
の
旨
ヲ
一
一
一円
フ
事

け
人
ノ
心
に
恐
レ
ザ
ル
事

同
高
慢
ナ
ラ
ヌ

"'!} 

州
人
々
ソ
シ
リ
或
ハ
ト
ょ
ん
モ
心
ヲ
働
力
サ
ぶ
ル
事

川
五回一一
一白
菜
ハ
虚

同
常
ニ
一
一
様
ノ
聞
人
ア
ル
ヲ
覚
ユ

ベ
ゾ
。
即
ち
窓
ヲ
求
ム
ル
人
ト
肉
ヲ
思
フ
人
ナ
リ

ン
ク
蹄
ラ
ズ
ト
之
ヲ
常
ニ
笠
ユ
ベ
ン

同
多
緋
ナ
ル
可
ラ
ズ

川
勝
迄
忍
耐

γ
テ
行
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
同

紳
ノ
御
旨
ナ
レ
パ
人
直

ニ
悔
改
メ
ザ
ル
モ
失
望
ス
ベ

カ
ラ
ズ
。
種
々
悉
ク

川
決
し
て
怒
ル
可
ラ
ズ
(
己
)

防
ギ
テ
愛
ケ
ザ
ル
モ
失
望
セ
ザ
ル
ベ
シ
。

口
人
慢
ル
モ
己
ハ
議
レ
。
人

ハ
軽
蔑
ス
モ
貨
ク
ナ
レ
。
人
ノ
矯
め
に
心
ヲ
動
ス
ナ

回
多
ク
来
-
フ
ン
ト

思
ヒ
僅
ノ
ミ
来
ル
モ
気
弱
ク
ス
ル
ナ

恨
ン
デ
肺
門
き
良
心
ニ
従
へ

日
常
-
一
愛
心
ヲ
熱
セ
ヨ

同
虚
ナ
ル
一一一一
日
ヲ
云
フ
可
ラ
ズ
伺
説
教
ノ
後
ハ

日
常

一
例
ニ
感
謝
し
げ
ハ
紳
ノ
御
旨
ト
其
カ
ノ
ミ
ヲ
考

へ
一
ア
決
ン
テ
他
ニ
心
ヲ
移
ス
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可
ラ
ズ
。

O
刷
ノ
旨
卜
人
ノ
旨

人
ノ
比
例
ニ
常

ノ
道
ア
リ
。
印
ち
生
卜
死
、
認
と
肉
、
人
卜
制
等
也
。

放
ニ
道
ヲ
附
く
人
々
ヲ
慕
フ
心
或
ハ
人
ヲ
慈
ム
心
ア
ラ
パ
一
紳
ニ
近
ク
ヲ
得

ズ
。
宅
古
、
妻
、
或
子
、
或
父
母
ヲ
五
口ヨ

リ
モ
愛
ス
ル
モ
ノ
ハ
吾
卜
合
は

ず
と
。
叉
先
ツ
兄
弟
ト
和
イ
テ
汝
の
献
物
を
供
へ
よ
と
あ
り
。
も
し
コ
ノ

二
心
ア
レ
パ
直
ニ
ア
ノ
人
ハ
如
何
と
心
付
き
榊
の
旨
を
求
め
ざ
る
也
。

O
紳
-
一
奉
ゲ
ル
事

一刷
ニ
心
ヲ
窄
ゲ
タ
レ
パ
.
史
ニ
疑
ハ
ズ
。

貞
二
惜
ま
ず
し
て
其
旨
ニ
従
フ
ベ
し
。

山
ち
感
謝
し
俊
ン
デ
潟
ス
ベ
し
。
然
一
ア
ザ
レ
パ
一
柳
ハ
悦
ン

デ
愛
ケ
玉
ハ

.
ス
。
た
と
へ
ば
人
ニ
馳
走
ス
ル
モ
惜
ム
心
ア
レ
パ
人
之
ヲ
愛
ケ
ズ
。
併
し

愛

K
由
テ
俊
ン
デ
有
難
が
り
て
輿
ふ
れ
は
客
ハ
其
心
ヲ
悦
ン
デ
如
何
ニ
貧

し
き
物
-
一
て
も
謝
し
て
食
ふ
べ
し
。
紳
も
如
是
篤
し
玉
ハ
ン
。
故
ニ
異
ニ

心
ヲ
奉
ゲ
シ
モ
ノ
ハ
如
何
ニ
」
ハ
ケ
敷
市
事
も
如
何
ニ
好
む
も
の
も
賢
-
一

悦
ビ
感
謝
し
て
榊
ニ
奉
る
也
。
図
難
(
二
字
ム
ン
)
故
に
惜
ン
テ
時
ヲ
待

ち
て
侮
改
む
る
も
の
ハ
未
だ
惜
み
し
心
ハ
永
く
釘
る
故
-
一
一
柳
ハ
其
惜
き

(
一
字
ム
ン
)
を
捨
ツ
ル
モ
其
御
旨
ニ
合
は
ざ
ら
ん
。
故
に
捨
ル
肱
吋
ハ
心

-一山
t
m
血
-
一
白
テ
之
ヲ
姶
-
7
h
吾
ニ
従
へ
ト
御
命
じ
の
叫
吋
由
。
即
ち
其
人
の



心
ハ
其
時
一
一
至
る
も
等
し
き
心
ナ
リ
。
一
脚
ハ
物
を
要
せ
ず
心
を
興
へ
よ
と

云
ヒ
玉
フ
ナ
リ
。
故
ニ
其
の
己
ノ
勝
手
之
よ
き
時
-
一
生
れ
獲
る
事
能
は
さ

る
な
り
。

O
叉
嘗
へ
パ
此
慮
一
一
在
レ
何
日
ま
で
尉
れ
と
榊
命
じ
玉
フ
ト
キ
ハ
只
之
を

泰
じ
其
慮
ニ
於
て
忠
信
ニ
行
ふ
ベ
し
。
更
二
郎
ら
ん
と
す
る
癒
を
顧
み
ず

悦
ん
で
居
る
ベ
し
。
川
町
れ
と
命
じ
玉
へ
ば
悦
ん
で
断
る
べ
し
。
ま
た
一
脚
の

命
な
れ
ば
凡
て
の
愛
す
る
も
の
ハ
み
な
榊
-
一
任
せ
置
く
へ
し
。
一
柳
ハ
百
倍

之
惑
を
輿
ふ
ベ
し
。

O
一
柳
ノ
約
束

一
脚
の
約
束
ハ
必
ず
合
ふ
も
の
に
し
て
壁
援
の
事
も

一
家
の
争
ふ
事
も
俄
善

者
ニ
あ
ふ
事
も
財
を
捨
る
事
も
皆
ナ
一
脚
の
約
束
な
れ
ば
固
よ
り
紳
ハ
生
る

一
脚
故
ニ
イ
エ
ス
の
道
の
侍
る
庭
ニ
は
コ
ノ
約
束
ハ
カ
ナ
イ
テ
此
事
ハ
あ
る

也
。
是
有
る
コ
ソ
一
柳
二
以
ナ
リ
。
然
る
ニ
何
故
-
一
之
ヲ
疑
ふ
や
。

吾
心
ヨ
。
疑
フ
ナ
。
恐
レ
ナ
ヨ
。
只
一
柳
ヲ
信
ぜ
よ
。

O
蹴
ク
モ
ノ
ト
救
ル
者

(マ

h
)

イ
エ
ス
ハ
蹴
モ
ノ
ニ
捨
ラ
レ
救
ワ
ル
者
の
ニ
ハ
品
川
の
親
石
ト
ナ
レ
リ
。
性

来
の
ま
L

な
る
人
々
は
愚
ナ
ル
者
ト
見
ゆ
る
也
、
又
或
庭
ニ
十
字
架
之
道

百日

二
亡
プ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
愚
ニ
見
へ
五
回
曹
放
ワ
ル

L

モ
ノ
ニ
ハ
一
仰
の
大
能
也

日

ト
。
寄
林
多
前
書
一
一
章
の
十
八
節

叉
二
十
二
せ
つ
ニ
ユ
ダ
ヤ
人
ハ
休
徴
ヲ
乞
ヒ
ギ
リ
ン
ヤ
人
ハ
智
慧
を
求

む
。
叉
二
十
三
せ
つ
ニ
此
ハ
ユ
ダ
ヤ
人
ニ
は
擬
く
も
の
ギ
リ
シ
ャ
人
ニ
は

愚
な
る
も
の
也
と
。
如
是
世
ノ
人
-
一
は
紳
の
言
葉
も
能
も
分
ら
ず
常
一
一
他

ニ
カ
を
注
ぎ
救
ヒ
ヲ
悟
ら
ざ
る
也
。
五
回
ら
民
ニ
紳
の
奥
義
ヲ
倍
り
榊
の
数

一
由
り
之
ヲ
感
謝
し
之
ヲ
榊
の
力
ト
悟
り
し
事
ま
た
其
他
擬
ニ
至
ら
ず
。

ま
た
漸
々
一
柳
-
一
近
き
震
之
生
命
を
求
む
る
、
、
?
な
聖
援
の
導
な
り
。
寄
林
多

り 両日
。 書

故第

聖章
皇邑 の
を十

舎雪
芦市申
4レ !l)

二十青
，、ノ、

了，;[i1jJ

2量
巴の
三外

悟 Ei

!? 
gz 
す し
ると
事あ

能
は
ざ
る
也
。

O
救
ヒ
得
る
ニ
合
フ
心

小
児
ノ
如
ク
謙
一
フ
ザ
レ
パ
榊
の
圏
一
一
入
る
事
能
は
ず
と
叉
会
き
も
の
ニ
一服

音
を
閉
す
と
叉
餓
る
も
の
ハ
食
せ
よ
渇
す
る
も
の
飲
め
と
あ
り
。
故
ニ
人

も
し
聖
援
之
御
導
を
受
け
て
直
ニ
謙
り
て
一
柳
を
求
め
救
を
求
め
ざ
る
も
の

両
よ
り
恵
キ
曇
け
る
事
能
は
ず
。
故
ニ
高
慢
な
る
人
一
一
道
を
侍
ふ
も
無

益
な
り
。
之
ニ
由
テ
一
脚
の
道
を
受
る
人
と
末
タ
愛
け
ざ
る
人
を
見
分
る
事

を
得
可
し
。
故
ニ
良
に
生
れ
嬰
り
し
も
の
ハ
高
慢
を
有
せ
ず
。

O
侍
道

紳
ハ
侍
道
師
未
ダ
一
柳
の
恵
ト
一
柳
の
旨
が
明
ラ
さ
れ
ば
先
づ
之
ニ
教
へ
賜
ふ

也
。
故
ニ
侍
道
師
十
分
ニ
榊
の
前
ニ
清
く
ま
た
知
る
ま
で
ハ
人
を
悔
改
ニ

導
か
さ
ら
ん
可
。
漸
々
心
ヲ
ツ
ク

γ
常
ニ
祈
リ
シ
テ
遵
ヲ
侍
へ
ば
一
柳
ハ
之
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ニ
由
テ
停
師
を
相
場
き
信
者
も
追
々
ニ
民
ニ
導
き
玉
ふ
也
。



O
誰
ハ
道
ヲ
信
す
る
や

イ
エ
ス
臼
く
父
引
か
ざ
れ
ハ
人
吾
ニ
来
る
者
保
し
と
又
招
る
干
も
の
ハ
多

し
。
選
ば
る

、
も
の
ハ
少
し
と
。
叉
ポ
|
口
目
、

一仰
の
滋
び
玉
ひ
し
型
旨

云
々
と
o
m
相
馬

H
H

リ
九
草
の
入
せ
つ
よ
り
絡
ま
で
。
然
れ
パ
石
市
口
J
4
M
ニ
働

き
て
信
ず
る
も
の
ハ
榊
の
選
び
玉
ひ
し
も
の
な
ら
ん
。
ま
た
吾
首
日
ハ
聖
鑑

の
行
け
と
命
じ
玉
ふ
嵯
へ
而
巳
行
け
よ
。
己
之
意
を
以
て
停
泊
せ
ず
、
ま

た
己
の
一
意
ニ
由
て
人
の
罪
を
売
し
之
を
教
曾
之
人
と
な
す
可
ら
ず
、

も
し

己
の
一意
卜
己
の
力
に
由
と
出
来
し
信
者
ハ
矢
張
人
の
群
ニ
し
て
榊
の
羊
に

あ
ら
ざ
る
也
、

八
月
二
十
三
日

O
信
仰

ヒ
プ
リ
ユ
|
十

一
章
。

二
字
不
明
)
事
ハ
み
な
信
仰
也
。
信
仰
之
能
力

な
け
れ
パ
人
ハ
賀
ニ
狭
き
も
の
也
。
愛
之
伽
…
き
も
の
也
。

吾
ラ
世
界
の
創
造
ノ
時
制
を
貝
ず
。
ま
た
其
吾一
口を
聞
か
ず
。
ま
た
其
出
来

る
事
を
見
ず
。
只
信
仰
ニ
由
て
信
ず
る
也
。

ま
た
今
一川
に
祭
を
山
川
へ
心
を
清
め
キ
リ
ス
ト
ノ
矯
め
に
働
く
も
今
ノ
紳
の

悦
ビ
賜
フ
顔
を
見
ず
。
ま
た
天
の
帳
ニ
f
I

門
名
の
記
さ
れ
し
を
見
ず
。
父
五
口

信
徒
ニ
な
り
し
時
天
の
使
の
前
ニ
悦
ビ
玉
フ
ヲ
見
ず
。
ま
た
日
々
ニ
吾
ニ

興
フ
ル
一柳
の
手
を
見
ず
。
然
れ
北
ハ
円
ハ
信
仰
ニ
由
テ
知
ル
ナ
リ

り
人
今
大
阪
の
兄
弟
叉
西
洋
の
信
者
又
騒
々
の
信
者
又
キ
リ
ス
ト
モ
吾
ラ
ノ

篤
め
に
祈
り
玉
フ
事
モ
信
仰
ニ
山
テ
知
り
且
ツ
互
ニ
悦
プ
ナ
リ
。
信
仰
な
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け
れ
パ
俊
ビ
ナ
ン
。

又
今
ノ
吾
レ
大
和
t
n
野
の
雨

K
の
篤
め
に
祈
る
に
彼
れ
之
ヲ
知
ら
ズ
。
只

己
ノ
怠
ニ
ナ
サ
パ
従
ニ
悲
ミ
ア
リ
。
然
れ
比
ハ
信
仰

-一
白
テ
之
ヲ
知
ラ
パ
紳

の
恵
を
も
知
ら
ん
。

ま
た
天
国
も
見
し
事
な
し
只
信
ず
る
也
。
之
ヲ
見
パ
望
な
し
。

聖
誕
も
只
信
仰

ニ
由
テ
知
也

O
説
教
ハ

説
教
ハ
一
柳
/
御
旨
ヲ
人
ニ
知
ラ
ス
事
ナ
レ
パ
智
モ
緋
も
入
ラ
ズ
只
民
ノ
御

旨
と
型
遜
の
力
ナ
リ
。
故
ニ
先
ツ
一例

ニ
析
リ
一
例
ノ
卸
旨
卜
説
教
ヲ
問
ク
人

ニ
何
ヲ
求
メ
玉
フ
ャ
、

何

ヲ
約
束
し
玉
フ
ヤ
ヲ
知
レ
パ
U
ハ
之
ニ
テ
足
ル
ナ

リ
。
故
ニ
聖
書
を
多
く
前
ム
ニ
及
ば
ず
。
叉
例
ヲ
多
く
穆
く
る
ニ
及
ば

ず
。
永
く
言
ふ
ニ
及
は
ず
。
口
ハ
其
御
旨
が
人
ニ
明
リ
人
二
日
レ
パ
之
ニ
テ

足
ル
ナ
リ
。
故
ニ
時
ニ
由
レ
バ
言

ハ
ズ
シ
テ
一
例
の
旨
を
侍
ふ
る
事
を
得
る

也

0 
祈

新
モ
先
ツ
紳
ノ
約
束
ト
御
旨
ヲ
知
り
之
ヲ
日
じ
-
ア
コ
レ
ノ
ミ
ヲ
祈
ル
ベ

γ

賛
号一M
ヲ
言
フ
可
ラ
ズ

O
己



己
ハ
永
ク
弱
き
も
の
ま
た
罪
人
也
。
吾
ハ

一
生
主
の
惑
を
愛
け
て
清
き
も

の
也
。
常
ニ
清
き
ハ
キ
リ
ス
ト
ノ
恵
ト
聖
震
の
御
力
ナ
リ
。
も
し
之
な
く

ば
直
に
亡
び
ん
。
然
れ
ハ
口
ハ
主
の
慈
た
る
を
常
三
」
心
る
可
ら
ず
。

八
月
二
十
四
日

0 
祈

毎
日
一
柳
の
祭
ノ
頴
ハ
ル

L

事
ヲ
祈
る
ベ
し
。
た
と
へ
ば
高
慢
ナ
も
の
を
砕

き
之
ヲ
駈
メ
弱
き
愚
ナ
ル
紳
の
御
旨
ニ
合
ふ
も
の
を
起
し
之
ニ
由
テ
一
仰
の

禁
の
煩
わ
れ
ん
事
を
祈
り
ま
た
賀
ニ
難
き
時
或
ハ
将
ニ
倒
れ
ん
と
す
る
時

-
一
|
榊
の
栄
光
の
販
わ
る
土
佐
祈
ル
ベ
ン
。
一
柳
ハ
人
の
力
の
無
き
庭
ニ
明

ニ
其
祭
を
販
は
し
賜
ふ
可
し
。

聖
書
ニ
弱
も
の
を
選
ひ
強
き
も
の
憐
し
め
ん
と
て
叉
智
者
を
悦
し
め
ん
と

て
世
の
愚
な
る
者
を
選
も
ひ
と
あ
り
。
叉
一
脚
の
愚
ハ
人
よ
り
も
慧
く
一
柳
の
弱

き
ハ
人
よ
り
も
強
し
。
先
ま
た
一
脚
ハ
有
者
を
滅
さ
ん
と
て
秋
の
践
者
貌
硯

ら
る
?
も
の
即
ち
畑
一
が
如
き
者
を
選
び
給
へ
り
。
と
れ
凡
の
人
一
柳
の
前
ニ

誇
る
と
と
な
か
ら
ん
篤
な
り
。

O
或
ル
郡
山
の
信
者

言己

彼
ハ
人
の
前
ニ
誇
り
之
が
篤
め
一
一
一
脚
を
信
じ
矢
張
世
の
財
を
愛
し
世
の
罪

(マ
h

)

を
愛
し
誇
る
も
の
あ
り
。
彼
ハ
己
の
第
二
事
る
も
の
也
。
故
ニ
己
ノ
ト
ウ

日

オ
求
め
叉
己
ヲ
愛
ス
ル
者
ヲ
賞
め
之
ニ
ヘ
ツ
ラ

ヒ
種
々
の
謂
一
吉
を
以
テ
人

ヲ
誘
フ
。
故
-
一
一
柳
の
数
ハ
彼
が
矯
め
に
、
悉
く
嫌
ひ
し
事
ニ
し
て
之
ヲ
悟

る
事
能
は
ず
盲
刊
ナ
リ
。
故
-
一
之
ヲ
誇
り
或
ハ
笑
事
ト
ナ
ン
己
ヲ
一
柳
よ
り

も
義
ナ
リ
ト
セ
ン
ト
欲
す
。
彼
ハ
人
ヨ
リ
春
レ
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
。
故
一
一
人

ヲ
侭
り
倣
ふ
也
。
之
ニ
欺
ん
弘
前
哨
勿
レ
。
彼
ハ
剛
山
き
道
ヲ
品
川
V

山
ニ
求
ム
峨
ニ

成
き
を
教
ユ
ル
教
師
ヲ
求
ム
ル
ナ
リ
。
故
-
一
余
今
川
町
へ
り
し
後
誰
か
別
の

(マ

h

)

人
の
来
る
を
待
ち
民
き
道
を
歩
ま
た
ん
と
欲
す
。
ま
た
彼
を
欺
き
之
を
呑

ん
と
欲
す
。
慎
み
て
之
ニ
欺
か
る
る
事
勿
れ

O
榊
の
御
旨

人
の
逆
フ
モ
、
週
日
郡
山
の
信
者
の
洗
躍
を
愛
け
さ
る
も
或

ハ
仰
道
師
之

来
る
も
皆
な
一
仰
の
旨
を
成
せ
り

o
m美

人
よ
り
信
仰
強
き
と
賞
め
ら
れ
或
ハ
忍
耐
強
き
或
彼
ノ
人
ハ
策
ニ
入
る
信

者
と
思
は
る
弘
事
を
更
ニ
求
め
ず
。
只
榊
よ
り
裕
美
せ
ら
る
L

事
ま
た
榊

一
悦
ば
れ
紳
の
心
ニ
合
ふ
事
を
常
ニ
働
と
せ
よ

O
民
の
信
者

郡
山

郡
山

ニ
於
て
今
二
人
の
信
者
あ
り
と
思
ふ
。
彼
ラ
ハ
高
慢
あ
ら
ず
。
叉
人

之
心
ニ
由
て
心
を
動
か
さ
ず
。
一
仰
の
奥
義
を
悟
れ
り
。
ま
た
一
例
の
磁
を
聞

け
り
。
余
思
フ
。
彼
ラ
ハ
榊
の
旨
ニ
ム
口
い
た
る
な
ら
ん

O
高
五
彼
初
ニ
臼
ク
一
日
中
紳
ノ
事
ヲ
考
フ
ト

彼
自
く
髪
の
毛
一
本
も
白
黒
す
る
事
能
は
ず
。
故
ニ
吾
れ
何
事
も
な
し
能
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は
ず
。
只
紳
の
旨
ニ
従
ふ
可
き
を
信
ず
と
。



O
叉
困
難
の
時
も
繁
の
時
も
同
し
く
一
柳
ニ
事
る
筈
な
り
と

O
又
榊
-
一
基
ヲ
ぼ
く
可
き
ヲ
情
レ
リ

O
又
妻
ヲ
埠
ク
事
ヲ
云
へ
リ

O
叉
吾
レ
彼
ラ
ニ
働
メ

シ
事
ハ
皆
ナ
愛
ケ
タ
リ

O
叉
前
ニ
悔
改
メ
シ

ρ
良
ナ
リ
ト
云
ヘ

リ

。
動
メ
(
抑
制
山
)

余
ハ
過

H
ヨ
リ
待
ぃ
伐
毎
朝
即
ち
常
-
一
一例
ニ
祈
リ
、
先
ツ
一
仰
の
旨
ヲ
考
へ
、

後
チ
天
父
ハ
汝
ラ
ニ
何
ヲ
求
メ
玉
フ
ヤ
何
ヲ
命
じ
玉
フ
ヤ
何
ヲ
責
メ
玉
フ

ヤ
何
ヲ
教
へ
玉
フ

ヤ
ヲ
考
へ

、
聖
書
ニ
汝
ラ
ノ
心
ノ
ド
向
機
一
一由
テ
即
ち
紳

の
御
磁
の
埠
き
に
由
テ
、
一仰
の
御
旨
ヲ
悩
リ
、
之
ヲ
聖

3
・之
言
葉
卜

mum泣

ノ
カ
ニ
由
テ
汝
ラ
ニ
倣
メ
タ
リ
。
故
ニ
コ
レ
ハ
吾
一意
ニ
ア
ラ
ズ
。
一
柳
ノ
御

旨
ナ
リ
ト
思

ァ
。
如
何
ト
ナ
レ
パ
菩
ハ
聖
書
ノ
言
葉
ヲ
云

へ
リ

即
ハ
チ
只
コ
ノ
一
事
ノ
ミ
即
ち
汝
ノ
前
一
一

一一

ノ
遁
ア
リ
。
二
ノ
主
人
ア

リ
。
二
ノ
食
物
ア
リ
。

二
ノ
飲
物
ア
リ
。

二
ノ
生
ア
リ
。
其
ノ
一
ヲ
捨
テ

一
ヲ
選
ビ
其

一
ヲ
求
ム
ル
事
ナ
リ
。
然
ル

ニ
汝
市
首
ノ
中
或
ハ
一
柳
ノ
道
ヲ
捨

テ
世
ヲ
愛
シ
位
ノ
人

ヲ
愛
y
肉
ヲ
慕
ヒ
一
階
キ
ヲ
好
ミ
利
ヲ
愛
シ
高
慢
名
穆

ヲ
愛
ン
卸
ち
廃
キ
遜
ヲ
求
ム
ル
モ

ノ
ア
リ
。
即
ち
固
定
レ
約
翰
侍
六
車
六
十

ヨ
リ
柊
迄
-
一
至
ル
ノ
此
言
即
ち
盛
の
事
に
因
て
綴
く
も
の
な
り
。

X
聖
書
V
K

招
ル
込
者
ハ
多
シ
。
然
レ
ド
滋

ル
h

モ
ノ
ハ
少
シ
ト
。
叉
先
ノ

者
ハ
後
ニ
後
ノ
者
ハ
先
ニ
ナ
ル
ベ
ン
ト
(
馬
太
二
十
の
十
六
)
あ
り
。
余

思
フ
ニ
'
此

ニ
僅
カ
ナ
ル
謙
リ
タ
ル
モ
ノ

ハ一
服
耳
目
安
」
愛
ケ
芯

ビ
ヲ
愛
た
ら
ん
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か
。
併
し
イ
エ
ス
ノ
羊
ハ
イ
エ
ス
ニ
行
け
り

〔
己
ノ
羊
の
名
呼
ピ
テ
引
出

ス
〕
今
汝
卜
別
ル

h

ニ
望
ン
デ
榊
の
御
旨
ヲ
以
テ
鋤
メ
ン

ト
ス
。
故
ニ
翌

書
之
副
仰
の
言
葉
を
以
て
せ
ん
と
す
。
今
成
キ
道
ヲ
求
ム
ル
者
ハ
府
間
キ
道
ヲ

数
ユ

ル
体
道
師
或

ハ
牧
師
を
求
メ
己
ハ
康
き
道
を
歩
ま
ん
と
す
る
者
あ

り
。
併
し
汝
世間
思
ヒ
硯
ヨ
。
其
ノ
人
ハ
一柳
ノ
前
ニ
立
ツ
コ
ト
能
は
ず
。
必

ズ
山川
を
愛
る
事
位
の
人
ニ
一
俊
-
フ
ン
。

如
何
ト
ナ
レ

パ
彼
ρ
人
ヲ
モ
埠
テ
亡

ノ
道
ニ
誘
へ
パ
ナ
リ
。
一
脚
ノ
前
ニ
於
テ
一例
ノ
言
ト
其
旨
ニ
合
フ
モ
ノ
而
己

一
柳
の
裁
判
ノ
前
ニ
立
ツ
可
き
者
ナ
リ
。

然
リ
而
シ
テ
彼
ハ
吹
き
滋
ヲ
愛
ス
ル
者
ヲ
v
制
イ
テ
償
キ
道
ノ
友
を
作
ラ
ン

ト
ス
ル
ナ
リ
。
若
し
之

-
二
致
セ
パ
己
モ
彼
モ
亡
ポ
サ
ン
。
併
し
之

一一
勝

テ
一
柳
ノ
御
旨
ニ
従
ハ
正
一
其
ノ
際
き
道
ヲ
好
む
兄
弟
を
も
救
フ
コ
ト
ヲ
得
ん

モ
知
レ

ザ
ん
ナ
リ
。
故
-
一
作
後
汝
ラ
キ
リ
ス
ト
の
基
礎
之
上
ニ
建
テ
大
風

大
雨
大
水
が
打
ツ
と
も
倒
ル
ル
事
勿
れ
。
円
ハ
一
柳
ニ
由
レ
。
一
例
ト
友
ナ
レ
。

批
ト
友
ナ
ル
事
勿
レ
。
羅
馬
番
十
六
一一ヰ
十
七
節

ヨ
リ
二
十
節
ヲ
記
憶
シ
テ

L
ト

k
l
ν
l
'
l
I
l
a-
1
1
1
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
t
I

惑

ハ
サ
ル
ル
事
勿
レ
。
又
以
弗
所
四
一時半
ノ
十
四
、
十
五
、
ヲ
モ
党
ユ
可

γ 。又
余
ハ
絡
ニ
望
ン
テ
コ
ノ
望
4
3
ヲ
以
テ
汝
ニ
勧
メ
ン
ト
ス
。

即
ち
獣
示
録
/
第
二
平
第
三
平
ナ
リ
。
之
ヲ
汝
ラ
白
へ
テ
忘
ル
弘
事
勿

れ



0
4北
数
E4
日明-

己
ニ
人
一
一
知
れ
た
る
事
ま
た
気
の
付
い
た
事
で
ど
ヲ
云
フ
ニ
及
は
ず
。
可

成
簡
略
ニ
云
フ
ベ
ン
。
併
し
榊
ノ
御
旨
ニ
テ
汝
ヲ
捨
ル
ト
カ
或
ハ
莞
ス
ト

の
如
き
大
切
な
る
言

ハ
イ
エ
ス
ノ
名
ニ
由
テ
限
令
へ
知
れ
し
事
と
雌
ド
モ

E4
を
言
ふ
可
し
。

O
汝
心
ヲ
清
ス
ル
事
蓮
葉
の
如
し

余
部
山
の
城
跡
ヨ
リ
下
の
痢
ヲ
見
し
ニ
蓮
池
あ
り
。
其
中
ニ
巴
ニ
腐
れ
た

る
葉
あ
り
。
叉
汚
れ
た
水
ト
磁
れ
た
る
物
あ
り
。
然
る
ニ
運
ハ
其
中
よ
り

諸
問
く
秀
て
L

更
ニ
綴
れ
ず
。
其
K
刊
様
を
見
る
ニ
潔
キ
モ
ノ
ト
不
潔
物
ト
共

に
ア
リ
テ
清
き
も
の
円
不
潔
物
ヲ
憂
へ
且
ツ
之
一
一
逆
フ
が
如
し
。
如
固
定
信

者
も
コ
ノ
不
潔
な
る
世
の
中
ニ
住
み
清
き
生
き
た
る
楽
の
如
し
。
又
余
其

蓮
葉
外
J

ペ
ヲ
吐
き
し
ニ
其
葉
不
意
ニ
其
上
一
一
愛
ケ
タ
レ
ド
モ
更
ニ
其
不
潔

物
ヲ
吸
ヒ
コ
マ
ズ
。
之
ヲ
防
ぎ
己
ハ
更
に
餓
レ
ズ
ト
ノ
一意
ヲ
表
セ
リ
。
信

者
モ
如
回
疋
山
市
ニ
用
意
シ
不
一品一
恵
-
一
罪
の
誘
ヒ
来
る
も
其
磁
ヲ
愛
ク
可
ら
ず
。

即
ち
人
ノ
誘
モ
情
ノ
誘
モ
其
他
之
有
様
-
一
合
ヒ
シ
時
更
ニ
之
を
吸
引
せ
ず

直
ニ
反
射
ス
ベ
シ
。

O
報
ヒ

記
榊
ハ
必
ズ
報
ア
輿
へ
玉
ふ
也
。
イ
エ
ス
日
夕
五
口
篤
め
何
を
捨
ん
も
の
ハ
コ

日

ノ
世
ニ
於
て
ハ
百
倍
を
愛
け
来
世
ニ
於
て
ρ
無
限
生
を
得
ざ
る
も
の
な
し

と
。
叉
勝
を
得
る
も
の
に
は
栄
或
ハ
生
の
日
完
ヲ
得
ン
ト
。
其
他
貧
ニ
よ

ろ
と
ば
し
き
約
束
あ
り
。
故
ニ
如
何
ニ
困
難
-
一
陥
る
も
盤
ニ
於
て
ハ
其
丈

之
報
を
得
る
ニ
相
違
な
し
。
故
-
一
恐
る
ふ
勿
れ
。
疑
ふ
勿
れ
。
又
信
者
ハ

死
ぬ
る
も
の
ニ
あ
ら
ざ
る
故
常
一
一
戦
ふ
也
。
叉
之
ニ
勝
つ
も
の
也
。
之
が

大
将
ハ
一
柳
也
。
故
一
一
常
ニ
サ
ミ
シ
キ
事
ナ
夕
、
憂
る
事
な
き
也
。

O
感
謝

八
月
廿
四
日
夜

余
己
ヲ
一
脚
の
前
ニ
議
り
て
考
ふ
る
ニ
一
過
日
よ
り
考
ふ
る
事
と
鴛
す
事
と
設

数
せ
し
事
ニ
悉
く
榊
の
惑
を
施
し
た
り
。
故
二
五
口
ハ
今
紳
の
前
ニ
不
耽
。

「欣
カ
」

一
仰
の
御
旨
-
一
合
ふ
た
る
を
感
じ
て
貧
ニ
新
喜
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
。
叉
思
フ

ニ
今
迄
吾
心
ニ
由
テ
篤
し
た
る
事
ハ
悉
く
罪
ニ
し
て
榊
ノ
御
旨
創
ち
御
恩

ハ
悉
く
普
な
り
。
而
し
て
今
五
口
罪
ハ
消
へ
一
柳
の
恵
ハ
残
り
た
り
。
呼
鳴
五
回

一
慢
ル
所
ナ

シ
。
只
感
謝
す
る
.山己。

O
信
仰

今
信
仰
ス
ル
ニ
、
コ
ノ
郡
山
ニ
も
大
阪
ニ
も
曲
学
校
ニ
も
其
他
吾
が
祈
り
屑

る
愛
す
る
信
者
ニ
も
必
ズ
一
柳
の
出
血
ト
保
護
之
有
る
を
信
ず
。
然
れ
ば
コ
レ

ラ
ハ
悉
く
一
柳
の
栄
え
穎
は
る
L

事
ハ
相
違
な
く
ま
た
一
脚
の
選
び
玉
ふ
も
の

ハ
世
よ
り
守
り
玉
フ
事
ハ
約
束
な
れ
パ
更
に
不
疑
。
更
ニ
心
配
な
く
大
崎

ナ
ル
心
を
以
て
紳
ニ
任
セ
常
ニ
小
女
せ
よ
。

O
説
教
之
事

今
迄
聞
人
の
凡
て
に
盆
ヲ
輿
へ
其
心
ニ
合
フ
ょ
う
と
恩
ひ
し
が
之
ハ
大
ナ

ル
談
ナ
リ
。
人
ハ
聞
く
不
問
ニ
不
拘
、
一
柳
の
御
旨
を
無
飾
可
言
也
。
故
-
一
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必
ズ
二
様
ノ
閑
人
ア
リ
。

一
円
擬
も
の
一
ハ
救
わ
る
L

も
の
也
。
五
口
一
フ
ノ

目
的
ハ
教
わ
る
h
A

求
む
る
者
三
附
一音
を
侍
る
也
。
破
く
も
の
ハ
僚
か
す
篤

め
也
。
責
め
る
篤
也
。
高
慢
者
一
一
聞
す
篤
-
一
あ
ら
ず
。
人
紳
ニ
聞
く
よ
う

ニ
鴛
す
可
し
、
誰
の
前
ニ
て
も
紳
の
御
旨
を
言
ふ
を
駈
ぢ
ざ
る
可
し
。

0 
数

与
校
ニ
て
も
教
曾
ニ
て
も
多
数
を
求
る
よ
り
良
型
と
民
の
榊
の
子
ヲ
作
る

ベ
し
。
聖
書
ニ
在
る
如
く
選
る
与
も
の
ハ
少
し
と
。
故
ニ
只
一仰
の
祭
の
旧
制

わ
る
弘
事
を
常
ニ
求
め
て
働
け
。
一
仰
の
楽
円
少
キ
モ
ノ
弱
き
も
の
謙
り
た

る
も
の
よ
り
皐
ら
ん
。
ま
た
難
き
事
大
敵
ノ
内
ニ
皐
ら
ん
。
故
ニ
之
ヲ
避

る
事
勿
れ
。O

K聞
学
校

一
柳
の
柴
ノ
鴛
メ
ナ
リ
。
故
ニ
女
ヲ
教
育
し
て
聖
書
一
一
合
フ
も
の
と
す
る
事

也第
て
信
仰
ヲ
育
て
る
事
、
第
二
聖
書
(
第
一
一
一
)
世
ノ
情
ヲ
捨
テ
貧
ニ
潔
白

の
心
ヲ
育
て
る
事
(
第
四
)
柔
和
ナ
ル
心
ヲ
育
、
叉
愛
仙
寺
(
第
五
)
家
ヲ

治
ム
ル

。
夫
ヲ
倣
ヒ
政
人
ヲ
懇
ニ
シ
子
ヲ
教
育
ス
ル

ヲ
教
へ
(
第
六
)
忍

耐
ヲ
絡
し
。
瀞
ニ
奉
げ
る
事
(
第
七
)
皐
校
之
友
或
ハ
其
他
ノ
も
の

ニ
道

ヲ
侍
へ
常
ニ
一仰
の
楽
ノ
怒
る
事
を
日
的
ト
セ

シ
メ
一
生
一
仰
の
柴
ノ
篤
メ
ニ

働
く
性
質
を
一柳

ニ
由
て
教
育
す
る
幕
。

(
第
八
)
日
曜
祭
校

(
第
九
)
婦
人
ニ
入
用
之
科
準
是
れ
ハ
謬
書
ニ
て
足
る
也
。

282 

(
第
十
)
英
皐
是
れ
聖
書
等
研
究
す
る
篤
也
。
余
思
フ
ニ
支
那
準
ハ
無
用

也
。
如
何
と
な
れ
ば
漢
文
を
書
く
に
あ
ら
ず
。
叉
漢
書
-
一
便
利
ノ
本
あ

る
ニ
あ
ら
ず
。
ま
た
諸
新
開
諸
欺
等
淡
文
ニ
て
綴
り
し
ニ
あ
ら
ず
。
之

ヲ
墜
よ
ハ
純
一
周
ニ
し
て
反
テ
之
ニ
由
て
高
慢
ト
ナ
ラ
ン

(
十
二
音
紫
、
縫
裁
、
烹
割
等

(
十
二
)
小
児
ハ
大
な
る
娘
二
教
へ
し
む
べ
し
。

(十
三
)
毎
朝
一
時
間
聖
書
を
教
へ
其
度
級
ヲ
別
ち
て
数
ユ
ベ
シ
。

(マ
h
)

(
十
四
)
教
師
た
る
も
の
日
曜
率
、
朝
ニ
祈
る
市
中
。
小
児
の
数
方
等
を
数

ゆ
ベ
し
。

(
十
五
)
今
不
足
ノ
角

付
皐
科
ヲ
省
ク
コ

ト
同
選
ン
ザ
ア
入
校
ヲ
莞
ス
事
同
輩
出
欺
剛
字
ノ
意
味
ト

字
数
ヲ
質
ユ
ル
宮
市
川
習
{
子
同
作
文
同
一
期
ノ
皐
謀
ノ
{疋

(
十
六
)
人
墜
問
を
な
さ
し
め
て
高
慢
ヲ
恐
ル
L

モ
ノ
ア
リ
。
然
れ
共
仲
巾

一
一
脚
ヲ
恐
れ
一
柳
を
敬
せ
。

全
く
一
柳
ニ
心
身
を
奉
げ
し
も
の
な
れ
ば
更
に

高
慢
ハ
起
ラ
ヌ
わ
け
也
。

(十
七
)
親
ヲ
導
ク
コ
ト

(
十
八
)
慰
校
之
組
織
の
事

付
金
ヲ
誰
ニ
拘
ラ
ズ
(
外
国
人
或
ハ
不
信
者
)
ヨ
リ
募
ル
コ
ト
ハ
榊
ノ

御
旨
ニ
合
ハ
ザ
ル

ト
思
フ。

如
何
ト
ナ
レ
パ
其
篤
め
に
演
舌
ス
ル
ナ
ラ



パ
侍
道
ス
ル
ハ
紳
の
旨
な
り
。
ま
た
不
信
者
ハ
固
よ
り
一
柳
の
栄
を
望
む

も
の
ニ
あ
ら
ず
。
其
者
よ
り
愛
る
ハ
紳
の
旨
ニ
あ
ら
ず
。
叉
不
信
者
ノ

本
意
ニ
あ
ら
ず
。
叉
金
ヲ
出
し
貰
へ
ば
其
の
ウ
ル
サ
キ
設
も
聞
か
ざ
る

可
ら
ず
。
響
へ
ば
古
河
障
が
百
滋
園
出
し
た
る
と
仮
定
せ
ば
彼
れ
女
翠
校

ニ
設
を
出
さ
ば
之
ヲ
聞
か
ざ
る
可
ら
ず
。
又
五
ロ
ラ
の
恩
ふ
位
-
一
な
さ
は

大
ニ
其
人
ニ
針
し
て
遠
慮
す
る
慮
も
あ
る
也
。
固
よ
り
外
園
人
よ
り
愛

る
ハ
よ
か
ら
ざ
ら
ん
。

(
十
九
)
コ
ノ
向
学
校
ハ
信
者
之
も
の
と
し
生
徒
ノ
月
謝
と
教
曾
よ
り
之
寄

附
金
と
を
以
て
立
て
其
有
丈
を
以
て
足
り
れ
と
し
て
維
持
し
一仰
の
御
恵
を

信
じ
て
往
る
ハ
御
旨
な
ら
ん
か

(
一
一
十
)
毎
日
紳
ニ
祈
り
紳
の
御
旨
を
求
め
常
一
一
一
脚
の
栄
之
顔
わ
れ
紳
の

旨
之
成
る
事
を
勘
む
可
き
也
。
故
ニ
毎
日
聖
書
ニ
照
し
其
敬
之
如
く
教
へ

コ
ノ
同
学
校
を
榊
の
前
ニ
立
つ
べ
し
。

(二
十

一
)
皐
校
之
世
話
役
、
縫
裁
教
師
ハ
直
ニ
更
生
し
紳
ニ
心
身
を
奉
げ

更
ニ
己
ノ
意
な
き
も
の
ニ
し
て
之
ニ
志
あ
り
其
任
ニ
耐
ゆ
る
者
を
選
ぶ
可

き
包
。

(二
十
二
)担

3
ニ
ア
ル
約
束
ノ
如
く

一
円
ノ
事
ハ

一
日
ニ
テ
足
ル
卜
。
故

百己

-一待

H
m学
校
を
し
て
榊
の
前
ニ
A
K
き
も
の
と
な
す
を
倣
め
よ
。
毎
日
ん
し
か

日

ら
は
毎
年
金
か
ら
ん
。
然
れ
パ
主
と
人
の
前
ニ
於
て
紋
無
か
ら
ん
。
決
し

て
惑
を
匁
す
市
中
勿
れ
。

(
二
十
三
)
毎
日
結
ヲ
付
け
て
全
き
も
の
と
全
か
ら
ざ
る
も
の
を
別
ち
全
か

ら
ざ
る
も
の
ハ
後
ニ
遣
し
必
ス
一
日
之
業
ヲ
全
か
ら
し
め
よ
。
是
れ
毎
日

を
全
す
る
良
策
也
。
生
徒
ニ
も
之
を
知
ら
し
め
毎
日
信
仰
も
品
行
も
業
も

全
き
事
を
勧
め
し
め
一脚
と
教
師
ト
生
徒
の
前
ニ
於
て
更
-
一
祉
ぢ
無
ら
し
め

ょ
。
叉
五
甲
家
内
中
も
毎
日
全
か
ら
し
め
よ
。
信
仰
も
熱
心
な
ら
し
め
よ
。

故
ニ
皐
校
ニ
於
て
毎
日
全
き
事
を
勧
め
し
む
る
ハ
肝
要
也
。
馬
太
停
ニ
父

ノ
金
一
き
が
如
く
汝
等
全
く
な
れ
と
あ
り
。
常
-
一
之
ト
一
日
ト
云
フ
約
束
を

究
ヘ
テ
一
日
も
無
益
ニ
己
ノ
心
ニ
従
フ
テ
歩
む
事
勿
れ
。
常
ニ
紳
の
御
己
日

を
な
す
べ
し
。

。
一仰
の
栄

吾
ハ
凡
て
の
夢
肺
の
栄
の
額
は
れ
更
ニ
疑
ナ
キ
ヨ
ウ
叉
更
ニ
人
ノ
祭
ナ
リ

人
一
脚
の
前
ニ
於
テ
川
町
る
事
無
ら
ん
篤
め
な
り
と
の
一
仰
の
御
旨
ニ
従
は
ん
。

故
ニ
如
何
ニ
危
き
事
も
如
何
ニ
小
ナ
ル
事
も
如
何
ニ
愚
な
る
も
の
ニ
て
も

只一
柳
の
御
力
を
愛
け
て
随
一
一
一
刷
の
祭
の
瀬
わ
る
よ
う
ニ
働
か
ん
。
故
一
一
関

事
を
無
憾
一
例
-
一
白
テ
大
路
ナ
レ
。
一
仰
の
柴
の
附
酬
は
る
L
-
一
種
々
あ
り
。

付
イ
エ
ス
ハ
悉
く
一
柳
の
栄
を
顕
せ
り
。
其
中
十
字
架
一
一
死
二
死
よ
り
復
生

せ
し
ハ
大
ナ
ル
栄
ナ
リ
。

ω使
徒
聖
誕
ニ
充
さ
れ
大
ナ
ル
策
附
棋
は
れ
之
ヲ

前
美
せ
り
。
使
ノ
=
ア
四
十
七

同
罪
人
悔
改
メ
ハ
必
ズ
主
ノ
柴
山
削
る
込

也
。
主
之
禁
ヲ
談
美

ス
ベ
シ
(
民
の
更
生
)
其
栄
ハ
選
パ
レ
シ
モ
ノ
ニ
ノ
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ミ
ア
ラ
ワ

レ
不
信
者
ニ
(
二
千
不
明
)
ト
ナ
ラ
ン
。
彼
ラ
ハ
盲
目
ナ
リ



同
一
仰
の
力
ノ
綴
る

L
問
ハ
一
例
の
栄
町
駅
る
べ
し
。
放
ニ
軍
門
ラ
己
ヲ
抗
-7

L
一刷

の
力
ニ
白
ル
ベ
ン
。
ム

l
デ
|、

フ
イ
ラ
ル

、
ホ

ワ
イ
ト
フ
ィ
ル
ド
、
ダ

ニ
へ
ん
、
十
二
使
徒
ノ
如
き
も
の
ニ
巾
て
榊
の
祭
ハ
顕
れ
た
り
。

(
又
馬

太
体
九
章
の
七
せ
つ
)
或
人
皐
者
な
れ
パ
人
之
ヲ
見
て
翠
者
で
も
信
ず
る

と
云
い
し
ト
。
併
し
是
ハ
小
き
栄
ナ
リ
。
反
テ
無
早
ニ
由
テ
多
の
柴
田
耕
れ

た
り
。

同
人
質
ニ
紳
ニ
信
じ
全
く
榊
-
一
心
身
を
奉
げ
な
ば
必
ズ
一
仰
の
栄

同
期
れ
ん
。
人
彼
ヲ
見
て
紳
ヲ
栄
メ
リ
。

(馬
トA
五
ノ
十
六
)
如
何
と
な
れ

ば
一
柳
の
御
恵
ト
カ
ニ
由
て
善
行
を
行
ふ
故
必
ず
紳
の
栄
頴
る
ベ
し
。
叉
紳

の
約
束
之
か
な
ふ
ニ
由
て
頴
は
る
ベ
し
。
ル
且
邸
十
校
之
市
中
叉
教
命
u
之
事
叉
今

度
之
事
ハ
一
柳
の
柴
田
刷
れ
り
。
同
故
-
一
民
の
じ
者
之
出
来
よ
う
一
川
ノ
カ
ノ
同
期

る
L

ょ
う
常
一
一
聖
霊
を
祈
り
如
何

ニ
弱
き
事
如
何

ニ
愚
な
る
事
ニ
て
も
小

き
事
一
一
て
も
一仰
の
旨
ニ
し
て
一
柳
の
栄
え
綴
る
L

な
れ
ば
リ
ハ
コ
ノ
ポ
の
成
就

し
一
仰
の
栄
之
額
る
L

を
常
-
一
新
る
可
し
。

O
事
ヲ
決
ス
ル
事

川一
脚
ノ
旨
ハ
何
庭
ニ
ア
ル
ヤ

同
一
柳
ノ
祭
ハ
如
何
ニ
し
て
瀬
る
?
や

同
其
道
ハ
何
可

剛
一
説
教
ス
ル
ト
キ
モ
コ
ノ
事
ヲ
考
へ
テ
定
ム
ベ
ン
。
創
ち
題
モ
、

言
ヒ
様

モ
、
祈
モ
ナ
リ
。

O
梅
花
の
皐
校
ハ
如
何

け
一
柳
ノ
旨
ノ
ア
ル
彪
信
者
が
信
仰
を
以
テ
榊
ノ
栄
ヲ
同
期
ス
コ
ト
ナ
リ
。
放
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-
一
生
徒
モ
教
師
モ
信
者
も
全
く
一
柳
一
一

心
ヲ
奉
げ
一
致
シ
テ
之
ヲ
ナ
ス
コ
ト

ナ
リ
。
若
し
之
が
世
ノ
削
学
校
ノ
如
く
一
柳
の
条
ノ
篤
め
な
ら
ず
パ
吾
ラ
ハ
今

日
ヨ
リ
之
ヲ
止
む
可
し
。

ω故
-
一
も
し
不
信
者
一
一
領
み
金
ヲ
ツ
ノ
ル
事
郎
ち
紳
ノ
カ
ニ
信
仰
を
以
て

頼
ら
ず
世
の
力
ニ
よ
る
ハ
榊
ノ
祭
ニ
あ
ら
ず
五
ロ
ラ
ノ
不
信
者
ナ
賎
し
き
心

也
。
叉
不
信
者
よ
り
軽
蔑
ヲ
愛
ケ
ン
。
剖
ち
信
者
ハ
己
ノ
を
以
テ
事
を
な

す
能
は
ず
と
。
叉
世
の
人
息
ふ
に
コ
ノ
翠
校
ハ
重
ニ
向
学
問
ス
ル
所
ナ
リ
ト

誤
リ
定
め
て
時
ニ
由
れ
ば
人
ヲ
欺
く
ニ
歪
ら
ん
。
ま
た
或
時
ハ
不
都
合
起

ら
ん
。
紋
ニ
余
ハ
前
ノ
主
義
ヲ
獲
ず
る
を
好
ま
ず
。
又
外
閤
人
よ
り
愛
る

を
好
ま
ず
。
卸
ち
世
ノ
金
ノ
カ
ニ

由
り
榊
ニ
不
信
仰
ノ
事
な
る
を
好
ま

ず
。

国
今
委
員
ノ
設
ハ
不
信
者
ヨ
リ
金
ヲ
ツ
ノ
リ
或
ハ
外
図
人
ニ
で
も
金
を
受

け
て
成
交
通
ヲ
歩
み
与
校
之
室
或
机
其
他
上
向
ヲ
飾
り
叉
生
徒
も
け
ハ
民
の

信
者
な
ら

E
る
も
多
く
来
り
盛
な
る
を
望
み
削
ち
榊
-
一
綴
り一
脚
の
柴
を
穎

は
す
よ
り
世
の
力
ニ
綴
り
世
の
勢
を
頴
さ
ん
と
す
る
事
也
。
故
一
一
吏
二
信

仰
、
感
謝
、
消
立
の
気
象
ハ
無
き
也
。

余
ハ
之
ニ
反
ス
。
余
ハ
信
者
一
致
し
一
柳
ニ
己
ノ
カ
の
限
ヲ
奉
げ
信
仰
を
以

て
紳
の
力
ト
其
御
旨

ニ
従
は
ん
と
す
る
ニ
、
委
員
ハ
己
ノ
一意
を
成
ん
と

す
。
ま
た
一
柳
の
栄
ノ
穎
は
る

h
a坤
の
如
何
ニ
貧
し
く
も
如
何
ニ
固
き
も
如



何
ニ
小
人
員
ニ
て
も
如
何

ニ
組
末
之
家
ニ

て
も
只
之
ヲ
忍
び
榊
の
御
旨
を

な
し
一
仰
の
栄
を
頴
さ
ん
と
す
。

故

ニ
生
徒
ヲ
(如
何

ニ
数

ハ
減
る
も
)
民

の
信
者
ニ
な
し
良
の
教
育
を
施
さ
ん
と
す
。

叉
余
ハ
批
ヲ
離
れ
て
事
ヲ
な
し
度
し
。
彼
等
ハ
之
ニ
反
し
位
卜
共
-
一

一壌
を

な
し
度
し
。

叉
余
ハ

此仙
慨
を
世
よ
り
離
れ
良
の
キ
リ
ス
ト
信
徒
ト
ナ
サ
ン
矯
め
不
信
者

ニ
嫁
す
可
ら
ず
と
を
し
ゅ
ベ
し
。

然
る
ニ
彼
ラ
ハ
都
合
-
一
白
れ
パ
不
信
者
と
嫁
す
る
も
売
さ
ん
と
を
し
へ
ん

と
す
。

以
下
八
月
廿
六

U
ノ
記
事
ノ
前
マ
デ
問
枚
紙
帰
人

什
十
五
年
八
月
廿
六
円
僻
駿
表
如

私
義
今
般
梅
花
ん
且
皐
校
教
員
僻
犠
之
義
-
一
付
テ
校
長
田
村
氏
ま
で
談
じ
筒

候
陸
後
ニ
委
員
中
御
評
議
之
上
一
路
則
一意
を
止
め
其
代
員
之
有
迄
可
動
旨

被
仰
候
。
故
-
二
謄
勘
考
仕
是
其
意
見
之
大
略
を
可
述
候
。

夫
れ
野
生
ハ
v
V
同
時
槍
々
考
ふ
る
に
世
間
事
訓
仰
の
楽
の
矯
め
に
而
己
働
可
し
。

若
し
榊
の
旨
ニ
あ
ら
ざ
れ
パ
断
然
之
を
止
め
ん
と
。
然
る
に
此
の
厚
校
た

る
や
一
柳
川
五
ロ
ラ
キ
リ
ス
ト
信
者
共
力
シ
テ
紳
の
祭
の
篤
め
に
せ
ん
と
定
め

ne 

榊
の
力
を
頼
み
只
信
仰
を
以
て
此
皐
校
ノ
盛
大
ヲ
計
り
其
栄
ハ
榊
-
一
郎
し

日

て
感
謝
し
て
今
日
ニ
至
れ
り
。

然
る
ニ
今
皐
校
之
精
一柳
を
惟
る
に
信
者
明
開
立
し
て
只
一柳
の
楽
の
矯
め
に
一柳

の
力

ニ
積
て
信
仰
ヲ
以
テ
筋
す
の
勢
力
な
く
之
ヲ
維
持
す
る
に
不
信
者
よ

り
も
助
を
仰
き
位
の
力
を
借
て
此
撃
校
を
盛
-
一
せ
ん
と
す
る
も
の

L

如

し
。
是
れ
一
柳
ノ
栄
ニ
ア
ラ
ズ
。
一
仰
の
旨
ニ
あ
ら
さ
る
と
思

フ。

如
何
と
な

れ
パ
-信
じ
て
灘
き
を
忍
び
金
よ
り
も
紳
ニ
頼
る
の
精
紳
弱
く
大
ニ
…
世
よ
り

も
一
際
蔑
を
愛
け
ま
た
信
者
の
精
神
を
弱
め
信
仰
を
弱
め
榊

-
一
奉
る
心
と
感

謝
す
る
心
を
弱
む
る
な
ら
ン
ヵ
。
又
信
者
と
不
信
者
と
は
心
底
反
劃
す
る

も
の
ニ
し
て
世
の
人
何
ゾ
榊
の
栄
を
願
わ
ん
也
。
然
れ
ば
五
ロ
ラ
も
彼
ラ
よ

り
愛
る
の
理
あ
ら
ん
。
叉
若
し
コ
ノ
皐
校
ハ
第
一
ニ
向
学
問
を
重
ん
じ
一
柳
之

栄
を
額
は
す
を
第
二
卜
す
れ
ば
余
ハ
之
ト

一
致
す
る
ζ

と
能
は
ず
。
然
り

而
し
テ
皐
校
之
精
一柳
如
是
ク
ン
パ
一
柳
之
旨
と
思
フ
コ
ト
能
は
ず
。
ま
た
数

育
上
ニ
於
て
も
其
精
神
ハ
大
ニ
闘
係
す
る
事
な
れ
ば
余
之
本
心
之
ニ
従

フ

コ
ト
能
は
ず
。

故

ニ
余
ρ

恨

ン
デ
余
ノ
愚
考
ス
ル
所
を
述
べ
以
て
委
員
諸
君
ニ
忠
告
シ
五
口

僻
職
ス
ル
ノ
意
ヲ
表
セ
ン
ト
ス
。

若
シ
委
員
諸
行
ノ
設
今
前
ニ
述
、
へ
シ
設
-
一
合
ヒ
岬
ノ
祭
ト
ナ
ル

ベ
キ
コ
卜

分
明
な
れ
パ
余
ハ
倹
ン
デ
代
員
ノ
有
る
迄
不
顧
愚
拙
其
任
二
件
前
ら
ん
と
欲

す
る
也
。

然
れ
共
之
ニ
反
ス
レ
パ
願
く
パ
可
成
速
ニ
退
職
セ

ン
事
ヲ
欲
ス
ル

也
。
但

し
今
般
余
ノ
僻
職
す
る
ハ
体
道
の
志
ア
ル
ヨ
リ
起
り
し
事
ヲ
モ
米
諾
ア
ラ
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ン
市
下
ヲ
乞
フ
。



八
月
何
円

成
瀬
仁
薮

校
長
粂
委
員

円
す
刀
'
k
w
n
投

I
l
ι
f
j
I
，A
v
f
h
v
 

委
員
(
以
下
欠
ク
)

(
以
下
凶
枚
け
/
押
入
紙
川
市
「
紙
丈

ニ
上
下
段
ニ

3
カ
レ
テ
イ
ル
)

路
加
伴
十
二
市
十
五
節

戒
心
し
て
貧
心
を
恨
め
よ
。
夫
れ
人
の
生
命
ハ
所
蓄
の
能
な
る
に
ハ
因
ざ

る
也
。

(斗(ー)
今 コ
コノ
ノ設
地 l円
ノ鴎姦

(初人士号
偶ノ I隣

{象心器三
信中 ζι
者 子百
ノリ。:
JL¥ "3 

守E

川
門
商
資
者

附
偶
像
信
徒
の
師
の
心

同
提
際
太
前
書
六
の
十

財
を
古
都
ふ
ハ
諸
の
忠
市
中
の
畑
山
也

け
財
ハ
肉
卜
共
ニ
亡
プ
ベ
シ

制
今
」
伏
汝
が
怒
と
ら
る
ベ
し

附
ノ
ア
の
洪
水

附
ソ
ド
ム
ト
ゴ
モ
ラ

側
た
正
一
仰
の
留
を
求
め
よ

然
れ
ば
是
等
の
物
ハ
爾
曹
に
加
へ
ら
る
可
し
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然
レ
パ
信
者
ハ
財
ヲ
如
何
ニ
ナ
ス
ャ
。
乞
じ
キ
ヵ
。
或
ハ
一
柳
ヲ
信
ず
れ

ば
金
ハ
問
リ
デ
出
来
る
や
。
或
遊
ン
テ
食
ふ
も
の
可
。
或
ハ
人
ニ
借
金

し
て
或
ハ
人
の
や
く
か
い
と
な
る
や
。
柳
之
ヲ
説
ン
。

悉
く
紳
の
栄
一
一
蹄
せ
り
。

付
商
洋
の
諸
閣
の
寓
と
純
縮
刷

ω富
者
ハ
如
何
ニ
す
る
也

同
会
者
ハ
如
何

貧
者
、
又
小
児
叉
女
等
の
例

同
停
泊
者
ハ
如
何

凶
本
、
新
聞
侍
道
命
日
一
位
、
会
院
、
血
平
校
、
病
院
、
安
息
日
陶
宇
校
等
ナ

リ。信
者
二
倍
ン
付
醜

金

同

人

ニ

施

シ

テ

惜

ア
ナ
ニ
セ

改
メ
シ
後
前
ノ
有
篠
-
一
付
テ
榊
の
前
ニ
如
何
同
出
ス
モ
人
ニ
知
ラ
セ

同
酒
ヲ
止
メ
ン
金

(四)
悔

パ
矢
張
リ
食
欲
ナ
リ
。

(
終
)
二
人
ノ
主
に
事
プ
事
能
は
ず
。

利
ヲ
愛
ス
モ
ノ
ハ
財
卜
共
一
一
亡
ヒ

ヨ



生
命
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
利
欲
ヲ
捨
テ
L

天
国
ヲ
求
メ
ヨ
。

八
月
二
十
六
日
夕

O
品開道

第
一
罪
ヲ
知
ル
事

第
三
倍
じ
領
ル

メ
或
ハ
教
へ
或
ハ
働
ク
事
或
ハ
悦
ビ
或
ハ
困
難
或
ハ
感
謝
或
ハ
愛
其
他
信

第
二
悔
改
メ

第
州
洗
趨

(/，) 

1肋

者
の
働
多
く
あ
り
。
コ
ノ
順
序
ヲ
誤
る
可
ら
ず
。
明
日
ハ
物
メ
、
感
謝
、

信
仰
、
働
等
也
。

O
如
何
ナ
ル
道
一
一
由
テ
悔
改
ム
ル
ヤ
叉
キ
リ
ス
ト
ヲ
知
ル
ヤ

一
柳
ノ
旨
ノ
如
ク
成
ラ
ン
。
之
ヲ
求
メ
ヨ
理
論
ヨ
リ
モ
賀
験
ニ
照
シ
テ
知
る

ベ
シ
。

川
一
柳
ヲ
知
リ
父
己
ノ
非
ヲ
心
ニ
テ
悟
ル
事
(
不
智
)
即
ち
榊
の
裁
刈
を
刷
出

ん
よ
事
ヨ
リ
起
る
也
。
即
ち
形
刈
ヲ
ヲ
ソ
レ
叉
本
心
一
柳
ニ
反
き
し
を
百
一
め

残
念
之
心
を
生
ぜ
し
む
る
也
。
又
一
柳
ノ
御
慈
悲
印
イ
エ
ス
ニ
感
じ
テ
起

也制
聖
誕
ノ
導
ナ
リ
。
其
手
立

同
説
教

附
信
者
ノ
行

附
聖
書
或
ハ
本

ヲ
説
み

附
死
ノ
有
様
等
ヲ
見
て
本
心
ヲ
醒
ス
コ
ト
ア
リ

同
げ
罪
ヲ
犯
せ

し
よ
り
本
心
ノ
立
ニ
山
テ
起
る
市
あ
り

何
敗
れ
を
と
る
よ
り
起
る
あ
り

凶
世
の
は
か
な
き
を
見
て
知
る

間一
柳
の
奇
跡
或
ハ
民
理
を
見
て

記

あ

り

卜l

起
る
あ
り

附
或
ル
人
ハ
叙
王
ヲ
求
メ
テ

M
る

(
マ
ム
)

剛
山
博
道
師
/
釘
様
-
一

闘
病
気
ノ
時
起
る
あ
り

人
あ
り

刷
道
理
印
ち
民
一理
を
聞
い
て
起
る
あ
り

由
る
あ
り

制
一
例
ノ
栄
即
ち
世
-
一
比
類
な
き
事
例
よ
り
起
る
あ
り
、
た
と

へ
ば
ム

l
デ
!
、
津
山
ノ
如
き
人
ノ
不
思
議
ニ
一
仰
の
奥
義
ヲ
さ
と
る
事
ニ

て
、
叉
不
信
者
ト
信
者
ノ
異
ナ
ル
業
ヲ
見
て
。
刷
信
者
ノ
困
難
を
愛
け
之

(マ
h
)

H
利
潤
仲

ニ
勝
つ
事
ニ
由
て

凶
怒
ヲ
甚
し
く
篤
し
て
念
-
一
嬰
ず
る
事
あ
り

山
於
吉
岡
さ
ん
の
念
ニ
嬰
り
し
事
一
一
由
て
一
脚
の
栄
顕
れ
し
事
も
あ
り

(tc) 
其

他
多
く
の
有
様
あ
り
。

即
ち
一
柳
の
選
、
ひ
た
る
民
ハ
聖
m
E
之
導
を
愛
け
て
本
心
ニ
光
ヲ
得
て
己
の
罪

を
定
め
一
刑
を
恐
る
与
の
心
出
て
ふ
救
ト
榊
ヲ
求
ム
ル
ノ
心
ヲ
生
ぜ
し
む
る

也
。
故

ニ
其
人
の
心
ノ
有
機
一
一
白
て
綿
(
悔
改
こ
く
べ
し
。

(
第
一
一
)
信
ぜ
し
む
る
事
也

聖
窓
之
諮
同
協
ニ
由
て
キ
リ
ス
ト
ヲ
知
り
之
ヲ
信
ず
る
也
。

罪
ヲ
資
ニ
知
る
も
の
ρ
救
ヲ
求
む
る
也

固
よ
り
キ
リ
ス
ト
ノ
数
ト
讃
媛
を
聞
き
叉
其
資
力
を
見
、
罪
を
知
り
悔
改

ア
ガ
ナ
イ

め
し
な
れ
パ
直
ニ
キ
リ
ス
ト
ノ
服
ヲ
信
ず
る
也
。
是
れ
木
心
ノ
鋤
む
る
腿

也
(第
三
)
固
よ
り
罪
ヲ
悔
改
め
聖
震
を
愛
け
キ
リ
ス
ト
ヲ
信
じ
、
生
れ
更

り
し
な
れ
ば
悉
く
紳
を
愛
す
る
心
あ
り
。
常
ニ
一
例
の
埠
を
作
家
り
惑
-
一
導
れ

ざ
ん
。
ま
た
品
開
道
師
之
ヲ
勧
め
叉
聖
露
共
-
一
勧
む
る
也
。
叉
生
れ
更
り
し

故
性
質
反
釘
と
な
り
今
迄
之
面
下
之
係
金
な
る
事
罪
た
る
惑
を
悟
り
し
な
れ
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パ
之
ニ
行
く
を
好
ま
ず
。
叉
不
信
者
ノ
悪
し
き
誘
ヲ
見
で
之
ヲ
愛
す
る
心



ハ
出
で
ず
反
テ
之
ヲ
憐
み
之
一
一
抗
す
る
心
生
ず
る
也
。
即
ち
位
ノ
雄
前
ヲ

見
、
偶
像
ヲ
見
て
之
ヲ
あ
わ
れ
み
困
難
に
合
ふ
て
悦
ビ
あ
り
。
叉
怒
彪
之

策
ハ
宅
盛
ニ
由
テ
叉
知
包
。
可
惑
之
也
。
人
ニ
導
る
L

ニ
あ
ら
ず
。
人
を

場
か
ん
と
欲
す
る
也
。
常
-
一
新
り
て
紳
の
楽
を
俊
ば
ん
。
然
れ
パ
常
ニ
進

む
し
也
。
ま
た
聖
書
あ
れ
ば
之
ヲ
研
究
せ
ん
。
彼
ハ
常
ニ
霊
ノ
事
ヲ
求
メ
テ

肉
之
官
ヲ
防
ぐ
な
ら
ん
。

己
ノ
利
ヲ
宅
ン
デ
信
者
卜
ナ
ラ
ン
卜
欲
す
る
も
の
或
ハ
高
慢
或
ハ
、
勝
手

ノ
篤
め
に
イ
エ
ス
ヲ
信
ぜ
ん
と
す
る
も
の
ハ
民
の
悔
改
ニ
合
は
ず
、
刷
よ

り
捨
て
ら
る
L

も
の
也
。

γ

モ
ン
メ
ガ
ス
ノ
如
き
治
太
ノ
如
き
或
ル
一品
者

ノ
如
き
等
也

O
R
ニ
悔
改
む
る
も
の
ハ
本
心
ヨ
リ
罪
ヲ
怒
ミ
凡
て
の
物
を

捨
て
λ

従
ふ
も
の
な
り
。
ま
た
面
白
い
或
ハ
道
徳
ノ
篤
め
杯
考
ふ
る
人
も

一仰
の
旨
ニ
か
な
わ
ず
。

O
聖
書
ノ
讃
方

聖
書
ヲ
読
む
に
其
目
的
ヲ
知
て
讃
む
べ
し
。
即
ち
コ
ノ
言

ハ
如
何
ナ
ル
心

ノ
人
ニ
向
テ
言
ヒ
玉
フ
事
力
或
ハ
不
信
者
ニ
向
テ
罪
ヲ
資
メ
玉
フ
事
力
或

ハ
捨
テ
ラ
ル
a
A

事
カ
或
ハ
悔
改
-
一
線
き
玉
フ
言
カ
或
ハ
信
者
ニ
向
テ
カ
或

ハ
如
何
ナ
ル
心
ノ
信
者
ニ
向
テ
カ
等
ヲ
明
ニ
し
て
讃
む
べ
し
。
不
然
ハ
誤

ニ
落
る
な
ら
ん
。
た
と
へ
ば
悔
改
メ
ヨ
ト
ア
ル
事
ヲ
信
者
ノ
事
卜
思
ひ
常

ニ
罪
ヲ
を
か
し
μ
ハ
悔
改
む
る
と
取
り
或
ハ
品
行
ノ
正
シ
ク
ス
ベ
キ
事
ア
ル

ヲ
不
い
い
い
省
ノ
ポ
卜
取
レ
パ
レ
八
ナ
ル
談
リ
ナ
リ
。
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O
説
教

一刷
ノ
選
び
玉
ひ
し
も
の
を
場
き
且
つ
設
教
者
一
刑
ノ
旨
ヲ
言
ひ
之
ヲ
行
ヘ
パ

必
ス
其
)
貨
ハ
あ
る
可
き
也
。
印
ち
高
慢
者
ハ
敬
サ
レ
議
り
之
ヲ
慕
ヒ
一
刑
の

招
き
ニ
腹
し
も
の
ハ
悔
改
む
可
き
也
。
此
ノ
事
ハ
民
ニ
ア
ル
筈
ナ
リ
。
も

し
一
川
ノ
選
ビ
玉
フ
モ
ノ
ナ
ク
一
川
ノ
旨
ナ
ラ
ザ
ル
ト
キ
ハ

一
言
モ
言
フ
可
ラ

ザ
ル
ナ
リ
。
然
レ
パ
説
教
ハ
必
ズ
盆
ヲ
ナ
ス
ニ
相
違
な
し
。
故
ニ
一
人
ノ

庭
ニ
テ
熱
心
ニ
説
教
シ
選
レ

y
者
ヲ
救
フ
ベ
シ
。
其
他
数
ハ
-史
ニ
多
ヲ
好

む
可
ら
(
ず
脱
力
)
。

リ
ハ
一
柳
ノ
旨
ヲ
求
ム
ベ
シ
。
イ
エ
ス
ハ
一
人
二
度
々

崎
ヲ
出
陣
へ
賜
ヘ
リ
。
彼
/
釘
名
ノ
人
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
ト
関
心
フ
可
ラ
ズ
。
只

一刷
ノ
選
ビ
玉
フ
ニ
ま
か
す
べ
し
。
明
日
ノ
事
ハ
明
日
ニ
セ
ヨ
。
叉
人
ノ
知

ル
事
ヲ
望
ム
可
一
フ
ズ
。
又
説
教
ス
ル
ト
キ
コ
ノ
言
葉
ハ
榊
ノ
旨
ニ
ム
ロ
フ
カ

叉
コ
ノ
哨
ハ
一
川
ノ
御
主
一意
-
一
合
フ
カ
ト
本
心
ニ
直

γ
且
ツ
祈
り
テ
説
教
ヲ

ナ
ス
ベ

シ
。
ヨ
ク
御
旨
ノ
知
レ
ザ
ル
ニ
即
ち
よ
く
説
教
が
出
来
ヌ
ニ
説
教

ス
可
ラ
ズ
。
但
し
念
ナ
ル
時
聖
霊
ニ
感
じ
言
フ

ベ
キ
時
ア
リ
。
其
時
ハ
之

ヲ
不
制
作
ン
テ
可
言
。
叉
人
ノ
心
ノ
有
様
不
明
ニ
言
フ
可
ら
ず
。

明
る
矯
め

r
h

問
ふ
ベ
し
。
不
知
事
ハ
決
シ
テ
=
一
一口
ハ
ズ
、
決

γ
テ
数
へ
ズ
ト
定
メ
ヨ
。

若
シ
不
知
シ
テ
行
ヒ
或
三
行
ヒ
或
ハ
数
へ
パ
大
ナ
ル
罪
ナ
リ
。
何
ゾ
罪
ナ

ル
事
ヲ
吾
ラ
鴛
ン
ャ
。

O
祈
り



祈
モ
悉
ク
考
へ
一
柳
ノ
旨
卜
可
求
事
ヲ
新
リ

一
言
モ
空
一
ゴ

UZTNブ
可
一
フ
ズ
。

更
ニ
人
の
心
ノ
篤
め
に
祈
る
可
ら
ず
。

O
説
教
ス
ル

心
得

け
人
少
キ
時
或

ハ
閤
ん
時
或
ハ
人
心
ノ
頑
固
ナ
ル
時
ハ
矢
張
り
一
例
ノ
旨
ニ

シ
テ
之
ノ
弱
キ
コ
ト
コ
ノ
附
コ
ト
ニ
山
テ
榊
ノ
栄
頴
ル

L

コ
ト
ヲ
考
へ

決

γ
テ
気
ヲ
弱
ラ
ス
可
ラ
ズ

け
質

-一
説
教
ヨ
リ
出
来
テ
之
ニ
山
岩
盤
ノ
カ
ア
リ
テ
人
々
/
心
配
拙
ヒ
動
き
或

ハ
悔
改
メ
或
ハ
熱
心
ナ
ル
時
ハ
一柳
ノ
約
束
ノ
ム
口
ヒ

ン
事
、
一柳
ノ
祭
ノ
聞
事

り
人
心
一
仰
ヲ
叫
美
ス
ル
ヲ
究

へ又一
柳

ハ
生
タ
ル
力
ア
ル

事
ヲ
究

ヘ
リ
ハ謙

リ
テ
一
柳
ニ
感
謝
し
吏
ニ
己
ノ
勢
ヲ
一
柳
ノ
前
ニ
出
ス
可
ラ
ズ

け
コ
ノ
市
中
ニ
テ
渦
足
ス
吋

7
ス
、
作
後
世
界
中

ニ
榊

ヲ
旧
制
サ
ン
一切
ヲ
盟
、
、
、

作
小
後
彼
一
フ
/
ぃ
忽
ヲ
祈
り
叉
来
世
の
裁
判
ノ
事
ヲ
思
ヒ
叉
一
々
ニ
於
て
大

ナ
ル
栄
ト
悦
ア
ル
ヲ
思
ヒ
貞
二
己
ノ
事
ヲ
思
フ
可
ら
ず
。

X
説
教
ノ
仕

方
の
拙
巧
ヲ
論
ず
可
ら
ず
。

μ
ハ一例
の
御
旨
を
論
ず

べ
し
。

州
熱
心
ナ
ル
信
仰
を
持
つ
べ
し
。

同
己
レ
十
分
裂
誕
ニ
感
じ
一
脚
ヲ
栄
む
る
心
あ
ら
ば
己
ノ
柴
ヲ
求
ム
ル

心
ハ

出
ざ
る
也
。

" riC 

O
榊
ノ
旨
ヲ
ナ

セ

11 

人
ノ
心
ニ
従
フ
テ
道
ヲ
数
ヘ
ズ
。
主
ノ
旨
ニ
由
テ
ス
ベ

γ
。
如
何
ニ
欲
ス

ル
モ
或
ハ
怒
ル
モ
人
ノ
心
ニ
従
フ
勿
レ
。
故
ニ
設
教
ス
ル
時
ハ
一柳
の
旨
ノ

ミ
ヲ
考
フ
ベ
シ
。
又
新
ん
時
モ一
例
ノ
旨
ニ
合
フ
テ
コ

ノ
人
々
榊

ニ
義
ト
セ

ラ
ル
ル

ヤ
或
ハ
吾
モ
如
何
ト
考
へ
只
主
ノ
恵
ノ
ミ
ヲ
考
望
ン
デ
人
ノ
心
ヲ

史
ニ
附
ル
コ
ト
勿
レ
。
一
例
ノ
旨
ヲ
ナ
セ
パ
己
/
禁
断
捌
レ
ス
一
柳
ノ
祭
ア
ラ
ワ

レ
ン
。
も
し
人
己
ノ
惹
ナ

レ
パ
己
ノ
意
ヲ
行
フ
モ
ノ
ヲ
入
レ

テ
信
者
ト
ナ

し
己
ヲ
楽
し
メ
己

ヲ
敬
ま
は
す
也
。
併
し
一
脚
ノ
旨
ヲ
ナ
ス
モ
ノ

ρ
人
一
柳
ヲ

敬
ま
ざ
れ
パ
叉
前
九
二
一
例
の
一意
ニ
ム
口
は
ざ
れ
パ
之
ヲ
莞
さ
ず
。
之
ヲ
な
さ

ず
。
故
ニ

己
ノ
楽
ハ
亡
び
一脚
ノ
栄
開
閉
る
ベ
し
。

八
月
二
十
八
日

O
愛

咋
H
m陣
山
、
前
一刷
の
説
教
ヲ
聞
き
吾
ニ
愛
心
ヲ
歓
き
た
る
悟
り
大
一
一
悔
改

之
心
を
生
ぜ
り
。
一
政
ニ
一
例
ニ
可
感
謝
事
也
。
余
ノ
誤
り
一例

-
一
逆
ひ
し
時
も

神

ハ
之
ヲ
売
し
吾
ヲ
愛
し
導
き
賜
ふ
を
悟
り
賀

ニ
喜
悦
ニ
川
雄
へ

ざ
り
し。

今
迄
余
ハ
一
柳
ノ
か
く
世
ヲ
愛
し
玉
ふ
を
自
ら
其
奥
義
ヲ
知
ら
さ
り
し
故
、

何
ゾ
人
-
一
類
ハ
ス
ヲ
得
ン
ヤ
。
故
ニ
余

ハ
榊
ノ
正
き
裁
判
ヲ
ナ
ン
賜
ふ
事

厳
格
ナ
ル
ヲ
教
へ

全
く
身
ヲ
清
め
一
例
ニ
奉
げ
救
わ
る

も弘
事
市
己
を
第

教
へ
し
が
今
考
ふ
る
に
榊
ハ
人
ヲ
己
ノ
御
子
を
サ
へ
下
し
賜
ふ
御
慈
愛
あ

る
を
同
期
す
を
怠
た
れ
り
。
故
ニ
人
ニ
賞
ニ
一
脚
ノ
御
慈
悲
ヲ
以
テ
教

へ
ズ
俸

ヲ
以
テ
教
へ
た
り
。

日
脚
ハ
慈
悲
深
き
親
心
ナ
リ
。
故
-
一
罪
ヲ
犯
ス
チ
ヲ
家
ニ
人
レ
ル
事
能
は
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ず
。
然
し
川
町
へ
る
を
持
ち
玉
ふ
(
悔
改
メ
テ
)

故
ニ
子
ニ
涙
、
憐
ヲ
以



テ
可
悔
改
ヲ
教
へ
玉
フ
ナ
リ
。
路
十
六
ノ
十

ヨ
リ
絡

設
ニ
人
ニ
教
へ

ル
ニ
一
刑
ノ
御
慈
愛
ヲ
以
テ
一
刷
ノ
旨
ノ
正
き
ヲ
教
へ
父
ノ
御
慈
悲
ノ
難
釘
ニ

感
じ
己
ノ
罪
ヲ
悔
改
メ
サ

ス
ベ
キ
ナ
リ
。
俸
ヲ
以
テ
打
ち
立
メ
或
ハ
山
川
ヲ

恐
レ

γ
メ
テ
数
主
ニ
由
一
フ

γ
ム
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
之
一
一
家
、
不
テ
キ
リ
ス
ト
叉

一
例
ノ
御
慈
悲
ノ
深
き
心
ヲ
旧
制
ハ
ン
之
-
一
感
ジ
テ
紳
ニ
脊
く
ヲ
止
め
悔
改
メ

テ
涙
ヲ
流
し
て
一
例
-
一
郎
へ
ら
し
む
可
し
。

約
翰
体
三
一説
十
六
せ
つ
十
八
せ
っ

間
相
馬
書
五
ノ
八

榊
ノ
愛
ハ
イ

エ
ス
ノ
士
字
架
ニ
由
テ
顕
ハ
ル
。
人
之
ニ
由
テ
己
ノ
罪
ヲ
悔

改
メ
テ
イ
エ
ス
ヲ
い
じ
て
紋
は
る
べ
し
。
イ
エ
ス
白
ク
ヨ
キ
下
牧
ハ
羊
の

荷
村
め
に
生
ヲ
捨
ツ
ト
。
叉
日
ク
人
友
ノ
篤
め
に
捨
ッ
。
愛
之
ヨ
リ
多
き
ハ

な
し
。

叉
コ
リ
ン
タ
前
乃
十
三
位

今
一
柳
ハ

凡
テ
ノ
人
ヲ
愛
し
賜
フ
ナ
リ
。
削
ち

間
ホ
一
柳
ノ
敵
ト
ナ
リ
タ
ル
ニ
彼
ノ
矯
め
に
十
字
架
-
一
付
け
り
。
放
ニ
今
談

り
ヲ
ナ
し
タ
ル
教
師
ノ
矯
め
に
も
罪
ヲ
犯
し
た
る
も
の
h

為
め
に
も
待
ち

賜
ふ
な
り
。
回
ヨ
リ
愛
ニ
感
じ
て
悔
改
め
し
も
の
も
衆
多
あ
り
。

故
ニ
型
鍾
/
御
力
ヲ
得
テ
人
々
榊
ノ
御
慾
悲
ヲ
惜
し
て
悔
改
ニ
渇
く
べ

し。一脚

ハ
吾
ヲ
愛
し
玉
ふ
故
ニ
怒
ヲ
な
す
を
好
ま
ず
ね
た
み
賜
ふ
也
。
故
ニ
人

ニ
教
ユ
ル
ニ
一紳
ハ
汝
/
罪
ヲ
犯
ス
ヲ
見
テ
汝
ヲ
悪
む
と
の
み
云
は
ず
、
汝

界
ヲ
犯
し
て
亡
ル
ヲ
見
て
涙
ヲ
流
し
て
憐
み
玉
ヒ
、
直
ニ
故
主
ヲ
下
シ
テ
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彼
ヲ
亡
シ
汝
を
放
ハ
ン
ト
ス
。
汝
只
キ
リ
ス
ト
ヲ
信
ぜ
ば
政
わ
る
べ
し

と
数
ゆ
可
し
。
併
し
榊
ハ
愛
す
る
兇
ヲ
鞭
打
ツ
ト
ア
リ
。
放
一
一
愛
し
賜
フ

榊
故
、
兇
の
罪
ヲ
犯
し
亡
プ
ん
を
好
、
、
、
賜
は
ず
。
陥
唱
之
苦
き
子
、
一
治
き

子
、
賢
き
子
、
倍
、
深
き
子
と
な
し
度
也
。
故
二
五
日
ラ
働
み
て
父
の
旨
を
符

す
可
き
也
。O

伴
道
ノ
働

け
川
聖
書
ヲ
調
み
(
多
人
)
一
柳
の
旨
ヲ
悟
り
之
を
行
ひ
己
ノ
身
心
を
一
柳
-
一

虐
げ
常
ニ
其
御
慾
愛
を
愛
る
事

附
叉
一
川
間
学
を
勉
強
す
る
事

附
経
験
を
積
む
事

制
己
ノ
家
を
を
く
治
む
る
事

け
州
説
教
ス
ル
事
又
聖
書
ヲ
数
ゆ
る
市
中

同
圏
三
家
々
ヲ
週
間
し
人
々
ノ
心
ノ
釘
機
を
知
る
事

附
人
々
ト
面
談
ス
ル
事

阿
投
獄
或
ハ
官
一
u
籍
等
を
書
く
官
事

(
マ
、
)

附
人
々
ノ
職
業
ニ
付
て
事

川
げ
曾
堂
、
事
校
、
体
道
曾
枇
を
設
る
事

凶
侍
道
師
、
牧
師
を
作
る
事



同
諸
教
曾
親
臨
一
致
ノ
事

削
教
命
日
を
奨
励
す
る
事

同
牧
教
命
田
事

O
紳
ノ
鶴
市
市

潟
市デ
川
ノ
旨

ニ
従
ヒ
其
葱
ニ
積
一
フ
パ
大
丈
夫
な
ら
ん
。
信
者
を
し
て
尤
も

一仰
を
愛
せ
し
め
常
一
一
榊
ニ
事
ふ
る
事
を
勧
め
は
教
曾
之
事
ハ
必
ズ
よ
く
治

る
な
ら
ん
。O

懐
恐

汝
ヱ
ホ
パ
ヲ
只
催
レ
ョ
。
汝
若
し
ん
k

ク
ヱ
ホ
パ
ノ
御
旨
-
一
従
フ
事

ニ
由
テ

人
ヨ
リ
恰
テ
ラ
レ
或

ハ
貧

γ
ク
ナ
リ
或
ハ
多
ク
の
敵
ア
リ
ト
雌
叉
人
ヨ
リ

軽
蔑
セ
ラ
ル
込
モ
病
ニ
ナ
ル
モ
人
ハ

一
人
モ
伏
従
セ
ザ
ル
モ
何
ノ
恐
ん

h

事
カ
ト
伺
ン
ャ
。
ヱ
ホ
パ
ハ
五
口
ノ
牧
者
ナ
リ
。
五
日
ノ
強
力
ナ
リ
。

必
ズ
吾
ヲ

導
キ
賜
ふ
也
。
只
安
心
シ
テ
ヱ
ホ
パ
ノ
命
ニ
従
へ
ヨ
。

。
敵

凡
て
ヱ
ホ
パ
ノ
旨
-
一
逆

フ
モ

ノ
ハ
ヱ
ホ
パ
ノ
敵
ナ
リ
。
然
し
彼
ヲ
愛
ン
テ

救
ン
ト
篤
し
賜
ふ
。
五
円
モ
ヱ
ホ
パ
ト
同
・
し
旨
ヲ
以
テ
働
、
災

-
一
政
ヲ
恐

る
L

事
勿
れ
。
詩
ヲ
謂
メ
ヨ
。

~ê 

O
牧
師
或

ハ
侍
導
師

1'1 

牧
師
ハ
太
十
日
ノ
預
言
者
の
も
の
ニ
し
て
榊
ノ
歎
示
を
愛
け
て
紳
ノ
旨
ヲ

人
々
ニ
侍
へ
叉
後
ノ
事
ヲ
預
言
せ
り
。
叉
祭
司
ノ
如
く
榊
ニ
祭
を
ヲ
備
へ

人
ニ
榊
ノ
旨
ヲ
お
し
へ
る
も
の
也
る
が
如
し
。

故

ニ
常
ニ
榊
上
父
リ
其
御
旨
ヲ
人
ニ
侍
へ
お
し
へ
叉
讃
援
す
る
も
の
也
。

故

ニ
神
不
知
者
ニ
教
へ
ヨ

ト
云

へ
パ
之
ヲ
教
へ
、
ま
た
侮
改
メ
ヨ

ト
一広
へ

ハ
之
ヲ
行
ひ
、
ま
た
助
め
と
云
ヒ
玉
ヘ
ハ
働
ま
せ
、
之
ヲ
止
め
と
云
ひ
玉

ふ
を
知
れ
ば
之
を
信
者
ニ
に
告
げ
、
熱
心
ナ
レ
、
愛
ヲ
熱
せ
よ
、

備
せ
よ

と
云
ひ
賜
ふ
を
悟
れ
ば
之
云
ヒ
刺
ハ
汝
ヲ
愛
す
汝
の
信
を
知
れ
り
。
故

安
か
れ
と
云
ヒ
賜
ふ
を
悟
れ
ば
之
を
告
げ
よ
。
即
ち
一
刑
ノ
御
旨
ヲ
信
者
ニ

比
口
け
信
者
之
願
を
榊

一
一
告
る
仲
立
人
の
如
き
も
の
也
。一
柳

ハ
聖
窓
-
一
由
-
ア

」
ぷ
ヲ
愛
興
し
賜
フ
也
。
故
ニ
之
ノ
任
ヲ
愛
た
る
も
の
偽
善
者
ニ
し
て
己
ノ

ヰ
息
を
一打
は
ぜ
呼
鳴
一
柳
ノ
前
ニ
於
て
罪
ナ
ル
事
故
。

若
シ一
柳
己

ヲ
コ
ノ
任
-
一
招
γ
玉
ハ
ザ
ル
ニ
己
ノ
勝
手
印
ち
金
ノ
篤
め
或
ハ

名
ノ
篤
杯

-一テ
な
る
も
の
固
よ
り
彼
ニ
旨
ヲ
通
ず
る
を
好
み
玉
は
ず
。
故

一一
御
旨
の
奥
義
を
さ
と
ら
し
め
ず
叉
聖
震
之
御
力
を
輿
へ
ず
。
然
れ
は
何

ゾ
か
込
る
人
ニ
白
テ
救
る
L

庭
あ
る
の
理
あ
ら
ん
也
。
叉
吾
曹
ハ
イ
エ
ス

(うキ
刷l リ
ノ ス
旨 O 卜

ニ諮ノ
f定数 読
は曾人
ず (也
コナ多 。
~ キノ
ノ数民

雪%
二: 有仰
イ比様
」、 ~

も
σコ
.<7 
虫 〆

し

同
信
仰
よ
り
智
識
を
重
ず

同
主
ト
兄
弟
を
愛
す
る
愛
ハ
薄
き
な
り

州
熱
心
ナ
ル
心
な
く
、
又
ヌ
ル
ク
ン
テ
信
者
ト
不
信
者
ノ
区
別
難
し
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同
炭
素
通
を
歩
み
雫
も
あ
り
。
沼
、
姻
草
を
の
む
も
あ
り
。
繁
ニ
沈
る
も

あ
り
。
高
慢
を
一
言
ふ
も
あ
り
。
不
ポ
ア
心
を
懐
く
も
の
も
あ
り
。
此
ノ
世
の

財
貨
を
第
一
ニ
愛
す
る
も
の
あ
り
、
又
民
ニ
一
柳
を
愛
す
る
心
よ
り
一
綿
一
一
財

を
奉
る
も
の
、
な
し
。

(

7

h

)

 

川
州
問
滋
命
回
一
枇
ハ
如
何
。
金
ト
却
す
問
ニ
由
リ
榊
ニ
頼
る
心
な
き
が
如
し
。
之

を
熱
心
ニ
な
す
も
の
な
し
。
山
同
道
す
る
も
の
ハ
金
の
篤
め
に
な
す
も
の
多

し
。
外
固
体
道
命
日
枇
之
金
ヲ
む
さ
.
ほ
り
常
ニ
其
少
き
を
不
千
ト
ナ
シ
宣
教

師
ト
臼
木
信
者
之
問
ニ
常
-
一
不
.
小
「
心
あ
る
也
。
ア
L

(

7

h

 

川
土
子
加
古
之
道
を
愚
卜
ナ
シ
円
ハ
慰
問
を
貴
ぶ
も
の
ふ
し
。
ロ

川
聖
震
を
愛
け
て
生
た
る
信
者
ハ
幾
ら
あ
る
包
。

川
世
ト
ゾ
ヒ
供
ナ
ラ
ン
ト
叉
即
ち
政
無
杯
其
他
政
府
、

一
位
、
職
業
等
世
ノ

人
ノ
望
卜
同
じ
き
望
を
持
ち
之
ト
共
ニ
事
を
鴛
さ
ん
と
す
る
も
の
L

如
し

川
人
ノ
心
ニ
事
へ
テ
一
柳
ノ
心
-
一
事
ヘ
ザ
ル
ナ
リ

川
衣
服
、
食
物
、
家
、
道
凡
ハ
杯
を
災
ニ
重
じ
、
之
が
奴
隷
と
な
る
も
の
多

し。的
t
L
の
行
ニ
由
テ
義
ト
セ
ラ
レ
ン
ト
欲
し
ま
た
門
前
ニ
罪
ニ
支
配
さ
る
h

も

の
L

如
し
。

然
れ
パ
如
何
、
固
定
れ
一
仰
の
旨
ニ
合
ふ
た
る
と
謂
ふ
可
き
や
。
是
れ
未
ダ
罪

之
下
ニ
在
る
名
の
み
信
者
ニ
し
て
資
ハ
死
た
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
や
。
今
一
柳

ハ
此
教
曾
一
一

向
て
何
を
考
へ
賜
ふ
や

O
翠
校
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大
阪
之
皐
校
ノ
紳
ノ
旨
-
一
合
は
ざ
る
事
ハ
信
者
ノ
心
よ
り
之
を
愛
し
一
脚
の

祭
の
篤
ニ
せ
ざ
る
事
、
委
員
ハ
各
々
ニ
テ
意
ニ
篤
さ
ん
と
す
る
事
也
。
故

ニ
之
を
一
説
る
事
起
れ
り
。
一
脚
ハ
今
信
者
ノ
心
を
責
め
玉
ふ
な
り。

他
之
皐
校

第
一
ニ
慰
問
卜
己
ノ
道
徳
を
重
じ
一
仰
を
愛
せ
ざ
る
明
也
。
信
仰
待
き
事

也

不
信
者
ニ
付
き
テ
ノ
御
旨

悔
改
メ
テ
イ
エ
ス
ニ
綴
リ
救
は
る
L

卓
也
。

O
A寸
何
ヲ
求
メ
玉
フ
ヤ

先
ヅ
数
曾
ノ
清
ま
る
事
也
。
故
ニ
愛
ヲ
以
テ
榊
ノ
旨
ニ
従
ふ
て
教
命
日
ノ
前

ニ
固
く
人
一
一
意
-
一
抗
し
一
柳
の
旨
を
顕
は
す
べ
し

け
皐
校
ノ
事

(J，) 

け
山
博
道
一
服
ノ
事

同
更
生
ノ
事

川
一
川
ノ
旨
ニ
事
フ
ル
事 同

煙
草
、
酒
ノ
事

此
ト
交
ル
事

同
利
ノ
事

川
罪
ヲ
犯
ス
可
-
フ

ザ
ル
事

川
信
仰
ノ
事

O
慎
一
人
ノ
罪
ニ
付
テ
一
抗
低

心
ニ
働
む
時
ハ
殊
ニ
慎
メ
ヨ
。
恐
ク
ハ
誤
リ
ニ
陥
-
フ
ン
。
人
ノ
罪
ヲ
定
む

る
を
憤
メ
ヨ
。
恐
ク
ハ
汝
ノ
罪
モ
{
疋
メ
ラ
レ
ン
。
永
ク
忍
耐
セ
ヨ
。

一脚
ノ
愛
ヲ
思
ヒ
政
ヲ
愛
ス
ル
心
ヲ
忘
ん
可
一
フ
ズ
。
人
ノ
過
卜
罪
卜
頑
固
卜

愚
ヲ
見
テ
之
ヲ
噺
弄
ス
ル
ノ
-一
意
ア
ル
可
ラ
ズ
。
(
タ
ト
へ
人
ノ
知
ラ
ザ
ル



所
ト
モ
)
叉
悦
ブ
ノ
心
ア
ル
可
ラ
ズ
。

一例
ノ
御
旨
ニ
従
フ
テ
其
ノ
心
ヲ
憐

、
、
、
悲
ミ
コ
ノ
人
ノ
救
ワ
レ
ン
事
悔
改
ム
ル
事
ヲ
望
み
待
つ
ベ
し
。
又
働
く

ベ
し
。
心
ハ
之
-
一
由
テ
憂
フ
ベ
シ
。
併
し
時
ニ
巾
テ
悠
ル
心
ア
ル
ベ

y
。

兄
弟
ノ
愛
情
ヲ
持
ツ
ベ
ン
。
即
ち
悪
ヲ
思
ミ
之
ニ
逆

フ。

併
し
悔
改
ヲ
欲

ス
ル

也
。

併
し
其
ノ
怒
リ
怒
マ
ル
ム
府
メ
ニ
己
ノ
本
心
ヲ
幽
ゲ
テ
和
ニ
ナ
ル
可
ラ

ズ
。
図
ク
。
己
ノ
本
心
ニ
従
フ
テ
一
斉
フ
ヘ
シ
。
叉
人
ニ
悔
改
ヲ
動
ム
ル
時

ハ
榊
ハ
コ
ノ
怒
事
ヲ
貧
-
一
級
ヒ
玉
フ
テ
、
又
正
し
キ
榊
故
コ
ノ
忠
事
ハ
亡

ニ
陥
ル
ヲ
示
し
、
父
今
一
岬
ハ
汝
ノ
侮
改
ヲ
待
チ
玉

フ
事
悠
悲
ア
ル
親
心
ヲ

以
テ
待
y
玉
フ
可
し

叉
兄
弟
ノ
談
リ
ハ
ヨ
ク
認
メ
テ
之
ヲ
知
リ
復
ヒ
之
ニ
陥
る
可
ラ
ズ
。
叉
兄

弟
が
談
リ
ヲ
正
し
、
正
キ
ニ
進
み
又
江
ニ
相
愛
す
る
官
を
微
メ
又
之
ニ
成

る
様
ニ
働
く
可
し
。

O
決
心

余
ハ
一
例
ノ
御
旨
な
れ
ば
悦
ン
テ
死
せ
ん
。
併
し
正
卜
愛
ノ
篤
メ
ニ
死
ス
可

ン
。
又
銭
ゆ
べ
し
。
人
ヨ
リ
悼
約
一
フ
ル
ベ
し
。
人
よ
り
誘
ヲ
愛
く
べ

L
。
円
必

ま
る
べ
し
。

記

O
型品
川

円

資
地
ニ
駿
へ
パ
必
ズ
心
働
み
叉
必
用
の
一
柳
ノ
武
具
ヲ
要
す
れ
ば
必
ズ
之
ヲ

多
ク
得
可

L
。
又
心
ハ
骨
山
一
一
熱
心
ナ
ル
ベ
シ
。
叉
多
ク
一
例
ノ
言
葉
ヲ
要
ス

ベ
シ
。
故
ニ
多
ク
求
メ
得
ベ
シ
。
然
レ
パ
災
地

ニ
職
場
ニ
出
ル
ニ
若
ク
ハ

保
シ
。

日制
モ
之
ヲ
多
ク
助
ク
可
シ。
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明
治
十
六
年
八
月
下
旬
よ
り

十
月
十
八
日
ま
で

(
表
紙
飲
)

前
紋
)

同
更
生
ス
ル
ト
ハ
如
何

州
日
開
カ
ル
度
理
を
悟
ル
。

同
イ
エ
ス
ヲ
信
ゼ
パ
、
今
迄
ノ
罪
ノ
重
荷
ト
非
ノ
誼
ヨ
リ
赦
サ
ル
L

ナ
リ
。

附
心
ニ
白
白
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
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何一
刺
ト
員
理
ヲ
愛
ス
ル
ナ
リ
。
故
ニ
和
銀
之
俊
二
充
さ
る
L

な
り
。

更
生
せ
し
者
ト
園
の
例
。
ポ
!
ル
ノ
事
。
ザ

l
カ
イ
の
事
。
ハ
ワ
イ

聞
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
ノ
事
。

開
汝
前
日
モ
イ
エ
ス
ヲ
信
ゼ
パ
、

心
更
生
し
、
氷
遠
無
限
生
を
得
可
し
。

O
更
生

更
生
す
る
と
は
、
ア
ダ
ム
の
性
質
が
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
性
質
一
一
生
れ

更
る
な
り
。

O
五
ロ
ハ
末
小
児
な
り

五口
ρ

未
ダ
キ
リ
ス

ト
ニ
在
る
小
児
な
り
。
故
一
一
山
市
ニ
印
字
び
、
常
ニ
謙
遜
一
一

注
し
た
る
牧
師
た
ち
ニ
な
ら
ひ
、
兄
弟
之
物
を
愛
け
追
々
大
人
ニ
成
長
す

可
し
。

(
加
投
太
書
六
一挙
三
節
を
観
る
可
し
。)

ま
た
聖
書
を
研
究
す
る
事
、
一
脚
与
を
朗
竿
ぶ
事
ら
、
祈
願
ス
ル
事
ヲ
常
ニ
務

む
可
き
な
り
。

八
月
一
一
六
日

安
息
日

山内

祈
祷
命
u

彼
得
前
書
二
章
二
節
叉
雅
各

一一
挙
十
九
節

五
山
向
。
服
部
他
之
助

。
イ
エ

ス
の
言
葉

聖
書
ニ
ア
ル
ハ
重
ニ
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
口
ヨ

リ
出
シ
言
葉
ナ
リ
。
之
ヲ

説
明
ス
ル
ハ
貨
ニ
大
切
ニ
シ
テ
可
恨
事
也
。
今
主
イ
エ
ス
之
ヲ
言
ヒ
玉
ヒ

ン
後
、
汝
之
ヲ
イ
エ
ス
ノ
前
一
一
テ
人
々
ニ
説
明
ス
ル
ト
キ
ハ
、
山
豆
ニ
慎
マ



ザ
ル
可
ン
ヤ
o

E
ロ
ハ
イ
エ
ス
ヨ
リ
優
レ
ル
者
な
ら
ん
や
。
然
レ
パ
、
議
リ

テ
イ
エ
ス
ニ
祈
リ
問
ヒ
其
御
旨
ニ
通
へ
ん
機
、
イ
エ
ス
ヲ
敬
フ
テ
無
誤
設

明
ス
可
キ
事
な
ら
ず
や
。
故
ニ
不
知
事
ハ
知
ラ
ズ
ト
明

ニ丑
一口フ
可
シ
。

O
設
教
ス
ル
ト
キ
ノ
心
得

設
教
ス
ル
民
理
ρ

一
例
の
良
理
ナ
リ
。
之
ヲ
五
口
一
一
激
へ
シ
ハ
聖
遜
ナ
リ
。
叉

之
ヲ
問
ク
者
ヲ
感
化
セ
ン
ム
ル
者
ハ
聖
短
ナ
リ
。

此
一
禍
一
首
ヲ
初
メ
ン
者
ハ

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
ナ
リ
。
然
L

ハ
祭
ノ
蹄
ス
ル
者
モ

三
位
一
鰻
之
一
脚
な

り
。
故
-
一
五
口
ハ
只
一
柳
ノ
探
械
、
一
柳
ノ
僕
ナ
レ
パ
貧
-
一
一柳
ノ
前
-
一
議
リ
、
榊

ヲ
敬
ヒ
只
一
柳
ノ
一不
シ
玉
ヘ
ル
良
型
ヲ
宣
ブ
可
キ
ナ
リ
。
叉
開
ク
人
ヲ
シ
テ

其
ノ
言
葉
ヲ
人
間
ノ
一
言
葉
ノ
如
ク
軽
蔑
シ
テ
問
カ
シ
ム
ル
事
勿
レ
。
一
柳
ノ

言
葉
町
ち
榊
ノ
ロ
ヨ
リ
出
デ
、
一柳
ノ
盛
ヨ
リ
出
ル
良
型
ナ
ル

ヲ
悟
ラ
セ
、

紳
ヲ
敬
ヒ
、
一脚ノ一
一一一口
葉
ト
シ

テ
俊
ン
デ
問
カ
ン

ム
可

γ
。
即
ち
一
柳
ノ
言
葉

ト
γ
テ
各
人
ノ
心
ニ
受
ケ
シ

ム
可
シ
。
然
レ
パ
吾

ハ
コ
ノ
世
ノ
モ
ノ
、
己

ノ
智
、
己
ノ
栄
ハ
十
字
架
ニ
ツ
ケ
テ、

只
榊
一
一
心
ヲ
奉
ゲ
テ
一
服
呈
日
ノ
役
ヲ

務
ム
可
キ
ナ
リ
。
一
柳
ノ
言
葉
ヲ
問
ク
ハ

一一言一

句
モ
賀

ニ
難
有
可
敬
ナ
ラ

ズ
ヤ
。O

五
ロ
ハ
善
牧
者
な
り
。
議
口
牧
者
ハ
羊
の
篤
に
命
を
損
つ
。

(
約
翰
侍
十

ヨ守
nし

章
十

一
節
)

13 

付
品
+
「
ハ
自
ラ
養
フ
コ

ト
能

ペ
ス
o

牧
者
之
ヲ
導
く
。

同
迷
へ
パ
白
ラ
守
ル
コ

ト
能
は
ず
。
(
九
九
匹
ヲ
残
ン
テ
迷
へ
ん
モ
ノ
ヲ

尋
ヌ
ル
嘗
)

同
病
或
川
山
川
ヲ
愛
ケ
パ
牧
者
ι
ぷ
ヲ
療
治
ヲ
箱
ス
o

痩
セ
タ
ル
モ
ノ
肥
シ
弱

キ
モ
ノ
ヲ
強
く
せ
り
。

同
若
シ
磁
ル
レ
パ
、
直
ニ
水
ヲ
以
テ
洗
ヒ
清
ム
ル
ナ
リ
。

同
諸
獣
ヨ
リ
自
ラ
{
寸
ル
能
は
ず
。
又
箆
人
ヨ
リ
モ
守
ル
能
は
ず
。
牧
者
之

ヲム守
ル
。

川
牧
者
ト
羊
ρ

互
ニ
愛
す
る
也
。
牧
者
ハ
己
ノ
羊
ヲ
卦
叫ん
。
叉
羊
ハ

牧
者

の
聾
ヲ
問
イ
テ
、
之
ニ
従
ふ
。

持笥

コ
ノ
響
ヲ
考
へ
見
れ
は
、
吾
ラ
信
者
ハ
羊
な
り
、

イ
エ
ス
ハ
善
牧
者
な
り
。
然
れ
は
羊
ハ
只
牧
者
-
一
綴
り
命
ト
幸
ヲ
得
る
如

く
、
吾
ラ
も
只
イ
エ
ス
ヲ
信
じ
、
常
一
一
イ
エ
ス
ト
共
ニ
在
リ、

其
御
助
ニ

由
テ
ノ
ミ
怒
雌
ヨ
リ
完
レ
、
界
ヨ
リ
清
リ
、
永
遠
無
限
生
命
を
得
る
な

り
。
然
レ
パ
己
ノ
行
、
己
ノ
カ
ニ
由
テ
義
ヲ
守
ル
能
は
ず
。
只
イ
エ
ス
ニ

綴
る
前
半
な
り
。
故
一
一
信
者
ハ
翠
問
ヤ
己
ノ
精
榊
ヤ
働
キ
ヲ
働
む
と
も
、

如

何
ニ
カ
ヲ
謹
し
で
も
、
必
魔
之
奴
隷
ヨ
リ
莞
レ
安
ヲ
得
る
事
能
は
ず
。
イ

エ
ス
ニ
頼
む
事
ナ
リ
。
此
の

二
の
道
ヲ
誤

ル
勿
レ
。

羊
ハ

己
ノ
力
ヲ
出
ス

コ
ト
ヨ
リ
モ
、
牧
者
一
一
従
ヒ
牧
者
一
一
積
ル
ハ
尤
も
安
き
遁
な
り
。

叉
、
イ
エ
ス
ハ
羊
牢
の
門
ナ
リ
。
門
ヨ
リ
入
る
者
ハ
其
の
羊
の
牧
者
な

り
。
(
約
十
の

二
)
故

一
一
員
の
牧
者
、
民
の
イ
エ
ス
の
牢
ニ
ア
ル
イ
エ
ス
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ノ
羊
ハ
門
ヨ
リ
入
ル
ナ
リ
。
故
-
一
汝
ラ
人
ヲ
信
、
ぜ
ず
、
人
ニ
従
は
ず
、
人



一
頼
ら
ず
、
自
ら
己
ノ
心
ヨ
リ
イ
エ
ス
ヲ
信
ぜ
よ
。
イ
エ
ス
ヲ
愛
セ
ヨ
。

削
ち
汝
白
ラ
イ
エ

ス
ノ
門
ヨ
リ
天
圏

一一
人
レ
ヨ
。
又
常
-
一
内

ニ
ア
ル

ト
キ

モ
、
道
ニ
ア
ル

ト
キ
モ
、
働
ク
ト
キ
モ

、
敵
ノ
中

ニ
ア

ル
ト
キ
モ
、
夜
中

モ
、
重
モ
、
イ
エ
ス
ナ
ル
善
牧
者
ト
共
一
一
在
ル
ベ
シ
o

水
ナ
ク
草
ナ
ケ
レ

パ
イ

エ
ス
ニ
祈
リ
特
ゲ
ヨ
。
敵
ナ
ル
必
施
、
汝
ヲ
寄

せ
ん
と
せ
ば
只
イ
エ

ス
ニ

頼
レ
ョ

。
削
ち
常
ノ
イ
エ
ス

ヲ
説
、
イ
エ
ス
ニ
祈
リ
、
イ
エ
ス
ヲ
信

じ
、
イ
エ
ス
ヲ
愛
し
、
イ
エ
ス
ニ
従
ヒ
、
イ
エ
ス
ノ
投
ヲ
聞
キ
、
イ
エ

ス

の
訴
を
愛
け
、
イ

エ
ス
ヲ
離
ル
土
中
勿
レ
。

O
説
教
題

家
(
ホ

l
ム
)
之
内
(
天
園
と
成
セ
)

八
月
二
十
八
日

朝
祈
持
命
目

約
翰
停
十
四
章
二
十
六
節

凡
て
の
信
者

二
塁
援
達
さ
れ
ん
幕
。
又
郡
山
奈
良
-
一
於
て
イ
エ
ス
の
言
葉

ヲ
忠
ヒ
出
し
イ
エ

ス
ヲ
信
ず
る
僚
祈
る
事
。

河
村
、
除
問
妻
、
林
、
井
岡
、
中
川
母
、
橋
本
弟
、

井
岡
大
工
、
静
問
、

土
居
、
山
田
之
盲
女
、
石
原
、
佐
伯
、
山
本
、
民
間
、
石
川
、
宇
の
。
絹

)11 。浪
花
教
命
日
。
長
津
純

一
。
大
尉
政
k
n
o

三
回
之
篤

八
月
二
十
九
日

削
明
祈
待
合

即
叩
利
米
必
記
泊
二
章
十
六
間
山
ヨ
リ

信
者
ヲ
強

メ
玉
ハ
ン
事
。

数
々
作
り
玉
ハ
ン
事
。
今
娩
ノ
集
リ
ノ
篤
メ
、
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此
大
和
の
園
ニ
モ
一
柳
之
栄
駁
わ
れ
ん
事

信
者
一
一
勝
を
得
さ
せ
玉
わ
ん
事

罪
人
悔
改
め
ん
事
。

浪
花
教
曾
、
俣
の
く
め
。
大
石
陸
世
。

レ
ビ
ッ
ト
氏
之
篤
め
。

O
祈
梼

山
ス
ハ
耐
ヲ
問
キ
、
願
ヲ
興
へ
工
h

ふ
者
、
イ
エ
ス

ρ

父
ト
五
口
ラ
之
仲
保
人

竪
盛
ハ
五
口
ラ
ノ
新
ル
心
ヲ
助
ヶ
、
文
父
之
遺
ン
玉
フ
テ
、
父
ト
イ
エ
ス
之

旨
ヲ
五
ロ
ラ
ノ
内

-一一
川
ひ
「
車
ふ
榊
な
り
。
イ
エ
ス
祈
ヲ
数
ン
ト
キ
天
の
父
ヨ

ト
云
へ

リ
。
日
正
ニ

山
て
父
-
一新
ル
事
ヲ
知
る
可
し
。

X
約
粉
体
十
凶
草
二
十
六
節

村
人
間
柿
悶
八
一章
二
十
六
、
二
十
七

八
月
二
十
九
日

3靭
j祈

コ
リ
ン
タ
前
書
二
章

奈
良
、
郡
山
、
(以
下
七
字
分
不
明

其
f也

O
仰
道

再
ラ
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
ニ
救
ワ
レ
聖
誕
ノ
恕
化
ヲ
愛
レ
パ
、
其
ノ
喜
溢
レ



出
デ
人
々
ニ
宣
ベ
ン
事
ヲ
欲
ス
ル
也
。

叉
其
他
民
理
ニ
感
ゼ
パ

、
之
ヲ
人
ニ
侍
ン
ト
ス
ル
心
ハ
誰
ニ
モ
起
ル
ナ

リ
。
故
ニ
女
モ
小
児
モ
無
間
半
者
モ
翠
者
モ
イ
エ
ス
之
一
昭
一主一
日
を
停
ふ
る
事
を

得
る
な
り
。
其
心
之
感
動
を
侍
ふ
る
人
ヲ
得
る
な
り
。
女
ハ
説
教
セ
ざ
る

も
其
人
三
適
す
る
人
ニ
其
幅
一蓄
を
宣
ぶ
る
事
を
得
、

小
児

ハ
其
友
ニ
侍
ふ

事
を
得
る
也
。
誰
ニ
て
も
遵
ニ
深
く
感
ゼ
パ
口
ニ

一吉
ヒ
額
わ
さ
ぼ
る
を
得

ざ
る
な
り
。
叉
之
を
宣
侍
ふ
人
を
も
得
る
な
り
。
故
ニ
キ
リ
ス
ト
ノ
信

者
、
男
女
長
幼
ニ
拘
ら
ず
侍
道
し
預
言
す
る
也
。

(
使
徒
停
二一
軍
十
七
、
十
八
)

O
仲
道
ハ
一
脚
之
能
ニ
由
テ
成
ん

如
何
ニ
普
キ
説
教
ス
ル
モ
、
如
何
-
ご
論
ス
ル
モ

、
榊
之
ヲ
助
ケ
ザ
レ
パ
救

ヲ
A
叉
ル
モ
ノ
一
人
モ
ナ
シ
。
民
の
侍
道
ハ
榊
ノ
助
一
一
白
テ
成
ル
ナ
リ
。
奈

良
之
的
問
道
モ
紳
助
ケ
玉
川
ン
事
を
祈
ル
ベ
シ
。

己
ノ
力

ニ
由
ル
ヨ
リ
、

己

ノ
心
ヲ
励
ま
す
事
ヨ
リ
、
己
ノ
智
ヤ
蹄
ヲ
振
フ
ヲ
勉
ム
ル
ヨ
リ
モ
、
己
ヲ

慮
く
し
、
榊
ノ
助
聖
霊
之
助
ヲ
仰
く
可
し
。
信
ず
可
し
。
侍
道
一
柳
ノ
開
キ

玉
フ
事
ニ
由
ル
ナ
リ
。
一
脚
ヲ
渇
望
ス
可
し
。
一
耐
ヲ
専

一
ニ
ス
可
シ
。

ホ
ー
ル

モ
、
其
他
凡
て
の
使
徒
-
フ
モ
、

A
T
H

世
界
中
之
仲
道
モ
、
悉
く
榊

言己

ノ
助
ア
ル
ナ
リ
。
紳
ノ
導
ア
ル
ナ
リ
。

日

一柳ノ
助

ニ
ヨ
リ
榊
卜
共

ニ
侍
道
ス
ル
ハ
山
虫
ニ
ポ
ナ
ル
事
ナ
ラ
ズ
ヤ
。

O
交
際

子
ハ
母
ニ
前
向
事
任
す
可
し
。
取
扱
ヒ
思
し
き
も
之
を
ヤ
カ
マ
シ
ク
一言
ふ
可

ら
ず
。
又
之
ヲ

F
ノ
前
ニ
テ
決
し
て
母
ニ
誤
リ
ヲ
言
ふ
可
ら
ず
。
又
子
ヲ

重
ニ
父
ニ
従
は
せ
、
母
一
一
速
か
ら
し
む
る
勿
れ
。
も
し
妻
ニ
数
ゆ
る
事
あ

ら
は
、
夜
中
子
供
之
眠
り
し
後
柔
和
ト
愛
ト
傘
敬
ヲ
以
テ
諭
す
可
し
。

ま
た
妻
之
他
人

ニ
交
ワ

ル
事
ヲ
モ
、
夫
除
り
指
部
す
可
ら
ず
。

九
月
二
日

殺事

同
献
身
卸
熔
祭

安
息
H

祈
YVH市
福
田‘

同
一
悔
改
剛
山

O
祈
祷

け
讃
美

刷
新
求

O
私
ノ
祈

公
の
祈

O
一
柳
之
聞
き
玉
ふ
事

一耐
ハ
一柳
ニ
交
ル
事
ナ
リ
。
故
-
一
事
ア
ル

ト
キ
モ
、
ナ
キ
卜
キ
モ
、
朝
モ

、

タ
モ
、
重
モ

、
常
-
一
新
リ
シ
テ
一
柳
-
一
交
ル
可
し
。
五
日
ラ
友
或
ハ
妻
ト
毎
日

交
リ
或
ハ
鵡
ヲ
述
べ
或
ハ
願
ヒ
或
ハ
問
ヒ
或
ハ
瓦
ニ
歌
ヒ
或
ハ
互
ニ
可
可
制
シ

或
ハ
五
ニ
物
ヲ
輿
へ
或
ハ
五
一
一
喜
ビ
五
一
一
慰
メ
或
ハ
互
ニ
助
ル
ナ
リ
。
如

日書
仰
ト
交
ル
ニ
ハ
祈
ヲ
以
テ
交
ル
ナ
リ
。
或
ハ
感
謝
し
或
ハ
讃
美
し
或
ハ

一脚
ノ
愛
ヲ
求
メ
或
ハ
聖
和
史
ノ
交
リ
ヲ
愛
ケ
、
宣
問
、
慰
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
五
日
ラ

新
ヲ
以
テ一
例
ニ
川
市
川
ケ
、
一
例
ハ
願
ヲ
答
へ
テ
窓
ヲ
下
て

力
ヲ
興
へ
テ
吾
-
フ

ニ
舷
じ
玉
フ
ナ
リ
。
故

-一一
例
ヲ
愛
ス

ル
者
ハ
祈
祷
ス
ル
事
ハ
宣
-
一
幸
ノ
至

リ
ナ
ラ
ズ
ヤ
。

(
弘
前
五
十
五
之
十
七
)

297 

O
説
教



説
教
ス
ル
ニ
無
皐
ナ
人
モ
副
学
者
モ
小
児
モ
大
人
モ
信
者
モ
未
信
者
モ
信
強

キ
人
モ
弱
キ
人
モ
男
モ
女
モ
ミ
ナ
感
γ
悟
リ
、
救
ニ
場
ク
説
教
ハ
尤
モ
よ

ろ
し
。O

イ
エ
ス
ノ
心
ヲ
持
テ

イ
エ
ス
ノ
心

ヲ
以
テ
説
教
し
、
兄
弟
、
罪
人
ト
交
リ
、
食
キ
人
-
一
交
リ
、

敵
ニ
交
る
可
し
。

イ
エ
ス
ハ
イ
エ
ス
ノ
敵
ナ
ル
ポ

l
ん
ニ
逢
ヒ
シ
ト
キ
、
悔
改
メ
ハ
直

ニ
叩非

ヲ
ゆ
る
し
、
其
迄
怒
ヲ
委
せ
す
。
ま
た
姦
淫
セ
シ
女
ニ
ア
ヒ
シ
ト
キ
五
ロ
モ

汝
ノ
罪
を
定
め
ず
と
云
へ
り
。
又
ザ

l
カ
イ
ナ
ル
罪
人
ニ
あ
ひ
し
卜
キ

モ
、
其
罪
を
責
め
ず
、
今
日
汝
之
家
ニ
ヤ
ド
ラ
ン
卜
云
ヘ
リ
。
イ
エ
ス
ノ

柔
和
、
憐
を
以
テ
、
罪
人
ニ
交
リ
、
イ
エ
ス
之
幅
一音
を
体
ふ
可
し
。

O
諌
メ
ル
事

人
罪
ヲ
犯
せ
し
ト
キ
ハ
本
心
ニ
責
ア
リ
。
故
ニ
怒
ア
リ
。
然
れ
は
之
ヲ
諌

メ
ル
、
柔
和
ヲ
以
テ
ス
可
し
。
ま
た
時
ヲ
歴
テ
言
フ
可
し
。

。
題

{言、x
者、約
ノ、、害
罪、第
ヲ、-
1目、の
ス、 一
力、ョ

或、 リ
ノ、、五
1日、 ]羊
サ、迄

ノレ、
力、。

O
夜
之
題

X
路
加
五
一平
三
十

一
節
。
叉
使
徒
停
三
一章
入
。
イ
エ
ス
ハ
援
魂
之
融
問
師
。

O
人
の
事
ヲ
恩
ヨ
リ
、
己
ノ
救
ヲ
思
へ
。

五
回
ラ
人
間
ハ
人
の
事
ノ
ミ
ニ

nヲ
注
グ
ヨ
リ
、
己
ノ
事
一
一
日
ヲ
注
ク
ハ
尤
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モ
大
切
ナ
リ
。
先
づ
己
救
ワ
レ
テ
人
ヲ
救
ニ
導
く
可
し
。
己
レ
行
フ
テ
人

-
一
勧
ム
可
し
。
然
レ
ド
モ
人
ハ
人
ノ
事
ヲ
思
フ
テ
、
己
ノ
事
ヲ
思
ハ
ザ
ル

モ
ノ
ナ
リ
。
故
-
一
説
教
ス
ル
ニ
、
論
ヤ
叉
人
ノ
事
ヲ
論
ジ
、
図
々
ノ
事
ヲ

論
ス
ル
ヨ
リ
、
聞
ク
人
各
々
ノ
己
/
救
ヒ
ニ
閥
ス
ル
事
ヲ
設
ク
可
ン
。
必

ス
他
庭
ヲ
射
ズ

、
其
人

ヲ
射
テ
得
ル
ヲ
務
ム
可
し
。

O
何
故
人

ハ
道
ヲ
愛
ケ
ザ
ル

ヤ

民
理
な
ら
さ
る
故
ヵ
、
民
理
ヲ
悟
ラ
ザ
ル
故
ヵ
、
誼
出
陣
ナ
キ
故
力
、
否
、

人
ノ
心
人
ノ
栄
ヲ
求
メ
己
ノ
名
審
ヲ
欲
、
重
ノ
宣
言
リ
モ
肉
一
ノ
情
慾
ヲ
繁

ミ
好
ム
故
、
コ
ノ
肉
ヲ
離
ル

L

ヲ
喜
は
ず
。
故
-
一
一
柳
ト
一
柳
の
事
ヲ
愛
ス
ル

心
ナ
キ
赦
、
日
ヲ
閉
ヂ
、
心
ヲ
頑
ニ
シ
、
悟
ラ
ン
事
ヲ
恐
レ
、
民
理
ヲ
防

ク
故
、
悟
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
(
ヨ
ハ
ネ
侍
三
一一
計
十
二
十
一
節
)

勝
ヲ
好
ム
人
ハ
夜
ハ
出
デ
違
ハ
穴
ノ
中
ニ
隠
レ
、
光
に
出
デ
ザ
ル
ナ
リ
。

彼
ハ
光
ア
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ヤ
、
否
ナ
、
知
レ
リ
。
然
レ
ド
モ
自
ラ
光
ヲ
悪

ム
故
、
光
ニ
出
デ
ザ
ル
ナ
リ
。
或
友
其
人
ニ
光
ノ
幸
、
盆
ヲ
教
ユ
ル
卜
雌

ド
モ
彼
自
ク
。
光
ハ
ナ
シ
。
光
ハ
無
盆
ナ
リ
ト
云
ヒ
、
光
一
一
束
ら
ず
。
論

ト
讃
媛
ニ
ハ
伏
ス
ル
ト
モ

、
光
ニ
出
ザ
ル
ナ
リ
。
又
出
ん
心
ナ
キ
ナ
リ
。

是
れ
何
故
な
ら
ん
や
。
彼
ハ
暗
ヲ
愛
し
て
光
ヲ
悪
ム
故
也
。
凡
テ
キ
リ
ス

ト
ヲ
不
安
者
円
五
ロ
ラ
ノ
敵
ナ
リ
。
故
一
一
一
敵
ヲ
妨
く
可
し
。
敵
ハ
一
柳
ヲ
誘

り
、
民
現
ヲ
隠
サ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
。
可
悩
也
。



O
郡
山
之
信
徒

郡
山
之
信
者
ハ
未
ダ
幼
少
之
小
児
ナ
リ
。
故
二
一
柳
ハ
追
々
之
ヲ
育
て
玉
ふ

を
謝
す
。
放
ニ
吾
川

小
児
之
乳
を
慕
ふ
如
く
、
母
ニ
頼
る
が
如
く
、
キ
リ

ス
ト
ヲ
慕
ヒ
、
キ
リ
ス
ト
に
依
頼
し
、
且
つ
諸
兄
弟
'ぷ
似
を
愛
ば
日
々
成

長
す
可
し
。

(
コ
リ
ン
タ
前
書
三
章

一
節
、
叉
彼
得
二一
孝
の
二
節
を
視
る
可
し
。
)

O
互
ニ
人
之
徳
を
窪
つ
可
し

如
何
ニ
モ
し
一
人
ニ
テ
モ
数
ニ
導
く
可
し
。
路
加
侍
十
五
の
三
ヨ
リ
十
の

牧
者
之
一
匹
之
迷
ひ
し
羊
を
尋
ぬ
る
例
。
叉
帖
撤
線
尼
迦
前
者
五
一章
之
十

一
節
に
、
互
一
一
慰
め
又
お
の
/
¥
の
徳
を
相
建
つ
可
し

叉
可
叫
林
多
前
哨
一
u
十
三
議
四
一
一

、
人
の
盆
を
圃
る
な
り
又
人
之
起
を
念
は
ず

叉
凡
事
包
容
又
愛
は
克
忍
を
な
し
叉
然
れ
ば
我
僻
強
き
者
ハ
強
か
ら
ざ
る

者
の
儒
弱
を
負
て
己
の
心
に
悦
ば
ざ
る
を
も
潟
す
可
き
事
な
り
。
我
憐
お

の
/
¥
隣
の
徳
を
建
て
ん
た
め
に
、
長
円
を
以
て
之
を
悦
は
す
べ
し
。
(
羅

馬
主
百
十
五
重
)

叉
ポ
1

ロ
日
く
、
吾
猶
太
人
ニ
ハ
猶
太
人
の
如
く
異
邦
人
ニ
ハ
異
邦
人
之

如
く
ナ
リ
如
何
ニ
も
し
て
彼
等
数
人
を
救
わ
ん
然
也
と
。

i!e 

然
れ
は
郡
山
之
信
者
ニ
封
し
て
ハ
其
怖
を
wmし
、
大
阪
之
信
者
ニ
鈎
し
て

日

ハ
其
如
く
交
り
、
各
々
之
徳
を
建
る
を
働
と
す
可
し
。
人
ニ
弱
キ
人
ア

リ
。
強
キ
人
あ
り
。
燐
ノ
巧
ナ
ル
ア
リ
。
拙
ナ
ル
ア
リ
。
精
一
柳
活
緩
ナ
ル

ア
リ
。
遅
鈍
ナ
ル
ア
リ
。
併
し
一
柳
ハ
誰
も
か
も
イ
エ
ス
ニ
由
テ
、
文
有
機

ニ
て
数
ひ
玉
ふ
な
り
。
故
ニ
各
々
之
市
中
市
を
山
時
間
し
殺
に
噂
く
也
。
叉
短
気

ナ
ル
人
ア
リ
。
忍
耐
強
キ
人
ア
リ
。

凡
テ
一
段
な
ら
ず
。

O
仲
道

ペ
郡
山
、
奈
良
、
其
他
大
和
之
人
々
ニ
イ
エ
ス
と
イ
エ
ス
之
一
服
音
を
額
は

す
可
き
な
り
。
如
何
ニ
し
て
あ
ら
は
す
事
を
得
ん
や
。

X 
世ょO
の.設
末日数
~題
馬
1三
侍

十
四
章

O
説
教
之
篤
方

説
数
ス
ル
ニ
飾
リ
ト
論
緋
ヲ
止
メ
ヨ
。
如
何
ト
ナ
レ
パ
、
飾
の
篤
メ
ニ
キ

リ
ス
ト
ト
其
一服
音
ヲ
隠
ス
コ

ト
ア
リ
。
如
何
卜
ナ
レ
パ
、
人
々
只
、
飾
ニ

自
を
往
け
、
キ
リ
ス
ト
ヲ
見
ざ
る
な
り
。
た
と
へ
ば
、
余
非
常
ニ
錦
ヲ
飾

ら
ば
人
々
五
口
衣
服
ニ
ノ
ミ
臼
を
つ
け
、
吾
ヲ
見
ざ
る
な
り
。

ま
た
論
緋
を
加
ふ
る
も
、
無
風
十
ナ
ル
人
ニ
キ
リ
ス
ト
と
其
一服
一音
を
緋
へ
ざ

る
事
あ
り
。
キ
リ
ス
ト
ノ
凡
テ
ノ
設
教
モ
嘗
モ
飾
ト
論
帥
酬
を
用
ゐ
ず
。
故

ニ
婦
女
子
-
一
も
其
民
理
を
悟
り
得
可
し
。
ま
た
十
二
使
も
、
キ
リ
ス

ト
ノ

歴
史
を
書
く
ニ
も
吏
ニ
飾
ヲ
則
ゐ
て
繁
雑
ナ
ル
事
ナ
シ
。

叉
イ
エ
ス
祈
リ
ヲ
教
へ
玉
ヒ
シ
モ
、
資

ニ
短
く
心
之
悩
-
一
祈
る
様
教
へ
玉

へ
り
。
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ホ
ー
ん
の
寄
林
多
前
書
二
一章
ニ
あ
る
設
を
考
ふ
可
し
。
叉
町
可
林
多
後
輩
u
二



議
十
七
節
-
一
孜
隣
多
之
人
の
如
く
、
一
仰
の
道
を
混
臥
せ
ず
、
山
ち
誠
-
一
よ

り
紳
-
一
白
り
て
榊
の
前
ニ
キ
リ
ス
ト
に
花
り
て
一一一su
ふ
な
り
。
放
ニ
説
教
ハ

極
愚
ナ
ル
川
県
撃
ナ
ル
者
-
一
も
よ
く
憎
ら
る
ふ
際
ニ
な
す
可
し
。
ま
た
聞
き

し
人
志
く
其
説
教
を
究
へ
る
機
ニ
す
可
し
。

ま
た
心

ニ
一一一は
集
ヤ
論
-
一
感
せ
ず
、
又
北
山
ま
す
、
円
ハ
耐
一首
を
感
じ
、
己
之
界

を
苦
し
む
僚
説
教
す
可
き
な
り
。

飾

モ
ナ
ク
排
モ
ナ
ク
シ
テ
人
々
感
ズ
ル

設
教
ハ
能
ア
ル
説
教
也
。
故
ニ
イ
エ
ス
之
一一
服
音
を
あ
ら
は
す
ニ
ハ
皐
術
ヤ

能
緋
ニ
て
良
型
を
あ
ら
わ
す
ニ
あ
ら
ず
。
聖
誕
之
大
能
ニ
由
一
ア
可
慰
也
。

世
ノ
入
賞
ニ
巧
-
一
巡
り
し
事
ナ
リ
ト
務
ル
モ
ゾ
ア
リ
。
然
れ
比
ハ
キ
リ
ス
ト

教
ハ
墜
術
ヤ
人
智
ニ

テ
浩
り
し
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
飾
ナ
キ
β
使
ナ
キ
従
恨

の
哨
な
り
。

O
仲
道

侍
道
ハ
只
口

ニ
道
を
宣
へ
侍
ふ
而
巳
ニ
あ
ら
ず
。
壁
書
ニ
あ
る
一
柳
の
旨
を

一付
ふ
帯
、
大
ナ
ル
山
同
道
す
る
事
也
。
イ
エ
ス
を
見
ョ
。
全
く
刷
の
旨
を
行

へ
り
。
た
と
へ
人
道
ニ
反
ス
ル
モ
之
ヲ
行
ヘ

リ
。
放
ニ
人
々
大
ニ
熊
き
、

或
ハ
怒
リ
或
ハ
感
じ
或
ハ
尋
ね
し
ニ
山
り
、
イ
エ

ス
ハ
紳
の
力
ヲ
あ
ら
は

し
叉
良
型
ヲ
人
ニ
明
ス
機
曾
を
得
、
大
ニ
一仰
の
旨
ト
一
脚
の
栄
を
同
期
せ
り
。

如
日
疋
今
日
も
一
聖
書
ニ
あ
る
民
理
ヲ
行
ヒ
更

-一世
風
-
一
さ
そ
わ
れ
ず
全
く
榊

の
旨
を
行
へ
、
叉
数
へ
ヨ
。
然
ら
は
人
々
一
仰
の
能
を
飽
き
稿
者
之
良
型
を

求
む
る
ニ
至
る
べ
し
。

O
塑

3
研
究
卜
刀
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人
ニ
聖
書
を
教
ゆ
る
ニ
ハ
可
成
製
ぶ
人
ニ

ed
は
し
め
、

其
設
を
聞
き
、
愚

ナ
ル
人
之
心
ヲ
導
く
可
し
。
険
り
自
ら
の
み
一一
面
ふ
ハ
大

ニ
煩
也
。
閑
人
之

心
を
多
く
川
ゐ
し
む
る
ハ
大
ニ
設
な
り
。

只
教
ゆ
る
も
の
ハ

之
ヲ
滋
く
の

、
ニ
て
、
重
ニ
研
究
す
る
ハ
間
半
ぶ
人
ニ
任
す
可
し
。

O
イ
エ
ス
ニ
任
ス
街
ハ
常
-
一
怪
あ
り
。

五
口
ら
罪
あ
れ
ば
大
ニ
悲
あ
り
と
雌
モ
、
も
し
其
罪
を
白
欣
セ
パ
、
キ
リ
ス

ト
ハ
受
し
玉
ふ
な
り
。
其
時
の
人
ノ
前
ニ
て
ハ
己
の
栄
を
失
ふ
と
雄
も
、

之
を
意
と
セ
ざ
れ
パ
イ
エ
ス
ハ
柔
和

ニ
し
て
謙
遜
な
れ
ば
、
直
ニ
兎
し
玉

へ
ば
、
東
ニ
憂
と
な
す
事
な
し
。

イ
エ
ス
ハ
誤
あ
り、

罪
あ
れ
ば
之
を
戒

め
之
を
教
へ
玉
へ
ば
、
之
ヲ
立
腹
せ
ず
、
之
ニ
従
ひ
、
其
戒
ニ
従
は
は
、

其
罪
莞
さ
れ
、
且
つ
信
仰
進
歩
し
、
却
而
惨
を
婚
す
も
の
な
り
。
然
れ
共

(
マ
、
)

己
之
条
を
求
め
己
之
道
ヲ
放
ン
す
れ
ば
、
常
一
一
一
耐
多
か
る
可
し
。
約
翰
第

一
書
を
研
究
す
可
し
。

0 
析

信
じ
て
祈
ら
ば
聞
か
る
可
し
。
弱
き
信
者
之
篤
メ
、
又
試
-
一

あ
る
信
者
、

X
己
之
弱
き
を
知
り
、
一脚
ニ
罪
ヨ

リ
故
ヒ
、
罪

ニ
誘
わ
れ
ず
、
却
テ
救
ヒ

出
し
玉
へ

、
叉
世
ヨ
リ
救
ヒ
出
し
玉
へ
と
祈
ら
は
、
之
を
聞
き
玉
ふ
を
信

じ
一耐
ら
は
、
聞
か
る
可
し
。

ま
た
由
主
躍
を
祈
ら
ば
、
下
し
ぶ
ふ
を
信
ゼ
パ
、
聞
か
る
可
し
。
叉
金
も
世



之
救
も
信
じ
て
祈
る
可
し
。

故
ニ
余
円
何
事
何
底
何
時

一
一
由
ら
ず
罪
-
一
誘
は
る
L

も
の
な
れ
ば
、
説
教

ス
ル
前
ニ
も
人
ニ
交
る
前
ニ
も
何
慮
へ
行
く
前

ニ
も
常
ニ
祈
り
て
聖
認
を

受
け
て
行
く
可
し
。
縫
馬
誓
第
八
一章
九
節
ニ
、
モ
シ
一脚
の
飯
綱
前
回
ニ
佐
ま

ば
閥
前
回
ハ
肉
ニ
花
ら
で
盤
ニ
狂
ラ
ン
。
凡
そ
キ
リ

ス
ト
の
穏
な
き
者
ハ
キ

リ
ス
ト
ニ
臆
さ
ざ
る
も
の
な
り
。
高
慢
ト
私
ト
山川
慾

ハ
肉
之
、
心
な
り
。
日
正

ハ
吾
白
血
ト
五
円
陣
之
竿
を
減
る
も
の
な
り
。

O
壁
窓

謙
遜
な
ら
ざ
れ
ば
聖
銀
を
愛
る
事
能
は
ず
。

十
二
使
牧

ニ
ポ
|
ロ

ヲ
忠
ひ

調
よ
。
彼
ラ
W
M
-
一
謙
り
た
る
心

ヲ
作
り
聖
誕
之
バ
プ

テ
ス
マ
ヲ
愛
ケ
タ

リ。叉
五
口
ラ
設
教
ヤ
働
ク
篤
メ
ニ
先
づ
髪
返
を
一
耐
る
は
設
な
り
。
先
日
つ
祈
る
ハ

罪
ヨ
リ
救
わ
る
L

篤
な
り
。
卸
ち
キ
リ
ス
ト
ヲ
己
ノ
心

ニ
愛
る
事
ま
た
凡

テ
罪
之
誘
ニ
勝
つ
カ
ヲ
輿
へ
玉
へ
ト
、
叉
吾
心
之
有
機
を
教
へ
玉
へ
、
暗

き
心
を
照
し
玉
へ
と
祈
る
可
し
。
さ
ら
ば
輿
へ
ら
る
可
し
。

O
祈
之
室

祈
ノ
室
ニ

、
凡
て
の
心

ニ
、
キ
リ
ス

ト
ヲ
敬
は
し
む
可
し
。
科
々
之
心

ニ

" 
"じ

キ
リ
ス
ト
ト
塑
磁
を
感
ぜ
し
む
可
し
。

11 

O
人
の
界
ヲ
赦
セ

人
ヲ
軽
し
め
人
を
貰
メ
戒
む
る

ハ
、
必
し
引
な
り
。

凡
て
円
前
回
は
場
き
も

の
な
り
。
故
ニ
榊
の
憐
を
考

へ
て
救
ヒ

J4
迫
を
宣
ぶ
可
し
。
人
ハ
一柳
の
憐

ニ
山
て
救
わ
れ
、
制
之
正
-
一
白
て
罰
せ
ら
る
と
な
り
。
故

K
法
律
を
と
く

よ
り
も
救
を
笠
ぶ
る
を
務
む
可
し
。

O
祈
之
集
を
稽
く
事
ハ

一刷
の
旨
ニ
合
ふ
析
を
奉
げ
る
様
、
場
く
事
な
り
。
た
と
え
ば
口
ニ
飾
り
心

ニ
一伝
な
き
事
な
き
機
、
ま
た
あ
ま
り

n
ニ
永
く
言
ひ
度
ガ
リ
、
其
他
一柳
之

峨
ひ
玉
ふ
事
を
さ
け
、
悦
ビ
玉
フ
一
耐
之
出
来
る
機
導
く
可
し
。

説
教
も
鋤
も
紳
之
栄
之
聞
事
る
事
ハ
大
-
一
よ
し
。

O
人
ヨ

リ
五
ロ
ヲ
立
メ
ヨ

人
の
弱
ヲ
例
ニ
.一一
一
日
フ
ヨ

リ
、
ー
μ
む
る
よ
り
、
己
之
弱
を
思
ヒ
、
之
ヲ
責
め

U

人
憐
ヲ
乞
フ
可
し
。
ま
た
人
之
則
非
を
白
む
る
よ
り
、
己
之
探
ヲ
川
以
む
可

し。
O
聖
市
農

吾
ラ

ム
l
Jア
l
の
如
く
多
之
人
-
一
説
教
す
る
事
、
聖
霊
之
能
を
要
せ
さ
る

も
、
己
ノ
心
之
篤
メ
ニ
入
刑
也
。
又

一
人
ヲ
導
く
ニ

必
ズ
人
用
也
。
其
居
刷

め
削
ち
榊
之
旨
ニ
従
ふ
て
、
聖
涯
を
求
む
可
し
。
然
ら
ば
之
を
得
可
し
。

O
説
教

五
日い

ヨ
リ
出
で
し
昔日
ニ
山
テ
、
人
之
心
化
す
と
思
ふ
勿
れ
。
是
れ
壁
盤
之

聖什一
川之
民
現
を
以
て
働
き
玉
ふ
能
な
り
。
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O
イ
エ

ス
と
矯
め
と
働



必
ズ
其
人
ヲ
イ
エ
ス

ニ
巾
テ

(
如
何
ナ
ル
頑
固
人
も
如
何
ナ
ル
罪
人
も
)

救
わ
ん
と
し
、
又
信
者
ヲ
附
ま
さ
ん
と
せ
ば
、
必
ズ
説
教
も
働
も
街
る
ニ

相
逗
な
き
な
り
。
愛
力
、
施
力
、
説
教
力
、
話
ヵ
、
看
病
ヵ
、
何
カ
キ
リ

ス
ト
の
お
め
に
働
ク
事
ア
ル
ナ
リ
。

働
ナ
キ
人
ト
働
ナ
キ
時
、
川
削
キ
嵯
あ

る
や
。
否
。
誰
ニ
も
何
時
何
嵯
ニ
も
働
あ
る
也
。
毎
日
身
ヲ
殺
し
て
汝
之

働
を
完
全
な
ら
し
め
よ
。

O
浪
花
教
舎
、
説
教
題
(
九
月
十
二
日
夜
)

X
我
ハ
門
ナ
リ
。
若
し
人
我
ヨ
リ
入
ら
は
救
わ
れ
、
且
つ

出
入
を
筋
し

て
、
問
中
を
得
可
し
。

刷
題
之
説
明

付
雨
脚
-
一
近
く
ハ
イ
エ
ス
ヨ
リ
ス。

同
イ

エ
ス
ノ
名
ニ

由
テ
型
盛
を
愛
く
。

同
イ
エ
ス
ハ
門
ニ
し
て
常
ニ
出
入
し
て
撃
を
得
、
生
を
保
ち
得
る
な
り
。

故
二
五
ロ
ラ
常

-
一
イ
エ
ス
ニ
在
ら
ざ
れ
パ
、
直
ニ
罪
ニ
陥
る
な
り
。

岡
門
ハ
盗
賊
ヤ
狼
を
守
る
篤
メ
ニ
設
ケ
タ
ル
物
、
羊
ト
羊
牧
の
出
入
之
門

ナ
リ
。
故
ニ

キ
リ
ス
ト

ハ
吾
一
フ
ヲ
悪
魔
ヨ
リ
守
り
玉
ふ
も
の
な
り
。

凶
イ
エ
ス
ハ
吾
首
人
間
ニ
尤
も
近
し
。
即
ち
人
ナ
リ
。
故
ニ

イ
エ
ス
ニ
行

く
可
し
。
馬
十

一
の
六
ヨ
リ
ニ
、
凡
て
労
れ
た
る
者
ま
た
重
を
負
ル
者

ハ
我
-
一
来
れ
。

我
れ
汝
を
且
セ
ン
。
我

ハ
心
柔
和
ニ
し
て
謙
遜
者
な
れ

ば
、
我
簡
を
負
て
、
我
ニ
撃
ベ

。
爾
ラ
心
-
一
安
一千
を
獲
可
し
。

又
希
伯
来
書
二
章
十
七
、
十
八

ニ
、
是
故
-
一
一脚
ニ
鹿
け
る
事
ニ
就
テ
衿

ゆい
b
掛
ナ
ル
祭
司
之
長
と
な
り
て
、
民
の
罪
を
似
は
ん
局
ニ
、
諸
事
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一
於
て
、

兄
弟
の
如
く
な
る

ハ
宜
な
り
。
議
カ
レ
自
ら
誘
わ
れ
て
奴
難

を品交
け
た
れ
ば
、
誘
わ
る
L

も
の
を
助
ケ
得
る
な
り
。

川
イ
エ
ス
ハ

近
ク
ノ
ミ
な
ら
ず
、

吾一フ

ノ
内
ニ
在
ス
ナ
リ
。

を
位
。

馬
太
二
十
八
の
二
十
二
、
夫
れ
我
ハ
世
の
末
マ
デ
常
ニ
爾
曹
と
借
-
一
ア

ル
ナ
リ
。
ァ
l
メ
ン
。

叉
馬
太
出
向
十
八
の

二
十

ニ
、
吾
名
の
篤
メ
ニ
二
三
人
の
集
レ
ル
庭
ニ

ハ
、
吾
も
其
中
ニ
在
れ
ば
な
り
と
。

叉
約
侍
十
五
一一説
、
間
前
回我
二
日
れ
。
サ
ラ
パ
吾
マ
タ
爾
前
回
ニ
居
ラ
ン
。

同
信
仰
-
一
白
テ
キ
リ
ス

ト
吾
ラ
ノ
内
ニ
ア
リ
。

以
弗
所
在
三
一一手
十
七
の
キ
リ
ス
ト

ヲ
γ
テ
信
仰

ニ
出
テ
、
繭
曹
の
心
ニ

在
ら
し
め
。

叉
ロ
1
7
書
-
一
、
夫
レ
人
ハ
心
ニ
信
じ
て
義
ト
セ
ラ
レ
、
口
ニ
訟
ハ
し

て
救
わ
る
h

な
り
。

(決
尾

什
世
の
人
製
問
ヤ
人
智
ヤ
道
徳
へ
目
ヲ
つ
け
、
キ
リ
ス
ト
ヲ
硯
ず。

故

ニ一
脚
ヲ
知
ら
ず
。

リ
吾
ラ
モ
兎
角
人
の
心
ヤ
行

ニ
目
ヲ
付
け
、
或

ハ
人口問
ヲ
許
し
、
人
の

心
ヲ
取
ヲ
務
メ
、
或
ハ
道
理
-
一
走
リ
或
ρ

己
ノ
カ
ニ
頼
リ
、
或
ハ
人
ヲ



感
び
、
キ
リ
ス
ト
ヲ
忘
ル
L

事
多
し
。
キ
リ

ス
ト
ニ
在
ら
ざ
れ
ば
決
し

て
罪
ニ
勝
つ
力
な
し
。
叉
貨
を
結
ぶ
事
な
し
。

同
キ
リ
ス
ト
汝
ニ
ア
ル
ヤ
。

キ
リ
ス
ト
五
ロ
ニ
在
テ
生
ル
ナ
リ
。
キ
リ
ス
ト
ニ
ア
ル
モ
ノ
ハ
安

ヲ
結

ブ
。
キ
リ
ス
ト
ニ
ア
ル
モ
ノ

ハ
キ
リ
ス
ト
ノ
形
ニ
似
ル
。

ロ
ー
マ
書
七
の

二
十
四
ヨ
リ
八
の

一
ヲ
頑
ヨ
。

O
五
口
ラ
祈
る
可
し
。
イ

エ
ス
キ
リ
ス
ト
ハ
昨
日
モ
今
日
モ

永
遠
モ
嬰
ら
さ

る
な
り
。

O
リ
パ
イ
パ
ル
ハ
榊
ノ
喜
ビ
玉
フ
庭
也
。

リ
パ
イ
パ
ル
ハ
紳
ノ
栄
ノ
間
帯
ん
事
ナ
リ
。
イ
エ
ス
ノ
救
ノ
院
ル
時
ナ
リ
。

聖
盛
の
働
之
振
ヒ
起
る
事
な
り
。
即
ち
人
心
ニ
己
卜
欲
ハ
燐
ケ
謹
き
、
一
岬

ノ
旨
イ
エ
ス
ノ
心
聖
窓
之
思
ガ
人
心
ニ
燃
へ
立
つ
事
ナ
リ
。
故
ニ
リ
パ
イ

バ
ル
一
柳
ノ
祭
ナ
リ
。
故
ニ
吾
ラ
之
ヲ
祈
る
ハ
一
柳
ノ
旨
ニ
可
な
へ
る
事
を
祈

る
な
り
。
是
ハ

人
ノ
栄
ニ
あ
ら
ず
。
も
し
彼
ノ
数
命
u
ハ
起
り
立
チ
し
と
言

フ
ハ

、
更
ニ
人
間
ノ
炎
ニ
あ
ら
ず
榊
の
栄
な
り
。
五
口
一
フ
常
ニ

心
、

一
柳
ノ
事

ニ
燃
へ
立
ち
、
熱
心
な
る
心
を
持
つ
可
し
。
即
ち
愛
も
信
も
忍
モ
議
モ
働

?寸
"し

モ
清

モ
感
モ
、
凡
市
、
心
聖
誕
ニ
由
テ
熱
く
な
る
可
し
。

+
七
日
く
、
我
綱
が
冷
カ
ナ
ル
カ
或
ハ
熱
ア
ラ
ン
事
ヲ
願
ふ
。
と
か
く
人
は

日

己
ノ
情
欲
、
利
欲
、
名
血
管
の
翁
メ
ニ
熱
心
ト
な
る
な
れ
共
、
目
え
れ
い
盤
き
事

ナ
リ
。
吾
-
フ
ハ
一
仰
の
市
中
ニ
熱
心
な
る
べ
し
。

O
罪
人
を
導
く

罪
ニ
難
み
忠
ニ
傾
く
弱
き
も
の
あ
ら
ば
彼
を
キ
リ
ス
ト
ニ
筒
ら
し
め
よ
。

キ
リ
ス
ト
彼
ヲ
愈
さ
ん
。
五
口
を
愈
さ
ん
。
吾
を
愈
セ
シ
モ
ノ
ハ
キ
リ
ス
ト

ナ
リ
。

O
説
教

制
の
道
ハ
言
葉

ニ
あ
ら
ず
。
能
ナ
リ
。
故
ニ
五
口
考
ヤ
想
像
ニ
し
て
、
未
ダ

己
ノ
行
わ
ざ
る
事
を
宣
ぶ
可
ら
ず
。
聖
極
之
能
ニ
由
テ
己
ノ
得
た
る
能
を

以
テ
道
ヲ
{
亘
ぶ
可
し。

O
我
誠
二
曹
ニ
告
ン
。
告
し
改
マ
リ
テ
嬰
児
の
如
く
な
ら
ず
パ

、
天
園

ニ
入
る
事
を
得
じ
。
(
馬
太
侍
十
八
章
)

吾
曹
之
罪
-
一
陥
る
ハ
小
児
ナ
ル
大
人
プ
リ
愚
ナ
ル
智
プ
リ
弱
キ
も
の
な
る

一
強
き
が
如
く
慢
る
が
故
也
。

今
ヨ

リ
議
り
、
朝
-
一
夜
ニ
榊
ニ
祈
リ
、
聖
書
を
説
、.
、
極
々
之
震
之
本
ヲ
讃

、
、、
之
ニ
感
じ
、
川
口
山
ニ
塑
援
-
一
由
ら
は
罪
に
勝
ち
得
可
し
。

叉
吾
川
無
知
な
る
を
毘
へ
。
人
ヲ
優
れ
り
と
し
、
長
上
-
一
問
ヒ
穆
ビ
、
叉

榊

ニ
風
寸
ぶ
事
を
可
務
也
。

文
氏
支
通
ハ
磁
路
ト
其
従
者
之
行
く
道
ナ
レ
パ
、
之
ヲ
行
く
勿
れ
。
之

行
か
ば
必
踏
之
謀
一
一
陥
る
可
し
。
狭
合
遣
を
行
か
ば
罪
ヲ
犯
さ
ず
。

如
是
敵
卜
己
ノ
弱
キ
有
機
を
悟
り
、
民
-
一
一柳
ニ
筒
ら
は
、
常
ニ
勝
を
得
て
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安
か
ら
ん
。



民
ニ
小
児
心
の
祈
り
ハ
一
脚
ノ
旨
ニ
通
へ
る
な
り
。

又
一
柳
ハ
吾
父
な
り
。
五
ロ
ラ
ハ
愛
セ
ラ
ル
ル
子
供
ナ
リ
。
故
-
一
小
児
の
如
く

議
り
、
其
他
父
ニ
従
ヒ
撃
ぶ
可
し
。
叉
父
ハ
子
を
愛
し
玉
へ
る
故
凡
て
の

信
者
会
」
{
寸
り
玉
ふ
ハ
疑
な
し
。
故
ニ
信
じ
て
兄
弟
の
鴛
め
に
祈
る
可
し
。

O
救
ノ
道
ヲ
間
ム
モ
ノ
ハ

何
故

彼
ラ
ハ
救
ヲ
求
ム
ル
ニ
あ
ら
ず
。
一
岬
ニ
迷
ヒ
榊
ヲ
誘
ら
ん
と
す
る
故
、
民

理
を
悟
ら
ず
。
例
セ
パ
救
ノ
遁
あ
ら
ば
己
ノ
罪
ヲ
サ
ト
リ
悔
改
メ
救
ヲ
得

可
し
。
然
る
ニ
一
川
ノ
救
ノ
道
ノ
立
K
M
ヲ
論
じ
る
も
の
ア
リ
。

是
れ
員
二
一
彼
ハ
救
ヲ
求
む
る
ニ
あ
ら
ず
。
榊
ト
論
ぜ
ん
篤
メ
ナ
リ
。

{三
カ
)

九
月
十
三
日
水
畷

H

浪
花
教
命
口

祈
祷
一
命
日

津
山
氏
河
合

什
馬
太
七
の
八

l
十
二

け
馬
可
十

一
|
二
十
四

川
約
十
五
の
七

同
路
十

一
の
十
三

川
約
十
六
の
二
十
三

イ
エ
ス

州
路
十
八
の

一
|
八

の
祈
り
ニ
付
テ
数
へ
玉
ヒ
シ
、
要
催
。

O
凡
て
の
者
計
じ
て
篤
せ

兄
弟
ト
交
ル
ニ
モ
祈
ル
ニ
モ
導
く
ニ
も
説
教
ス
ル
ニ
モ
何
事
ニ
も
と
の
恵

ア
ル
ヲ
信
て
篤
す
司
し
。
イ
エ
ス
ハ
仰
向
ナ
ル
罪
人
も
救
ヒ
玉
ふ
を
信

じ
、
毎
一短
を
祈
れ
は
降
る
を
信
じ
、

働
を
矯
せ
は
従
ヲ
結
ぶ
を
信
じ
て
一
柳

24働
を
翁
す
，
吋
し
。
不
然
れ
ば
セ
よ
り

H

訟
を
愛
る
い
場
少
か
ら
ん
。

O
教
命
間
設
立
之
事

日
抑
制
九
時
ヨ
リ

-

け
議
員

・
議
長

・
書
記
ヲ
選
プ
事
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け
数
命
日
ヨ
リ
途
リ
4
3欣
ヲ
罰
則
ム
事

国
公
舎
ヲ
設
ク
ル
主
一
主
一
忌
ヲ
問
ふ
。

浪
花
ヨ
リ
別
ル
主
意

附
牧
師
ハ
有
ル
カ
ノ
問

其
給
料
並
ニ
一
雑
別
貸
(
所
ト
何
日
山
)

川
人
命
日
者
ノ
試
験

(
マ
、
)

同
牧
師
ノ
試
験

一
脚
戸
教
曾
、
兵
庫
、
多
問
、
京
都
三
教
曾
、
大
阪
回
数
舎
、
外
図
宣
教

師
、
作
数
十
人
数
曾
へ
報
ず
可
し
。

説
教
者
、
岐
手
ノ
祈
持
者
、
公
舎
へ
鋤
ヲ
ナ
ス
者
、
牧
師
-
一
勧
ヲ
ナ
ス
モ

ノ
、
牧
師
ニ
爆
手
ス
ル
モ
ノ
、
新
牧
師
ト
共
ニ
晩
餐
ヲ
守
ル
モ
ノ

諸
白
約
書

聖
書
問
答
。

0 
恨

大
人
ノ
前
ニ
出
、
ス
ル
モ
敵
ノ
前
ニ
ア
ル
モ
衆
人
ノ
前
ニ
ア
ル
モ
、
大
火
事

ノ
時
叉
佐
川
以
-
一
逢
ヒ
シ
ト
キ
其
他
非
常
之
時
、
決
し
て
狼
狽
せ
ず
、
静
止

シ
、
謹
慎
シ
テ
、
事
ヲ
躍
す
可
し
。
然
ら
ば
何
事
も
誤
リ
ナ
ク
民
理
を
行

ふ
を
務
ム
可
し
。

O
体
道

川

Mh陪
太
後
四
卓
二
又
二
立
の
十
五



寄
林
多
前
書
三
草
七
節

O
結
婚
論
並
ニ
夫
婦

一
致
、
十
年
を
輔
氏
ス
モ
研
究
す
可
し
。

結
婚
ス
ル
モ
、
互
ニ
愛
し

一
致
セ
ザ
レ
ハ
之
ヲ
得
ず
。
放
ニ
他
人
ヨ
リ
勧

メ
或
ハ
一
方
如
何
ニ
慕
フ
モ
之
ヲ
得
ず
。
其
他
夫
婦
ハ
一
致
せ
ざ
れ
ば
幸

一
帽
を
得
る
事
な
し
。

故
ニ

一
致
し
難
き
時
ハ
一
致
ス
ル
事
ヲ
ツ
ト
メ
、

致
ノ
出
来
ル
時
ヲ
待
ち
事
を
行
ふ
可
し
。
も
し
之
ニ
反
し

一
方
ノ
意
ニ
何

事
も
篤
さ
ん
と
せ
ば
、
常
ニ
宰
ヒ
止
む
時
無
る
可
し
。

O
信
用

兄

弟

(
省
地
ニ
テ
モ
大
阪
其
他
ニ
テ
モ
)
ヲ
信
ジ
、
設
教
シ
、
勧
ヲ
な

し、

交
リ
ヲ
な
す
可
し
。

叉
之
ヲ
篤
す
聖
窓
之
御
助
ケ
あ
る
事
を
信
じ
篤
す
可
し
。

叉
侍
道
す
る
も
数
命
日
設
立
モ
聖
帝
一日賀
、
侍
道
も
翠
校
も
必
ズ
イ
エ

ス
ノ
名

一
由
テ
ス
ル
事
ハ
、
成
る
と
信
じ
て
篤
す
可
し
。

ヨ
円
林
多
前
書
十
三
の
七
ニ
、
凡
ソ
事
包
容
お
よ
そ
事
信
じ
凡
ソ
事
望
ミ
凡

ソ
事
忍
ぶ
な
り
。

O
説
教

一柳
ノ
言
笑
ヲ
、
一
柳
ノ
旨
-
一
一遁
ヒ
議
リ
て
一
柳
ニ
一
前
リ
聖
援
を
愛
け
て
宣
ぶ
可

言己

し
。
然
ら
ば
能
あ
る
言
葉
と
な
る
可
し
。

日

O
安
息
日

設
教
題

X
財
を
慕
ふ
は
諸
の
怒
事
の
根
な
り
(
提
摩
太
前
室
百
六
章
十
節

X
馬
太
侍
八
章
二
十
四
ト
二
十
五
節

O
説
教

説
教
ヲ
篤
し
、
信
ず
る
と
信
ぜ
さ
る
ハ
茶
人
と
紳
-
一
委
ネ
、
只
信
仰
を
以

テ
道
を
宣
ぶ
可
し
。

O
己
を
義
ト
セ
ン
篤
メ
一
一
、
一
脚
を
用
問
者
と
し
、
一
柳
を
無
き
も
の
と
す
る

也

馬
太
十
九
章
十
六
ヨ

リ
二
十
二
迄

ロ

1
7
害
二
章
一
と
四
章
の
一
節
を
硯
る
可
し
。
無
一柳
論
ヲ
mm
ス
ル
モ
ノ

己
ヲ
義
ト
セ
ン
が
筋
也
。

叉
或
ん
人
煙
草
を
止
メ

ン
ト

ン
、
イ
エ
ス
ノ
名
一
一
よ
ら
ず
己
は
其
能
あ
る

と
す
る
も
の
あ
り
し
。
如
是
事
選
を
義
と
す
る
故
な
り
。
叉
或
人
ハ
未
来

一
於
て
刑
罰
を
愛
る
も
可
也
と
、
口
ニ
裕
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
そ
の
人
之
本

心
如
何
。

九
月
二
十
四
日

0 
問

付
夜
鶴
ナ
校
を
聞
く
如
何

回
数
台
設
立
-
一
一
円
て
備
へ

ス
ル
事
如
何

同
余
之
勉
強
如
何

結
目
新
約
聖
書
、

リ
パ
イ
パ
ル
、
天
路
歴
程
、
ム

l
デ

1
氏
ノ
侍
、
諸
誇
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剛
聖
書
責
捌
之
事

役
員
、
書
記
、
諸
務
、
合
計
、
答
緋
者
、
修
膳
方

O
主
之
晩
餐

エ
ボ

パ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ヲ
挨
及
ヨ
リ
導
入
せ
し
事
を
常
ニ
笠
ヱ
、
一
柳
-
一
感

謝
し
、
一
脚
之
官
事
を
知
ら
ん
篤
め
に
愉
越
之
節
之
祭
ヲ
な
せ
し
如
く
、
平
日

ハ
キ
リ
ス

ト
吾
ら
之
篤
ニ

胤
ヲ
流
し
、

五
口
ラ
ヲ
救
ヒ
し
事
ヲ
究

エ
ル
篤
メ

〈

7

-h

)

(

マ

、

)

ニ
、
晩
餐
ヲ

'γ
ら
し
た
り
。
故
ニ
一
脚
ハ

士
口
之
事
蹟
を
箆
エ
ル
ハ
榊
之
旨
ニ

か
な
へ
る
な
り
。

0 
題

x利
末
記
二
十
六
章

X
爾
働
み
て
悔
改
メ
ヨ
(
歎
示
録
三
の
十
九
)

一脚五
日
ラ
ニ

困
難
、
憂
、
病
を
輿
へ
玉
フ
ハ
五
ロ
ラ
ヲ
懲
ら
し
め
悔
改
メ
サ
セ

ン
篤
メ
ナ
リ
。
此
時
早
く
悔
改
む
る
も
の
ハ
救
は
る
可
し
。
五
ロ
ラ
心
ト
行

ヲ
調
べ
よ
。
紳
之
旨
ニ
遁
は
ざ
る
事
ハ
な
き
ゃ
。
一
脚
ニ
逆
ふ
も
の
ρ

繭
其

門
ニ
伏

ス

O
牧
師
ノ
任

吾
ヲ
牧
師
侍
教
師
ト
鴛

ス
モ
ノ
ハ

、
人
間

一
一
あ
ら
ず
榊
な
り
。

吾
ニ
按
手
之
責
任
ヲ
綬
け
し
も
の
ハ

、
イ
エ
ス
ナ
リ
。
此
ノ
任
ヲ
一
榊
ノ
旨

ニ
従
フ
テ
篤
さ
し
む
る
も
の
ハ
聖
霊
な
り
。
故
三
且
口
ラ
ヲ
之
ニ
任
、し
、
其

カ
ヲ
輿
へ
玉
ン
事
ヲ
一
柳
ニ
祈
ル
可
し
。
叉
兄
弟
ラ
吾
ニ
妓
手
し
之
ヲ
祝

ス

ル
モ
、
亦
一
柳
ノ
葱
ヲ
愛
ン
篤
な
り
。
故
一
一
抜
手
総
ノ
時

ハ
常
一
一
一
柳
ノ
恵
ノ
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降
ラ
ン
事
ヲ
祈
る
可
し
。
吾
ニ
之
ノ
任
ヲ
成
就
し
よ
口牧
者
ト
ナ
ル
ヨ
ウ
型

窓
之
慨
ガ
レ
ン
事
ヲ
祈
ル
可
し
。

提
摩
太
前
二
ノ
七
。
コ

ロ
サ
イ

一
章
ノ
一
。
使
侍
六
ノ
六
。
使
八
の

十

七
。
使
侍
十
三
の
三
。

O
何
事
も
本
心

ニ
テ
之
ヲ
篤
せ

絞
手
磁
も
洗
躍
も
晩
餐
も
、

祈
祷
モ

、
動
メ
モ
、
設
数
モ
、
儀
式
ヤ
己
ノ

智
ヤ
例
ニ
テ
上
向

ニ
テ
決
シ
テ
ス
ル
事
ナ
ク
、
聖
窓
ヲ
愛
ケ
テ
一
脚
ノ
能
ヲ

安
ケ
テ
民
賞
ニ
な
し
、
其
時
一
脚
ノ
恵
ヲ
愛
ク

ル
ヲ
目
的
ト

ス
可
シ
。
故
ニ

何
事
モ
人
間
ノ
ミ
ノ
篤
ス
事
ニ
ア
ラ
ズ
。
其
内
ニ
一
柳
ノ
袋
ア
リ
、
興
り
、

祝
シ
、
助
ケ
慰
メ
玉
フ
事
ナ
リ
。
之
ヲ
常
ニ

忘
レ
ズ
何
事
モ
賢
官
弔
三
付
フ

可
し
。

O
一柳
ノ
数
ト
懲
メ
ヲ
侮
ル
事
勿
レ
。

小
児
ノ
時
母
方
勉
強
セ
ザ
レ
パ
、

資
メ
、
其
他
教
へ
戒
メ
ル
事
、
何
故
か

更
ニ
悟
ラ
ズ
。
之
ヲ
不
平
ヲ
言
フ
事
ア
レ
ド

モ
、
大
人
ト
ナ
リ
母
ノ
愛
ト

民
ヲ
知
ル
可
ン
。
叉
小
児
ノ
時
裸
飽
ヲ
戒
ム

レ
パ
小
児

ハ
何
故
か
を
知
ら

ず
。
然
レ
ド
モ
大
人
ト
ナ
リ
初
め
て
之
ヲ
悟
ル
ナ
リ
。

如
是
五
ロ
ラ
一
柳
ノ
戒
ト
教
ヲ
、
如
何
ナ
ル
目
的
ナ
ル

ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ

、
一柳

ハ

吾
ラ
ノ
父
ナ
レ

パ
之
一
一
従
フ
可
シ
。

O
題

(
ω
2
0内
切

E
Z
広
三
回
o
o
r
H福
岡

市

区

吋

)



X
滅
亡

ハ
近
シ
悔
改
メ
ヨ

ロ
ー
マ
書
二
の
五
。
馬
可
九
の
四
十
四
、
馬
太
三
の
十
。
馬
太
十

一
の

二
十、

馬
可
八
の
三
十
六
。
馬
太
二
十
四
之
十
二
ヨ

リ
二
十
五
の
十
三

迄
。
春
遁
き
夏
起
て
五
ロ
ハ
救
は
れ
ざ
り
し
。

X
地

ニ
在
て
ハ
自
ら
賓
肱
な
り
。
寄
市
両
者
な
ど
言

へ
リ
。
希
伯
来
十

一

の
十
三
。
寄
林
多
前
書
七
の
十
八
ノ
二
十
四
。
文
河
町
林
多
前
章日
七
の

二

十
九
ヨ
リ
三
十

一
迄
。

O
凡
て
の
人

ヲ
友
ト
思

へ

説
教
ス
ル
ト
キ
モ

、
如
何
ニ
罪
人
も
之
を
己
の
友
人
兄
弟
と
思
ヒ
、
愛

を
以
テ
道
を
宣
ぶ
ベ
し
。

O
朝
祈
祷

毎
朝
聖
霊
を
愛
け
ん
篤
ニ
祈
/
集
り
を
篤
す
也
。
信
仰
を
祈
ら
は
毎
日
需

要
を
得
可
し
。

O
題

X 
愛

X
信
仰

O
九
月
四
日

{文

祈
祷
を
篤
し
て
、
数
命
日
設
立
ヲ
決
ス
。
其
際
力
之
弱
キ
ト
維
持
方
ヲ
危
ム

言己

モ
ノ
ア
リ
ン
カ
ド
モ
、
一
柳
ノ
力
ヲ
信
じ
其
力

ニ
依
リ
大

ニ
動
ム
心

ヲ
持

日

テ
、
之
ニ
決
セ
リ
。
叉
其
節
今
教
命
日
設
立
ヲ
鮮
ス
ル
ハ
、
五
三
ノ
前
ヨ
リ
一
柳

ニ
析
、
設
立
ヲ
願
ヒ
ン
ガ
今
之
ヲ
開
キ
シ
ニ
紳
一
一
之
ヲ
僻
ス
ル
ハ
、
大
ナ

ル
誤
ナ
リ
ト
悟
リ
ン
モ
ノ
ア
リ
。
叉
浪
花
数
命
日
ヨ
リ
離
ル

L

ハ
、
愛
ヲ
離

ル
L

カ
ト
疑
フ
モ
ノ
ア
リ
シ
。

O
毎
月
曜
日
の
夜
数
曾
設
立
相
談
卜
定
ム

O
」
及
率
校

先
ヅ
侍
道
ス
ル
者
ヲ
教
育
ス
ル

ト
{疋
メ
先
今
ヨ
リ
森
村
金
松
、
中
川
竹

松
、
中
江
圧
ノ
三
氏
ニ
英
語
ト
笛
約
書
ヲ
教
ユ
可
し
。
叉
之
一
一
組
ス
ル
者

ハ
誰
ニ
て
も
加
入
ス
可
し
。

O
弱
ヲ
助
ケ
テ
人
ノ
徳
ヲ
建
ル
ヲ
働
ト
セ
ヨ

聖
箆
ハ
苔
ラ
ノ
弱
ヲ
助
ケ
玉
へ

リ
。
(ロ

1
7
害
八
ノ
二
十
六
)

イ
エ
ス
ハ
燈
レ
ル
火
ヲ
滅
ス
事
ナ
ク
、
傷
メ
ル
葦
ヲ
折
ル
事
ナ
ン
。
叉
日

ク
、
重
ヲ
負
フ
モ

ノ
ハ
五
ロ
ニ
来
レ
。
五
口

ニ
汝
ヲ
息
7

セ
ン
ト
。
五
ロ
ラ
イ
エ

ス
ニ
行
ク
可
し
。
聖
認
ニ
筒
ル
可
γ
。
叉
イ
エ

ス
ニ
潟
市
帯
ヲ
任
ス
可
し
。

吾
ハ
妻
ノ
弱
ヲ
負
ハ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

故
ニ
右
ノ
頬
ヲ
打
タ
パ
左
ヲ
向
ケ

ヨ。

一
塁
ヲ
強
ラ
パ
二
塁
ヲ
行
ケ
。
宙
開
事
依
頼

ス
ル
事
ハ
ミ
ナ
之
ヲ
篤

セ
。
叉
弱
キ
ヲ
助
ケ
残
ス
事
勿
レ
。

叉
忠
告
シ
戒
メ
ン

ト
セ
パ
{
疋
て
平
和、

親
切
ヲ
以
テ
、
時
ヲ
窺
ヒ
気
嫌
ヲ

窺
ヒ
之
ヲ
言
ヒ
、
彼
ヲ
助
ケ
テ
、
常
ニ
徳
ヲ
建
テ
シ
メ
ヨ
。
叉
誤
り
ヲ
直

三
言
フ
勿
レ
。
時
ヲ
待
テ
、
文
是
非
善
忠
ヲ
明
一
一
セ
ズ
シ
テ
言
フ
勿
レ
。
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。



叉
常
ニ
同
感
ア
ル
可
し
。
而
シ
テ
彼
レ
罪
ニ
陥
ら
ん
と
す
る
時
ハ
、
榊
-
一

新
る
可
し
。

叉
兄
弟
親
類
ニ
モ
病
或
ハ
困
難
ヲ
助
ク
ル
ヲ
働
ト
ス
可
シ
。
此
時
で
ど
ヲ

人
ニ
議
ラ
ズ
、
自
ラ
困
難
ニ
省
り
助
ク
可
シ
。
叉
罪
ヨ
リ
救
ヒ
永
遠
ノ
命

一
等
ク

ヲ
働
ト
ス
可
シ
。
品
川
ノ
隆
へ
行
ク
ヨ
リ
苦
ノ
庭
へ
行
く
可
し
。
叉

如
何
か
し
て
罪
人
ニ
交
り
之
ヲ
罪
ヨ
リ
救
フ
ヲ
働
ト
ス
可
シ
。
叉
罪
ニ
陥

り
日
朝
き
弱
き
信
者
の
弱
ヲ
負
ヒ
助
ク
ル
ヲ
働
ト
ス
可
シ
。

国
ち
人
之
徳
ヲ
建
る
を
働
と
す
可
し
。
(
ロ
!
?
書
十
五
一
章
一
節
)
叉

(
馬
太
十
八
ノ
十
ヨ
リ
)

即
ち
兄
弟
之
篤
メ
ニ
生
命
ヲ
捨
ツ
可
し
。
剖
ち
吾
一
フ
凡
て
の
奴
隷
卜
ナ
ル

可
シ
。

故
ニ
説
教
モ
働
モ
勧
モ
悉
ク
数
…
ノ
愛
ヨ
リ
起
る
可
き
な
り
。
吾
一
フ
榊
ノ
愛

ニ
感
γ
テ
愛
情
ヲ
熱
ク

ス
可
γ
。
人
記
ヲ
ナ
ス
モ
怒
ル
勿
レ
。
之
ヲ
報

ユ

ル
ハ
一
脚
ナ
リ
。
然
レ
パ
他
ニ
町
慾
ん
可
き
事
ナ
き
ナ
リ
。
又
吾
-
フ
ハ
一
脚
ノ
恵

ニ
ヨ
リ
、
人
ノ
弱
キ
ヲ
助
ケ
ラ
ル
h

丈
助
タ
ル
事
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
其
他

ハ

只
一
柳
-
一
新
リ
イ
エ
ス
ニ
任
ス
可
し
。

O
小
児

小
児
之
鳴
ク
ノ
ハ
何
カ
可
求
事
か
苦
ミ
ア
ル
カ
病
ア
ル
カ
ナ
レ
パ
、
コ
ノ

時
其
悩
ヲ
察
し
助
ク
可
し
。

O
コ
ノ
世
ノ
有
様

五口
ラ

コ
ノ
世
ハ
股
ナ
リ
。
苦
ノ
世
ナ
リ
。
息
ム
庭
、
望
む
庭
ハ
天
間
な
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り
。
故

ニ
コ

ノ
世
ハ
更
ニ
一
顧
ミ
ず
天
園
ノ
、
、
、
ヲ
慕
フ
可
し
。
此
世
ノ
有
様

ρ

イ
エ

ス
程

ニ
ア
ラ
パ
足
可
し
。
イ
エ
ス
ハ

一
生
十
字
架
ヲ
負
ヘ
リ
。
叉

狐
ニ
穴
ア
リ
空
ノ
鳥
ニ
巣
あ
れ
共
、
人
ノ
子
ハ
枕
す
る
庭
ナ
シ
。
叉
飢

ェ
、
衣
服
、

富
ナ

ゾ
o

叉
枇
ノ
名
ト
富
ト
一史
ニ
な
し
。
五
口
々
常

-一
イ
エ

ス

ヲ
思
フ
可
し
。

故
ニ
病
、
困
難
、
迫
害
、
無
朗
午
、
貧
乏
、
十
字
架
ヲ
悦
ン
テ
愛
く
可
し
。

コ
ノ
此
ノ
有
様
ハ
直
ニ
去
ル
可
し
。
下
ヲ
見
ズ
上
ヲ
見
ヨ
。

O

H
ロ門
H
E
F

ミ
玄
2
2ロ
問
。
吋
(
〉
ロ
岡
田

0
5
呂町
m
C
ロ
問
)

人
々
聖
霊
之
光
ニ
ヨ
リ
己
之
心
ノ
有
様
ヲ
知
り
、
如
何
ニ
し
て
救
は
る
h

や
と
心

ニ
飽
き
恐
レ
心
配
す
る
時
イ
エ
ス
ニ
導
く
集
リ
ナ
リ
。
人
々

ニ
同

感
を
以
テ
コ
ノ
集
リ
ア
ナ
ス
可
し
。

O
毎
夜
之
働

夕
方
一
一
小
少
ヲ
教
育
ス
可
し
、
夜
ハ
(
月
曜
日
)
聖
書
研
究
並
ニ
教
曾
設

立
相
談
(
火
)
小
少
ノ
篤
メ
説
教
(
水
)
祈
祷
曾
(
木
)
説
教
(
金
)
奈

良
(
土
)
用
意
(
日
)
朝

聖
書
、
午
後
雨
度
之
説
教
(
金
)
婦
女
之

1長
O
説
教
ヲ
毎
日
篤
し
得
ル
ヤ

説
教
ス
ル
事
ハ
一
脚
ノ
媛
ノ
働
ナ
リ
。
聖
霊
之
ヲ
売
し
之
ヲ
要
し
玉
へ

パ
毎

日
篤
ン
得
ル
ナ
リ
。



付
毎
日
型

3
ニ
充
サ
レ
心
情
ク
、
愛
ニ
熱
心
ト
ナ
リ
、
心
燃
ル
ガ
如
ク
ア

ル
可
シ
。

叫
己
ノ
智
ヤ
考
ニ
テ
作
リ
し
説
教
-
一
ア
ラ
ズ
。
聖
書
ニ
ア
ル
紳
ノ
言
葉
ヲ

室
ル
ナ
リ
。
叉
実
地
之
事
ヲ
宣
ル
ナ
リ
。
卸
ち
飾
リ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

同
短
キ
説
教
ニ
テ
ヨ
ロ

γ
。

州
銀
皐
者
、
会
人
、
憐
ム
ベ
キ
人
、
非
人

へ
騒
音
ヲ
体
ル
ナ
リ
。

凶
熱
心
ノ
信
仰
ヲ
以
テ
ス
可
y
。

川
何
事
モ
速
ニ
決
シ
速
ニ
取
抜
フ
可
シ
。

O
尋
問
曾

説
教
後
、
尋
問
命
口
ヲ
開
ク
可
し
。
而
ン
テ
集
リ
ノ
絡
リ
シ
後
ハ
問
ナ
キ
モ

ノ
ハ
直
ニ
鴎
ら
し
む
可
し
。
無
盆
ノ
噺
ア
篤
さ
し
む
可
ら
ず
。
叉
集
ノ
初

モ
無
盆
ナ
ル
噺
ヲ
ナ
ス
ヨ
リ
、
ミ
な
人
ヲ
導
き
或
ハ
聖
書
を
讃
ミ
、
或
ハ

祈
リ
ス
可
し
。

信
者
ハ
ミ
ナ
型
力
ヲ
例
て
来
ル
可
し

O
見
舞

見
舞
ふ
時
モ
時
ヲ
久
ク
取
ル
可
ラ
ズ
。

附
な
け
れ
ば
直

ニ
其
ノ
家
ヲ
出
ズ

可
シ
。
家
ニ
至
ら
は
肉
ト
寂
-
一
乏
き
慮
ナ
キ
ヤ

ヲ
調
べ

、
も
し
可
助
事
あ

ffe 

ら
は
助
く
可
し
。
高
事
忙
y
ク
篤
ス
可
y
o

日

O
各
信
徒
之
働

各
信
徒
熱
心
-
一
主
ノ
栄
ノ
篤
メ
ニ
働
ク
様
、
仲
山
ニ
勧
ム
可
し
。
叉
各
々
一
脚

ノ
刑
事
を
興
ふ
可
し
。

川
門
人
ヲ
招
-
一
行
ク
事

け
聖
書
ヲ
ヨ
ム
事

同
祈
ス
ル
事

側
家
ヲ
治
ム

ノレ

事

同
金
ヲ
出
ス
コ
ト

同
体
遁
ス
ル
事

同
教
曾
ノ
用
事
ス
ル
事

同
集
-
一
来
ル
事

判
子
ヲ
教
育
ス
ル
事

大
抵
毎
日
熱
心
ニ
、
主
ノ
篤
メ
ニ
働
か
ざ
る
可
-
フ
ズ

O
祈
祷

祈
祷
す
る
ト
キ
ハ
、
人
ノ
心
ノ
如
何
ヲ
考
へ
ズ
、
人
ノ
心
ニ
感
ズ
ル
ヤ
否

ヲ
考
へ
ズ
、
只
一
柳
ノ
旨
ヲ
考
へ
一
柳
ノ
俊
ビ
玉
フ
描
師
、
問
き
玉
フ
事
ヲ
考
へ

テ
、
熱
心
ニ
主
ニ
祈
る
可
し
。

O
奈
良
説
教
題

X
震
卜
道
ヲ
以
て
奔
す
可
し
。

H-説
明

ω人
間
二
ポ
教
動
物

同
儀
式
ト
場
所
卜
唱
一量一一口
ニ
白
テ
一例
ハ
聞
き
玉
川
ズ
。
川
其
祈
ニ
よ
ら
ず
、

紳
ハ
恵
ヲ
輿
ヘ
リ
。
同
僑
-
一
祈
ル
人
ハ
徒
-
一
一
例
ヲ
奔
セ
リ
。

同
霊
ヲ
以
テ
祈
ル
可
し
。

同
民
ヲ
以
テ
祈
ル
可
し
。

同
一
脚
ノ
旨
ニ
従
テ
祈
る
可
し
。

(
終
)
汝
ら
光
ヲ
輿
へ
ン
事
ヲ
前
ル
可
し
。
罪
ノ
有
様
と
来
世
」ぷ
何
様
ヲ
悟
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ん
よ
う
祈
ル
可
し
。
悔
改
メ
テ
救
わ
れ
ん
事
を
祈
る
可
し
。
聖
媛
ヲ
愛
け



更
生
す
る
事
を
祈
る
可
し
。
然
る
後
日
用
之
入
用
物
ヲ
祈
る
可
し
。

爾
曹
ま
づ
一
岬
の
固
と
其
義
と
を
求
ょ
。
然
ら
ば
此
等
の
も
の
ハ
皆
ナ
な
ん

ぢ
ら
ニ
加
ふ
る
可
し
。

O
友
愛
を
以
て
道
を
侍
ふ
可
し

初
め
て
逢
ふ
人
も
、
友
之
如
く
一
一
、
兄
弟
之
如
く
考
へ
、
資
ニ
憐
卜
愛
ト

柔
和
ト
心
易
キ
ヲ
以
テ
交
リ
、
選
ヲ
宣
ぶ
可
し
。
設
教
ス
ル
ニ
モ
勘
ヲ
ナ

ス
ニ
モ
隣
人
之
徳
ヲ
建
て
、
永
生
を
得
せ
し
め
ん
事
を
熱
ニ
恩
ヒ
道
を
宣

ぶ
ベ
し
。

O
人
ノ
前
ニ
テ
信
仰
を
保
て

如
何
ナ
ル
不
信
者
如
何
ナ
ル
敵
如
何
ニ
業
怒
人
ノ
前
ニ
於
て
も
、
心
-
一
聖

延
之
助
を
愛
け
て
、
熱
心
ニ
榊
一
一
積
リ
熱
心
三
脚
ヲ
敬
ふ
て
道
を
宣

べ、

祈
ヲ
奉
く
可
し
。
人
之
前
ニ
テ
賂
ス

ル
事
勿
レ
。

提
摩
太
後
書
一
一
章
七
節

O
停
道

異
邦
人
へ
残
ラ
ズ
侍
道
す
る
を
務
む
可
し
。
提
摩
太
後
書
四
章
十
七
節
。

然
れ
ど
主
主口
と
共
-
一
在
リ
て
我
ニ
力
量
を
設
へ
給
へ
り
。
是
れ
己
れ
に
由

り
て
道
と
と
/

¥
く
体
り
、
異
邦
人
を
し
て
皆
之
を
聴
し
め
ん
篤
な
り

と。。
題

xω
命
記
号
ヨ

p
o
o
a・
2
ι
rコO
垣ヨ山、

7
2
ュ
・
叶
ミ
ヨ
何

E
L
E
o
d〈
ヨ
可

円

7
0ロ
間
一
回
円

ωロ
牛

耳

命

民

同

Z
Z
Z
ヨ〕
『
き円
r
m
ι
=
ミ
5
5
p
g牛
一

2ι

ヨ
m
E
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円一再
垣
凶
可
。
〈
巾
「

一日門
5四

。己
ノ
荏
蕩
ナ
ル
ヲ
忘
ル

L

ト
罪
ニ
陥
る
可
し
。
ま
た
己
之
弱
き
も
の
罪
あ

る
も
の
只
恵
ニ
由
り
て
救
は
れ
た
れ
ば
、
ま
た
、
他
人
を
憐
み
救
ニ
導
く

可
し
。
其
の
心
ハ
私
モ
か
く
危
キ
罪
よ
り
救
は
れ
た
り
。
汝
も
同
じ
く
救

は
れ
玉
は
る
可
と
、
柔
和
と
謙
遜
を
以
て
道
を
宣
ぶ
可
し
。
例
セ
パ
、
今

余
己
ノ
罪
の
篤
め
に
赦
シ
ヲ
祈
り
只
今
救
は
れ
し
ニ

他
之
同
じ
罪
あ
る
兄

弟
ニ
其
罪
を
責
ム
ル
様
あ
ら
ん
や
。
な
し
。
吾
ラ
只
彼
一
一
五
口
の
如
く
救
ニ

頼
ら
ざ
る
や
卜
勤
む
る
事
を
得
る
市
巳
。

O
怒
施
ハ
離
レ
シ
ヤ

怒
魔
ニ
吊
ニ
離
レ
ズ
。
吾
ヲ
誘
ふ
な
り
。
ま
た
五
口
肉
の
欲
も
離
レ
ズ
。
併

し
今
、
之
ニ
敵
し
戦
ふ
な
り
。
其
戦
止
む
時
な
し
。
も
し
其
敵
呉
ニ
、
離

レ
タ
リ
ト
恩
ヒ
気
ヲ
赦
サ
パ
、
直
ニ
不
一
意
ヲ
撃
た
れ
、
敗
北
ス
可
し
。
故

一
常
ニ
償
ム
可
事
な
ら
ず
や
。

O
リ
パ
イ
バ
ル

リ
パ
イ
パ
ル
ハ
只
聖
滋
之
恩
化
ナ
リ
。
政
府
ノ
勢
ヤ
皐
者
ノ
勢
ヤ
衆
人
ノ

流
行
ニ
白
テ
、
か
L

る
出
来
栄
え
之
起
-
一
あ
ら
ず
。
全
く
聖
援
之
恩
化
-
一

由
ル
事
な
り
。

。
題

靭



聖
書
ヲ
讃
ム
勧
メ
、
働
ノ
勘
メ
方

X
聖
霊
恩
化
之
起
-
フ
ン
事
ヲ
新
ル
事
(
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
祈
ル
事
)

九
月
三
十
日

X
熱
か
ら
ん
事
を
願
ふ
(
歎
一示
録
三
一晶一尊
十
丘
節

H
吾
ラ
ハ
榊
ノ
悦
ピ
玉
フ
旨
ヲ
篤
す
可
し

同
一
柳
ハ
ぬ
る
き
信
者
を
好
み
玉
わ
ず
。
(
鋤
メ
テ
惰
ら
ず
心
を
熱
く
し
て

主
ニ
事
へ
ン
。

ロ
1
7
書
十
二
章
ノ
十
一
節
)

同五ロ
ラ
勘
み
て
悔
改
む
可
し
。

同
熱
心
-
一
侍
道
す
可
し
。

ロ
1
7
書
十
一章

提
摩
太
田
章
十
七
節

彼
得
後
輩
日
三
章
九
節

(
絡
)
聖
辰
之
御
降
臨
ヲ
祈
る
可
し
。

障
害
ハ
世
ト
肉
ト
小
川
施
ナ
リ
。

九
月
三
十
一
日

X
剛
腹
に
し
て
悔
な
き
の
心

K
循
い
て
己
の
篤
メ
ニ
榊
の
怒
を
積
み
て
、

其
義
鞠
の
頴
は
れ
ん
震
怒
の
自
に
及
ぶ
な
り
。
(
ロ

1
7
二
の
五
)

ii'e 

付
一
脚
ハ
約
ヲ
嬰
ル
事
な
し
。
叉
府
間
ル
事
な
し
。

必
ず
義
鞠
ア
リ
。

日

同
C
れ一
柳
一
一
ハ
偏
鵡
な
け
れ
ば
な
り
。
(
ロ

1
7
二
の
十

こ

同
非
ず
。
凡
の
人
を
僑
と
す
る
も
紳
を
民
と
す
可
し
。
爾
の
告
る
言
は
義

と
せ
ら
れ
爾
が
鞠
ラ
ル

h

と
き
勝
を
得
ん
と
録
さ
れ
た
る
が
如
し
。

(
口

1
7
三
の
四
)

同
爾
一
刺
の
審
判
を
売
れ
ん
と
す
る
や
。
(
二
の
三
)

凶
な
ん
ぢ
一
脚
の
鐙
原
な
る
仁
慈
と
寛
容
な
る
と
恒
忍
た
ま
ふ
と
を
貌
視
す

る
乎
。
其
の
仁
慾
ハ
爾
を
悔
改
に
導
く
を
知
ら
ず
。
(
ロ

!
?
二
の
四
)

川
己
の
篤
メ
ニ
怒
ヲ
積
み
て
怒
之
日
ニ
至
ル
ナ
リ
。
其
怒
の
火

ハ
滅
え

ず
。
鐙
ハ
、
議
き
ず
。

附
制
今
日
英
設
を
聞
か
は
心
を
剛
腹
ニ
す
る
勿
れ
。

問
汝
之
終
ハ
盗
の
来
る
が
如
く
来
る
可
し
。

附
聖
震
ヲ
離
レ
シ
ム
ル
勿
レ
。
聖
霊
ハ
己
ニ
導
け
り
。

O
多
ノ
人
其
時
悔
改
メ
ズ
、
今
ニ
至
ル
マ
デ
暗
キ
奴
隷
ト
ナ
レ
リ
。

阿
か
れ
日
。
己
れ
慈
恵
の
時
に
爾
K
聴
ま
た
救
の
日

K
爾
を
助
け
た
り

と
。
今
ハ
恩
恵
の
時
な
り
。
今
は
救
の
日
な
り
。

(
コ
リ
ン
タ
後
書

六
一章
の

一
と

O
信
者
ハ
時
間
ヨ
リ
早
く
来
る
可
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
初
て
の
人
来
り
難

し。
キ
リ
ス

ト
来
れ
り

付
ヨ
ハ
ネ
之
用
意
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同
諸
底
ニ

、
行
き
て
人
々
ヲ
救
ヒ
葱
ヲ
施
し
力
を
願
は
せ
り
。



ヨ
ハ
、
死
体
十
六
の
十
四
に
、
彼
れ
わ
が
栄
を
顛
さ
ん
。
議
し
わ
が
婦
を

受
け
間
前
回
ニ
示
せ
ば
な
り
。
と

同
イ
エ
ス
を
愛
け
し
村
ハ
多
く
救
は
れ
、
之
を
防
ぎ
し
も
の
ハ
恵
を
愛
け

ず
。
(
約
四
章
四
十
よ
り
四
一
一
。
叉
馬
可
五
の
十
七
)

川
又
イ
エ
ス
ハ
五
回
ラ
之
不
信
-
一
白
テ
、
其
躍
を
去
り
玉
ふ
。

馬
太
侍
十
三
掌
五
十
八
。

同
記
施
ハ
一
柳
の
号
ロ
を
俗
ト
セ
ン
ト
ス
。

施
ハ
信
仰
ヲ
奪
は
ん
と
す
。

魔
ハ
火
を
消
さ
ん
と
す
。

附
苔
型
出
血
の
充
さ
れ
ん
事
を
一
耐
る
可
し
。
伝
を
金
セ
玉
へ
ト
祈
る
可
し
。

吾
ら
罪
人
を
イ
エ
ス
ニ
導
き
来
る
可
し
。

O
紳
之
言
葉
(
以
安
直
五
十
五
、
十
卜
十
二
)
ヲ
観
ヨ

一柳
ノ
言
な
ら
ば
民
理
一
一
相
法
な
し
。
之
ニ
一
俊
ル
民
理
あ
る
事
な
し
。
然
ら

は
吾
考
ヨ
リ
優
ル
事
無
限
、
文
之
-
一
テ
暗
ヲ
郎
さ

r
る
迎
あ
ら
ん
や
。
コ

ノ
言
葉
紳
ノ
救
、
不
悟
の
理
あ
ら
ん
や
。
之
ニ
白
テ
悔
改
メ
ざ
る
事
あ
ら

ん
や
。
之
ニ
由
テ
心
さ
L
A

る
L

が
如
く
な
ら
さ
る
事
あ
ら
ん
や
。
之
ニ
優

る
智
あ
ら
ん
や
。
之
ニ
由
テ
必
ヲ
防
く
布
引
を
得
ざ
ら
ん
や
。
聖
溢
ハ
コ
ノ

-
J
U

集
を
用
ゐ
て
働
か
玉
は
ざ
ら
ん
や
。
コ
レ
ハ
榊
ノ
心
ヨ
リ
出
で
、
ロ
ヨ

リ
出
で
た
れ
ば
、
コ
レ
コ
ソ
榊
ノ
悦
ピ
玉
ふ
御
旨
な
ら
ず
や
。
是
よ
り
ヨ

キ
可
信
設
媛
あ
ら
ん
や
。
故
-
一
一
仰
の
一↓一
門ヲ
一了日フ

ニ
惇
ル
事
勿
レ
。
文
之
ヲ

軽
ん
勿
れ
。
己
を
外
ニ
し
て
他
ニ
一
脚
を
教
え
、
民
理
を
教
ゆ
る
言
葉
ハ
あ
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ら
ざ
る
也
。
他
ニ
民
の
安
を
得
る
興
現
ハ
な
き
な
り
。

聖
世
間
一
品
之
光
ト
壁
接
之
働
ニ
よ
ら
さ
れ
パ
、
一
脚
之
言
葉
民
ニ
、
人
心
ニ
働
か

さ
る
な
り
。

ア
カ
シ

O
由
主
盛
ハ
設
銭
ヲ
ナ
セ
リ

約
書
第
一
五
章
の
七
節

馬
太
伴
三
の
十
六
。
叉
希
伯
来
二
の
四
。
約
侍
十
五
の
二
十
六

ロ
1
7
窓
口
八
撃
の
十
六
。
約
書
一
の
三
一掌
の
二
十
四
、
吾
ラ
聖
盤
を
愛
く

る
と
一
刺
ト
イ
エ
ス
ヲ
儲
ニ
知
リ
、
更
-
一
疑
な
し
。
ま
た
己
ノ
紳
ノ
子
、
己

ノ
教
わ
れ
た
る
も
悩
ニ
知
る
も
の
な
り
。

X
⑧
。
今
ハ
悲
恩
の
時
な
り
今
は
救
の
日
也。

〔
寄
林
多
後
書
六
草
之
一

と

し」

付
其
説
明

今
一
脚
が
山
車
窓
を
以
て
汝
ニ
耐
を
あ
ら
わ
し
、
民
理
を
教
玉
ふ
時
、
今
ハ

耐
仰
が
汝
ニ
悔
改
を
命
じ
玉
ふ
時
、
即
ち
今
ハ
天
国
之
戸
の
聞
け
た
る

時
、
救
は
る
L

日
な
り
と
言
ふ
意
味
也。

け
其
恩
恵
之
時
救
之
日
ハ
川
口
巾
一
一
五
口
ラ
之
上
ニ
あ
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
久
し

く
止
ま
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
其
時
過
去
れ
ば
救
は
る
L

日
な
し
。

制
吾
ラ
各
々
ニ
罪
-
一
陥
り
し
日
と
救
之
日
ト
審
判
ノ
日
と
刑
罰
ノ
日
あ

り



附
其
救
の
日
に
一
柳
聖
窓
ニ
由
テ
救
主
を
示
し
、
ま
た
己
ノ
罪
を
知
ら

せ
、
悔
改
ヲ
命
じ
主
ふ
な
り
。
此
円

ハ
恩
恵
の
円
な
り
。
救
の
円

也此
日
ニ
ハ
紳

ハ
慈
愛
ト
寛
容
と
恒
忍
を
顛
は
し
玉
ふ
な
り
。
故
ニ
更

ニ
刑
罰
な
し
。

附
其
救
ノ
日

ケ
氷
速
に
な
き
な
り
。
其
時
過
去
ら
は
如
何

ニ
汝
が
悔
改

メ
度
ふ
て
も
、
一
柳
川
赦
し
玉
わ
ず
。
如
何

一一天
圏
一
一
人
り
度
ふ
て

も
、
戸
ハ
開
れ
ず
。
如
何
ニ
イ
エ
ス
ニ
頼
む
も
イ
エ
ス
ハ
吾
汝
を
知

ら
ず
。
五
口
を
離
れ
て
云
れ
と
一ぷ
ヒ
玉
ふ
な
り
。

聖
書
、
今
イ
エ
ス
円
く
。
凡
て
労
れ
た
る
者
、
ま
た
重
を
負
ふ
者
ハ

我
に
来
れ
。
己
れ
汝
を
忠
ま
せ
ん
と
。

後
審
判
ノ
円
ニ
ハ
忠
を
篤
す
者
ヨ
。
我
を
離
れ
て
去
れ
と
。
(
馬
太

八
の
二
十
三
)
其
底
ニ
テ
突
シ
切
協
す
る
事
あ
ら
ん
。

今
ハ
切
幽
し
父
を
昨
ビ
救
を
積
む
も
の
ハ
救
は
る
可
し
。

併
し
後

一
一
ハ
如
何
-
一
切
幽
し
悔
改
む
も
、
切
…
盆
な
り
。
一
柳
-
一
呼
ぶ
も

言己

態
な
し
。
光
を
求
む
も
之
を
得
ず
。
而
し
て
救
之
日
ハ
永
遠
復
ビ
来

ρLv
 

m

ー
ら
ざ
る
可
し
。

川

町

，‘

，

ノ

ι
z

エ

h

間
・
引
制
耶
和
義
円
、
我
短
必
ズ
不
γ
閃

人

有
t

過
恒
輿
レ
之
居
中
止
、
議

E
'
h
 

D

H

a

レ
ヴ
ナ
リ

ー

ク

凡
，
ar

J

9
，
，
d

ω
臼
北
ハ
居
?
肉
慨
。
円
削
川
弛
則

一
百
二
十
年

。

ρ
L

n
u
 

v

a

 

qu 

日

(
削
世
紀

六
章
之
三
)

聖
麗
人
ト
宰
ヒ
玉
ハ
ザ
ル
ヨ

リ

一
千
二
千
年
生
き
た
れ
共
一
人
も
悔

改
む
る
も
の
な
し
。
聖
霊
を
消
し
た
る
も
の
と
柳
を
知
ら
ず
。
罪
を

感
ゼ
ズ
。
死
ニ
至
テ
初
め
て
目
醒
す
も
の
な
り
。

(
終
)
兄
弟
姉
妹
ヨ
今
子
誠
ヨ
。
我
戸
の
外
ニ
立
て
叩
く
。
も
し
我
殻
を

聞
い
て
戸
を
開
く
も
の
あ
ら
ば
我
其
人
の
所
ニ
就
ら
ん
。
鰍
示
録
三
の
二

十今
ハ
恩
恵
の
時
な
り
。
今
ハ
救
の
臼
也
。
今
ハ
聖
霊
汝
ラ
之
心
を
悔
改
ニ

導
い
て
日
く
。
悔
改
メ
テ
イ
エ
ス
を
信
じ
て
救
を
得
可
し
と
。
以
饗
斑
五

十
五
の
六
ニ
爾
立レ
求

一耶
和
議
可
レ
滋
之
時
-爾
{且
レ縦
三
之
於
ι
其
向
近
レ

之
時
-ト
。

(
7
h
)
 

ω
2
r
ヨ
任
命

「
O
三
者
7
日}】

Z
ヨ
ω
ミ
Z
F
E
E
-
の
と
一
克
己
司
O
コ
『

5
4〈

E
n
y

『
内

-ω
ロ
ぬ
釦
円
・

又
以
安
田
六
十
五
の
一

節

素
未
レ
問
レ
我
者
今
我
篤
ニ
其
所
レ
詞
↓
素

未
ν
尋
レ
我
者
今
我
筋
四一其
所
じ

遇
。
素
未
下
以
ニ吾
名
目
市
稽
長
之
園
、
我
己
謂
レ
之
云

一間
一
レ
我
也
、
硯
C

五回

ν

也。
O
罪
之
認

什
病
之
兄
弟

の
紋
タ
ル
事
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ω可
E
E
F可

ω親
族
ニ
愛
ノ
紙
夕
ル
事

同
妻
、
子

一
針
ス
ル
務
ノ
不
足

同
怠
リ
し
罪

同
働
ト
同
感
の
紋



信
仰
之
不
足

同
言
葉
之
過
チ

的
制

一
一
約
束
を
淫
エ
し
事
、
是
れ
五口
れ
熱

同
滞
在
間
ヲ
、
延
ば
せ
し
事

川
謹
慎
之
不
足

川
肉
之
慾

心
な
ら
ん
と
-一
一
司
ヒ
、
心

-
一
之
を
行
は
ず
、
之
を
務
む
る
と
言
ひ
、
之
を

怠
り
し
杯
之
罪
也

白
兄
弟
之
愛
之
不
足

(
兄
弟
ノ
事
)

什
離
レ
シ
磁
ヲ
合
セ
冷
タ
ん
を
熱
し
破
れ
た
る
を
補
ヒ
足
ら
さ
る
を
足
し

傷
め
る
を
愈
し
玉
ら
ん
事
を
祈
る
可
し
。
一
柳
ハ
能
は
さ
る
庖
な
し
。

O
リ
パ
イ
パ
ん
を
祈
る
可
し
。

リ
パ
イ
パ
ル

ρ
榊
ノ
柴
の
旧
制
は
る
L

日
也
。
如
何
ト
ナ
レ
パ
紳
力
を
あ
ら

は
し
玉
フ
故
、
信
者
ハ
ミ
ナ
罪
を
悔
改
メ
、

一柳
ニ
迫
り
、
イ
エ

ス
ニ

命回

ヒ
、
従
ニ
其
御
栄
ヲ
見
て
信
を
恥
し
、
一
柳
を
愛
す
る
愛
を
ま
し
且
つ
多
く

窓
を
愛
る
也
。
ま
た
多
ノ
人
一
脚
ノ
帥
也
市
ヲ
頑
テ
随
一
一
一
柳
ノ
存
在
を
知
る
也
。

吾
ラ
全
く
己
を
捨
て
、
一柳
の
栄
之
額
わ
る
L

篤
め
祈
る
可
し
。

O
一仰
の
道
之
知
ル
可
き
ヲ
尋
ね
さ
る
ハ
罪
な
り
。

一
脚
ノ
旨
之
可
智
不
知
、
己
之
心
の
罪
ト
過
ハ
知
ら
る
る

ニ
之
を
求
め
ず
。

自
ら
限
り
罪
ニ
あ
る
ハ
努
な
り
。

光
を
求
め
て
己
之
心
を
知
り
、
ま
た
一
仰

の
道
を
尋
ね
て
、
己
を
姶
て
a
A

一仰
の
道
ニ
従
ふ
可
し
。

O
心
傷
ム
人

や

-

-

凡

ハ

hn

d

ヲ

心
傷
ム
之
人
ハ
耶
和
華
近
レ之
悔
レ
怒
者
其
必
救
レ
之
分
。
義
人
之
苦
難
多

突
。
然

耶
和
華
悉
ク
股
・

於
其
中
-
(詩
三
十
四
の
十
八
と
十
九
)
爾 i

H
H
 

j
 

(
 

イ
リ
ギ
ヨ

必
。
ス
牛
膝
草
(
ヒ
ス
プ
)
を
以
テ
我
ヲ
潔
ク
セ
パ
則
チ
我
レ
浄
を
得
ン

ト
ス
。
機
レ
我
ヲ
孜
盤
ヨ
リ
モ
白
ラ
ン
ト
ス
。
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O
悔
改

汝
ぢ
過
あ
り
し
時
其
惑
を
知
り
、
ま
た
其
岱
分
本
心
之
貨
を
安
ケ
タ
リ
シ

モ
、
暫
時
時
を
墜
て
心
-
一
之
を
忘
れ
其
億
二
捨
て
置
く
や
。
之
を
隠
ス
ハ

己
ノ
心
の
総
ニ
罪
を
積
み
込
ミ
悠
之
日
に
旧
制
ハ
ス
ナ
リ
。
之
を
認
メ
テ
悔

改
赦
サ

ル
h

モ
ノ
ハ

一
モ
己
ノ
心

一
一
罪
を
畜
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
。
前
之
過
ヲ
思

ヒ
己
ノ
心
ヲ
調
ぶ
る
ρ

大
-
一
心
配
ナ
ル
故
、

苦
し
き
故
、
之
ヲ
忽
ニ

ス
ル

者
ハ
舟

三
人
聞
き
水
之
入
ル
一音
を
問
、
之
ヲ
な
を
ざ
り
ニ
し
て
を
く
が
如

し
。
信
者
で
も
罪
あ
り
て
悔
改
メ
ざ
れ
パ
、
教
は
れ
ず
。
却
テ
罪
重
し
。

如
何
ト
ナ
レ
パ
十
分

ニ
法
律
を
知
り
榊
あ
る
を
知
テ
犯
し
た
る
故
也
。
又

悔
改
む
れ
は
救
主
あ
る
を
知
り
な
が
ら
悔
改
メ
ヌ
故
な
り
。

聖
書
二
十
ヱ
ヨ
主
ヨ
卜
言
フ
モ

ノ
議
く
天
園
ニ
入
ル
ニ
非
ら
ず
。
唯
乙
れ
に

入
る
者
ハ
、
我
天
に
在
す
父
の
旨
に
避
ふ
者
の
ミ
な
り
。

ヲ
l
一柳
ヨ
。
私
ヲ
調
べ

玉
テ
私
ノ
心
ヲ
知
り
、
私
ヲ
試
ミ
テ
私
の
恩
を
知

り
、
若
し
私
ニ
あ
る
慈
し
ま
活
」
あ
ら
ば
、
私
を
導
い
て
永
生
に
至
ら
せ
玉

" 。

み
た
全

然
れ
ど
、
彼
れ
す
な
は
ち
反
理
の
援
の
来
ら
ん
と
き
、
爾
曹
を
導
き
て
、

凡
て
の
民
理
を
知
ら
し
む
可
し
。

吾
ヲ
信
者
罪
ヲ
聖
蜜
-
一
白
テ
教
へ
貰
ヒ
全
く
悔
改
メ
ヨ
。
然
ら
さ
れ
パ
安



き
と
聖
涯
を
愛
け
ず
。

火
ニ

テ
焼

ん
が
如
く
、
信
者
不
信
者
を
聞
は
ず
、
罪
あ
ら
ば
心
傷
み
安
な

し。其
行
を
責
め
ら
れ
さ
ら
ん
が
篤
ニ
光
ニ
就
ら
ず
(
ヨ
ハ
ン
侍
三
の
二
十
)

ハ
、
恰
も
小
児
が
少
の
傷
ヲ
恐
レ
替
を
避
ケ
描
揮
を
鎌
ふ
が
如
く
終
ニ

一兆
病

ニ
陥
る
也
。

O
X悔
改

聖
霊
ヲ
除
ク
勿
レ

詩
の
五
十
一

x
(罪
ヲ
認
メ
悔
改
メ
ヨ
働
ン
〕
乙

ロ
ー
マ
書
九
の
二
十
一
一
。
二
十
三

O
ω日
ミ
ロ
匂
丘
町
可

己
ノ
事
を
願
、
、
、
ず
人
之
事
を
頗
る
可
し
。
人
ノ
心
人
の
苦
、
人
の
病
、

人
の
惰
、
人
の
有
様
を
察
し
、
其
人
之
心
ト
ナ
リ
彼
を
憐
む
可
し
。
然

ら
ば
怒
ナ
ク
却
テ
平
和
ヲ
保
ち
其
人
之
徳
を
建
る
事
を
得
ん
。
ま
た
人
之

閑
難
、
弱
を
助
る
事
を
得
吋
し
。
イ
エ
ス
ハ
小
児
ヲ
祝
し
小
児
を
愛
み
小

克
之
祈
ヲ
聞
き
玉
フ
ナ
レ
パ
、
吾
ラ
ハ
素
ヨ
リ
小
児
ヲ
吾
朋
友
と
し
て
、

籾
み

h

父
る
千
円
き
な
り
。

3日

O
諮
俣
ス
可
き
事

五
口
ラ
天
父
ト
イ
エ
ス
ト
聖
援
ト
天
の
使
の
前
ニ

テ
説
教
し
、
人
ヲ
勧
メ
人

日

ヲ
戒
メ
人
ヲ
教
へ
人
ニ
交
ル
モ
ノ
ナ
ん
が
、
如
何

ニ
諮
恨
如
何
ニ
謙
遜
す

可
き
事
ナ
ラ
ズ

ヤ
。
己
レ

一
入
居
る
時
モ
衆
人
ノ
前
ニ
ア
ル
時
も
同
じ
信

仰
を
保
つ
可
し
、
印
ち
祈
り
ヲ
ナ
ス
ニ
モ
紳
を
敬
ふ
-
一
も
聖
短
を
祈
る
も

人
ノ
前
卜
猟
リ
ト
更
ニ
獲
る
可
ら
ず
。
イ
エ
ス
ノ
一
服
一音一
を
恥
る
も
の
ハ
イ

エ
ス
も
吾
名
を
天
父
の
前
-
一
恥
ぢ
玉
ふ
可
し
。

O
侍
道
ハ
愛
ナ
リ

愛
ハ
己
ヲ
忘
レ
テ
人
ヲ
願
、
、
、
、
人
ノ
事
ヲ
思
フ
事
ナ
リ
。
愛
川
己
ニ
止
ル

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
人
ニ
謝
し
テ
ノ
事
ナ
リ
。
五
口
曹
も
し
己
ノ
事
ノ
ミ
思

ヒ
、
之
ノ
ミ
ス
レ
パ
愛
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。
民
キ
愛
ハ
、
際
ク
人
-
一
交
リ
人
ノ

事
ヲ
顧
ル
ナ
リ
。
故
ニ

人
ノ
信
仰
ヲ
恩
ヒ
其
進
ヲ
祈
リ、

叉
其
篤
メ
ニ

働

キ
、
叉
暗
キ
限
レ
ル
人
ヲ
起
し
ニ
行
ク
ハ
ミ
ナ
愛
ナ
リ
。
故
ニ
汝
愛
あ
ら

ば
凡
て
の
人
ノ
事
ヲ
思
ヒ
、
其
救
は
れ
ん
事
を
新
り
、
又
順
々
ニ
行
き
各

人
三
鰯
呈
目
を
解
く
可
し
。
固
定
れ
大
な
る
愛
な
り
。
叉
信
者
、
人
之
信
仰
人

之
宅
不
幸
を
考
へ
、
人
ノ
徳
を
建
る
事
を
務
む
る
も
大
ナ
ル
愛
ナ
リ
。
人

ニ
ス
L

メ
人
ニ
教
へ
人
ノ
篤
メ
ニ
祈
ル
ハ
愛
也
。
是
ら
ノ
事
ヲ
な
さ
ず
、

之
ら
之
事
を
恩
は
ざ
る
も
の
愛
な
き
と
知
る
可
し
。
'
親
類
も
愛
し
其
救
は

れ
ん
事
を
毎
日
新
る
可
し
。

ま
た
時
-
一
』
欣
を
以
て
仰
む
可
し
。

叉
汝
凡
て
の
数
命
目
安
」
愛
す
可
し
。

x
=
ω
門司
2
5四円。。コ円。門戸ロ∞円円一
dmω=ω
再開白門ぬ
と
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口
定
故
ニ
爾
市
回
一
柳
に
服
へ
必
刷
出
を
桓
げ
。
然
ら
は
彼
な
ん
ぢ
ら
を
逃
去
ら



ん
。
(
ヤ
コ
ブ
四
の
七
)

O
イ
エ
ス
立
卜
云

ヘ
パ
立
つ
可
し
。
之

ヲ
篤
セ
卜
一パ
エ
パ
篤
ス
可
シ
。
篤

さ
れ
パ
一
柳
の
恵
を
受
け
ず
。

。
泣
け
。
熱
心
ナ
レ
。
(
人
任
以
セ
リ
ト
パ
ン
)

夜
モ
限
ラ
ヌ
。
切
ニ
祈
レ
。
戦
へ
。

(
雅
各
四
章
九
節
)

O
X
汝
ヂ
イ
エ
ス
ニ
数
ソ
レ

y

ャ
、
取ぃ叩縫
ヲ
受
け
し
ゃ。

イ
エ
ス
は
来
レ
リ
。
聖
市
盛
ハ
降
レ
リ
。
何
故
汝
亡
安
ケ
ザ
ル
ヤ
。
一
柳
ハ
倍

ミ
玉
ペ
ス
。
一
柳
ハ
妨
げ
長
ペ
ス
。円
仰
ρ
担
ヒ
長
ペ
ス
。
日
脚
ハ
」
し
ニ
渇
き
玉

(
ス
。
一
脚
ハ
縦
一
柳
ヨ
リ
縦
レ
玉
ペ
ス
。
汝
ラ
罪
を
一
例

-
一
郎
せ
ん
と
す
る

ゃ
。
己
の
子
を
惜
ま
ず
し
て
技
傍
衆
の
篤
K
Lど
を
付
せ
る
者
ハ

、
山一日
か
れ

ニ
例
へ
て
荷
物
を
も
孜
傍

-一一賜は
ざ
ら
ん
や。

(ロ

1
7
3
八
の
三
十
二

ヨ
リ
三
十
九
迄
)

調
ヨ
。
吾
戸
の
外
-
一
立
て
叩
く
。
も
し
孜
撚
を
間
て
戸
を
聞
く
者
あ
ら

ば
、
我
そ
の
人
の
所
に
就
ら
ん
。
而
し
て
孜
ハ
そ
の
人
と
借
に
其
人
ハ
孜

と
借
に
食
せ
ん
。

(歎
一一一
ノ
二
十
)

叉
以
夜
回
六
十
五
の
一
。

又
約
的
三
の
十
六
。

又
一
柳
白
く
。
一
柳
ハ

一
人
ノ
亡
ピ
ル
ヲ
モ
好
ミ
玉
川
ズ
ト
ア
リ
。
然
れ
ば
吾

ラ
ヲ
妨
グ
ル
モ
ノ
耐

ニ
あ
ら
ず
。
一川
ハ
す
L

め
呼
長
フ
ナ
リ
。

川
政
ヲ
立

テ
、
何
ゾ
之
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ヲ
阻
ム
理
あ
ら
ん
や
。
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又
駿
一怒
ニ
付
テ
ハ
路
加
侍
十

一
章
、
九
ヨ
リ
十
三
ヲ
硯
よ
。

今
此
彪
-
一
流
レ
タ
ル
水
ヲ
の
ま
ず
、
格
ち
た
る
コ
ナ
を
取
ら
さ
る
ハ
吾
罪

ナ
リ
。
五
ロ
ラ
ヲ
救
ニ
行
く
を
妨
げ
聖
震
を
愛
る
を
障
へ
ん
者
ハ
五
口
罪
ナ

リ
。
位
の
思
雌
ナ
リ
。
此
防
ρ
悔
改
メ
パ
取
ル
可
し
。
世
ト
己
ヲ
捻
つ
可

し
。
心
を
聞
く
可
し
。
悪
魔
ニ
勝
つ
よ
り
力
を
出
し
て
戦

フ
可
し
。
悪
魔

を
防
く
可
し
。

罪
ヲ
悔
改
メ
ヨ
、
放
ケ
ヨ
、
悲
メ
ヨ
卜
ア
リ
。
而
し
テ
イ
エ
ス
ニ
行
ケ

ョ
。
然
ら
は
汝
を
数
ヒ
玉
ハ
ン
。

又
己
ヲ
除
テ
、
十
字
架
ヲ
取
テ
従
へ
ヨ
卜
ア
リ
。
又
助
、
、
、
て
悔
改
メ
ヨ
卜

ア
リ
。
汝
榊-一
向
テ
然
ら
ば
何
ゾ
怒
踏
ヲ
作
ル
ヤ
ト
。
罪
卜
愚
ト
過
を
己

ニ
蹄
せ
ず
一
柳
-
一
蹴
す
る
や
。
一
柳
ニ
言

ヒ
逆
フ
ヤ
。
日
疋
れ
汝
の
罪
ナ
リ
。
一
脚

ハ
可
讃
美
者
ナ
リ
。
ァ
!
メ
ン
。

叉
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
妨
グ
ル
者
モ
一
脚
ニ
あ
ら
ず
。
五
ロ
ラ
ナ
リ
。
慈
魔
ナ
リ
。

位
ナ
リ
。
之
ヲ
し
ん
可
し
。
一
柳
戦
一
一
出
ズ
可
γ
ト
言
ヒ
玉
フ
ニ
出
デ
ザ
レ

パ、

何
ゾ
勝
を
得
さ
せ
玉
は
ん
や
。
立
テ
ト
命
じ
玉
フ
ニ
吾
ラ
不
立
は
何

ゾ
立
ツ
ノ
理
あ
ら
ん
や
。

O
説
教
卜
一塑
耳目
之
篤
/
働
き

吾
曹
ノ
働
ク
日
ハ
毎
日
今
日
ノ
ミ
ナ
リ
。
明
日
ハ
不
知
。
故
ニ
今
日
信
じ

テ
篤
セ
。
今
日
悔
改
メ

γ
メ
ヨ
。
今
日
可
矯
種
子
を
蒔
く
可
し
。
別
し
て



槍
時
一
一
ハ
毎
日
貨
を
刈
り
人
ん

h

ヲ
信
じ
て
説
教
し
働
く
可
し
。
信
じ
て

働
く
可
し
。
今
日
悔
改
メ
シ
メ
ン
、
今
円
紋
ハ
レ
シ
メ
ン
ト
決
心
し
て
説

教
セ
パ
力
あ
る
な
り
。
山
宅
古
ニ
明
日
ハ
明
日
之
事
ヲ
煩
慮
セ
ヨ
ト
。
今
け

ハ
今
日
ノ
事
ヲ
恩
煩
へ
。
今
ハ
慈
恵
ノ
時
ナ
リ
。
今
ハ
救
ノ
日
な
り
。
今

日
其
裂
を
聞
か
は
心
を
剛
腹
ニ
ナ
ス
事
勿
れ
。
人
ノ
子
ノ
来
ル
ハ
夜
盗
/

来
ん
が
如
し
と
。
常
二
日
醒
セ
ト
。

O
験
ヒ
ハ
初
れ
り
。
今
ノ
日
景
況
如
何
。

奈
良
ニ
ア
ル
兄
弟
、
龍
閏
ニ
ア
ル
者
過
日
三
人
室
生
せ
し
も
の
叉
盆
地
ニ

テ
五
ロ
-
フ
ミ
ナ
鞍
ヲ
初
メ
た
り
。

今
日
ハ
ミ
ナ
勝
ち
し
ゃ
。
其
報
を
聞
く
を
潟
望
ス
。
此
臨
戦
ハ
聖
亙
之
匁
ニ

テ
勝
を
得
可
し
。

(
以
帰
属
六
の
十
ヨ
リ
二
十
)

叉
(
希
伯
来
十
二
/

)
汝
/
兄
弟
ハ
出
デ
テ
職
フ
ニ
汝
ハ
此
嵯
-
一
安
時

ス
ル
ヤ
。
吾
ラ
之
戦
ハ

一
生
止
む
時
無
る
可
し
。

O
天
園
ハ
か
ら
し
種
の
如
し

創
世
紀
十
五
章
を
観
る
可
し
。
其
時
一脚
ヲ
信
ず
る
も
の
ハ
少
し
。
併
し
一
柳

日
く
。

星
の
如
く
な
ら
ん
と
、
ま
た
世
界
ハ
異
郊
の
も
の
に
な
る
に
之
ヲ

汝
ニ
あ
ら
ん
と
。
如
是
今
日
も
今
異
邦
人
の
数
多
し
。
ま
た
慮
も
共
布
ナ

ilc 

リ
。
然
れ
共
後
々
ハ
ヱ
ホ
パ
ニ
鮪
せ
ん
。

日

O
信
仰

創
生
紀
十
五
の
六。

如
何
ナ
ル
有
様
-
一
ア
ル
モ
只
紳
ノ
約
束
を
信
ず
可

し。
O
怠
リ
ハ
界
ナ
リ

昭
一定
ヲ
受
け
ざ
れ
ハ
A
K
る
迄
祈
る
可
し
。
ま
た
愛
不
足
と
思
へ
ば
十
分

至
ん
ま
で
考
へ
且
つ
求
め
て
得
可
し
。

O
大
ナ
ル
罪

余
ハ
今
停
泊
七
と
一
例
筋
し
玉
へ
り
。
(
微
少
と
雌
ド
モ
)
然
レ
パ
芋
牧
ナ

リ
。
得
手
ナ
リ
。
仙
め
れ
ば
五
口
レ
祈
ヲ
怠
リ
働
ヲ
怠
リ
精
心
を
冷
セ
パ
、
信

者
ヨ
リ
一例
ハ
聖
遜
ヲ
取
リ
玉
フ
ヵ
。
モ

l
ゼ
杖
を
暴
け
れ
ば
戦
-
一
勝
ち
手

を
下
セ
パ
負
ケ
タ
リ
。
五
口
レ
け
模
し
て
信
者
の
鴛
メ
ニ
祈
る
可
し
。
常
ニ

宅
市
庖
ニ
充
さ
る
可
し
。
不
然
れ
ば
信
者
も
眠
る
可
し
。
今
ミ
ナ
同
ヲ
醒
セ

し
ヤ
ボ
ダ
・
ネ
ム
ル
ヤ
。
ア
h
h

。

o
mす
誕
の
法
ハ
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
に
白
て
鍔
と
死
の
法
よ
り
我
を
料

せ
は
な
り
。
(
ロ

l
マ
八
の
一
)

什
肉
卜
蜜
之
鞍
ヒ

ω肉
ニ
従
フ
モ
ノ
ハ
歓
心

ニ
陥
リ
聖
霊
ヲ
消
し
晴
々
死
ニ
至
ル
ナ
リ
。

国
是
れ
己
れ
の
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
な
る
が
故
に
一例
K
感
謝
す
。

(
七
草
二
十
五
)
卜
(
八
章
の

こ

邸ド
}援
ハ
肉
ヲ
殺
し
玉
フ
ナ
リ
。

凶
型
経
ハ
肉
之
心
ヲ
以
テ
祈
ル
モ
得
か
ら
ず
。
肉
ニ
在
ル
モ
ノ
ハ
聖
極
ナ
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キ
証
ナ
リ
。
キ
リ
ス
ト
の
盛
ナ
キ
モ
ノ
、
キ
リ
ス
ト
ニ
岡
崎
セ
ザ
ル
モ
ノ



ナ
リ
。

同
盟
盛
ハ
証
媛
ナ
リ
。
(
種
々
の
)

故
ニ
父
ヲ
ア
パ
ト
栴
ヒ
、

一脚
ト
盛
ヲ
慕
フ
ナ
リ
。
心
因
ノ
有
様
ニ
由
テ

働
か
ず
。
常
ニ
申
告
、
愛
、
平
和
、
街
、
二
十
允
サ

ル
可
し
。

汝
ラ
聖
窓
ヲ
愛
け
し
ゃ
。

カ

リ

イ

レ

カ

ラ
ス

ム
ギ

収
穫
ま
で
ニ
な
が
ら
長
お
け
。
我
か
り
い
れ
の
時
ま
づ
科
子
を
抜
き
あ
っ

め
て
焚
ん
銭
に
之
を
束
ね
、
変
を
ば
我
念
に
牧
よ
と
一一
一
行
は
ん
。
(
馬
太
山
間

十
三
章
三
十
)

O
祈
求

凡
て
心
配
ナ
ル
事
ハ
トレ
ムニ
祈
り
告
げ
よ
。
需
求
ス
ル
モ
の
ハ
ボ
メ
ヨ
。
山初

き
も
の
ハ
祈
る
可
し
。

主
ハ
悉
ク
助
ケ
得
可
し
。

説
教
場
モ

、
金
モ
、

兄
弟
ノ
心
ノ
事
、
有
機
ノ
事
モ
、

リ
パ
イ
パ
ル
の
事

モ
、
己
之
心
の
弱
キ
恨
モ

O
イ
エ
ス
ニ
慰
ベ
。
一
仰
の
道

ニ
山
レ

人
ノ
心
ヲ
調
ら
ベ
ル
ヨ
リ
榊
/
道
ヲ
調
ベ
ヨ
。
人
ヲ
取
ブ
ヨ
リ
イ
エ
ス

ヲ

mf
ベ
ヨ
。
紳
ノ
言

ハ
勝
を
得
ル
ナ
リ
。
制
ノ
企
ハ
勝
を
得
る
な
り
。
不
山

何
事
人
ノ
心
ハ
、
、、ナ
山
げ
て
一
仰
の
旨

ニ
従
ハ
セ
ヨ
。

O
家
之
祈
祷
命
目

家
ニ
於
て
聖
書
を
讃
み
説
教
を
復
調
し
共
ニ
祈
祷
す
る
事
を
務
む
可
き
な

ら
ん
。
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O
聖
即
位
ニ
由
ル

徹
加
利
回
五
章
六
節
叉
詩
三
十
三
の
十
六
。

O
宮
司
河
口

σ巾
(
問
。
凹
巾

5
3
5コ)

O
人
ニ
誘
レ
ズ
シ
テ
榊
ニ
誘
ん
可
し

た
と
へ
人
ハ
不
信
仰
ニ

ナ
リ
罪
三
行
く
も
、
五
口
ハ
只

一
人
ナ
ル
信
ヲ
保
テ

制
押
ヲ
牧
師
陣
ス
ル
程
恕
メ
。
人
ハ
一
柳
ヲ
不
敬
モ
五ロハ

只

一
人
ナ
ル
モ
一脚
ヲ
敬

へ
。
人
ρ

析
ラ
ザ
ル
モ
吾
ハ
祈
レ
。

商
事
人
ノ
心
ニ
従
ヒ
人
ニ
倣
フ
コ
卜
勿
レ
。
否
ハ

μハ
イ
エ
ス
ニ
倣
ヒ
イ

エ
ス
の
心
ヲ
以
テ
心
卜
ス
可
シ
。
又
何
事
モ
榊
ノ
心
-
一
通
ふ
隊
ニ
な
し
人

ニ
誘
は
る
土
事
勿
れ
。

O
イ
エ
ス
ヲ
人
の
前
ニ
一↑一一口
頴
は
せ
。

馬
太
侍
十
草
の
二
十
四
よ
り
三
十
三
迄
。
叉
吾
ラ
イ
エ
ス
ノ
道
ヲ
好
ム
モ

ノ
、
前

ニ
テ
道
ヲ
言
フ
ハ
易
け
れ
共
、
之
ヲ
誘
り
之
を
必
ム
人
の
前

ニ
イ

エ
ス
ノ
徒
卜
言
ヒ
、
且
つ
イ
エ
ス
ノ
誼
嫁
ヲ
立
テ
、
イ
エ

ス
に
祈
ル

ハ
六

ケ
敷
け
れ
共
と
ヲ
篤
ざ
れ
パ
、
イ
エ
ス
モ
吾
ラ
ヲ
恥
ぢ
玉
は
ん
。
約
的
時
十

八
の
十
六
ヨ
リ
二
十
七
。
叉
使
徒
行
停
四
草
の
十
八
ヨ
リ
二
十
迄
。

X
罪
の
償
ハ
死
也
。
一
脚
の
賜
ハ
我
傍
の

E
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
に
於
て
賜

は
る
永
生
な
り
。

(ロ

1
7
書
六
の
二
十
三
)

け
罪
ト
ハ
飢
は
ち
法
律
ヲ
犯
ス
コ
ト
ナ
リ
。
(
ヨ
ハ
、
不
書
三
の
四
)



け
慾
す
で
に
ゆ
「
ミ
て
非
を
生
み
非
す
で

K
成
り
て
死
を
生
む
(
雅
各

一
章

十
五
節
)

い

の

ち

の

8

5

り

同
律
法
ハ
人
の
畢
生
吉

一
c
a
a
z

一一
耳
目
そ
の
主
た
る
を
知
ら
ざ
る
乎
。

(
口

1
7
七
の

作
法
ト
吾
ラ
之
生
ア
ラ
パ
搾
ハ
死
ス
ル
事
ナ
シ
。
作
ハ
一
柳
ノ
立
テ
玉
ヒ

シ
モ
ノ
ユ
へ
永
遠
消
エ
ズ
。
然
ら
も
は
死
ト
罰
モ
永
遠
ニ
至
ル
ナ
リ
。

キ
リ
ス
ト
ニ
在
ら
ざ
る
も
の
ハ
永
遠
罪
ノ
身
、
死
ス
ル
事
ナ
シ
。

同
而
し
て
罪
ハ
誠
の
機
に
采
じ
て
我
中
に
各
様
の
食
慾
を
起
せ
り
。
作
法

な
け
れ
ば
罪
ハ
死
ヌ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
(
ロ

1
7
七
の
八
)

い
ま
し
の

叉
誠
命
き
た
り
て
罪
ハ
活
き
か
へ
り
我
ハ
死
ね
り
。
(
ロ

1
7
七
の
九
)

作
法
を
守
り
い
品
川
ヲ
行
ヒ

テ
決
し
て
弊
ヨ
リ
服
ハ
ル
L

事
ナ
ゾ
。

同
文
故
ニ
コ
ノ
世
ニ
テ
如
何
ニ
背
ヲ
愛
ル
モ

、
来
世
ニ
永
遠
剖
を
愛
ル

モ
、
罪
ハ
死
ナ
ス
。
然
れ
ば
百
ラ
ヲ
欽
フ
モ
ノ
ハ
誰
ゾ
ヤ
。
故
ニ
罪
の

附
同
ハ
死
ナ
リ
。

円

H
U
救
ノ
道

け
一
仰
の
賜
ハ
|
|
永
生
な
り
、
叉
然
れ
ば
我
兄
弟
ヨ
。
爾
曹
も
キ
リ
ス
ト

凶
か
の
も
の

の
身
に
よ
り
作
法
に
就
テ
ハ
殺
さ
れ
し
も
の
な
り
。
乙
れ
別
人
す
な

呈コ
ロ」

は
ち
死
よ
り
魅
さ
れ
給
ひ
し
者
一
一
週
き
て
一
柳
の
篤
メ
ニ
果
を
結
ば
ん
と

日

な
り
。
(
ロ

l
マ
七
の
五
)
又
羅
馬
書
八
一章
三
節

け
ぷ
な
ん
ち
ら
恩
の
下
に
従
て
作
法
の
下
に
花
さ
れ
パ
非
ハ
爾
に
主
と
な

る市
V
M
M

…
れ
ば
な
り
。
(
ロ

1
7
六
の
十
四
)

同
故
ニ
キ
リ
ス
ト
ハ
不
可
盆
苦
ヲ
愛
ケ
氷
遠
の
附
ヲ
愛
ケ
査
し
タ
ル
故
、

之
ニ
由
テ
印
ち
十
字
架
ニ
由
テ
罪
ハ
死
セ
リ
。
吾
首
キ
モ
ノ
ハ
死
セ

リ
。
而
し
て
今
ハ
キ
リ
ス
ト
ト
共
ニ
匙
リ
恩
ノ
下
ニ
生
ル
ナ
リ
。
故

吾
ラ
ハ
氷
遠
キ
リ
ス
ト
ノ
恩
ニ
由
テ
救
ワ
ル
弘
事
ヲ
得
ル
ナ
リ
。

質
ニ
永
遠
ノ
死
ヲ
愛
ル
モ
不
謹
皿
作
を
只
キ
リ
ス

ト
ヲ
信
じ
テ
救
ワ
ル

L

ナ
リ
。
併
し
キ
リ
ス
ト
ニ
行
ク
モ
ノ
ハ
全
ク
行
ク
可
し
。
即
ち
箇
ノ
身

ハ
死
ニ
キ
リ
ス
ト

ニ
在
テ
生
ク
可
し
。
永
遠
キ
リ
ス

ト
卜
居
ル
可
し
。

キ
リ
ス
ト

ニ
由
テ
肉
ヲ
殺
し
テ
賞
ハ

ザ
レ
パ
生
ル
事
ナ
シ
。
コ
ノ
救
ノ

M
ハ
今
日
ナ
リ
。
之
ヲ
怠
ル
ハ
吾
罪
ナ
リ
。

イ
エ
ス
ヲ
縦
ル
L
A

モ
ノ
ハ
恩
ノ
下
ア
雌
レ
作
法
の
下
-
一
行
ク
ナ
リ
。
然

レ
パ
罪
ハ
活
き
か
へ
り
死
吾
-
フ
ニ
王
ト
ナ
ル
可
シ
。

五
口
ラ
罪
ニ
カ
ッ
カ
ハ
恩
ノ
下

ニ
在
ル
事
ナ
リ
。

リ
パ
イ
パ
ル
ノ
程
一
フ
ン
事

十
月
十
日

祈
持
一
命
固

X
目
を
醸
し
て
絡
ま
で
忍
ぶ
も
の
ハ
救
は
る
可
し
。

窓
樹
ハ
品十世間回ポヲ
結
プ
事
能
ペ
ス
。
叉
設
問
樹
ハ
悪
果
ヲ
結
ブ
事
能
ペ
ス
。

付
路
加
十

一
の
九
ヨ
リ
十
一

型
援
ヲ
祈
れ
ば
一
刷
ハ
惜
ま
ず
し
て
興
へ
玉

フ
ナ
リ
。

同
馬
可
十

一
の
二
十
三
よ
り
二
十
六
、
信
仰
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同
約
計
二
の
十
六
と
十
七。



吾
ラ
ハ
聖
盤
ノ
宮
ナ
リ
。
又
露
ヲ
檎
ス
勿
レ
。
聖
霊
を
憂
シ
ム
ル
事
勿

レ
。
叉
窓
魔
-
一
躍
ヲ
得
さ
し
む
ル
勿
レ
。
叉
慈
魔
ヲ
防
げ
。
さ
ら
ば
彼

レ
逃
げ
去
ら
ん
。
叉
山
市
ニ

一け
を
慌
し
て
祈
レ
。

O
何
事
も
祈
祷
セ
ヨ
。

兄
弟
弱
キ
カ
蹟
く
か
す
る
時
、
如
何
ナ
ル
説
教
し
て
糊
メ
ン
、
何
を
以
て

諌
メ
ン
カ
ハ
煩
慮
セ
し
が
、
回
定
よ
り
ハ
何
事
も
信
仰
を
以
て
一
柳
ニ
祈
ら

ん
。
然
ら
は
必
ず
聖
霊
之
御
感
化
-
一
白
テ
悔
改
メ
シ
ム
ル
ヲ
得
可
し
。
ま

た
末
信
者
之
潟
メ
ニ
モ
信
仰
を
以
て
祈
る
可
し
。
然
ら
ば
終
-
一
史
生
す
る

事
あ
ら
ん
。
其
他
何
事
も
信
仰
ト
断
食
ト
祈
祷
ス
可
し
。
大
和
中
の
前
半
並

ニ
(
二
字
不
明
)
救
ヲ
新
ん
可
し
。

oxt伏
肱
聞
か
此
望
(
希
伯
来

H

討
し
ハ
の
十
九
)

付
此
望
ハ

此
の
世
ニ
あ
ら
ず
天
閣
之
事
な
り

け
そ
れ
一
紳
の
巡
り
し
物
ハ
み
な
美
な
り
。
感
謝
し
て
愛
る
と
き
ハ
菜
、
へ
き

物
な
し
。
(
提
際
太
前
回
の
四
)
凡
て
の
物
わ
れ
に
可
な
ら
ぎ
る
な
し
。

然
れ
ど
我
そ
の
一
を
も
我
主
と
な
さ
ず
。
(
コ
リ
ン
タ
前
の
六
の
十
二
)

叉
身
ハ
淫
を
行
ふ
た
め
に
非
ず
。
主
の
篤
な
り
。
(
叉
世
ノ
事
ハ
航
海

の
舟
中
の
糧
の
如
し
。

(
コ
リ
ン
タ
前
書
六
の
十
三
)

同
此
二
件
の
日
朝
な
き
事
(
希
伯
来
六
の
十
八

側
(
希
伯
来
七
の
十
九
)

(
終
)
兄
弟
ヨ
我
み
づ
か
ら
之
を
取
り
と
意
は
ず
惟
ζ

の
一
事
を
務
ム
。

削
ち
後
-
一
在
る
も
の
を
忘
れ
、
前
に
在
る
も
の
を
望
み
、

一柳
キ
リ
ス
ト
イ

エ
ス
に
山
て

K
へ
召
し
て
賜
ふ
所
の
蜜
美
を
得
ん
と
標
準
に
向
ひ
て
進
む
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な
り
o

(
脚
立
比
占
三
の
十
三
1

十
四
)

す

S

又
イ
エ
ス
日
け
る
ハ
、
手
を
笠
着
け
て
後
を
顧
る
者
ハ
一肺
の
閣
に
嘗
は
ざ

る
者
な
り
。

(
路
加
九
平
」
ハ
ノ
十
一一
)

今
迄
ノ
得
た
者
卜
此
世
ハ
後
ノ
物
-
一
て
捨
テ
シ
も
の
也
。
之
を
顧
み
る
も

の
ハ
亡
プ
イ
し
。

χ

A-1
迄
ノ
働
卜
純
験
卜
皐
問
、
智
、
或
ハ
金
ハ
後
ニ
ア

ル
モ
ノ

ニ
テ
、
之
ニ
テ
揃
足
す
可
ら
ず
。
安
心
す
可
ら
ず
。

川
ハ
先
ニ
ア
ル

天
国
ヲ
得
る
迄
ハ

一
プ
ニ
進
ム
を
働
ム
可
し
。
完
全
ナ
ル
者
ナ
戸
。

O
奈
良
説
数
題

x山
川
の
事
を
念
ふ
は
死
な
り
。
返
の
事
を
念
、
品
川
中
一
な
り
安
な
り
。
へ口

ー
マ
占
八
↓uい
い
ハ
節
)

け
肉
ヲ
念
ヒ
肉
-
一
従
フ
モ
ノ
ハ
腐
敗
ノ
有
様
ニ
附
ん

。

〈

ち

同

て

か

、

と

り
り
も
の
は
ふ
も
の

同
朽
媛
さ
る
一
柳
の
栄
光
を
餐
て
朽
壊
べ
き
人
お
よ
び
禽
獣
昆
議
の
像
に

似
す
。
(
縫
馬

一
市
二
十
三
)

X
彼
等
ハ
一刷
の
民
を
日
朝
へ
て
協
と
な
し
、
造
物
下
一よ
り
も
愛
浩
物
を
崇

奉
り
て
J4
-
一
事
ふ
。
(
ロ

ー

マ
書
一
一
章
二
十
五
)
而
し
テ
慾
ヲ
政
一
一
ス

ル
別
ヲ
徒
ニ
新
ル
ナ
リ
。

ょ
と
し
ま

同
か
れ
ら
心
に
一柳
を
存
る
乙
と
を
願
は
さ
れ
ば
一
川
も
彼
等
が
邪
僻
な
る
心



す

を
、
壊
き
て
行
ま
じ
き
ζ

と
を
行
す
一
一
任
セ
リ
。

(ロ

1
7

σ〉

十

八日
江
れ
一例
ヲ
知
ん
い
市
能
は
ざ
る
ニ
草
ヒ

L
仙川
ナ
リ
。
命
削
除
ハ
ぷ
ヨ
リ
一
川
ヲ
知

ら
ざ
る
な
り
。

剛
肉
の
事
ヲ
閉
山
フ
ハ
死
ナ
リ
。
其
果
ρ

焼
ん
可
シ
。

円ハハ
U
怒
ノ
事
を
念
フ
ハ
生
ナ
リ
。
安
ナ
リ
。

H
一
柳
ノ
事
ハ
一
脚
之
ヲ
穎
ぐ
γ
玉
川
ザ
レ
パ
、
之
を
悟
り
得
可
き
者
な
し
。

如
何
ト
ナ
レ
パ
紳
人
間
を
造
れ
り
。
放

-
一
之
ニ
悟
リ
ヲ
興
へ
ざ
れ
ば
E
ノ

ι

を
知
り
得
る
も
の
な
し
禽
欧
ニ
ハ
其
智
な
し
。

十
九

h
a
p

り。

け
議
人
の
知
る
可
き
一
仰
の
事
情
ρ

人
に
額
明
に
し
て
岐
に
一
刷
ζ

れ
を
人
に

二
十

a
e
pな
き
ら
b
ら

頴
は
し
給
へ
は
也
。
そ
れ
人
の
見
る
ζ

と
を
得
ざ
る
榊
の
永
能
と
其

。
み
な
る
ζ
と

神
性
と
ハ
、
治
ら
れ
た
物
に
よ
り
、
創
世
ヨ
リ
以
来
さ
と
り
得
て
明
か

に
見
る
可
し
。
是
改
-
一
人
々
推
一
務
る
べ
き
や
う
な
し
。

(ロ

ー

マ
書
一
の
十
九
、

二
十
)

是
れ
一
川
の
造
ら
れ
し
も
の
ニ
あ
ら
は
せ
り
。

同
然
れ
共
其
造
ら
れ
し
も
の
を
見
て
悟
る
認
な
け
れ
ば
知
る
事
能
は
ず
。

心
の
清
き
者
三
服
な
り
。
其
人
ハ
一脚
を
見
ζ

と
を
得
べ
け
れ
ば
な
り
。

言E

(
馬
太
停
五
の
八
)

日

同
清
き
事
ヲ
恩
ヒ
、
延
之
事
を
思
フ
モ

ノ
ハ
型
援
ニ
川
掛
か
れ
て
一
仰
の
情
事

を
明
ニ
悟
り
得
ル
ナ
リ
。

(
結
尾
)
肉
ノ
事
ヲ
念
フ
モ
ノ
ハ
禽
獣
ニ
陥
リ
紳
ノ
事
ヲ
悟
ら
ず
。
其
果

え
じ
サ
ル
可
し
。
銀
の
市
ヲ
念
ヒ
求
ム
ル
モ
ノ
ハ
塑
盤
ヲ
愛
け
、
一
仰
の
事

を
明
ニ
悩
リ
榊
よ
り
惑
を
愛
け
て
心
の
日
明
ク
ナ
リ
。
一
例
ヲ
知
り
紳
ニ
求

め
生
卜
安
を
得
る
な
り
。

O
嬰
一
盛
ノ
能

如
何
ナ
ル
説
教
も
む
孟
之
感
能
あ
ら
ざ
れ
パ
更
ニ
力
ナ
シ
。
聖
震
あ
れ
ば

円
二

一一一一
口
フ
刷
の
一育

ハ
世
間
丸
の
刀
の
如
く
ニ
利
く
富
る
な
り
。
日
疋
ハ
債
の
哨

な
り
。
故
ニ
吾
ラ
情
者
ハ
毎
日
朝
よ
り
夜
ま
で
目
を
醒
し
て
祈
り
、
ま
た

出世
4mm品
を
消
ス
勿
れ
。
憂
し
む
る
勿
れ
。
惑
駐
ニ
底
を
得
さ
し
む
る
勿
レ
。

肉
ニ
市
下
る
勿
レ
。
ま
た
断
食
卜
祈
祷
セ
ヨ
。
聖
書
の
一-
一
一一口
葉
卜
清
き
思
卜
聖

ナ
ル
諸
本
ヲ
割
、
、
、
、
心
ハ
恕
一
事
-
一
熱
心
ナ
レ
。
叉
怠
ル
勿
レ
。
働
け
。
ま

た
人
の
前
ニ
紳
ト
イ
エ
ス
卜
一個
一
昔
を
恥
つ
る
勿
レ
、
更
ニ
憶
セ
ズ
奪
は
れ

ず
大
路
ニ
民
を
{
寸
り
祈
ヲ
な
し
一
脚
を
倣
ヒ
熱
心
な
れ
。
夫
人
を
迎
援
-
一
由

テ
起
ス
事
ヲ
務
メ
ヨ
。
叉
川
市
ニ
謙
遜
卜
柔
和
卜
愛
モ
熱
切
ニ
あ
れ
。
ま
た

位
の
事
物
ニ
心
を
奪
は
る
L

勿
れ
。

O
毎
日
の
食
物

什
五
ロ
ら
毎
日
何
を
以
て
信
仰
の
生
命
を
保
持
ス
ル
ヤ
、

即
ち一
仰
の
言
葉
卜

聖
霊
ナ
リ
。

まそ
たれ
筋制1

節台
骨 吉
飽 来
..tノ、

モ活
~il) 全

品4
k話
お壱
日ヨ リ

T 雨
し 叉
志 m

亨詞
どみ与
量1>:わrJ

察at 
も手1)
のく
な集
りと
。 魂
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(
希
伯
来
四
の
十
二
)

〔
高
物
下
シ
テ
ヱ

ホ
パ
ヨ
リ
出
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
叉
下
シ
テ
紳
の
旨
ニ
テ

ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
〕

〔
未
信
者

ハ一
柳
-
一
栄
ヲ
腕
ス
ル
事
ヲ
好
マ
ズ
、
前
州
事
高
物
ヲ
偶
然
卜
ナ
ス

ナ
リ
。
〕

(
常
一
一
感
謝
す
可
し
)

O
凡
て
の
事
感
謝
す
可
し
。
(
帖
撒
羅
尼
迦
前
五
の
十
八
)

是
れ
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
に
白
て
調
嘗
に
要
め
給
ふ
一
柳
の
旨
な
り
。

(
説
明
)
感
謝
ト
ハ
榊
の
賜
ヲ

〔
喜
ビ
〕
〔
難
有
ガ
リ
〕

一柳
ニ
〔
御
稽
〕

ヲ
言
フ
事
ナ
リ
。
叉
愛
ル
ナ
リ
。

川
凡
て
紳
-
一逆

フ
モ
ノ
川
一
柳
ニ
不
平
ヲ
言
ヒ
一
柳
ヲ
ウ
ラ
ミ
一柳
に
言
ヒ
逆

フ

ナ
リ
。

叉
(
緩
馬
九
章
二
十
)
に
墜
人
よ
。
爾
何
人
な
れ
ば
紳
に
言

ヒ
逆
フ

ャ
。
進
ら
れ
し
物
ハ
造
り
し
者
に
向
て
、
爾
何
故
ニ
、
我
を
如
此
つ
く

り
し
と
云
ふ
ベ
け
ん
や
。

文
(
ロ

1
7
書

一
の
二
十

一
)
紳
と
崇
め
ず
、
亦
識
す
る
こ
と
を
せ

ず。
ω衣
食

川
イ
エ
ス
ハ
衆
人
ニ
食
物
ヲ
輿
へ
ん
時
祝
謝
し
て
輿
ヘ
リ
。
叉
ポ

1
ル

佐2

子3

其
他
市
内
物
-
一
於
て
謝
す
可
し
。

ハ
舟
中
ニ
テ
パ
ン
ヲ
取
り
凡
て
の
人

ニ
て
一柳
ニ
謝
シ
之
ヲ
掌
い
て
先

づ
食
い
し
ニ
人
々
も
食
フ
。
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O
吾
ラ
人
一
一
招
か
れ
其
人

-一
種
ヲ
述
ル
ヲ
知
ル
。
況
ン
ヤ
之
ヲ
輿
へ

且
ツ
消
化
セ

シ
ム
ル
紳
ニ
謝
セ
ザ
ル
可
ン
ヤ
。

出
衣
住
、

イ
エ
ス
ハ
枕
ス
ん
慮
ナ
シ
。
量
満
足
し
て
紳
ニ
謝
せ
ざ
る
可

ン
ヤ
。

同
子
供
の
篤
メ

ニ
謝
セ
ザ
ル
可
ン
ャ
。
人
子
供

-一
衣
服
ヲ
貰
ヘ
パ
其
貰

ヒ
シ
人
三
謝
す
る
を
知
り
其
子
ヲ
輿
へ
玉
フ
原
の
紳
一
一
謝
せ
ざ
る

ゃ
。
叉
教
育
す
る
教
師
之
恩
義
ヲ
知
る
。
然
し
て
之
ヲ
日
夜
成
長
し

智
を
延
ば
し
玉

フ
、
生
命
を
保
ち
玉
フ
、
一
柳
の
恩
義
ヲ
忘
レ
謝
せ
ざ

る
や
。

同
そ
の
言
設
さ
れ
ぬ
一
脚
の
賜
物
に
因
て
我
紳
ニ
感
謝
す
る
也
。
(
コ
リ
ン

タ
後
書
九
の
十
五
)

O
イ
エ
ス
答
へ
て
白
け
る
ハ
天
地
の
主
な
る
父
よ
。
此
事
を
智
者
達
者
に

隠
し
て
赤
子
に
顕
し
た
ま
ふ
を
謝
す
。
(
馬
太
侍
十
一
の
二
十
五
)

岡
貧
乏
ノ
時
卜
病
メ

ル
時
(
ジ
ヨ
ウ
プ
の
一
の
二
十
ヨ
リ
二
十
二
又
二
章

の
九
)

(
結
尾
)
川
然
れ
ば
何
事
も
一
脚
ヨ
リ
出
で
叉
毎
日
一
脚
の
御
感
な
き
日
ハ
な

き
故
、

凡
て
の
事
ニ
於
て
常
に
感
謝
す
可
し
。
叉
如
何
な
る
有
様
ニ

あ
る
も
決
し
て
不
平
不
足
を
恩
ふ
可
ら
ず
。
不
平
ヲ
一
言
ふ

ハ
一
柳
ニ
向

て
之
を
言
ふ
也
。



凶
吾
ラ
感
謝
シ
テ
罪
ヲ
犯
ス
コ
ト
ヲ
得
る
や
。
た
と
へ
ば
酒
ヲ
の
む

時
感
謝
し
得
る
や
。
煙
草
。
ま
た
感
謝
し
て
事
ヲ
篤
ス
可
シ
。
文
人

ヲ
僑
リ
或
ハ
盗
、
、
、
之
ヲ
感
謝
し
て
得
べ
き
也
。
約
二
の
十
六
。
叉
提

摩
太
前
回
の
四

ω常
-
一
喜
ぶ
可
し
。
感
謝
セ
パ
喜
ト
幸
あ
る
可
し
。
野
ヲ
犯
さ
U
れ

ば
感
謝
。

凶
施
ヲ
ナ
ス
ハ
人
ヲ
し
て
紳
ヲ
感
謝
せ
し
む
。
(
コ
リ
ン
タ
後
書
九

の
十

一)

O
何
故
人
ハ
一
柳
の
民
理
を
伍
畑
一
フ
ザ
ル
ヤ
。

(

マ

与

)

H
た
と
へ
ば
榊
ニ
感
謝
す
可
き
設
教
ス
ル
モ
感
革
な
き
は
ず
な
り
。
如
何

ト
ナ
レ
パ
自
ら
罪
ノ
下
ニ
在
り
、
苦
ア
ル
ニ
何
ゾ
感
謝
す
る
事
を
感
ゼ

ン
ヤ
。

同
罪
人
ハ
一
脚
ヲ
恐
レ
離
か
ら
ん
と
し
或
ハ
一脚
ヲ
悪
ム
心
ア
リ
、
軽
蔑
ス
ル

(
マ
ム
)

心
ア
ル
故
、
祈
り
ヲ
笑
ヒ
或
ハ
嫌
ヒ
誇
り
杯
し
て
感
革
な
き
な
り
。

同
又
其
良
型
ヲ
悟
り
得
、
袈
援
ヲ
愛
け
ざ
る
故
、
恰
も
暗
き
中
ニ
て
物
を

尋
ね
物
ヲ
見
ン
ト
ス
ん
が
如
し
。

剛
ま
た
肉
之
事
/
ご
、
念
フ
モ
ノ
ハ
一
脚
の
窓
之
官
帯
を
感
ゼ
ず
叉
愛
け
ざ
る
な

~c 

り

日

同
己
ノ
義
ヲ
立
ン
ト
ス
。
故
一
一
罪
ヲ
白
欺
し
イ
エ
ス
ニ
頼
る
と
と
好
ま
さ

る
ニ
由
ル
。

O
設
教
題
、
馬
太
侍
十
三
の
十
一
。

X
如
何
ニ

シ
テ
民
の
一
仰
を
知
り
得
る
や
。

付
一
例
ヲ
知
ラ
ズ
、
一
柳
ノ
恵
ヲ
味
ハ
ズ
、
一
脚
ノ
民
理
の
分
ラ
ザ
ル
人

ハ
或
ハ

(マ
h
)

偶
像
ヲ
榊
卜
恩
ヒ
或
ハ
己
ノ
服
ヲ
一
柳
ト
ン
テ
事
へ
或
ハ
無
一
柳
論
ヲ
稽
へ

ル
ナ
リ
o

AVS
り
会
さ
ら

aら

0
み
の
ζ
と

け
一
脚
/
・氷
能
と
其
一
柳
性
は
、
叉
尚
一
卜
侭
ハ
、
人
間
ノ
五
官
ヤ
外
物
ノ
有
機

ニ
由
テ
知
ル
可
き
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
心
の
有
様
卸
ち
心
の
善
悪
の
有
様

ニ
由
テ
燐
へ
得
可
き
も
の
な
り
。

同
今
人
々
此
一服
一孟一日
を
信
ぜ
ざ
れ
パ
、
た
と
へ
キ
リ
ス
ト
の
窃
蹟
ヲ
硯
る
も

信
ぜ
ざ
ら
む
。

O
イ
ス
ラ
へ
ん
人
エ
ジ
プ
ト
ヨ
リ
出
ズ
ル
事

O
叉
皐
者
パ
リ
サ
イ
人
の
キ
リ
ス

ト
の
奇
蹟
ヲ
見
テ
信
ゼ
ザ
ル
例

岡
心
の
善
悪
一
一
由
ル

物
並
ニ
病
人
ノ
物
ヲ
正
シ
ク
見
正
シ
ク
判
断
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
例

川
高
慢
ナ
ル
者
ニ
ハ
其
民
理
隠
ル

さ
と
し

お
ろ
。

O
自
ラ
智
と
裕
へ
て
愚
魯
な
る
者
と
な
り
(
羅
馬
一
ノ
二
十
二
)

O
十
字
架
の
数
ハ
沈
命
者
に
愚
な
る
も
の
救
は
る
L

者
ニ
ハ
紳
の
能

た
る
也
。
(
歌
林
前
一
の
十
八
)

O
此
の
如
き
人
ハ
此
の
位
の
一
脚
そ
の
心
を
盲
ま
し
た
る
不
信
者
な
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(
コ
リ
ン
タ
後
書
凶
の
凹
)

z

，A
ν

h

r

 

又
霊
官
依
テ
其
騎
態
不
レ
求
レ
紳
凡
其
ノ
思
念
以
テ
篤
レ
無
融
。

(ヨl

O 閃
怒ノ
者人
以子ノ、

子、震
'，.:1，-ヲノ

Eへ事
篤ヌ ヲ
弘愛
附 ZIt 
得パ」
則ム
示日 ド回

議iハ
拭 y 光
コ;ヲ
忽=怒

耳目 ム

和
撃ヲ

同
頑
固
ナ
ル
モ
ノ
ハ
供
一
フ
ズ
。

イ
ザ
ヤ
の
預
バ
に
仰
は
硲
ど
も
悩
ら
ず
。

「
不
知
ン
テ
誘
リ
一

「
且
ツ
ウ
ツ
入
、
」
繍
ど
も
見
へ
ず
。
蓋
は
こ
の
民
日
ニ
て
見
、
耳

に
と
き
¥
心
に
て
悦
り
、
改
め
て
孜
-
一
一
怖
さ
れ
ん
ζ

と
を
恐
れ
そ

の
心
を
一
明
く
し
耳
を
蔽
ひ
け
を
閉
た
り
と
云
い
し
に
卒
へ
り
。

太
十
三
の
十
四
、
十
五
)
良
ア
レ
パ
之
ヲ
疑
ヒ
、
円
ハ
己
ノ
説
ニ
カ
ナ

ウ
事
ノ
ミ
ヲ
求
メ
何
か
誤
リ
ヲ
尋
ン
ト
ス
、
己
レ
億
円
理
ヲ
皐
ン
ト
恩

ハ
ズ

o
U
ノ
符
ニ

テ
其
民
国
ヲ
侭
リ
ニ
潟
サ
ン

ト
試
ム
。

O
故
ニ
人
々
紳
-
一
従
ハ
ザ
ル
ハ
民
理
な
ら
ざ
る
故
ニ
あ
ら
ず
。
己
ノ

設
ニ
合
ハ
ヌ
ト
カ
-
肉
欲
ガ
捻
テ
難
き
と
か
六
ケ
敷
き
と
か
言
ふ
て
従

は
ず
。

川
人
ノ
栄
ヲ
望
ム
故
ナ
リ
。

関
曹
ハ
江
ニ
人
の
栄
を
愛
け
て
、
一
例
よ
り
出
づ
る
栄
を
求
め
ざ
る
者

一
何
で
能
く
信
ず
る
事
を
得
ん
や
。

(
約
六
の
四
十
四

ま

ζ
と

(
結
尾
)
そ
れ
一
仰
の
悠
ハ
不
義
を
も
て
民
埋
を
抑
る
人
々
の
凡
て
の
ζ

の
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不
日
度
不
義
に
向
て
天
よ
り
間
期
は
る
。
(
ロ

1
7
3
一
の
十
八
)

川
然
レ
共
、
心
ヲ
悔
改
メ
パ
、
一
脚
ヲ
知
り
得
可
し
。

O
心
の
清
キ
モ
ノ
ハ
一
臓
な
り
。
其
の
人
ハ
一
刺
を
見
る
事
を
得
ベ
け
れ
ば
な

り
。
(
馬
太
山
間
五
の
八
)

A
U
L
C
ι
T
4
0さ
と
-
Y

も
の

O
イ
エ
ス
円
け
る
ハ
天
地
之

E
な
る
父
ヨ
。
此
円
引
を
智
者
達
者
に
隠
し

て
赤
子
に
綴
は
し
た
ま
ふ
を
謝
す
。
(
馬
太
十

一
の
二
十
五
)た

ず
ね
し
り

O
然
れ
ど
一
仰
は
其
認
を
も
て
之
を
我
済
に
額
せ
り
。
窓
会
山
市
V
究
知
ま
た

、
。
?
乙
と

一
柳
の
一
段
引
を
も
究
知
る
な
り
。
(
習
林
前
二
の
十
)
そ
れ
人
之
ポ
ハ
其

馬

巾
に
あ
る
誕
の
外
に
誰
か
之
を
知
ら
ん
や
。
此
の
如
く
一仰
の
的
ハ
一仰
の

涯
の
外
ニ
知
る
も
の
な
し
。

Q悔
改
メ
ナ
パ

mu亙
を
愛
け
て
一
柳
之
其
の
美
し
き
事
を
感
ず
可
し
。
ま
た

民
間
兇
を
知
る
可
し
。
祈
る
心
あ
る
可
し
。
凡
て
の
市
あ
る
可
し
。
心
.山民

生
す
可
し
。
一
例
の
栄
光
を
視
る
可
し
。
心
持
を
矯
ス
力
を
得
可
し
。

凡

て
の
霊
之
勝
を
借
り
得
可
し
。

O
孔
チ
ヤ
シ
ヤ
カ
位
ナ
人
ハ
今
位
界
ニ
衆
多
ア
リ
。

汝
ラ
彼
一
フ
ヨ
リ
大
ニ
勝
レ
タ
ル
千
前
ノ
人
イ
エ
ス
ヲ
日
ぜ
り
。
又
イ
エ

ス
教
ハ
幾
人
幾
閣
の
人
ヲ
感
化
せ
し
ゃ
。
然
ら
は
シ
ヤ
カ
ヤ
孔
チ
の
一

人
の
設
を
安
ケ
テ
一
脚
ト
型
遜
ト
千
前
の
正
き
人
皐
ざ
る
之
誼
仮
ヲ
安
ケ

ザ
ル
ヤ
。



悔
改
メ
ズ
シ
テ
何
時
迄
一
柳
ニ
逆
フ
ャ
。
培
々
一
陪
ヲ
檎
ス
ナ
リ
。
増
々
重
き

ヲ
地
ス
ナ
リ
。
地
々
一
柳
ニ
遠
カ
ル
ナ
リ
。
檎
々
一
柳
の
怒
の
日
ニ
近
ク
ナ

。カ
ヲ
謹
シ
テ
エ
ホ
パ
ヲ
求
ム
可
ン
。
汝
ラ
算
術
翠
術
ヲ
研
究
し
、
或
ハ
其

民
理
を
求
ム
ル
ニ
悟
ら
ざ
れ
パ
直
ニ
捨
ル
ヤ
。
否
ナ
。
況
ン

ヤ
氷
遠
の
紳

ヲ
ヤ
。
ま
た
汝
ラ
王
や
位
高
キ
人
ニ
近
ク
潟
メ
ニ
ハ
力
ヲ
蓋
し
其
道
一
一
一週

フ
ヨ
ウ
セ
ザ
ル
ヤ
。
況
ン
ヤ
一
柳
ニ
於
テ
ヲ
ャ
。
以
妥
車
五
十
五
の
六
二

ム

I
l
l
11
1
1
1
1
1
ヲ

ヲ

キ

ニ

爾
{
豆
レ
求
三
ヱ
ホ
パ
可
レ
獲
=
之
時
一爾
宣
レ
額
三
之
於
ニ
其
尚
近
レ
之
近

-
心

ニ

榊
ヨ
リ
光
ヲ
見
ま
た
聖
誕
ノ
カ

χ
綬
験
あ
ら
ざ
れ
ば
世
の
波
ニ
ド
凶
一
ニ
打
滅

さ
る
L

也
。
人
ハ
人
ナ
リ
。
緩
ん
ナ
リ
。
一
柳
ハ
不
レ
接
も
の
也
。
不
死
不

朽
者
也
。
人
ハ
朽
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
凡
て
の
力
ニ
ま
け
る
も
の
な
り
。

O
一
柳
ハ
光
ア

レ
ト
云
ヘ
バ
光
ア

リ
。
盲
ニ
開
ケ
ト
己パヘ

パ
開

情
欲
一
一
充
サ
レ
罪
ヲ
犯
し
て
虫

極
ニ
感
ゼ
ン
ヤ
。
一
向
慢
ナ
ル

心

ケ
リ
。
イ
エ
ス
ハ
光
ナ
リ
。

在
テ
長
一
岬
の
兜
義
ヲ
感
ゼ
ン

彼
ヲ
リ
愛
ケ
ヨ
。

-1' 
0 

宮
司問。
ロ
m
-足
ヨ
自

己4
7
m釦
『
門

O
兄
弟
之
潟
メ
ニ
常
ニ
祈
る
可
し

ile 

我
心
-
一
願
ふ
露
と
一
脚
一
一
祈
る
庭
ハ
イ
ス
ラ
へ
ん
の
救
は
れ
ん
事
也
。
(
口

日

1
7
書
十
の
こ

完
全
に
進
む
可
し
。
(
希
伯
六
の

二
)

常
ニ
日
を
醒
し
て
祈
レ
卜
、
叉
常
一
一
備
へ
セ
ヨ
ト
、
叉
絡
ま
で
忍
ぶ
も
の

ハ
救
は
る
可
し
と
ヤ
ミ
ナ
主
イ
エ
ス
之
戒
ナ
リ
。
ま
た
イ
エ
ス
日
。
熱
か

ら
ん
事
を
願
ふ
と
。
然
れ
ば
凡
て
の
兄
弟
が
起
り
立
つ
局
メ
ニ
聖
誕

E4
忠

ヲ
熱
心
一
一
新
る
ハ
一
仰
の
旨
ニ
通
へ
る
也
。

O
聖
震
白
ら
教
へ
玉
フ

爾
前
回
を
導
き
て
此
の
民
却
を
知
ら
し
む
べ
し
と
、
ま
た
末
の
世
ニ
歪
り
聖

市
銀
を
凡
て
の
人
に
注
ん
。

調
曹
の
子
女
も
預
ヘ
一
口
す
ベ
し
。
各
人
そ
の
邦
人

と
其
兄
弟
に
数
へ
て
爾
主
を
識
れ
と
ま
た
い
ハ
じ
。
益
小
よ
り
大
ニ
至
ル

ま
で
我
を
識
ら
ん
(
希
伯
八
の
十

一)

然
ら
ば
型
亙
臼
ら
五
u
一
フ
ヲ
起
シ
主
一
は
ん
。
ま
た
凡
て
の
人
ニ
聖
誕
を
概
ぎ

玉
は
ん
。
信
じ
て
柿
ニ
祈
る
可
し
。
設
敬
之
出
来
ヤ
翠
術
之
深
夜
ニ
由
ル

ニ
あ
ら
ず
。
竪
遜
ニ
山
ル
ナ
リ
。
も
し
其
ニ
テ
人
々
榊
ニ
悔
改
ム
ん
な
ら

ば
今
H
之
西
洋
ノ
文
明
或
ハ
種
々
之
本
ニ

山
て
キ
リ
ス

ト
ヲ
信
ず
可
き
ニ

之
ニ
沈
ム
人
も
悔
改
メ
ズ
。
然
ら
ば
只
人
ヲ
救
-
一
導
く
能
ハ
聖
霊
ニ
由
る

な
り
。
聖
亙
ニ
感
ゼ
パ
商
事
高
物
ハ
一
刷
之
栄
ヲ
聞
棋
は
す
也
。
も
し
悪
路

花
る
も
の
こ
山
市
以
町
内
物
ヲ
偶
像
或
ρ

偶
然
-
一
郎
す
る
也
。
如
何
ナ
ル
民
理

も
心

一
一
九
位
を
興
ふ
る
事
な
き
な
り
。

O
牧
者

五
円
ラ
ハ

、
口
者
各
々
己
ノ
心

ニ
テ
主
-
一
頻
り
主
ヲ
愛
ス
ル
ょ
う
、
即
ち
主
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ニ
導
く
ん
切
な
り
。
然
れ
ば
其
人
之
心
内

ニ
在
る
時、

主
ニ
在
り
テ
悦
ぶ
よ



う
徳
を
山
地
て
し
む
可
し
。

故
二
信
者
ハ
各
々
己
の
純
験
あ
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
不
然
パ
民
の
信
者
と
一
言

う
可
ら
ず
。

故
ニ
各
々
其
人
一
一
一
料
験
せ
し
ム
ル
事
尤
も
大
切
ナ
リ
。
例
セ
パ

一
家
ノ
信

叉
各
々
之
新
ヲ
聞
か
れ
る
事
、
自
ら
心
ニ
型
遜
ヲ
感
じ
熱
心
-
一
主
の
御
用

を

(
一
字
不
明
)
し
、
ま
た
日
々
ニ
悪
魔
と
戦
ふ
杯
な
り
。
己
之
心
ニ
知

ら
ざ
れ
、
他
人
よ
り
愛
る
事
能
は
ず
。

故
ニ
各
々
己
ノ
事
ヲ
信
じ
て
一
柳
-
一
新
る
事
を
糊
む
可
し
。

O
宣
教

人
員
ノ
減
ズ
ル
ト
櫓
ス
ニ
心
ヲ
付
ケ
ズ
叉
人
ノ
憎
ム
或
ハ
好
ム
ニ
関
ス
ル

ナ
ク
ま
た
之
を
行
フ
難
篤
ニ
闘
ル
ナ
ク
ま
た
名
血
管
美
恵
ニ
掛
念
ス
ル
ナ

リ、

只
一
柳
ノ
旨
ト
言
ヲ
宣
ベ
、
只
人
ノ
永
ノ
救
ト
幸
一服
ニ
ナ
ル
道
ヲ
立
ベ

テ
隠
ス
ル
事
勿
レ
。
ま
た
こ
そ
く
の
愛
-
一
引
さ
る
弘
事
勿
れ
。
人
々
罪
の

篤
メ
ニ
悲
ム
ハ
大
ニ
よ
ろ
し
。

併
し
民
の
愛
ヲ
雌
ル
弘
事
勿
れ
。

O
題
X
天
ニ
財
ヲ
畜
フ
可
し
。

X
人
ハ
二
人
の
主
ニ
事
フ
ル
事
能
は
ず
。
(
馬
太
六
の

M
)

x穿
き
門
ヨ
リ
入
れ
よ
。
(
馬
太
七
の
十
一

X
我
よ
り
も
子
女
を
愛
む
者
ハ
我
に
協
ざ
る
者
な
り
。
(
馬
太
十
の
幻
)

X
ヱ
ホ
パ
ハ
全
能
之
紳
也
。

大
阪
日
記
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十
日

午
前
十
一
時
大
阪
ニ
活

十

日

朝

祈
祷
曾
あ
り
。

十

日

新
烏
氏
熱
心
ニ
祈
祷

滞
山
氏
ハ
病
慨
を
持
ち
な
が
ら
朝
暗
よ
り
信
徒
-
一
先
て
起
き
た

朝

祈
傍
命
回

り
。
(
余
浪
花
ニ
於
て
設
教
ス
)

十

日

浪
花
教
曾
之
信
者
ハ
無
風
寸
者
多
し
と
錐
ド
モ
キ
リ
ス
ト
ノ
形
を

持
ち
、
熱
心
之
心
を
持
て
り
。

十
四
日

女
之
集
り
あ
り
た
り
。
)

O
未
信
者
も
キ
リ
ス
ト
ノ
讃
ヲ
立
る
事
あ
り
。

O
春
村
之
商
業

O
中
川
之
事

O
榊
ニ
ハ
難
行
約
束
ナ
シ

紳
ハ
如
何
ナ
ル
約
束
ヲ
矯
し
玉
ふ
も
行
ヒ
難
き
事
な
し
。
ま
た
如
何
ナ
ル

事
も
人
-
一
命
ず
る
権
ア
リ
。
故
ニ
其
絡
リ
ハ
ミ
ナ
善
き
結
果
ト
ナ
ル
ナ

リ
。
其
ん
叩
ハ
教
ハ
吾
-
フ
ノ
小
き
賎
し
き
心

ニ
ハ
難
解
庭
ア
リ
卜
雌
ド
モ
一
柳

ハ
之
ヲ
正
シ
ク
解
し
玉
フ
智
あ
る
な
り
。
ま
た
一
柳
ハ
如
何
ナ
ル
難
き
事
も

人
ニ
教
ユ
ル
智
あ
る
ナ
リ
。
一
モ
疑
ヲ
い
だ
か
ず
、
制
之
一言
葉
ヲ
信
ず
可

し
。
創
世
記
十
八
景
十
四
節
、
ま
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
ニ
イ
サ
ク
ヲ
棒
ぐ
可
し

と
命
ぜ
り
。
ま
た
塑
媛
之
約
束
ア
リ
。
然
れ
ば
何
事
も
一
脚
-
一
能
は
ざ
る
事

な
き
な
り
。



一
脚
は
慰
一盛
ニ
由
テ
人
々
ニ
罪
ノ
恐
ル
可
き
ヲ
感
ぜ
し
む
る
カ
ア
リ
。
叉
慰

ヲ
興
フ
ル
カ
ア
リ
。
文
信
仰
ヲ
熱
心
ニ
ナ
サ
シ
ム
ル
カ
ア
リ
。
叉
更
生
せ

し
む
る
力
ア
リ
。
叉
凡
て
の
民
理
を
知
ら
し
む
力
ア
リ
。
然
レ
パ
吾
ラ
ヲ

起
し
玉
フ
モ
ノ
ハ
吾
が
熱
心
ャ
、
力
ャ
、
智
ニ
あ
ら
ず
。
ヱ
ホ
パ
の
型
選

ニ
よ
る
な
り
。
然
れ
ば
邸
一
蚕
之
恵
を
熱
心
ニ
一
耐
る
可
し
。

O
体
道
卜
説
教
卜
祈
祷

説
教
モ
制
削
モ
祈
モ
只
感
じ
た
る
を
言

フ
ノ
ミ
ニ
あ
ら
ず
。

作
リ
テ
一吉
田
フ
ニ

あ
ら
ず
、
第
一
一
脚
の
旨
を
考
へ
賓
地
篤
ン
ト
ス
ル
事
ヲ
祈
り
要
ス
ル
モ
ノ

ヲ
祈
る
可
し
。
設
数
ス
可
し
。

空
ヲ
打
ツ
ニ
あ
ら
ず
。
日
的
ヲ
ネ
ラ
イ
打
ツ
可
し
。
ま
た
体
道
モ
陪
ノ
中

ニ
光
ノ
出
来
ル
ヲ
待
ツ
ニ
あ
ら
ず
。
吾
一
フ
ヨ
リ
光
ヲ
持
参
す
可
し
。
人
々

限
よ
り
自
ら
醒
む
る
を
待
つ
ニ
あ
ら
ず
。

吾
-
フ
ヨ
リ
撃
ヲ
出
し
テ
呼
ピ
起

ス
也
。
故
ニ
罪
の
悔
改
ヲ
篤
す
-
一
も
何
ニ
の
罪
を
放
し
玉
へ
、
又
人
ノ
罪

ノ
救
は
る
事
も
誰
の
何
之
罪
ヲ
悔
改
メ
ン
メ
玉
へ
、
叉
何
村
に
型
緩
ヲ
下

し
玉
へ
、
コ
ノ
暗
ヲ
照
し
玉
へ
ト
目
的
ヲ
以
テ
祈
る
可
し
。
叉
数
命
日
ヲ
立

て
し
め
玉
へ
、
叉
其
入
費
ヲ
輿
へ

玉
へ

卜
祈
る
可
し
。
ま
た
誰
ヲ
導
き
玉

へ
救
ヒ
玉
へ
ト
祈
ら
は
其
人
ヲ
質
州
知
川
明
く
可
し
。
其
人
之
救
は
る
L

迄
ハ

言己

働
く
可
し
。
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
祈
る
も
其
一
々
の
待
っ
と
も
来
ら
ず
。
信
者

日

よ
り
招
三
付
く
可
し
。
ま
た
凡
て
の
-
階
ヲ
照
シ
玉
へ
卜
祈
ら
ば
て
る
迄
ハ

働
く
可
し
。
信
仰
を
以
て
、
蔵
官
帯
を
篤
す
可
し
。
五
ロ
ラ
ヨ
リ
其
ヲ
行
は
ざ

れ
パ
罪
人
よ
り
起
ル
事
ヲ
試
ミ
さ
る
可
し
、
五
口
ら
よ
り
起
さ
ん
事
を
試
ム

可
し
。
今
奈
良
ト
近
在
へ
侍
導
す
可
也
。
ま
た
郡
山
之
商
人
之
目
、
醒
す

可
し
。
信
者
よ
り
働
き
始
む
可
し
。
然
ら
ば
笠
窪
も
之
を
助
け
玉
ふ
可

し
。
叉
-
祈
り
モ
聞
か
る
可
し
。
罪
人
ハ
自
ら
窓
庭
の
奴
隷
ト
な
り
た
れ
ば

自
ら
験
つ
力
ナ
ン
。
故
ニ
吾
首
回
よ
り
其
愚
ニ
勝
つ
よ
う
た
L

か
ふ
可
し
。

ま
た
目
ヲ
醒
す
可
し
。
暗
ヲ
輝
ス
可
し
。
即
ち
光
ニ
逆
ヒ
嫌
フ
罪
人
一
一
勝

ヲ
得
る
よ
う
聖
怒
之
助
ニ
由
て
戦
ふ
可
し
。

一一
月
十
八
日

夜

木
曜
日

。
机
教

さ
と
ら

X
若
し
わ
れ
ら
民
理
を
暁
得
せ
ら
れ
し
後
、
向
ホ
放
縦
に
罪
を
犯
さ
は
罪

を
贈
ふ
犠
牲
ま
た
有
る
ζ

と
な
く
(
希
伯
来
十
二
章
二
十
六
)

X
信
仰
(
希
伯
来
十
一

一章
)

X
絡
ま
で
忍
ぶ
者
ハ
救
わ
る
可
し

付
祈
モ
移
り
ま
で
忍
ビ
祈
ル
モ
ノ
、
削
ち
久
く
忍
プ
者
ハ
興
へ
ラ
ル
可

し。
同
如
何
ナ
ル
困
難
も
永
く
忍
プ
者
ハ
救
わ
る
可
し
。

国
体
道
も
何
日
ま
で
も
待
ち
、
只
信
仰
を
以
て
篤
す
も
の
ハ
勝
を
得
可

し
。
カ
モ
得
モ
義
ト
セ
ラ
ル

A

モ
美
名
ヲ
得
る
も
信
ニ
あ
り
凶
一
柳
ハ

信
ヲ
見
-
ア
報
ひ
玉
ふ
な
り
。
信
じ
て
働
き
且
つ
祈
る
可
し
。
一
柳
ハ
虞
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資
ナ
リ
。
昔
よ
り
之
信
者
ハ
一
生
困
難
ヲ
愛
け
し
も
コ
ノ
世
ニ
テ
其



報
ヲ
得
ざ
り
し
。
吾
ラ
今
直
ニ
得
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

O
罪
之
設

付
本
心
ヲ
責
メ
ザ
ル
罪
ア
ル
ヤ
。

同
罪
之
責
ハ
檎
ヱ
果
ル
時
ア
ル
ヤ
。

同
己
ノ
本
心
ノ
責
、
衆
人
ノ
本
心
ヨ
リ
安
ん
責
、
一
柳
ヨ
リ
愛
ル
寅
、
刑
罰

ヨ
リ
生
ズ
ル
京
、
記
憶
ヨ
リ
生
ズ
ル
首
、

岡
山
円
罪
ハ

一
時
五
口
本
心
一
一
隠
ル

L

モ
ノ
ヵ
、
然
レ
パ
頴
ル

L
時
一
一
刻
ヲ
愛

ク
ベ
キ
モ
ノ
ヵ
。

間
審
判
ヲ
愛
ル
時
生
ズ
ル
刑
刻
、

同
赦
サ
ル

L

罪
卜
赦
サ
ル
可
ラ
ザ
ル
罪
の
匝
別
。

(
移
)
コ
ノ
可
恐
重
キ
罪
を
悔
改
メ
、
救
主
ナ
ル
キ
リ
ス
ト
ヲ
信
じ
、
恵

ヲ
施
し
玉
フ
聖
盤
ニ
従
は
ぜ
ん
し
く
叙
は
れ
て
債
の
安
を
得
可
し
。
罪
之

責
を
忘
る
可
し
。

罪
之
設

付
本
心
ヲ
寅
メ
ザ
ル
罪
ア
ル
ヤ

い
門
知
ラ
ザ
ル
ハ
罪
ニ
あ
ら
ず
。
故
ニ
責
メ
ズ

同

一
時
本
心
-
一
隠
ル
事
ア
リ
。
顛
ル
レ
パ

一再
ピ
其
寅
ハ
売
カ
ル
可
-
フ

ス。附
其
他
一
ノ
罪
モ
本
心
ノ
責
ヲ
莞
ル
可
ら
ず
。

同
州

a
己
の
本
心
ノ
責

同
b
人
の
穣
レ
タ
ル
事
ヲ
鞠
ン
日
ニ
成
ル
可
し
。
他
人
ノ
本
心
ヨ
リ
愛
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ル
責
メ
。

⑤
其
日
ニハ

凡
乙
の
事
裸
ニ
テ
穎
ル
ト
ア
リ
。

(
以
上

一
行
は
b
の
註

と
し
て
あ
と
に
書
か
れ
て
い
る

附
c
一
柳
ヨ
リ
愛
ル
責
メ

①
我
融
問
が
心
も
し
、
我
傍
を
責
メ
パ
一
柳
ハ
我
傍
が
心
ヨ
リ
大
な
る
ニ

よ
り
、
凡
て
の
事
を
知
り
給
は
ざ
る
な
し
。

(
ヨ
ハ
ネ
書
一
の
三
の

十

(
以
上
三
行
は
c
の
註
と
し
て
あ
と
に
普
か
れ
て
い
る
)

附
d
刑
制
ヨ
リ
愛
ん
寅
メ

③
此
ラ

の
者
ハ

究
な
き
刑
罰
に
い
り
(
馬
太
二
十
五
の
四
十
六
)

(
以
上
二
付
は
d
の
註
と
し
て
あ
と
に
書
か
れ
て
い
る

附
e
記
憶
ヨ

リ
生
ズ
ル
寅
メ

①
外
の
幽
-帽
に
逐
ヒ
ヤ
れ
、
其
慮
-
一
て
哀
突
切
歯
ス
ん
と
と
あ
ら

ん
。
(
馬
太
侍
二
十
五
の
三
十
)

同
罪
の
責
ハ
消
ヱ
果
ル
時
あ
る
や

O
別
セ
ら
る
べ
き
者
ヨ
。
我
を
離
れ
て
悪
魔
と
其
使
の
篤
ニ
備
タ
ル
熔

エ
ざ
る
火
ニ
入
れ
よ
。
(
馬
太
二
十
五
の
四
十
一
)

ocの
時
に
人
々
死
を
求
め
ん
と
篤
れ
と
能
は
ず
。
死
ん
と
願
へ
と
死
ハ

遁
れ
去
ら
ざ
る
可
し
。
(
約
歎
示
の
九
の
六
)

O
叉
(
約
歎
示
十
八
章
の
八
ヨ
リ
十
九
)



(
不
赦
罪
)

θ
馬
太
体
十
二

。
希
伯
叉
六
の
草
六
節
、
叉
十
の

二
十
六
よ
り
三
十

⑤
約
翰
3
第

一の
五
の
十
六
ヨ

リ
十
八

O
平
和
ヲ
求
ム
者
ハ
一
鮒
ナ
リ

常
ニ
凡
て
の
人
制
卜
和
ぎ
、
叉
吾
ハ
凡
て
の
人
ト
和
ぎ
、
凡
て
の
隣
ハ
彼

ラ
ノ
隣
ト
和
グ
事
ヲ
求
メ
常
ニ
働
く
可
し
。

設
教
ス
ル
ニ
モ
常
ニ
心
ニ
愛
を
熱
心
ニ
持
ツ
可
し
。
凡
て
の
人
一
一
キ
リ

ス

ト
の
愛
を
回
酬
は
す
を
働
と
す
可
し
。
信
者
之
働
ハ
愛
な
り
。

om滋
之
事

震
之
官
明
ハ
重
ニ
己
ノ
箆
ニ
巾
テ
明
す
也
。
故
一
一
教
翠
ぶ
ニ
外
商
ノ
事
ヤ
人

之
事
ニ
比
セ
ズ
、
己
ノ
心
ニ
比
し
己
ノ
心
ヨ
リ
道
ヲ
皐
ビ
守
る
し
。

O
信
仰
之
祈
祷

己
ノ
事
モ
他
人
之
事
モ
商
事
信
仰
之
祈
ニ
由
テ
勝
つ
可
し
。
信
仰
之
祈
ハ

高
人
ヲ
救
ふ
可
し
。
不
然
れ
ば
如
何
ニ
己
ノ
力
を
出
す
も
必
定
無
盆
也
。

一
脚
ニ
能
わ
さ
る
庭
な
し
。
人
ニ
能
ハ
ザ
ル
事
也
。

O
聖
震
ナ
キ
言
集
ハ
力
ナ
シ

3己

心
罪
一
一
支
配
さ
れ
、

世

一一
支
配
さ
る
、
時
ハ
、
如
何
ナ
ル
良
型
ヲ
開
く
も

日

如
何
ナ
ル
一言
集
ヲ
聞
く
も
、
た
と
へ
各
々
其
道
を
知
る
も
、
罪
よ
り
離
れ

御
助
を
得
る
可
ら
ず
。
只
今
を
救
ヒ
之
ヲ
助
け
得
る
も
の
ハ
キ
リ
ス
ト
と

要
震
な
り
。
「
蓋
は
か
れ
自
ら
誘
ハ
れ
て
銀
難
を
愛
け
た
れ
ば
誘
わ
る
h

者
を
助
得
る
な
り
。
(
希
伯
来
一

一の
十
八
)

故
罪
人
之
悔
改
の
信
者
と
成
る
も
聖
霊
-
一
感
ぜ
ざ
れ
ば
能
は
ざ
る
な
り
。

故
ニ
救
わ
れ
ん
潟
ニ
信
仰
を
以
て
一
取
る
可
し
。

O
人
ハ
弱
し
紳
ニ
祈
レ

罪
ヲ
犯
セ
ル
人
あ
ら
ば
其
篤
メ
ニ
祈
れ
。
弱
キ
者
あ
ら
ば
強
セ
ラ
レ
ン
篤

メ
祈
れ
。
悔
改
め
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
悔
改
む
る
犠
祈
れ
。
人
ハ
弱
く
只
数

一
白
テ
強
ク
ナ
ル
可
し
。
然
れ
ば
(
以
下
鉄
)
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明
治
十
六
年
十
月
二
十
日

(
表
紙
)明

治
十
六
年
十
月
廿
日

日

記

大
和
郡
山

成
樹i

「
己
の
子
を
罪
の
肉
の
欺
と
な
し
て
、
罪
の
た
め
に
む
は
し
、
其
肉
に
於

て
罪
を
罰
し
ぬ
。
ロ

l
マ
八
の
三
」
故
ニ
イ
エ
ス
ハ
罪
ノ
肉
故

ニ
或
ハ
疲

レ
或

之
内
、
、
、
或
ハ
飢
ヱ
杯
せ
り
。

も
し
罪
ノ
肉
ノ
欣
な
ら
ざ
れ
パ
ヰ
H

ハ
ナ

リ
。
然
れ
共
一
点
ノ
罪
モ
犯
さ
ぼ
り
し
な
り
。

キ
筈
ナ
リ
。
然
れ
は
カ
ノ
大
苦
ヲ
受
け
し
ハ
罪
ノ
肉
の
欺
ナ
リ
し
故
ナ

O
キ
リ
ス
ト
之
苦
難
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彼
得
前
書
四
章
一
節
。

付
イ
エ
ス
ハ
神
で
あ
り
な
が
ら
、
僕
ト
な
り
玉
へ
リ
。
固
定
れ
吾
ラ
ノ
罪
ヲ

服
わ
ん
篤
メ
之
愛
ナ
リ
。

イ
エ
ス
ハ
人
ヲ
支
配
ス
ル
一仰
な
が
ら
、
人
ニ
役
ワ
レ
、
人
ヲ
裁
剣
ス
ル

モ
ノ
ナ
ル
二
郎
て
剖
ヲ
己
の
身
ニ
愛
玉
へ
り
。

付
我
以
レ
背
付
ニ縫
レ
我
者
-我
以
レ
頬
付
下
抜
弱
者
主
我
不
レ
掩
-
一
面
於
辱
輿
c

唾
(
以
袋
五
十
の
六
)
叉
以
饗
亜
五
十
三
章
ヲ
視
る
可
し
。

同
州
か
れ
四
十
日
野
に
在
り
て
サ
タ
ン
に
試
ら
れ
、
献
と
共
に
を
れ
り
。

(
馬
可
一
の
士
二
)

誘
ワ
ル
ム
程
ツ
ラ
キ
モ
ノ
ハ
ナ
シ

「
イ
エ
ス
ハ
実
ニ
人
間
ト
ナ
リ
玉
ヒ
、
試
み
ら
れ
し
故
也
。
吾
ラ
山

行
キ
献
ト
共
-
一
四
十
円
ア
リ
。
サ
タ
ン
ニ
試
ミ
ら
る
h

昔
、
、
、
異
な
る
事

な
し
。
」

不
食
不
飲
ザ
リ
し
。

間
後
ち
飢

ヘ
タ
リ
。
四
十
日
四
十
夜
食
フ
コ
ト
ヲ
せ
ず
。
後
飢
ヱ
タ

リ
0

(

罵
太
一
の
二
)
叉
道
ニ
て
飢
ヱ
シ
事
ア
リ
。

ヤ
コ

都
減
へ
返
る
と
き
、
飢
ヱ
け
れ
ば
と
あ
り
。
(
馬
太
二
十
一
の
十
八
)

同
渇
け
り
。
サ
マ
リ
ヤ
ノ
女
ニ
水
ヲ
求
メ
リ
。
其
時
笑

一一
疲
モ
飢
モ
渇

っ
か
れ

モ
忘
れ
て
道
を
説
き
、
女
を
憐
み
玉
へ
り
、
イ
エ
ス
疲
倦
て
井
の
傍
ニ



座
せ
り
。

う
れ
い
い
た
の

阿
イ
エ
ス
ノ
心
憂
悼
ん
事
ア
リ
。
変

へ
悲
ミ
し
事
ア
リ
。
涙
を
流
せ
し

事
あ
り
。

附
イ
エ
ス
痛
く
点
、
、
、
切
り
に
祈
れ
り
。
其
汗
ハ
血
の
滴
り
の
如
く
地
ニ

下
ち
た
り
。

(
路
加
二
十
二
の
四
十
四
)

村
イ
エ
ス
ハ
家
な
か
り
し
。

隠
川
太
体
八
の
二
十

凶
一
彼
ハ
姶
ラ

レ
シ。

ム
O
人
の
子
き
た
り
て
食
ふ
事
を
し
飲
む
と
と
キ
免
れ
は
、
又
食
を
暗
唱

、、、酒を
好
む
人
、
税
吏
、
罪
あ
る
者
の
友
ナ
リ
と
云
ふ
。

(馬
太
郎
神
十

一
章
の
十
六
)
ヨ
リ

我
と
の
世
を
何
に
轡
へ
ん
や
。
章
子
街
に
座
し
、
其
侶
を
呼
び
、
己
れ

ら
笛
ふ
け
ど
も
爾
萄
お
ど
ら
ず
。
哀
め
ど
も
爾
古
田
胸
う
た
ず
と
き
口ふ
に

似
た
り
。

議
し
ヨ
ハ
木
食
ふ
事
飲
む
事
を
篤
さ
れ
パ
、
鬼
ニ
滋
れ
た
る
者
な
り
と

人
三
百
へ

り。

O
彼
等
ミ
な
一
斉
よ
ば
込
り
て
此
人
を
除
き
、
パ
ラ
パ
を
我
僚
に
回
押
せ

言E

と
日
ふ。

(
路
加
二
十
三
の
十
八
)

O
か
れ
己
の
園
ニ
来
り
し
に
、
其
民
乙
れ
を
接
け
ざ
り
き
。
(
ヨ
ケ
不

日

侍

一
の
十
萱

)
O世
悶
前
回ヲ
思
む
と
き
ハ
、
爾
曹
よ
り
も
先
-
一
五
口
を
忘

む
と
知
れ
。

同
窓
迫
セ
ラ
ル
。

ユ
ダ
ヤ
人
イ
エ
ス
を
饗
迫
め
て
設
さ
ん
と
謀
ル
。

其
他
誘
-
ア
レ
。
売
レ
。
渡
サ
レ
。

弟
子
ミ
ナ
イ
エ
ス
ヲ
離
れ
て
去
り
シ
事
ア
リ
。
ベ

ル
ゼ
プ
ル
ト
言

ハ
レ

シ
事
ア
リ
。

ペ
テ
ロ
の
如
き
弟
子
も
三
度
イ
エ

ス
ヲ
否
ミ
タ
ル
事
ア
リ
。

又
鞭
タ
レ
シ
事
ア
リ
。
唾
セ
ラ
レ
し
事
ア
リ
。
罪
人
ニ
陥
サ
レ
シ
事
ア

リ
。
(
一
点
ノ
罪
ナ
キ
ニ
)
鯵
ニ
十
字
架
一
一
掛
リ
、
苦
、
、、
、
終
-
一
死
た

り(
終
)
我
憐
も
し
彼
と
借
ニ
苦
を
愛
け
な
ば
、
彼
と
借
一
一
栄
を
も
受
く
可

し
、
(
口

1
7
番
人
の
十
七
)

hvダ
tr・

O
か
れ
自
ら
誘
ハ

れ
て
、
初
拙
蝉
帥
J

干
し
瓜
又
け
た
れ
ば
、
誘
わ
る
L

者
を
助
得
る

な
り
。(

希
伯
書
二
章
十
八
節
)

O
X
是
れ
人
に
は
能
ざ
る
所
な
れ
共
、
一
柳
ニ
於
て
は
能
は
ざ
る
所
な
け

れ
ば
な
り
。
(
馬
可
十
の
二
十
七
)

H
弟
子
た
ち
甚
く
駿
き
互
ニ
白
け
る
川

、
然
ば
誰
が
救
を
受
く
可
き
や

と。
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富
家
ハ
金
の
奴
隷
ト
ナ
リ
、
之
ヲ
失
ハ
ン
市
中
ヲ
畏
レ
、
或
ハ
之
-
一
テ
ヲ
ゴ



リ、

只
金
ニ
ノ
ミ
心
ヲ
奪
わ
れ
、
之
ニ
ノ
ミ
頼
リ
一
柳
ヲ
求
メ
ズ
。

貧
乏
ナ
人
ハ
心
ノ
事
ヲ
捨
テ
置
き
、
糊
口
ノ
事
ノ
ミ
ヲ
思
ヒ
煩
ヒ
、
義
ヲ

求
め
ず
。

翠
者
ハ
高
慢
ニ
し
て
一
例
ヲ
践
メ
、
只
己
ノ
才
ニ
頼
ム

無
翠
ナ
ル
人
ハ
偶
像
ヲ一
例
ト
し
、

大
陽
ヲ
紳
卜
思
ヒ
、
盲
目
に
等
し
。

壮
健
ナ
ル
人
ハ
コ
ノ
世
ノ
楽

一
一
フ
ケ
リ
、
病
人

ハ
只
一

時
の
苦
ノ
、
、
、
ヲ
忠

ヒ
、
一
柳
ヲ
求
メ
ズ
。

(恋
人
ハ
光

ヲ
恵
、
、
、
、
普
人
円
己
ヲ
義
ト

ス
。
)
叉

(
弱
ご
字
不
明
)
ト
勇
者
)

或
ハ
阿
賀
、
名
誉
、
親
類
、
朋
友
、

ニ
闘
し
キ
リ
ス

ト

ニ
従
フ
事
能
は

ず。け
故
ニ
如
是
人
-
一
辺
ニ
従
へ
道
を
守
れ
、
と

J
?品
川
恰
も
盲
日
ニ
見
る
可

し
、
足
ナ
へ
ニ
歩
く
可
し
、
病
人
ニ
働
く
可
し
、
死
人
ニ
食
フ
可
し
、
鑓

ニ
テ
し
バ
ら
れ
し
者
一
一
自
由
ヲ
得
可
し
と
き
口
ふ
如
く
、
人

ニ
ハ
能
は
ざ
る

処
也
。
如
何
ト
ナ
レ

パ
巳
ニ
罪
ヲ
犯
し
罪
ノ
奴
隷
ト
ナ
リ、

篤
ン

ト
ス
ル

事
ヲ
篤
ス
能
ハ
ズ
。
努
ン

ト
ス
ル
事
ヲ
防
グ
能
わ
ざ
る
な
り
。
削
ち
罪
の

下

ニ
賀
れ
た
る
も
の
な
り
。

同
然
れ
共
一
脚
ニ
於
て
ハ
能
は
ざ
る
処
な
し
。

イ
エ
ス
ハ
粧
の
日
ヲ
開
き
、
手
ナ
へ
足
ナ
へ
ノ
足
ヲ
愈
し
、
凡
て
の
病
人

ヲ
愈
し
、
死
人
を
魁
生
せ
し
め
た
り
。

如
白
河
今
も
露
訓
錦
之

H
を
聞
き
、
病

を
愈
し
、
放
ヲ
得
サ
セ
玉
フ
能
あ
る
な
り
。

川
一
柳
ハ
如
何
ナ
ル
六
ケ
敷
き
事
モ
解
明
ス
智
あ
り
。
ま
た
如
何
ナ
ル
約
束
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モ
篤
し
得
可
し
。

同
一
柳
ハ
如
何
ニ
汚
レ
タ
ル
モ
ノ
モ
、
如
何
ニ
頑
固
ナ
ル

心

ヲ
持
つ
モ
ノ

モ
、
全
く
清
メ
玉
フ
可
し
。

附
如
何
一
一
弱
き
も
の
ニ
も
大
路
ナ
ル
力
ヲ
与
へ
得
可
し
。

何
一柳

ハ
如
何
ナ
ル
誘-一
連
ヒ
、
如
何
ナ
ル
有
様

ニ
あ
る
人

モ
救

て
得
可

し
。
羊
ト
狼
ト
共
二
位
、
、
、
、
ヒ
ョ
ウ
ト
ヤ
ギ
ト
共
ニ
寝
ネ
、
積
ト
獅
ト
共

一
ア
リ
。
而
シ
テ
小
児
カ
之
ヲ
導
く
可
し
。

O
常-一一
脚
ノ
前
ニ
あ
ら
ば
罪
ヲ
犯
さ
ず
。

一
柳
ヲ
離
ル
ム

ト川
心
事
ヲ
思
フ
ナ
リ
。
信
仰
強
キ
ハ
榊
ノ
霊
ト
共
ニ
ア
ル
ガ

故
ナ
リ
。
榊
ノ
日
前

ニ
ア
ラ
パ
口
ニ
心
-
一
行
ニ
罪
ヲ
犯
さ
正
る
な
り
。
人

ノ
心
を
悦
ば
す
符
メ
ニ

働
か
ず
、
一
柳
の
心
ヲ
悦
.
は
す
篤
ニ

働
く
可
し
。

O
占
年
命
川

父
ニ
依
テ
働
ク
事

爾
古
田
の
う
ち
二
人
の
も
の
地
ニ
於
て
心
を
合
せ
、
何
事

K
て
も
求
め
ば
、

天
K
在
す
五
口
父
ハ
彼
等
の
筋
メ
ニ
之
を
成
し
玉
ふ
可
し
。
(
馬
太
十
八
の

十
九
)

我
ハ
出
削
伺
樹
、
爾
術
ロ
ハ
其
校
な
り
。
人
も
し
我

kmり
、
己
れ
亦
彼
に
届

ら
ば
褒
の
突
を
結
ぶ
可
し
。
議
も
し
関
前
回
己
れ
を
・雌
る
よ
時
ハ
何
事
を
も

行
能
ざ
れ
ば
な
り
。



(
ヨ
ハ
ネ
十
五
の
五
)

間
一
柳
ノ
栄
ノ
然
メ
ナ
リ

然
ラ
パ
人
々
爾
曹
の
善
行
を
見
て
、
天
に
在
す
爾
曹
の
父
を
栄
む
可
し
。

(出
L
A
体
五
の
凶
)

O
我
傍
を
し
て
善
事
を
行
は
し
め
ん
篤
め
に
キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
の
中
に
迭

わ
ざ

l
i
l
l
l
11

1

1
I
l
l
l
1
1
1l
l

り
給
へ
り
。

此
事
ハ
吾
前
田
ニ
行
は
し
め
ん
と
て
預
メ
備
へ
給
ひ
し
所
な

り
。
(
以
弗
所
書
ニ
諮
十
)

同
小
児
モ
聖
霊
ヲ
愛
ル
ノ
約
束

一
柳
い
ひ
給
く
。
末
の
世
に
至
り
て
我
わ
が
援
を
も
て
凡
て
の
人

K
注
が

む
す
ζ

む
す
の

ん
。
爾
曹
の
子
女
も
預
パ
す
可
し
。
叉
な
ん
ぢ
ら
の
幼
者
ハ
異
象
を
み
、

老
者
円
一
歩
を
見
る
可
し
。
(
使
侍
二
の
十
七
)

川
口
ハ
天
閣
ヲ
'
望
、
、
、
、
コ
ノ
世
ノ
名
舛
咋
九
位
、
冨
、
安
楽
ハ
忘
レ
テ
、
永
述

ノ
生
ヲ
望
ン
デ
働
ク
可
シ
。
兄
弟
ヨ
。
我
自
ら
之
を
取
れ
り
と
意
ペ
ス
。

喰
コ
ノ
一
事
を
務
む
。
印
ち
後
一
一
あ
る
者
を
忘
れ
て
前
ニ
在
る
も
の
を
望

み
、
一
柳
キ
リ
ス
ト
イ

エ
ス
に
由
て
上
へ
召
し
て
賜
ふ
所
の
褒
美
ヲ
得
ン

ト
、
標
準
に
向
テ
進
ム
ナ
リ
。
(
緋
立
比
三
の
十
四
)

紳
塁手

~è 

第

T;z 

O
聖
書
ハ
紳
の
言
語
ナ
リ
。

日

H
雨
約
合
之
一
柳
ヨ
リ
出
タ
ル
内
・4
附
ん
ど
説
同
銀

一
柳
ヨ
リ
験
一不
ノ
ア
ル
可
キ
帯

い抑
制
ハ
λ
川
断
ノ
歎
一不ヲ
潟
し
得
可
し
。
一
柳
川
市
内
物
の
働
ヲ
以
テ
己
ヲ
頒

し
給
フ
ト
雌
モ
、
窓
口
前
回
の
現
在
或
ケ
永
遠
の
大
切
ナ
ル
市
ニ
於
テ
顕
ハ

サ
C

ル
問
題
多
ク
ア
リ
。
・
山
チ
援
拠
不
朽
ノ
事
、
或
ハ
入
額
ハ
如
何
-
一
罪

人
卜
ナ
リ
タ
ル
事
、
或
ハ
罪
ノ
篤
メ
ニ
積
ノ
道
ア
ル
ヤ
否
等
ノ
事
ナ
リ
。

口
正
れ
父
ナ
ル
愛
ア
ル
一
脚
ニ
於
テ
歎
示
シ
テ
、
五
ロ
ラ
ノ
認
魂
ヲ
慰
ム
可
キ
事

ヲ
能
は
ざ
ら
ん
や
。
一
柳
ハ
純
善
、
全
智
ノ
紳
な
れ
ば
な
り
。

同
歎
示
ハ
実
ニ
人
の
葉
望
ス
ル
事
ナ
リ

碩
思
寸
之
理
問
平
者
ワ
ク

レ
タ
ス
の
如
き
如
是
獄
示
ノ
ア
ラ
ン
事
ヲ
製
ミ
シ

也百
円
人
ノ
口
の
限
界
ノ
先
ノ
見
ヱ
ヌ
如
く
、
智
も
限
ア
リ
テ
辺
製
ニ
テ
ハ
如

川
正
日
明
ハ
悟
ん
市
け
能
ハ
ズ
。
政
ニ
歎
示
ア
ル
ハ
従

ニ
人
の
究
明
ス
ル
嵯
な
ら

/υ 。
同
必
要
ナ
ル
事

H
人
ノ
説
ハ
人
の
行
ヲ
サ
パ
夕
、
十
分
之
場
ニ
あ
ら
ず
。

如
何
ト
ナ
レ
パ

人
ハ
屡
々
心
変
り
或
ハ
殊
一
一
し
或
ハ
反
鈎
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
ナ
リ
。

同
人
ノ
論
ρ

十
分
ナ
ラ
ス
。
如
何
ト
ナ
レ
パ
或
人
ハ
民
榊

ヲ
奔
し
或
人
ρ

一仰
の
造
り
シ
モ
ノ
或
モ
ノ
ハ

じ
の
手
の
業
ヲ
奔
し
或
ハ
供
一
例
論
を
唱
フ
ル

ナ
リ
。
た
と
へ

凡
て
門
然
進
化
之
本
ヲ
持
、
理
論
の
力
や
持
っ
と
雌
も、
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如
法
布
妓
ナ
リ
。



(三)

(

7

L

 

一服
立
田
ヲ
問
ク
者
。
屡
h
H

日正

ハ
員
二
一
柳
の
言
語
ヤ
否
ヤ
卜
疑
フ
モ
ノ
ア
リ
。

如
是
疑

ハ
聖
書
ニ
ア
ル
一
柳
の
徴
の
不
足
ヨ
リ
生
ズ
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
故
、
仮

令
其
徴
候
ヲ
増
加
ス
ル
ト
モ
其
疑
ヲ
去
ル
事
能
は
ざ
る
な
り
。
其
疑
の
本

ハ
其
人
の
心
の
有
様
ニ
ア
ル
ナ
リ
。
モ
シ
人
、
紳
の
前
ニ
心
正
シ
カ
ラ
ザ

レ
パ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
槌
ナ
ル
讃
嬢
の
要
黙
へ
定
メ
得
可
-
フ
ザ
ル
ナ
リ
。

故

ニ
甲
ノ
心
-
一
動
力
ザ
ル
諮
嬢
ヲ
輿
フ
ル
民
理
モ
、
乙
ノ
心
ニ

ハ
疑
フ
可

ク
信
セ
ザ
ル
ノ
有
様
ナ
リ
。
而
し
テ

一
人
の
心
ニ
モ
底
々
不
信
ノ
心
ヨ
リ

ウ
ツ

信
仰
の
心
ニ
速
ニ
斡
リ
嬰
ル
事
ア
リ
。
然
レ

ド
モ
外
部
の
彼
-
一
一
瀬
サ
レ
タ

ア
刀
ン

ル
讃
同
協

ハ
更
ニ
奥
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
外
部
ノ
徴
ノ
ミ
の
量
ハ
、
正
シ
キ
信

仰
ニ
導
ク
コ
卜
能
は
ず
。

ヱ
ジ
プ
ト
ニ
於
テ
多
ノ
可
縫
奇
跡
ヲ
見
タ
ル
イ
ス
ラ
へ
ん
人
ハ
紅
海
ノ
水

ヲ
陥
ち
陵
の
如
く
渡
り
或

ハ
日
々
天
ヨ

リ
奇
跡
の
パ
ン
ヲ
愛
ケ
或
ハ
シ
ナ

イ
山
ニ
於
テ
榊
の
震
へ
ん
務
ヲ
開
キ
な
が
ら
、
彼
-
フ
ノ
紳
卜
し
て
金
の
積

牛
の
偶
像
ヲ
造
れ
り
。

叉
キ
リ
ス
ト
ノ
奇
跡
ヲ
日
々
ニ
彼
ノ
前
ニ
於
テ
見
シ
人
々
ハ
彼
ヲ
十
字
架

(
ア
プ
一
フ
ハ
ム
カ
)

ニ
付
ケ
ョ
、
十
字
架
ニ
付
ケ
ヨ
ト
呼
ハ
レ
リ
。
故
ニ
イ
エ
ス
白
け
る
ハ

、

若
し
モ

l
ゼ
ト
預
言
者
ニ
聴
か
ず
パ
、
縦
ヒ
死
ヨ
リ
匙
る
者
あ
り
と
も
其

制
削
ヲ
愛
ケ
ザ
ル
可
し
。
と
(
路
加
十
六
の
三
十
ご

故
ニ
今
旦
順
一首
ヲ
信
ゼ
ザ
ル
人
ハ

、
俵
令
キ
リ
ス
ト
ノ
行
ヒ
シ
凡
テ
ノ
奇
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踏
ヲ
見
ル
卜
雄
ド
モ
、
信
ゼ
ザ
ル
事
ヲ
決
シ
得
可
し
。

故
ニ
信
ゼ
ザ
ル
ハ
民
理
の
讃
援
の
不
足
ニ
由
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
彼
等
の

道
徳
心

J4何
様
-
一

由
ル
ナ
リ
。

「我
僚
の
一服
一音
も
し
隠
る
与
な
ら
ば
沈
倫

者
ニ
隠
る
h

也
。
此
の
如
き
人
ハ
此
の
世
の
一
柳
そ
の
心
を
盲
し
た
る
不
信

者
な
り
。
是
れ
一
刺
の
像
な
る
キ
リ
ス
ト
の
柴
の
一順
一耳
目
の
光
を
し
て
、
彼
-
フ

ノ
心
ヲ
照
さ
ざ
ら
し
め
ん
が
篤
な
り
。
」
(
コ

リ
ン
タ
後
書
四
章
三
、
四
)

此
数
ハ
吾
人
日
々
ノ
経
験
ニ

一
致
ス
ル
事
ニ
外
れ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。

故
ニ
民
理

ハ
之
ヲ
間
期
ハ
ス
心
ト

一
致
ス
ル
ニ
ア
-
フ
ザ
レ
パ

、
其
ノ
良
理
ヲ

正
シ
ク
悟
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
抜
+
卒
シ
タ
或
ハ
熟
考
ス
ベ
キ
民
理

ハ
之

ヲ
悟
リ
得
可
ク
、

一週
宣
ノ
教
育
ヲ
愛
ケ
ザ
レ
パ
良
型

ハ
見
ヱ
ザ
ル
ナ
リ
。

五
官
ニ
鰯
ル
ベ
キ
物
ヲ
以
テ
言
へ
パ
、
之
ヲ
見
ル
人
卜
美
麗
ノ
精
神
ト
一

致
ス
ル
ノ
力
ナ
キ
時
ハ
其
ノ
絶
美
ノ
僚
ヲ
{
疋
メ
ル
事
能
は
さ
る
な
り
。
徳

義
、
宗
教
ノ
民
理
ニ
闘
シ
テ
ハ
尤
も
然
り
。
故
ニ
心
の
有
機
、
其
の
悟
リ

ニ
ム
ロ
ハ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
若
し
吾
人
ノ
徳
義
心
全
ク
罪
ニ
由
テ
消
滅

ス
ル

ト
キ

ハ
道
徳
ノ
区
別
ヲ
悟
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
故
ニ
も
し
吾
ラ
ノ

心
腐
敗
し
た
る
と
き
ハ
良
質
之
民
理
ニ
シ
テ
心
ノ
清
キ
モ
ノ
ニ

ハ
民
裂
ト

見
ユ
ル
モ
ノ
モ
。
吾
人
ニ
二
匝
日
理
な
ら
ざ
る
可
し
。
罪
ヲ
怒
ム
可
キ
感
鰯

ナ
キ
モ
ノ
ハ
榊
の
義
キ
鞠
ヲ
信
ズ
ル
事
能
ハ
ズ
。

故
ニ
若
し
其
ノ
人
ノ
本
心
ヲ
醒
マ
セ
シ
ナ
ラ
パ
、
他
ノ
讃
媛
ヲ
用
ゐ
ズ
シ



テ
民
ニ
自
ラ
罪
人
ナ
ル
ヲ
感
ゼ
シ
ム
可
し
。
(
故
ニ

心
ノ
荷

者

三
脚
ヲ
見

ル
ヲ
得
。
叉
更
生
セ
ザ
レ
パ
天
国
ヲ
見
ん
事
能
ハ
ズ
。
)

マ
カ

O
何
事
も
一
柳
-
一
託
ス
可
し
。

金
ノ
事
モ
、
兄
弟
ノ
事
モ
、
己
ノ
有
様
モ
、
一
脚
を
信
じ
任
ス
可
し
。

一紳
之

ヲ
導
キ
玉
フ
可
し
。
併
し
力
の
及
ぶ
丈
ハ
働
く
可
し
。
可
威

川
活
計
ノ
事

モ
み
て
都
合
よ
く
信
者
の
篤
メ
ニ

世
話
す
可
し
。
或
ハ
息
一
a

校

へ
入
レ
或
ハ

西
京
、
大
阪
へ
働
ニ
送
り
其
他
種
々
ニ
導
く
可
し
。

O
一
路
額
キ
タ
ル
人
の
篤
メ
ニ
一
前
ル
事

一
旦
信
じ
て
蹟
イ
タ
ル
者
ハ
紳
ノ
員
ヲ
知
ル
故
ニ
其
人
ニ
聖
盛
の
援
剖
戸

ヲ
叩
キ
玉
ハ
ン
事
ヲ
祈
る
可
し
。
然
ら
ば
前
の
聞
キ
に
し
民
理
ヲ
以
テ
光

ヲ
輿
へ
、
目
ヲ
醒
ス
コ
ト
あ
ら
ん
。
(
混
同
林
多
五
章
の
五
節
)

O
主
ノ
篤
メ
ノ
働
き

各
々
己
ヲ
忘
レ
テ
主
ノ
篤
メ
ト
人
ノ
篤
メ
ニ
働
く
可
し
。
然
ら
ば
其
働
ヲ

主
必
ス
恵
マ
ン
。
か
L

る
人

ニ
ハ
必
ズ
働
も
あ
る
可
き
人
ナ
リ
。
今
余
モ

己
ノ
名
ヤ
月
給
ノ
篤
メ

ニ
働
か
ず
、
其
働
ニ
乏
し
き
モ
榊
の
篤
メ

ニ
働
か

ん
と
せ
ば
、
其
働
き
多
く
あ
る
也
。
然
レ
パ
己
ノ
翠
校
、
己
ノ
教
舎
、
己

ノ
働
卜
恩
フ
念
更

ニ
ナ
キ
筈
也
。
只
主
ト
人
ノ
篤
メ
ニ
働
ク
可
し
。

J己

O
イ
エ
ス
ノ
此
世

ニ
降
り
玉
ヒ
γ

ハ
罪
人
ヲ
悔
改
メ
シ
メ
ン
篤
メ
ナ

リ。

H 

故
ニ
五
ロ
ラ
盤
者
ヤ
義
人
ヲ
悔
改
メ
シ
メ
ン
卜
働
く
ニ
あ
ら
ず
。
病
人
ヤ
罪

人
ヤ
悪
人
ヲ
イ
エ

ス
ニ
ー
鳴
き
悔
改
メ
シ
メ
ン
矯
ナ
リ
。

罪
人
ヲ
悔
改
メ
ニ
導
く

ニ
ハ
、
愛
ハ
尤
も
入
用
ナ
リ
。
イ
エ
ス
ハ
罪
人

/

友
ト
ナ
リ
。
共
ニ
食
リ
共
一
一
交
は
れ
り
。
之
-
一
白
テ
其
愛
を
知
る
可
し
。

。
題

樹

ハ
其
の
安
ニ
由
テ
知
-
フ

ル
可
し
。

。
教
育

犬
や
血
拙
ヤ
猫
ヲ
恐
ル

L

ト
キ
之
ヲ
シ
カ
ル
ヨ
リ
之
ヲ
助
ケ
さ
と
す
可
し
。

不
然
ざ
れ
パ
憐
ヲ
失
ヒ
、
ま
た
向
ホ
助
ケ
ナ
キ
ヨ
リ
シ
テ
恐
ル
h

心
生
ず

可
し
。
ま
た
病
の
時
も
助
ケ
テ
カ
を
輿
ふ
可
し
。
憐
み
あ
る
可
し
。

。
。
説
教
の
時
聖
餐
ヲ
安
ん
妨

付
高
慢
即
ち
己
ノ
智
己
ノ
燐
己
の
皐
問
杯
-
一
し
て
己
の
功
の
如
く
恩
フ

事口
一一初
ノ
時
制

-一
心
ヲ
任
ス
ヨ

リ
、
人
ノ
心
ニ
動
か
さ
る
弘
前帯。

即
ち
普
く

言
フ
コ

ト
ト
カ
上
手

-一
セ
ン
ト
カ
或
ハ
榊
ニ
祈
ル

ニ
モ
人
ヲ
恥
ぢ
或
ハ
恐

ル
弘
事
答
。

同
説
教
中
、
高
慢
即
ち
己
ニ
頼
ル
心
の
生
ズ
ル
事
。
ま
た
人
の
誇
り
或
出

入
の
鴛
メ

ニ
心
ヲ
奪
わ
る
弘
事
。
是
れ
一澗
ヲ
忘
ル

h

ヨ
リ
生
ズ
。
故
-
一
人

ノ
心
ヲ
思
フ
ヨ

リ
榊
の
旨
ヲ
思
ヒ
忘
る
可
ら
ず
。

剛
説
教
ヲ
止
ム
ル
ト
キ
榊
の
聖
盤
ヲ
疑
フ
事
。
或
円
高
慢
ナ
リ
。
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凶
絡
の
祈
祷
ハ
尤
も
大
切
ナ
リ
。
も
し
信
仰
ナ
ク
パ

カ
ヲ
失
フ
。
削
ち
此



祈
祷
ハ
U
ハ
一
柳
ニ
己
の
及
パ
ザ
ル
庭
ヲ
頼
ム
ナ
リ
。
任
ス
ナ
リ
。
恰
モ
ル
1

サ
ー
ガ
衆
中
ニ
立
テ
一
柳
ヨ
卜
呼
ビ
、
祈
リ
シ
が
如
し
。

O
x
馬
木
伸
十
一
の

二
十
八
よ
り

什
イ
エ
ス
ハ
数
の
働
ヲ
休
み
五
ペ
ス
。

ωイ
エ
ス
ヲ
招
ケ
パ
必
ズ
来
り
玉
フ
。
ま
た
此
彪
ニ
止
り
玉
ン
事
ヲ
一
耐
レ

パ
止
り
玉
フ
。
(
サ
マ
リ
ヤ
人
の
如
し
)

国
ま
た
イ
エ
ス
ハ
来
り
玉
へ
パ
、
イ
エ
ス
ハ
吾
-
一
来
レ

ト
白
ラ
招
キ
玉
へ

リ。
川
誰
ヲ
招
キ
五
フ
。

同
イ
エ
ス
ニ
行
ク
ト

ハ
如
何

病
ヲ
愈
し
或
ハ
病
ヲ
隠
し
て
イ
エ
ス
ニ
行
く
も
の
あ
り
。
日
起
れ
誤
ナ

リ。
川
然
れ
パ
イ
エ
ス
彼
三
女
ヲ
興
へ
玉
ハ
ン
。
是
ハ
愈
サ
レ
テ
其
経
験
ヲ
仰
向

可
し
。

詩
五
十
五
の
二
十

O
働
/
日

日
開
明
日
、
郡
山
ハ
同
前
。
奈
良
ニ
設
教
ヲ
開
ク
事
。

月
明
日

歌
と
相
談
、
明
代
日研
究

火
曜
H

市11

E手

水

mH、
新
符
命
日

木
曜

H
、

金
曜
円
休
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k
脚
噌

H

奈
良
俗
道

O
x
説
教
組

0
日
仰

ニ
由
テ
義
ト
セ
ラ
ル
ヒ
引

O
濁
一
民
紳

説
教
続
き

X
V
A
V
A
 

(マ
L

)

川
其
種
子
ヲ
育
て
貨

ヲ
結
ば
せ
悦
ビ
玉
フ
モ
ノ
ハ
主
ナ
リ
。

故

ニ
其
賀
削
ち
柴
ヲ
硯
テ
、

一刑
の
俊
ビ
ヲ
吾
悦
ビ
ト
ス
可
し
。

O
仙
博
道
ハ
凡
テ
主
ノ
宰
リ
E
フ。

之
ヲ
起
し
之
ヲ
導
く
も
の
ハ
一
刷
ナ
リ
。
聖
震
ナ
リ
。
故
ニ
奈
良
ニ
道
ノ
体

ワ
リ
、山
一日
浦
ノ
婦
人
ノ
道
ヲ
聴
き
し
も
、
筒
井
ノ
婦
人
ノ
市
モ
、
中
川
ノ

姉
ノ
市
中
モ

ミ
ナ
一
例
ノ
導
き
玉
フ
事
ナ
リ
。

如
日記
榊

ハ
叙
7
1引
ヲ
川
崎
き
給
へ

る
也
。
凡
テ
非
人
ヲ
救
ヒ
給
フ
事
、
罪
人
の
円
を
限
し
給
ふ
市
什
ハ
聖
巾
忠
之

働
也
。O

第
二
章
(
説
教
)
自
分

山
川
数
ハ

'U
ラ
味
ヒ
、

日
ラ
純
験
し
白
ラ
倍
リ
タ
ル
紳
ノ
奥
義
ヲ
山
一
υ一
ル
事
ナ

nラ
救
ワ
レ
ハ
ら
聖
一盛
ヲ
愛
ケ
自
ら
榊
卜
共
-
一
花
ラ
ザ
レ

リ
。
故
-
一
第

パ
、
コ
ノ
義
務
ヲ
逃
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。

て
ぴ
a
g

若
し
め
し
ひ
の
も
の
瞥
者
の
相
せ
は
、
二
人
と
も
溝
に
務
つ
可
し
。
(
馬
太

的
十
五
一第
十
問
節
)
故
三
H
一数
ス
ル
尤
モ
備
へ
ス
可
キ
モ
ノ
ハ
己
の
心
ナ



リ
。
叉
馬
太
侍
七
章
の
二
|
五

制
(
愛
)
体
道
ハ
愛
の
働
ナ
リ
。
コ
リ
ン
タ
前
書
十
三
章
ヲ
硯
ヨ
。
故
ニ
五
回

ラ
第
一
一
聯
ト
交
り
、
第
二
人
ト
交
ル
可
し
。
人
ノ
罪
ヲ
莞
ル
シ
決
シ
テ
ウ

ル
サ
キ
心
ア
ル
可
ら
ず
。
敬
フ
事
モ
ア
リ

間
信
仰
ノ
心
ヲ
強
ん
可
し
。
一
柳
ノ
カ
ト
イ
エ
ス
ノ
救
ト
聖
霊
之
働
ヲ
信
じ

て
侍
道
ス
可
し
。
信
あ
ら
ば
信
の
如
く
ナ
リ
、
町
芯
ハ
逐
出
サ
レ
、
病
人
ハ

イ
へ
、
負
キ
者
ハ
一
服
音
を
聞
き
、
聖
霊
ニ
感
ジ
テ
心
サ
h

ル
L

が
如
く
ナ

ル
可
し
。

も
し
高
慢
ナ
ル
心
ヲ
持
テ
パ
榊
も
用
ヰ
給
ハ
ズ
。
聖
霊
ヲ
興
ヘ

ズ
。
叉
人
モ
之
ヲ
問
カ
ザ
ル
ナ
リ
。
如
何
ナ
ル
ヨ
キ
説
教
モ
鱗
舌
も
之
ヲ

附
謙
遜

安
ケ
ザ
ル
ナ
リ
。

附
繭
曹
の
一言
、
つ
ね
に
恩
を
用
ゐ
且
麹
を
以
テ
調
和
ベ
し
。
(
司
羅
西
四

章
六
節
)
爾
曹
の
衷
に
あ
る
望
の
館
配
を
間
人
に
は
、
柔
和
と
畏
健
を
以

て
、
答
を
な
さ
ん
と
と
を
恒
に
備
へ
よ
。
(
彼
前
三
百
十
五
)
そ
は
人
の

怒
ハ
一
柳
の
義
を
行
ふ
事
を
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
(
雅
各
二
章
の
二
十
)

附
常
ニ
剛
毅
ナ
ル
可
し
。

約
書
二
章
一
ヨ

リ
九
迄

言E

制
多
ノ
敵
ア
ル
ト
キ
モ
催
ル
h

事
勿
レ
。

日

附
人
々
信
じ
従
は
ざ
る
も
ム

l
デ
l
氏
の
ノ
ア
ニ
付
テ
讃
み
助
み
し
如

し。

附
種
々
の
困
難
起
り
、
ま
た
信
者
の
内
ニ
困
難
あ
る
時
も
同
じ
働
ミ
を

持
つ
可
し
。

何
人
々
ニ
誘
ラ

ん
よ
時
モ
、
人
員
の
少
キ
時
も
、
人
ノ
信
仰
冷
ナ
ル
時

モ
、
人
々
設
教
ニ
注
意
せ
ざ
る
時
も
、
熱
心
あ
る
可
き
筈
也
。
常
ニ

己
之
心
火
の
如
く
燃
ヱ
立
つ
可
し
。

同
祈
祷
、
説
教
前
も
説
教
中
も
後
も
ま
た
常
-
一
一
聯
-
一
一
前
ル
可
し
。

旧
型
恕
を
愛
く
る
事
を
妨
グ

ル
モ
ノ
是
れ
説
教
中
の
心
得
。

是
の
紙
ヨ
リ
五
枚
目
(
三
三
五
頁
)
の

O
記
披
の
説
教
の
時
聖
霊
ヲ
愛

ル

妨
ヲ
碗
ん
可
し
。

O
女
子
教
育

余
を
一
例
ハ
選
ン
デ
女
子
教
育
ニ
用
ゐ
ん
篤
め
に
、
前
よ
り
定
め
玉
ふ
る
を

知
る
故
-
一
、
此
の
事
も
常
-
一
忘
る
可
ら
ず
。

o 
x 

X
も
し
義
人
僅
じ
て
救
は
る
土
佐
得
は
一
酬
を
救
わ
ざ
る
も
の
と
罪
人
ハ

何

庭
ニ
立
ん
や
。
(
彼
得
前
書
阿
の
十
八
)

X
馬
太
侍
十
議
の
三
十
四
t

四
十

X
救
之
道

X
〉
門
町
印
ロ
円
四

H
N巾
〈
巾
]
白
色
。
ロ

(
Y
ω
)
 

O
析
の
時
常
-
一
大
切
ナ
ル
事
ハ
柔
和
ニ
し
て
兄
弟
之
罪
を
莞
す
事
な
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り



叉
汝
立
て
祈
祷
す
る
時
も
し
人
を
憾
む
C
と
有
ら
は
、
之
を
莞
せ
。
蓋
天

に
在
す
爾
曹
の
父
に
爾
曹
も
亦
そ
の
過
を
完
さ
れ
ん
篤
め
な
り
。
も
し
爾

前
回売
さ
ず
ば
天
に
在
す
嫡
曹
の
父
も
亦
な
ん
ぢ
ら
の
過
を
売
し
給
ρ

じ
。

(
馬
可
十

一
の
二
十
五
、
二
十
六
)

常
ニ
コ
ノ
事
ヲ
忘
ル
可
ラ
ズ
。
不
然
レ
パ
一
柳
ノ
旨

三
週
フ
コ

卜
能
は
ず
。

O
経
験

経
験
ノ
『
釘

ハ
容
ノ
自
分
ノ
日
愈
サ
レ
シ
事
ナ
リ
。
故
一
一
五
口
前
回
モ
人
ノ
篤
メ

ニ
祈
リ
人
ノ
悔
改
メ
シ
事
ヤ
愈
サ
レ

シ
事
ニ
ア
ラ
ズ
。
己
ノ
心
ノ
更
生
ノ

事
、
聖
援
ヲ
安
ケ
ソ
事
己
ノ
愈
サ
レ
シ
事
、
喜
ノ
事
等
ナ
リ
。
是
れ
資
地

之
経
験
ニ
て
不
催
ノ
民
理
と
謂
ふ
可
し
。

O
説
教

イ
エ
ス

ハ
常
二
五口
上
ニ
在
玉
フ
ヲ
信
じ
認
候
信
仰
ヲ
以
テ-説
教

ス
可
し
。

叉
聖
誕
ノ
能
ノ
ミ
ニ
テ
由
テ
設
教
ス
可
し
。
如
何
ナ
ル
方
法
ヲ
用
ヰ
タ
ル

言
葉
モ
無
盆
ナ
リ
。
路
町
衆
ノ
顔
ヲ
見
テ
設
教
ス
可
し
。
然
レ

パ
聖
霊
ニ
感

ゼ
シ
ヤ
或

ハ
罪
ニ
寅
メ
ラ
ル
L

ヤ
或
ρ

怒
り
し
ヤ
凡
テ
ノ
人
ノ
心
ノ
有
機

ヲ
知
ん
可
キ
ナ
リ
。

説
教
ρ
一
柳
ノ
言
葉
ヲ
以
テ
私
ノ
一一一
息
ヲ
述
、
へ

、
五口
忠
ヲ
人
ニ
伴
ヘ
ル
ニ
ア
ラ

ズ
。
一
柳
ノ
諾
ヲ
以
テ
紳
ノ
旨
ヲ
宣
ブ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
ニ
イ
エ
ス
ニ
祈
テ

其
旨
ヲ
知
ル
可
し
。

(
マ
ム
}

叉
五
口
思
ニ
由
テ
榊
ノ
導
ク
コ

ト
能
は
ず
。

故
-
一
只
祈
リ
テ
一
例
ノ
盃
ニ
川
掛
か

れ
て
民
の
川
河
川
叫
す
可
し
。
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説
教
ハ
析
の
如
き
潔
き
も
の
な
る
可
き
な
り
。

如
何
と
な
れ
ば
聖
蜜
ニ

由

テ
言
へ
パ
ナ
リ
。

故

-
一
新
ル
如
く
説
教

モ
常
ニ

祈
ル
心

ヲ
以
テ
刷
ヲ
倣

(
民
)

ヒ
、
聖
盃
聴
聞
人
ニ
感
徹
ス
ル
事
ヲ
待
ツ
可
し
。

叉
熱
心
の
愛
情
あ
る
可
き
な
り

O
病
ヲ
験
ベ
テ
醤
者
ヲ
求
メ
ヨ
。

付
病
ヲ
知
ラ
ザ
ル
者
ア
リ
。

同
人
ノ
病
ヲ
知
テ
己
ノ
病
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

同
病
ヲ
知
テ
之
ヲ
治
ス
ル
事
ヲ
懸
念
セ
ズ
、
失
望
シ
テ
心
ヲ
叢
サ
ぽ
ル
ア

。
幽
自
殺
ス
ル
ア
リ
。
自
ら
水
ニ
溺
ル

L

ア
リ
。
官
一時
ヲ
食
フ
ア
リ
。

同
病
ヲ
知
リ
愈
ン
事
ヲ
欲
し
、
留
者
ナ
キ
ニ
苦
ム
モ
ノ
ア
リ
。

馬
可
五
一一章二
十

一
ヨ
リ
三
十
四
。

0 
設

教

聖市刷出
御
降
臨
ア
ル
ト
キ
、
幾
何
ニ
て
も
力
ア

ル
説
教
出
来
ル
ナ
リ
。

O
侍
道
、
戸
ヲ
叩
キ
玉
ハ
ン
事

未
ダ
罪
ヲ
侮
改
メ
叉
人
ノ
矯
メ
ニ
ハ

、
主

-
一
新
り
戸
を
叩
き
罪
人
ヲ
起
し

玉
ハ
ン
事
ナ
リ
。
起
さ
れ
パ
戸
ヲ
聞
く
カ
ナ
シ
。
併
し
起
ス
モ
ノ
ナ
ケ
レ

パ
呂
ヲ
醒
ス

コ
ト
能
は
ず
。
如
是
イ

エ
ス
ノ
盤

ニ
由
リ
罪
ア
リ
ト
知
ら
ざ

れ
ば
キ
リ
ス
ト
ニ
来
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
目
ヲ
醒
マ
シ
ム
ル
モ
ノ
イ
エ
ス
ノ
カ



ナ
リ
。
故
ニ
コ
ノ
事
ヲ
祈
ル
可
し
。

O
五
口
不
足
ノ
物
ハ
愛
な
り

心
一
柳
-
一
付
き
人
ニ
付
愛
一
一
宮
田
ま
ん
事
を
求
む
可
し
。
働
く
可
し
。
愛

-一
不

足
あ
る
時
ハ
凡
て
の
徳
ニ
不
足
を
生
ず
る
な
り
。

何
事
よ
り
も
先
づ
互
ニ
篤
く
相
愛
す
る
事
を
す
可
し
。
部
m
は
愛

ハ
多
の
罪

を
掩
へ
は
な
り
。
(
彼
得
前
書
四
一章
八
節

な
ん
ぢ
ら
互
ニ
愛
会
」
負
ふ
の
ほ
か
凡
て
の
事
人
に
負
ふ
勿
れ
。
北
海
は
人
を

愛
す
る
者
ハ
律
法
を
完
全
す
れ
パ
な
り
。
(
緩
馬
主
百
十
三
一章
八
節
)

O
説

教

(
一料
製
)

コ
ノ
務
ヲ
篤
ス
ニ
考

フ
可
キ
者
三
ツ
ア
リ
。
卸
ち
一
脚
ト
自
分
ト
他
人
ナ

。川
神
ハ
主
人
ニ
し
て
吾
ハ
雇
人
、
他
人
ハ
萄
葡
園
ナ
リ
。
(
馬
太
侍
二
十

一
章
ヲ
見
る
可
し
)

故
ニ
凡
テ
コ
ノ
働
ヲ
己
ノ
物
ト
思
フ
可
ら
ず
。
只
一
柳
の
栄
ノ
篤
メ
ノ

ミ
ニ

働
く
可
し
。

吾
-フ
ハ
其
貨
を
自
ら
取
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
紳
ニ
一節
へ
す
可

し
。
然
れ
ば
一
例
ハ
天
園
ニ
於
て
銀
幾
何
之
賃
ヲ
愛
く
可
し
。

間
故
-
一
己
ヲ
捨
テ
L

只
全
ノ
篤
メ
ニ
働
ク
モ
ノ

ife 

も
し
自
ら
コ
ノ
畠
ヲ
務
ひ
、
ー
」
の
栄
ヤ
己
ノ
盆
ヤ
己
ノ
名
答
ヤ
己
ノ
都
合

円

ヤ
己
ノ
意
ニ
従
ふ
て
篤
す
も
の
ハ
、
紳
の
物
ヲ
奪
ひ
偶
者
者
之
報
ヲ
愛
く

可
し
。
馬
太
侍
二
十

一一
軍
三
十
三
ヨ
リ
四
十

一

凶
其
働

ハ
開
封
ナ
レ
ド
モ
主
ハ
問
、
し

故
ニ
一仰
の
園
ニ
於
て
或
ハ
雑
草
ヲ
、
抜
ク
モ
ノ
ア
リ
。
或
ハ
耕
ス
モ
ノ
ア

リ
。
或

ハ
時
間
エ
ル
ア
リ
。
水
紙
ク
モ
ノ
ア
リ
。
或
ハ
刈
入
レ
ル
モ
ノ
ア

リ
。
ポ

l
ロ
日
夕
、
我
ハ
極
ヱ
ア
ポ
ロ
ハ
濃
く
。
長
る
者
ハ
惟
一脚
な
り

と。

(
冴
林
多
前
三
の
六

而
.，
テ
其
の
園

ハ
世
界
ナ
リ
。
故
ニ
何
庭
ニ
於
テ
何
事
ヲ
働
く
も
只
主
の

多
メ
ナ
リ
。
卸
ち
何
レ
ノ
教
曾
モ
何
れ
の
却
す校
も
ミ
ナ
主
の
闘
ナ
レ

パ
、

凡
テ
ノ
栄
ヲ
喜
ピ
、
全
ク
己
ノ
利
ヤ
栄
ヤ
都
合
ヲ
顧
ミ
ず
し
て
主
の
篤
メ

ニ
ノ
ミ
働
く
可
キ
な
り
。
ム
例
ホ
ワ
イ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
説
教
中

ニ
言
ヒ

ン
、
末
日
之
裁
判
ニ
イ
エ
ス
ノ
前
ニ
出
デ
諮
教
師
ノ
言
ヒ
シ
一言
葉

同
一
刷
ノ
篤
メ
ニ

働
ク
モ
ノ
ハ
巳
ニ
主
ヨ
リ
選
ば
れ
し
者
ニ
限
ル

其
園
ニ
働
ク
篤
メ
ニ
雇
わ
れ
し
者
ハ
己
ニ
更
生
し
、
聖
霊
ヲ
愛
ケ

γ
モ
ノ

ニ
限
る
。
而
し
テ
巴
ニ
更
生
り
し
信
者
ハ
ミ
ナ
働
く
者
な
り
。
馬
可
秘
義

に
師
陣
道
ノ

一
事

ハ
然
組
側
関
エ於
有
職
之
人

-凡
ソ
篤
=耶
蘇
之
徒
-皆
宣
=篤
ν

ス

ハ

凡

ト

ク

ヲ

チ

ン

道
作
じ拘
必
然
レ謂
三各
人
需
-
登
レ
堂
説
τ
綬
乃
有
ニ機
命
目
白可
F

輿
二郷
里
郷
総
-

作
k

レ
説
至
=於
登
τ
堂
卸
株
一
一

宣
下
有
三才
徳
-之
人
土
居
跡
レ
之
(
ロ

1
7
十
の

九
、
流
各
三
の
て
コ
リ
ン
タ
上
十
二
の
二
十
八
、
ヱ
ペ
ソ
四
の
十
二

同
一柳
ヨ
リ
働
キ
場
-
一
選
サ
ル
可
し
。
即
ち
其
命
ヲ
蒙
-フ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。

ボ
ー
ロ
悔
改
メ
シ
ト
キ
白
け
る
ハ

「
主
ヨ
我
に
何
を
行
し
め
ん
と
鴛
給
ふ
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ゃ。

主
か
れ
に
日
ひ
け
る
ハ
、
起
て
。
邑
に
入
ら
ば
爾
行
す
可
き
事
を
示



さ
る
可
し
と
。
(
使
侍
九
の
六
)

イ
エ
ス
ζ

の
十
二
を
遣
さ
ん
と
し
て
命
じ
日
け
る
ハ
、
異
邦
の
途
三
付
く

勿
れ
。
叉
サ
マ
リ
ヤ
人
の
巴
に
も
入
る
勿
れ
と
。
(
馬
太
十
の
五
)

其
他
使
徒
行
停
八
の

二
十
九
、
叉
使
十
の
二
十、

叉
使
徒
停
十
三一章一二
ト

三
節
、
又
使
十
六
の
六
と
七
、
又
使
徒
伸
二
十
の
二
十
三
、
二
十
八
、
文

使
二
十

一の
十

一

一
柳
ハ
凡
テ
今
型
一盤
ニ
由
テ
可
{口
迫
ヲ
示
し
玉
フ
ナ
リ
。
北
日
火
の
柱
震
の
柱

一
テ
導
か
れ
し
が
如
し
。

故
ニ
吾
前回
自
ら
勝
手

ニ
己
ノ
身
ヲ
篤
ス
可
ら
ず
。
一
柳
ニ
新
リ
御
命
ヲ
愛
く

可
し
。
是
ハ
祈
ト
聖
書
ト
有
様
ニ
由
テ
決
ス
可
き
な
り
。
然
レ
パ
汝
ラ
主

ニ
心
ヲ
奉
げ
し
な
れ
ば
汝
之
働
ニ
付
テ
憂
フ
可
ら
ず。

川
働
人
不
足
ノ
時
ハ
主
人
-
一
祈
レ

馬
太
侍
九
章
の
三
十
八
節

同
働
ク
カ
ハ
一
柳
ヨ
リ
愛
ク
可
し

働
ク
者
ハ
日
々
食
物
ヲ
食
シ
力
ヲ
養
フ
可
き
ナ
リ
。
此
食
料

ハ
主
人
ヨ
リ

出
す
も
の
な
り
。
如
是
五
口
ラ
ノ
力
ハ
一
柳
ヨ
リ
聖
一
盛
ヲ
日
々
愛
ク
可
き
也
。

V

〈
日
用
ノ
印
刷
ハ
素
ヨ

リ
興

へ
玉
フ
約
束
ナ
リ
。

川
勝
ク
扇
子
ハ
一
柳
ヨ
リ
愛
く
可
し

削
ち
一
脚
の
言
葉
ナ
リ
。
五
口
ヲ
全
ク
己
ノ
思
ヤ
己
ノ
企
ヲ
宣
プ
可
ら
ず
。一
脚

ニ
祈
リ
テ
一
柳
ノ
旨
卜
言
ヲ
待
つ
可
き
な
り
。
罪
人
ニ
ハ
悔
改
ヲ
立
へ

、

n

ヲ
醒
セ
シ
モ
ノ
ニ
ハ
ス
L

メ
、
弱
キ
モ
ノ
ニ
ハ
主
之
旨
ヲ
述
べ
、
高
慢
ナ
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ル
モ
ノ
ニ
ハ
議
-
フ
サ
ス
可
し
。
モ
シ
己
ニ
勝
手
ニ
自
分
の
種
子
ヲ
ま
安
昔

ヲ
結
パ

サ
ル
樹
ヲ
生
ゼ
パ

、
其
樹
モ
働
ク
モ
ノ
モ
共
ニ
不
滅
火
-
一
テ
焼
か

る
可
し
。
蒔
ク
時
ア
リ
。
水
滋
時
ア
リ
。
刈
ル
時
ア
リ
。
之
ヲ
誤
ル
可
ラ

ス。
V
A
V
A
V
A
 

綴
き

同
奈
良
説
教
慮
ニ
付
て

安
息
日
之
事
等

同
三
味
線
業
之
事

口
安
息
日
之
事
。
牛
乳
商
。
コ
へ
取
ノ
事

け
埋
葬
ノ
事
如
何
、
中
川
竹
松
の
如
き
如
何
、
凡
テ
ノ
偶
像
-
一
闘
ス
ル

:rj} O
祈
祷

け
天
に
在
す
爾
曹
の
父
ハ
求
る
者
に
聖
援
を
橡
へ
ざ
ら
ん
や
。
(
路
加
十

章
十

付
信
ゼ
パ
必
ズ
得
可
し
。
(
馬
可
十

一
の
二
十
三
)
祈
祷
と
断
食

ニ
あ
ら

(
マ
込
)

さ
れ
は
逐
出
ス
コ
ト
能
ば
ざ
る
也
。
(
馬
可
九
ノ

二
九
)
然
れ
ど
疑
ふ
と

と
な
く
信
じ
て
之
を
求
む
可
し
。
疑
ふ
も
の
ρ

風
に
揺
さ
れ
て
線
へ
る
海

浪
の
如
し
。
(
雅
各
二
章
六
節
)

同
爾
曹
求
め
て
な
低
得
ざ
る
ハ
爾
慾
の
た
め
に
費
さ
ん
と
し
て
、
妄
に
求



む
る
が
故
な
り
。
(
雅
各
凹
の
三
)
税
吏

2選
か
に
立
て
天
を
も
仰
ぎ
見

ず
、
其
胸
を
打
て
、
制
よ
、
罪
人
な
る
我
を
憐
み
給
へ
と
日
へ
り
。
(
路

加
十
八
一
章
十
三
)

な
ん
ぢ
祈
る
時
ハ
厳
密
な
る
室
に
い
り
戸
を
閉
て
、
隠
微
た
る
に
在
す
爾

の
父
に
祈
れ
。
(
馬
太
侍
六
章
六
節
)

先
、
つ
往
き
て
爾
の
兄
弟
と
和
ぎ
、
後
き
た
り
て
爾
の
種
物
を
献
げ
よ
(
馬

太
侍
五
の
二
十
四
)

若
し
聖
怒
ニ
由
て
身
飽
の
行
鴛
を
滅
さ
ば
生
く
可
し
。
(
ロ

1
7
者
八
一
章

一卜同
況
し
て
榊
ハ
霊
夜
祈
る
所
の
選
、
ひ
た
る
者
を
、
久
し
く
忍
と
も
絡
ニ
救

は
さ
ら
ん
や
。
(
へ
路
加
体
十
八
の
七
)

州
委
-
一
向
テ
怒
リ
ヲ
止
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
愛
し
慰
ム
可
シ
o

附
子
供
ヲ
憐
ミ
愛
ス
可
し
。

附
老
人
ヲ
母
卜
シ
父
ト
シ
兄
ト

ン
敬
ヒ
愛
ス
可
し
。

阿
信
仰
ヲ
以
テ
信
者
ノ
篤
メ
ニ
熱
心
ニ
析
ル
可
し
。

附
兄
弟
ヲ
熱
心
ニ
愛
ス
可
し
。

付
私
ト
名
審
ヲ
更
-
一
思
フ
事
勿
レ
。
他
ノ
兄
弟
ト
教
曾
の
栄
ヲ
望
む
可

立己

し。

|オ

出
己
ノ
事
モ
兄
弟
ノ
事
モ
只
天
園
ノ
事
ヲ
思
フ
事
熱
心
ナ
ル
可
し
。

此
世

ハ
全
ク
捨
ツ
可
し
。

同
一
人
ニ
テ
厳
密
ナ
ル
室
ニ
テ
断
食
ト
涙
ヲ
流
し
熱
心

ニ
祈
ル
可
し
。

川
吾
レ
主
ト
ナ
リ
テ
働
く
ニ
あ
ら
ず
。
一
脚
の
働
の
起
立
つ
ハ
聖
護
主
ト
ナ

リ
玉
フ
ナ
リ
。
故
ニ
聖
弔
慰
吾
曹
を
起
し
て
働
を
初
メ
玉
ふ
な
り
。
故
一
一
一
刑

之
恵
を
待
つ
可
し
。

五
口
が
力
や
勢
を
出
す
可
ら
ず
。
併
し
聖
m
銀
行
ケ
ト
数

ヘ
パ
行
き
、
立
て
と
命
ゼ
パ
立
つ
可
し
。
賓
ニ
壁
蜜
之
感
化
ニ
あ
ら
ざ
れ

パ
心
ヲ
更
生
せ
ず
、
ま
た
た
と
へ

一
時
感
を
起
ス
モ
復
々
後
の
有
様
ニ
陥

る
可
し
。
-
説
教
モ
貫
一
一
聖
霊
一
一
感
ゼ
ザ
レ
パ
能
な
し
。
人
心
も
輿
ニ
聖
盛

降
ら
ざ
れ
バ
目
を
醒
ス
コ
ト
な
し
。
叉
良
ニ
聖
媛
ヲ
愛
ケ
さ
れ
パ
肉
ヲ
殺

ス
コ
ト
能
は
ず
。

同
説
教
ハ
只
紳
ノ
一意
ヲ
侍
フ
ル
モ
ノ
ト
ナ
ル
可
し
。
故
ニ
慰
一
一
盛
一
一
由
テ
数

へ
ラ
レ
聖
霊
ニ
由
テ
感
す
る
可
し
。
製
市
銀
自
ら
お
し
へ
玉
フ
如
く
、
聖
盤

ニ
由
テ
紳
ノ
言
語
ヲ
心
ニ
感
ゼ
シ
メ
玉
フ
が
如
く
、
一
府
の
言
語
を
語
る
可

し。同
祈
祷
セ
パ
一
柳
ハ
民
ニ
其
人
ヲ
悔
改
め
し
玉
フ
事
ア
リ
。
ま
た
遁
土
陶
改

む
る
有
様
-
一
導
き
玉
フ
事
ア
リ
。

附
余
或
兄
弟
の
篤
メ
ニ
聖
霊
ヲ
愛
ケ
シ
事
ヲ
祈
ル
一
一
彼
ハ
金
ノ
事
、

世
ノ

事
ヲ
新
レ
り
。

如
是一
刷
ハ
五
口
願
ハ
御
旨
三
通
は
ず
し
て
可
求
事
を
不
知
事

あ
る
可
し
。
聖
旨
を
考
へ
一
ア
祈
ル
可
き
な
り
。

O
二
家
ノ
愛
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今
日
ハ
如
何
ニ
シ
テ
妻
子
ヲ
愛
シ
慰
メ
助
ケ

ン
カ
卜
考
て
、
輿
貧
ノ
愛
ヲ



日
々
ニ
行
フ
可
シ
。
仮
令
怒
ル
ト
キ
モ
忍
耐
ン
テ
愛
ヲ
開
閉
ハ
ス
可
し
。

0 
題

X
二
心
ノ
者

ヨ、

爾
曹
の
心
ヲ
潔
く
せ
よ
。
(
雅
四
の
八
)

X
聖
市
間
以
(
雅
各
四
の
五
)

O
侍
道

山
開
通
戸
市
ニ
罪
ヲ
悔
改
ニ
渇
き
、
キ
リ
ス
ト
ニ
白
-
ア
救
わ
れ
聖
誕
之
感
化

を
愛
け
し
む
る
ニ
外
な
ら
ず
。

O
何
故
聖
緩
ヲ
愛
ケ
ザ
ル
ヤ
。

今
イ
エ
ス
ノ
足
下
ニ
ひ
れ
伏
し
私
ニ
聖
霊
ヲ
下
シ
玉
へ
ト
祈
レ
パ
、
イ
エ

ス
答
へ
テ
回
、
汝
何
故
ニ
之
ヲ
要
ス
ル
ヤ
。
余
答
へ
テ
日
夕
、
私
ノ
肉
の

罪
ヲ
殺
シ
テ
媛
ノ
活
ン
潟
メ
ナ
リ
。
織
ノ
潔
ま
ら
ん
篤
メ
ナ
リ
。
叉
私
ノ

心
ハ
暗
キ
故
光
ヲ
得
ン
篤
ナ
リ
。
叉
世
ノ
罪
人

ヲ
悔
改
メ
シ
メ
救
ハ
ン
ガ

篤
ナ
リ
。
即
ち
汝
ノ
柴
ノ
潟
メ
ナ
リ
。
卸
チ
聖
誕
ニ
由
一
ア
説
教
ヲ
ナ
ン
聖

震
ニ
由
テ
罪
人
罪
ア
リ
と
悟
ら
ん
が
篤
ナ
リ
と
。

イ
エ
ス
答
へ
テ
日
ク
。
汝
求
メ
テ
得
ザ
ル
ハ
爾
慾
の
篤
メ
ニ
費
さ
ん
と
し

て
妄
ニ
求
む
る
が
故
也
。
子
ヨ

、
心
ヲ
輿
へ

、
然
ら
ば
五
口
レ
聖
寂
ヲ
興
へ

し
I

り

ン。

F
ヨ
汝
の
心
ヲ
験
ベ
ヨ
。

主
ヨ
然
り
。
私
ハ

他
ノ
教
命
H

ニ
汝
ノ
恕
ヲ
下

γ
、
リ
パ
イ
パ

ル
ア
リ
シ

ヨ

リ
モ
、

吾
働
ニ
輿
へ
玉
へ
卜
。
是
れ
私
心
ナ
リ
、
叉
他
ノ
兄
弟
ニ
先
ダ
チ

聖
誕
恩
化
ヲ
愛
ケ
シ
ト
慢
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
叉
五
口
働
、
著
書
ヤ
教
育
ヤ
体
道

杯
ニ
慢
リ
ン
ナ
ラ
ン
。
叉
己
ノ
無
却
す
-
一
慢
リ
シ
ナ
ラ
ン
。
余
ハ
一
柳
穆
モ
英
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皐
モ
ま
ダ
出
来
ま
せ
ん
。
叉
信
仰

モ
却
し
。

人
員
ヤ
人
ノ
カ
ヲ
培
サ
ン
潟
メ
ニ
悔
改
ヲ
体
へ
シ
庭
あ
ら
ん
。
叉
其
説

教
ニ
テ
私
之
栄
ト
ナ
サ
正
リ
シ
ヤ
。
而
シ
テ
全
ク
汝
ノ
栄
ノ
ミ
ヲ
皐
グ
ル

事
ヲ
務
メ
ザ
リ
シ
。
ア
L

。
叉
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
兄
弟
ニ
ホ
コ
ル
庭
ア
リ
ゾ

ナ
ラ
ン
。
ア
ヘ
五
ロ
ハ
因
メ
ル
人
ナ
ル
哉
。
主
ヨ
リ
悔
改
メ
マ
ス
故
、
完

シ
玉
へ
。
聖
窓
ニ
由
テ
心
ヲ
嬰
ラ
セ
玉
へ
。
又
主
ヨ
、
私
ノ
一意
-
一
事
ヲ
行

ヒ
只
汝
ノ
意
ヲ
侍
ヘ
ズ
。
主
イ
エ
ス
日
夕
、
汝
信
ゼ
パ
得
可
ン
卜
。
弟
答

へ
テ
日
夕
、
吾
信
、
ス
。
吾
信
ナ
キ
ヲ
助
ケ
玉
へ
。

O
重
荷

其
リ
伎
の
罪
之
重
一荷
ハ
大
阪
或
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
或
ハ
余
-
一
来
ル
モ
更
ニ
息

シ
ア
リ
。
汝
ぢ
イ
エ
ス
ニ
行
く
可
し
。
さ
ら
ば
如
何
重
荷
も
心
配
も
安
ニ

な
る
可
し
。
叉
ハ
世
界
中
ヲ
巡
週
ス
ル
モ
安
を
得
ル
コ

ト
ナ
シ
。
馬
太
体

十

一
の
二
十
八
。

O
説
教

説
教
ハ
永
キ
ヲ
要
セ
ズ
。
飾
ヲ
要
セ
ズ
。
大
一
音
ヲ
要
セ
ズ
。
只
聖
餐
ノ
力

卜
榊
ト
イ
エ
ス
ノ
言
集
ヲ
矧
ハ
ス
ニ
ア
リ
。
質-一
一脚
ノ
聾
ノ
如
ク
聖
盛
ニ

由
テ
官
地
ノ
感
化
ア
ラ
シ
ム
可
し
。

罪
人
悔
改
メ
救
ヲ
得
ば
人
員
ノ
槍
ス
ヲ
倹
ブ
ニ
あ
ら
ず
。
人
-
一
報
知
ス
ル

ヲ
悦
プ
ニ
あ
ら
ず
。
ロ
ハ
一
仰
の
祭
卜
其
人
の
民
に
救
わ
れ
し
を
悦
ぶ
也
。



五
口
ら
イ
エ
ス
ノ
惑
を
愛
け
は
市
岡
市
明
十
分
也
。

O
省
地
之
困
難

人
ヲ
養
フ
ハ
主
ナ
リ
。
人
ノ
生
命
ハ
紳
ニ
ア
リ
。
健
康
ハ
紳
ノ
カ
ナ
リ
。

ま
た
雨
を
降
し
産
を
生
ず
る
も
一
柳
ナ
リ
。
心
ト
智
ヲ
興
フ
ル
モ
一
柳
ナ
リ
。

も
し
一
柳
、
人
民
を
憐
み
玉
わ
さ
れ
ハ

一
人
も
生
活
を
得
る
も
の
あ
ら
ず
。

然
れ
は
先
づ
天
園
と
其
義
を
求
む
る
も
の
ハ

凡
て
需
要
之
口
問
加

へ
ら
る
可

し
と
。
併
し
今
大
和
園
ハ
困
難
ナ
ル
時
な
り
。
之
を
忍
ぶ
も
の
ハ
救
わ
る

可
し
。

今
之
困
難
ハ
良
ニ
紳
よ
り
来
る
困
難
ニ
あ
ら
ず
。
信
者
之
信
仰
ト
熱
心
ト

忍
耐
之
足
ら
ざ
る
よ
り
生
ず
る
事
な
ら
ん
。

O
吾
輩
口
ハ
何
乎

然
ど
も
悪
鬼
の
爾
曹
に
報
し
L

事
ハ
喜
と
す
る
勿
れ
。
爾
曹
が
名
の
天
K

録
さ
れ
し
を
喜
と
す
可
し
。
(
路
加
侍
十
二一
章一
二
十
)
苔
ラ
ノ
喜
ハ
多
/

人
ノ
悔
改
メ
窓
鬼
ノ
出
し
事
-
一
ア
ラ
ズ
。

(
素
ヨ
リ
之
モ
喜
ナ
レ
ド
モ
)

吾
各
自
ノ
宣
ロ
ハ
己
ノ
霊
ノ
死
病
死
苦
死
重
ヨ

リ
愈
サ
レ
、
賓
一
一
心
安
ク
ナ

リ
シ
事
、
健
全
愈
快
ヲ
心
ニ
愛
ケ
ン
事
、
叉
吾
名
ノ
天
国
ノ
帳
簿
ニ
記
サ

レ
シ
ナ
リ
。
瞥
ハ
人
ノ
自
の
開
キ
シ
ヲ
喜
ビ
ン
ャ
。
否
ナ
。
民
ノ
喜
ハ
己

記

ノ
自
の
開
キ
ゾ
事
ナ
リ
。
如
日
起
吾
一
フ
モ
己
ノ
心
ノ
愈
ヱ
シ
事
ハ
十
分
ノ
喜

日

ナ
リ
。
己
ノ
病
ハ
捨
置
キ
人
ノ
病
ノ
愈
さ
れ
ん
篤
メ
ニ
働
ク
モ
ノ
ハ
民

喜
悦
ノ
心
ナ
キ
也
。
故
ニ
叉
人
ノ
事
モ
亦
然
り
。
人
員
ヲ
槍
シ
テ
一
世
ヲ
建

ツ
ル
ハ
侍
道
ニ
あ
ら
ず
。
死
人
病
人
ノ
救
ワ
ル

L

事
ナ
リ
。
故
ニ
他
ノ
教

命
日
モ
己
ノ
教
命
日
も
医
別
あ
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
何
れ
ハ
数
命
回
-
一
も
教
わ
る

れ
パ
何
ゾ
コ
ノ
喜
ニ
若
ク
モ
ノ
ナ
シ
。
叉
今
賞
地
ノ
信
者
、
、
、
ナ
盆
地
ヲ
出

ル
モ
彼
ラ
愈
さ
れ
し
ナ
レ
パ
、
何
ニ
あ
る
も
天
ニ
あ
る
も
吾
心
一
一
ふ
満
足

ナ
シ
。
五
ロ
ハ
只
愈
サ
レ
シ
事
救
ワ
レ
シ
事
が
岡
県
の
喜
ナ
リ
。

O
イ
エ
ス
救
主
ハ
震
の
働
者
ナ
リ

吾
罪
ノ
病
ヲ
愈
サ
レ
テ
健
全
ヲ
得
タ
リ
。
然
ル
ニ
後
チ
情
慾
高
慢
杯
ノ
病

再
出
シ
タ
リ
。
五
口
レ
質
ニ
イ
エ
ス
ノ
足
下
一
一
伏
シ
、
コ
ノ
病
ヲ
愈
シ
玉
へ

卜
祈
リ
ゾ
。
賢
ニ
其
病
去
リ
タ
リ
。
ア
L

喜
シ
キ
故
。
五
口
今
ヨ
リ
如
何
ナ

ル
病
モ
イ
エ
ス
ニ
繍
マ
パ
愈
シ
玉
ハ
ン
。
兄
弟
よ
。
汝
ヂ
情
慾
モ
利
ト
慾

モ
飲
食
ノ
情
慾
モ
其
他
如
何
ナ
ル
病
モ
、
イ
エ
ス
ニ
績
リ
ナ
パ
愈
サ
ル

L

事
ヲ
得
ン
。

。
イ
エ
ス
ノ
一
哩
音
ハ
賓
地
之
働

イ
エ
ス
が
人
ノ
窓
ヲ
救
ヒ
玉
フ
ハ
歯
師
が
病
人
ヲ
愈
ス
ガ
如
く
貿
地
ナ

リ
。
病
人
ナ
一
フ
ザ
ル
人
一
一
瞥
者
ノ
事
ヲ
咽
し
で
も
鈴
鹿
事
ニ
シ
テ
問
ク
な

ら
ん
。
如
日
疋
罪
ヲ
感
ゼ
ザ
ル
人
ハ
た
と
へ
ヨ
キ
融
商
者
が
あ
る
咽
し
ヲ
ス

ル

モ
市
民
ニ
感
ジ
ナ
シ
。
故
-
一
日
ヲ
閉
ヂ
肉
に
在
ル
人
ニ
イ
エ
ス
ノ
十
字
架
ヤ

貨
の
奥
義
ヲ
哨
ス
モ
更
ニ
感

γ
ナ
シ
。
イ
エ
ス
日
夕
、
犬
に
聖
物
ヲ
輿
ふ

る
勿
れ
。
ま
た
家
の
前
一
一
爾
曹
の
輿
珠
を
投
興
る
勿
れ
。
恐
く
ρ
足
に
て
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之
を
践
、
ふ
り
か
へ
り
て
爾
曹
を
唱
や
ぶ
ら
ん
。
(
馬
太
七
の
六
)
又
ポ



-
ロ

臼
ク
、
兄
弟
ヨ
我
さ
き
に
爾
前
回
ニ
語
れ
る
と
き
誕
ニ
腐
る
者
に
諮
る

が
如
く
す
る
能
ハ
ズ
。
惟
肉
ニ
属
る
者
の
知
く
、
亦
キ
リ
ス

ト
に
を
る
赤

了
に
諮
る
如
く
せ
り
。

(河
町
林
前
三
の
一

ト
一
一
)
叉
臼
ク
爾
前
回
ハ
竪
き
食

物
な
ら
で
乳
を
用
べ
き
者
と
な
れ
り
。
(
希
伯
来
五
の
十
二
)
然
れ
ば
一服

昆
田
ヲ
傍
フ
ル
ニ
謹
慎
ナ
ル
可
し
。
妄
一
一
聖
書
ヲ
詞
ミ
問
セ
或
ハ
己
の
感
じ

ヲ
侍
フ
ル
モ
盆
ヲ
ナ
サ
ズ
。
モ
シ
其
人
病
ヲ
知
ら
ざ
れ
ば
如
何
ニ
繋
ノ
功

能
ヤ
愈
ヱ

シ
幸
ヤ
愈
ヱ
シ
術
ヤ
愈
ル
方
法
ヲ
教
ユ
ル
モ
無
盆
ナ
リ
。
故
ニ

其
人
ニ
ハ
病
ヲ
悟
ラ
ス
ハ
肝
要
ナ
リ
。
叉
病
ヲ
知
リ
病
ニ
苦
ム
モ
ノ

ニ
ハ

ヲ病
{与 ヲ
フ矢fI
ノレ lつ
ニし
Jr、む
f る
モー
ァ&.
リ手
肉長
属師

2事
ノノ

数
モ ニL
ア τγ

口l

t4 
木 t
f、 。
モ 故
アニ
レ市lu
パ音

庖什々

ニ
岬
応
じ
た
る
食
物
を
刑
ゆ
可
き
な
り
。

叉
一
服
丘
回
公
民
地

一一テ
悟
ん
可
キ
ナ
リ
。
感
、
ス
可
キ
ナ
リ
。
只
皐
問
一
一

テ
智

識
ヲ
以
テ
悟
ル
可
ラ
ズ
。
更
生
ハ
更
生
セ
シ
人
ニ
ワ
カ
リ
、
感
一盛
ハ
聖
盤

ヲ
安
ケ
シ
人
二
分
リ
、
救
ノ
喜
ピ
愈
ヱ
シ
幸
ハ

之
ヲ
己
ノ
心

ニ
愛
ケ
シ
人

二
分
り、

一柳
ノ
愛
ハ
之
ヲ
味
ヒ
シ
モ

ノ
ニ
悟
ル
可
ク
、
新
ノ
熔
験
ハ
耐
ヲ

聞
か
れ
し
人
二
分
り
、
只
如
何

ニ
聖
苫
ヲ
讃
ム
モ
如
何

ニ
道
迎
ヲ
聞

モ
其

奥
義
ぐ
仇
川
ら
ざ
る
な
り
。
民
ニ
心
ヲ
頑
ニ
セ
ン
人
ニ
如
何

ニ
数
ノ
迫
ヲ
一一一一
門

フ
モ
心
ノ
ギ
ヲ
ヨ
フ

モ
天
閣
ヲ
言

フ
モ
祈
ノ
事
ヲ
一言一一口
フ
モ
感
じ
ナ
シ
。
イ

エ
ス
日
夕
、
市
民
中
.
セ
ザ
レ

パ
天
閣
ヲ
見
ル
ポ
能
は
ず
。
故
-
一
更
生
セ
ヌ
人

ニ
榊
郎
?
を
お
し
へ

析

ヲ
お
し
へ
、
或
ハ
塑

A
の
奥
義
ヲ
如
何
程
数
ゆ
る
も

無
設
な
り
。
其
人
ハ
罪
ヲ
悟
-フ

セ
目
ヲ
腿
ま
さ
せ
イ
エ
ス
ニ
来
ル
ヨ
ウ
お
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し
へ
導
く
事
肝
裂
な
り
。
叉
壁
一
窓
ノ
カ

ハ
之
ヲ
愛
ケ
テ
後
二
分

ル
モ
ノ
ナ

リ
。
故
ニ
民
ニ
一服
一音
ヲ
悟
る
ハ
質
地
之
ヲ
愛
ケ
し
後
ナ
リ
。
故
ニ
一服
音
ヲ

知
ら
ん
と
お
も
ふ
も
の
ハ
只
一
脚
皐

ニ
テ
研
究
す
る
ヨ
リ
貧
地
行
フ
事
ヲ
務

メ
ヨ
。
然
ら
は
日
ニ
其
民
理
を
悟
り
得
可
し
。
た
と
へ
聖
書
之
注
解
ヲ
ミ

ナ
ヨ
ム
モ
伴
道
方
ヲ
ミ
ナ
勉
強
ス
ル
モ
之
ニ
更
ニ
己
ニ
行
わ
ざ
れ
ば

一
モ

民
理
ヲ
知
る
事
能
は
ず
。
一
柳
の
園
ハ

言

一
一
あ
ら
ず
。
能
な
り
。

叉
一問
主日
ノ
経
験
ハ
人
ノ
経
験
ヲ
多
ク
讃
ミ
タ
ル
ヤ
見
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
経

験
多
キ
人
ト
ハ
自
ラ
ノ
心
ノ
内
ニ
質
地
経
験
ヲ
得
シ
モ
ノ
ヲ
卦一
日
フ
ナ
リ
。

然
ら
ざ
れ
パ
不
動
議
録
ニ
あ
ら
ず
。
削
ち
内
ノ
讃
銭
ナ
リ
。
故
-
一
各
々
一
致

(マ

h
)

は
れ
、
印
己
ノ
心
ノ
内
ニ
ア
ル
ナ
リ
。
故
ニ

心

ニ
罪
ノ
大
ナ
ル
ヲ
感
じ
イ

エ
ス
ニ
頼
リ
、
良
之
心
ニ
安
ヲ
得
シ
人
ハ
聖
誕
モ
イ
エ
ス
モ
悟
リ
シ
人
ナ

リ
。
不
然
れ
ば
如
何
ニ
本
ヲ
讃
ミ
テ
、
斯
ク
多
ト
理
ヲ
究
ム
ル
モ
己
レ
賓

行
セ
ザ
レ
パ
更
ニ
員
理
ヲ
知
ら
ず
。
恰
モ
警
他
ノ
瞥
人
ノ
目
ノ
開
か
れ
し

ヲ
開
キ
L

テ
日
夕
、
誰
々
ハ
替
問
キ
ソ

l
ジ
ャ
ト
言

フ
ヲ
知
リ
自
ラ
愈
サ

レ
ザ
ル
ガ
如
ン
。
故
ニ
只
一服
一首
ノ
号一
円
ヲ
多
ク
人
ノ
耳
一
一
入
レ
ル
ヲ
務
メ
ズ

一
々
行
ワ
シ
ム
ル
ヲ
務
メ
ヨ
。
文
天
国
ニ
入
ル
モ
ノ
ハ
悶
キ
シ
モ
ノ
ニ
ア

ラ
ズ
。
之
ヲ
行
ヒ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。

叉
盲
他
ノ
人
ノ
日
開
キ
ン
ヲ
聞
キ
、
さ
ら
ば
五
日
モ
イ
エ
ス
ニ
行
き
愈
サ
レ

ン
ト
決
心
セ
シ
ト
キ
ハ
、
未
だ
イ
エ
ス
ノ
幸
ヲ
知
リ
ン
モ
ノ
ニ
あ
ら
ず
。



白
ラ
行
キ
開
カ
レ
シ
後
初
メ
テ
其
喜
ヲ
自
分
の
心
一
一
得
可
し
。

夫
婦
ノ
愛
モ
子
ノ
警
モ
祈
祷
命
百
モ
一
家
ノ
祈
祷
命
日
モ
一
民
地
其
幸
一
耐
を
味
わ

祈

は
ざ
れ
ば
文
民
間
別
ハ
分
ら
ず
。
か
れ
答
け
る
ハ
罪
人
な
る
や
、
否
、
わ
れ

之
を
知
ら
ず
。

我
ρ

帥
廿
者
な
り
し
が
今
日
明
に
な
れ
る
此

一一
鳴
を
知
る
。

(
ヨ
ハ
ネ
侮
九
章
二
十
五
)
貨
に
彼
ノ
目
ノ
開
キ
し
其
力
卜
言
ヒ
其
幸
ト

言
ヒ
貿
地
ノ
事
故
、
コ
レ
悩
ナ
ル
讃
援
ハ
ナ
シ
。
如
是
、
今
日
ノ
諮
モ
賀

地
心
ノ
愈
ヱ
シ
事
ナ
リ
。
コ
ノ
讃
ヲ
愛
ケ
ザ
ル
人
ハ
讃
ナ
カ

ラ
ン
。

な
ん
じ
ら
道
を
行
ふ
者
と
な
る
可
し
。
徒
乙
れ
を
聞
く
の
ミ
に
し
て
自
己

を
欺
ク
勿
レ
。
(
雅
各
一
の
二
十
二
)

O
自
ラ
喜
べ

自
ラ
数
ワ
レ
シ
事
愈
サ
レ
シ
官
官
ヲ
菩
ビ
人
ノ
前
ニ
喜
ヲ
表
ス
可
シ
。

O
品開溢

耐
博
道
ハ
凡
テ
ノ
病
人
ヲ
愈
ス
働
ナ
リ
。
故
ニ
病
気
ヲ
知
ら
す
事
ト
イ
エ
ス

ナ
ル
融
酉
ヲ
教
ゆ
る
事
な
り
。
故
一
一
愛
ノ
働
ナ
リ
。
故
ニ
熱
心
ノ
愛
ヲ
以
テ

病
人
ヲ
軽
蔑
セ
ズ
之
ヲ
憐
ミ
熱
愛
ヲ
以
テ
人
々
の
篤
メ
ニ
働
く
可
し
。
故

一
忠
人
ヲ
怒
ん
勿
レ
。
之
ヲ
莞
し
忍
ビ
テ
導
く
可
し
。
病
人
ニ
働
ノ
出
来

ざ
る
事
憂
ル
事
ヲ
責
ム
ル
勿
レ
。
憐
ム
可
し
。
働
ノ
出
来
ザ
ル
ハ
歯
然
ノ

iie 

事
ナ
リ
。
如
何
ト
ナ
レ

パ
病
人
ナ
リ
。
故
-
一
愈
サ
ル
弘
事
ヲ
勧
ム
可
し
。

O
全
ク
己
ヲ
捨
テ
ヨ
。
然
ラ
パ
得
可
し
。

日

一
柳
ニ
ハ
能
ハ
ザ
ル
事
ナ
シ
。
叉
難
キ
事
ナ
シ
。
叉
不
足
ナ
シ
。
故

三
島
ロ
ラ

全
ク
悔
改
メ
己
ノ
道
ヲ
捨
テ
叉
己
ト
智
ト
金
ト
世
ニ
頼
る
を
止
メ
パ
、
必

ズ
一
柳
ハ
吾
ラ
ノ
祈
リ
ヲ
間
キ
玉
フ
ナ
リ
。
故
ニ
如
何
ニ
弱
ク
ナ
ル
モ
如
何

ニ
小
ク
ナ
ル
モ
如
何
ニ
難
ク
ナ
ル
モ
全
ク
主
ノ
旨
ニ
従
へ
。
然
ル
ノ
チ
榊

ハ
助
ケ
屯
フ
ナ
リ
。〔
衆
の
人
を
山
田
ふ
可
し
。
彼
得
二
の
十
七
〕

O
祈
憐

一
前
ハ
唇
ヲ
一
柳
ハ
開
キ
玉
ハ
ズ
。
心
ヨ
リ
興
ニ
祈
ル
ナ
ラ
ば
一
柳
ハ
必
ズ
聞
キ

玉
フ
ナ
リ
。
一
脚
ハ
援
に
鋭
ナ
レ
パ
援
卜
民
ヲ
以
-
ア
祈
ル
可
し
。
信
じ
テ
祈

ん
可
し
。
信
ゼ
ザ
レ
パ
榊
ヨ
リ
何
ヲ
モ
得
ル
ト
恩
フ
勿
レ
。

。
題

X
凡
て
我
愛
す
る
者
ハ
我
ζ

れ
を
責
メ
之
を
懲
ス
。
回
疋
故
ニ
爾
附
み
て
悔

改
メ

ノ|二ヨ

後(
設22約

ム歎
7rく

の
十
九

X

(
夜
題
)
汝
の
病
ヲ
験
ベ
ヨ
。

爾
わ
れ
に
何
を
篤
ら
れ
ん
と
欲
ふ
や
。
(
馬
可
十
の
五
十
二

O
A吊
ニ
喜
ブ
可
し
。
(
帖
倣
前
書
五
の
十
六
)

吾
曹
憂
フ
ル
事
勿
レ
。
常
一
一
喜
ぶ
可
し
。
長
ニ
イ
エ
ス

卜
友
な
ら
ば
如
何

有
機
-
一
も
喜
ぶ
可
き
な
り
。

O
大
和
基
督
青
年
舎
へ
ノ
動
メ

タ

t

e

γ

リ

げ

付
鍛
能
利
レ
鍛
人
能
利
口
其
友
之
面
-亦
然
銭
言

h
人
鑑
エ於
水
-商
興
レ
面

ス
ル
毛

ν

ノ

n
，“

相
針
人
心
劉
エ
人
心
-亦
如
レ
回
定
善
友
賢
友
ハ
吾
手
本
ト
ナ
シ
、
愚
ナ
ル
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女
、
弱
キ
友
ハ
之
ヲ
教
へ
、
コ
レ
亦
五
口
心
ヲ
謄
ク
ナ
リ
。
文
友
ノ
誤
リ

ヲ
見
-
ア
ハ
五
口
悪
ヲ
矯
メ
、
五
口
ヲ
窓
ム
モ
ノ
ハ
之
ヲ
愛
シ
五
門
忍
耐
ヲ
噌

(
マ
ム
)

ン、

同
公
盆
ヲ
計
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

無
z

指
引
者
-則
民
箆
性
議
者
衆
則
得
レ{
女
(
簸
十

一
ノ
十
四
)

今
日
日
本
之
有
様
ハ
如
何

回
故
一
一
之
ヲ
潟
、
尤
モ
大
切
ナ

ル
事
ハ
汝
ラ
ノ
基
礎
ナ
リ
。
ヱ
ホ
パ
ノ
岩

ノ
上
ニ
働
ヲ
立
ツ
ベ
シ
。
然
ラ
ザ
レ
パ
極
々
ノ
腐
レ
コ
ノ
枇
ニ
起
ら

ん
。
又
風
雨
ノ
篤
メ
ニ
倒
サ
レ
ン
。
剖
ち
人
ノ
減
シ
タ
時
或
ハ
金
/
不

足
ノ
篤
メ
或
ハ

利
ノ
篤
メ
ニ

倒
ル

L

ナ
リ
。

(凶)

致

同
議
遜

同
問
問
立
ノ
気
象

同
忍
耐

日
本
県
生
の
例
、
楽
観
往
生
の
事

川
望
ヲ
大
ク
シ
、

小

ヨ
リ
初
メ
大
-
一
進
ム
可
し
。
一
柳
ノ
働
ハ

凡
テ
芥
極
の

n
H

J
O
 

'
h
M
l
 

ヱ
|
ル
大
陥
学
校
、

マ
ウ
ン
ト
セ
ミ
ナ
リ
!
翠
校
、
ア
メ
リ
カ
合
洲
閥
、

ア
メ
リ
カ
ン
停
道
命
回
一
位
、
の
如
し
。

川
大
和
ニ
於
テ
事
ヲ
篤
ス
コ

ト
ヲ
得
ル
ヤ

O
愛
諌
時

人
五
口
ヲ
諌
ム
ル
ト
キ
如
何
ニ
怒
リ
テ
言

フ
モ
其
人
ニ
理
あ
ら
ば
俊
ン
デ
愛
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ヶ
、
自
分
ノ
誤
リ
ヲ
正
ス
可
し
。
た
と
へ
自
分
ノ
潟
せ
し
事
善
ニ
も
せ
よ

怒
ル
可
ラ
ズ
。
柔
和
ニ
説
明
す
可
し
。



H
人
間
交
際
の
本

園
の
有
機

te 

心
を
守
る
の
方

日

明
治
十
八
年
六
月
六
日
よ
り

二
十
二
日
ま
で

表
紙
)

紀
元
一
千
八
百
八
十
五
年
六
月

JournaI of the work 

明
治
十
八
年
六
月
ヨ
リ

Nizo Naruse 

Hisai 

]apan 

於川
伊 II 
勢 II 

l垂コ!
I nL.. I 

0
・4
ヨ
リ
起
ん
災
持

ω往
士
ロ
ヨ
リ
人
心
の
汚
綴

Ise 同
誘
患
の
勢
力

凶
男
女
の
聞
を
清
潔
-
一
国
防
す
の
方
法
問
聖
心
民
感
化
力

以
下
二
六
頁
よ
り
川
き
始
む

一 一(
孟 ~è 守

目録益
o '---1 

午
後
婦
人
集

り
ニ
於
て
、

万
寿
伎
路
加

仰
向
を
数
ゆ
。

七
日

六
月
六
日

七
日

安
息
日

ハ
日
朝
五
時
京
都
を
出
立
、
夜
九
時
過
、
津
ニ
着
。
安
息

日
。
朝
久
居
ニ
来
り
、
朝
九
時
頃
よ
り
聖
書
研
究
。
後
安

息
日
之
事
ニ
付
、
感
を
述
ふ
。
佼
ハ
「
信
あ
ら
は
山
を
海

K
移
す
」

一
付
説
教
す
。
凡
て
の
兄
弟
小
弟
の
来
た
る
を

大
ニ
喜
べ
り
。
ま
た
尤
も
懇
な
る
待
遇
ニ
逢
へ
り
。
久
居

の
信
者
ハ
十
一
名
ニ
し
て
悉
く
士
族
也
。
融
問
藤
鹿
夫
婦
、

本
間
左
仲
夫
婦
、
及
融
制
藤
老
母
、
五
味
一
族
、
伊
藤
景
勝

六
月
八
日

家
(
波
椴
村
)
中
村
弥
太
郎
、
道
中
山
の
景
色
美
な
る
を
感
ぜ
り
。

てん
本
(
執
事
)
上
村
た
み
(
津
)
中
山
門
次
郎
、
辻
本

雨
天
ニ
て
久
屑
ニ
留
り
、
諸
庭
-
一
書
欣
を
出
し
、
午
後
斉
藤
氏
と
共
一
一
伊

ニ
道
を
諮
る
。
初
め
彼
の
設
を
聞
き
、
出
芯

魔
の
策
卜
塁
を
認
め
、

政
景
勝
氏
の
父
(
七
十
七
歳
)

一
々
之
を
殴
き
、
き
り
す
と
の
員
理
を
設
け
り
。

彼
の
設
は
人
ハ
死
し
て
直

ニ
消
滅
す
る
も
の
な
り
と
。
併
し
説
明
後
、
共

剛五口

調
べ
、

ニ
祈
祷
し
て
婦
へ
れ
り
。
五
口
恩
ふ
ニ
親
し
く
罪
人
と
接
し
、
よ
く
其
心
を

一々

キ
リ
ス
ト
の
良
型
を
瀬
は
す
ハ
、

W
H
-一
大
切
ニ

し
て
、
民
理
一

十七)

を
残
ス
事
な
く
、
其
人
の
誤
り
を
残
ス
な
く
、
力
を
残
ス
ナ
ク
、
其
庭
ニ

て
心
を
明
こ
な
ら
し
め
、
凡
て
の
雲
露
を
あ
ら
し
、
直
ニ
悔
改
め
る
事
を
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伽
め
、
其
人
の
矯
め
、
其
H
の
み
惑
の

H
欽
の
円
な
り
と
信
じ
、
道
を
語

る
べ
し
。
如
口
疋
市
内
人
の
心
を
も
之
を
終
し
、
後
あ
る
市
下
ハ
残
す
い
胞
な
く
詰
問

る
可
し
。
使
侍
二
十
の
二
十
と
二
十

一、

夏
中
盆
地
ニ
テ
ノ
働
、
人
々
創
集
舎
を
作
り
稲
呈
日
を
宣
ぶ
る
事
、
家
々
ニ

行
き
設
す
る
事
、
聖
書
を
数
ゆ
る
事
、
歌
、
西
洋
縫
裁
を
数
ゆ
る
事
、
信

者
各
々
ニ
働
を
数
ゆ
る
事
、

能
く
人
と
交
り
、
其
人
の
経
験
と
考
を
聞
き
、
己
の
金
と
な
し
、
ま
た
其

人
の
徳
を
立
つ
る
は
、
吾
ら
の
可
務
事
也
。
人
と
話
ス
時
ハ
よ
く
其
人
の

綬
験
を
聞
き
、
徳
を
悠
つ
可
し
。

体
の
人
ハ
基
督
教
を
嫌
ひ
説
教
慮
-
一
J'家
を
伯
す
人
な
く
、
一信
お
ら
大
ニ
h
H

を
議
せ
し
も
、
米
だ
之
を
得
ず
。
止
む
を
今
ハ
久
屑
ニ
留
れ
り
。

イ
エ
ス
臼
は
く
、
高
民
三
脂
一音
を
宣
べ
よ
と
。
故
ニ
五
円
ら
の
望

ハ一

一あ

り

一
三
品
民
ニ

、
一
円
一服
音
を
宣
ぶ
。
故
ニ

此
目
的
を
逮
す
可
し
。

此

を
如
何

ニ
妨
ぐ
る
も
の
あ
り
と
も
其
妨
ニ
勝
ち
、
之
を
除
く
矯
め
に
働
き

ぷ
を
達
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
故
-
一
人
々
集
ま
ら
さ
れ
ば
家
々
ニ
行
き
て
語
る

可
し
。
或
ハ
道
ニ
て
唱
す
可
し
。
如
何

ニ
も
し
て
寓
民
-
一
一
侃
く
侍
わ
る

様
、
カ
を
脅
す
可
し
。
第
二
其
人
疑
へ
は
之
を
開
き
、
賎
め
ば
之
を
導

き
、
如
何
も
し
て
人
心
を
一服
一
首
ニ
導
き
、
一
蹴
一音
の
奥
義
を
示
し
、
之
を
信

ず
る
よ
ふ
、
之
を
味
ふ
よ
ふ
ニ
働
く
可
し
。
只
此一
服
音
一
一
よ
り
て
救
は
る

可
し
。

O
待
火
曜
日
ニ
獣
示
録
研
究
す
る
事
三
疋
む
。
又
歌
。
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O
一服
一足一回ハキ
リ
ス
ト
の
奥
義
ナ
リ
。
故
ニ
キ
リ
ス
ト
ヲ
瀬
川

セ
パ
、

五口職

ハ
謹
ル
ナ
リ
。

O
信
者
の
一
家
、
賓
ニ
幸
福
な
る
有
国
防
を
感
ぜ
り
。

六
月
九
日

務
藤
氏
と
谷
田
粂
母
ニ
道
を
哨
し
、
午
後
川
村
老
人
(
八
十
七
)
ニ
道
を

動
め
、
北
ハ
ニ
祈
祷
し
次
ニ
集
ニ
道
を
語
る
。
彼
ハ

心
の
誘
ニ
勝
つ
力
無
き

を
悲
め
り
。
極
々
一
柳
の
言
葉
一
一
頼
る
事
を
数
、
只
共
ニ
祈
祷
せ
り
。
夜
ρ

五
味
氏
の
ん
宅
-
一
於
て
歎
一一小
銭
研
究
及
ひ
歌
の
稽
古
せ
り
。
何
れ
も
心
ニ
感

じ
、
ま
た
人
の
蜜
ヲ
憐
む
心
あ
り
し
。

六
月
十
日

(
以
下
二
子
不
明
)

O
一
服
立
自
の
侍
わ
る
は
一

人
ニ
て
速
ニ
侍
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。

凡
て
の
信
者

は
隣
ニ
侍
道
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
た
と
へ
は
コ
レ
ラ
病
の
如
き
一
人
よ
り
他

一
移
り
、
叉
他
-
一
移
、
直
ニ
諸
方
-
一
体
わ
る
が
如
し
。

O
イ
エ

ス
目
、
隣
を
愛
す
る
ハ
己
の
如
く
せ
よ
と
。
故

ニ
他
人
の
盤
」壬
伺

機
卜
救
ト
、
之
ハ
己
の
盤
之
有
様
と
恩
へ
ば
、
必
ズ
憐
む
心
起
り
、
其
人

の
篤
に
熱
心
祈
る
心
力
を
設
す
心
生
ず
る
な
り
。
ま
た
他
の
信
者
の
徳
を

建
て
、
増
々
信
抑
の
進
み
心
の
潔
ま
る
事
を
深
く
考
へ
、
働
く
な
る
可

しO
人
々
救
は
る
L

事
ハ

、
聖
窓
之
御
恩
あ
ら
ざ
れ
ば
能
は
ざ
る
事
故
、
人



の
霊
魂
の
事
を
己
の
事
と
思
は
耳
、
熱
心
祈
祷
し
、
求
む
可
し
。

O
吾
ニ
二
の
目
的
あ
り
。
一
ハ
商
人
を
キ
リ
ス
ト
ニ
由
テ
救
ハ
ン
事
一
一ハ

只
一服
迂回
ヲ
停
フ
ル
事
ナ
リ
。「
我
ハ
ギ
リ
シ
ャ
人
及
閉
山
邦
人
ま
た
智
人
お

よ
び
愚
人
に
も
負
へ
る
騒
あ
り
」
ロ
!
?
一
の
十
四
、

「
只
乙
の

一
事
を

務
む
卸
ち
後
ニ
在
る
者
を
忘
れ
前
に
在
る
も
の
を
望
み
榊
キ
リ
ス
ト
イ

エ

ス
ニ
由
て
上
へ
召
て
賜
ふ
所
の
褒
美
を
得
ん
と
標
準
に
向
て
進
む
な
り
」

緋
立
三
の
十
四
、

「
わ
れ
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
と
彼
の
十
字
架
に
釘
ら
れ
し

事
の
外
は
爾
ら
の
中
ニ
あ
り
て
何
を
も
知
ま
じ
と
意
を
定
め
た
れ
ば
な

り
」
司
林
多
二
章
の

二
、
此
職
を
遂
ん
こ
は
、
墜
き
一強
き
心
あ
ら
ざ
れ
ば

決
し
て
得
ざ
る
也
。
此
熱
心
は
祈
祷
に
由
て
紳
よ
り
愛
け
ざ
れ
ば
、
決
し

て
得
ず
o

北
日
よ
り
帥
の
道
の
侍
わ
り
、
多
の
人
震
放
は
れ
し
は
只
聖
震
之

御
能
な
り
し
。
然
れ
は
、
今
円
も
亦
然
る
可
き
也
。
フ
ヰ
ネ
l
氏
自
く
、

五
回
祈
符
を
怠
れ
ば
力
あ
る
説
教
を
篤
し
得
ず
と
、
一脚
の
道
は
言
葉
-
一
て
伴

は
ら
ず
、
能
ニ
由
て
仰
る
な
り
。
併
し
此
一
服
音
が
侍
る
ニ
ま
た
人
心
-
一
人

る
複
々
山
様
々
の
妨
あ
れ
ば
、
之
卜
戟
ひ
、
勝
た
ざ
れ
ば
一脳
一
音
を
愛
る
事
能

は
ざ
る
な
り
。
祈
祷
す
る
ニ
、
必
ズ
得
る
と
信
じ
て
祈
る
可
し
。
働
ニ
、

必
ズ
成
る
と
信
じ
て
働
く
可
し
。

日己

人
の
必
ズ
亡
プ
ル
事
ヲ
竪
ク
信
ぜ
さ
れ
ば
、
熱
心
生
ぜ
ず
。

「吾
ニ
ス
コ

H 

ソ
ト
ラ
ン
ド
を
輿
へ
給
へ

。
然
ら
ざ
れ
ば
吾
-
一
死
を
あ
た
へ
た
ま
へ

」
と

祈
傍
あ
る
可
し
。
五
口
ら
は
人
を
紋
ふ
の
働
を
篤
さ
ピ
れ
ば
、

此
世

-一
生
る

の
道
理
な
し
。
一
柳
は
必
ず
析
を
聞
き
た
ま
へ
ば
、

必
ず
成
る
と
信
じ
、
常

一
祈
祷
し
て
其
を
成
さ
ん
と
務
む
可
し
。
一
柳
よ
り
答
あ
り
て
、
其
人
が
救

を
愛
る
ま
で
、
熱
心
ニ
祈
祷
す
可
し
。

O
吾
ら
今
世
ニ
於
て
の
働
は
、
人

の
盛
を
救
ふ
事
と
信
者
の
徳
を
建
て
、
即
ち
育
つ
る
ニ
あ
り
。

祈
祷
も
此

二
ニ
あ
り
。

他
は
皆
な
之
-
一
属
す
る
物
な
り
。
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
及
十
二

使
徒
其
他
ル

|
サ
!
、
ム

|
デ
l
、
ヒ
l
テ
l
、
其
他
凡
て
の
信
者
働

も
、
此
外
ニ
出
で
す
(
叉
己
ノ
救
ト
教
育
ハ
素
ヨ
リ
)
。
人
の
矯
め
に
熱

心
ニ
働
は
是
れ
愛
な
り
。

「
も
し
人
そ
の
兄
弟
の
死

ニ
至
ら
ざ
る
罪
を
犯
す
を
見
ば
祈
り
て
死
ニ
至

ら
ざ
る
罪
を
犯
す
者
に
生
を
濠
ふ
可
し
」
約
書
第
一
の
五
の
十
六
。
「
夜

も
肇
も
祈
祷
に
断
え
ず
爾
を
懐
ふ
ニ
由
て
」
提
摩
後
一
の
三

「わ
れ
ら
祈
祷
の
中
ニ
爾
曹
の
事
を
陳
て
常
ニ
爾
ら
衆
人
の
篤
に
一
例
に
感

謝
す
」
帖
撒
羅
前
一
の

聞

広
u

「聖
短
自
ら
一言
が
た
き
の
慨
歎
を
以
て
吾
僚
の
矯
ニ
祈
り
ぬ
」
U
2

T
E
0
0
 

「人
の
家
一
一
人
ら
は
先
づ
そ
の
家
の
安
全
な
ら
ん
事
を
求
へ
」
路
加
十
の

五
「彼
ら
が
製
径
を
愛
ん
矯
に
祈
れ
り
」
使
侍
八
の
十
五

「然
れ
ど
爾
の
信
抑
制
問
ざ
る
よ
ふ
磁
の
篤
に
祈
れ
り
悶
蹄
ら
ん
時
其
兄
弟

を
獲
せ
よ
」
路
加
廿
二
の
三
十
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「
イ
エ

ス
白
け
る
は
彼
等
を
赦
し
給
へ
其
篤
す
所
の
知
ざ
る
が
放
な
り
」



路
加
二
十
三
の
三
四

「隣
人
の
震
に
級
生
口
、
祈
持
、
懇
求
、
感
謝
せ
よ
」
提
陛
前
二
の

一

「篤
レ
隔
怠
コ於
祈
祷
一阿
波
=罪
於
耶
和
撃
-
」
云

々
…
徹
母
前
十
二
の
お

O
信
者
ハ

、
各

々
基
督
ノ
一
服
一音
を
品
開
ル

働
ヲ
熱
心

一
一
務
メ
ザ
ル
可
ら
ず
。

素
ヨ
リ
皆
ナ
衆
人
ニ
説
教
ハ
で
き
ざ
ら
ん
。
然
れ
と
も
、
査
モ
復
モ
其
人

ノ
篤
メ
ニ
祈
り
、
或

ハ
如
何
ニ
導
き
得
る
か
紳
-
一
新
り
、
或

ハ
本
を
倍

し
、
或
ハ
集
ニ
導
き
、
己
ノ
全
力
全
心
ヲ
入
レ
テ
働
か
は
、

一
人
の
震
を

救
ふ
事
を
得
ん
。
然
る
後
叉
他
ノ
人
ヲ
導
き
、
漸
々
衆
人
を
救
ひ
得
る
ニ

至
ら
ん
。

迷
へ
る
者
を
引
き
返
す
は
、
其
即
忠
魂
を
死
よ
り
救
ふ
也
。

故

ニ
仲
道

ハ
、
貧
乏
人
ニ
施
し
、
或
ハ
溺
死
を
救
ひ
、
或
ハ
病
人
を
助

け
、
或
ハ

焼
け
死
せ
ん
と
す
る
人
を
救
ひ
、
或
ハ
賊

ニ
殺
さ
れ
ん
と
す
る

者
を
助
け
る
よ
り
大
事
-一
し
て
美
事
ナ
リ
。
如
何
と
な
れ
ば
、
無
限
盤
ヲ

地
獄
の
火
よ
り
救
ひ
天
園
ニ
救
ひ
出
す
事
な
れ
ば
也
。

O
水
曜
日

ニ
付
、
佼
祈
祷
命
日
ニ
施
て
、
男
女
信
者
と
も
熱
心
な
る
祈
祷
ノ

命
日あ
り
し
。

六
月
十
一
日

朝
、
綱
嶋
、
本
間
氏

-二宝
μ
肢
を
出
す
。

O
午
後
新
藤
氏
と
共
ニ
伊
藤
庄
五
郎
氏

ニ
行
、
一
服
音
を
語
る
。
彼
ρ

只
キ

リ
ス
ト
教
信
者
の
行
-
一
感
じ
、

己
も
如
是
行
を
篤
さ
ば
、
人
よ
り
愛
敬
せ

ら
れ
ん
と
思
へ
り
。
故
一
一
一
脚
と
和
く
事
叉
霊
魂
上
之
救
之
大
切
な
る
を
説
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き
し
が
、
悔
改
ニ
力
を
設
さ
ん
と
言

へ
り
。

O
吾
ら
一

人
を
地
く
ニ

も
全
心
全
力
を
識
さ
ピ
る
可
ら
ず
。
も
し
其
人
の

救
と
な
る
事
な
れ
ば
、
己
の
生
命
を
も
拾
っ
可
し
。
素
よ
り
時
も
智
も
金

杯
ハ
悉
く
設
す
可
き
な
り
。
其
人
の
救
ヲ
延
す
勿
れ
。
今
日
只
今
悔
改
メ

ヨ
ト
ス
L

J

、
其
悔
改
ト
救
ニ
妨
げ
あ
ら
ば
力
を
蓋
し
て
全
ニ
至
る
可

しO
夜
伊
藤
氏
宅
ニ
於
て
歎
示
録
研
究
並

ニ
歌
修
業
せ
り
。

六
月
十
二
日

榊

ハ
北
日
よ
り
今
一
一
至
る
ま
で
天
一
一
あ
り
。
地

ニ
あ
り
。
削
ち
在
さ
£
る
庭

な
き
榊
な
り
。
其
の
存
在
と
御
働
は
前
向
物
に
願
は
れ
た
り
。
如
日
記
キ
リ
ス

ト
モ一
仰
な
れ
ば
、
天
ニ

在

ス
ト
雌
ド

モ
叉
苔
が
傍

ニ
在
ス
ナ
リ
。
創
ち
在

さ
ピ
る
所
な
き
一
脚
ナ
リ
。
其
チ
の
御
働
ト
性
質
は
嬰
古
ニ
販
は
れ
た
る
が

如
し
。
ま
た
製
盤
も
一
酬
な
り
。

其
働
も
北
目
よ
り
今
ニ
至
る
ま
で
願
は
れ
た
り
。
故
ニ

此
の
三
佼

一
健
の

一脚
ハ
員
の
一柳
な
れ
ば
、
き
り
す
と
も
聖
震
も
良
一
脚
と
し
て
顕
ハ
サ
ピ

ル
可

ら
ず
。
奔
せ
さ
る
可
ら
ず
。
今
晩
の
集
り
ニ
ハ

、
此
三
位
一

陣
胞
の
紳
来
り

玉
フ
ナ
リ
。
人
々

此
榊
よ
り
恵
ヲ
得
可
し
。
今
晩
語
り
給
フ
モ

ノ
ハ
聖
霊

の
一刷
な
り
。
救
ひ
給
ふ
も
の
は
キ
リ
ス
ト
ナ
リ
。
赦
し
給
ふ
も
の
は
榊
な

た
の

り
。
今
晩
ノ
集
ハ
人
の
袋
二
あ
ら
ず
、
人
の
賑
ニ
あ
ら
ず
、
誰
を
頼、
、、
誰



を
栄
め
ん
と
、
誰
よ
り
惑
を
得
ん
と
、
誰
の
説
教
を
問
ん
と
恩
ふ
て
行
く

ゃ
。
キ
リ
ス
ト
よ
り
、
髪
鑑
よ
り
也
。

此
信
抑
な
き
も
の
は
榊
よ
り
恵
を

得
ず
。
今
晩
壁
援
の
御
躍
を
問
セ
給
ヱ
、
キ
リ
ス
ト
の
御
惑
を
愛
け
し
め

給
へ
、
一
柳
の
栄
光
を
額
し
た
ま
へ
、
ァ
l
メ
ン
。
一
柳
の
御
能
を
頴
し
た
ま

ぇ、

「
夫
れ
五
回
は
世
の
末
ま
で
常
ニ
繍
曹
と
借
に
在
る
な
り
」
と
馬
太
廿

八
の
二
十
、

「爾
曹
の
父
の
震
そ
の
衷
ニ
在
り
て
一言
ふ
な
り
」
馬
太
十
の

二
十、

「彼
等
ハ
み
な
壁
短
に
満
さ
れ
其
聖
蜜
の
言
は
し
む
る
に
随
ひ
て

異
な
る
諸
箇
の
方
言
を
言
は
じ
め
た
り
」
使
侍
二
の
四
、
「
わ
れ
ら
此
事

を
語
る
に
人
の
知
慧
の
教
ゆ
る
所
の
言
を
用
ゐ
ず
聖
援
の
教
る
所
の
言
を

用
ゐ
る
也
」
耳
林
多
前
二
の
十
三
、

「
キ
リ
ス
ト
我
ニ
在
り
て
生
け
る
也
」

加
投
太
二
の
二
十
、
「
且
つ
わ
が
口
を
啓
と
き
言
を
賜
は
り
侃
々
し
て
一服

音
の
奥
義
を
一
不
し
」
以
弗
所
六
の
十
九
、
故
-
一
説
教
せ
ん
と
す
る
と
き
、

五口
何
を
需
は
ん
思
煩
ひ
、
己
の
智
、
考
、
皐
問
、
帥
怖
を
頼
ん
で
設
作
ら
ん

と
す
る
勿
く
、
口
ハ
祈
祷
し
て
榊
一
一
綴
り
、

一柳
よ
り
愛
け
、

一脚
の
御
息
其
集

り
ニ
降
る
事
を
切
ニ
祈
り
、
只
之
ヲ
重
々
得
ち
望
む
可
し
。
決
し
て
五
ロ
カ

を
望
む
可
ら
ず
。
故
ニ

一一言
フ
可
き
言
は
人
よ
り
愛
け
ず
、
己
の
考
よ
り
受

け
ず
、
本
よ
り
愛
け
ず
、
人
の
設
数
よ
り
愛
け
ず
、
祈
祷
し
て
聖
霞
よ
り

記

安
く
可
し
。
文
之
を
言
フ
ニ
も
只
聖
震
の
言
は
し
め
給
ふ
-
一
任
せ
、
侃
々

H 

と
し
て
己
を
忘
れ
、
信
仰
ニ
よ
り
て
言
ふ
可
し
。
人
々
は
聖
箆
之
践
を
聞

き
、
監
一
一-復
ニ
更
生
せ
ら
れ
取
一盛
ニ
育
ら
れ
守
ら
れ
ざ
る
一
人
も
、
民
理
を

悟
り
、
心
潔
り
、
光
を
保
ち
得
る
も
の
な
し
。

此
一喧
一
耳
目
は
人
智
の
及
ぶ
庭

ニ
あ
ら
ず
。
人
力
の
支
配
す
る
庭
ニ
あ
ら
ず
。
故
ニ
人
を
造
り
し
は
榊
な

り
。
人
の
援
を
救
ふ
者
は
基
一
督
な
り
。
人
を
教
へ
人
を
痩
へ
給
ふ
も
の
は

聖
震
な
り
。
五
口
ら
は
一
柳
の
僕
也
。
一
柳
の
使
者
也
。
一
例
の
用
ゐ
給
ふ
道
具

也
。
集
り
ニ
榊
来
り
給
は
ず
、
只
人
間
の
智
と
緋
の
み
あ
ら
ば
、
其
集
り

一
鈷
も

一
分
も
救
の
篤
と
な
ら
ず
。
故
ニ
是
死

神
。
窓
た
ま
は
ざ
れ
ば
、
集
り
を
止
む
方
然
る
可
し
。
ヲ

l
榊
よ
、
来
り

ハ
何
も
盆
と
な
ら
ず
、

た
ま
へ
、
恵
み
た
ま
へ

、
聖
震
は
大
皐
者
よ
り
も
智
き
な
り
。
聖
蜜
之
教

よ
り
恭
一
回
き
教
を
数
ゆ
る
も
の
な
し
。

O
(生
命
之
債
)
馬
太
十
六
の

二
十
六

日
本
ノ
人
ハ
皐
者
或
ハ
士
族
或
ハ
正
キ
土
ハ
宗
教
ヲ
践
し
む
る
風
あ
る
は

久
居
、
説
教

何
ぞ
や
。
是
れ
他
な
し
。
今
迄
日
本
ニ
あ
る
宗
教
ハ
偶
像
数
、
人
作
数
、

侭
り
の
宗
教
な
り
し
故
也
。
吾
も
然
り
。
小
児
の
時
ハ
宗
教
心
あ
り
し

も
、
己
ニ
皐
聞
を
初
一
め
、
究
迎
撃
、
と
ふ
を
研
究
す
る
ニ
至
り
テ
ハ

、
大

ニ
宗
教
の
愚
な
る
事
を
知
り
、
之
を
捨
て
L

無
宗
旨
ト
な
れ
り
。
之
ニ
反

し
て
西
洋
の
人
ハ
撃
者
も
智
者
も
王
も
士
族
も
役
人
も
竪

宗
旨
ト
ハ
何

く
信
じ
て
疑
は
ざ
る
也
。
如
何
と
な
れ
ば
、
良
理
と
合
ふ

乎
。
其
説
明

が
故
な
り
。
其
結
果
も
亦
質
ニ
反
劃
す
る
也
。
其
理
を
設

(
関
町
ニ
於

く
可
し
。
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院l
!sl 

O
是
よ
り
生
命
の
事
ニ
付
て
説
ん
。

此
生
命
ハ
永
述
の

ma



の
生
命
也
。

此
生
命
の
償
は
世
界
中
よ
り
も
貴
し
と
あ

O
併
し
憶

り
。
併
し
此
中
ニ
生
命
は
此
世
限
り
と
恩
ふ
人
あ
り
や
。

何
故
然
考
へ
ら
る
与
や
。
道
理
ニ
合
ハ
ザ
ル

ヤ
。
然
し
間

そ
ふ
思
ふ
も

今
存
在
ス

ル
者
が
消
滅
ス
ル
ト
ハ
却
テ
道
理
ト
合
は
ず
。

の
少
し
。

其
理
、
間
然
ら
は
死
ん
で
復
た
匙
る
ハ
道
理
ニ
合
は
ざ
る

や。

併
し
種
子
の
理
を
考
へ

頑
よ
。
又
カ
イ
コ
の
カ
ヤ
ル

其
理
。

ノ
理
を
頑
よ
。
叉
肉
鰻
の
復
ヒ
他
の
物
ト
ナ
ル
ヲ
調
よ
。

是
れ
浩
物
主
の
能
ナ
リ
。
文
眠
る
理
を
組
よ
。
叉
生
れ
る
事
を
思
へ
。
又

初
め
て
ア
ダ
ム
イ
ブ
ノ
造
ら
れ
し
を
思
へ
。
五
口
い
か
遜
の
興
へ
ラ
レ

y
ヲ
恩

へ
。
然
ら
ば
其
一
脚
ハ
匙
し
得
る
ハ
信
じ
易
き
事
な
ら
ず
や
。
川
然
ら
.
は
今

迄
匙

へ
リ
し
者
な
き
、
信
じ
が
た
し
と
思
ふ
や
。
然
し
匙
り
し
人
あ
り
。

ア
ク
ノ
、
ヱ
リ
ャ、

モ
|
ゼ
ト
ア
リ
ヤ
の
イ
エ
ス

ト
共-一

山
上
-
一
一
搬
は
れ

し
事
、

ラ
ザ
ロ
其
他
。

又
尤
も
匙
の
讃
ハ
キ
リ
ス

ト
ノ
匙
り
し
事
也
。
キ
リ
ス
ト
ハ
紳
の
御
子

し
て
榊
な
り
。
彼
ハ
紳
の
御
約
束
ニ
従
ひ
、
救
主
と
な
り
て
世
ニ
降
り
、

市
岡
民
の
罪
を
般
は
ん
篤
十
字
架
ニ
掛
り
て
死
に
、

三
日
目
ニ
匙
り
、
四
十

H
間
弟
子
に
額
は
れ
、
弟
子
の
見
る
が
中
ニ
遜
ニ
采
り
て
天
ニ
登
れ
り
。

北
日
よ
り
之
を
撃
ん
と
試
み
し
も
、
決
し
て
得
ず
。
却
て
誼
嬢
を
得
て
信
者

と
な
り
し
も
の
多
し
。
汝
ら
も
し
之
の
員
僑
を
研
究
せ
ん
と
聖
書
を
調
べ

な
ば
、
必
ズ
信
ず
る
に
至
ら
ん
。
或
ハ
撃
て
キ
リ
ス

ト

ハ
死
な
り
と

ぷ
々
。
其
答
、
弟
子
僑
リ
ア
言
フ
卜
。
其
答
・

。
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或
ハ
弟
子
神
経
病
ニ
掛
り
し
な
ら
ん
と
。
其
答
・
。
然
ら
ば
信
ナ
リ
。

叉
其
後
聖
震
の
設
あ
り
。
今
世
界
蔦
園
の
人

ハ
其
謹
を
潟
す
も
の
也
。
然

れ
ば
キ
リ
ス
ト
天
ニ
あ
り
。
叉
人
ハ
匙
る
事
を
値
一
一
聖
者
ニ
設
し
せ
ば
、

必
ズ
匙
る
可
し
。
然
れ
ば
賢
一
一

此
生
命
は
債
も
の
ニ
あ
ら
ず
や
。

此
世
の

生
命
と
永
遠
の
生
命
ト
ノ
比
較
、
然
ら
ば
何
ぞ
此
生
命
を
救
は
る
弘
事
ニ

力
を
墨
さ
£
る
や
。
此
世
の
生
命
さ
へ
も
重
じ
、
も
し
之
を
失
は
ん
ば
や

い
ニ
は
、
全
心
全
力
を
設
す
ニ
あ
ら
ず
や
。
難
船
せ
し
時
の
響
。
然
ら
ば

何
ぞ
永
遠
の
生
命
の
救
を
求
め
さ
る
や
。
前
ニ
述
べ
し
死
て
匙
り
今
天
-
一

あ
り
此
庭
ニ
あ
る
救
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
ヲ
信
ぜ
ば
、
罪
を
赦
さ
れ
、
聖

中
血
を
愛
け
て
心
潔
ま
り、

今
夜
よ
り
教
は
る
L

事
を
得
也
。

ハ
月
十
三
日

本
間
氏
卜
津-一

行
き
、
辻
本
金
之
介
及
母

-
一
回
命
日
。
積
々
信
仰

(
上
ノ

事
)
語
合
ひ
、
か
つ
聖
書
を
讃
ミ
讃
美
、
祈
祷
し
、
次
ニ

山
中
町
次
郎
氏

其
父
母
二
委
ニ
一
回
命
日
。
種
々
唱
し
讃
書
、
讃
美
、
祈
祷
し
て
、
共
ニ
久
居

ニ
腕
へ
れ
り
。

人
ノ
信
ズ
ル
事
、
品
目
を
矯
ス
力
、
道
之
停
わ
る
事
、
世
-
一
勝
つ
事
ハ

、
全

く
御
霊
室
之
御
働
ナ
リ
。
常
ニ
之
を
信
じ
て
働
く
可
し
。
も
し
其
信
を
失

は

r
、
直
ニ
能
を
失
ひ
、
世
ニ
負
け
る
も
の
也
。

六
月
十
四
日

(安
息
日
)



朝
九
時
よ
り
霊
童
口
研
究
。
後
勧
め
「
凡
て
の
事
考
へ
て
皆
川
口
き
も
の
守
る
」

午
後
如
之
集
り

O
津
山
牧
師
よ
り
書
欣
到
来
。
大
ニ
慰
を
愛
く

O
蛍
地
之

信
者
愛
深
く
、
小

rrを
副
作
く
せ
ら
れ
或
ハ
御
馳
走
を
途
・
り
る
よ
め
り
、
或

ハ
風
呂
を
わ
か
し
、
或
ハ
招
か
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
恩
へ
は
身
ニ

絵
る
待
遇
と
恩
ひ
、
恐
縮
感
謝
之
至
リ
ナ
リ
。

O
人
々
は
基
督
教
を
如
何
ニ
思
フ
ヤ
、
五
口
は
老
人
な
れ
ば
吾
子
ニ
は
之
を

信
ぜ
し
め
ん
と
。

O
或
ハ
日
夕
、
五
ロ
ハ
吾
園
過
牢
信
ぜ
ば
信
ぜ
ん
と
。
或

ハ
一
家
揃
ふ
て
な
ら
ば
信
ぜ
ん
と
。

O
或
ハ
吾
子
吾
妻
ハ
信
ぜ
し
め
ん
、

さ
れ
ど
吾
川
信
ず
る
ニ
及
ば
ず
と
。

O
或
ハ
園
の
篤
め
に
盆
あ
り
と
。
或

ハ
一
家
を
修
む
る
ニ
盆
あ
り
と
。
即
ち
宗
教
を
道
具
ニ
用
ゐ
ん
と
欲
す
る

も
の
あ
り
。

O
外
交
ノ
篤
め
ニ
信
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
と
。

O
或
ハ

日
く
、

五口

は
耶
蘇
仲
間
ニ
入
ら
ば
続
切
な
る
故
之
ニ
入
ら
ん
と
。

O
或
ハ
之
一
一
反
し

又
金
ヲ
損
ス

ル
ト
利
ス
ル

ト
カ
磐
者
ハ

之
ヲ
{
寸
ル
ガ

ae 

善
卜
力
態
十
校

日

教
師
は
之
ニ

従
ふ
可
き
と

て
、
耶
蘇
教
を
信
ぜ
ぬ
理
ハ
、
人
ニ
笑
ハ
ル
ル
ト
ヵ
、
或

ハ
日
曜
日
を
守
ら
ぬ
ば
な
ら
ぬ
と
が
、
或
ハ
商
法
の
篤
如

何
と
か
、
或
ハ
酒
、
煙
草
を
止
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か
、
家

ハ
一
ウ
家
が
修
ら
ぬ
と
か
。
〔

〕凡
て
如
是
心
を
持
つ
者

ハ
、
未
た
此
教
の
震
な
る
事
を
知
ら
ず
、
肉
の
事
を
恩
ひ

肉
の
事
を
恩
ふ
も
の
也
。
是
れ
キ
リ
ス

ト
教
の
主
意
ニ
あ

ら
ず
。
キ
リ
ス
ト
の
数
ハ
遜
ノ
事
ナ
リ
。
鑑
魂
ノ
救
ノ
事

一
し
て
、
罪
の
赦
サ
ル
為
市
帯
、
心
潔
ま
る
事
、
{
女
を
得
る

か
然
さ
る
と

か
是
れ
皆
な

位
の
事
な
り

是
れ
凡
て

世
ノ
考
ニ
し

て
世
の
設
を

得
ん
と
の
考

ナ
リ
。
肉
慾

ナ
リ
径
の
慾

ニ
あ
ら
ず
。

又
肉
の
繁
が

な
い
と
か

事
、
氷
生
を
愛
く
る
事
な
り
。
世
の
事
ハ
更
一
一
関
係
無
き

な
り
。

世
の
事
ハ
只
紳
の
御
旨
を
行
ひ
、
一
柳
の
誠
を
ん
す

り
、
思
施
と
戦
ふ
な
り
。
即
ち
此
世
は
波
路
-
一
し
て
只
版

行
の
道
筋
而
巳
な
れ
ば
、
如
何
な
る
生
涯
を
柊
る
も
只
榊

の
旨

三
週
ひ
な
ば
之
ニ
て
足
る
事
ニ

て
、
只
五
口
ら
の
望
之

得
ん
と
し
て
働
く
は
永
生
な
り
。

O
叉
耶
蘇
信
者
ニ
は
か
様
な
る
撃
者
が
居
る
と
か
、
如
何

朋
友
が
あ
る
と
か
恩
ふ
て
教
曾
ニ
入
る
を
望
む
も
の
、
或

ハ
耶
蘇
教
の
教
命
日
ハ
貧
乏
人
や
践
者
が
多
き
故
、
人
命
日
す

る
を
好
ま
ず
と
か
、
是
れ
も
耐
を
識
ら
ず
肉
の
事
を
思
ふ

の
人
な
り
。

O
不
信
者
ハ
一
刺
を
演
し
イ
エ
ス
を
践
む
。
吾
ら
信
者
ハ
之
を
讃
美
し
、
新

持
し
、
信
仰
し
、
信
仰
し
、
崇
め
、
一
仰
を
傘
ぶ
可
し
。
是
れ

一
の
讃
ナ

リ
。
又
一
脚
ハ
必
。
ス
栄
を
額
さ
ん
。
叉
不
信
の
心
ニ
厭
せ
ら
れ
ず
、
聖
霊
ニ

由
て
単
語
に
勝
つ
可
し
。
制
は
必
ら
ず
、
不
信
者
の
中
一
一
於
て
も
か
な
ら

ず
存
在
し
た
ま
ひ
、
恵
ミ
た
ま
ひ
、
能
を
輿
へ
た
ま
へ
ば
、
更
ニ
憶
す
る

事
な
く
信
者
而
己
の
集
ム

(
ハ
リ
紙
)

O
疑
問

。
感
事

什
孔
子
男
女
交
際
ニ
付
宣
た
る
慮
、
岡
庭
ニ
あ
る
や
。
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け
ソ
ク
ラ
テ
ス
ノ
事
ニ
付



O
型
窓
-
一
感
じ
タ
ル
人
々
の
説
教
と
ま
た
他
之
書
を
も
引

用
す
可
し
。

(
以
上
回
行
マ
ム

ム
と
等
し
く
、
信
仰
ト
喜
ト
讃
美
と
あ
る
可
し
。
五
口
ら
、
不
信
者
の
中
キ

リ
ス
ト
ニ
敵
す
る
中

ニ
於
て
、

一仰
を
栄
む
可
し
。

O
必
習
を
信
ず
る
縁
由

位
人

ハ
多
く
法
制
臼
を
信
ず
る
縁
由
を
知
ら
ず
。
極
々
の
説
を
係
ふ
る
者
あ

り
。
其
白
ヲ
僻
論
す
可
し
。

O
説
教
す
る
ニ

、
人
二

五
口
言
集
ニ
注
意
す
る
を
思
は
ず
、
一川
の
前
ニ
己
を

省
る
機
ス
ベ

γ
。
印
ち
五
ロ
ハ
一例
ノ
前
ニ
如
何
な
る
も
の
乎
ト
考
ヘ
シ
ム
ベ

シ
。
故
ニ
吾
も
己
の
力
や
智
を
娠
ふ
可
ら
ず
。
ま
た
除
り
道
理
ニ
心
を
羽

く
可
ら
ず
。
一
柳
の
前

二
議
く
可
し
。
信
者
ハ
常
二
一
柳
と
借
一
一
在
り
、
一
例
の

前

ニ
己
の
心
を
調
べ
、

一仰
の
型
旨
を
潟
ス
事
を
務
む
可
し
。

(
匂
叩
コ
コ
巾
可

)
O
E
Z
o
d〈
且

五

日

E
E
σ
m
n
oヨ
巾

白

n
y
コ
凹
丘
町
百
二

5
門

ヨ
白
色
巾

己

旬

ヨ

可

ヨ

ヨ

門

ご

O

的
巾
「
〈
巾
吋

y
m
F
o
E

O
本
町
ニ
於
て
説
教
す
。
大
低
六
十
名
位
の
間
人
あ
り
て
謹
聴
せ
り
。一
柳

一
各
々
祈
祷
し
其
御
答
あ
り
て
、
山
宅
援
の
御
助
を
袋
り
た
り
、

「榊
-
一
新

持
ス
ル
内
-
一
人
々
人
り
来
レ
リ
。
」

六
月
十
五
日

O
聖
書
も
あ
り
、
叉
五
口
ら
も
常
ニ
口
ニ
て
兄
弟
よ
、
姉
妹
ょ
、
或
ハ
父
よ

母
よ
、
と
臼
フ
。

然
れ
は
良
質

ニ
そ
ふ
思
ひ
か
つ
行
て
、
即
ち
喜
一
家
と

云
ふ
事
を
忘
る
L

勿
れ
。
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O
喜
あ
る
時
ハ
感
謝
し
、
憂
、
或

ハ
思
煩
あ
る
時
一
三
脚

-
一
新
り
告
げ

よO
己
を
思
ひ
、
己
の
力
を
以
て
何
か
せ
ん
と
す
る
時
は
直
ニ
失
望
し
、
気

h
M
を
失
ふ
也
。
然
れ
ど
も
常
ニ
榊
-
一
頼
り
て
誠
事
を
鴛
さ
ば
、
失
望
す
る

事
な
し
。
如
何
卜
ナ
レ
パ
、

一例
ハ
全
能
ニ
し
て
能
は
さ
る
躍
な
く
、
何
時

も
嬰
り
た
ま
は
ず
、
法
久
ニ
緩
い
て
可
敬
言
事
を
篤
し
た
ま
へ
ば
也
。

O
五
ロ
ら
拙
同
道
す
る
ニ

、
只
感
じ
た
る
而
巳
ニ
て
足
ら
ず
。
人
々
民
ニ
悔
改

め
、
極
更
生
し
、
出
芯
魔
の
手
よ
り
出
さ
れ
生
命
-
一
移
る
ま
で
は
、
全
心
全

力
を
蓋
し
て
働
く
可
き
也
。
其
迄
は
満
足
す
可
ら
ず
。
是
れ
其
人
の
更
る

ま
で
熱
心
一
一
祈
祷
す
る
事
也
。
只
人
の
心
之
更
る
事
、
ま
た
門
聞
け
多
人

ニ
道
侍
わ
る
ハ
只
刷
の
葱
ニ
よ
る
事
な
れ
ば
、
信
じ
て
祈
る
可
し
。

O
信
者
-
一
不
信
者
ニ
闘
ら
ず
、
人
が
吾
働
ニ
付
て
何
を
恩
ふ
か
-
一
注
意

ス

可
ら
ず
。
是
れ
肉
也
。
只
一柳
の
前
ニ
全
く
な
ら
ん
市
中
を
考
、
叉
只
人
の
救

を
民
ニ
愛
る
事
而
巳
を
思
ふ
可
し
、
只
人
の
窓
魂
上
の
救
-
一
の
み
心
を
保

つ
可
し
、
説
教
せ
し
後
も
と
を
聞
き
し
人
の
返
ハ
如
何
ニ
な
り
し
か
、
其

間
子

ハ
如
何
ニ
な
り
し
か
、
己
ニ
鳥
ハ
啄
ミ
議
し
た
る
か
、
或
ハ
其
人

ハ

数
わ
れ
し
か
、
ま
た
如
何
な
る
試
あ
る
か
と
、
他
の
事
を
思
は
ず
只
聞
き

し
璽
の
事
を
思
ふ
可
し
。
五
口
説
教
の
善
悪
や
凡
て
己
の
闘
す
る
事
を
思
は

ず
、
人
認
の
数

ハ
ル

L
事
を
思
ひ
祈
る
可
し
。
五
口
れ
能
く
説
教
せ
し
を
悦



ぶ
勿
れ
。
其
人
の
盆
ト
な
り
し
を
悦
ぶ
可
し
。
叉
人
々
が
吾
ニ
付
て
如
何

ニ
恩
フ
か
更
ニ
一
意
ト
セ
ず
、
キ
リ
ス
ト
ニ
付
て
如
何
ニ
忠
ふ
や
、
紳
の
前

て
己
の
震
ニ
付
て
如
何
ニ
思
ふ
や
、
己
の
罪
ニ
付
て
己
の
行
ニ
付
て
如
何

ニ
市
忠
ふ
や
、
必
彪
-
一
付
て
如
何
ニ
思
ふ
や
、
其
人
の
聖
ハ
何
平
、
喜
ハ
何

乎
、
と
共
人
の
巾
胞
を
考
フ
可
し
。
左
門
事
は
直
ニ
忘
る
、
の
み
な
ら
ず
其
時

も
吾
ニ
付
て
思
は
ず
、

リ
ハ
彼
じ
の
援
ト
一仰
を
位
ゆ
る
様
篤
す
可
し
。
人
々

ハ
人
の
説
教
の
普
認
を
思
ふ
可
ら
ず
。
創
ち
人
々
ハ
人
の
行
を
感
心
ス
ル

事
ャ
、
或
ハ
人
の
品
行
を
許
ス
ル
事
ハ
必
要
ニ
あ
ら
ず
。
自
ら
之
を
行
ふ

は
大
切
ナ
リ
n

如
田
疋
山
口
ニ
人
の
盆
を
計
ら
ん
篤
に
働
か
ば
倦
む
事
な
く
、

ま
た
力
を
泌
す
事
無
ら
ん
。
削
ち
人
々
は
何
を
篤
し
居
る
や
、
何
を
恩
ひ

居
る
や
よ
く
知
る
べ
し
。

如
是
精
一
脚
を
持
つ
時
ハ
、
己
れ
喜
を
得
る
も
、
安
を
得
る
も
、
栄
を
得
る

も
、
血
管
あ
ら
る
、
も
、
雄
市
を
得
る
も
満
足
す
る
能
は
ず
。
凡
て
の
人
々
、

共
ニ
英
恵
卜
安
ト
怪
ニ
預
か
ら
ざ
れ
ば
民
-
一
一
悦
ば
ざ
る
べ
し
、
然
れ
は
比
ハ

ニ
喜
び
北
ハ
三
栄
る
事
を
得
ベ
し
。
即
ち
己
の
如
く
隣
を
愛
す
る
事
也
。
然

れ
ば
宗
一
仮
等
の
直
別
を
恩
ふ
事
無
る
可
し。

O
安
息
日
論
ニ
付
キ
問
答
す
。

言E

六
月
十
六
日

日

O
過
日
来
設
教
を
問
き
し
人
及
び
各
ヵ
人
ニ
語
り
し
人
、
其
の
篤
め
ニ
祈

り
し
入
、
未
だ

一
人
も
悔
改
め
全
く
更
生
せ
し
を
聞
か
ず
。
(
併
し
聖
書

を
研
究
し
或
ハ
集
り
ニ
来
り
し
人
(
似
μ
刊
来
る
者
)
あ
り
然
れ
と
も
一
柳
ニ
信

じ
て
其
人
の
数
わ
る
h
h

迄
祈
る
可
し
。
素
よ
り
人
の
力
ニ
て
は
心
獲
る
能

は
さ
れ
ど
も
、
抱
一盛
之
御
慈
降
ら
ば
其
人
更
生
す
る
事
あ
ら
ん
。
故
二
信

仰
を
終
さ
ず
、
愛
を
以
て
祈
祷
を
怠
る
可
ら
ず
、
如
何
ニ
し
て
榊
は
人
心

を
一
史
へ
給
ふ
か
は
知
ら
ざ
れ
ど
も
、
塑
苫
と
一柳
の
御
約
束
あ
れ
ば
之
を
信

じ
て
祈
る
可
し
。
人
は
信
仰
ニ
由
て
欽
は
る
可
し
。

O
イ
エ
ス
日
く
。
行
き
て
禽
民
三
服
着
を
侍
へ
よ
と
。
故
に
此
侮
道
の
業

ハ
、
教
育
と
か
政
事
と
か
演
設
と
か
の
如
き
比
二
あ
ら
ず
、
全
く
一
仰
の
救

ニ
し
て
ノ
ア
大
洪
水
の
矯
め
に
舟
を
造
る
が
如
く
、
ソ
ド
ム
ゴ
モ
ラ
の
壌

か
る
L

時
ロ
卜
と
萎
其
他
子
供
ら
を
導
き
出
す
が
如
き
事
ニ
し
て
、
人
の

生
命
を
救
ふ
の
業
也
。
故
ニ
世
ノ
事
と
同
一
ニ
篤
す
可
ら
ず
。
而
し
て
是

れ
全
く
一
柳
之
御
惑
な
れ
ば
、
人
間
の
企
や
力
ニ
て
篤
す
可
ら
ず
。
只
祈
り

て
一
刷
-
一
綴
て
働
く
可
し
。
而
し
て
今
世
ニ
在
る
問
ハ
毎
日
信
者
を
守
る

と
、
未
た
一服
立
国
を
聞
か
さ
る
人
ニ
債
の
一
服
一首
を
侍
ふ
る
事
、
信
者
の
職
分

也
。
人
ニ
騒
音
を
侍
ふ
る
ニ
人
の
氷
生
を
思
ふ
て
停
ふ
可
し
。

O
今
日
は
伊
藤
氏
宅
ニ
於
て
歎
一示
録
研
究
し
且
つ
伊
藤
氏
老
人
と
聖
書
之

教
ニ
付
談
。
す
。
叉
今
夕
中
出
氏
な
る
人
来
り
共
ニ
道
を
語
れ
り
。

郡
山
教
曾

土
肥
一
家

市I1
j翠

中
江

松
田

一
家

深
山
保
羅

卒
尾

西
川
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中

g 
海
老
名
氏

玉
田

中
川



加
藤

一
家

橋
本

一
家

Ib長
本

同上
回
芳
江

山
出

一
家

鈴
木

一
家

森
村

一心
不

I写
本

久f1'f 
It~ 

五

'* 
fp 
ID長

本
問(

津
)

小
山門

次
郎

辻
本金

之
介

(
荒
蒔
村

岡
野

絵

ー
口
川

妻

西
本

主主
海

佐
治(

奈
良
)

)1: )}j( ト
ボ
伝
者

川
村
老
人

伊
藤
老
人

谷
間
母

、s
l
a

-

-J
j
 

問
lヤ

用品
:11: 

(
ト
八
阪
)

月I昂

嶋
-H
-順

。
浪
花
教

向
次
郎
γ

絞

(

」

爪

)

林1可
村

鈴
木
久

&
n
Z」

E
J
品川

ふ圭
.84ahyノ
上
刑
判

鈴
木
芳
雄

前
原
総
同
町

同
級
母

同
八

同
元
次
郎

同
選
次
郎

議
周
介

同
制
母

同
級
母

其
f也

同
叔
父
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伊
勢
時
雄

安
門
山

H
ニ
物
ヲ
貿
ふ
事

O
物
を
見
ニ
行
く
事

O
世
の
事
ヲ
考
へ
ん
事

O
物

奥
野

を

(
一
字
不
明
)
り
分
り
或
ハ
借
り
返
し
の
事

O
勘
定
の
事

O
人
を
履
ふ

上
代

宣
明

O
世
人
と
相
談
す
る
事

O
役
躍
ニ
出
ず
る
事
(
以
上
三
三
行
俸
紋
ニ
テ
消

綱

ス
) 

)11 

O
安
息
日
ニ
は
盤
之
目
安
を
設
け
、
如
何
ニ
し
て
人
三
脇
立
一
日
を
体
へ
ん
と
、

ti 
木

主
ニ
如
何
し
て
事
へ
ん
と
思
ひ
計
る
可
し
。

本

O
安
息
日
は
出
徳
の
潟
め
に
破
る
可
ら
ず
。

長
問
時
行

O
安
息
日
を
守
る
ニ
付
迫
害
卜
(
一
字
不
明
)
ト
生
命
を
失
フ
ト
モ
、
{
寸

此
無
新
次
郎

る
可
き
債
あ
り
。
如
何
と
な
れ
ば
紳
の
法
律
な
れ
ば
也
。

阿
村
紀
次

O
H疋れ一
脚
の
法
律
な
れ
ば
、
桂
内
く
考
へ
て
一仰
の
悦
び
た
ま
ふ
よ
ふ
守
る
可

同

家

杏
c
h
H
U
れ
ソ
。

佐
畑
虎
熊

部
山
教
命
口
御
小

佐
畑
信
之

館
山
保
緩
様
、
古
木
寅
三
郎

久

M
信
者
御
中
、
成
縦
仁
蔵
(
以
上
三
行
7

h

(
以
上
三
頁
ヨ
リ
占
キ
始
ム
)

六
月
十
七
日

O
水

mHニ
付
祈
祷
一
命
口
、
凡
て
の
兄
弟
姉
妹
の
熱
心
な
る
祈
祷
あ
り
し
、

助

「
人
の
子
は
亡
び
た
る
者
を
救
は
ん
矯
め
に
世
ニ
来
れ
り
」
馬
太
十
八



の
十
一
。

六
月
十
八
日

。
街
地
之
信
者
ハ
愛
深
き
の
集
り
ト
聖
古
研
究
を
愛
し
、
互
-
一
先
を
宰
ひ

築
三
行
く
風
也
o

ま
た
朱
ト
雫
を
悦
へ
聞
き
し
鳴
を
舎
記
し
、
ま
た
五
口
れ

な
り
。

信
者
之
内
へ
行
け
は
、
街
々
の
聞
を
篤
し
て
、
己
の
鐙
を
得
ん
と
す
る
風

付
人
々
此
キ
リ
ス
ト
教
も
他
の
偶
像
家
の
如
く
己
の
利
を
得
ん
と
欲
し
、

O
偶
像
教
ト
基
督
教
ノ
医
別

或
ハ
品
川
町
民
な
れ
ば
得
志
、
先
生
な
れ
ば
侠
徒
を
得
ん
が
篤
純
々
の
力
を

丞
す
も
の
と
し
、
故
-
一
日
く
、
此
宗
教
を
伝
ず
れ
ば
金
を
呉
れ
る
と

又
西
洋
人

が
闘
を
取

ら
ん
策
を

mU
ふ
も
の

あ
る
也
。

か
、
或
ハ
貧
乏
人
は
助
け
て
呉
れ
る
と
か
、
未
だ
臼
ふ
も

の
思
ふ
も
の
あ
る
は
何
也
、
O
其
答
を
附
持
論
す
可
し
。

け
キ
リ
ス
ト
教
の
奇
跡
を
欠
媛
偶
像
数
の
法
便
な
り
と
す
る

も
の
の
あ
る
や
。

O
其
符

ae 

字
不
明-U証出

閣
不
十
分
け
道
則
二
階
キ

ヨ
リ
起
ル
談
り
州
其
数
ト
結
果
ノ

偶
像
数
の
俗
跡
ハ
け
一抑制
M

病
印
ち
其
信
ズ
ル
者
の
誤
け
僑

良
一脚
ノ
奇
跡
の
け
制
緩
病
ニ
あ
ら
ざ
る
説
け
偽
作
ニ
あ
ら
ず
、
上
帝
の

H 

能
な
る
十
分
な
澄
同
道
理
ニ
合
ふ
同
其
数
ト
結
果
ノ
全
良
ナ
ル
事

同
人
の
言
葉
と
一
仰
の
言
葉
の
設

貨
の
宗
教
ハ
宇
宙
ニ
一
な
ら
さ
る
論

天
主
教
ト
グ
リ
1

キ
教
の
聖
書
を
用
ゐ
さ
る
を
言
ふ
可
き
や
如
何
。

O
本
町
四
丁
目
ニ
於
て
設
教
(
線
開
人
三
四
十
名
)

什
マ
ホ
メ
y

ト
数
ハ
宗
教
ヲ
方
便
ト
シ
テ
園
ヲ
得
ン
ガ
篤
に
職
宰
ヲ
以
テ

此
宗
教
ヲ
庚
メ
、
自
ら
王
ト
ナ
リ
タ
リ
。
抽
帥
数
ハ
人
ノ
気
ニ
合
フ
ヨ
ウ

ニ

シ
テ
、
創
ち
人
の
情
慾
ヲ
以
テ
道
を
時
間
メ
タ
リ
。
其
目
的
ハ
己
の
利
を
得

ん
が
潟
也
。
故
ニ
悌
教
ハ
箇
々
代
々
ニ
由
テ
巽
ナ
ル
ナ
リ
。
其
他
の
偶
像

教
も
其
目
的
ハ
己
の
利
を
得
ん
が
篤
め
に
し
て
、
人
の
情
慾
を
以
て
宗
教

を
障
問
メ
タ
リ
。

放
ニ
世
人
ハ
物
ノ
民
俗
を
働
側
ぜ
す
、
基
督
教
も
同
じ
ク
茶
目
的

ハ
何
乎
、

己
の
利
の
篤
ニ
し
て
、
人
を
方
法
杯
或
ハ
情
慾
を
以
て
導
く
も
の
な
り
と

思
ふ
も
の
此
町
ニ
あ
り
と
開
く
。
故
-
一
或
ハ
日
夕
、
耶
蘇
を
信
、
す
る
と
金

を
呉
れ
る
そ
ふ
じ
ゃ
と
か
、
或
ハ
か
く
外
人
が
是
宗
旨
を
庚
め
る
は
五
口
園

を
奪
わ
ん
と
す
る
故
と
か
。
併
し
人
々

此
数
ト
其
結
果
を
見
ば
、
直
ニ
其

異
な
る
庭
を
悟
る
可
し
。

付
「
窄
き
門
ヨ
リ
入
れ
よ
」
馬
太
七
の
十
三
。

付
金
ヲ
興
へ
ン
故
此
宗
旨
ニ
来
れ
と
云
フ
ヤ
。
「
富
め
る
者
の
榊
の
図
ニ

入
る
ハ
鵬
砕
い
技
」
(
馬
太
十
九
の
お
)
叉

(路
加
十
四
の
二
十
五
)

同
悌
教
の
如
く
必
を
居
付
し
て
も
南
無
陀
仰
と
裕
へ
ば
救
は
る
L

と
あ
る
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や
。
否
。
(
馬
太
七
の
二
十
二



剛
匁
ヲ
取
り
之
ヲ
成
メ
、
或
ハ
圏
ヲ
取
ル
モ
ノ
乎
。
答

匝
同

L
A
廿
六
の
五

二
O
使
侍

一
の
六
。

(
絡
)
此
教
の
肢
ま
る
理
。

付
目
的

ω聖
震
之
感
化
力

間
偶
像
教
の
奇
跡
ハ

け
制
緩
病
一
一
し
て
己
よ
り
但
る
も
の
也
。
信
仰

ニ
よ
り
て
病
の
愈
ヱ
ル
裂
。

幽
援
の
事
。

ω偶
作
削
詐
僑

を
ぜ
ふ
其
他
グ
リ
l
キ
の
偶
像
其
他
例
多
し
。
ま
た
い
刀
使
多
し
。
併
し

川
吾
園
ニ
或
一
柳
ニ
由
テ
肢
の
愈
ヱ
シ
哨
し

印
レ
ン
ゲ

仮
作
故

設
綾
な
し。

国
道
理
ニ
一階
キ
故
誤
る
。
川
水
ニ
ツ
ケ
テ
字
額
ハ
ル
。
同
ポ
ス
ポ
ル
ノ
事
。

附
山
一柳
-
一
行
遇
フ
コ
卜
。
鳥
地
獄
と

い
ふ
。

剛
其
主
意
の
悪
キ
ハ
結
果
の
思
し
き
い
事

基
督
教
の
お
叫
跡

什
一
柳
綬
病
-
一
あ
ら
ざ
る
事

@
キ
リ
ス
ト

制
ノ
ア
ノ
大
洪
水

教
ニ
奇
路
ア

間
四
十
年
の
肢
者
、
三
十
八
の
病
一
時

ル
ハ
道
到
に

愈
ヱ
シ
事
ア
リ
。
生
来
の
撤
回
の
日
開
く
。

A
口
フ
。

附
キ
リ
ス
ト
の
匙
の
事
。

「
ノ
ア
、
モ

ノ
ゼ
、
イ
エ

ス
ノ
ト
キ
」

「病
人
ノ
愈

エ
ン
事
」

「水
上
ヲ
歩

ミ
ン
事
」

「物
ヲ
造
リ

シ
市
中
」

「
天
地
ヲ
支

配
セ
シ
事
」

「魁
年
セ
シ

下算ハ
月
十
九
日

同
傷
浩
二
あ
ら
ず
。
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州
四
十
年
披
者
の
ま
ね
で
き
る
や
。

叉
牛
一
来
四
十
年
替
の
ま
ね
で
き
る
や
。

同
数
千
人
の
中
、
叉
敵
の
中
ニ
て
キ
リ
ス

ト
此
寄
跡
を
行
へ
り
。

附
数
商
人
を
三
年
中
ニ
愈
せ
り
。

附
キ
リ
ス
ト
の
復
生

附
塑
緩
之
設
(
心
の
綬
験
)

川
人
間
の
胃
袋
と
一
柳
の
言
集
の
医
別

H
人
間
の
言
葉
ハ
救
の
盆
ニ
立
た
ざ
る
事

け
偶
像
数
ハ
想
像
よ
り
起
り
し
事

国
キ
リ
ス
ト
教
の
一
例
の
獣
示
な
る
事

山
口
迫
理
-
一
合
ふ
事

フ

事

間
歴
史
ハ
預
言
と
合

同
著
者
ノ
品
絡
卜
一紳
ノ
諮

(IC) 

rr 

際
一
例
の
能
の
保
獲
ト
其
約
束
の
経
験
ニ
よ

る
事

己
ノ
快
築
、
己
ノ
盆
、
己
の
柴
容
等
ハ
全
ク
捨
テ
、
祭
ヲ
紳
-
一
錦
す
可

を
キ
リ
ス
ト
ニ
導
く
可
し
。

し
。
人
を
己
ニ
導
か
ず
、
己
を
願
は
さ
ず
、
キ
リ
ス
ト
を
田
酬
は
し
、
人
々



付
従
ニ
ナ
告
は
弱
く
し
て
、
キ
リ
ス
ト
ニ
頼
る
信
去
ら
は
直
二
郎
き
弱
る
可

し
。
叉
御
製
部
出
之
御
恵
あ
ら
ざ
れ
ば
}札
口
ら
能
去
る
を
白
ゅ
。
然
れ
ば
常
-
一

主
と
借
-
一
在
り
て
活
る
事
働
く
事
を
得
れ
。
全
く
一
仰
の
い
惑
な
れ
ば
常
-
一
栄

を
紳
一
一
競
へ
し
、
己
を
謙
る
可
し
。

同
人
の
悔
改
ム
ル
事
、
教
ワ
ル
弘
事
、
潔
ま
る
事
、
育
つ
率
、
立
つ
事
、

悉
く
主
ニ
綴
る
も
の
な
れ
ば
、
叫
遣
の
侍
り
人
の
救
は
る
弘
事
、
策
を
主
ニ

臨
し
、
常
ニ
讃
美
す
可
し
。
常

ニ
己
の
弱
き
を
忘
る
可
ら
ず

「
我

K
需
給

ひ
け
る

ハ
我
が
恩
汝
-
一
足
り
蓋
わ
が
能
は
弱
-
一
於
て
全
く
な
れ
ば
也
ζ

の

故
ニ
卒
ろ
欣
び
て
自
己
の
弱
に
誇
ら
ん
是
れ
キ
リ
ス
ト
の
能
わ
れ
に
寓
ら

ん
潟
な
り
」
巧
林
多
後
十
二
一平
九
筒

「自
己
の
弱
に
誇
ら
ん
」
可
林
後
十
二
の
九

「
も
し
我
必
ら
ず
誇
る
可
く
は
我
が
弱
ζ

と
に
一
誇
る
吋
し
」
同
十

一
の一
一一

卜
「誇
る
者
ハ
トトし

ニ
悶
て
誇
る
吋
し
」
窃
林
多
前

一
の
三
十

一

「悶
曹
宣
v
縁
=
其
聖
名
-
而
栄
k
A
V

、
凡
求

4

一耶
撃
和
者

ハ
心
市町
九
件雄市
ご

歴
代
上
の
十
六
の
十
叉
三
十
五
節

ヲ
硯
よ
。
以
姿
亜
四
十

一
の
十
六
、

「
誇
る
者
ハ
主
を
一
誇
る
司
し
詫
自
ら
容
る
に
非
ら
ず
し
て

E
の
怒
る
も
の

言E

可
と
篤
る
れ
ば
也
」
河
町
林
多
後
十
の
十
ヒ
。

日

「主
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
外
ニ
誇
る
所
な
か
ら
ん
事
を
願
ふ
」
加
栓
六

の
十
四
、

「
キ
リ
す
と
イ
エ
ス
ニ
由
て
誇
り
肉一
砲
に
持
さ
る
我
僚
は
民
の

割
砲
を
安
た
る
者
な
れ
ば
也
」
緋
立
比
三
の
三。

故

二
五
口
ら
は
只
主
之
御
恵
問
朝
、
御
栄
光
郎
き
、
多
く
の
人
々
救
は
る
土
佐

喜
と
な
す
可
し
。
而
し
て
紳
は
人
の
行
や
償
ニ
由
て
窓
を
賜
ふ
も
の
ニ
あ

ら
ざ
れ
ば
、
誰
ニ
て
も
主
を
信
ず
る
者
ハ
救
は
れ
恵
を
愛
る
を
信
じ
て
常

一
働
く
可
し
。
叉
主
之
御
恵
あ
ら
.
は
、
如
何
な
る
も
の
も
主
之
御
用
ニ
立

つ
事
を
得
る
を
も
信
ず
可
し
。
吾
無
き
事
、
吾
無
能
な
る
を
知
る
も
、

全

能
の
主
あ
る
を
確
く
心
一
一
誇
り
、

五ロ

ニ
主
の
恵
あ
る
を
確
く
信
す
可
し
。

O
本
間
氏
之
内
ニ
て
獣
示
融
研
究
。
後
十
三
人
の
熱
心
祈
祷
あ
り
し
。

六
月
二
十
日

(
上
曜
日
)

辻
本
日
以
中
山
氏

へ
行
、
聖
書
研
究
、
祈
祷
し
て
断
れ
り
。
又
桜
井
氏

行
、
借
宅
-
一
付
相
談
し
決
定
せ
り
。

ハ
月
二
十
一
日

久
屑

大
ニ
邸
也
市
忠
御

事月

製
H
d
研
究

ぷ
一
く
罪
を
悔
改
め
し
者
あ
り
。
午
後
一

同
心
化

あ

り

時
よ
り
の
集
。

O

(説
教
)
救
の
道

〔
緯
馬
の
十
の
九
〕

今
ヨ
リ
五
千
三
百
年
以
前
ニ
ノ
ア
ト
云
フ
人
あ
り
。

此
人
ハ
義
人
-
一
テ
紳

ヲ
敬
ひ
、
持
を
愛
し
、
世
の
罪
を
峨
ひ
、
人
々

の
悪
を
憂
ひ
し
人
な
る

が
、
此
時
代
ニ

ハ
己
ニ
人
類
多
く
繁
草
セ
シ
力
、
悉
ク
一脚
-
一
背
キ
、
己
の

我
能
ニ
世
ヲ
送
り
、
心
を
磁
ン
、
只
食
飲
之
雄
市
、
、
、
或
ρ
安
り
嫁
ギ
前
寅
耕
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シ
杯
、
此
世
ノ
市
中
肉
憾
ノ
事
ノ
ミ
-
一
心
を
用
ゐ
、
更
ニ
一
柳
ノ
情
ヲ
恩
ハ



ズ
。
一
柳
ノ
法
律
を
破
り
、
一
柳
ノ
罰
ア
ル
ヲ
恐
レ
ズ
。
却
テ
一
柳
ノ
事
ヲ
賎

メ
、
己
ノ
カ
や
偉
大
夫
ナ
ル
事
ヤ
、
英
雄
(
豪
傑
)
ナ
ド
ニ
慢
り
、
世
ノ

名
血
管
ヲ
求
メ
タ
リ
。
ノ
ア
ハ
義
人
ニ
シ
テ
人
々
ノ
如
是
罪
必
ニ
陥
リ
タ
ル

ヲ
見
テ
、
之
ヲ
憂
へ
悲
、
、
、
、
一
柳
ニ
祈
り
聖
護
ヲ
愛
ケ
テ
彼
ら
の
罪
ヲ
責

メ
、
悔
改
メ
テ
一
紳
-
一
安
す
る
事
を
熱
心
ニ
勧
メ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
人
々
ハ

更
ニ
ノ
ア
ノ
言

ニ
心
ヲ
用
ゐ
ず
、
之
を
聞
く
を
好
ま
ず
、
却
テ
之
ヲ
賎
メ

議
け
、
只
世
ノ
繁
ト
利
欲
ト
名
器
杯
を
描
末
、
、
、
、
罪
を
悔
改
ム
ル
色
ナ
ク

増
々
思
ヲ
貫
け
り
。「
耶
和
肇
見
二世
人
之
泌
貫
強
凡
其
心
念
之
所
一
回
維

-者
、
恒
ニ
惟
作
レ
匿
。
」創
世
六
ノ
五
。

故
ニ
一
柳
ハ
此
民
ヲ
大
洪
水
ヲ
以
テ
悉
ク
滅
シ
議
ス
コ
ト
ヲ
{
疋
メ
玉
へ
り
。

「耶
和
華
日
、
我
霊
必
不
v
閃

・人
有
じ過
恒
則
レ
24弔
'譲
位
同
=
肉
慾
」
姑

弛
コ
ト
期
一
百
二
十
年

」
創
世
記
六
ノ
三
。

寸
へ
て
の
ひ
と

ご
人
ノ
亡
ぶ
る
を
欲
ミ
給
は
ず
衆
人
の
悔
改
ニ
歪
ら
ん
と
と
を
欲
ミ
て

我
僚
を
永
く
忽
び
給
ふ
な
り
」
彼
得
後
三
の
九
、
此
節
ニ
由
テ
見
れ
ば
一柳

ハ
人
を
滅
し
給
ふ
を
好
ミ
た
ま
わ
ず
。
然
れ
ど
も
、
如
何
ニ
人
ノ
良
心
ニ

聖
誕
働
き
た
ま
ひ
雫
ひ
た
も
ふ
も
、
界
を
悔
改
め
ざ
る
ニ
よ
る
。

而
し
て
義
人
ノ
ア
ニ
、
み
'
川
ヲ
巡
り
ノ
ア
其
外
信
じ
従
ふ
者
を
数
ふ
べ
き

を
命
じ
た
ま
へ
り
。
村
人
川
柳
ρ

必
ス
ト
八
洪
木
ヲ
以
テ
凡
-ア
ノ
悪
人
ヲ
滅
ン
、

罪
ヲ
悔
改
メ
テ
此
数
舟
ニ
入
ん
お
ハ
数
ハ
ル
、
引
ヲ
命
じ
た
ま
ひ
し
な
ら

ん
。
ノ
ア
ハ
行
二
十
年
の
問
義
道
を
述
べ
搾
ヲ
山
陽
改
メ
、
数
ノ
'M
川
二
人
ル

ヲ
す
h

め
し
な
ら
ん
(
尤
モ
憐
ノ
心
ヲ
以
テ
)
。
併
し
或
ハ
此
情
天
白
日

ニ
何
ぞ
如
是
事
あ
ら
ん
と
一
脚
ノ
言
を
信
ぜ
ず
、
或
ハ
ノ
ア
が
此
世
ノ
祭
を
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篤
さ
ず
、
己
の
財
を
も
費
し
て
舟
を
造
る
を
賎
め
笑
し
も
の
も
あ
ら
ん
。

或
ハ
吾
ハ
此
迄
で
金
儲
す
る
方
雄
市
キ
故
、
方
舟
の
如
き
究
屈
ナ
所
へ
入
ル

ヲ
好
ま
ず
と
。
或
ハ
余
は
此
世
の
家
名
血
管
を
捨
て
行
く
を
欲
せ
ず
と
。
或

ハ
余
ハ
ご
家
族
闘
準
テ
行
け
.
は
よ
い
け
れ
ど
も
、
余
一
人
吾
家
を
去
ル
ヲ
好

ま
ず
と
。
或
ハ
吾
ハ
汝
ノ
言
ニ
従
ひ
度
も
、
人
が
笑
フ
故
、
或
ハ
親
が
承

諾
せ
ぬ
故
と
、
各
々
種
々
の
言
わ
け
を
作
り
世
の
肉
欲
一
一
溺
れ
、
更
-
一
救

の
事
を
顧
る
者
健
一
か
り
し
が
、
終
ニ
百
二
十
年
を
歴
、
ノ
ア
ト

一
家
八
人

叉
凡
て
の
蓄
類
方
舟
ニ
入
り
戸
を
閉
ぢ
し
が
、
果
し
て
七
日
目
よ
り
大
雨

降
り
四
十
日
輩
夜
降
り
綴
け
、
凡
て
の
高
山
ヲ
没
し
諸
高
山
よ
り
高
き
事

一
丈
五
尺
ニ
及
ベ
り
。
故
-
一
凡
て
の
家
畜
も
金
銀
衣
服
も
諸
共
ニ
一
段
れ
、

前
向
民
悉
く
死
せ
り
。
而
し
て
水
の
引
く
る
ハ
一
年
間
掛
れ
り
。

只
今
ノ
世
も
ノ
ア
ノ
時
代
と
同
様
ニ
て
、
凡
て
の
人
々
ハ
罪
を
犯
し
一
例
ニ

背
き
、
己
の
慾
を
放
ニ
し
て
、
一
柳
ハ
凡
て
の
人
を
無
限
減
す
こ
と
ニ
定
め

給
へ
り
。
然
れ
と
も
今
暫
く
忍
び
給
ふ
也
。
今
日
の
紋
舟
ハ

イ
エ
ス
キ

リ
ス
ト
ニ
し
て
、
己
ニ
其
舟
ハ
断
り
、
凡
て
之
を
信
ず
る
者
ハ
救
は
る
L

事
を
得
る
也
。
今
日
ハ
世
界
高
図
ニ
其
一服
丘
回
ハ
停
は
れ
り
。
併
し
符
の
如

く
或
ぐ
郎
防
り
、
或

ハ
時
間
め
、
或

ハ問
問
々
の
断
り
を
述
べ
此
救
の
舟

ニ
人
る

を
好
ま
ず
。
多
く
は
自
ら
無
限
刑
制
-
一
入
ら
ん
と
す
る
也
。



(
絡
)

H
汝
ら
ハ
暫
く
肢
の
繁
を
篤
し
、
川
附
…
限
刑
町
川
を
安
る
M
M
り
な
る
や
。
或
ハ

数
券
」
求
む
る
や
。
余
此
嵯

ニ
あ
る
諸
愛
兄
姉
で
ど
を
望
む
も
の
と
察
す
る

也同
然
ら
ば
巳
-
一
其
数
の
舟
ニ
人
り
し
ゃ
。
或
ハ
レ
本
だ
此
世
ニ
あ
り
て
、
其

救
舟
の
外
ニ
あ
る
も
の
乎
。

円
汝
此
山
川
ニ
人
ら
ん
と
ぜ
ば
此
必
魔
の
世
を
山
で
ざ
る
可
ら

↑毎
改

ず
。
印
ち
暗
ヨ
リ
肉
欲
ヨ
リ
人
情
ヨ
リ
其
他
凡
て
此
世
の
物
を

む
る
事

捨
て
ざ
る
可
ら
ず
。

凶
救
舟
一
一
入
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
H
芯
れ
生
け
る
イ
エ
ス
ナ
リ
。
イ
エ
ス
ハ

十

字
架
ニ
織
り
、
死
よ
り
魁
り
、

A
{
脚

の

で
一あ
り
た
ま
ふ
也
。
此
イ

エ
ス

りの
、名

隔 を
ヨ 11千
リ求
山 め
で か
天 ば
園救
ニは

なる
也席 。

主!日
仰 せ
の

は
旨

必
を
l'ず
れ嬰
ソ、窓

4: 
のり
事 て
信心
者潔

と
交
り
、
世
を
縦
れ
な
ば
救
は
る
可
し
。

ハ
月
二
十
二
日

O
「
身
も
し
震
魂
離
る
れ
ば
死
る
如
く
信
仰
も
行
離
る
れ
は
死
る
な
り
」

百E

雅
各
二
の
二
十
六

H 

五
ロ
ら
只
貿
理
を
緋
へ
、
父

一
時
決
心
す
る
も
其
て
足
ら
ず
。
常
一
一
綴
け
て

行
は
ざ
れ
は
其
信
仰

(
此
る
也
。一
柳
を
愛
す
る
事
も
人
を
愛
す
る
事
も
道

を
玄
侍
ふ
る
事
も
信
仰
も
験
も
潔
キ
事
も
析
も
聖
笈
御
恩
化
も
活
き
綴
く

事
ニ
て
、

一
時
の
事
ニ
あ
ら
ず
。
ま
た
前
-
一
取
滋
し
置
か
る
弘
事
ニ
も
あ

ら
ず
。
用
意
し
誼
く
可
き
事
ニ
も
あ
ら
ず
。
前
ニ
光
を
愛
け
を
き
、
考
へ

置
く
も
、
其
時
ハ
其
時
の
行
あ
る
也
。
故
一
一
一
誘
も
忠
胞
の
働
も
常
に
あ
れ

ば
常
ニ
一
戦
ふ
能
あ
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
日
走
れ
只
聖
霊
御
能
ニ
よ
る
也
。
故
ニ

設
数
も
、
活
き
た
る
説
教
ハ
其
人
-
一
今
働
く
も
の
を
篤
し
、
活
け
る
も
の

を
式
ふ
可
し
。
同
じ
説
教
も
父
其
人
の
有
機
↑
一
よ
れ
ば
、
必
要
な
る
も
の

也
。
改
ニ
常
ニ
説
教
、
祈
祷
、
昨
秋
を
唆
す
る
也
。
住
円
イ
ス
ラ
へ
ん
戦
を
篤

せ
し
ニ
紳
の
能
ニ
由
テ
勝
て
り
。
今
日
も
如
是
毎
日
戦
あ
れ
ば
、
質
地
此

戦
雫
を
潟
ざ
正
る
可
ら
ず
。
此
戦
明
ヤ
ハ
前

ニ
策
略
を
考
へ
を
き
、
或
ハ

ト々

法
を
備
て
置
く
も
、
総
帥
慨
を
備
へ
を
く
も
、
怖
H
地
帥
牧
場
ニ
テ
よ
く
戦
は
ざ

れ
は
負
け
る
が
如
し
。
其
時
-
一
其
時
の
験
な
れ
ば
常
ニ
其
用
意
あ
る
可

し
。
山
臨
剛
大
敵
と
云
ふ
諺
あ
る
如
く
、
常
-
一
一
仰
の
武
具
を
取
り
鞍
ひ
屑
ら

さ
れ
ば
、
加
盟
れ
て
敗
北
す
可
し
。
而
し
て
吾
ら
磁
之
中
国
物
を
讃
む
ハ
、
恰

も
戦
方
を
阻
平
ぶ
が
如
し
。
然
れ
ど
も
貧
地
其
場
一
一
望
ま
は
、
其
戦
方
の
如

き
戦
起
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。

必
ず
其
時
其
方
を
用
ゐ
さ
る
可
ら
ず
。

0ζ
の
町
ニ
於
て
路
傍
説
教
ス
。
己
ニ
警
察
へ
も
其
義
届
置
き
し
が
、
夏

の
事
故
外
は
大
ニ
涼
し
く
、
且
つ
明
月
雲
-
一
郎
リ
夜
静
な
れ
ば
、
貧
-
一
説

教
す
る
ニ
都
合
よ
く
、
一
柳
の
御
恵
-
一
よ
り
一
服
音
を
十
分
ニ
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キ
リ
ス
ト
ノ

宣
ぶ
る
事
を
得
た
り
。
耶
蘇
教
-
説
教
と
書
た
る
燈
灯
を
ノ



一崎
正
目
ハ
片
隅

ニ
付
ハ
ル
、

モ
ノ
ニ
ア
ラ

ズ。

凡
て
の

耳
ニ
入
る
可

キ
ニ
掛
け
、
讃
美
歌
を
歌
ひ
人
を
集
め
其
よ
り
設
教
を
初
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め
た
り
。

O
「
わ
れ
幽
-陥

ニ
於
て
爾
暫

ニ
侍
げ
し
ζ

と
を
光
明
ニ
述

ベ
よ
耳
を
つ
け
て
聴
き
し
乙
と
を
屋
上
に
穴
矯
め
よ
」
馬

太
十
の
二
十
七
。

キ
モ
ノ
ナ
リ
。
太
陽
は
世
界
高
閣
部
民
-
一
郎
ら
ざ
る
躍
な
き
が
如
く
、
キ

リ
ス
ト
の
義
の
太
陽
を
高
民
の
心

二
部
す
可
し



明
治
十
八
年
六
月
二
十
四
日
よ
り

七
月
二
十
三
日
ま
で

(
古
表
紙
紋

、ιH
吋
L

仏へ

F
」
関
口
ル
川
叫

答
ふ
可
き
や
。

言己

歎
し
て
何
を
言
ふ
可
ら
ず
。
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
手
本
一
一
倣
ふ
可
し
。

H 

叉
何
慣
例
飢
と
な
り
口
々
ニ
喧
く
な
る
時
ハ
賊
し
て
榊
-
一
任
ス
吋
し
。

「然
る
に
ユ
ダ
ヤ
人
ハ
之
に
敵
ひ
且
つ
誹
り
し
ニ
肉
パ
ウ
ロ
衣
を
桃
て
彼

ら
ニ
白
け
る
は
爾
ら
の
血
は
繭
ら
の
首
ニ
腕
す
可
し
我
は
絵
な
し
今
よ
り

異
邦
人
三
通
ん
」
使
徒
十
八
の
六
。

O
若
し
識
ら
ざ
る
事
を
尋
ね
ら
れ
し
時
は
如
何

ニ
せ
ん
や
。

五
口
之
を
識
ら
ず
。
識
り
し
曲
学
者
ニ
問
ふ
可
し
と
答
ふ
可
し
。
然
る
に
汝
議

ら
ず
し
て
信
ず
る
は
忘
信
也
と
云
ハ
メ
、
否
ナ
吾
信
ず
る
庭
の
良
型
と
一
証

ハ
知
る
也
。
故
-
一
之
を
信
ず
。

併
し
五
口
は
一
柳
ニ
あ
ら
ざ
れ
ば
、
識
ら
ざ
る

彪
な
し
と
云
ふ
事
能
は
ず
と
答
ふ
可
し
。

「
か
れ
答
け
る
は
罪
人
な
る
や
否
わ
れ
之
を
知
ら
ず
我
ハ
瞥
者
也
し
が
今

自
明
ニ
な
れ
る
比

一
事
を
知
る
」
約
九
の
お

又
哲
墜
杯
或
ハ
虚
き
続
論
す
る
も
の
あ
る
時

ハ
、
吾
れ
如
是
空
き
紙
盆
の

鰭
論
、
想
像
論
を
好
ま
ず
と
て
之
を
避
く
可
し
。

「妄
な
る
盆
な
き
談
お
よ
び
知
識
と
僑
り
係
る
鰐
論
を
遊
く
可
し
」
提
摩

太
前
六
の
二
十
。

O
併
し
自
ら
過
を
な
し
て
立
め
ら
れ
、
諮
ら
れ
、

打
れ
、

楽
ら
れ
な
ば
耐

也、

「爾
ら
も
し
過
を
筋
し
縫
ら
れ
て
之
を
忍
ぶ
と
も
何
の
菰
ベ
き
事
な

ら
ん
や
さ
れ
ど
者
を
篤
し
て
苦
め
ら
れ
此
を
忍
ば
、
一
柳
ニ
嘉
隔
を
得
ベ

し
」
彼
前
ニ
ノ
加
。

O
何
故
ニ
人
々
ハ
吾
僚
を
嫌
ふ
や
。
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以
テ
議



論
-
一
勝
ん
と
す
る
故
也
。
如
是
人
ハ
質
問
引
を
柄
り
難
し
。
け
万
円
ら
H

剛
一れ
を

直
ス
時
出
品
む
心
、
穴
を
-
ぷ
フ
心
、
非
難
す
る
人
と
思
フ
ポ
、
同
苔
傍
道
を

侍
ふ
る
ハ
何
乎
。
私
ノ
事
あ
り
、
或
ハ
己
の
矯
め
に
す
る
者
と
誤
認
す
る

事故
ニ
民
の
柔
和
、
忍
耐
、
慈
悲
、
仁
愛
、
正
直
の
熱
心
よ
り
道
を
諮
る
可

し
。
之
ニ
謙
遜
を
加
ふ
べ
し
。

O
〔
説
教
題
〕

O
一例
ハ
人
間
ヲ
如
何

ニ
巡
り
給
ひ
し
ゃ

本
町
の
北
β
の
路
傍
ニ
於
て
説
教
ス
o

外

ニ
於
て
大
保
ニ
て
川
H
J
r
け
す
る

故
、
其
近
溢
之
家
々
の
人
三
家
の
内
よ
り
開
く
者
も
多
く
あ
れ
ば
、
集
ま

る
者
と
共
ニ
宵
名
佼
・4
聴
衆
あ
り
し
な
ら
ん
。
至
院
側
諸
聴
せ
り
。

O
叉
水
曜
日
ニ
付
、
祈
祢
を
崎
山
し
帥
町
向
山
説
教
ニ
出
儲
け
た
り
。

六
月
二
十
五
日

O
一
服
丘
団
を
体
ふ
る
事

「
イ
エ
ス
彼
等
ニ
白
け
る
は
偏
く
世
界
を
廻
り
て
凡
て
の
人
ニ
↑服
者
を
山
H.

侍
へ
よ
信
じ
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
愛
る
者
は
数
は
れ
伝
ぜ
ざ
る
者
は
罪
ニ
定

め
ら
れ
る
L
也
」
馬
可
十
六
の
十
五
・
十
六

「種
ま
く
者
情
ニ
出
し
が
儲
け
る
と
き
路
の
労
ニ
遣
し
磁
あ
り
空
中
の
鳥

来
り
て
啄
み
殺
せ
り
X
上
う
す
き
隣
地
に
む
ち
し
椅
あ
り
直
-
一
初
出
た
れ

ど
日
の
出
し
と
き
灼
れ
し
か
ば
桜
な
き
が
故
ニ
一
削
れ
た
り
ま
た
練
の
小

ニ

遣
し
待
あ
り
練
そ
だ
ち
て
と
を
蔽
げ
り
ま
た
沃
峻
ニ
遣
し
極
あ
り
民
を
結

べ
る
乙
と
或
ハ
百
倍
或
ハ
六
十
・
れ
或

ハ
三
十
併
せ
り
」
馬
太
十
三
の
三
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t
¥
 

-，J 「彼
ハ
回
聞
き
之
ハ
措
伎
と
云
る
は
之
ニ
就
て
良
也
」
約
四
の
三
十
七

「わ
れ
ら
彼
よ
り
恩
恵
と
使
徒
の
織
を
愛
乙
れ
其
名
の
篤

κ前
同
国
の
人
々

を
し
て
信
じ
従
ハ
せ
ん
と
也
」

ロ
l
マ
一
ノ
五

「
我
ハ

凡
て
の
人
ニ
負
る
所
あ
り
是
故
一
一
我
力
を
聾
し
て
一
服
一孟一
日
を
繭
ら
ロ

マ
ニ
あ
る
人
々
ニ
も
侍
ん
と
と
を
願
ふ
」
ロ

1
7
一
の

河川

「然
れ
ば
信
仰
は
問
よ
り
い
で
間
庭
ρ
榊
の
道
ニ
山
る
也
」

ロ
ー
マ
十
の

十
七「教

は
る
ふ
有
ニ
就
て
も
沈
倫
者
ニ
就
テ
モ
我
憐
一
柳
の
篤
に
は
キ
リ
ス
ト

の
磐
香
な
り
」
膏
林
後
二
の
十
五

「我
乙
の
一服
一替
の
篤
に
立
ら
れ
て
宜
伸
一
る
者
と
な
り
使
徒
と
な
り
呉
邦
人

の
師
と
な
れ
り
」
提
陸
太
後
一
の
十
一

「煩
道
を
宜
的
問
ふ
ベ
し
時
を
得
る
も
時
を
得
ざ
る
も
助
み
て
・4
を
務
め

云
々
」
提
摩
太
後
四
の
二

J
V

ク

Z

-T

J

ラ

シ

ト

ル

一

-

h

，，ゐ

一T

、

J

以
L

涙
而
術
者
、
将
ス4

以
ν
喜
而
獲
-
令
。
彼
出
則
悌
泊
而
出
携

4
4

良
部
-

化
エハ

手
一
，
，

、

，

ヲ

4
7

、

来

乃

欣

喜
而
来
、
矯
其
禾
束
-4
h
J

。」
詩
百
二
十
六
ノ
五
、
六

如
是
今
五
円
も
此
ノ
一服
一音
ノ
奥
義
を
宜
伸
ふ
る
者
と
な
り
た
れ
ば
、
救
わ

る
L

者
ニ
も
沈
倫
者
ニ
も
今
貨
ヲ
得
る
も
得
ざ
る
も
、
只
全
能
全
智
-
一
し

て
種
を
育
て
給
ふ
榊
-
一
任
せ
、
吾
ハ
前
向
民
の
耳
ニ
聞
へ
る
様
偏
く
廻
り
て



順
々
ニ
一
服
一音
を
宣
言
す
可
し
。

O
五
円
ら
山
市
-
一
心
ニ
十
分
一
例
よ
り
数
を
愛
け
限
き
、
時
の
市
中
間
泌
-
一
従
ひ
別
ち

輿
ふ
可
き
者
と
な
る
可
し
、

「
イ
エ
ス
彼
等
に
日
け
る
は
然
ら
ば
天
園
ニ
付
て
教
へ
ら
れ
た
る
謬
者
は

新
し
き
物
と
例
き
物
と
を
其
席
よ
り
出
す
家
の
主
の
如
し
」
馬
太
十
三
の

五
十

「時
ニ
及
て
糧
を
彼
等
に
設
へ
さ
す
る
篤
に
主
人
が
そ
の
僕
等
の
上
ニ
立

た
る
忠
義
に
し
て
智
僕
は
誰
な
る
乎
」
馬
太
侍
廿
四
章
の
四
十
五

O
人
ハ
自
由
を
有
す
る
事
を
忘
る
可
ら
ず
。
故
ニ
人
の
自
由
の
性
を
明
ニ

知
り
之
を
敬
ひ
、

此
性
一
一
従
ふ
て
人
を
働
む
可
し
。

O
説
教
題
(
民
正
の
や
一附
卜
生
命
ハ
如
何
ニ
ゾ
テ
得
可
キ
ヤ
)

H
凡
テ
人
ハ
事
一間
ト
生
命
を
い
水
む
る
も
の
也
。

本
町
萱
丁
目
ニ
於
て
路
傍
勾説
教
せ
り
。
聴
衆
六
七
十
名

六
月
二
十
六
日

O
た
と
へ
未
信
者
ニ
一
詰
る
ニ
も
伝
者
-
一
語
る
と
同
様
初
め
ニ
十
分
-
一
祈
祷

し
、
謙
遜
柔
和
、
己
を
忘
れ
信
仰
を
保
ち
、
聖
震
ニ
白
り
人
ノ
媛
之
無
限

亡
び
る
事
を
恩
ひ
、
日
興
の
燐
を
以
て
侍
道
す
可
し
。
待
選
ハ
此
世
ニ
財
を

j;] 

"'" 
畜
へ
る
業
に
あ
ら
ず
。
天
園
ニ
財
を
集
る
業
な
れ
ば
、
常
-
一
天
の
事
を
思

，.， 

ふ
て
伴
ふ
可
し
。

O
幼
キ
信
者
ノ
篤
の
七
則

付
毎
日
密
室
の
祈
祷
を
怠
る
可
ら
ず
。
叉
祈
る
時
-
一
一
柳
其
庭
-
一
在
し
て
汝

の
祈
待
を
開
き
た
ま
ふ
事
を
忘
る
可
ら
ず
。

同
毎

H
密
室
ニ
テ
嬰
苫
を
讃
む
と
と
を
怠
る
可
ら
ず
。
叉
汝
翌
苫
を
讃
む

と
き
ハ
一
例
汝
ニ
話
シ
し
た
ま
ふ
事
と
凡
て
榊
の
言
ひ
た
ま
ひ
し
事
を
信

じ
て
、
行
ふ
事
を
忘
る
可
ら
ず

0

1
J
n
u
J
 

加
は

O
余
思
フ
ニ

、
凡
テ
顔
ク
事
ハ

此

ニ
則
ヲ
怠
ル
ヨ
リ
初
ま
る
モ
ノ
ト

o
，t
 

T
E
J
吋
i

(
L
M

信
ズ
ル
也
。

同
汝
市
立
せ
ぬ
事

ハ
決
し
て
一柳
ニ
求
む
可
ら
ず
。
叉
如
何
ニ
己
が
起
し

く
見
ゆ
る
事
ニ
て
も
、
汝
向
分
の
第
二
付
き
民
を
一
刷
ニ
語
る
可
し
。
而

し
て
如
何
な
る
事
汝
ニ
あ
る
も
、
キ
リ

ス
ト
ノ
名
ニ
由
テ
赦
サ

レ
、
汝

の
い
仕
る
，川，
キ
有
機
と
な
ら
し
め
た
ま
は
ん
市
引
を
求
め
よ
。

「一
柳
は
援
な
れ
ば
開
門
す
る
者
も
ま
た
震
と
良
を
も
て
之
を
奔
す
可
き
な

り
」
約
四
の
二
十
四

川

一
日
ト
い
へ
ど
も
下
一イ
エ
ス
の
矯
め
に
何
か
篤
す
事
を
試
み
ず
し
て
過

す
吋
ら
ず
。
而
し
て
毎
夜
イ
エ
ス
は
汝
の
篤
め

K
何
を
篤
し
た
ま
ひ
し

か
を
恩
ひ
出
し
、
叉
汝
は
イ
エ
ス
の
篤
め
に
何
を
篤
し
た
る
乎
を
自
ら

間
ふ
可
し
。

(.民卜
A

五
の
十
三

|

|
十
六
)
叉
馬
太
十
の
四
十

川
汝
或
官
什
を
鴛
さ
ん
と
し
て
み
門
な
る
か
訟
な
る
か
疑
あ
る
時
は
密
室
に
入

す
ペ
て
の
ζ
ーと

り
脆
き
一脚
の
惑
を
祈
る
べ
し
。
「
悶
曹
の
篤
す
所
の
諸
事
或
ハ
-一円
あ
る

365 



ひ
は
行
み
な
主
イ
エ
ス
の
名
の
矯
め
に
之
を
篤
し
彼
一
一
白
て
父
な
る
紳

ニ
感
謝
す
可
し
」

コ
ロ
サ
イ
三
の
十
七
。
汝
も
し
之
を
行
ふ
能
は
ざ
れ

ば
必
也
。

「
疑
ふ
者
も
し
食
は

v
罪
ニ
定
め
ら
る
是
れ
信
仰

-
一
由
て
食

は
ざ
れ
ば
也
す
べ
て
信
仰

ニ
由
て
せ
ざ
る
者
ハ
罪
也
」
ロ

1
7
十
四
の

十

川
汝
の
信
仰
或
ハ
行
局
を
他
の
信
者
ニ
絞
ぶ
可
ら
ず
。
多
々
の
人
々
如
是

行
へ
は
之
を
悩
む
べ
し
。

「
自
ら
審
る
者
あ
り
我
傍
敢
へ
て
之
と
匹
之

と
絞
る
こ
と
を
せ
ず
然
れ
ど
彼
ら
み
づ
か
ら
互
二
度
り
み
つ
か
ら
互
ニ

較
ぶ
れ
ば
智
な
き
も
の
な
り
」
司
林
後
十
の
十
一一。

只
主
キ
リ
ス
ト
汝

ニ
何
を
篤
ス
コ

ト
ヲ
欲
し
た
ま
ふ
を
尋
ね
、
力
を
溢
し
て
彼
ニ
従
ふ
べ

し。「我
羊
は
攻
撃
を
肱
聞
き
わ
れ
は
彼
ら
を
識
り
か
れ
ら
我
ニ
従
ふ
」
約
卜

の
二
十
七
。

同
如
何
一
一
汝
感
ズ
ル
事
ニ
テ
モ

、
紳
の
言
葉
ニ
反
針
ス
ル
事
ハ
信
ズ
可
ら

ず
。
汝
自
ら
問
ふ
べ
し
。

「榊
の
言
葉
民
な
ら
ば
吾
感
ぜ
し
事
ハ
民
な

る
を
得
る
や
」
而
し
で
も
し
何
れ
も
民
な
る
能
は
ざ
れ
ば
、
一
仰
を
信
じ

自
分
の
心
を
儒
と
す
べ
し
。
「
非
ら
ず
凡
て
の
人
を
僑
と
す
る
も
紳
を

貨
と
す
べ
し
爾
の
告
る
言
は
義
と
せ
ら
れ
爾
が
鞠
る
h

と
き
勝
を
得

ん
」

ロ
1

マ

=7
四

「制
の
「
を
信
ず
る
者
ハ
其
衷
ニ
此
誇
あ
り
一
仰
を

信
ぜ
ざ
る
者
ハ
一仰
を
読
者
と
す
蓋
一
柳
の
そ
の
子
の
鴛
に
証
せ
る
讃
を
信

ぜ
ざ
れ
ば
な
り
」
約
翰
第
一
書
の
五
の
十
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之
事

侍
道
/ 
騒

け
耶
蘇
の
潟
土
綿
一耳
目
の
潟
、
即
ち
良
理
の
篤
に
は
如
何
な
る
慾
ヤ
繁
を

も
捨
て
之
ニ
克
ち
、
如
何
な
る
嫌
ひ
な
る
事
を
も
之
を
録
し
て
民
理

を
守
り
、
之
が
謹
人
と
な
る
可
し
。

「我
較
は
穴
エ
を
撃
が
如
き
ニ
あ
ら
ず
己
の
胞
を
撃
ち
て
之
を
服
せ
し

む
葉
は
か
の
人
を
教
へ
て
自
ら
楽
ら
れ
ん
と
と
を
恐
れ
は
也
」
百
円
林

前
九
の

二
十
六
、
七
、

「我
傍
を
試
探
-
一
巡
せ
ず
必
よ
り
採
出
し
給
へ

」
馬
太
六
の
お

「聖
徒
ニ
由
て
身
般
の
行
川震
を
滅
さ
は
生
く
可
し
」

ロ
!
?
八
の
十

「
我
キ
リ
ス

ト
と
借
ニ
十
字
架
-
一
釘
ら
れ
た
り
」
加
佐
太
二
ノ
却

常
ニ
聖
霊
一
一
満
さ
れ
て
熱
心
な
る
可
し
。

「我
主
イ
エ
ス
の
名
の
篤
に
は
常
に
縛
る
、
耳
な
ら
ず
エ
ル
サ
レ
ム

に
死
る
も
亦
甘
ず
る
所
也
」
使
徒
二
十
一
の
十
三
。

「司
林
後
六
の
一

|

|
十
」
世
ノ
物
ニ
心
ヲ
注
ぐ
勿
れ
。
叉
如
何

人
が
笑
フ
ト
モ
少
シ
モ
必
を
免
ス
勿
レ
。
心
ヲ
免
ス
勿
レ
。
常
-
一
般

絡
ニ
守
れ
。



「窄
き
門
よ
り
入
れ
よ
」
一応
太
七
の
十
三。

け

「食
物
、
衣
服
、
家
、
金
、
杯
ノ
事
ρ
有
ル
モ
ノ
ヲ
足
れ
り
と
し
、

吏
ニ
思
煩
フ
勿
れ
、
パ
一
脚
-
一
任
セ
一
一
一
息
ト
ナ
ス
勿
れ
。
」
馬
太
六
の
三
十

四
ト
三
士
ニ
、
又
録
制
中
木
前
六
の
六
||

十、

同
常
ニ
熱
心

ニ
勉
強

ス
ベ

γ
。

「爾
の
行
筋
ト
労
苦
を
知
る
ぶ
々

」
歎
示
二
の
二

「心
を
之
ニ
寄
せ
て
専
ら
之
を
務
む
べ
し
爾
自
ら
己
を
悩
む
べ
し
亦

数
ゆ
る
事
を
恨
む
べ
し
悩
ニ
此
等
の
事
を
務
め
よ
如
此
お
と
な
ふ
時

は
己
を
救
ひ
亦
制
問
に
聴
く
者
を
救
は
ん
」
提
摩
太
前
回
の
十
五
、

」ハ。「
な
ん
ぢ
道
を
ん
礼
的
問
ふ
べ
し
時
を
得
る
も
時
を
得
さ
る
も
働
み
て
』ノ
ι

を
務
め
各
段
の
忍
耐
と
数
誌
を
以
て
人
を
督
し
戒
め
勧
む
吋
し
」
提

陸
後
四
の

「我
三
年
の
間
俊
も
査
も
断
ず
一
炭
を
流
し
て
外
人
を
似
し
と
と
を
惚

ふ
べ
し
」
使
鱒
廿

一
の
三
十

て

「勤
労
ニ
も
眠
ら
さ
る
ニ
も
食
は
ざ
る
ニ
も
云
々

」
可
林
多
後
六
の

記

開 1
1ヨ酔 ー寸

LE 怠

簸笠
ノ、

。コヨ
ノ、

~tt 
レ

蛾

観，

其
所
じ
作
、
品
以
ψ

己

a
?レ

円

川
一九
円
身
飽
ハ
榊
の
間
な
れ
。
よ
く
養
生
し
て
健
杢
を
-Y
る
可
し
。

「協
の
胃
の
た
め
及
び
闘
し
ぼ
/
¥
疾
ふ

ニ
悶
て
値

ニ
水
を
飲
む
ζ

と
勿
れ
少
し
く
倫
萄
沼
を
用
ふ
べ
し
」
提
摩
太
前
五
の

二
十
三
、

凶
侍
道
之
続
榊

「心
ヲ
識
し
縮
刷
を
謹
し
意
を
惑
し
主
な
る
爾
の
一仰
を
愛
す
可
し
亦

じ
の
如
く
爾
の
隣
を
愛
す
可
し
」
馬
太
二
十

の
三
十
七
、
八
、
の

精
一
脚
よ
り
起
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

川
異
邦
人
の
中
ニ
紳
の
名
を
讃
美
す
る
事
な
り
。
「
此
の
如
く
人
々

の
前
-
一
爾
そ
の
光
を
耀
か
せ
然
れ
ば
人
々
倒
ら
の
善
行
を
見
て
天
ニ

」
仕
す
爾
ら
の
父
を
栄
む
べ
し
」
馬
太
侍
五
の
十
六
。

「
凡
そ
人
の
前
ニ
我
を
識
る
と
号
円
ん
者
を
我
も
亦
天
に
在
す
我
父
の

前

ニ
之
を
識
る
と
一言
は
ん
」
凶作4
L
A
仰
十
の
三
十
二。

「爾
ら
身
ニ
於
て
も
窓
魂
一
一
於
て
も
一
仰
の
祭
を
穎
は
す
べ
し
」
窃
林

多
六
の
二
十
、
叉
一
柳
の
愛
を
悶
酬
は
さ
ん
篤
也
。

「
わ
れ
イ
エ
ス
キ
リ

ス
ト
と
彼
の
十
字
架

ニ
釘
ら
れ
し
事
の
外
ハ
繭
ら
の
中

ニ
て
何
を
も

知
る
ま
じ
と
意
を
定
め
た
る
也
」
封
林
多
前
二
の

又
一刑
ニ
付
き
キ
リ
ス
ト
ニ
付
髪
室
-
一
付
き
証
を
篤
す
者
也
。
即
ち
一柳

の
証
人
也
。

父
榊
の
言
葉
を
宣
侍
ふ
る
者
也
。
即
ち
榊
の
御
存
在
文
御
働
ハ
凡
て

千
{
由
ニ
あ
る
如
く
、
其
田
崎
も
宇
宙
-
一
開
ゆ
る
也
。
然
れ
ば
吾
ら
聖
書
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ニ
あ
る
深
き
一
例
の
奥
義
卸
ち
一
脚
の
聖
旨
を
世
界
前
向
民
不
残
へ
宣
言
す



吋
き
也
。

凶
人
を
民
ニ
愛
す
る
熱
心
よ
り
起
ら
ざ
る
吋
ら
ず
。

世
界
の
凡
て
ζ

の
坪
を
泌
ミ
・4
と
戦
ひ
と
を
躯
除
し
、
人
の
援
魂
を

民
ニ
愛
し
之
を
救
ふ
の
精
神
ニ
て
仰
遁
す
可
し
。
然
れ
ば
人
の
罪
の

あ
る
慮
卜
其
大
な
る
繭
の
花
る
所
を
親
く
知
り
、
之
を
如
何
ニ
し
て

数
ひ
得
る
乎
、
如
何
な
る
幸
を
輿
ふ
る
事
を
得
る
乎
、
英
軍
魂
の
償

の
幾
何
乎
あ
る
杯
審

ニ
知
り
、
力
を
議
し
て
此
一服
言
を
出
向
ふ
可
き

白
。
又
之
を
篤

ス
ニ
必
ス
忠
の
震
と
戟
は
ざ
る
を
得
ざ
る
を
資
ゆ
可

き
也
。
此
目
的
よ
り
他
ニ
出
で
L

熱
心
な
る
可
ら
ず
。

凶
決
し
て
名
血
管
心
あ
る
可
ら
ず
。
只
一
柳
ノ
柴
の
瀬
は
れ
し
事
と
、
己

の
如
き
人
が
数
を
得
、
光
を
得
、
盆
を
得
し
と
、
己
が
紳
よ
り
命
ぜ

ら
れ
し
職
を
思
ニ
白
て
翠
せ
し
を
、
喜
と
す
可
し
。
叉
之
-
一
反
す
る

を
憂
と
す
可
し
。
故

三
順
一音
の
鴛
ニ
ハ
己
れ
誘
ら
れ
、
捨
ら
れ
、
必

ま
れ
、
法
け
ら
れ
、
或

ハ
殺
さ
る
ふ
も
甘
じ
て
愛
く
可
し
。

川
何
を
宣
ぶ
可
き
や

「盆
あ
る
事
ハ
残
す
所
な
く
之
を
宣
ベ
或
ハ
人
々
の
前
或
ハ
家
々

ニ

於
て
宣
ベ
」

使
徒
二
十
の
二
十、

「我
教
る
所
は
我
数
-
一非
ら
ず
我
を
遣
し
も
為
者
の
数
也
」
約
体
七
の

ト
ノ、「地

の
極

ニ
ま
で
孜
諸
人
と
鋳
る
ベ
し
」

使
侍

一の
八
、

「聞
く
と
ζ

ろ
は
一
仰
の
泊
に
山
る
也
」
縮
問
十
の
卜
じ
、
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「諭
讃
と
働
勉
と
教
訓
を
勉
め
い品々

」
提
障
問
の
卜
一二、

「異
邦
人
の
師
と
な
れ
り
五
々

」
提
摩
後

一
の
卜

「岡
山
道
を
正
く
領
ち
数
ん
こ
と
を
務
む
べ
し
」
従
隊
後
二
の
十

κ

「磁

智

慧
-之
人
得
・聴
明

1
4
人
一服
失
。
夜
市
-知U
却
d
-
ぷハ
e

於
市ー

制
限
智
慧
之
利
、
恰
引
い

e

於
械
金
日。」

簸
J-

H

三
の
十
=
下
十
四

「然
れ
と
彼
す
な
は
ち
民
理
の
憂
の
来
ら
ん
と
き
爾
曹
を
母
き
て
凡

て
の
良
理
を
知
ら
し
む
べ
し
」
約
侍
十
六
の
十
三。

「彼
氏
理
の
罰
的
に
設
を
作
せ
り
」
約
伸
五
の
三
三

「人
も
し
我
を
治
せ
し
者
の
旨
に
従
は

f
此
教
の
一柳
よ
り
川
ず
る
か

叉
己
に
由
て
」一日
な
る
か
を
知
る
べ
し
」
約
七
の
十
七

「己
れ
鱒
曹
-
一
員
埋
を
語
る
に
何
故
わ
れ
を
信
ぜ
さ
る
乎
制
よ
り
出

し
者

ハ一
脚
の
一一日
を
聴
く
爾
ら
の
聞
か
ざ
る
は
榊
よ
り
出
で
ざ
る

ニ
山

て
也
」
約
体
八
の
四
七

「
イ
ザ
ヤ
復
い
ふ
彼
等
臼
ニ
て
見
心
ニ
て
悟
り
改
め
て
瞥
る
L
ζ

と

を
得
ざ
ら
ん
が
篤
に
彼
そ
の
目
を
督
し
其
心
を
頑
俊
一
一
せ
り
と
此
故

一彼
ら
信
ず
る
ζ

と
能
は
ず
」
約
の
十
二
の
四
十

「
そ
れ
十
字
架
の
数
ハ
比
倫
者
一
一
は
愚
な
る
も
の
我
憐
飲
は
る
ヒ
省

ニ
は
一
柳
の
能
た
る
な
り
」

汚
林
前

一
の
十
八
。

一脚
は
十
分
の
良
型
を
以
て
一服
一首
を
頴
は
し
た
ま
ふ
也
。
然
れ
と
も
世



人
之
を
悟
る
能
は
さ
る
は
自
ら
心
を
一
隠
す
る
の
罪
ナ
リ
。
故
三
告
ら

は
榊
の
民
用
を
残
す
所
な
く
世
ニ
揚
言
す
可
き
也
。
宇
宙
は
良
型
ニ

て
満
つ
。
人
も
し
心
を
誠
一
一
し
て
之
を
求
め
は
異
理
を
悟
る
事
を
得

可
し
。

仲
巾
ニ
民
理
を
以
テ
宰
ふ
べ
し
。
(
創
世
記
六
の
三
)

同
聴
衆
ニ
向
テ
如
何
な
る
精
一
仰
を
有
す
可
き
や
。

付
耳
を
聞
き
心
を
注
ぎ
、
騒
く
人
ニ
向
テ
ハ
謙
遜
、
柔
和
、
畏
を
以

テ
十
分
の
愛
心
よ
り
熱
心
ニ
証
す
可
し
。

け
耳
を
閉
ぢ
心
頭
ニ
す
る
人
ニ
向
テ
ハ
忍
耐
と
智
識
を
以
て
心
を
開

か
し
め
ん
事
を
務
む
べ
し
。
十
分
の
力
を
澄
し
、
一

言
て
も
心
ニ
残

さ
し
め
ん
事
を
務
む
べ
し
。

同
心
を
説
教
-
一
留
め
ず
逃
れ
去
ら
ん
と
す
る
人
ハ
カ
を
登
し
て
後
、

去
る
人
ハ
其
慌
ニ
し
、
心
を
動
か
さ
る
L

勿
れ
。
只
聞
く
人
ニ
心
を

往
き
語
る
べ
し
。

同
限
る
人
、
絵
慮
見
す
る
人
、
誘
る
人
あ
ら
.
は
、
耳
あ
る
者
ハ
聞
く

べ
し
と
て
其
人
ニ
注
意
す
る
勿
れ
。
聞
く
人
ニ
云
フ
ベ
し
。

凶
間
人
一
人
あ
る
も
之
一
一
一
諮
る
べ
し
。

一
人
も
無
き
も
力
を
翠
す
べ

Z己

し

日

川
開
人
間
き
居
る
や
或
ハ
否
ナ
。
絵
り
心
煩
せ
ず
己
の
職
を
護
す
べ

し

O
今
夜
ハ
歎
示
録
研
究

六
月
二
十
八
日

朝

聖
書
研
究

O
聖
一盛
ニ
由
テ
重
生
す
る
市
中

付
人
ハ
水
と
聖
護
ニ
由
て
生
れ
ざ
れ
は
天
園
ニ
入
る
事
能
は
ず
と
。
故
ニ

如
何
程
道
を
聞
い
て
も
信
者
と
交
り
て
も
、
或
ハ
洗
鵡
を
愛
け
教
命
目

入
り
て
も
、
も
し
聖
霊
ニ
由
て
生
れ
ざ
れ
ば
、
天
園
ニ
入
る
事
能
は
ざ

る
也
。
或
ハ
未
だ
洗
踏
を
愛
け
ず
と
も
、
今
己
ニ
聖
一線
ニ
由
テ
生
れ
代

り
し
モ
ノ
ハ
救
わ
れ
た
る
者
也
。
故

-
一
洗
躍
を
愛
け
て
救
わ
る
h

ニ
あ

ら
ず
。
救
わ
れ
し
故
洗
躍
を
愛
る
也
。
今
此
薩
ニ
あ
る
兄
弟
姉
妹
ハ
聖

震
ニ
由
テ
生
れ
し
や
否
や
。
余
今
次
ニ
童
生
す
る
と
は
如
何
な
る
事

乎
、
叉
如
何
ニ
し
て
重
生
す
る
者
乎
を
述
ぶ
れ
ば
、
之
ニ
由
て
自
ら
の

心
を
照
し
見
、
己
ニ
生
れ
し
ゃ
否
を
知
り
、
叉
未
だ
生
れ
ざ
る
者
あ
ら

ば
生
代
る
道
を
求
め
ら
れ
ん
事
を
願
フ
ナ
リ
。

同
重
生
ニ
あ
ら
ざ
る
事

川
説
ト
考
の
獲
る
ニ
も
あ
ら
ず
。
た
と
へ
ば
偶
像
教
の
無
設
な
る
を
悟

り
、
之
を
止
め
或
ハ
拾
テ
ム
良
一脚
の
教
の
よ
き
を
知
り
、
此
教
で
な
け

(
一
字
不
明
)
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
考
ニ
あ
る
も
、
未
だ
重
生
せ
し

ニ

あ
ら
ず
。
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間
叉
型
4

取
引
を
多
く
識
り
し
事
ニ
あ
ら
ず
。



一
コ
デ
モ
を
腕
よ
。

同
説
教
を
感
じ
叉
聖
舌
を
感
じ
、
或
ハ

涙
を
流
し
或
ハ
泣
き
呼
ぶ
事
ニ

も
あ
ら
ず
。

フ
ヰ
リ
ク
ス
王
を
硯
よ

川
需
を
慕
ひ
忠
を
忌
む
の
情
ニ
も
あ
ら
ず
。

川
又
必
が
勝
ち
起
が
ま
け
ん
事
を
望
む
心

附
叉
普
を
春
め
忠
を
責
め
る
官
弔
問
じ

間
天
間
幽
を
愛
し
地
獄
を
忠
む
情
同
じ

刷
洗
践
を
受
け
数
曾
ニ
入
り
凡
て
の
儀
式
を
守
る
も
、
生
れ
代
り
し
証

ニ
あ
ら
ず
。

O
シ
モ
ン
ヲ
硯
よ
。

O
硲
太
を
腕
よ
。

削
イ
エ
ス
ニ
祈
り
叉
イ
エ
ス
の
篤
に
働
く
も
、
生
れ
代
り
し
証
ニ
あ
ら

ず。
馬
太
七
の
二
十
一
を
硯
よ
。

間
然
ら
ば
身
飽
か
或
ハ
窓
の
組
立
か
契
り
て
来
事
乎
。
た
と
へ
は
今
迄

箆
の
悪
い
人
が
よ
く
な
る
と
か
或
ハ
身
が
仮
ふ
と
か
、
或
ハ
酒
ず
き
が

酒
嫌
ニ
な
る
と
か
、
鰭
草
す
き
が
き
ら
い
ニ
な
る
と
か
、
あ
る
情
欲
が

な
く
な
る
と
乎
、
今
迄
知
り
し
事
ハ
忘
れ
て
し
ま
ふ
と
か
、
衣
服
や
金

が
ほ
し
か
っ
た
の
が
少
し
も
ほ
し
く
な
く
な
る
と
か
、
如
是
繁
り
あ
る

ゃ
。
今
迄
奇
殴
な
と
恩
ひ
し
も
の
ハ
奇
腿
で
な
い
よ
ふ
ニ
な
る
と
か
あ

る
や
。
否
々
一
決
し
て
然
ら
ず
。
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第
三
然
ら
は
何
が
代
る
の
乎
。
債
の
重
生
と
は
何
乎
。

川
心
の
獲
る
事
也
。
即
ち
心
の
選
ぶ
事
が
代
る
也
。
主
の
獲
る
事
也
。

戦
の
獲
る
弔
也
。
削
ち
ム
「
迄
ハ
肉
欲
を
遂
げ
ん
矯
め
民
理
-
一
背
い
て
泌

を
選
び
し
也
。
然
る
ニ
今
よ
り
之
を
悔
改
め
て
欲
-
一
戦
ひ
紳
-
一
従
ふ
事

也
。
叉
己
を
拾
テ

弘
一
柳
ニ
従
ふ
事
也
。

凶
肉
欲
ニ
従
ふ
即
ち
己
レ
は
何
乎
。
罪
を
知
り
欲
ニ
支
配
さ
れ
善
を
知

り
て
従
は
ざ
れ
ば
、
郎
自
由
を
得
ぬ
問
ハ
重
生
せ
し
者

一
一
あ
ら
ざ
る

也間
愛
と
は
何
乎
。

川
飢
ち
量
生
せ
し
者
ハ
罪
ヲ
犯
さ
ぬ
者
と
な
り
た
る
事
也
。

約
書
三
の
九
と
五
の
四

第
四
如
何
ニ
ン
テ
生
る
弘
事
ヲ
得
る
や
。

聖
霊
ニ
由
テ
生
ル
、
ナ
リ
。

O
一
脚
は
愛
ナ
リ
。

「
そ
れ
一
仰
は
そ
の
生
た
ま
へ
る
絢
子
を
賜
ふ
ほ
ど
に
世
の
人
を
愛
し
給

へ
り
此
は
凡
て
彼
を
信
ず
る
者
に
亡
る
ζ

と
相
派
し
て
永
生
を
愛
し
め
ん

が
潟
な
り
」
約
山
内
三
の
十
六

付
一
柳
の
愛
ρ

造
り
給
ひ
し
議
物
ニ
由
テ
知
ら
る
L

也
。
(
叉
其
御
支
配

自
-
ア
識
ら
る
L

也
)



1
7守
司

川
H
-
E
H
P
刷
哨

創
世
記
一

一章

間
接

叫
然
ら
ば
一
脚
ハ

何
故
毒
蛇
を
作
り
し
ゃ
、
思
し
き
献
を
作
り
し
ゃ
、
暴
風

間
人
身

あ
り
や
、
叉
病
、
苦
、
死
ア
ル
ヤ
、
と
。

答

罪
を
犯
し
て
よ
り
也
。
罪
を
悔
改
め
し
め
ん
矯
也
。
聖
書
ニ
愛
す

る
者
を
鞭
っ
と
。

同
然
ら
ば
一
脚
ハ
全
能
な
ら
ば
、
何
故
人
を
忠
人
ニ
作
り
人
を
罪
ニ
陥
れ
て

苦
む
る
や
。
是
れ
愛
の
道
二
合
ふ
や
と
。

答

一
柳
川
人
を
必
ニ
造
り
給
は
ず
、
自
由
な
る
道
徳
の
人
を
溢
れ
り
。

卸
ち
法
律
ヲ
輿
へ
、
之
ヲ
選
プ
カ
必
ヲ
選
プ
カ
の
自
由
を
輿
へ
た
ま

ア
J

ゼ

，

へ
り
。
是
れ
一例
ニ
も
人
ニ
も
吾
ニ
も
滋
物
-
一
も
有
盆
幸
一耐
を
得
可
き

律
法
ナ
リ
。
之
ヲ
倣
る
者
ハ
罪
ナ
リ
。
是
れ
自
ら
犯
せ
し
罪
ナ
リ
。

此
自
由
あ
ら
ざ
れ
ば
道
徳
あ
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
他
の
別
物
-
一
同
じ

き
也
。

凶
然
ら
ば
人
臼
は
ん
、
一
脚
は
変
な
ら
ば
罪
を
赦
し
た
も
ふ
も
可
な
ら
ん

と。川
柳
の
御
性
質
ハ
義
な
れ
ば
罪
を
赦
し
た
ま
ふ
事
能
は
ず
。

O
例
せ
は

義
人
ハ
訟
を
愛
す
る
能
は
ざ
る
が
如
し
。

日己

間
潔
き
法
律
ノ
性
質
ヨ
リ
論
じ
て

H 

政
府
法
作
の
例

文
天
地
の
治
ま
ら
ざ
る
街
中

グ
リ
ー
ク
の
王
ノ
事

同
キ
リ
ス
ト
ヲ
降
し
た
ま
ひ
し
愛

け
グ
リ

l
キ
王
/
例

け
経
人
ト
図
玉
太
子
の
例

国
併
し
ヤ
ハ
リ
人
ハ
自
由
故
、
一
柳
ハ
之
を
妨
げ
た
ま
は
ず
、
聖
鐙
ニ
由

テ
人
を
川
崎
き
た
ま
ふ
。
其
愛
如
何
。

剛
何
故
乎
。
一
柳
ハ
愛
ナ
リ
。
故
二
五
口
ら
ハ
何
の
報
も
望
ま
ず
し
て
働
ク

ナ
リ
。

(
路
加
六
の
三
十
一
ヨ
リ
)

O
信
ぜ
ば
放
は
る
べ

し
。

午
後
二
時
よ
り
重
生
ニ
付
、
務
藤
ニ
て
説
教
。
米
信
者
四
人
間
け
り
。

其
他
信
者
ら
の
中
大
感
(
一
{
子
不
明
)
あ
り
た
り
。

O
夜
ハ
本
町
四
了
目
ニ
於
て
設
数
す
。
歪
甑
謹
聴
せ
り
。
臨
衆
も
大
分
あ

り
た
り
。

六
月
二
十
九
日

O
人
の
徳
を
建
つ
可
し
。

「然
ば
爾
前
回
も
震
の
賜
を
慕
ふ
者
な
る
ニ
よ
り
教
舎
の
徳
を
建
る
篤

κ

其
叩
附
の
也
な
ら
ん
と
と
を
願
ふ
べ
し
」
時
林
前
十
四
の
は

「然
れ
ど
預
言
す
る
者
は
人
-
一
語
り
て
其
徳
を
た
て
勧
勉
を
鋳
し
{
女
慰

を
汲
ふ
る
也
預
言
す
る
者
は
数
舎
の
徳
を
悠

つ
る
也
」
珂
林
前
十
四
の
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「愛
は
徳
を
建
る
も
の
也
」
叫
林
前
八
の
一
、

「是
故
-
一
我
傍
人
と
和

際
せ
ん
と
と
L

相
互
ニ
徳
を
建
て
ん
こ
と
L

を
追
求
む
べ
し
」
終
馬
十

四
の
十
九

「我
憐
お
の
/
¥
隣
の
徳
を
建
ん
篤
-
一
w
討
を
も
て
之
を
悦
ば
す
べ

L
」

ロ
ー
マ
十
五
の
一

「
キ
リ
ス
ト
の
憾
の
徳
を
建
」
以
弗
凹
の
十

「愛
を
も
て
良
型
を
行
ひ
長
て
凡
て
の
ζ

と
首
な
る
キ
リ
ス
ト
に
殺
し

め
ん
符
也
彼
を
本
と
し
て
全
惚
す
べ
て
百
節
の
助
に
よ
り
て
聯
絡
作
中
国

そ
の
肢
惚
お
の
/
¥
分
量
に
循
ひ
方
行
て
其
惚
を
育
て
み
づ
か
ら
愛

山
て
徳
を
建
る
也
」
以
弗
凹
の
十
五
ト
十
六
。

「凡
て
汚
た
る
言
を
悶
曹
の
口
よ
り
出
す
ζ

と
勿
れ
只
時
ニ
従
ひ
て
人

の
徳
を
悠
つ
可
き
丹
市
什
を
一ぶ
ひ
聴
く
者
を
し
て
盆
あ
ら
し
む
可
し
」
以

州
問
の

二
九

「是
故
ニ
爾
曹
AW--
行
せ
る
如
く
互
ニ
慰
め
叉
各
々
の
抽
出
を
椙
建
つ
可

し
」
帖
撤
前
五
の
十

人
ハ
如
何

ニ
し
て
幸
一蹴
を
得
る
も
の
乎

什
界
の
赦
サ

ル
、
事

国
普
き
果
を
結
プ
ニ
由
テ

け
心
の
潔
ま
る
市
中

側品川
を
行
ひ
怒
ニ
勝
ツ
ニ
由
テ

川一仰
を
愛
し
叉
人
を
じ
の
如
く
愛
す

る
ニ
由
テ

同
榊
ト
人
ト
ニ
愛
せ
ら
る
L

ニ
由
テ

進
歩
す
る
ニ

山
テ

川
良
県
ヲ
憎
ん
ニ
由
テ

同
徳
を
積
、
、
、
其
他

凶
径
を
得
る

ニ
よ
り

同
十
分
普
き
望
を
得
る
ニ
よ
り

間
義
務
を
謹
す
ニ
由
テ
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国
吾
行

「

O
肉
ノ

/
市
ヲ
念

国
安
る
よ
り
興
る
は
幸
也

フ
可
き
溢
を
知
る
ニ
由
テ

フ
ハ
死
ナ
リ

J

g
の
恨
を
念
ふ
は
生
命
也
平
安
ナ

H
K

如
是
人
の
事
を
顧
み
、
人
の
徳
を
建
つ
可
し
。
削
ち
毎
日
人
の
徳
を
立

て
人
を
愛
し
慰
む
る
を
働
く
可
し
。

O
吾
憐
は
何
一一
進
歩
す
る
や
。

「教
の
法
一は
再
び
置
と
と
を
せ
ず
し
て
完
全
-
一
進
む
べ
し
」
希
伯
来
六

の
「惟
義
人
の
道
ハ
鳩
光
の
如
く
久
し
て
愈
々
光
り
日
中
ニ
治
ぶ
」
簸
言

の
四
の
十
八
。

「
天
K
在
す
爾
ら
の
父
の
完
全
が
如
く
爾
ら
も
完
全
く
す
べ
し
」
馬
太

五
の
凶
十
八
。

「吾
れ
今
知
る
乙
と
金
か
ら
ず
」
司
林
前
十
三
の
十

「肉
と
震
の
凡
の
汚
を
去
て
自
ら
己
を
潔
く
し
榊
を
畏
れ
て
聖
潔
ζ

と

を
成
就
す
可
し
」
寄
林
後
七
の

一

「我
乙
れ
ら
の
盟
を
既
-
一
得
た
り
と
一一一口
ふ
ニ
あ
ら
ず
亦
己

ニ
全
せ
ら
れ

た
り
と
言
ふ
-
一
非
ら
ず
或
ハ
取
る
ζ

と
あ
ら
ん
と
て
我
た
メ
と
を
追
求

む
(
キ
リ

ス
ト
を
得
さ
せ
ん
と
我
を
執
へ
給
へ
る
也
脱
)
兄
弟
よ
孜
自
ら
之

を
取
り
と
意
は
ず
只
ζ

の
一
事
を
努
む
印
ち
後
ニ
在
る
も
の
を
忘
れ
前

一
あ
る
も
の
を
望
み
紋
准
に
向
ひ
て
進
む
也
」
眺
立
三
の
十
二
、
十



三
、
十
四

「孜
僚
か
れ
を
侍

へ
諸
人
を
勧
め
諸
般
の
智
慧
を
も
て
諸
人
を
教
へ
諸

人
を
し
て
キ
リ
ス
ト
の
中
ニ
完
全
を
得
て
紳
の
前
ニ
立
し
め
ん
と
す
」

同
線
阿

一
の
二
十
八
。

「悶
ら
全
く
且
術
り
て
絞
る
所
な
か
ら
ん
篤
に
忍
耐
を
し
て
全
く
働
か

し
め
よ
閥
ら
の
小
智
禁
足
ら
さ
る
も
の
あ
ら
ば
夫
の
鈴
む
る
事
な
く
惜

む
ζ

と
な
く
し
て
衆
人

-
一
致
る
一
脚
ニ
求
め
よ
然
ら
ば
後
ら
れ
ん
」
雅
各

一
の
五
。

什
hmu
識
ニ
ハ

日
々
し
熊
限
進
歩
す
る
也
。

け
信
仰
も
進
む
な
り
。

国
働
く
と
と
も
凶
明
大
す
る
也
。

同
能
の
地
ス
ナ
リ
政
も
め
ス
ナ
リ
。

凶
誤
り
減
じ
良
忠
-
一
巡
む
也
。

同
心
崎
明
々
潔
ま
る
也
。

O
今
夜
は
伊
磁
氏
の
宅
ニ
於
て
黙
示
録
研
究
せ
り
。

六
月
三
十
日

。E
(Sunday) 

(つけ津
昔歎ニ
書提示移

録り
IiJf し
究以

後
久
居

於
て
t7) 

働

地

へ
来
れ

週
中

一
週
ニ

一
度

一一山夜山(品

日

J!r 

凶行
川
者
の
符
メ
説
教

一
度

ば
如
何

同
未
信
者
の
篤
説
教

一
度

川
安
息
日
ニ
聖
害
研
究
の
縫
を
一
人
の
信
者
二
段
け
鼠
く
こ
と

川
安
息
日
説
教
す
る
人
ニ
手
侍
ス
ル
事

O
今
街
地
之
信
者
の
義
務
ハ
品
川
地
」/駕
メ
祈
祷
す
る
恨
と
、

一
ケ
人
ニ
道

を
仰
向
ふ
る
明
也
、
山
川

ニ
熱
心
ニ
篤
す
と
と
也
。

今
鶴
子
時
き
も
十
分
潟
す
可
き
時
也
。
叉
滋
牧
も
す
可
き
時
也
。
今
各

信
徒
全
力
を
謹
し
て
臨
チ
を
蒔
き
水
翫
ぎ
耕
り
十
分
祈
祷
し
て
貨
の
り

を
待
つ
可
し
。
十
分
力
を
蓋
し
て
笈
の
ら
ざ
る
と
云
ふ
事
昔
よ
り
無

し
。
未
だ
力
の
謹
し
機
足
ら
さ
る
也
。
ボ
ー
ロ
の
働
を
手
本
と
潟
す
可

し
。
叉
吾
が
一仰
の
惑
を
得
し
事
、
五
ロ
が
育
ち
し
事
は
何
ニ
由
り
し
か
よ

く
考
へ
よ
。
必
ズ
非
常
な
る
力
と
勉
強
と
民
理
を
問
し
惑
と
祈
祷
ニ
由

て
、
今
崎
山
地
ニ
至
る
を
得
し
ニ
あ
ら
ず
や
。
然
ら
ば
人
を
救
は
ん
と
せ

ば
、
亦
た
其
丈
の
力
を
設
さ

r
れ
ば
能
は
ざ
る
は
省
然
の
事
な
り
。

人
々
は
未
だ
良
川以
を
識
ら
さ
る
ニ
由
て
迷
ふ
な
り
。
今
後
は
十
分
ニ
輿

理
を
証
し
て
倦
ざ
る
可
し
。
即
ち
民
の
愛
の
道
を
愛
す
可
し
。
五
日
ら
は

何
事
ニ
由
ら
ず
常
一
一
愛
ニ
居
り
キ
リ

ス
ト
の
誠
二
居
ら
ば
心
平
和
喜
俊

ニ
満
つ
る
事
を
得
る
也
。
愛
の
矯
め
に
熱
心
の
力
を
議
せ
ば
幸
多
し
。

O
Eは
キ
リ
ス
ト
の
命

ニ
従
ひ
、
常
ニ
人
の
徳
を
建
つ
可
き
良
型
ヲ
宣
言

す
可
き
も
の
と
な
ら
ん
。
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O
浮
ニ
於
テ
と
働
き



け
信
者
之
徳
ヲ
建
ツ
ル
事

け
信
者
ん
ど
家
体
制
、
親
族
、
朋
友
の
篤
め
に

一々

人
ニ
近
傍
し
一
脚
の
民
間
出

を
設
き
、
キ
リ
ス
ト
ニ
付
証
す
る
事

同
定
日
ニ
於
て
聖
苫
研
究
舎
を
一
初
む
る
事

け
聖
書
の
債
を
知
ら
し
む
る
事

ω之
を
行
は
し
む
る
事

け
其
意

山
怖
を
数
ゆ
る
事

川
疑
問

川
一刊
を
決
す
る
ニ

州
聖
書
を
用
ゐ
る
事
を
お
し
へ
る
事

を
製
品
い
い
ニ
附
…
ス
事

川
己
の
心
ヲ
調
ぶ
る

川
民
理
を
求
む
る

川
一
柳
の
聖

川一
仰
の
約
束
を
知
る
矯
め

旨
を
知
る
罰
的
め
に

州
説
教
隆

一一
於
て
定
日
ニ
-説
教
す
る
市
中

川
路
傍
ニ
於
て
説
教
す
る
事

O
毎
日
必
死
之
全
力
を
議
し
て
忠
義
ニ
し
て
主
ニ
事
ふ
可
し
。

O
聖
書
並
ニ
類
告
は
津
ニ
有
之
也
。

O
(憐
)
如
何
な
る
罪
人
ニ
て
も
良
の
憐
を
以
て
道
を
諮
る
可
し
。
高
慢

と
師
壮
麗
と
怒
り
と
百
メ
と
は
恨
み
て
避
け
、
忍
耐
し
て
道
を
侍
ふ
可

し
。
川
市
ニ
憐
む
ζ

と
を
忘
る
可
ら
ず
。
削
ち
法
相
白
之
十
字
架
を
負
ひ
十

字
架
之
道
を
官
一ぶ
可
し
。

O
五
ロ
ら
此
世
界
ニ
在
て
人
の
袋
を
救
ふ
の
働
を
篤
さ
ピ
れ
ば
何
の
繁
あ
ら

ん
や
。
今
日
本
ハ
吾
ら
の
一
柳
と
共
-
一
働
く
畑
ナ
リ
。

此
三
千
七
百
高
の

亡
び
た
る
窓
を
救
の
熱
心
あ
る
可
し
。

此
を
皆
な
刈
入
れ
せ
は
安
心
し

て
休
む
べ
し
。
故
ニ
多
く
の
働
夫
治
す
乙
と
を
祈
る
可
し
。
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今
五
回
ら
の
目
的
ハ
三
千
七
百
寓
の
箆
を
迷
の
道
よ
り
引
返
し
、
之
を
死

よ
り
放
ふ
事
也
。
他
ニ
目
的
伝
し
。
日
疋
れ
五
口
が
兄
弟
姉
妹
な
り
。
而
し

て
天
ニ
於
て
榊
ト
天
使
ト
凡
て
の
人
と
和
吉
愛
し
無
限
繁
む
事
也
。
設

か

一
人
で
も
地
獄
ニ
亡
び
て
苦
む
を
悦
ぶ
も
の
あ
ら
ん
や
。
然
ら
は
十

分
力
を
蓋
し
て
働
く
可
き
な
り
。

O
感
謝
曾

祈
祷
曾
何
れ
も
熱
心
ニ
祈
祷
あ
り
し
。

七
月
一
日

今
日
よ
り
津
ニ
移
る
積
り
之
慮
、
大
風
雨
ニ
て
(
近
年
稀
な
り
と
問

く
)
動
く
能
は
ず
。
又
過
円
来
降
り
領
一
一
て
路
傍
説
教
す
る
積
り
の

慮
、
終
ニ
雨
之
篤
其
意
を
果
す
能
は
ず
。

O
夜
ハ
伊
藤
氏
之
宅
一
一
於
て
一
家
族
と
共
ニ
祈
梼
し
、
後
ち
極
々
明
日
ニ

延
ば
さ
ず
し
て
悔
改
む
る
事
を
勧
め
た
り
し
ニ

、
大
ニ
感
ず
る
彪
あ
り

て
悔
改
む
る
の
決
心
あ
り
し
綾
子
を
、
翌
朝
彼
の
老
妻
よ
り
聞
く
。
彼

ハ
大
ニ
喜
び
兄
姉
の
祈
祷
あ
り
し
を
謝
せ
り
。

七
月
二
日

今
日
も
洪
水
後
ニ
て
橋
孫
ち
般
行
難
き
ニ
付
、
津
ニ
行
く
能
は
ず
。

O
歎
示
録
研
究
及
偶
像
之
篤
出
金
ニ
付
て
説

O
岡
野
氏
之
篤
祝
詞

O
第
二
誠



H
第
二
ノ
誠
ハ

何
乎
。

断

A
H

出
挨
放
記
二
十
の
悶

'
六。

同
此
誠
-
一
由
テ
何
を
禁
ゼ
シ
ャ
。

偶
像
を
奔
す
る
事
及
、
ひ
一
例
の
号
ニ
反
射
し
た
る
俄
ノ
方
を
以
て
祈
祷
す

る
事
を
禁
ぜ
り
。

「閥
此
榊
一
一
備
伏
ス
ル
勿
レ
亦
之
一
一
役
事
ス
ル
勿
レ
其
の
篤
ル
所
ニ
効

フ
勿
レ
惟
窪
ク
彼
ヲ
滅
ン
テ
譲
ク
茸
(
偶
像
ヲ
鍛
ツ
ベ
シ
」
出
挨
及
甘
三

ノ
二
十
四

同
然
ら
は
凡
て

の
像
を
巡
る
事
ハ
禁
ぜ
ら
れ
し
ゃ。

川
合
否
ナ
動
物
の
像
を
巡
る
事
ハ
売
さ
れ
た
り
。
然
れ
ど
も
奔
ス
ル
篤

あ
ら
ず
、
叉
迷
の
用
と
な
す
ニ
あ
ら
ぎ
る
也
。

天
使
や
、
モ
l
セ
ノ
蛇
ゃ
、
等
の
如
し
。

然
ら
ば
北
目
の
{
呂
ハ
如
何
。
一
柳一一

形
ド
ル
像
ハ
あ
ら
ざ
り
し
。

州
此
誠
一
一
由
テ
一
例
ハ
何
を
命
じ
た
ま
ひ
し
ゃ
。

答
一
脚
ハ
震
な
れ
ば
震
と
震
を
以
て
奔
す
る
事
を
命
ぜ
り
。

約
前
向
四
の
二
十
四
と
、
詩
の
二
十
九
の
二
。

川
如
何
な
る
事
二
県
の
祈
祷
一
一
一
略
す
る
や
。

百日

聖
書
を
翻
む
事

O
一
服
音
を
宣
言
す
る
事

O
祈
祷
と
讃
奨

答

日

一仰
の
定
め
た
ま
ひ
し
晩
饗

洗
櫨
式
を
{
寸
ル
事
c

紳
ノ
名
ヲ
妄
-
一
橋
ス
ル
勿
ん
。

同
榊
ハ
如
何

ニ
し
て
此
誠
を
行

ハ
シ

ム
ル
ヤ
。

O
吾
傍
ノ
製
キ
祈
祷
に
付
き
一柳
の
熱
心
を
究
へ
、
叉
榊
の
怒
ト
チ
係
の

子
孫
ま
で
惑
を
施
し
た
ま
ふ
事
を
感
ぜ
し
め
て
、
復
作
瓦
ノ

二
十
九

ト
部
林
十
の
二
十

一

二

十
二

同
何
故
此
誠
を
是
非
守
ら
し
め
た
ま
ふ
や
。

O
如
何
と
な
れ
ば
彼
の
柴
を
他
の
物
-
一
読
す
る
を
好
み
た
ま
わ
ず
。
叉

議
結
果
の
源
な
る
紳
の
民
の
礎
売
を
捨
て

i
迩
ひ
た
る
思
し
き
櫨
奔

の
方
な
れ
ば
な
り
。

七
月
三
日

津

今
日
午
前
十

一
時
過
、
津
-
一
移
れ
り
。
本
問
、
得
山
、
綱
嶋
、
鈴
木

前
一
刷
、
秦
の
諸
氏
へ
各
々
端
書
を
出
せ
り
。

O
そ
の
生
命
を
得
る
者
は
之
を
失
ひ
、
我
が
為
に
生
命
を
失
ふ
者
は
之
を

得
可
し
。

汝
心
を
潔
く
保
ち
一
柳
の
旨
ニ
従
は
ん
と
欲
せ
ば
、

全
く
世
の
生
命
を
捨

つ
る
決
心
な
か
る
可
ら
ず
。
如
何
と
な
れ
ば
世
の
生
命
を
惜
む
者
は
霊

の
生
命
を
失
ふ
な
り
。
イ
エ
ス
回
く
、
己
の
生
命
を
忠
む
者
一
一
あ
ら
ざ

れ
は
吾
弟
子
と
な
る
を
得
、
す
と
、

。

ボ
ー
ロ
臼
く

「我
キ
リ
ス
ト
と
借
ニ

十
字
架
ニ
釘
ら
れ
た
り
伎
や
己
れ

生
る
ニ
あ
ら
ず
キ
リ
ス

ト
我
-
一
在
リ
テ
生
る
也
」
加
佐
太
二
ノ
二
十
。
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夫
れ
キ
リ
ス
ト

ニ
一
郎
す
る
者
は
肉
と
其
情
及
び
慾
と
を
十
字
架
ニ
釘
た



り
」
加
位
h
A
五
の

二
四

「も
し
肉

ニ
従
ひ
役
な
は
死
ぬ
べ
し
若
し
塑
重
ニ
由
て
身
踏
の
行
待
を

減
さ
ば
生
く
べ
し
」
間制山

改

ニ
閃
の
欲
を
篤
す
篤
め
ニ

行
を
筋
さ
は
罪
を
犯
ス
ナ
リ
。
肉
ナ
リ
c

然
れ
ど
も
之
ニ
反
し
、
愛
の
矯
め
削
員
理
を
行
ふ
篤
め
に
生
る
也
。
故

ニ
之

し
。
如
何
な
る
苦
を
も
忍
ぶ
べ
し
。
削
ち
民
理
を
{寸
ら
ん
と
肉
ニ
逆
ひ

戦
ふ
な
り
。
此
戦
を
常
-
一
戦
は
ざ
れ
ば
心
を
守
る
能
は
ざ
る
也
。
放
ニ

肉
の
事
は
決
し
て

一
瓢
も
罪
な
れ
ば
篤
さ
ず
、

一
生
一
一
て
も
肉
の
事
は

お
さ
ず
、
と
決
心
し
て
布
ら
ざ
れ
、は
、
肉
ニ
勝
つ
こ
と
能
は
ざ
る
也
。

」鳴
を
潟
し
物
を
潟
ス
ニ
事
の
篤
物
の
矯
め
に
潟
す
勿
れ
。同胞
の
目
的
貨
の

篤
愛
の
居
村
に
目
的
す
可
し
。
説
教
も
説
教
の
篤
に
4

説
教
す
る
勿
れ
。
人
の

倍
付
愛
B4A日J
奴
之
伺
J

K

説
教
す
可
し
。
仙
仲
道
も
侍
道
の
篤
に
仙
同
道
す
る
勿

れ
。
人
の
護
を
数
ふ
矯
K
抽
同
道
す
可
し
。

O
不
一千
を
思
ひ
と
を
日
ニ
援
す
る
ハ
界
ナ
リ
。

た
と
へ
病

ニ
な
る
も
貧
く
な
る
も
、
常一
一不
平
を
一一一
口
ふ
者
ニ
し
て
感
謝

す
る
能
は
ざ
る
者
ハ
一
仰
ニ
背
く
も
の
な
り
。

如
何
と
な
れ
ば
紳
商
事
を

寄
り
給
へ
ば
也
。
何
事
を
も
不
平
ニ
忠
ふ
人
二
U
円
の
平
安
を
知
ら
ざ
る

也
。
何
事
も
感
謝
す
る
事
を
知
る
も
の
は
貨
の
平
安
を
知
り
し
も
の

也。

O
「
市
山
難
ハ
忍
耐
を
生
じ
忍
耐
は
練
迭
を
生
じ
練
達
は
希
望
を
生
じ
希
望
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は
恥
を
来
ら
せ
ざ
る
を
知
る
」

ロ
l
マ
五
の
三

・
四

・
五

「一
例
日
た
ま
は
く
五
口
リ
伎
を
燐
の
中
ニ
選
ぶ
」
と
。
五
口憐
情
の
敵
中
ニ
あ

る
な
り
。
議
論
の
敵
中
ニ
あ
る
な
り
。
極
々
の
敵
軍
の
中

ニ
あ
る
也
。

O
人
は
二
人
の
主
ニ
事
る
能
は
ず
、
馬
太
六
の
二
十
四

O
二
心
の
者
よ
鯛
曹
の
心
を
潔
く
せ
よ
、
雅
各
四
の
八
。

H
二
心
の
者
と
は
如
何
な
る
人
乎
o

同
何
れ
か
難
き
。

同
何
の
主
ニ
事
る
ハ
安
き
乎
。

結
語
)
川
全
ク
法
律
ヲ
守
ル
ベ
シ
(
全
悔
改
ム
ベ
シ
。
)

凶
全
ク

mm-
一周
る
べ

し

(
全
ク
潮崎

ス
ベ
γ
)

。

川
全
ク
一
脚
ニ
従
ヒ
ヌ
碩
ル
ベ
ン
。

川
全
ク
力
ヲ
謹
ス

ベ
し
(
全
ク
泌
ト
戦
ヒ
勝
つ
べ
し
。
)

同
常
二
郎
ち
全
時
潔
ヲ
{
寸
ル
ベ
シ
。

間
全
ク
天
閣
ノ
事
ヲ
念
フ

ベ
シ
。

H
二
心
の
者

川
全
く
潔
ま
ら
ず
、
可
成
ハ
一
仰
の
誠
を
守
る
と
云
ふ
人
也
。

凶
全
く
一
例
ニ
従
は
ず
。
何
か
肉
欲
ト
カ
妨
あ
ら
は
一脚
の
旨

ニ
背
く
も
の

也
。
即
ち
全
く
一
例一
一
繍
ら
ざ
る
也
。

川
今
日
ハ
熱
心
明
日
ハ
さ
め
る
人
。



ω川
れ
か
'一氏き

川
罪
ヲ
犯
ス
尤
モ
M
K
口シ
。
全
7
肉
ヲ
殺

ス
尤
も
融
市
し
。

凶
人
卜
交
際
-
一

付
テ

間
{
女
忠
け
を
守
る
事

川
肉
7
全
く
制
し
令
い
く
戦
ひ
勝
た
ば
L
Y
山
。

同
廿
十
円
ヲ
全
く
安
る
予
也
。

川
仙
給
付
全
く
殺
を
e'
J
る、

いん
繁
し
。

内
全
く
トレL
ニ
事
る
は
難
き
事
乎
。

ポい
て
心
を
以
テ
トトL
ニ
ぃ引

へ
ん
と
す
る
ハ

尤
も
難
し
。
然
れ
と
も
ん
ヒ
く
トトぃ

一事
る
ハ
安
き
事
也
。

O
例
九
時
よ
り
県
バ
研
究
日
以
説
数

O
午
後
八
時
宇
よ
り
衆
人
へ
説
教
、
川
口
同

H
は
雨
天
な
れ
と
も
聴
衆
大
凡
三

十
名
倣

七
月
十
日

六
け
よ
り
十
H
ま
で
岡
賢
氏
μ
制
約
式
の
翁
郡
山
ニ
断
へ
る
。
然
れ
ど
も

大
阪
大
水
常
一門-一

付
延
引
。
空
く
伊
勢

ニ
蹄
へ
る
。
併
し
碕
々
の
盆
あ
り

し。

tfc 

O
岡
野
氏
新
郎
新
婦
の
枕
経
ヲ
幻
ス

同
想
ス
レ
パ

今
を
去
る
恨
七
年
前
、

少
女

f
あ
り
。
母
籾

kmへ
ら

れ
、
屡
々
浪
花
命
川山
、
ニ
来
リ、

活
相
口
の
一服
首
を
聴
せ
ら
れ
、
終
-
一一
仰
の

選
を
袋
り
、
織
れ
し
世
よ
り
数
出
さ
れ
、
一仰
の
光
の
仰
け
る
梅
花
女問中

校
ニ
入
れ
ら
れ
た
り
。
其
性
胤
和
、
従
順
、
常
ニ
全
力
を
聾
し
て
勉
忍

し
、
本
校
内
「
科
の
全
を
小
へ

、
加
之
常
ニ
一例
の
い
忠
ニ
育
て
ら
れ
、
己

ニ

克
ち
一
柳
を
愛
し
人
を
愛
す
る
道
を
皐
び
、
何
乎
主
の
用
ニ
立
ん
と
備
へ

た
り
し
が
、
制

ハ
斯
る
美
徳
を
備

へ
た
る
婦
を
益
成
し
、
之
を
岡
野
兄

に
輿
へ
て
其
助
な
ら
し
め
た
り
。
兄
ハ
大
ニ
一
脚
ニ
恵
ま
れ
し
者
一
一
て

七
法
制
円
を
口
ぜ
し
以
来
、
川
川
ニ
将
戦
を
戦
ひ
、

一附
一元
首
の
矯
め
に
己
の
名

利
を
失
ふ
を
も
僚
と
せ
ず
、
盆
々
一
切
を
主
ニ
俸
げ
、
民
理
の
証
を
篤

す
を
雄
市
む
。
然
る
ニ
今
日
斯
る
十
分
の
助
を
得
、
二
倍
三
倍
の
能
を
地

し
、
以
前
ニ
優
れ
る
精
兵
、
勇
士
、
タ
ラ
ン
と
す
。

後
来
愛
兄
姉
の
家
-
一
は
如
何
な
る
幸
一服
あ
ら
ん
や
。
そ
の
幸
一帽
の
存
す

る
愛
ハ
何
躍
な
ら
ん
や
。
飾
り
た
る
家
ニ
も
あ
ら
ざ
ら
ん
。
積
み
蓄
へ

た
る
財
-
一
も
あ
ら
ざ
ら
ん
。
名
器
官
位
ニ
も
あ
ら
さ
ら
ん
。
衣
服
探
且ハ

一
も
あ
ら
ざ
ら
ん
。
然
ら
ば
何
な
ら
ん
や
。
創
ち
夫
ハ
妻
を
己
の
身
と

し
て
愛
し、

妻
は
夫
を
敬
ふ
の
愛
心

-
一
あ
り
。
回
疋
れ
感
情
よ
り
起
る

時
の
愛
一
一
あ
ら
ず
、
良
心
の
愛
ニ
し
て
、
外
物
の
誘
導
の
篤
に
動
き
出
安

る
も
の

ニ
あ
ら
ず
。
困
難
の
時
は
互
ニ
慰
め
て
忍
耐
力
を
得
、
貧
苦
の

時
は
主
ニ
任
せ
て
喜
び
、
疾
病
の
時
は
看
病
者
ハ
施
す
の
繁
あ
り
、
病

る
者
ハ
愛
る
の
慰
あ
り
。
足
ら
ざ
る
庭
ハ
互
-
一
補
ひ
、
鈍
き
彪
ハ
互
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錬
り

一
方
気
憾
な
れ
ば

一
方
忽
び
、

一
方
関
す
れ
ば

一
方
慰
め
、



万
倒
れ
ん
と
す
れ
ば

一
方
程
し
、

一
方
縦
な
れ
ば
一
方
和
し
、

一
方
弱

れ
ば
一
方
激
ま
し
、

一
方
失
濯
す
れ
ば
一
方
勧
め
、

カ
放
す
れ
ば

一

方
待
ち
、
夫
業
を
務
む
れ
ば
妻
内
を
治
む
、
況
し
て
健
全
、
富
良
、
一半

{
女
の
時
-
一
於
を
や
。

今
一例
ハ
此
新
郎
新
婦
を
合
し
て

一
間
と
な
せ
り
。
後
の
幸
一耐
想
像
す
ベ

し
。
月
検
し
年
重
る
ニ
従
ひ
そ
の
幸
一耐
亦
加
地
す
べ
け
ん
。

馴
弟
j
m
u

フ
所
ヲ
述
べ
以
テ
今
日
ノ
祝
詞
ニ
代
フ
。

O
互
ニ
憐
あ
る
べ
し
。

愛
は
罪
を
蔽
ふ
と
あ
り
。
故
-
一
信
仰
弱
き
も
の
皐
足
ら
さ
る
者
五
円
よ
り

劣
り
た
る
も
の
難
あ
る
者
等
を
憐
み
顧
み
、
罪
を
完
し
之
を
慰
め
愛
し

初
め
、
常
ニ
人
の
徳
を
建
る
に
と
を
務
む
べ
し
。

O
津
ニ
於
テ

毎
安
応
日

水
酬
明
日
説
教

一度
中
本
信
者
の
篤

一
・
度
信
者
の
篤

0
4析梼
命
口

!)< 
向型

J支

O
聖
書
研
究

l笠

O
N作
ケ
人
ニ
侍
道
「
る
ポ

七
月
十
一
日

O
信
者
ハ
悉
ク
一附
一首
の
置
付
め
に
過
す
へ
し
。

川
天
地
純
物

こ
純
一首
を
述
ブ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

け
天
地
問
の
市
内
物
ハ
一脳
音
の
篤
に
問
川
ゐ
ら
る
べ
き
な
り
。
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金
モ

、
惚
モ
、
智
モ
、
其
他
の
荷
物
も
、

日
牧
師
、
教
師、

体
道
師、

新
聞
枇
、
著
述
者
は
全
く
一順
一音
を
述
ぶ
る
者

也
剛
商
人
、

3
生
、
婦
人
、
少
年
、
信
者
ハ
悉
く
一附
一首
を
述
、
へ
ま
た
証
す
る

事
を
得
る
也
。

川
尤
も
能
あ
る
証
人
は
舟
行
を
行
ふ
事
也
。

「爾
嘗
は
地
の
脳
出
な
り
、
悶
ら
は
世
の
光
也
人
々
編
ら
の
善
行
を
見

て
E
F

ニ
在
す
間
曹
の
父
キ
長
ベ
し
馬
太
五

若
し
踏
を
保
ツ
信
者
あ
ら
ば
友
其
人
ニ
近
き
信
を
一
地
し
、
罪
人
其
人

一
近
き
良
心
を
立
メ
、
人
々
其
人
を
見
て
榊
の
民
理
を
感
じ
、
綴
れ

た
る
者
心
を
改
め
、
此
善
行
担
任
強
き
感
化
力
は
他

ニ
な
か
ら
ん
。

か
L

る
人
数
合
ニ
あ
ら
ば
数
A
MH

潔
り
、
か
L

る
人
家
ニ
あ
ら
は
家
中

救
は
れ
、
か
t
h

る
人
製
校
-
一
あ
ら
ば
皐
校
直
く
な
る
也
。
か
L

る
人

を
我
国
ニ
尤
も
多
く
市
街
す
る
也
。

「爾
曹
心
の
中
ニ
臨
を
有
て
」
馬
可
九
の
五
十

削
ち
心
ニ
愛
ト
忍
耐
ト
憐
ト
悠
悲
ト
潔
ト
義
ト
謙
遜
卜
熱
心
ト
平
和

ト
能
ト
智
ト
信
ト
望
を
十
分
有
つ
可
し
。

是
れ
凡
て
の
信
者
の
出
来
る
働
也
。
常
ニ
聖
寂
ニ
感
じ
た
れ
は
之
を

行
ふ
を
得
、へ
し
。
誘
あ
る
時
ハ
戦
ひ
憂
ひ
怒
り
力
を
護
し
祈
祷
し
て



之
ニ
勝
ち
て
心
を
全
く
潔
く
す
可
し
。

間
祈
祷
一
一
由
テ
働
く
可
し
。

切
ニ
人
を
救
わ
ん
と
し
叉
悔
改
め
し
め
ん
と
恩
ひ
或
ハ
話
さ
ん
と
す

る
根
も
、
其
機
命
固
な
く
或
ハ
排
な
く
ん
ば
、
熱
心
ニ
不
断
ニ
其
人
の

鴛
に
祈
祷
す
べ
し
。
制
は
其
祈
祷
ニ
答
へ
て
或
ハ
心
を
動
し
或
ハ
機

命
日
を
興
へ
或
ハ
人
を
出
し
、
何
乎
一
仰
の
手
術
を
以
て
之
を
救
ひ
た
ま

ふ
べ
し
。

此
祈
祷
ニ
由
て
商
民
の
篤
に
働
く
こ
と
は
如
何
な
る
信
者

一
て
も
能
ふ
事
也
。

川
口
ヲ
以
テ
一問
音
を
宣
ぶ
る
事

人
多
く
は
五
口
ハ
緋
鈍
し
、
或
ハ
間
半
少
し
、
或
口
拙
し
、
或
ハ
人
ニ
よ

く
哨
す
る
市
能
は
ず
と
。
然
れ
ど
も
是
れ
川
県
道
即
の
い
ひ
わ
け
な

り
。
素
よ
り
悉
く
説
教
す
る
能
は
ず
。
田
正
荒
川
を
説
明
す
能
は
ず
。
併

也し
。良

民ニ
ニ，心
罪 ニ
7ナ舟 4望名らGζ了 ぢ労F干

M峨t芯
ふあ

宮2
~..必必
一，..ス

雲会
3界巨 晶
;主Eぜ
【サr し

ぷ 2
Eコ ヱ=竺ユ」

ヲ 百

言 を
フ口
ナニ

リ出
。す

心
ニ
イ
エ
ス
の
愛
あ
ら
ば
必
ズ
口
ニ

言
穎
は
す
な
り
。

一一言
ノ
返
事

一
日
ノ
倣
メ

一一一
パ
の
託
、
氏
ニ
人
心
を
動
す
也
。
又

一
7
1
の
笑
或
ハ

一J
1
H

の
怒
亦
た
人
心
ニ
感
ず
る
也
。
然
れ
ば
己
感
じ
た
る
語
は
必
、
ス

ife 

口
ニ

言
ふ
也
。

日

「
心
ニ
充
る
よ
り
ロ

ニ
言
る
L

者
な
れ
ば
也
詩
人
は
心
の
普
庫
よ
り

救
けも
の
を
出
し
忠
人
は
必
庫
よ
り
必
き
も
の
を
出
す
也
」
馬
太
十

の
三
五

「
人
の
前
ニ
我
を
識
る
と
言
は
ん
者
を
我
も
亦
天
に
在
す
我
父
の
前

工
之
を
識
る
と
言
は
ん
」
馬
太
十
の
三
十

吾
ら
親
類
、

二
家
族
、
内
ニ
来
る
人
、
隣
の
人

々
、
必
、
ス
あ
る
べ

し
。
此
ら
ニ
交
る
際
常
三
縮
音
の
証
す
る
言
葉
を
言
は

r
大
な
る
働

也
。
吾
ら
日
々
互
ニ
交
り
或
ハ
唱
し
或
ハ
共
ニ

居
る
人
共
-
一
逢
ふ
人

ニ
、
一
々
不
空
間
一音
を
宣
べ
な
ば
、
五
口
ら
の
職
ハ
足
れ
る
也
。
汝
時

な
し
と
言
ふ
や
。
之
有
り
。
他
の
唱
す
る
時
あ
り
。
汝
緋
な
き
ゃ
。

他
の
世
俗
噺
す
る
緋
あ
り
。
リ
仮
機
な
き
ゃ
。
他
の
唱
す
る
機
あ
り
。

汝
唱
す
る
人
な
き
ゃ
。
必
ず
あ
り
。
己
ニ
汝
の
近
溢
ニ
あ
る
人
ハ
救

れ
し
ゃ
。
然
ら
は
官
ニ
可
税
事
也
。
巴
ニ
働
く
可
き
人
な
き
ゃ
。
決

し
て
然
ら
ざ
ら
ん
。
汝
何
故
三
服
王
国
を
証
せ
ざ
る
や
。
汝
の
内
の
親

族
、
出
入
の
者
、
朋
友
ハ
悉
く
救
は
れ
し
や
。

此
働
も
能
は
ざ
る
者
と
で
は
一
人
も
な
か
ら
ん
。

汝
熱
心
ニ
人
の
短
を
救
は
ん
と
恩
ひ
、
人
の
徳
を
建
て
ん
と
熱
心
せ

ば
、
必
ズ
人
会
」
救
ふ
可
き
、
人
の
徳
を
鐙
つ
可
き
言
然
、
口
よ
り
出

/υ 。放
ニ
自
ら
救
ト
千
和
を
心
ニ
得
可
し
。
更
ら
は
必
ず
衆
人
ニ
証
す
る

を
得
ん
。
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川
職
業
ニ
由
テ



信
者
ハ
一
人
も
業
な
き
も
の
な
し
。
各
々
愛
け
た
る
業
を
六
日
の
間

ハ
熱
心
一
一勉
強
、
忍
耐
し
、
己
の
義
務
を
謹
し
、
目
的
ハ
榊
ニ
事
へ

一
象
ヲ
山
品
川
民
フ
ベ
キ

園
の
潟
に
印
ち
愛
心
よ
り
起
る
企
を
附
み
、
印
ち

義
務
、
人
ヲ
救
フ
の
心
、
借
金
あ
ら
は
返
ス
精
一
刷
、
其
業
ニ
巾
テ
人

を
盆
す
る
精
一
柳
よ
り
起
る
心
ナ
リ
。
安
息
日
を
竪
く
{
寸
る
事
、
約
束

を
決
し
て
遼
ヱ
ザ
ル
事
、
貿
ニ
清
涼
潔
白
ニ
業
を
潟
ス
コ
ト
、
之
ら

を
務
む
る
ハ
官
官
-
一
し
て
紳
の
一崎
正
日
を
証
す
る
も
の
也
。

要
苫
ニ
萎
ノ
務
、
夫
の
務
、
人
民
、一日
員
の
義
務
、
伐
、
下
州
、

各
々
の
義
務
を
謹
す
可
き
を
教
へ
た
り
。

間
金
飢
ち
財
を
以
テ

儲
け
る
金
ヲ
節
倹
し
保
金
ナ
飾
ヤ
館
市
ヤ
酒
ヤ
之
ヲ
止
め
、
山
内
道
命
什

枇
ニ
金
ヲ
出
し
一服
一首
を
侍
ふ
可
し
。
尤
も
多
く
金
ヲ
官
官
口
の
篤
に
出
す

ζ

と
即
ち

一
切
を
主
ニ
搾
ぐ
ベ
し
。

即
ち
世
人
ハ
金
ヲ
己
の
肉
欲
ニ
費
さ
ん
と
す
。
信
者
ハ
之
を
人
を
愛

し
て
、
多
く
の
人
の
教
は
れ
人
の
幸
一
臓
を
得
る
の
中
、
保
と
な
さ
ん

と
す
る
也
。

間
身
惚
モ
時
間
も

信
者
ハ
之
を
紳
ニ
棒
げ
て
一
服
一
耳
目
の
篤

K
用
ゐ
る
也
。
未
信
者
ハ
肉
欲

の
矯
ニ
用
ゐ
果
す
也
。
た
と
へ
ば
煙
車
を
喫
し
て
肉
の
潟
等
ニ
感
情

ト
一
柳
経
を
あ
た
へ
其
他
酒
色
熊
盆
の
哨
-
一
時
ト
身
を
尚
武
す
也
。

行
他
も
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凡
て
の
恩
、
智
、
考
、
想
像
等
も
一耐
一音
ニ
嫁
く
べ
し
。

O
U
々
可
成
制
の
御
刑

ハ
熱
心
勉
働
必
ズ
之
を
遂
ぐ
ベ
し
。

(
今
日
)

H
服
部
へ
古
欣

同
巾
山
へ
行
く
事

同
馬
可
研
究

同
信
者
の
篤
設

数

同
夜
の
説
教

O
如
何
ニ
し
て
此
-忠
の
充
ち
た
る
市
街
を
数
ひ
得
る
や
。

村
人
力
の
及
、
は
ざ
る
庭
ナ
リ
。

如
何
な
る
能
緋
ニ
説
き
廻
る
も
如
何
な
る
撃
力
を
用
ゐ
る
も
、
只
入
力

ノ
ミ
ニ
て
は
決
し
て
及
ば
ざ
る
庭
也
。

同
一
柳
の
全
能
一
一
由
テ
能
ふ
な
り
。

「閥
ら
も
し
芥
随

一
粒
ほ
ど
の
信
あ
ら
は
此
の
桑
樹
に
抜
て
海
K
植
れ

と
臼
ふ
も
爾
市
回
一
一
従
ふ
ベ
し
」
路
十
七
の
五
、

ダ|然

212 
園生
サ|室
マ |援

リ|塑
ヤ | 国

一一
示臨
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Z署
長自l~

事i
とJけ
苧ニ
ミ サ
.レ
とム

使
侍
一
の
八
。

「苔
は
衆
の
使
徒
よ
り
も
多
く
努
め
た
り
此
は
我

ニ
あ
ら
ず
我
と
借
ニ

あ
る
一
柳
の
阻
む
也
」
司
林
十
五
の
十
、

「
主
あ
る
夜
ま
ぼ
ろ
し
ニ
パ
ウ
ロ
ニ
語
給
ひ
け
る
は
健
る
L

勿
れ
歎
せ

ず
し
て
諮
る
ベ
し
策
わ
れ
閣
と
借
ニ
あ
れ
ば
繭
を
答
せ
ん
と
て
資
る
者

な
し
且
つ
ζ

の
口
巴
ニ
我
多
の
民
あ
り
」
使
侍
十
八
の
十
、



一
柳
ハ
前
向
物
を
巡
り
日

々
之
を
主
り
た
ま
ふ
も
の
ま
た
主
の

H
ハ
部
民
の

心
ニ
徹
り
成
人
ニ
前
物
を
あ
た
へ
た
ま
ふ
も
の
ま
た
全
能
全
日
刊
ニ
作
し

て
如
何
し
て
此
町

三
服
着
を
語
る
や
は
明
ニ
知
り
た
ま
ふ
庭
也
。
又
何

を-一
一叶
ふ
吋
き
や
、
如
何
ニ
行
ふ
可
き
や
、
明
ニ
知
り
た
ま
ふ
也
。
然
れ

は
吾
傍
己
の
智
や
或
ハ
人
を
頼
ま
ず
、
只
全
能
全
智
の
一
柳
を
頼
み
抽
仰
と

借
ニ

働
く
者
と
潟
る
可
し
。
一
仰
の
指
仰
を
愛
く
一n
・し
。
+
十
】
の
討
を
信
ず

ベ
し
。
聖
書
の
語
を
信
ぜ
ば
紳
の
奥
議
-
一
連
な
γ
。

「孜
僚
を
し
て
世
ニ
勝
た
し
む
る
は
我
僚
が
信
也
」
約
第

一
芹
五
の

1m 世
人
の
数
多
キ
事
、
一
日
位
、
甚
災
、
撃
者
杯
世
の
物
を
刷
版
る
L

勿
れ
。

慕
ふ
勿
れ
。
績
む
勿
れ
。
ポ

l
ロ
の
如
く
之
を
フ
ン
土
の
如
く
忠
ふ
吋

し。又
全
く
聖
書
の
一
刷
の
ヰ一一
口
市
み
を
重
じ
之
を
臼
ら
{
寸
り
之
を
の
み
ん
尺
ぶ
ベ

し
。
ポ
|
ロ
の
精
一
柳
ニ
倣
ふ
可
し
。
一
柳
ハ
之
を
信
ず
る
者
を
数
ふ
を
普

と
な
せ
る
也
。
之
を
賎
め
捨
つ
る
者
は
亡
ぶ
べ
し
。

「
そ
れ
十
字
架
の
数
は
沈
論
者
ニ
は
愚
な
る
者
我
傍
救
は
る
L

者
ニ
は

一仰
の
能
た
る
也
口
正
故

-一一
柳
は
侍
道
の
愚
な
る
を
以
て
信
ず
る
者
を
紋
を

弓-，

百巳

普
と
せ
り
」
司
林
前

一の
十
八
と
廿
一
、

H 

「一
脚
の
道
を
混
さ
ず
良
型
を
問
酬
は
し
て
一柳
の
前
ニ

己
を
衆
の
人
の
良
心

ニ
質
す
也
、
我
憐
の
一脇
一音
も
し
隠
る
L

な
ら
ば
沈
論
者
ニ
隠
る
L

也
」

可
林
後
古
問
の
こ
と
三
、

「我
通
-
一
間
前
回
ニ
到
り
し
時
も
-パ
と
符
設
の
美
た
る
を
以
て
閥
ら
に
一酬

の
設
を
品
開
へ
さ
り
き
わ
れ
蓋
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
と
彼
の
十
字
架
に
釘
ら

れ
し
ド
ノ
外
は
問
ら
の
中
ニ
花
り
て
何
を
も
知
る
ま
じ
と
一認
を
定
め
れ

ば
也
」
(
司
林
多
前
記
二
の
一

-
一一
晩
カ

「孜
は
一
服
音
を
恥
と
せ
ず
」
ロ
1
7
一
の
十
六

放
ニ
常
ニ
一服
呈
日
を
心
ニ
保
ち
一
両
一一耳目
の
通
り
を
全
く
行
ひ
一耐
一首
を
全
く
口

ニ
述
べ
よ
。

此
よ
り
他
ニ
移
る
可
ら
ず
。
他
の
一言
を
混
ず
可
ら
ず
。
人

智
卜
金
を
川
ゆ
可
ら
ず
。
常
ニ

一仰
の
ι

一円
を
道
卜
シ
心
ト

シ
手
本
ト
シ

(
一
?
不
明
)
ト
ン
光
ト
シ
常
ニ
之
を
縦
る
可
ら
ず
。
人
ニ
も
之
を
数

ゆ
吋
し
。
故
ニ
壁
内
を
多
く
潤
む
べ
し
。

伝
者
の
筋
三
二
あ
り
。
什
十
分
三
服
着
を
叡
み
心
ニ
十
分
感
ジ
ル
引

国一
服
音
を
仰
向
ふ
る
事
前
す
る
事
也
。

リ一
服
着
を
行
ふ
事

聖
書
は
全
く
紳
の
=一一一日葉
ニ

し
て
之
ニ
従
ふ
も
の
は
全
く
榊
ニ
従
ふ
も
の

也
。
之
を
知
る
者
ハ
一柳
を
知
り
し
も
の
也
。
之
ノ
一
脳
普
を
守
る
と
否
ニ

よ
り
人
の
幸
一服
ト
繭
ト
別
れ
死
卜
生
ト
別
れ
世
の
末
日
ニ
至
り
救
わ

る
h

と
亡
.
ひ
定
ま
る
也
。
此
興
期
は
天
地
-一
在
す
る
民
即
ト
杓
合
す
る

也
。
此
聖
書
を
守
り
信
ず
る
者
ハ
北
目
よ
り
誤
る
も
の
な
し
。

故

一一
此
榊

の
-
J
H

を
信
じ
行
は
ピ
一例
在
門
と
借

-
一
あ
り
て
行
ひ
た
ま
ふ
也
。
人
、
之
を
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聞
き
之
を
見
て
信
、
せ
ざ
れ
ば
滅
ぶ
べ
し
。



「人
も
し
孜
が
一斉
を
問
て
守
ら
ざ
る
と
も
其
罪
ニ
ん
ど
め
ず
孜
来
り
し
ハ

世
の
罪
を
定
ん
た
め
に
非
ら
ず
世
を
放
は
ん
た
め
也
攻
を
棄
て
わ
が
言

を
納
れ
ざ
る
者
の
罪
を
ん
ど
む
る
も
の
あ
り
即
ち
孜
が
言
ひ
し
言
絡
の
日

之
が
罪
を
定
む
べ
し
」
約
侍
十
二
の
四
八

「凡
て
我
が
此
の
言
を
防
相
て
行
ふ
者
を
云
々

」
馬
太
七
の
二
四

モ
l
ゼ
其
他
預
言
者
ハ
只
一
仰
の
言
を
聞
き
、
之
を
行
ひ
し
の
み
ニ
て
安

か
り
し
が
、
今
も
向
ほ
如
是
、
今
日
凡
て
の
事
紳
の
言
を
聞
く
を
得
ば

之
を
守
ら
は
貧
ニ
安
し
笑
。

七
月
十
二
日

omb許
安
息
日
説
教
題

川
榊
ア
ル
事
山
一
柳
ヲ
敬
ス
ベ
キ
事
問
善
悪

ヲ
厄
別
し
設
ロ
ヲ
篤
し
怒
ヲ
妄
ム
菅
川
末
来
ノ
賞
訓
ア
ル
事
同
救
ヲ

要
ス
ル
前
打
等
ハ
一
柳
ノ
造
化
卜
支
配
ト
己
の
良
心
ニ
由
テ
知
ル
ヲ
得
れ

ど
も
、
人
之
ヲ
知
テ
柿
ヲ
山
中
市
め
ず
普
ヲ
知
テ
者
ヲ
篤
さ
ず
絡
ニ
心
暗
ク

付
自
然
ノ
天
啓
ニ
由
テ

ナ
リ
偶
像
を
造
り
て
紳
と
な
し
、
偽
の
方
を
以
テ
祈
り
ト
な
し
、
加熱限

の
想
像
設
を
作
り
て
迷
ふ
一
一
至
れ
り
。

け
人
智
の
及
ば
ざ
る
所
あ
り
。

付
制
の
奥
義
を
必
ス
能
は
ざ
る
事

け
榊
の
宅
旨
を
知
る
能
は
ず
、

同
一
柳
よ
り
の
歎
一
不
ハ

何
の
書
ニ
あ
る
や
。

孔
子
ト
シ
ヤ
カ
ノ
事
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川
柳
ニ
あ
ら
ず
、
預
言
者
ニ
あ
ら
ず
。

凶
天
地
の
道
理
ニ
背
く
事
あ
り
。

凶
行
フ
カ
ナ
キ
事

剛
塑
苫
の
一
仰
の
鰍
一ホ
な
る
事

川
著
者

間
其
民
理
。
誘
タ
ル
事

問
預
言
の
合
フ
事

川
行
ハ
ル
L

力
卜
結
果

(
結
句
)

付
此
の
聖
書
の
語
ニ
よ
り
て
生
死
別
る
。

天
地
は
綴
れ
ん
、
然
れ
ど
五
口
が
言
葉
は
う
せ
じ
。

け
信
仰
汚
キ
ハ
聖
書
を
読
ま
ず
、
行
は
さ
る
ニ
よ
り
、

叉
同
車
窓
ヲ
消
ス
も
之
-
一
よ
る
。

同
凡
テ
ノ
敵
ρ
此
m
A

ニ
テ
勝
つ
を
得
、
自
由
を
得
る
な
り
。

天
主
教
ノ
事

叉
此
聖
書
ニ
反
ス
ル
事
ハ
信
ず
可
ら
ず
。

聖
位
u
二
日
品
川
昧

之
ニ
反
ス
ル
行
ノ
人
ハ
俗
持
者
な
り
。

解
誤

9
7
な
し
て

岡
川
一
時
前
(
理
悟
ら
れ
ぬ
と
て
、
軽
蔑
ス
ル
勿
レ
。

間
難
キ
ト
テ
、
捨
ツ
ル
勿
レ
。

凶
面
白
ナ
イ
ト
テ
、
止
ム
ル
勿
レ
。

を
悟
ら
ず
、

住
意
せ
ず
、

行
ハ
ン
卜
シ



テ
前
ま
ず
、

得
度
心
な
く

し
て
読
ま
ば

其
源
因
ノ

付
食
ペ
ス
、
見
ズ
、
開
ザ
ル
故
也
。

即
ち
肉
ニ
由
テ
。

何
の
盆
ニ
も

凶
行
ハ
ザ
ル
故
、
卸
ち
行
フ
篤
ニ
調
ベ
ザ
ル
故
。

立
た
ざ
ら
ん
。
国
需
要
ニ
従
フ
ヲ
、
求
め
さ
る
故
也
。

食
物
も
酬明ん

呑
ん
で
消
化

で
味
ヲ
味
ひ
、
今
晩
は
大
凡
四
十
名
位
来
り
、
絡
ま
で
議
聴
せ
り
。
時
巳

一
熟
せ
り
。
人
々
道
を
聞
か
ん
と
す
る
ニ
至
れ
り
。
一
刊
の

せ
ざ
れ
ば

盆
と
な
ら
ざ

る
が
如
'』
。

Saway-

aπla 

PauI 

立己

御
恵
な
り
と
感
謝
せ
り
。
今
晩
ハ
安
川
崎
兄
及
湾
総
氏
と
五
口

れ
な
り
。

七
月
十
三
日

用
事

什
林

・
服

'm
・
原
の
諸
民
へ
警
欣
を
出
す
事

同
辻
本

・
山
中
へ
行
く
事

同
祈
祷

O
ん

1

サ
|
侍
卜
一
柳
皐
を
讃
む
事

O
今
の
時
ニ
如
何
三
付
ふ
可
き
や

O
説
教
-
一
付
キ

O
説
教
す
る
こ

、
言
葉
ト
設
教
組
立
卜
風
杯
ニ

、
心
を
取

ら
る
、
勿
れ
。
口
ハ
一
脚
-
一
頼
り
、
其
前
一
理
志
を
入
れ
ト
人

日

常
三
間
呈
日
よ
り
外
る
可
ら
ず
。
必
ズ
一
服
一音
を
語
る
べ
し
。
今
ρ
恵
の
時

の
震
を
憐
む
熱
心
よ
り
諮
る
べ
し
。

殺
の
日
な
れ
ば
、
十
分
力
を
必
し
て
種
下
を
成
く
向
き
、
叉
磁
入
る
h

時
也
。

O
聖
書
ニ
あ
る
一
服
音
ニ
綴
る
よ
り
よ
き
民
理
宇
宙
ニ
あ
る
事
な
し
。
之
ニ

由
ら
ざ
れ
ば
他
ニ
求
め
て

一
も
吾
心
を
後
ふ
も
の
は
な
し
。
ま
た
之
を

品
問
え
を
証
し
人
之
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
彼
ら
を
救
ふ
他
之
道
は
な
き
也
。

故
ニ
只
其
民
理
を
探
究
侍
道
す
べ
し
。

侍
道
ス
ル
の
目
的

人
を
救
は
ん
と
す
る
ニ
、
其
人
今
日
の
繭
一
服
或

ハ
今
日
数
命
日
の
都
合
や
五
口
働
の
篤
め
杯
、

一
時
の
事
を
恩
ふ
可
ら
ず
。

一
人
を
救
ふ
事
ハ
其
人
永
遠
無
限

ニ
幸
福
ト
ナ
リ
、
之
ニ
反
せ
ば
無
限

の
死
と
な
る
を
確
信
し
、
ま
た
吾
働
の
報
勘
定
も
、
此
世
ニ

あ
る
教
命
日

よ
り
愛
る
ニ
あ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
の
日
ニ
キ
リ
ス
ト
よ
り
愛
る
事
を
望

と
し
て
働
く
可
し
。
人
の
報
ヤ
祭
を
決
し
て
望
む
可
ら
ず
。

O
一服
一首
ニ
依
而
如
何
な
る
肉
欲
よ
り
股
す
る
の
道
あ
り
。
如
何
な
る
弱
き

も
の
も
救
は
る
L

道
あ
り
。
此
町
を
動
す
道
あ
り
。
帥
惜
し
心
を
潔
む
る

の
道
あ
り
。
故
ニ
衆
人
ニ

此
幅
音
の
語
を
混
飢
せ
ず
し
て
設
き
、
之
を

数
へ
之
を
勧
め
之
を
倍
ら
せ
之
を
守
ら
せ
、
民
の
救
を
愛
け
し
む
る
事

を
得
せ
し
め
よ
。

O
設
数
す
る
時
ハ
人
ニ
行
は
し
め
ん
と
て
、
説
く
可
し
。

「固
定
政
ニ

凡
て
と
の
言
を
聴
て
行
ふ
者
を
磐
の
上
-
一
家
を
建
た
る
智
人

ニ
笠
へ
ん
」
馬
太
七
の
二
十
四
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「附
ら
道
を
行
ふ
者
と
な
る
べ
し
徒
之
を
聞
の
み
ニ
し
て
自
己
を
吹
く



者
と
な
る
勿
れ
道
を
聞
く
の
み
ニ
し
て
之
を
行
は
ざ
る
者
ハ
鏡
に
照
し

て
本
来
の
面
を
み
る
人
ニ
似
た
り
か
れ
己
を
照
し
翻
て
去
後
筒
ニ
其
如

何
な
る
相
貌
な
り
し
か
を
忘
る
」
雅
各
一
の
二
十
二、

O
如
何
な
る
背
痛
も
身
惚
を
寄
せ
ざ
る
事
ハ
忍
耐
せ
よ
。

皆
へ
眠
た
く
て
も
身
の
健
康
の
篤
怒
し
く
盆
な
け
れ
ば
眠
る
可
ら
ず
。

忍
耐
勉
強
す
可
し
。
叉
頭
痛
〈
て
も
惣
を
蓄
は
ざ
る
ま
で
ハ
綴
け
て
勉

む
べ
し
。
叉
義
務
ハ
少
々
身
ニ
寄
あ
る
も
忍
ん
て
潟
ス
可
き
事
あ
る
な

り
O
民
の
ポ
一服
を
得
る
の
道

「愛
る
よ
り
も
興
る
は
脳
な
り
」
使
徒
体
二
十
の
三
十
五

五
口
ら
己
の
盆
己
の
祭
と
ふ
を
欲
す
る
時
ハ
必
ズ
失
望
、

不
愉
快
、
不

平
、
立
腹
、

心
配
、
ト
ア
リ
テ
民
の
市
な
し
。
併
し
己
を
忘
れ
人
の
盆

ヲ
計
り
人
を
顧
み
人
を
憐
み
人
を
己
の
如
く
愛
し
人
之
身
ト
ナ
リ
心
卜

ナ
リ
人
を
・
採
し
人
の
徳
を
立
つ
る
事
を
務
め
な
.
は
、
資
ニ
幸
一
服
多
き
も

の
也
。
質
ニ
満
足
す
る
も
の
也
。

O
人
ニ
道
を
宣
一
一る
精
一
柳

け
慢
る
篤
-
一
あ
ら
ず
。
喋
々
ス
ル
判
的
ニ
あ
ら
ず
。
人
を
雄
前
ま
す
鴛
ニ
あ

ら
ず
。

ω賀
ニ
人
を
良
質
-
一
憐
み
彼
を
救
ワ
ン
ト
ス
ル
精
一
例
及
、
ひ
良
理
を
重
じ

偽
を
駆
除
ス
ル
篤
ナ
リ
。
道
を
語
る
ニ
其
精
一
刷
尤
も
必
一
波
ナ
ル
モ
ノ

ナ
リ
。

同
人
を
見
舞
フ
ニ
モ
憐
ミ
顧
み
る
所
あ
り
て
行
く
可
し
。
書
欣
亦
然
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り
。
著
書
亦
然
り
。

O
何
放
人
々
此
迫
ニ
入
リ
難
き
ゃ
。

「窄
き
門
よ
り
入
れ
よ
沈
倫
ニ
至
る
路
ハ
悶
く
そ
の
門
ハ
大
な
り
此
よ

り
入
る
も
の
多
し
命
ニ
至
る
路
ハ
窄
く
そ
の
門
ハ

小
し
其
路
を
得
る
も

の
少
し
」
馬
太
七
の
十
一二
1

十
四

「
窄
き
門
ニ
入
る
た
め
に
力
を
謹
せ
我
爾
ら
ニ
告
げ
ん
人
ら
ん
事
を
求

め
て
能
は
ぎ
る
者
多
し
」
路
十
三
ノ
二
十
四

凡
て
人
ニ
し
て
肉
欲
あ
ら
ざ
る
者
な
し
。
或
円
高
慢
あ
り
。
名
饗
心
あ

り
。
酒
を
好
む
あ
り
。
煙
草
を
好
む
あ
り
。

利
を
愛
す
る
あ
り
。
其
他

何
々
し
て
之
を
伶
て
E4
-
一
勝
ち
、
一
柳
-
一
従
ひ
援
ニ
移
る
市
町
ニ
難
し
。

故
ニ
人
を
道
ニ
入
り
難
き
也
。
又
一
度
入
る
も
一
生
中
窄
き
道
を
行
く

乙
と
賀
ニ
か
た
く
多
く
榔
く
也
。
故
ニ
力
を
議
し
て
入
ら
ざ
れ
ば
能
は

ざ
る
な
り
。

信
者
ハ

此

一
生
中
、
己
の
敵
を
防
く
と
人
の
敵
を
防
く
と
忙
し
き
程

也。常
ニ
防
ぐ
ニ
イ
エ
ス
の
言
葉
以
て
し
、
常
一
一
主
耶
蘇
の
言
集
を
守
ら

ば
、
幸
な
ら
ん
。

今
日
人
が
道
ニ
入
る
能
は
ざ
る
は
何
か
。
必
す
肉
の
妨
あ
る
ニ
よ
る
な



り
。
叉
人
の
平
和
を
害
す
る
も
、
肉
之
妨
あ
る
ニ
よ
る
也
。

け
如
何
ニ
せ
は
肉
よ
り
股
し
て
極
ニ
移
る
や
(
良
理
一
一
よ
る
)

口
如
何
ニ
せ
ば
肉
の
誘
ニ
勝
ち
、
常
-
一
室
ニ
居
る
や
(
興
理
ヲ
守
る
ニ

よ
る
)
。

川
良
理
を
十
分
一
一
知
る
事
即
ち
己
の
罪
た
る
事
、
一
仰
の
賞
罰
の
あ
る

事
、
肉
ニ
事
ヘ
パ
死
盛
ニ
従
ハ

γ
永
生
を
旧
押
さ
る
事
、
ま
た
肉
の
祭
ハ

一
時
の
情
ニ
し
て
必
隔
地
の
導
な
る
事
、
己
の
罪
ニ
付
十
分
良
心
の
責
あ

る
事
等
員
理
を
十
分
情
ら
ば
、
肉
よ
り
腕
す
る
を
得
可
し
。

「編
曲
同
も
し
孜
道
に
賠
ら
は
誠
二
我
弟
子
也
か
つ
良
理
を
識
ら
ん
良
市
月

ハ
繭
曲
田
ニ
向
由
を
得
さ
す
べ
し
」
約
侍
八
の
三
十

一
と
三
十
二
、

印
ち
イ
エ
ス
の
語
り
た
ま
ひ
し
良
型
宇
織
る
事
也

間
悲
、
、
、
憂
へ
力
を
議
し
て
罪
を
一
白
土
悔
改
め
て
キ
リ
ス
ト
を
信
ズ
ル
事

也
。
我
衡
を
し
て
世
-一
勝
た
し
む
る
は
我
併
が
信
な
り
。

凶
己
ニ
非
常
の
力
を
出
し
肉
よ
り
腕
し
心
ニ
自
由
と
平
和
を
得
ば
、
廿
卦

心
ハ
五
口
心
を
守
り
、
思
踏
と
常
-
一
戦
ひ
勝
つ
ζ

と
也
。

「
な
ん
じ
ら
怒
魔
の
好
計
を
禦
ん
篤
に
一
例
の
武
具
を
以
て
装
ふ
べ
し

云
々
」
以
弗
六
の
十

t
二
十
ま
で
ヲ
観
る
可
し
。

3e 

常
ニ
肉
の
情
ト
必
施
の
言

-
一
決
し
て
心
を
寄
せ
ず
、
只
一柳
の
言
集
を
守

日

り
従
ふ
可
し
。

O
五口は
一脚
の
役
者
一
一
選
れ
し
な
ら
ば
叉
人
を
教
ゆ
る
者
と
な
り
た
れ
ば
、

疑
問
と
世
の
矯
め
感
ぜ
し
事
と
気
ニ
織
る
事
等

一
々
探
究
、
之
の
帳
ニ

記
し
、
心
を
明

ニ
し
人
を
教
ゆ
る
備
を
矯
す
可
し
。
イ
エ
ス
臼
く
、
蛇

の
如
く
智
人
偽
の
如
く
和
な
れ
と
(
マ
タ
イ
侍
十
の
十
六
)

⑧
何
の
主
人
ニ
事
ル
ハ
吾
設
な
る
や
。

川

「
イ
エ
ス

H
く
凡
て
泌
を
行
ふ
者
は
必
の
奴
隷
な
り
。」
と
。
人
も
し
肉

の
欲

ニ
支
配
さ
れ
罪
を
犯
す
者
は
肉
の
奴
ナ
リ
。
酒
の
必
を
知
り
て
止

む
る
能
は
ざ
れ
ば
酒
の
奴
ナ
リ
。
色
ニ
沈
ム
者
ハ
色
の
奴
也
。
利
-
一
心

僻
す
る
者
ハ
利
の
奴
也
。
間
草
を
止
む
る
能
は
ざ
れ
、
は
煙
草
の
奴
也
。

其
他
名
容
の
奴
ア
リ
出
踏
の
奴
ア
リ
。

肉
欲
の
誘
-
一
勝
ち
一酬
を
愛
し
一
例
ニ
従
ひ
常
-
一
良
型
を
守
り
如
何
な
る
身

も
虞
理
の
矯
め
ニ
ハ
之
を
す
て
如
何
な
る
苦
も
巽
理
の
篤
一
一
一
は
之
を
忍

び
如
何
な
る
一読
も
之
-
一
勝
ち
、
常
ニ
心
を

一
筋
ニ
し
て
榊
ニ
従
フ
者
ハ

一
柳
の
奴
民
理
の
奴
媛
之
奴
也
。

間
何
れ
の
主
人
が
過
酷
ニ
テ
思
く
吾
を
恕
ミ
五
口
を
苦
め
吾
を
亡
し
五
口
を
樽

し
吾
を
打
ち
、
何
れ
の
主
人
が
五
口
を
愛
し
吾
慰
め
吾
を
盆
し
吾
を
助
け

五
円
K
幸一
械
を
輿
へ
五
口
を
憐
み
吾

ニ
生
命
を
輿
ふ
る
も
の
な
る
乎
。

然
れ
ば
汝
肉
ニ
居
る
人
ハ
余
ハ
恩
フ
ニ
、
肉
ニ
事
へ
必
随
一
一
事
フ
ル
方

安
く
繁
し
く
幸
多
し
。
如
何
と
な
れ
ば
酒
を
の
み
色
一
一
沈
り
利
を
得
れ
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ば
肉
の
繁
一
古川
ρ

ン
方
な
く
、
人
ニ
柴
め
ら
れ
身
ニ
ハ
繁
あ
り
。
然
れ
ど



も
一
柳
-
一
事
へ
な
.
は
、
味
き
酒
を
止
め
面
白
き
し
ば
い
ニ
は
行
か
ず
色

沈
ら
ず
貧
ニ
究
周
千
鴎
何
の
繁
あ
ら
ん
。
何
の
幸
あ
ら
ん
。
只
苦
あ
る

の
み
と
。
叉
人
ニ
は
捨
ら
れ
誘
ら
れ
云
々
。

凶
是
れ
無
知
の
獣
心
を
持
つ
も
の
己
を
欺
か
れ
云
ふ
言
ニ
し
て
、
良
型
ニ

あ
ら
ざ
る
也
。
余
次

一一
其
良
理
を
述
べ
ん
。

け
な
る
程
忌
魔
一
一
従
ひ
肉
ニ
従
ひ
事
へ
ば
、
繁
あ
り
快
倫
あ
り
幸
一
服
あ

る
様
ニ
見
ゆ
れ
と
も
、
是
れ
人
を
殺
さ
ん
と
し
苦
め
ん
と
し
亡
さ
ん
と

す
る
好
時
ニ
て
、
も
し
之
ニ
崎
ら
ば
必
ズ
亡
び
ん
。
た
と
へ
は
人
魚
を

釣
る
が
如
し
。
ナ
ル
ホ
ト
甘
キ
飼
あ
れ
ど
も
、
其
中
ニ
吾
を
殺
ス
筈
針

あ
り
て
、

一
時
呑
み
込
み
甘
イ
ト
思
フ
ヤ
否
ナ
直
ニ
傷
ミ
あ
る
音
、
生

ず
る
也
。
叉
鳥
を
取
ル

ニ
山
内
を
問
ゐ
英
中
ニ
鳥
の
尤
も
好
む
飼
を
入
れ

て
鳥
を
捕
ふ
る
な
り
。
如
是
人
恕
踏
の
好
計
二
掛
り
肉
欲
ニ
従
ブ
時
ハ

其
端
末
ニ
見
ゆ
る
小
ニ
、
説
の
針
削
ち
努
の
針
あ
り
て
彼
の
窓
を
亡
ボ
ス

ナ
リ
。

口
剖
ち
酒
を
主
と
し
て
事
フ
ル
人
ハ
第

一
の
望
は
酒
を
飲
み
度
ニ
て
、

仕
事
会
矯
ス
ニ
も
溺
を
飲
ま
ん
錫
身
代
も
時
も
力
も
酒
の
矯
ニ
は
之
を

裂
し
、
之
ニ
搾
げ
る
人
也
。
此
人
は
酒
よ
り
品
目
き
繁
は
な
し
と
思
ふ
な

り
。
此
人
ハ
酒
を
多
量
ニ
飲
み
己
の
身
を
苛
め
る
も
た
と
へ
病
を
援
す

る
も
削
ち
身
を
酒
ニ
搾
け
身
を
梢
ぷ
と
す
る
も
の
也
。
故
-
一
迫
々
常
を

陥
唱
し
足
も
手
も
動
か
ず
目
も
見
え
ず
心
も
儲
か
な
ら
ず
、
修
一
一
は
倒
れ

る
ニ
至
リ
、
英
翌
日
ハ
働
も
で
き
ず
酒
奮
を
愛
け
て
苦
む
也
。
叉
時
も
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金
も
之

-一
搾
げ
終
ニ
は
家
も
衣
服
も
之
-
一
俸
け
貧
乏
の
難
ニ
陥
る
也
。

其
矯
め
盗
人
ニ
な
る
あ
り
。
乞
食
ニ
な
る
あ
り
。
子
を
殺
す
あ
り
。
妻

を
殺
す
あ
り
。
如
是
恕
事
を
矯
し
て
移
ニ
は
己
も
亡
び
無
限
地
獄
の
刑

出
ニ
陥
る
な
り
。
故
ニ
酒
と
云
主
人
ニ
事
へ
な
ば
、
汝
を
苦
め
盗
人
と

し
て
監
獄
ニ
来
リ
病
ヲ
輿
へ
汝
の
妻
チ
を
常
-
一
打
ち
た
L

き
修
ニ
は
汝

も
子
供
も
殺
し
無
限
地
獄
の
苦
ニ
陥
入
る
、
質
ニ
残
酷
ナ
ル
主
人
一
一
あ

ら
ず
や
。

け
岡
山
草
を
主
人
と
篤
ス
モ
ノ
ア
リ
。

彼
ρ
毎
月
十
銭
二
十
銭
を
も
し
善
ニ
用
ゐ
ば
必
ズ
人
を
救
ひ
或
ρ

人

を
教
へ
或
小
児
の
教
育
を
篤
ス
ヲ
得
て
、
盛
ニ
喜
あ
る
も
、
之
を
煙
草

一
俸
く
る
な
り
。
而
し
て
節
倹
ス
ベ
キ
ヲ
知
る
も
己
ニ
乞
食
ニ
ナ
ル
モ

之
ヲ
止
ム
ル
能
ペ
ス
。
コ
レ
程
五
口
慰
ハ
な
し
と
考
へ
之
ニ
事
フ
ル
ナ

リ
。
カ
ク
コ
ノ
主
人
ハ
汝
の
似
を
奪
ひ
叉
身
を
畑
ベ
肺
ヤ
口
ニ
必
し
き

臭
を
付
け
一
柳
経
を
傷
メ
時
を
無
盆
-
一
費
さ
し
め
ツ
マ
リ
汝
ニ
盆
を
輿
へ

ズ
汝
ヲ
(
汚
ス
ル
モ
ノ
也
。

川
色
ヲ
主
人
ト
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
。

之
ハ
色
程
人
間
ニ
祭
ア
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
恩
ひ
或
ρ

遊
女
町
一
一
行
を
尤
も

協
栄
と
な
し
或
ハ
妥
を
一
泣
き
作
山
ニ
目
と
心
-
一
淫
慾
を
充
し
、
心
も
身
も
金

も
時
も
此
篤
-
一
一
は
喜
ん
で
捨
て
叉
ハ
心
ハ
汚
る
L

も
道
-
一
背
く
も
色
を



尤
も
重
じ
之
ニ
沈
る
も
の
也
。
此
下
一
人
ハ
尤
も
人
を
よ
く
誘
ひ
欲
い

て
、
人
を
亡
ボ
ス
窓
也
。
之
ニ
事
へ
ん
者
は
一
時
の
繁
ト
息
ひ
種
々
の

苦
を
愛
け
、
終
ニ
は
此
主
人
ニ
殺
さ
る
h

也
。
な
る
ほ
と
初
-
一
は
除
快

な
る
が
如
し
。
併
し
度
を
過
ス
ニ
付
、
肺
病
、
胃
病
、
パ
イ
毒
等
を
身

ニ
愛
け
苦
み
難
み
鼻
を
焔
さ
れ
顔
を
傷
ら
れ
身
を
食
は
れ
終
ニ
は
死
ス

ル
モ
ノ
ア
リ
。
叉
其
が
矯
め
に
妻
を
殺
し
人
を
殺
し
チ
を
飢
し
絡
ニ
は

己
ニ
其
報
を
愛
け
叉
心
を
減
ス
モ
ノ
ハ
良
心
の
責
あ
り
。
叉
其
一
時
の

淫
慾
の
篤
ニ
自
分
の
震
を
地
獄
二
亡
ボ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。

イ
エ
ス
臼
く

「凡
そ
婦
を
見
て
色
情
を
起
す
者
ハ
中
心
巴
ニ
姦
海
し
た

る
也
モ
シ
右
の
限
爾
を
罪
-
一
陥
さ
は
扶
出
し
て
之
を
棄
て
よ
議
五
飽
の

一
を
失
ふ
は
全
身
を
地
獄
に
投
入
-フ
ル
L

ヨ
リ
ハ
勝
れ
り
」
馬
太
五
の

二
十
八
t

三
十
、

同
財
ヲ
主
人
と
す
る
者
あ
り
。

此
人
ハ
限
テ
モ
金
儲
の
事
の
み
恩
ひ
、
如
何
も
し
て
金
を
蓄
ん
と
常

一
働
く
も
の
な
り
。
之
モ
汝
ヲ
憂
γ
メ
苦
ン
メ
或
ハ
殺
し
或
ハ
汝
ヲ
忌

人
ト
ナ
ス
主
人
ナ
リ
。

金
あ
ら
は
箆
人
の
愛
あ
り
。
僚
の
変
あ
り
。
如
何
ニ
も
し
て
凶
喝
さ
ん
と

ile 

す
る
変
あ
り
。
モ
シ
死
ル
時
円
借
む
の
心
配
あ
り
。
叉
金
の
矯
め
賊
ニ

日

殺
さ
れ
し
者
あ
り
。
叉
利
を
愛
ス
ル
然
強
け
を
篤
さ
ず
或
ハ
人
ニ
俗
を
一広

ひ
へ
ツ
ラ
ひ
、
或
ハ
慈
善
の
心
を
生
せ
ず
種
々
の
必
を
生
ず
る
也
。

「財
を
慕
フ
ハ
諸
の
必
事
の
根
也
」
提
摩
前
の
六
の
十
、
叉
馬
太
侍
六

章
十
九
二
十
一
ヲ
覗
よ
、

山
川
其
他
人
々
尤
モ
重
し
尤
も
愛
し
、
其
目
的
の
篤
前
向
事
を
篤
し
て
之
一
一

事
る
市
平
ハ
即
ち
其
人
の
主
人
也
。
今
此
町
-
一
あ
る
凡
て
の
人
々
は
此
世

卜
財
卜
世
の
繁
の
奴
隷
ナ
リ
居
る
故
、

此
町
の
忘
ト
亡
ビ
卜
腐
財
ハ
存

す
る
也
。

印
ち
詩
人
必
腿
ヲ
主
と
し
て
事
る
故
、
債
の
平
和
な
く
生
命

な
く
望
な
き
也
。

即
ち
名
春
、
衣
服
、
職
業
、
遊
等
を
主
と
す
る
も
の
あ
り
。

川
全
能
の
一
脚
ニ
事
へ
ま
た
一柳
之
氏
理
-
一
事
フ
ル

卜
主
的
事
高
物
を
一柳
の
旨

ニ
従
フ
テ
篤
し
、
高
物
を
其
潟
め
に
費
し
叉
之
ニ
反
ス
ル
ナ
レ
パ
、

如

何
ナ
ル
繁
も
捨
テ
如
何
ナ
ル
苦
も
愛
け
人
ニ
迫
ラ
ル
L

モ
殺
ル
L

モ
食

ヲ
得
ざ
る
も
決
し
て
志
ヲ
嬰
ぜ
ざ
る
な
り
。

剖
ち
心
を
釜
し
精
一
刑
を
設
し
主
な
る
爾
の
一
例
を
愛
す
べ
し
。
叉
己
の
如

く
隣
を
愛
す
可
し
。

此
主
人
ニ
事
フ
レ
パ
富
卜
健
全
卜
安
卜
愛
ト
幸
ト
氷
生
卜
を
愛
る
也
。

貧
ニ
常
一
一
喜
び
多
く
叉
常
ニ
五
口
を
善
人
と
な
す
也
。
其
結
果
ハ
西
洋
諸

闘
を
観
よ
。

附

「肉
の
事
を
思
ふ
者
死
也
一
震
の
事
を
念
ふ
者
生
な
り
安
な
り
」
ロ

l
マ

八
の
六
。
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「其
使
命
を
得
る
者
ハ
之
を
失
ひ
我
篤
に
生
命
を
失
ふ
者
ハ
之
を
得
ベ



し
」
馬
太
伸
十
の
三
十
九

「
若
し
人
全
世
界
を
得
る
と
も
其
生
命
を
失
は

v
何
の
盆
あ
ら
ん
や
7

タ
人
何
を
以
て
其
生
命
ニ
易
ん
や
」
馬
太
十
六
の
二
十
六
。

(
色
)
ソ
ロ
モ
ン
ノ
五
百
の
女
ヲ
待
シ
事

(
位
)
英
図
の
王
の
事

(
財
)
ゾ
ロ
モ
ン
の
財
の
事

「叉
天
閣
は
畑
-
一
致
レ
タ
ル
賓
の
如
し
人
見
出
サ
パ
之
ヲ
秘
シ
喜
ビ
蹄

リ
茶
所
有
ヲ
謹
ト
ク
資
リ
テ
其
畑
ヲ
貿
フ
ナ
リ
」
馬
太
十
三
の
四
十
四

「
叉
天
園
ハ
好
民
珠
ヲ
求
ン
ト
ス
ル
商
人
の
如
し

一
の
値
賀
き
倍
以
此
怖
を

見
出
さ
は
其
所
有
ヲ
設
ク
寅
リ
テ
之
ヲ
由
民
フ
ナ
リ
」
馬
太
十
三
の
四

五、
O
紳
の
愛

「
そ
れ
一
柳
ハ
其
生
み
た
ま
へ
る
溺
子
を
賜
ふ
程
一
一
世
の
人
を
愛
し
給
へ

リ
此
ハ
凡
て
彼
を
信
ず
る
者
ニ
亡
る
と
と
無
し
て
永
生
を
愛
し
め
ん
が

篤
也
」
約
三
の
凶

「
聖
箆
自
ら
言
難
き
の
慨
歎
を
以
て
我
僚
の
矯
め
に
祈
り
ぬ
」
ロ

1
7

八
の
二
十
六
、

「
霊
熱
心
を
以
て
我
僚
を
愛
し
む
と
言
る
を
爾
ら
虚
き
ζ

と
L

意
ふ

や
」
雅
各
四
の
五
、

け
故
ニ
熱
心
人
之
篤
祈
祷
せ
よ
。

ω熱
心
説
教
せ
よ
。

同
聖
書
と
類
書
を
讃
ま
し
め
よ
。
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側
交
テ
各
ヶ
人
ヲ
噂
け
。
常
ニ
熱
心
を
以
て
せ
よ
。

同
常
-
尋
問
つ
る
ニ
亦
熱
心
な
れ
。

同
常
三
脚
の
全
能
な
る
を
信
じ
て
此
業
を
務
め
ば
、

失
望
す
る
事
な
か

ら
ん
。

軍
門
僚
を
し
て
世
-
一
勝
た
し
む
る
者
ハ
我
僚
が
信
な
り
。

O
五口
傍
今
日
天
園
の
篤
ニ
働
く
ニ

ハ
け
名
答
の
事

H
H
吾
働
ニ
付
き
人
の
許

同
教
舎
の
都
合
。

剛
世
ノ
事
人
ノ
事
と
思
フ
可
ら
ず
。

右
之
事
-
一
一
務
ハ
レ
テ
肉
の
考
ニ
誘
わ
る
L

勿
れ
。

七
月
十
五
日

O
愛

「唯
愛
-一
由
テ
行
ク
所
の
信
仰
ノ
ミ
盆
あ
り
」
ガ
ラ
テ
ヤ
五
の
六

「
盤
の
結
ぶ
所
の
果
仁
愛
、
喜
雄
市
、
云
々
」
加
位
五
お

「
潔
心
ヲ
モ
テ
互
ニ
篤
ク
相
愛
す
べ

し
」
彼
前
一
の
二
十

「
爾
ら
の
行
ふ
所
み
な
愛
を
以
て
行
ふ
ベ
し
」
コ
リ
ン
タ
十
六
の
凶

「
衆
の
人
ニ
善
を
行
す
べ
し
」
加
技
太
六
の
十

「何
事
よ
り
も
先
互
ニ
篤
ク
相
愛
す
る
事
を
ス
ベ
シ
蓋
愛
は
多
の
罪
を



掩
へ
パ
ナ
リ
」
彼
前
四
の
八
。

故
ニ

凡
て
の
事
受
を
以
て
行
は
正
法
律
を
全
す
る
也
。
人
を
勧
め
戒
め

教
へ
v引
き
人
の
徳
を
佳
る
も
愛
也
。
花
-
一
善
意
を
以
テ
交
り
共
ニ
憂
へ

共
ニ
喜
プ
モ
愛
ナ
リ
。
一
服
音
を
鱒
ふ
る
も
愛
な
り
。

善
人
を
愛
し
敬
フ
ハ
世
間
然
之
事
な
れ
ど
も
、
邸
入
罪
人
ヘ

ハ
如
何
ニ
せ

ん
や
。

「一
珊
ハ
其
生
み
た
ま
へ
る
燭
子
を
賜
ふ
程
-
一
世
の
人
を
愛
し
給
へ
り
」

約
三
の
十
六
。

「罪
人
の
篤
に
死
た
ま
へ
り

l
l
キ
リ
ス
ト
ハ
我
線
開
の
向
ほ
罪
人
た
る

時
孜
僚
の
篤
に
死
た
ま
へ
り
一
仰
は
之
一
一
由
て
其
愛
を
彰
し
給
ふ
」
ロ
l

マ
五
の
六
の
八

「爾
曹
の
敵
を
愛
し
一五
々
夫
れ
天
の
父
は
其
H
を
蒋
者
ニ
も
忠
者
-
一
も

照
し
爾
を
義
者
ニ
も
不
義
者
ニ
も
降
せ
、
給
へ
り
」
馬
太
五
の
四
十

四
、
五

「一
脚
の
其
子
を
世
-
一
遣
し
給
へ
る
は
世
の
罪
を
定
め
ん
と

ニ
あ
ら
ず
彼

ニ
由
て
世
を
救
は
ん
篤
也
」
約

=
7十
七
。

故
ニ
耶
蘇
ハ
ペ
テ
ロ
ニ
罪
を
責
め
ず
吾
ニ
従
へ

卜
。

叉
サ
マ
リ
ヤ
ノ

言己

罪
を
犯
せ
し
婦
人
之
界
を
武
め
ず
只
氷
生
の
一
服
呈
目
を
宜
べ
た
へ
り
。

日

ザ

l
カ
イ
モ
如
是
。
叉
イ
エ
ス
が
死
よ
り
匙
り
十
二
使
徒
-
一
途
ひ
た
ま

ひ
し
時
も
、
キ
リ
ス
ト
の
御
愛
心
深
キ
ヲ
見
る
ベ
し
。

釦
ち
愛
ハ
人
の
罪
を
莞
し
忍
ひ
忠
人
ニ
も
罪
人
ニ
も
善
意
ヲ
以
テ
遵
を

侍
ふ
る
事
也
。
即
ち
人
の
罪
ト
.
忠
ヲ
忠
ム
事
卜
罰
ス
ル
事
卜
誼
フ
コ
ト

ハ
キ
リ
ス

ト
の
十
字
架
ニ
由
テ
滅
シ
、
人
の
償
ニ
よ
ら
ず
只
恵

ニ
由
テ

数
ハ
ル
、
ナ
リ
。
併
し
人
ハ
如
是
窓
ヲ
捨
テ
、
絡
ま
で
心
を
頑
ニ
す
る

者
ハ
無
限
亡
ポ
サ
ル
、
ナ
リ
。
然
れ
ど
も
其
恩
を
停
ふ
る
時
ハ
其
の
罪

を
兎
し
て
侍
ふ
可
き
な
り
、
故

ニ
人
之
篤
メ
ニ
祈
ル
モ
道
を
侍
ふ
る
も

愛
心
よ
り
潟
ス
可
き
な
り
。

O
基
督
教
道
之
目
的

け
金
儲
ノ
篤
ニ
ア
ラ
ズ
。
付
職
業
ノ
篤
メ
ニ
あ
ら
ず
。
同
園
ヲ
取
ル
篤
メ

ニ
ア
ラ
ズ
。
川
名
穆
ノ
篤
メ
ニ
ア
ラ
ズ
。
同
雄
市
ヲ
ス
ル
篤
メ
ニ
モ
あ
ら

ず。間
愛
ノ
篤
ナ
リ
。

付
感
情
姑
息
ノ
愛
一
一
あ
ら
ず
。

ω民
の
愛
ナ
リ
。

同
キ
リ
ス

ト
の
愛
-
一
蹴
さ
れ
て
、
起
る
働
ナ
リ
。

村
世
人
ρ

今
日
ま
で
偶
像
ニ
慣
レ
、
キ
リ
ス
ト
教
モ
問
機
ス
ル
者
ア
リ
。

故
ニ
今
日
ハ
之
ヲ
緋
ゼ
ン

ト
欲
ス
。
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夫
レ
偶
像
数
ハ
利
己
主
義
ニ
シ
テ
其
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
己
ノ
篤
メ
ニ
ス



ル
ノ
外
ナ
シ
。

付
外
ヲ
廻
り
て
綬
ヲ
謂
ム
モ
法
事
-
一
来
ル
モ
寺
ヲ
飾
ル
モ
ん
寸
リ
ヲ
作
ル

モ
宮
寺
ヲ
俊
勝
ス
ル
モ
只
利
ノ
矯
ナ
リ
。

故
ニ
手
ニ
鉢
ヲ
持
チ
人
の
銭
か
米
ヲ
出
ス
ヲ
待
ツ
也
。
又
経
ヲ
刻
む

も
銭
次
第
ナ
リ
。
ハ
ラ
イ
玉
ヒ
ヲ
言
フ
モ
銭
次
第
ナ
リ
。
叉
守
リ
モ

金
次
第
二
由
テ
大
キ
小
イ
ア
リ
。
余
が
知
ル
人
ニ
伶
ア
リ
。
{
自
主
あ

り
。
正
選
宮
其
他
祭
り

・
法
事
ハ
何
の
篤
メ
ヵ
。
只
銭
の
勘
定
の

み
。
銭
ヲ
出
サ
パ
災
難
も
莞
れ
銭
ヲ
出
さ
ば
成
仰
も
出
来
る
と
数
へ

只
銭
ヲ
取
る
事
の
み
を
考
フ
ル
ナ
リ
。
如
日
疋
事
ハ
先
祖
の
篤
-
一
な
る

や
。
ま
た
紳
-
一
喜
パ
ル
、
市
下
ヲ
得
る
や
。
決
し
て
な
し
。
只
法

E
の

潟
ニ
な
る
の
み
。

叉
倫
や
祭
司
と
な
る
人
ハ

何
故

-
一
な
る
や
。
駿
業
の
篤
の
み
。
口
の

篤
の
み
。
自
ら
岡
山
理
を
感
じ
て
篤
る
も
の
あ
ら
ず
。

此

ハ
何

ニ
も
鴛

し
様
下
な
し
。
故
ニ
法
主
ニ
せ
よ
或
ハ
親
が
抽
出
故
之
を
次
ぐ
也
。
も

し
今
日
前
計
が
六
ヶ
敷
な
れ
ば
他
ニ
よ
き
金
儲
あ
ら
ば
他
の
職
ニ
縛

じ
た
き
も
官
員
一
一
な
れ
ば
今
よ
り
儲
少
し
。
商
賀
す
れ
ば
ヤ
ハ
リ
才

智
な
し
。
百
姓
す
れ
ば
脅
し
。
故
ニ
此
崎
山
の
職
-
一
を
れ
は
従
銭
も
上

り
食
物
も
ヒ
り
ト八
ニ
祭
ニ
し
て
銭
儲
あ
る
故
不
得
止
此
職

ニ
mm
る
も

の
多
し
。
余
の
知
る
人
ニ
多
し
。
故
ニ
岡
山
理
を
重
せ
ず
未
来
ハ
法
使

と
な
し
世
の
汚
れ
胤
る
?
も
之
を
一一
意
と
せ
ず
。

何
故
キ
リ
ス
ト
教
を

ハ
ク
繋
ス

ル
ヤ
。
ダ
ン
家
の
減
り
職
業
の
表
ル
ヲ
恐
レ
テ
ナ
リ
。
決
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し
て
キ
リ
ス

ト
教
の
筈
あ
る
と
意
フ
ニ
あ
ら
ず
。
己
の
篤
ナ
リ
。
此

ら
は
今
日
仰
数
一柳
の
品
行
を
目
し
て
知
る
べ
し
。

け
キ
リ
ス
ト
教
ヲ
之
ト
問
視
ス
ル
ャ
。

川
師
同
道
者
ト
ナ
ル
人

崎
博
道
費
ヲ
出
ス
人

間
キ
リ
ス
ト
教
ハ
良
型
ヲ
重
ズ
ル
富
市

即
ち
愛
の
目
的

同
其
結
果

O
明
木
晦
日
の
働

什
夜
巾
、
歌
ト
米
信
者
の
潟
説
教
二
度

同
金
曜
朝

歎
一京
銀
卜
設
教

今
晩
之
-
説
教
来
聴
人
大
凡
四
五
十
名

O
一
飯
ノ
篤
メ
ニ
長
子
の
業
を
綴
れ
り

(伽
削
鵬
制
宝
什
似
せ
一
寸
一
四
)

七
月
十
六
日

付
ソ
l
ロ
ハ
噌
慾
ノ
篤
メ
ニ
己
の
家
子
の
業
を
資
れ
り
。
是
れ

一
時
肉
慾

を
放
ニ
し
無
限
生
の
幸
を
軽
ぜ
し
ニ
由
る
。

け
今
日
も
多
く
良
の
榊
を
明
ニ
知
り
心
を
潔
く
す
る
事
の
尤
も
平
和
平
一
服

あ
る
を
知
り
無
限
天
園
の
質
的
あ
る
を
知
り
、
淫
欲
の
尤
も
可
慕
繁
と

恩
ヒ
其
慾
を
制
す
る
能
は
民
理
を
聞
い
て
之
ニ
従
は
ず
、
終
ニ
己
の
身



を
亡
ポ
ス
モ
ノ
ア
リ
。
是
れ

一
飯
の
篤
め
に
己
の
天
閣
を
嗣
く
家
子
の

業
を
軽
じ
賢
る
も
の
な
り
。

村
山
路
忠
の
例
。

け
浪
花
教
曾
リ
パ
イ
パ
ル
ご
字
不
明
)
凡
て
の
人
々
平
和
を
得
し
ニ
、

一
人
の
信
者
ハ
煙
草
の
篤
に
平
和
を
得
る
事
能
は
ざ
り
し
。
日
疋
れ
肉
慾

の
篤
に
己
の
愛
く
可
き
恵
を
必
隠
-
一
回
以
り
渡
す
も
の
也
。

剛
或
ρ

酒
を
止
め
が
た
き
或
ハ
利
を
愛
す
る
心
或
ハ
名
答
杯
の
肉
慾
を
捻

て
難
く
生
命
を
失
ふ
者
多
し
。
是
れ
一
飯
の
篤
め
に
永
生
を
賢
る
も
の

也
同
食
物
の
潟
ニ

家
子
の
業
を
資
る
も
の
あ
り
。

是
ハ
或
人
が
金
を
出
し
て
呉
れ
養
ふ
て
呉
れ
る
も
の
あ
り
。
然
る

ニ
其

人
ハ
耶
蘇
嫌
な
り
。
己
は
山
口
ニ
キ
リ

ス
ト
の
民
却
を
感
、
し
救
を
求
む
る

も
若
し
耶
蘇
K
従
ヒ
皮
も
、
己
を
位
話
し
己
を
議
ふ
人
の
潟
に
キ
リ
ス

ト
ニ
従
は
ざ
る
者
ハ
食
の
矯
即
ち
一
飯
の
篤

K
永
生
を
寅
る
者
也
。

一
飯
ノ
篤
メ
ニ
之
ヲ
賀
ら
ざ
る
者

付
「
試
む
る
者
彼
ニ
来
り
て
白
け
る
は
爾
モ
シ
紳
の
子
な
ら
ば
命
じ
て
此

石
を
パ
ン

ト
篤
せ
よ
イ
エ
ス
答
け
る
は
人
は
パ
ン
の
み
ニ
て
生
る
も
の

言E

ニ
あ
ら
ず
唯
一
柳
の
口
よ
り
出
る
凡
の
言
ニ
因
る
と
録
さ
れ
た
り
」
馬
太

日

四
の
三、

回

目
ヨ
セ
フ
ノ
試
ニ
勝
ち
し
事
「
創
世
紀
三
十
九
の
四
l

十
五
、
」

同
橋
本
{
女
平
氏
煙
草
を
止
め
し
話

「九
の
物
我
-
一
可
ラ
ザ

ル
ナ
シ
然
レ
ド
モ
九
テ
盆
ア

ル
ニ
ア
ラ
ズ
凡
の

物
我
-
一
可
ら
ざ
る
ナ
シ
然
れ
ど
我
そ
の
一
を
も
我
主
ト
ナ
サ
ズ
」
寄
林

多
前
六
の
十

同
吉
川
寅
蔵
氏
の
事

其
他
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
矯
め
、
追
出
さ
れ
し
者
職
業
を
奪
わ
れ
し
者

生
命
を
取
ら
れ
し
者
も
彩
し
。

凡
て
彼
ら
は
一
飯
の
震
に
家
子
の
業
を
渡
さ
ぼ
る
者
也
。

給
付
何
の
肉
慾
の
矯
め
に
制
せ
ら
れ
一
柳
の
旨
ト
恩
フ
コ

ト
ヲ
行
ペ
ス
、
全

ク
良
心
-
一
平
和
ヲ
愛
ケ
ザ
ル
者
ハ
、

一
飯
ノ
篤
メ
ニ
永
遠
の
生
命
を
賀

る
も
の
也
。

付
職
業
或
ρ
己
の
飲
食
の
事
を
思
煩
ひ
、
救
の
事
を
怠
る
者
は
一
飯
の

篤
め
に
生
命
を
失
ふ
も
の
也
。

同
汝
ラ
一
時
の
慾
ト
氷
遠
の
幸
を
交
易
ス
ル
事
ヲ
好
む
や。

此
世

-一在

リ
テ
心
の
平
安
卜
紳
の
惑
と
叉
来
世
無
限
生
命
と
を
、

一
時
の
慾
を
慾

ニ
し
直
ニ
其
繁
ハ
消
ヱ
後
一
一
無
限
苦
ヲ
生
ズ

ル
肉
慾
ト
交
換

ス
ル
事

ヲ
、
盆
あ
り
と
恩
ふ
や
。

イ
エ
ス
日
く

「
若
し
磁
の
一
手
爾
を
磁
さ
ば
之
を
断
り
去
れ
云
々
」
馬
可
九
の
四
十

391 



然
れ
ば
た
と
え
ば
予
を
断
る
程
」
ハ
ヶ
敷
ト
モ
慾
ヲ
去
ル
ベ
し
。

又
臼
く

約
体
十
二
の
二
十
五
を
硯
よ

又
馬
L
A
十
六
の
二
十
四
|
|
二
十
六
。

此
ハ
在
人
デ
モ
少
年
デ
モ

-V
ル
ベ
キ
コ
ナ
リ
。
モ
シ
此
の
イ
エ
ス
の
パ

を
守
ら
さ
る
者
で
ト
入
国
ニ
人
る
事
能
は
さ
ら
ん
。

n
 

O
「
若
し
罪
を
犯
せ
ば
我
僚
の
篤
に
父
の
前
ニ
保
恵
師
あ
り
」
M
M
幻

O
久
目
的
本
町
篭
尾
宅
一
一
於
て
説
教

七
月
十
七
日

久
川
)

明
八
時
よ
り
獄
示
録
研
究
及
び
信
省
の
お
-
一
説
数
ス
。

O
常
-
一
望
援
を
消
ス
コ

ト
勿
ク
祈
祷
し
、
人

々
の
全
く
放
を
得
る
ニ
至
る

ま
で
忍
耐
す
ベ
し
。

常
ニ
愛
心
を
燃
す
可
し
。

O
罪
の
線
ハ
心
の

T
Z
2
2
0
ロ

ニ
あ
り
。

O
壁
蚕「

人
も
し
潟
は
我
に
来
り
て
飲
め
我
を
信
ず
る
者
ハ
聖

3
-一銭
L
P如

く
其
腹
よ
り
活
け
る
水
川
の
如
く
流
れ
出
ベ
し
」
約
七
の
三
十
七
、
三

卜
i¥. 「

な
ん
ぢ
心
ニ
変
る
勿
れ
榊
を
信
じ
亦
わ
れ
を
い
い
ず
ベ
し
」
約
十
四
の

「然
れ
ど
孜
興
ふ
る
水
を
飲
む
者
ハ
永

h

必
…
刈
く
引
な
し
」
ヨ
ハ
ネ
侍
四
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の
十
四

「わ
れ
平
安
を
繭
前
回
ニ
治
す
孜
平
安
を
繭
ら
ニ
像
ふ
孜
像
ふ
る
所
は
世

の
縁
る
所
の
如
き
ニ
あ
ら
ず
悶
普
心
-
一
憂
る
勿
れ
父
慨
る
L

勿
れ
」
約

山
内
十
四
の
二
十
七

「
一
仰
を
敬
ひ
て
足
る
と
と
を
知
る
は
大
な
る
利
也
」
級
一
一
川

エ

F

J

p

h

H

J

ト

ク

エ

ユ

ヒ

r

リ

，L
r
J
'

エ

エ

「
蓋
我
将
三
一
以
レ
水
割
ニ
於
渇
者
一
将
ス
三
割
流
=
水
於
乾
地
↓
我
附
吋
スF

F

7

t

守

ノ

ニ

F

J

h

シ
ト

ノ
一
一

以
一孜市民
-問問
ニ於
師
附
嗣
-以
コ我
一耐
-邸
中
於
悶
点
同
日
」
以
渡
辺
四
十
四
の

?九日
傍

邸
ιm
股
を
受
け
ざ
れ
ば
肉
ニ
支
配
さ
れ
心
ニ
憂
あ
り
。
民
を
行
ふ
β

な
く
良
-
一
帯
な
く
よ
き
結
果
を
結
ふ
能
常
-
一

心
ニ
満
足
す
る
能
は
ざ
る

也
。
然
れ
ど
も
宅
娠
の
忠
を
似
る
よ
時
ハ
大
ニ
心
-
一
平
安
と
渦
足
と
力

を
得
て
、
更
ニ
渇
く
市
中
探
き
が
如
し
、
五
什
蹴
円
常
-
一
祈
祷
し
て
此
安
を
得

ぺ
き
な
り
。

説
教
す
る
ニ
も
道
の
潟
ニ
働
く
ニ
も
己
の
智
識
や
排
や
力
ニ
領
、
聖
霊

ニ
頼
る
可
し
。
只
其
御
感
化
を
仰
ぎ
其
御
教
を
笠
ぶ
可
し
。
A
M
-
一
己
を

忘
れ
一柳
を
究
ゆ
可
し
。

故
ニ
如
何
な
る
荒
地
位
地
な
る
も
失
望
す
る
事
な
く
、
一
柳
ニ
祈
祷
し
て

壁
鑑
之
雨
御
潟
を
待
つ
可
し
。
此
御
恵
降
ら
ば
果
を
結
ぶ
事
を
得
吋

し
c 



O
罪
人
の
数
ハ
ル
、
ハ
全
ク
型
経
御
働
ニ
由
ル
事

付
一
々
疑
問
ヲ
解
キ
民
理
ヲ
知
ル
事

「A
最
曹
廃
る
乙
と
を
得
ず
然
れ
ど
彼
剖
ち
民
連
の
震
の
来
ら
ん
時
爾

古
田
を
導
き
て
凡
の
岡
山
理
を
知
る
べ
し
」
約
体
十
六
の
十
二
と
十
三

「
ル
デ
ヤ
と
名
る
婦
き
L

ゐ
た
り
主
そ
の
心
を
砕
き
て
パ
ウ
ロ
の
諮
る

C
と
に
心
を
用
ゐ
し
め
た
ま
ふ
」
使
徒
出
向
十
六
の
十
四

同
良
心
ノ
立
起
る
事

「
彼
来
ら
ん
時
罪
-
一
付
き
卦
ニ
付
き
争
仲
ニ
っ
き
世
を
し
て
罪
あ
り
と

暁
ら
し
め
ん
」
約
侍
十
六
の
八

「彼
等
之
を
問
て
其
心
刺
る
h

が
如
し
」
使
二
の
三
七

国一
脚
ノ
事
一
一
付
き
槌
ナ
ル
証
ヲ
愛
ル
事

「
証
を
矯
ス
者
ハ
三
即
ち
援
と
水
と
血
此
の
三
の
も
の
よ
附
す
る
所
ハ

一
な
り
我
僚
も
し
人
の
証
を
安
る
時
ハ
一
柳
の
証

ハ
夏
一
一
大
な
る
べ
し
一
柳

の
子
を
信
ず
る
者
ハ
其
政
ニ
証
あ
り
」
約
力
第

一
の
五
の
八
と
九
、
十

剛
肉
を
殺
叉
力

「若
し
聖
霊
ニ
由
て
身
憾
の
謀
長
自
生
く
べ
し
」
ロ

ー
マ

長

国
悪
躍
を
防
イ
テ
民
を
{
寸
る
能

1Ic. 

「
ま
た
救
の
由
同
及
聖
援
の
剣
を
取
り
云
々
」

以
仰
所
六
の
十
七

H 

「閥
曲
目
ハ
主
よ
り
沃
れ
た
る
口
そ
の
衷
-
一
存
れ
る
が
故
ニ
人
よ
り
教
を

愛
る
ニ
及
ぼ
ず
其
脅
す
べ
て
の
事
を
繭
曹
-
一
教
ゆ
」
約
第

一
川
二
の
二

七
同
者
果
ヲ
給
プ
コ
ト

「
援
の
結
ぶ
所
の
果
ハ
仁
愛
、
喜
袋
、
平
和
、
忍
耐
、
慈
悲
、
良
善
、

忠
信
、
温
柔
、
簿
節
」

(
P
E
5
5印

・

M
M
)

同
説
教
者
ハ
只
聖
援
の
器
タ
ル
事

「是
-
一
於
て
彼
等
み
な
竪
遜
ニ
満
さ
れ
其
恕
一
極
の
言
は
し
む
る
に
随
ひ

て
異
な
る
諸
君
の
方
言
を
言
ひ
は
じ
め
た
り
」
使
二
の
四

「
み
な
聖
霊
ニ
満
さ
れ
て
臆
す
る
所
な
く
榊
の
道
を
宣
ぶ
」
使
侍
四
の

十「
彼
等
ス
テ
パ
ノ
の
智
慧
と
之
-
一

山
テ
需
ふ
と
ζ

ろ
の
袋

κ敵
す
る
乙

と
能
は
ず
」
使
六
の
十

「
主
の
盤
わ
れ
ニ
在
す
故
ニ
貧
者
-
一
一服
蓄
を
宣
侍
ん
ζ

と
を
我
-
一
一
位
を

沃
て
仕
じ
云
々
」
路
四
の
十
八

然
れ
ば
山
円
よ
り
聖
誕
ハ
作
一
山
ニ
説
教
し
て
道
を
設
き
叉
キ
リ
ス
ト
の
一服一一五回

を
託
し
、
常
一
一
熱
心
ニ
仙
同
道
し
た
ま
ふ
も
の
な
り
。
其
只
忠
一徒
の
口
ニ

由
テ
宣
ベ
た
ま
ふ
な
り
。
故
一
一
北
口
よ
り
聖
徒
の
能
耕
、
智
識
ハ
己
の
物

ニ
あ
ら
ず
、
聖
震
な
り
。

さ
れ
ば
今
円
ム
l
Jア
l
氏
の
如
き
ヒ
イ
ニ

l
氏
、
フ
イ
卜
フ
イ
ネ
氏
の

如
き
、
皆
ナ
塑
緩
の
御
技
ナ
リ
。
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間
よ
り
聖
銭
ニ
よ
ら
ざ
れ
ば
か
L

る
智
識
ト
能
力
ト
感
化
カ
ハ
あ
ら
ざ



る
符
也
。
さ
れ
ば
今
円

H
本
-
一
於
て
も
民

-一
人
を
数
ふ
の
説
教
す
る
者

ハ
抱
一鐙
卜
借
-一日
リ
、
聖
誕
彼

ニ
症
リ
て
、

J
n

ひ
た
ま
ふ
也
。

父
聖
窓
之
官
三
哩
耳
目
を
臆
ス
ル
事
勿
ク
附
ル
事
ナ
ク
、
熱
心

ニ
常

ニ
立

体
ふ
る
呪
を
切
望
し
た
ま
ふ
事
を
忘
る
吋
ら
ず
。

父
宅
磁
五
円
ニ
ア
リ
テ
↓

J
A
U

ヒ
た
ま
ふ
引
、
尻
口
ハ
塑
援
の
塑
キ
-M
ナ
ル
事
ヲ

忘
ル
吋
ら
ず
。

川
県
一極
ハ
罪
人
の
救
ハ

ル
弘
事
ヲ
熱
壊
し
た
ま
ひ
、
熱
心
の
祈
祷
を
翁
し

た
ま
ふ
事
。

「抱
一説
も
亦
百
円
併
の
作
必
を
助
く
孜
僚
は
祈
る
べ
き
所
を
知
ら
さ
れ
ど

も
聖
市
民
み
-
す
か
ら
日
難
き
の
慨
歎
を
以
て
攻
隣
の
篤
に
祈
り
た
ま
ふ
」

ロ
ー
マ
八
の

二
十
六
、

「型
住
日一一
刷
の
孜
僚
の
い
以
ニ
佐
し
め
給
ふ
滅
然
心
を
以
て
孜
憐
を
愛
む

と
九月へ

る
を
綱
ら
慮
き
こ
と

L
忠
ふ
や
」
雑
各
四
の
五

叉
聖
認
を
し
て
憂
へ
し
む
る
勿
れ
と
あ
り
。

同
一川

ハ
寓
人
を

H
hH養
ひ
其
弔
慰
の
有
機
を
寅
き
た
ま
ふ
如
く
、
聖
震

ハ
在

サ
ぜ
ん
所
ナ
ク
知
ら
ざ
る
所
な
れ
ば
、
か
な
ら
ず
再
傍
の

け
の
肘
か
ざ

る
所
日
の
及
ば
さ
る
所

ニ
於
て
働
き
た
ま
ふ
也
。
故
ニ
詩
人
の
潟
に
祈

る
べ
し
。
故
二
五
口
ト
離
レ
肘
ル
兄
弟
の
篤
メ
、
又
ハ
今
日
ニ
…
婦
ら
ぬ
兄

郊
の
矯
ニ
も
熱
心

ニ
祈
る
吋
し
。
聖
援
は
犯
さ
￥
る
所
な
き
前
(
の
一
脚
な

り

仲
巾
ニ
汝
一服
一首
の
鴛
に
働
く

ニ
坐
盛
の
御
働
あ
る
事
を
忘
る
可
ら
ず
。

密

394. 

室
ニ

入
り
祈
る
事
を
怠
る
可
ら
ざ
る
な
り
。

同
常
ニ
聖
議

ハ出費
り
た
ま
ふ
事
な
け
れ
ば
更
ニ

J

失
望
す
る
事
勿
れ
。

「壁
援
の
御
智
議
限
り
な
く
御
力
も
表
る
事
な
く
其
愛
も
獲
る
事
な
け

ば
作
一巾-一
型
援
と
借
ニ
在
り
て
働
く
鳴
を
毘
え
、
聖
媛
山
口巾

-一
熱
心
-
一
働
き

た
ま
ふ
事
を
費
え
、
常
ニ
臆
ス
ル
勿
れ
。
失
望
ス
ル
ナ
ク
健
る
L

勿
ク

憂
る
事
勿
れ
。

「我
レ
爾
ヲ
機
レ
ズ
亦
岬
附
ヲ
来
テ
ズ
附
時
盤
強
剛
刻
ナ
ル
ベ
シ
」
約
古
記

一
の
fa
と」ハ

聖
誕
常
ニ
苔
を
憐
ミ
五
ロ
が
矯
め
祈
り
給
ふ
程
な
れ
ば
更
ニ
失
望
ス
ル
事

勿
れ
。
此
侍
道
の
業
ハ
吾
好
む
所
の
み
ニ
あ
ら
ず
。
キ
リ
ス

ト
の
立
て

一柳
の山
正
み
型
緩
之
脱
め
た
ま
ふ
も
の
な
れ
.
は
、
在
門
れ
此
の
職
に
印
刷
リ
之

ヲ
務
む
る
は
一
仰
の
悦
ビ
た
ま
ふ
所
な
り
。
ア
ー
メ
ン
。

∞
汝
一
服
一音
の
篤
ニ

働
か
ン
と
欲
せ
ば
先
づ
己
の
心
を
顧
み
祈
祷
し
、

一順
一音

を
調
べ

、
一
脚
ニ
近
く
ζ
と
を
せ
よ
。
然
れ
は
終
一
一
一
柳
の
聖
旨
を
悟
る
を

得
ん
。
而
て
説
教
の
題
を
祈
ら
は
必
ズ
刷
よ
り
輿
へ
ら
る
ベ
し
。

O
我
僚
が
白
己
の
能
と
徳
を
以
て
此
人
を
行

L
L
が
如
く
何
ぞ

我
傍
-
一
目
を
注
る
や
(
使
体
三
章
十
二
節
)

付
此
節
の
説
明

同
今
円
此
教
が
此
界
-
一
体
り
、
一
町
ニ
可
終
結
川
水
ヲ
同
期
ハ
ゾ
タ
ル
ヲ
以
テ
、



人
々
ハ
之
ヲ
侍
フ
ル
人
の
能
ト
徳
ニ
よ
る
と
思
フ
ヤ
。

川
西
洋
人
の
氏
ヲ
見
テ
同
洋
人
の
能
ト
徳
と
思
フ

ハ
設
り
な
り
。

O
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ガ
|
フ
ィ

ル
ド
大
統
鎖
の
事

。
メ
レ
イ
ラ
イ
ヲ
ン
ノ
事

O
ム
1
デ
!
氏
ノ
事

フ
ヰ
ネ
氏
ノ
事

間
ハ
ワ
イ
園
ノ
事

マ
ダ
カ
ス
ガ
ル
其
他
異
邦
ニ
品
開
道
せ
ら
れ
し
事

川
今
日
日
本
ニ
於
テ
見
る
恨

国
故
-
一
一
柳
の
全
能
の
御
助

ニテ一
耐
一首
ハ
寓
園
ニ
鱒
わ
る
故
、
入
力
ヲ
以
テ

減
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。

川
北
目
よ
り
偶
像
数
ハ
之
-
一
逆
ひ
し
也
。

是
れ
己
の
利
を
失
は
ん
事
を
畏
れ
て
也
。

使
体

一
九
の

二
四
l
-
一卜
八

北
目
よ
り
凡
て
偶
像
数
ハ
倒
れ
た
り
。

凶
悪
ヲ
放
一
一
ス
ル
者
ハ
紳
ニ
逆
フ
。

一ロ

l
共
其
他
の
主
ハ
叉
ヤ
兵
ヲ
以
テ
キ
リ
ス

ト
教
ヲ
亡
サ
ン
ト
試

言E

み
た
り
。
併
し
玉
川
亡
、
ひ
キ
リ
ス

ト
数
ハ
残
レ
リ
。

円

川
良
理
ヲ
議
ら
ず
し
て
逆
フ
者

使
九
の
五

然
れ
は
キ
リ
ス

ト
教
ノ
世
界
一
一
よ
き
結
果
ヲ
願
ハ
ス
コ

ト
及
ビ
如
何
な

る
政
-
一
も
勝
ち
進
む
人
の
能
ハ
徳
-
一
あ
ら
ず
。
全
く
一
柳
の
大
能
な
る
事

を
知
る
べ
し
。

。H
キ
リ
ス
ト
教
ニ
逆
フ
者
ハ
人
ニ
逆
ブ
ニ
あ
ら
ず
全
能
の
一
脚
ニ
逆
フ
ナ

リ
。
「
ト
ゲ
ア
ル
鞭

ヲ
蹴
ル
ハ
カ
タ
シ
」

(
使
徒
行
停
二
十
六
の
十
四

同
汝
等
今
道
ニ
感
じ
た
る
者
ハ
人
ニ
自
を
注
ぐ
勿
れ
。
是
れ
人
の
能
ト

徳
ニ
あ
ら
ざ
る
也
。
早
く
此
一
例
を
信
じ
一
脚
よ
り
恵
を
愛
け
て
、
此
亡

ひ
ん
と
す
る
邪
な
る
世
よ
り
救
出
さ
れ
よ
。

今
娩
は
久
府
本
町
凶
「
目
ニ
於
て
説
教
ス
。
聴
衆
三
四
十
名
議
聴
せ

り
七
月
十
八
日

津
ニ
錦
へ
る
。

O
侍
道
の
精
一
柳

付
己
ノ
震
を
吏
ニ
思
ふ
可
ら
ず
。
慢
る
可
ら
ず
。

け
人
を
軽
蔑
ス
可
ら
ず
。

同
愛
と
憐
を
以
て
侍
ふ
可
し
。

岡
忍
耐
ス
ベ
し
。

同
人
の
盆
ト
幸
一服
ト
貨
地
三
付
フ
コ

ト
ヲ
熱
盟
ス
ル
ヨ
リ
言
フ
可
し
。

川
己
十
分
排
へ
己
十
分
行
ひ
盆
あ
る
事
を
JV
且
ぶ
可
し
。

O
愛
の
道
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H
A叉
る
よ
り
輿
フ
ル
ハ
幸
ナ
リ
。



ω己
ニ
克
ち
人
を
愛
ス
ル
ハ
幸
ナ
リ
。

川
己
ヲ
捨
テ
a
h

榊
ト
人
の
篤
ニ
ス
ル
幸
ナ
リ
。

側
己
を
悦
パ
セ
ス
即
ち
己

K
苦
ヲ
愛
け
、
人
ニ
悦
ヲ
輿
フ
ル
幸
也
。

国
己
忍
耐
し
て
人
を
憐
む
ρ
幸
な
り
。

川
己
ニ
銅
し
人
を
盆
ス
ル
事
ナ
リ
。

川
己
を
議
り
人
を
重
ズ
ル
ハ
幸
な
り
。

O
審
判
ノ
事

常
的
有
ヲ
支
配
し
絡
ニ
之
を
審
判
し
級
公
平
の
庭
問
を
篤
し
得
る
智
謀
ア

ル
者
ハ
誰
な
る
や
。
是
れ
全
能
の
上
一帝
一
ナ
リ
。
然
れ
は
吾
ら
智
定
ら
ざ

る
者
よ
り
喋
々
せ
ず
、
上
帝
ニ
托
ス
ベ
し
。

O
一
仰
の
愛

一
脚
の
愛
は
キ
リ
ス
ト
を
五
日
僚
の
役
印
ち
紋
は
ん
篤
ニ
下
し
給
ふ
事
ニ
山

て
旧
制
は
れ
た
る
也
。
人
の
救
ハ
ル
L

ハ
一
柳
ノ
愛
ト
信
者
の
之
を
体
へ
人

を
救
わ
ん
と
す
る
亦
此
の
愛
也
。
互
-
一
相
愛
す
る
事
ニ
由
て
幸
は
得
ら

る
L

も
の
也
。
天
閣
は
何
故
一
一
幸
な
る
や
。
愛
の
充
ち
た
る
図
な
れ
ば

な
り
。
悔
改
む
る
心
ハ
愛
を
感
じ
て
起
る
な
り
。
キ
リ
ス

ト
の
愛
ニ
感

じ
悔
改
め
な
ば
後
ニ
繁
る
事
な
か
ら
ん
。
又
愛
の
心
を
以
て
人
の
心
を

以
て
人
の
置
付
に
働
か
は
、
人
之
を
呈
み
俗
む
の
憂
な
き
な
り
。

「知
識
は
人
を
腐
ら
し
む
然
れ
ど
愛
は
徳
を
建
る
な
り
」

(J-152)

ム
ー
よ
り
制
ニ
従
ひ
愛
の
力
ニ
育
た
ざ
れ
ば
、
人
の
お
働
く
恨
能
は
ざ
る

也
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付
そ
れ
一
例
は
そ
の
生
た
ま
へ
る
郷
子
を
賜
ふ
ほ
ど
に
世
の
人
を

⑧ 

愛
し
給
へ
り
。

同
此
は
凡
て
彼
を
信
ず
る
者
ニ

亡
る
と
と
無
し
て
永
生
を
愛
け

し
め
ん
篤
な
り
。
約
降
三
の
十
六
節

H
北
円
ハ
只
園
を
取
り
己
の
領
地
ヲ
廃
ム
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
タ
リ
シ
が
、

今
日
前
向
図
公
法
ナ

ル
者
ヲ
創
製
し
、
前
向
園
互
ニ
交
際
ス
ル
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ

タ
ル
ハ
其
源
悶
ハ

何
ナ
ル
ト
考
フ
ル
ヤ
。
是
れ
キ
リ
ス

ト
が
己
の
如
く

爾
の
隣
を
愛
せ
よ
と
命
じ
た
ま
ひ
し
ニ
由
る
。

叉
キ
リ
ス
ト
信
者
ハ
名
々
己
ヲ
捨
テ
L

人
ヲ
愛
し
或
ハ
野
鐙
ノ
山
鳥
ニ
行

キ
コ
ノ
道
ヲ
庚
メ
ル
ハ
何
故
平
。
是
れ
ポ
1

ロ
ノ
所
謂

「
キ
リ
ス
ト
の
愛
吾
首
を
助
せ
り
」
窃
林
後
五
の
十
四
の
一言
集
を
守
る

一
由
ル
ナ
リ
。

H
宣
教
師
が
己
ノ
繁
卜
友
ト
園
ト
命
ヲ
捨
テ
A

キ
リ
ス
ト
ノ
一
服
音
を
宣

ブ
ル
精
一
柳

ω婦
人
ノ
働
キ

同
凡
て
の
信
者
己
を
悦
パ
セ
ズ
一例
ニ
俸
ゲ
ル
事

剛
奴
隷
ヲ
一
挺
セ
シ
事
業

同
監
獄
署
ノ
働

川
病
人
の
篤
ノ
働



同
其
他
会
院
、
回
院
等
ナ
リ

凡
テ
足
れ
キ
リ

ス
ト
ニ
倣

フ
テ
己
ヲ
捻
テ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
其
結
果

ハ
愛

ノ
力
ニ
由
テ
結
ビ
ン
モ
ノ
ナ
リ
。

同
即
ち
キ
リ
ス
ト

ハ
榊
ニ
し
て
凡
テ
ノ
栄
ト
キ
天
ニ
於
テ
ア
リ
テ
、
宇
宙

ノ
肉
物
市
州
市
鹿
ト
巳
ヲ
待
め
り
。
然
る
ニ

人
間
の
凡
テ
罪
に
陥
リ
無
限
亡
プ

ル
ヲ
憐
、
、
、
、
天
ヨ
リ
下
リ
人
間
卜
ナ
リ
人
間
ノ
苦
ヲ
自
ら
愛
け
叉
人
間

を
教
へ
其
ニ
捨
て
ら
れ
て
之
ヲ
忍
び
、
終
ニ
人
間
の
可
愛
刑
罰
ヲ
悉
ク

受
け
、
十
字
架
ノ
上
ニ
一
兆
せ
り
。

川正
れ
亡
ブ
ル
コ

ト
ナ
ク
シ
テ
無
限
生
命
を
受
け
し
め
ん
篤
な
り
。

O
道
を
諮
る
ニ
誰

-一
向
テ
語
る
可
き
や
。

「H
T
あ
り
て
防
相
ゆ
る
省
ハ
勉
く
吋
し
」
馬
太
十
三
の
九
。

「
イ
ザ
ヤ
の
間
以
J
H

ニ
悶
曹
は
聴
け
ど
も
悟
ら
ず
現
れ
と
も
見
ず
益
ζ

の

民
自
ニ
て
見
耳
ニ
て
聴
き
心
ニ
て
悟
り
改
め
て
我
-
一
瞥
さ
れ
ん
ζ

と
を

恐
れ
そ
の
心
を
頑
し
耳
を
蔽
ひ
目
を
閉
た
り
と
云
し

ニ
胞
へ
り
然
れ
ど

爾
ら
の
目

ハ
見
繭
ら
の
耳
は
開
く
が
故

三
踊
ナ
リ
」
馬
太
十
三
の
十
四

J
十
六

「耳
あ
る
者
ハ
援
の
諸
教
曾
ニ
い
ふ
所
を
聴
く
べ
し
」
歎
二
の
七

J己

「
不
義
者
ハ
不
義
な
る
任

-一
し
汚
時
間
者
ρ

磁
ノ
任
一
一
し
義
者
ハ
義
な
る

日

任

ニ
し
聖
者
は
型
き
任

ニ
せ
よ
わ
れ
速
ニ

至
ら
ん
」

獄
二
十
二
の
十

一

「
イ
エ
ス
彼
ら
の
鯨
得
る
所
ニ
循
ひ
多
か
h

る
容
を
も
て
教
を
彼
ら

語
れ
り
」
馬
可
四
の

「防
相
ゆ
る
耳
あ
る
者
ハ
聴
く
べ
し
」
馬
可
七
の
十
六

故
ニ
耳
あ
り
て
磁
ゆ
る
者
を
目
的
と
し
て
、
語
る
べ
し
。

O
愛
の
働

H
己
ヲ
捨
-7
h
人
ノ
盆
ヲ
計
ル
愛
ナ
リ
。

同
人
ノ
キ
ヲ
一
耐
ル
愛
ナ
リ
。

日
人
の
篤
メ
ニ

働
く
ハ
愛
ナ
リ
。

叫
守口葉
ヲ
以
テ
働
ク
事

川
仰
教
の
如
く
己
の
利
ヲ
計
リ
或
ハ
名
血
管
ヲ
求
め
或
ハ
己
の
職
業
の
如

く
忠
フ
テ
立
プ

ル
ハ
私
ニ
シ
テ
可
践
者
也
。

凶
モ

シ
コ
h

ニ
洋
撃
の
出
来
ヌ
融
問
者
あ
り
。
彼
の
術
の
篤
メ
ニ
山
口
ニ
有

Aaナ
ル
術
ヲ
餓
詳
し
て
あ
た

へ
は
是
れ
愛
ナ
リ
。
又
あ
る
工
人
ノ
潟

メ
使
利
ナ
ル
援
明
ヲ
な
し
て
数
へ
パ
是
れ
愛
ナ
リ
。
如
是
人
ノ
徳
ヲ

由
佳

y
可
き
盆
ト
ナ
ル
ベ
キ
民
理
ヲ
探
究
し
て
、
只
其
人
の
徳
ヲ
建
ツ

可
キ
篤
メ
ニ
宣
ベ
ナ
パ
愛
ナ
リ
。
た
と
へ
ば
鞍
士

-
一
戦
字
ノ
方
ヲ
お

し
へ

、
染
物
や
ニ
尤
も
新
良
方
ヲ
お
し
へ
ば
愛
な
る
が
如
し
。

川
人
之
篤

ニ
働
ク

ニ
其
人
の
身
卜
ナ
リ
テ
考
フ
ベ
シ
。
即
ち
己
の
如
く

其
人
ヲ
思
フ
テ
愛
す
可
し
。
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故
ニ
道
ヲ
諸
問
る
ニ
、
説
教
の
篤
メ
上
手
-
一
言
フ
篤
メ
ニ
説
教
す
可
ら



ず
。
人
の
盆
の
篤
メ
削
ち
人
の
徳
を
建
つ
る
た
潟
メ
ニ
一
諮
る
可
し
。

川
人
の
徳
を
建
る
事
ハ
難
き
い
事
乎
。
否
ナ
。
若
し
あ
り
て
質
施
の
行
あ

ら
は
難
き
事
-
一
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。

同
言
フ
事
ヲ
先
ニ
考
ヘ
ズ
、
其
人
の
震
を
先
ニ
考
へ
よ
。

七
月
二
十
日

O
何
故
果
ヲ
結
パ
ザ
ル
乎
。

聖
書
ニ
あ
る
如
く
設
教
ス
ル
モ
貨
な
き
時
ハ
、
集
ノ
ミ
の
無
花
果
樹
の

如
く
、
水
な
き
井
、
狂
風
ニ
逐
は
る
込
雲
の
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
吾
ら
如

何
ニ
せ
は
采
ヲ
結
プ
樹
、
水
の
泌
出
る
井
、
雨
を
降
ス
雲
と
な
る
を
得

ん
や
。

是
れ
キ
リ
ス
ト
と
借
ニ
屑
リ
塑
獲
を
愛
け
て
全
く
紳
の
一服
音
を
侍
ニ
あ

り
「校
も
し
葡
萄
樹
ニ
連
ら
ざ
れ
ば
自
ら
貨
を
結
ぶ
乙
と
能
は
ず
爾
ら
も

苔
に
迎
ら
ざ
れ
は
亦
此
の
如
く
な
ら
ん
」
ヨ
ハ
ネ
体
十
五
の
四

「
人
も
し
渇
か
は
我
-
一
来
て
飲
め
我
を
信
ず
る
者
は
聖
書
-
一
鋒
し
L

如

く
其
腹
よ
り
活
け
る
水
川
の
如
く
流
れ
出
づ
ベ
し
」
約
翰
山
内
七
章
三
十

八
せ
っ

ス

Z

ν

↓ナ一

一

ラ

=

チ

「
孜
円
所
レ
出
之
2
口亦柏村
ヌ
レ如
レ是、

必
不
z
縦
一
レ
来
而
財
じ
我
、
乃
必
成
主

ノ

セ
a'

ハ

ス

一-

技
所
レ
悦
之
者
一
必
利
一-達
於
我
所
レ
む
レ
之
之
事
-」

以
饗
亜
五
十
五
の

十

0
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ノ
諾
ニ

「
浮
キ
説
教
の
外
人
民
を
教
禽
ニ
保
つ
者
な
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し
'--

O
「
イ
エ
ス
ハ
一
柳
ニ
立
ら
れ
て
爾
ら
の
智
唖
昔
、
ま
た
義
、
叉
壁
、
ま
た
般

と
篤
り
た
ま
り
」
訴
林
前
一
の
三
十

父
キ
リ
ス
ト
ハ
道
ナ
リ
。
民
ナ
リ
。
生
ナ
リ
。
叉
我
ニ
よ
ら
ざ
れ
パ
人

父
ニ
来
ル
モ
ノ
ナ
ン
ト
ア
レ
パ
、
信
者
ニ
も
不
信
者
ニ
も
キ
リ
ス
ト
は

凡
て
ナ
リ
。
コ
ノ
キ
リ
ス

ト
ヲ
宣
べ

よ
。

O
一例
卜
借
ニ
屑
ル
背中

キ
リ
ス

ト
我

ニ
復
リ
テ
働
キ
玉
ハ
ザ
レ
パ
、

何
ゾ
キ
リ

ス
ト
ヲ
宣
ベ
キ

リ
ス
ト
ヲ
胤
ハ
ス
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
。

「道
ハ
鯛
ニ
近
く
磁
の

円
ニ
ア
リ
爾
の
心

ニ
あ
り
」

ロ
ー
マ
十
の
八

「
わ
れ
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
と
彼
の
十
字
決
ニ
釘
ら
れ
し
恨
の
外
は
綱
ら

の
中
一
一
在
て
何
を
も
知
る
ま
じ
と
一意
を
定
め
た
れ
ば
也
」
縛
林
多
前
二

。〉

、
「爾
商
問
ハ
酬
の
敗
一
一
し
て
榊
の
盃
爾
ら
の
中
ニ
在
す
ζ

と
を
知
ら
さ
る

乎
」
川
林
多
前
三
の
十
六

「夫
れ
爾
薗
田
ハ
活
一
脚
の
殿
也
一
岬
掌
一
ア
我
か
れ
ら
の
中
ニ
住
り
且
つ
あ
ゆ

ま
ん
我
か
れ
ら
の
耐
と
な
り
彼
ら
我
民
と
な
ら
ん
と
日
給
ひ
し
が
如
く

叉
汝
ら
彼
ら
の
中
よ
り
出
て
之
を
離
れ
汚
磁
-
一
桐
る
ζ

と
勿
れ
我
爾
曹

(
十
七
力
)

を
納
ん
」
ほ
林
多
後
六
の
十
六

I
移



「我
キ
リ
ス

ト
と
借
ニ
十
字
架
ニ
釘
ら
れ
た
り
既
わ
れ
生
る
ニ
あ
ら
ず

キ
リ
ス
ト
我
ニ
在
り
て
生
る
也
」
加
位
二
の
二
十

「
夫
れ
吾
ハ
世
の
末
ま
で
常
一
一
爾
曹
と
借
-
一
在
る
な
り
ア

l
メ
ン
」
馬

太
八
章
二
十

「
七
の
金
の
燈
翠
の
間
を
行
む
者
此
の
如
く
言
ふ
と
」
歎
二
の
一

即
ち
一
柳
ハ
吾
ら
の
心
中
ニ
住
み
た
ま
ひ
五
口
と
借
-
一
行
、
、
、
給
ふ
も
の
な
れ

は
、
常
ニ
心
を
潮
時
し
紳
の
吾一
シ
叉
寸
り
其
如
く
行
ひ
、
議
円
結
果
あ
ら
ば
一
柳

五
口
と
借
-
一
在
す
也
。

紳
と
五
口
と
借
一
一
在
さ
ば
、

E
口
心
を
導
き
教
へ
働
し
慰
め
能
を
輿
へ
析
を

聞
き
た
ま
ふ
一
一
相
濯
な
き
也
。

モ
l
ゼ
ノ
時
制
借
ニ
在
セ
し
故
神
ノ
撃
を
聞
き
固
定
榊
一
一
泊
寸
か
れ
紳
の
栄

を
硯
た
り
。
十
二
使
塑
援
を
愛
、
如
日
正
心
あ
り
し
ハ
一柳
借
ニ
在
せ
し
ニ

よ
る
。
ム
ー
デ
l
氏
。
フ
ヰ
ネ
l
氏
其
他
聖
霊
ニ
織
さ
れ
し
人
は
常
ニ

紳
吾
ト
借
ニ
ア
リ
ト
喜
ア
リ
シ
ナ
リ
。
コ
レ
榊
借
ニ
在
セ
シ
ニ
ヨ
ル
ナ

リ
。
今
日
モ
一脚
五
ロ
ニ
在
セ
パ

必
ズ
之
ヲ
識
り
喜
ブ
ナ
リ
。
聖
援
を
受
け

さ
る
信
者
ハ
未
だ
刺
を
見
ず
。
米
た
一柳
を
識
ら
さ
る
也
。

イ
エ
ス
ト
借
ニ
ア
ル
者

ハ
イ
エ
ス

ノ
聾
ヲ
問
キ
聖
霊
ニ
感
じ
一
脚
の
栄
光

記

ト
愛
ヲ
見
常
-
一
一柳
ヨ
リ
一怒
ト
刈
ヲ

い
た
だ
く
も
の
な
り
。
常

-一一
柳一
一花

日

り
て
キ
リ
ス
ト
を
宜
ぶ
可
し
。

O
祈
祷
之
事

ン
ナ

f

モ
|
ゼ
ハ
一
脚
ノ
b

披
ヲ
聞
ン
篤
メ
西
丙
山
中
-
一
四
十
日
ア
リ
。

イ
エ
ス
ハ
一
脚
ニ
交
ル
篤
メ
一
次
中
山

ニ
入
リ
シ
事
ア
リ
。

如
是
丘
円
ら
モ
一瀞
ノ
整
ヲ
開
キ
叉
一柳
一
一
交
リ
一
脚
ヨ

リ
愛
ヲ
愛
ン
ト
セ
パ
、

人
ノ
ト
仕
ラ
ザ
ル
密
室
-
一
入
リ
一柳
ニ
祈
リ
一柳
ノ
言
ヲ
調
ム
コ
ト
ヲ
務
メ

ヨ
。
モ
ゾ
之
ヲ
怠
ル

ト
キ
ハ
一
柳
ニ
遠
ル
再
三
ム

1
デ
!
其
他
聖
霊
之

ド
允
サ
レ
常
一
一
一仰
と
借
ニ
働
人
ハ
祈
祷
を
常
ニ
し
聖
書
を
讃
む
こ
と
を
怠

ら
さ
り
し
な
り
。
リ
パ
イ
パ
ル
ハ
祈
祷
の
返
事
ナ
リ
。
一
柳
ニ
求
メ
ヨ
。

然
ら
は
輿
へ
ら
る
可
し
。
只
口
ニ
ア
ラ
ズ
心
ニ
行
フ
可
y
o

必
ら
ず
得

f
J

l
u

。

w
 

e
 

「
此
知
は
罪
判
と
断
食
-
一非
ら
ざ
れ
ば
出
る
ζ

と
な
し
。」

仙
川

漏
ら
の
父
は
求
む
る
者
一
一
室
主
ざ
ら
ん
や
ら
十
羽
宇
一
一
一

川
朝
早
ク
起
キ
テ
密
室
-
一

人
リ
祈
祷
卜
袈
書
ヲ
讃
む
ζ

と
十
分

ニ
し
今
日

ノ
川
成

事
ヲ
一
榊
ヨ
リ
ム
叩
ゼ
ラ
ル
ベ
シ
。

ゆ
内一
ニ
見
舞
フ
ト
キ
初
メ
其
家
の
篤
メ
ニ
祈
ル
ベ
ン
。

日
説
教
ノ
前
後
ハ
悉
ク
祈
祷
-
一
費
ス
ベ
シ
。

同
其
慮
ノ
篤
メ
ニ
働
ニ
か
L

ら
ば
、
先
づ
祈
祷
命
日
ヲ
初
む
べ
し
。

同
集
命
日
ノ
時
モ
祈
祷
し
て
一
脚
ニ
事
ヲ
可
し
。

「我
憐
多
の
人
の
如
く
一
川
の
道
を
混
臥
せ
ず
削
ち
誠
よ
り
一
例
ニ
出
り
て

紳
の
前
ニ
キ
リ
ス
ト
ニ
在
り
て
言
ふ
な
り
」
帯
林
多
後
二
の
十
七
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O
A
1
~伏
ハ

松
坂

-一
糸
り
安
・
雌
兄
及
松
葉
兄
ニ
逢
ひ
借
-
一
祈
祷
せ
り
。



O
F犬
図
は
近
け
り
。
悔
改
め
よ
。
ヨ
白
日
Z
を
ω
N

七
月
二
十
一
日

松
坂
説
教

キ
リ
ス
ト
ヲ
待
ち
し
事

川
頒
一一
丙
者
以
イ
ス

ラ
へ
ん

問
ヨ
ハ
ネ
の
事

凶
キ
リ
ス
ト
の
来
り
E
A
ひ
し
市

川
聖
餐
の
バ
プ
テ
ス
マ

同
火
の
バ
プ
テ
ス
マ

附

川
主
円
園
-
一
人
1X
園
の
来
リ
し
ポ

同
悔
改
よ
。

同
聖
霊
と
火
の
バ
プ
テ
ス
マ
ヲ
愛
け
よ
。

運
動
傍
、
二
見
山

ニ
行
け
り
。

七
月
二
十
二
日

作
ニ
腕
へ
る
。

O
主
キ
リ
ス
ト
ニ
事
へ
ん
事

川
己
ニ
克
ち
、
己
ヲ
捨
テ
、
己
ヲ
挽
パ
セ
ス
、
気
憧
ニ
ナ
サ
ズ
、
蔵
事

主
ノ
旨
ニ
従
ヒ

E
の
A
叩
ヲ
受
け
て
、
主
ヲ
倹
パ
ス
ヨ
ウ
矯
ス
可
キ
ナ

リ。「凡
そ
我
ニ
来
り
て
そ
の
父
母
、
妻
子
、
兄
弟
、
姉
妹
、
ま
た
己
の

生
命
を
も
憎
む
者
ニ
非
ら
さ
れ
ば
我
弟
子
と
篤
る
を
篤
ず
又
そ
の
十

字
架
を
任
ず
し
て
我
ニ
従
ふ
者
は
我
弟
子
と
篤
る
ζ

と
得
ず
」
路
十

問
の
一一
六、

二
卜
七

400 

「今
わ
れ
人
の
親
を
得
ん
ζ

と
を
要
る
や
榊
の
殺
を
得
ん
こ
と
を
要

む
る
や
或
ハ
人
の
心
を
得
ん
ζ

と
を
求
む
る
若
し
わ
れ
人
の
心
を
得

ん
こ
と
を
ボ
は
ば
キ
リ
ス
|
の
伐
ニ
あ
ら
さ
る
べ
し
」
加
校
卜
A

一一
一平

の
十
せ
つ
、

間
キ
リ
ス
ト
と
借
ニ
肘
る
こ
と
を
忘
る
可
ら
ず
。

「然
れ
ど
主
我
と
借
一
一
夜
り
て
我
ニ
力
量
を
橡
へ
給
へ
り
主
ま
た
孜

を
救
い
て
諸
の
悪
事
よ
り
雌
れ
し
め
」
提
陛
後
四
の
十
七
、
十
八

「卜
ヒ
或
復
ま
ぼ
ろ
し
ニ
パ
ウ
ロ
に
諸
問
給
ひ
け
る
は
慨
る
L

勿
れ
歎
せ

ず
し
て
諮
る
ベ
し
議
わ
れ
閥
と
借
ニ
あ
れ
ば
悶
を
寄
せ
ん
と
て
円
以
る

者
な
し
且
つ
此
町

一
一
我
が
多
の
民
あ
り
L

使
十
八
の
十
、
叉
約
第

S
二
の
二
七
ヲ
観
る
べ
し
。

「願
く
は
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
、
爾
の
市
民
と
借
ニ
あ
れ
」
提
際
後

四
の
沼

間
故
ニ
セ
の
篤
ニ
何
を
篤
ス
ニ
も
己
の
カ
ヤ
智
ヤ
排
ヤ
企
ヲ
用
ゐ
る
事

な
く
、
セ
ニ
頼
り
て
篤
す
べ
し
。

「
我
三
一円
一
給
け
る
は
我
恩
繭
ニ
足
れ
り
叢
わ
が
能
ハ
弱
ニ
於
て
全
な

れ
は
也
乙
の
故
ニ
寧
ろ
欣
び
て
自
己
の
弱
に
誇
ら
ん
是
れ
キ
リ
ス
ト

の
能
わ
れ
に
寓
ら
ん
篤
也
」
司
林
後
十
二
の
九

川
人
々
キ
リ
ス
ト
ヲ
主
と
し
て
事
ハ
吾
ら
は
互
ニ
兄
弟
の
如
く
相
愛
す



る
を
以
テ
、
繁
卜
ナ
ス
ベ
し
。

「
爾
ら
の
師
ハ

一
人
削
ち
キ
リ
ス
ト
な
り
爾
ら
は
兄
弟
ナ
リ
叉
地

あ
る
者
を
父
と
問
問
る
こ
と
勿
れ
爾
ら
の
父
ハ
一
人
削
ち
天
ニ
在
す
者

也
ま
た
導
師
の
穏
を
安
る
ζ

と
勿
れ
蓋
爾
ら
の
導
師
ハ
一
人
卸
ち
キ

リ
ス
ト
ナ
リ
爾
ら
の
中
大
な
る
者
ハ
爾
ら
の
僕
と
な
る
べ
し
」
馬
太

一一
士

二
の
八
|
十
二

「
我
傍
溺
ら
の
信
仰
を
主
ら
ん
と
す
る
ニ
非
ら
ず
唯
繭
ら
の
申
苦
笑
を

助
け
ん
と
す
る
也
議
爾
ら
信
仰
ニ
南
テ
立
て
ば
な
り
」
寄
林
多
後

一

の
二
十
四

「
議
爾
ら
の
信
仰
を
し
て
人
の
智
ニ
自
ら
ず
榊
の
能
に
由
ら
し
め
ん

と
欲
、
は
也
」
寄
林
前
二
の
五
、

た 「
る わ
ζ れ

とら
叉 白
土~ ;::ーマ
1x C. 
傍 i の
イI~I~ 
エ|を
ス|宣

伝る
エぁ
醤 匂
の み
僕 f
守}
v ス
乙.
とド

をイ
宣エ
ぶス
るの
な主

り
」
司
林
後
四
の
五

故
ニ
只
キ
リ
ス
ト
ノ
僕
ト
ナ
リ
常
ニ
イ
エ
ス
ト
借
ニ
あ
ら
ば
吾
が
篤

一
は
満
足
ナ
リ
。
此
外
ニ
慰
ト
績
庭
ハ
入
ら
ざ
る
な
り
。
其
他
人
の

僕
ト
ナ
リ
人
ノ
救
ハ
レ
、
ヤ
ハ
リ
吾
ト
共
ニ
キ
リ
ス
ト
の
僕
ト
ナ
ラ

~ê 

ン
コ
ト
ヲ
願
フ
ベ
シ
。

日

同
キ
リ
ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
ヲ
宣
ベ
ル
事

「兄
弟
よ
我
議
ニ
爾
前
回
ニ
到
リ
し
時
も
一言
と
智
慈
の
美
た
る
を
以
て

な
ん
ぢ
ら
に
一
柳
の
謹
を
侍
へ

ざ
り
き
蓋
わ
れ
キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
と

彼
の
十
字
架
に
釘
ら
れ
し
事
の
外
ハ
爾
ら
の
中
ニ
在
り
て
何
を
も
知

る
ま
じ
と
意
を
定
め
た
れ
ば
也
」
(
蒋
林
多
前
二
の
一
と

コ
ノ
キ
リ
ス

ト
を
宣
プ
ル
ニ
、
北
目
在
り
し
が
今
ハ
あ
ら
ざ
る
歴
史
の

如
く
、

叉
天
ニ
あ
れ
ど
も
今
五
ロ
ヲ
離
れ
居
り
た
ま
ふ
如
く
宣
ベ
ズ、

今
生
キ
テ
我
と
借
一
一
あ
り
て
働
キ
た
ま
ふ
主
と
し
て
事
へ
居
ル

キ
リ

ス
ト
の
如
く
宣一
ぶ
べ
し
。
印
ち
キ
リ
ス

ト
ニ
事
へ
、
其
命
と
し
て
宣

ぶ
ベ
し
。

「榊
の
道
を
混
胤
せ
ず
即
ち
誠
ニ
よ
り
榊
ニ
よ
り
て
榊
の
前
ニ
キ
リ

ス
ト
ニ
在
り
て
言
ふ
な
り
」
寄
林
後
二
の
柊

十
字
架
ヲ
宣
プ
ル
モ
今
ノ
十
字
架
を
宣
ぶ
べ
し
。
即
ち
今
キ
リ
ス
ト

ノ
愛
今
キ
リ
ス
ト
ニ
由
テ
完
サ
ル
ム
事
と
ふ
を
ん
一且
ぶ
べ

し。

今
日
十

字
架
ハ
吾
ガ
必
要
ナ
リ
。
之
ヲ
宣
ブ
ベ
し
。

五
口
ら
ハ
主
人
ニ
あ
ら
ず
師
一
一
あ
ら
ず
父
ニ
あ
ら
ず
僕
ナ
リ
子
ナ
リ
弟

ナ
リ
只
主
の
御
命
一
一
従
ひ
主
の
家
人
を
守
る
者
な
れ
ば
、
其
心
を
以

て
常
一
一
慎
み
議
る
べ
し
。
主
の
輿
へ
玉
フ
者
ヲ
衣
或
ハ
食
ひ
叉
篤
し

て
満
足
す
べ

し
。

叉
三
位
一
般
の
紳
を
宣
ぶ
ベ

し
。

附
語
る
時
の
心
得
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道
を
語
る
時
ハ
主
を
敬
ひ
主
ニ
在
り
聖
誕
-
一
感
じ
祈
祷
す
る
精
一
脚
を



以
テ
語
る
べ
し
。
人
の
智
を
混
じ
紳
の
道
を
飢
す
可
ら
ず
。

付
臆
ス
可
ら
ず
。

「五
口
が
言
フ
ベ
き
所
の
如
く
之
を
侃
々
し
て
き
口
得
る
よ
ふ
我
が
篤

一も
祈
る
べ
し
」
以
弗
所
六
の
十
九、

二
十

け
愛
の
味
ヲ
保
つ
ベ
し
。

「爾
ら
の
き
口
つ
ね
に
恩
を
用
ゐ
且
つ
趨
を
以
て
調
会
へ
し
」
司
羅

西
岡
の
六

国
語
り
し
後
ハ
人
々
径
を
得
し
ゃ
自
の
徳
を
建
て
し
ゃ
、
イ
エ

ス
を

主
と
し
て
事
へ
居
る
や
、
考
へ
祈
る
べ
し
。

O
病
人
及
閤
苦
人
を
慰
む
る
道

聖
書
ニ
持
者
と
共
ニ
喜
び
苦
む
者
を
共
ニ
苦
し
む
べ
し
と
。
是
れ
愛
の

道
な
り
。
故
ニ
病
人
を
恩
ふ
ニ
は
己
れ
の
病
の
時
忍
耐
し
榊
の
旨
を
守

る
の
心
を
持
ち
病
人
を
燐
む
べ
し
。
ま
た
苦
悶
者
を
憐
む
ニ
は
己
れ
困

苦
す
る
時
忍
耐
同
情
を
以
て
憐
む
へ
し
。
賀
-
一
弱
き
器
を
鰯
る
如
く
慎

み
て
錫
す
可
し
。
粗
忽
ニ
な
す
可
ら
ず
。

O
鯨
衆
人

聴
衆
の
少
も
多
き
も
其
-
一白
テ
憂
へ
或
ハ
悦
ぶ
可
ら
ず
。

一
人
ニ
て
も

救
を
愛
る
事
を
俊
ぶ
可
ら
ず
。

一
人
ニ
て
も
力
を
溢
し
救
わ
る
L

篤
ニ

説
教
す
可
し
。

一
人
の
聴
問
人
あ
ら
は
満
足
し
て
語
る
べ
し
。

水
曜
日
ニ
付
説
教
ス
。

七
月
二
十
三
日

O
此
世

ニ
在
ル
目
的
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H
仲
道
ス

ル
ニ
此
世
-
一
在
ル
都
合
ノ
篤
メ
ニ

一
モ
篤
ス
可
ら
ず
。
削
教

舎
の
都
合
ト
カ
評
判
如
何
ト
カ
杯
を
考
フ
可
ら
ず
。

口
只
永
遠
無
限
生
命
ヲ
恩
フ
テ
働
く
可
し
。

O
世
/
人
ハ

世
ノ
生
命
ト
財

ハ
賢
二
重
ズ
ル
事
ヲ
知
ル
。

毎
夜
太
鼓
ヲ
な
ら
し
鳴
子
ヲ
鳴
ら
し
叉
起
し
て
歩
く
は
財
ヲ
守
ル
ニ
熱

心
な
る
事
也
。
又
病
ニ
か
h

ら
は
直
ニ
墜
を
招
き
獲
を
呑
み
ご
字
不

明
)
人
命
損
せ
ん
と
す
る
時
ハ
直
-
一
之
を
救
ひ
助
る
の
遁
を
霊
せ
り
。

是
れ
世
人
世
の
生
命
と
財
を
重
ず
る
徴
ナ
リ
。
然
れ
と
も
永
遠
不
朽
尤

も
大
切
な
る
生
命
を
重
ぜ
ず
之
を
失
ふ
も
惜
ま
ず
之
を
尋
ね
ず
之
を
{
寸

ら
ず
之
を
捨
て
L

顧
み
ざ
る
也
。

O
紳
の
言
葉
ハ
活
き
た
ま
へ
り
。

「
そ
れ
一
柳
の
言
は
活
て
か
つ
力
あ
り
一広々

」
希
四
の
十

然
れ
ば
一
柳
の
旨
ニ
通
ひ
た
る
一
仰
の
言
を
聖
霊
ニ
感
じ
て
語
る
時
ハ
活
き

て
能
あ
る
也
。
叉
キ
リ
ス

ト
モ
十
字
架
も
今
活
き
た
る
も
の
也
。
故

汝
活
き
た
る
キ
リ
ス
ト
ト
十
字
架
と
言
を
宣
ぶ
ベ
し
。

七
月
二
十
四
日

。
脚
-
一
近
け
。

病
卜
試
の
時
多
く
祈
祷
し
一
脚
の
中
ニ
越
く
べ
し
。
叉
危
キ
持
悪
魔
の
抗



撃
ス
ル
ト
キ
祈
祷
し
て
主
ニ
レ
仕
る
ベ
し
。
餓
り
己
ニ
依
而
負
を
取
る
可

ら
ず
。

「汚
綴
ニ
柄
る
乙
と
勿
れ
我
悶
を
納
け
ん
」
辺
町
林
後
六
の
十
七

「榊
ニ
近
け
然
ら
ば
一刺
繍
ら
ニ
近
き
給
わ
ん
」

雅
各
四
の
八

「鯛
曹
イ
エ

ス
を
見
ざ
れ
ど
も
と
を
愛
し
今
見
ず
と
い
へ
と
も
信
じ
て

喜
y
b
其
快
雄
市
は
言
が
た
く
且
つ
栄
光
あ
り
」
彼
得
前
書

二
章
八
節

O
吾
キ
リ
ス
ト
を
得
る

ニ
あ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
吾
ニ
在
り
て
働
キ
玉
フ
ナ

。
寸
キ
リ
ス
ト
吾
一
一
在
り
て
生
る
な
り
」
加
技
太
二
の
二
十
、
「
吾
二
一一口

給
ひ
け
る
は
我
恩
爾
一
一
足
れ
り
蓋
わ
が
能

ハ
弱
ニ
於
て
全
な
れ
ば
な
り

と
の
故
-
一
事
ろ
欣
び
て
向
己
の
弱
ニ
諸
問
ら
ん
是
れ
キ
リ
ス
ト
の
能
吾
に

寓
ら
ん
潟
也
」
吋
林
多
後
占
十
二
の
九

「我
ハ
荷
筒
樹
爾
ら
は
其
筏
也
人
も
し
我
ニ
居
り
わ
れ
亦
彼
ニ
居
ら
は

多
の
貨
を
結
ぶ
べ
し
」
約
山
内
十
五
の
五

O
今
夜
は
久
府
市
中

ニ
於
説
教
(
路
傍
)
。
柊
ま
で
謹
隠
せ
り
。

以
下
円
以
終
.へ
1
ジ
の
メ
モ

野
田
村

同
父
母
。

伊
藤
老

lie 

星
川
前
次
郎
君

阿
部
老
人
。

日

桜
井
達
男
氏

谷
田
来。

同

健
吉

同|百l山
中

同同同辻
本
母

同同

母

玉 作崎嘉 山弥町'回曽隻ト 侃国吉 西91 町

井統英 2方ir， 

十
八

番地

Z守、
よ軒

門

郎

母妻金姉ー
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昭
和
十
八
年
七
月
廿
五
日
よ
り

八
月
廿
六
日
ま
で

い
い
点
紙
)

明
治
十
八
年
七
日
川
廿
五

H
ヨ
リ

EI 

IL
 

--dn 於

j}t 

勢

loc 
樹{

七
月
二
十
五
日

O
無
私
の
愛

人
の
慰
問
ヤ
沼
ヤ
其
他
人
間
の
五
円
鴛
め
に
な
る
を
以
て
愛
す
る
ハ
私

の
愛
な
れ
ば
、
私
の
心
な
く
良
質
の
愛
を
以
て
山
内
泊
す
ベ
し
。
キ
リ
ス

ト
ノ
パ
ト
誌
を
以
て
愛
せ
ば
無
私
の
愛
と
な
る
を
得
可
し
。

O
キ
リ
ス
ト
を
主
と
し
て
伴
道
す
る
事
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苔
が
主
と
な
り
て
人
を
救
わ
ん
と
考
へ
働
く
ニ
あ
ら
ず
。
叉
吾
能
と

感
化
ニ
由
て
人
心
を
潔
め
る
ニ
あ
ら
ず
。

主
キ
リ
ス
ト
白
ら
一回
音
を
備
へ
之
を
体
さ
せ
人
を
憐
み
苔
ら
を
御
旨
の

ほ
幽
ニ
川
ゐ
て
働
か
せ
給
ひ
、
叉
州
問
道
を
計
り
之
を
定
め
之
を
支
配
し
人

心
を
感
化
し
た
ま
ふ
も
キ
リ
ス
ト
ナ
リ
。

然
れ
ば
吾
は
全
く
己
を
虚
し
く
し
心
も
身
も
キ
リ
ス
ト
ニ
様
げ
、
ロ
ハ
其

A
m
hし
給
ふ
事
を
言
ひ
叉
之
を
行
ひ
キ
リ
ス
ト
の
伐
の
如
く
行
ひ
、
叉
如

何
な
る
有
桜
一
一
成
り
行
く
も
キ
リ
ス
ト
ニ
任
セ
御
旨
を
満
足
す
べ
し
。

故
ニ
抗
日
此
仙
川
多
く
祈
祷
し
キ
リ
ス
ト
ニ
花
り
て
働
く
事
な
り
。

キ
リ
ス
ト
は
世
界
片
山
内
閣
の
主
な
れ
ば
亦
世
界
関
図
の
諸
数
合
の
事
悩
を

も
考
へ
て
主
の
聖
旨
を
知
る
可
き
也

北H
の
預
一一
一
行
者
及
使
徒
等
は
只
一
柳
の
事
と
一
柳
の
聖
旨
と
一
柳
の
命
を
世
-
一
品
開

へ
し
者
也
。
如
円
蓋
口
前
回
も
今
日
も
只
一
聯
の
聖
旨
を
世
ニ
数
ゆ
る
者
な
れ

ば
、
親
し
く
一
柳
に
交

P紳
の
聖
旨
を
明
察
し
、
一
脚
の
行
ひ
玉
フ
事
制
の

世
ニ
向
ひ
名
ヶ
人
-
一
向
ひ
恩
ひ
給
フ
全
ク
一
脚
の
心
を
立
停
ふ
る
者
と
な

る
可
し
。
之
を
侍
ふ
る
ニ
北
円
の
歴
史
の
如
く
恩
ふ
可
ら
ず
。
今
日
の
人

長
ニ
今
H
一
例
の
行
ひ
給
ふ
良
型
を
・
江
ぶ
ベ
し
。
又
今
日
血
行
ヶ
人
ニ
榊
の

思
ひ
給
ふ
所
を
祈
祷
と
砲
什
げ
と
宅
盛
ニ
由
て
知
り
、
之
を
数
ゆ
る
者
と

な
る
べ
し
。



「
然
れ
ど
一
例
は
其
盛
を
も
て
之
を
我
傍
-
一
一
瀬
せ
り
窓
は
商
事
を
究
知
ま

た
一
仰
の
山
何
事
を
も
究
知
る
な
り
そ
れ
人
の
情
ハ
其
中
ニ
あ
る

mm
の
外
ニ

誰
か
之
を
知
ら
ん
や
此
の
如
く
一
仰
の
情

ハ一
仰
の
震
の
外
に
知
る
も
の
な

し
誰
か
主
の
心
を
知
り
て
主
を
教
ゆ
る
者
あ
ら
ん
や
然
ど
我
僚
は
キ
リ

ス
ト
の
心
を
有
り
」
笥
林
多
前
二
章
十
|
十
六
を
硯
よ

O
紳
の
心

A
J
b
p
 

卜

Lm
高
民
の
心
を
知
り
た
ま
ふ

「耶
和
華
見
三
世
人
之
必
質
商
m
-
凡
ソ
其
心
念
之
所
一
固
維
-者
恒
惟
作

レ
感
」
創
世
記
六
の
五

「耶
和
華
日
ソ
ド
ム
ゴ
モ
ラ
ノ
諸
邑
階
一関
巳
ニ
甚
罪
必
貿
盈
我
附
?

降

臨

監
ニ其
行
銭
-」

例
十
八
の

二
十
と
二
十

一

リ

リ

'

テ

ヌ

ヌ

〆

ト

ハ

ヤ

一

-ν

テ
-
-
ム
ル

「山
叩
和
議
自
レ
天
的
腕
エ人
之
嗣
-欲
レ
見
F

或
有
乙
明
ν
於
符
而
求
ν紳
渚
r

否
土
成
背
逆
皆
入
z
於
汚
-無
二居
村
レ
議
口
者

-其
一
亦
無
レ
有
今
行
レ
怒
者

ク
ル
フ
コ
ト

ν

ヲd
H
7

悉
無
レ
知
乎
食
ニ我
之
民
-
如
レ
食
レ
餅
不
レ
制
限
・耶
和
華
-
AHJ

」
詩
鮪
十
四
鱗

一一
ー
ー四
、
叉
五
十
三
筋
の
二
ヲ
鵡
よ
叉
ロ

1
7
書
三
一
意
の
十

l
二
十
ヲ

硯
よ
。

一脚
ハ
天
ヨ
リ
寓
民
の
心
中
を
洞
・
祭
シ
玉
フ
ニ
、
ミ
ナ
罪
判
芯
を
犯
し
居
る

言己

を
硯
た
ま
ふ
な
り
。

日

今
一
例
ニ
附
テ
日
本
人
を
腕
た
ま
ふ
時
ハ
如
何
。
又
五
口
傍
各
々
の
心
中
を

洞
・
策
し
た
ま
ふ
時
ハ
如
何
。
必
ズ
一
仰
を
求
む
る
も
の
な
く
設
け
を
矯
ス
モ

ノ
ナ
ク
北
日
ノ
ア
ノ
時
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
時
キ
リ
ス
ト
の
時
の
如
き
有
機
な

ら
ん
。
削
ち
議
淫
、
偶
像
を
奔
し
、
岡
阿
リ
ヲ
言
ひ
、
高
慢
、
一
柳
な
し
と

一ぷ
ひ
、
一
柳
を
漫
り
、
民
理
一
一
逆
ひ
、
酒
ニ
酔
ひ
、
利
を
食
り
、
炉
嫉
、

不
義
、
肉
欲
、
凶
殺
、
宰
闘
、
父
母
ニ
不
孝
、
頑
梗
、
背
約
、
不
情
、

不
慈
な
る
者
等
の
如
し
。

リ

テ

ヲ

チ
タ
マ
フ
ナ
凡

け
耶
和
華
自
レ
天
監
↓人
之
罪
忠
心
一
有
」

如

何

心

一乎

「
故
耶
和
華
悔
三
己
進
z

人
於
地
-
而
心
憂
レ
之
」
(
創
世
紀
六
の
六
)

一

プ

エ

ル

品
7

7

ハ

ヂ

ニ

y

テ
ヨ
リ
ヲ

「縁コ
此
代
一我
憂
歴
一一
四
十
年
-
云
旧
制
民
乃
中
心
差
謬
者
素
不
レ
識
ニ

一-
-7

7

ナ
リ

凡

7

m

フ

忌

我
途
一
我
巳
怒
警
=於
我
-
不
レ
容
三
其
入
エ我
安
息
-
AHJ

」
詩
九
十
五
の
十

と
十
一

テ

ヲ

ス

一74
7

リ

ラ

ノ

ヲ

「
我
見
4

惇
逆
之
人
-而
服
薬
以
三
其
不
レ
{
寸
繭
Z
R
乙

詩
百
十
九
の
百

五
人

=

『

7
J
Z
V

7

Y

一一?
カ

ヲ
エ
シ
テ

ν

テ
ノ

ト
'J

テ
ラ
テ
タ
9

「
第
彼
惇
逆

而
使

-其

聖

霊

懐

u
憂
其
途
鶴
居
m
z
彼
敵
-
而
自
殺
攻

レ
之
」
以
甜
質
問
出
六
十
三
ノ
十

「
主
の
商
は
恕
を
行
ふ
者
ニ
向
て
怒
れ
ば
也
」
彼
得
前
三
の
十
二

「
そ
れ
一
仰
の
怒
ハ
不
義
を
も
て
民
を
抑
る
人
々
の
凡
て
の
不
度
不
義
ニ

向
ひ
て
天
よ
り
額
さ
る
」
ロ

1
7
一
の
十
八

「
子
ニ
従
は
ざ
る
者
ハ
生
命
を
見
る
こ
と
を
得
じ
且
つ
紳
の
怒
そ
の
上

一
留
ま
ら
ん
」
ヨ
ハ
ネ
体
三
の
三
六
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同
併
し
紳
は
憐
、
、
、
富
み
給
ふ
が
故
ニ
、
救
の
道
を
備
へ
寓
民
-
一
悔
改
を
命



じ
た
ま
ふ
な
り
。
固
定
れ
一柳
の
無
限
の
愛
な
り
。

「
一
人
の
亡
ぶ
る
を
も
欲
み
た
ま
は
ず
衆
人
の
悔
改
ニ
至
ら
ん
ζ

と
を

欲
み
て
、
我
傍
を
永
く
忍
び
給
ふ
な
り
」
彼
得
後
三
の
九

「
な
ん
ぢ
ら
榊
の
豊
田
坪
な
る
と
仁
慈
と
寛
容
と
恒
忍
た
ま
ふ
を
貌
視
す

る
や
そ
の
仁
慈
ハ
爾
を
悔
改
ニ
導
く
な
る
を
知
ら
ず
云
々

」
羅
馬
二
の

四
「
聖
震
熱
心
を
以
て
我
併
を
愛
む
と
一言
へ
る
を
爾
ら
虚
き
ζ

と
ニ
意
ふ

や
」
雅
各
四
の
五

「一
柳
の
聖
震
を
し
て
憂
し
む
る
乙
と
勿
れ
」
以
四
の
三
十

「我
併
な
ほ
弱
か
り
し
時
キ
リ
ス
ト
定
り
た
る
日
ニ
及
罪
人
の
潟
に
死

た
ま
へ
り
。
そ
れ
義
人
の
篤
に
死
る
も
の
殆
ど
少
な
り
。
仁
者
の
篤
に

は
死
る
こ
と
を
厭
ざ
る
者
も
や
有
ら
ん
。
然
れ
ど
キ
リ
ス
ト
ハ
我
僚
の

な
ほ
罪
人
た
る
時
わ
れ
ら
の
篤
に
死
た
ま
へ
り
。
一
柳
ハ
之
ニ
よ
り
て
其

愛
を
彰
し
給
ふ
。
今
そ
の
胤
に
綴
り
て
攻
脈
問
義
と
せ
ら
れ
た
れ
ば
況
で

彼
ニ
由
て
怒
よ
り
救
る
弘
事
な
か
ら
ん
や
。
若
し
わ
れ
ら
敵
た
り
し
時

ニ
其
子
の
死
ニ
よ
り
て
紳
ニ
和
乙
と
を
得
た
ら
ん
ニ
は
況
し
て
和
を
得

た
る
今
そ
の
生
け
る
ニ
頼
り
て
救
る

L
C
と
を
得
ら
ざ
ん
や
」
ロ
1
7

五
の
六
|
十

「
わ
れ
ら
一
柳
を
愛
す
る
ニ
非
ら
ず
。
一
例
わ
れ
ら
を
愛
し
我
僚
の
罪
の
篤

v
h

其
下
を
遣
し
て
悦
回
の
祭
物
と
な
せ
り
是
れ
削
ち
愛
な
り
」
約
仰
第

一
番
四
の
十

「爾
曹
の
敵
を
愛
ゾ
云
々
」
馬
太
五
の
四
十
四
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「爾
ら
人
の
罪
を
兎
せ
云
々

」
馬
太
六
の
十
四

「隠
信
な
き
山
れ
る
位
な
る
故
。
わ
れ
何
時
ま
で
岡
市
田
と
借
ニ
居
ら
ん

や
我
れ
い
つ
ま
で
閥
曹
を
忍
ぼ
ん
や
」
馬
木
十
七
の
十
七

「
イ
エ
ス
怒
を
含
み
て
環
視
し
云
々
」
馬
可
三
の
五

「
ペ
テ
ロ
を
戒
め
臼
け
る
は
サ
タ
ン
よ
我
後
ニ
退
け
云
々

」
馬
可
八
の

一一一「
九
十
九
を
山
ニ
置
き
迷
し

一
を
尋
さ
る
や
」
馬
太
十
八
の
十
二

「金
銭
十
枚
を
も
ち
其

一
校
を
失
は
ピ
燈
火
を
燃
し
て
家
を
掃
除
し
之

を
獲
る
ま
で
ρ

切
ニ
尋
ね
ざ
ら
ん
や
」
路
十
五
の
八

「爾
の
弟
死
て
復
生
き
失
ひ
て
復
た
得
た
る
が
故
ニ
我
憐
喜
ひ
て
繁
む

は
話
然
の
事
な
り
」
路
加
十
五
の
三
十

然
れ
ば
一
脚
ハ
罪
を
嫌
ひ
感
、
、
、
変
へ
玉
フ
ト
雌
ド
モ
、
其
怒
を
永
く
忍

び
、
其
罪
人
の
救
の
一
服
呈
目
を
備
へ
高
民
ニ
悔
改
を
宣
侍
へ
し
め
、
罪
人

の
悔
改
む
る
事
を
待
ち
た
ま
ふ
也
。
自
足
れ
賀
ニ
難
き
事
ニ
て
敵
を
愛
す

る
事
な
り
。
吾
ら
を
愛
す
る
者
を
愛
す
る
ハ
易
し
。
さ
れ
ど
吾
ら
を
慰

ミ
背
き
逆
ひ
頭
領
ニ
す
る
者
を
忍
び
之
を
愛
し
悔
改
め
し
む
る
事
ハ
六

ヶ
敷
蔀
也
。
一
柳
は
此
愛
を
以
て
寄
ら
を
忍
び
た
ま
ふ
な
り
。
又
皿
作
人
を

憐
み
救
は
ん
と
し
た
ま
ふ
事
ハ
尤
も
熱
心
ニ
し
、
之
を
尋
ね
即
ち
極
々

の
恵
を
以
て
救
-
一
導
き
給
ふ
な
り
。
否
ら
今
日
批
の
罪
を
憂
へ
又
キ
リ



ス
ト
の
愛
を
も
て
之
を
忍
び
、
如
何
ニ
も
し
て
救
は
ん
と
力
を
設
す
が

如
く
一
例
も
働
き
た
ま
ふ
也
。

故
ニ
吾
傍
も
榊
の
御
聖
旨
を
悟
り
、
人
の
罪
の
可
忠
災
あ
る
は
深
く
心

ニ
感
じ
、
之
を
救
ひ
之
を
悔
改
め
し
む
る
ニ
熱
心
な
る
可
き
な
り
。

今
多
く
人
々
ハ
イ
エ
ス
を
愛
せ
ず
ま
た
イ
エ
ス
の
愛
を
識
ら
さ
れ
ど

も
、
イ
エ
ス
ハ
永
く
忍
び
多
の
窓
を
以
て
彼
ら
ニ
施
し
ま
た
ハ
耐
を
も

あ
た
へ
て
彼
ら
を
戒
め
、
彼
ら
を
追
ニ
愛
あ
る
も
の
キ
リ
ス

ト
を
愛
す

る
者
と
な
ら
し
め
た
ま
ふ
な
り
。
故
ニ
窓
口
も
キ
リ
ス
ト

K
倣
ひ
今
愛
な

き
味
な
き
人
々
を
愛
し
埠
き
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
を
識
り
ま
た
キ
リ
ス
ト

を
愛
す
る
者
と
な
る
よ
ふ
導
く
可
き
也
。
イ
エ
ス
の
愛
ハ
只
口
ニ
終
ふ

る
の
み
ニ
あ
ら
ず
。
員
賞
キ
リ
ス
ト
の
愛
な
り
一仰
の
愛
な
れ
ば
人
々
之

を
知
る
べ
し
。
是
れ
想
像
ニ
あ
ら
で
民
な
り
。
キ
リ
ス
ト
は
舌
を
以
て

愛
し
た
ま
ふ
ニ
あ
ら
ず
。
行
と
民
を
も
て
愛
し
給
ふ
の
民
の
愛
な
り
。

即
ち
只
吾
ら
が
イ
エ
ス
ハ
愛
が
あ
る
と
口
ニ
て
言
フ
ノ
ミ
ニ
あ
ら
ず
。

キ
リ
ス
ト
ハ
自
ら
吾
僚
を
愛
し
た
ま
ふ
な
り
。

七
月
二
十
六
日

{
女
自
ル
日

O
安
息
日
を
守
る
ニ
付
き

言己

安
息
日
ハ
一
仰
と
共
ニ
居
り
て
守
る
日
な
れ
ば
た
と
へ
一
人
ニ
て
、
友
な

日

き
庭
-
一
あ
る
も
退
屈
す
る
理
は
な
き
な
り
。
如
何
と
な
れ
ば
巴
の
罪
の

莞
サ
ル

L

篤
聖
震
の
(
一
{
千
不
明
)
が
る
L

篤
此
地
の
人
々
の
救
は
る

篤
熱
心
ニ
祈
祷
せ
ば
、
官
ニ
不
可
言
の
幸
あ
り
。
主
キ
リ
ス
ト
と
借
ニ

交
る
程
喜
あ
る
も
の
は
な
し
。
安
息
日
ハ
主
と
交
る
日
な
り
。

O
「
然
れ
は
自
ら
立
て
り
と
一意
ふ
者
ハ
傾
れ
ざ
る
や
う
に
恨
む
べ
し
」
萄

林
多
前
十
の
十
二。

「爾
ら
巳
ニ
飽
爾
ら
銃
二
宮
め
り
爾
ら
吾
と
借
な
ら
ず
し
て
王
た
り

云
々
」
可
可
林
前
回
の
八
。
日
疋
れ
自
ら
立
て
り
と
恩
ふ
も
の

W
3
 

但

3

「
ペ
テ
ロ
日
く
皆
ナ
爾
ニ
就
而
擬
く
と
も
我
ハ
柊
ニ
破
か
じ
」
副
か

m
2
 

然
れ
と
彼
ら
の
折
ら
れ
た
る
は
不
信
仰
ニ
よ
り
爾
が
立
る
は
信
仰
ニ
因

る
な
れ
ば
誇
る
事
勿
れ
た
と
飲
惚
れ
よ
」
ロ
ー
マ
十
一
の
二
十
。

故
ニ
五
口傍
成
人
の
如
く
自
ら
歩
行
し
得
、
ま
た
自
ら
敵
を
防
く
乙
と
を

得
る
と
思
ふ
可
ら
ず
。
五
口
は
弱
キ
モ
ノ
敵
ハ
強
き
モ
ノ
タ
ル
ヲ
忘
レ

ス
、
只
キ
リ
ス
ト
ニ
績
ク
紳
ニ

一居
る
の
謙
遜
の
信
仰
あ
る
べ
し
。
ま
た

己
自
ら
人
を
教
し
へ
得
或
ハ
働
き
得
る
も
の
と
、
成
人
心
を
有
た
ず
。

小
児
心
を
も
ち
、
商
事
制
ニ
頼
り
て
篤
す
可
し
。
是
れ
破
か
ざ
る
の
道

也
。
悪
魔
も
自
ら
慢
り
て
溶
ち
し
ニ
あ
ら
ず
や
。
如
是
五
口
併
も
自
ら
慢

る
心
あ
ら
ば
必
ず
溶
ち
る
も
の
也
。
自
ら
設
教
を
篤
し
得
る
、
自
ら
人

を
救
ひ
得
る
と
考
フ
ル
時
ハ
水
な
き
井
雨
な
き
雲
設
な
き
樹
の
如
き
も

の
な
り
。
叉
五
回
ハ
戦
士
な
り
、
如
何
な
る
敵
襲
来
る
も
吾
に
敵
す
る
も

の
な
し
と
慢
る
時
ハ
負
け
る
な
り
。
五
ロ
ハ
カ
な
し
。
然
れ
ど
キ
リ
ス
ト
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ハ
五
回
が
盾
ナ
リ
ト
一
柳
の
武
具
を
一
頼
、
、
、
析
を
常
-
一
し
紳
と
共
ニ
を
リ
吾
ハ



天
下
ニ
敵
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
大
将
な
る
キ
リ
ス
ト
の
僕
ナ
リ
。
キ
リ
ス
ト

吾
を
{
寸
ら
ば
五
口
ニ
一
敵
す
る
も
の
な
し
と
信
ず
へ
し
。
吾
鍬
阿
世
-
一
勝
つ
ハ

吾
鍬
凹
が
情
な
り
。
然
れ
ば
常
ニ
職
場

一一
出
づ
る
ニ

己
が
円以
憾
の
場
庇

ニ

出
で
ず
惟
大
将
の
指
開
一
一
従
ふ
可
し
。

白
血
旬

μ
O
U吋
旬
、

「
然
れ
ば
我
が
愛
す
る
所
の
者
よ
爾
曹
常
-
一
服
へ
る
如
く
畏
憐
れ
戦
傑

て
己
が
救
を
全
う
せ
よ
」
断
立
比
二
一
章
一
の
十
二

O
「
主
の
援
わ
れ
ニ
在
す
故
-
一
貧
者
巴
服
一
主
一
回
を
笠
侍
ん
事
を
我
に

膏
を
沃
て
任
じ
心
の
傷
め
る
者
を
醤
し
叉
因
人
に
緩
ん
事
と
著
者

一
見
さ
せ
ん
事
を
示
し
版
制
ら
る
ふ
省
を
縦
ち
主
の
踏
年
を
や
凡
情

ん
が
篤
に
我
を
む
せ
り
」
路
加
四
の
十
八

・
十
九
。

吾
ら
が
信
仰
す
る
父
と
子
ト
聖
盛
の
三
一
の
制
は
世
人
の
奔
す
る
偶
像

ヤ
想
像
無
有
/
一
柳
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。

け
偶
像
ト
異
ナ
ル
事

同
信
仰
ノ
異
ナ
ル
事

国
ミ
ダ
ト
キ
リ
ス
ト
と
の
異
ナ
ル
所

剛
キ
リ
ス
ト

ハ
天
ニ
在
し
叉
ア
メ
リ
カ
ニ
モ
敵
羅
巴
ニ
モ
支
那
ニ
モ
印

度
ニ
モ
ア
フ
リ
カ
ニ
モ
ハ
ワ
ヰ
ニ
モ
マ
ダ
カ
ス
ガ
ル
ニ
モ
日
本
ニ
モ

在
リ
玉
フ
テ

己
ニ
多
ノ
人
々
ニ
聖
盛
ヲ
以
テ
バ
プ
テ
ス
マ
ヲ
施
し

た
ま
へ
り
。
今
此
人
々
ハ
偶
像
ヲ
捨
テ
L

イ
エ
ス
ヲ
信
じ
之
ニ
事

へ
、
日
々
彼
ニ
祈
祷
せ
る
也
。

イ
エ
ス
日
給
く
「
イ
エ
ス
進
み
て
彼
等

K
語
り
言
け
る
は
天
の
上
地
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の
上
の
凡
て
の
織
を
我
に
賜
は
れ
り
固
定
故
-
一
爾
ら
行
き
て
商
圏
の
民

r
k

バ
プ
テ
ス
マ
を
焔
し
之
を
父
と

rrと
な
し
取
一
援
の
名
ニ

入
れ
て
弟

子
と
な
し
且
つ
凡
て
爾
ら
ニ
命
ぜ
し
需
を
守
れ
と
彼
ら
ニ
数
へ
よ
夫

れ
五
口
は
世
の
末
ま
で
常
ニ
爾
曹
と
借
に
在
る
な
り
ア
l
メ
ン
」
馬
太

廿
八
の
十
八

1
二
十

同
故
ニ
キ
リ
ス
ト

ハ
日
本
ニ
ア
ル

一
高
絵
の
信
者
を
よ
く
知
り
之
を
宰

リ
之
を
LH
卜
篤
し
た
ま
ふ
な
り
。
ま
た
日
本
の
其
残
り
の
三
千
六
百

九
十
九
磁
の
人
々
の
心
如
何
を
よ
く
洞
燥
し
た
ま
ふ
也
。

ノ
ア
ノ
時
又
詩
ニ
制
的
シ
テ
人
心
を
見
玉
フ

-7、
ナ
出
を
篤
せ
り
。

創
世
六
一一
立
と
詩
十
四
倍
刷
。
一
紳
ハ
之
ヲ
硯
-7.忠
、
、
、
玉
フ
ト
ア
リ
。
機
ヒ

怒
り
憂
へ
玉
フ
ト
ア
リ
。
創
ち
姦
淫
、
偶
像
ヲ
奔
ス
ル
事
、
食
ル

!fj: 高
慢
、
九
テ
榊
の
前
ニ
可
必
者
也
。

例
然
ら
ば
何
故
一
柳
ハ
之
を
剖
し
玉
ハ
ザ
ル
ャ
。

是
れ
一
脚
ハ
愛
ニ
ン
テ
永
く
忍
び
玉
フ
ナ
リ
。
即
ち
人
々
之
悔
改
メ
テ

救
わ
れ
ん
篤
な
り
。
故
-
一
履
三
火
災
を
も
て
鞭
ち
一服
一首
を
侍
へ
て
悔

改
め
よ
と
命
じ
た
ま
ふ
也
。

即
ち
聖
苫
ニ
「
そ
れ
榊
ハ
そ
の
生
み
給
へ
る
猟
子
を
賜
ふ
ほ
ど
ニ
世

の
人
を
愛
し
た
ま
へ
り
」
ヨ
ハ
ネ
三
の
十
六
「
叉
榊
の
其
子
を
世
に



む
し
給
へ
る
は
世
の
罪
を
定
め
ん
矯
め
に
あ
ら
ず
彼
ニ
由
テ
世
を
救

は
ん
篤
也
」
ヨ
ハ
ネ
三
の
十
七
。

さ
れ
ば
今
キ
リ
ス
ト
ハ
日
本
の
罪
人
を
見
た
ま
い
之
を
亡
さ
ん
と
し

た
ま
ふ
ニ
あ
ら
ず
。
救
は
ん
と
し
悔
改
め
し
め
ん
と
て
人
々
を
招
き

玉
フ
ナ
リ
o

t
日
キ
リ
ス
ト
コ
ノ
世
ニ
あ
り
た
ま
ひ
し
時
、
世
を
救
は

ん居
m
k来
り
た
ま
ひ
し
ニ
、
人
々
彼
を
誘
り
打
ち
絡
ニ
十
字
架
ニ
つ

け
し
も
之
を
忍
ひ
た
ま
ひ
し
く
如
く
、
今
も
日
本
の
人
々
を
永
く
忍

び
給
ふ
な
り
。

印
路
加
四
の
十
八
せ
つ
の
如
く
心
の
傷
め
る
者
を
愈
さ
ん
が
篤
也
。

今
日
日
本
の
有
機
ハ
如
是
。
併
し
皆
ナ
自
ら
を
悟
る
も
の
な
く
各
々

己
ニ
慢
り
或
ハ
榊
な
し
と
い
ひ
或
ハ
耐
来
ら
じ
と
思
ひ
或
ハ
救
を
要

せ
ず
と
す
。

同
然
れ
ど
も
榊
ハ
慈
深
く
永
忍
び
た
ま
ひ
キ
リ
ス
ト
の
良
理
を
宣
矯

め

方
ニ
は
彼
ら
を
鞭
ち
乙
ら
し
め
、
自
ら
の
心
の
貧
キ
傷
め
る

肉
人
、
瞥
者
な
る
を
悟
ら
せ
玉
フ
ナ
リ
。

什
吾
ハ
智
キ
撃
者
と
慢
り
し
も
追
々
西
洋
ト
交
り
賢
一
一
五
口
閣
の
愚
な

る
を
知
り
て
謙
る
心
を
起
さ
し
め
玉
フ
。
叉
行
ト
吾
図
の
行
如

守コ
，， ~ 

何

日

け
肉
欲
一
一
ヨ
ル
者
も
之
を
放
ニ
し
て
病
卜
耐
を
愛
け
之
を
厭
ひ
己
は

罪
人
な
る
を
感
ず
。

同
一
柳
な
し
と
思
フ
人
モ
非
常
の
天
災
ヤ
耐
ヤ
病
会
き
ニ
陥
り
賢
二
一
柳

ヲ
恐
ル
L
A

心
を
生
ず
。
財
ヤ
己
の
勇
気
ヤ
慰
問
の
額
一
一
足
ら
ざ
る

を
知
る
。

同
己
ニ
頼
テ
常
ニ
忍
魔
ニ
ま
け
て
己
の
弱
き
を
感
じ
る
ニ
至
る
あ

り

附
も
し
今
夜
己
の
心
を
知
り
キ
リ
ス
ト

ニ
来
る
も
の
ハ
幸
な
り
。
キ
リ
ス

卜
を
信
じ
て
満
足
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
如
何
な
る
析
も
問
れ
ざ
る
事

な
し
、
併
し
罪
を
悔
改
め
ざ
れ
ば
聞
か
れ
ざ
る
な
り
。

O
「
主
た
る
爾
の
榊
を
試
む
可
ら
ず
」
馬
太
田
の
七

己
ニ
欲
ニ
勝
つ
力
を
受
け
た
と
て
自
ら
其
欲
の
場
合
ニ
臨
み
、
自
ら
其

欲
を
起
し
見
る
は
一
仰
を
試
む
る
も
の
ニ
て
勝
を
得
る
事
能
は
さ
る
な

り

O
凡
て
の
貨
物
の
歳
め
た
る
倉
は
何
な
る
や
。

聖
書
な
り
。
故
ニ
之
よ
り
前
民
ニ
需
嬰
の
物
を
出
し
て
人
々
ニ
あ
た
へ

よ
、
ま
た
自
ら
も
之
の
倉
よ
り
己
の
必
要
の
物
を
出
し
て
用
ゐ
よ
。
ム

ー
デ

l
氏
の
智
識
と
説
教
(
数
十
前
向
を
救
ひ
し
)
ハ
之
よ
り
出
ず
。
ス

ポ
l
ジ
ョ
ン
、
フ
ヰ
ネ
!
、
フ
イ
卜
フ
ヰ
|
ル
ド
の
諸
氏
及
其
他
の
牧

者
ハ
ミ
ナ
之
よ
り
生
命
の
水
と
籾
を
取
り
し
也
。
ま
た
世
界
関
図
の
信

な者
りも
。 日

故々
ニ之
よよ
くり
之二
を早
印有T 己

ど 養

事 会
を而
#要

五費
日叉

榊々
ー入
ー用
iWf ~ 
る器
事 械
をを
共も
ニ得
篤ぜる
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よ
「
イ
エ
ス
彼
等
白
け
る
は
然
ら
ば
天
間
ニ
つ
い
て
教
へ
ら
れ
た
る
皐
者

ハ
新
し
き
物
と
柿
聞
き
物
と
を
其
庫
よ
り
出
す
家
の
主
の
如
し
」
馬
太
十

三
の
五
十
二
、

O
一川
を
敬
ひ
て
足
る
市
引
を
知
る
は
大
な
り
利
な
り
(
提
勝
太
前
六

の
六

集
ニ
於
て
紳
を
崇
め
其
他
飲
む
ニ
も
食
ふ
-
一
も
働
-
一
も
限
る
ニ
も
、
一柳

を
信
じ
榊
ニ
事
へ
る
程
喜
し
き
も
の
は
な
き
な
り
。

O
今
夜
は
「
キ
リ
ス
ト

ハ
心
の
傷
め
る
者
を
愈
し
た
ま
ふ
」
ニ

付
き
説
教

ス
。
至
極
議
癒
せ
り
。

七
月
二
十
七
日

(
月
晦
日
)

O
世
人
の
矯
-
一
信
仰
を
奪
る
L
勿
れ
。

不
信
者
の
み
ニ
語
る
時
も
全
く
榊-一

信
任
し
紳
の
言
葉
を
語
ク
榊

ニ
熱

心
祈
鵡
し
、
不
信
者
の
不
信
仰
ニ
導
か
れ
高
慢
我
流
を
出
し
或

ハ
削
学
術

の
話
ニ
渡
り
己
の
力
ヤ
才
智
、
帥
所
論
-
一
一
頼
る
の
弊
ニ
陥
る
可
ら
ず
。
数
…

心
の
信
者
而
己
の
集
命日の
如
く
竪
き
信
仰
を
以
テ
道
を
語
る
ベ
し
。
信

者
ニ
は
信
仰
と
聖
霊
之
御
助

-
一
由
ら
ざ
れ
ば
果
を
結
ぶ
市
中
能
は
ず
。

然
れ
ば
素
よ
り
米
だ
耳
な
き
目
な
き
未
信
者
な
れ
ば
、
堅
議
之
御
感
化

ニ
よ
ら
ざ
れ
ば
人
心
を
動
か
す
可
ら
ず
。

O
貿
地
之
事
を
一吉田は
さ
れ
ば
感
覚
怒
し
。

一
仰
の
今

H
其
人
ニ
削
刻
し
て
一
付
し
た
ま
ふ
打
或
ハ
思
ひ
た
ま
ふ
直
媛
の
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菜
、
印
ち
其
人
ニ
需
要
之
官
を
述
べ
ざ
れ
ば
感
琵
簿
き
も
の
な
り
。

。
愛

F
O
〈
巾

人
を
幸
福
な
ら
し
む
る
者
ハ
愛
ナ
リ
。
も
し
此
世
界
の
人
ニ
イ
エ
ス
の

誠
削
ち
第
-
ニ
耐
を
愛
し
二
ニ
丘
ニ
相
愛
せ
ば
-w
H
ニ
天
国
如
き
世
界
と

な
る
な
り
。
叉
キ
リ
ス
ト
の
教
命
口
が
栄
へ
る
も
人
の
婚
す
も
此
愛
道
の

行
は
る
L

ニ
よ
る
な
り
。
此
愛
心
竪
ケ
レ
パ
教
命
日
砕
る
h
h

事
な
し
。

O
愛
ハ
肉
飽
の
欲
ヤ
金
ヤ
衣
ヤ
外
物
ニ
あ
ら
ず
。
是
れ
民
正
の
愛
ニ
逆
フ

モ
ノ
ナ
リ
。

人
、
婦
人
の
美
を
愛
ス
、
日
正
れ
愛
ニ
あ
ら
ず
。

己
の
欲
を

愛
し
婦
人
の
位
ヲ
愛
ス
ル
ナ
リ
。
或
人
富
人
を
愛
ス
o

是
れ
其
人
を
愛

ス
ル
ニ
あ
ら
ず
。
其
人
の
持
つ
金
ヲ
愛
ス
ル
ナ
リ
。
或
ハ
長
官
ヲ
愛

ス
。
是
れ
其
人
を
愛
ス
ル
ニ
あ
ら
ず
。
其
人
の
位
を
愛
す
る
也
。
岡
県
正

の
愛
は
人
の
鐙
訓
%
を
五
口
盤
を
以
て
愛
ス
ル
事
即
ち
私
の
無
き
愛
を
云
フ

ナ
リ
。

O
キ
リ
ス
ト
は
榊
ニ
在
し
人
を
亡
ス
力
あ
れ
ど
も
之
を
用
ゐ
て
己
散
を
亡

ほ
し
た
ま
わ
ず
。
水
く
之
を
忍
び
十
字
架
ニ
か
L

り
て
死
せ
り
。
是
れ

己
ニ
勝
ち
人
を
深
く
愛
し
た
ま
ふ
良
正
の
愛
な
り
。
キ
リ
ス
ト

一
生
愛

を
以
て
移
れ
り
。
故

ニ
肉
の
繁
ハ
更
ニ
な
さ
ら
ず
一
生
中
人
の
矯
ニ
苦

を
受
け
た
ま
へ
り
。
ま
た
使
徒
ポ
|
ロ
モ
十
二
使
徒

一
生
苦
み
し
は
悉

く
愛
な
り
。
是
れ
人
の
矯
め
キ
リ
ス
ト
の
篤
に
キ
リ
ス

ト
の
篤
に
己
を



捨
て
し
も
の
な
り
。
吾
ら
人
の
罪
を
莞
し
人
を
忍
べ
ば
愛
治
々
深
く
な

る
も
の
な
り
。
吾
傍
ハ
己
を
愛
せ
ず
叉
金
な
く
位
な
く
肉
醜
き
人
を
愛

す
る
は
民
ニ
人
を
愛
す
る
な
り
。
如
何
と
な
れ
ば
其
人
ニ

は
物

一
一
債
な

し
。
五
口
一
一
安
る
も
の
な
し
、
之
を
愛
す
る
ハ
員
の
施
な
り
。
日
疋
れ
民
正

の
愛
也
。
キ
リ
ス
ト
世
の
貧
き
も
の
病
め
る
も
の
無
撃
な
る
も
の
を
友

と
し
愛
し
た
ま
へ
り
。
固
定
れ
良
正
の
愛
な
り
。
忍
プ
コ

ト

ハ
愛
の
深
き

コ
ト
愛
を
積
む
ζ

と
也
。

O
今
日
五
時
過
よ
り
山
中
氏
之
内
ニ
て
祈
祷
曾
を
聖
霊
之
バ
プ
テ
ス
マ
を

愛
け
ん
事
を
祈
る
。
天
トトム
数
信
者
三
名
其
席
-
一
来
れ
り
。

七
月
二
十
八
日

民
の
愛
ト
輿
の
智
識
あ
ら
ば
人
々
感
化
せ
さ
る
こ
と
な
か
ら
ん
や
。
然

れ
ば
常
ニ
吾
心
-
一
一
磁
を
保
ち
光
を
保
つ
乙
と
を
務
む
べ
し
。

O
愛

-1
口
傍
此
世

ニ
あ
り
て
尤
も
力
を
悲
し
成
さ
ん
と
す
る
事
ハ

何
乎
。
書
簡

の
民
正
の
目
的
ハ
何
乎
。
心
キ
る
麗
し
精
一
脚
を
護
し
一
意
を
登
し
力
を
護
し

一刑
を
愛
し
頼
ひ
其
御
旨
を
成
し
ま
た
己
の
如
く
隣
を
愛
す
る
事
の
外
な

き
也
。
是
れ
此
世
ニ
限
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
天
国
-
一
登
り
て
も
川
崎
山
限
綴

言己

く
も
の
な
り
。

而
し
て
此
目
的
と
此
働
ρ

何
時
ま
で
歴
て
も
終
る
事
な

日

し
。
ま
た
天
地
問
の
寓
有
が
一
致
す
る
も
倦
む
事
な
き
も
の
な
り
。
ま

た
如
何
ニ
人
々
逆
ふ
と
も
箆
む
も
の
ニ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
ま
た
何
程
力

を
諜
し
何
程
進
む
と
も
民
正
の
人
よ
り
嫉
を
愛
る
も
の
ニ
あ
ら
ざ
る
な

り
「愛
は
永
久
も
堕
る
事
な
し
」

日
え
れ
C
C
コ【
E
ヨニ
ω
・∞

主
キ
リ
ス

ト
も
ポ

1
ロ
も
其
他
使
徒
ら
も
悉
く
是
目
的
ニ
て
働
き
し
も

の
な
り
。

飢
ち
キ
リ

ス
ト
の
十
字
架

の
賜
を
腐
民
ニ
別
ち
、
岡
県
ニ
彼
ら
の
救
は
れ

互
ニ
相
愛
す
る
よ
う
ニ
至
る
矯
め
今
の
陪
よ
り
救
は
れ
民
理
の
光
を
悟

る
矯
め
、
人
之
苦
痛
を
救
は
ん
矯
め
、
一刺
の
栄
光
を
頴
は
さ
ん
篤
等
の

働
な
り
。
常
ニ

此
職
を
務
む
る
を
怠
る
事
勿
れ
。

O
吾
川
一

入
居
る
ニ
あ
ら
ず
。
キ
リ
ス
ト
と
借
ナ

リ
。

説
教
す
る
時
も
集
を
篤
す
と
き
も

一
入
居
る
時
も
吾
れ
一
人
と
思
ふ
可

ら
ず
。
キ
リ
ス

ト
吾
と
借
ニ
在
し
吾
は
キ
リ
ス
ト
の
僕
な
る
事
を
忘
る

可
ら
ず
。O

一
時
の
事
ニ
あ
ら
ず
永
久

ニ
綴
く
事
ナ
リ

什
吾
傍
信
者
ハ
一
飛
ニ
最
上
級
-
一
進
む
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
日
々
信
仰
を
つ

つ
け
経
験
を
増
し
邸
ち
日
々
榊
の
恵
ニ
育
ち
成
長
す
る
も
の
な
り
。
故

二
度
の
説
教
ヤ

一
度
の
祈
祷
ニ
て

一
時

ニ
山
の
如
き
信
仰
ト
智
識
を

得
ん
と
す
る
は
誤
ナ
リ
。
此
信
仰
の
道
も
車
木
の
育
ち
或
ハ
小
児
の

漸
々
成
長
す
る
が
如
き
も
の
な
り
。
即
ち

一
日

ニ
し
て

ム
l
デ

l
氏
ヤ
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ヒ
イ
ニ

l
氏
の
如
き
信
者
と
な
ら
ん
と
思
ふ
は
談
な
り
。

印
ち
漸
々
ニ



進
歩
す
る
事
を
忘
る
可
ら
ず
。
併
し
非
常
ニ
聖
誕
の
バ
プ
テ
ス
マ
を
愛

る
事
あ
り
。

同
兄
弟
姉
妹
の
進
む
も
如
是
。
追
々
ニ
育
つ

C
と
を
忘
る
可
ら
ず
。
毎
円

聖
書
を
読
ん
で
之
を
味
ひ
増
々
良
理
ニ
明
く
な
り
。
腿
々
説
教
を
聞
き

ま
た
円
々
一
仰
の
一言
葉
を
行
ふ
て
心
を
錬
り
日
々
祈
祷
し
て
榊
-
一
近
ず
き

融
仰
と
借
ニ
行
き
、
人
之
篤
め
働
宏
、
祈
り
、
即
ち
愛
-
一
も
日
々
育
ち
、
如

是
経
験
も
智
識
も
力
も
育
ち
進
む
も
の
な
り
。

日
侍
道
も
如
是
。
初
め
極
降
、
二
ニ
水
瓶
き
耕
し
‘
氷
く
忍
び
け
牧
師
伎
の
時

至
ら
は
多
く
の
果
を
得
ベ
し
。
多
く
力
を
謹
し
多
く
蒔
か
ば
時
至
ら
ば

多
く
刈
る
べ
し
。

此
牧
獲
の
時
ハ
即
ち
リ
パ
イ
パ
ル
ナ
リ
。

於復
ニ に

"て山:_x. t;; 

而生
:1:::;ず
)~る
= が
Z 如l
1"- き
I而も
亡ジの

空ぁ
約 E
書 2
Z匂
ー卜

日
延
れ
キ
リ
ス
ト
の
時
ニ
も
ん

l
テ
ル
ノ
時
二
も
ん

l
テ
ル
ノ
時
一
一
も
支

那
ニ
も
、
ハ
ワ
イ
箇
ニ
も
ア
フ
リ
カ
ニ
モ
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
ニ
も
日
本
一
一

於
て
も
如
是
な
り
。

七
月
二
十
九
日

(
水
曜
日
)

O
人
々

ρ
何
が
聞
き
皮
也
人
間
の
智
識
か
然
ら
さ
ん
。
一
仰
の
前
け
る
一一一白
菜

が
開
き
度
な
ら
ん
。
又
誰
よ
り
窓
ヲ
得
度
や
人
よ
り
か
然
ら
ず
。
キ
リ

ス
ト
よ
り
な
り
。
然
ら
ば
活
る
キ
リ
ス
ト
と
活
る
榊
の
言
集
創
ち
聖
誕

之
働
あ
る
言
葉
を
笠一
ぶ
可
き
な
ら
ん
。

一柳
よ
今
夜
の
集
ニ
恵
を
垂
れ
玉
へ
。
主
キ
リ
ス
ト
よ
今
夜
の
集
ニ
臨
み
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た
ま
へ
。
御
息
一極
よ
私
の
心
ニ
窓
を
概
ぎ
玉
へ
。
路
間
人
の
心
を
v
場
き

玉
へ
。
ア
|
メ
ン
。
榊
よ
今
日
中
の
み
な
ら
ず
常
三
比
口
と
借
ニ
在
し
吾

心
を
潔
く
な
し
た
ま
へ
。
ア
ー
メ
ン

什
讃
美
歌

山
一
脚
を
愛
し
一
脚
を
讃
美
ス
ル
熱
心
よ
り
諸
問
ふ
可
し
。
円
疋
れ
祈
祷
の
如
く

重
ず
べ
し
。
人
の
耳
の
篤
に
諮
は
ず
聖
誕
ニ

u

感
じ
て
一仰
を
崇
め
て
熱

心
ニ
諮
ふ
ベ
し
。
サ
ン
キ
l
氏
を
手
本
と
矯
す
べ
し
。
又
虫
色
廷
の
慈

降
り
し
時
ハ
諮
も
析
の
如
く
カ
あ
る
も
の
な
り
。
歌
ニ
罪
を
感
じ
或

は
一柳
の
窓
を
感
ず
る
事
多
き
な
り
。

間
歌
ふ
前
-
一
人
々
ニ
其
芯
叫
怖
を
述
べ
て
人
々
が
其
芯
味
ニ
心
を
つ
け
歌

ふ
よ
う
に
花
認
す
ベ
し
。

同
祈
祷

川
人
ニ
良
理
其
他
話
を
篤
ス
コ
ト
ニ
あ
ら
ず
。
一
柳
ニ
告
け
一
柳
-
一
求
め
る

事
な
り
。
然
る
ニ
も
し
未
信
者
多
き
中
ニ
て
も
只
人
の
心
を
考
へ
榊

を
忘
れ
て
人
の
喜
ぶ
よ
ふ
祈
る
は
俗
説
口
な
り
。
一
川
の
前
喜
ば
れ
さ
る

事
也
。
吾
傍
人
ニ
民
理
を
附
さ
ん
と
せ
ば
、
析
持
-
一
よ
ら
ず
口
を
以

て
之
を
語
る
可
し

間
然
れ
ば
祈
る
時
ハ
人
を
忘
れ
榊
-
一
執
心
な
る
信
仰
を
も
て
不
得
止
精

一
柳
よ
り
己
の
足
ら
ざ
る
又
鰭
集
之
矯
め
、
尻
町
一
柳
の
御
恵
を
愛
る
よ



ふ
執
心
の
祈
祷
を
篤
す
可
き
な
り
。
印
ち
己
の
心
な
き
事
又
人
々
も

紳
よ
り
恵
を
戴
か
ざ
れ
ば
何
も
盆
す
る
慮
な
き
を
深
く
感
じ
て
祈
る

べ
し
。
只
儀
式
な
ら
ば
祈
る
可
ら
ず
、
故
-
一
一
説
教
前
も
説
教
後
も
常

ニ
祈
祷
す
べ
し
。

同
説
教

同

ν
「
巾
印
円
}
ご
コ
問

川
今
日
制
の
聖
旨
と
そ
の
約
束
と
支
配
と
愛
と
ふ
を
宜
ぶ
る
も
の

問
今
日
人
の
悔
改
ト
救
ひ
の
道
を
宜
ぶ
る
事

間
今
日
信
者
各
々
が
己
の
可
居
助
事
を
知
り
叉
心
を
養
は
れ
、
即
ち
今

日
可
↑ロ
迫
を
知
る
事
と
今
日
生
命
を
つ
な
ぐ
糧
を
得
る
事
な
れ
ば

日
々
必
要
な
る
も
の
な
り
。

故
ニ
説
教
は
毎
日
ニ
て
も
可
銭
可
開
必
要
之
者
な
り
。

O
キ
リ
ス
ト
の
愛

「
然
れ
ど
キ
リ
ス

ト
は
我
僚
の
向
罪
人
た
る
時
わ
れ
ら
の
篤
に
死
た

ま
へ
り
一
刺
は
之
ニ
白
て
其
愛
を
彰
し
給
ふ
」
羅
馬
五
の
八

付
一
脚
は
肉
眼
ニ
は
見
ヱ
ズ
其
整
は
肉
耳
ニ
は
聞
ヱ
ズ
と
雌
ド
モ
、
物
を
造

り
之
を
支
配
し
活
き
て
能
あ
り
、
叉
全
智
あ
り
。
天
一
一
在
し
又
此
庭

も
在
し
叉
尤
も
深
き
愛
あ
る
も
の
也
。

記

川
今
迄
吾
閤
ニ
於
て
は
目
ニ
見
ヱ
ル
者
ヨ
リ
他
ニ
も
の
あ
る
を
知
ら

日

ず
。
故
ニ
目
ニ
見
ヱ
ヌ
モ
ノ
を
用
ゐ
叉
其
僚
と
能
あ
る
事
も
悟
ら
ざ

れ
ソ
1
レ
。

瓦
斯
と
ヱ

レ
キ
の
事

同
高
物
ハ

目
ニ
見
ヱ
ヌ
物
な
る
が
目
ニ
見
ヱ
ヌ
叉
尤
も
寅
き
者
あ
り
、

日
記
れ
印
ち
亙
ナ
リ
。

人
間
の
飽
ト
誕
の
事
。

ω即
ち
一脚
は
一
千
宙
の
盛
ニ
し
て
鴎
物
は
一
例
の
憾
な
り
と
云
フ
モ
可
な
ら

ん
。
即
ち
天
ハ
一
脚
の
御
位
一
一
し
て
地
ハ
榊
の
足
だ
い
な
り
と
あ
り
。

川
目
ニ
見
ヱ
ヌ
一
柳
の
事
ハ
目
ニ
見
ヱ
る
一
柳
の
働

ニ
よ
り
て
知
ら
る
L

な

り荷
物
の
造
り
方
-
一
よ
り
て
一
紳
の
智
ハ
知
ら
る
h

也。

一柳
の
カ
ハ

今
日
日
の
照
り
、
地
球
の
環
り
、
風
の
吹
き
、
雨
の
降
な

と
其
他
草
木
の
成
長
諸
遊
星
の
運
行
ニ
よ
り
て
知
ら
る
与
な
り
。

川
天
地
の
道
理
と
歴
史
と
人
間
の
良
心

ニ
よ
り
知
ら
る
h

也
。

同
天
よ
り
の
歎
一不
と
榊
の
穎
は
れ
ニ
付
き
之
れ
尤
も
明
瞭
に
一仰
を
識
る

事
を
得
る
の
道
な
り
。

天
ヨ

リ
ノ
致
卜
書
物
ヲ
愛
ケ
し
事

同
奇
跡

回
天
使

(四)

預
百

者

同
キ
リ
ス
ト

是
れ
ら
ニ
白
り
榊
の
事
は
明
ニ
識
ら
る
h

な
り
。

同
聖
霊

ω
「わ
れ
ら
今
鏡
を
以
て
見
る
如
く
見
る
と
と
ろ
昏
然
な
り
然
れ
ど
彼

の
時
ニ
は
面
を
鈎
せ
て
相
見
ん
」
一
帯
林
多
前
十
三
の
十
二
。
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「
天
ニ
在
我
父
の
商
を
常
ニ
翻
パ

な
り
」
馬
太
十
八
の
十



「僕
ど
も
榊
の
聞
を
見
日一ム々

」
歎
二
十
二
の
四

同
一
仰
の
愛

川比
例
の
論
ニ
よ
り
て
一
刺
あ
る
い
や
一仰
の
全
智
全
能
な
る
事
属
物
を
支
配

し
父
吾
を
も
造
り
た
り
未
米
を
も
支
配
し
叉
紙
不
花
庭
一
柳
な
る
事

等
ハ

別
り
し
が
、
花
も
大
切
ニ
ン
テ
人
々
の
悟
ら
ざ
る
ハ
一
酬
の
御

心
の
事
也
。

削
ち
一柳

ハ
人
聞
を
顧
み
た
ま
ふ
や
。
愛
し
た
ま
ふ
や
。
或
ハ

只
人

聞
の
泌
を
見
て
怒
り
た
ま
ふ
や
。
即
ち
一
刷
ハ
天
子
の
如
く
或
ハ
役

人
の
如
く
或
川
製
者
の
如
く
厳
重
な
る
も
の
が
、
素
よ
り
一
柳
ハ
玉

ノ
モ
な
れ
ば
天
地
の
中
一仰
の
如
き
恐
ろ
し
き
も
の
な
し
。
併
し
一
刷

ハ
必
母
の
如
き
愛
を
も
ち
た
ま
ふ
也
。
卸
ち
人
の
飢
あ
れ
ば
食
を

あ
た
へ
病
め
る
も
の
あ
れ
ば
慰
め
思
し
き
者
を
憐
み
た
ま
ふ
な

り
。
其
市
下
ハ
今
川
一仰
の
支
配
を
見
て
知
る
べ
し
。

川
併
し
一
仰
の
愛
は
い
ん
も
よ
く
キ
リ
ス
ト
ニ
巾
テ
旧
制
は
れ
し
な
り
。

ヨ
ケ
不
侍
三
品
早
と
羅
馬
書
五
章
を
競
よ
。

今
は
己
ニ
一
酬
は
五
円
闘
を
恵
み
多
く
の
宣
教
師
を
送
り
五
口
ら
紳
の
員

理
と
m
忠
之
数
・
4
辺
を
知
る
引
を
得
己
-
二

関
の
人
々
救
は
れ
し

ニ

あ
ら
ず
や
。
然
る
ニ

E
閣
の
人
々
は
イ
エ
ス
を
賎
め
誘
り
十
字
架

一
掛
る
事
を
篤
せ
る
ニ
あ
ら
ず
や
。
然
れ
ど
も
キ
リ
ス
ト
ハ
之
を

犯
し
永
く
忍
び
玉
フ
市
中
北
田
/
叫
倒
木
人
の
如
し
。

川
政
樹
せ
ぬ
事
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凶
敵
を
愛
す
る
事

川
貧
乏
人
を
愛
す
る
事

日
芯
れ
イ
エ
ス
の
愛
な
り
。

附
A
T
汝
ら
キ
リ
ス
ト
の
一蹴
音
を
聞
く
者
は
幸
な
ら
ず
や
。
尤
も
キ
リ

ス
ト

の
憐
を
愛
け
た
る
ニ
あ
ら
ず
や
。
ム
寸
罪
を
悔
改
め
キ
リ

ス
ト
を
信
ず
る

者
ハ
今
迄
の
罪
ハ
兎
さ
れ
一脚
と
和
き
一
柳
の
子
供
と
な
り
天
園
の
嗣
子
と

な
る
事
を
得
る
也
。
キ
リ
ス
ト
と
友
な
る
を
得
る
な
り
、
殊
-
一
今
キ
リ

ス
ト
を
信
ぜ
し
兄
姉
ら
ハ
幸
ニ
あ
ら
ず
や
。
如
何
と
な
れ
ば
一
柳
ニ
選
ば

れ
し
ニ
よ
る
。
汝
ら
十
二
使
徒
ハ
不
幸
な
る
者
と
忠
ふ
や
。

O
働
き

各
支
安
け
し
働
を
各
々
預
り
し
力
量
ニ
従
ひ
働
か
な
ば
榊
の
聖
旨
二
一週

は
ん
。
善
信
者
削
ち
+
ヒ
ニ
心
と
身
を
持
げ
一
脚
を
愛
し
己
の
知
く
人
を
愛

す
る
事
を
知
ら
ば
必
、
ス
働
き
皮
梢
…脚
起
ら
ん
。

X
U
の
働

ハ
何
乎
を
知

り
又
之
を
篤
す
の
能
を
も
愛
け
ん
。
さ
ら
ば
先
つ
己
を
捨
て
全
く
ト
ヒ

俸
げ
る
事
を
翠
ぶ
ベ
し
。

O
今
水
晦
日

ニ
付
キ
リ
ス
ト
の
愛
ニ
付
説
教
す
。

七
月
三
十
日

(
七
月
)
久
肘

川帥紘一ポ

け
説
教
朗
竿

同
設
教

剛
洗
鵡
試
験

O
教
命
日
の
心
得
を
粂
氏
借
ス
コ
ト

O
五
味
氏
一
一
書
欺
を
出
す
ζ

と



七
月
三
十

一
日

久
屑

川
説
教
す
る
の
備

へ

H
U
の
心
を
潔
く
し
一仰
と
JJUX
P

岬
に
聞
く
ζ

と

ω塑
濯
を
愛
る
事

日。。コ
コ門5
2内
申

N
由
・

N
叶

新
持
す
る
世
帯

(ヨ0
0
弘
司
)
山
口
巳
(
ヲ
コ

3、

)

同一
刷
を
愛
し
人
を
愛
す
る
熱
心
を
も
っ
ζ

と

州
能
耕
な
る
事

ハ
精
一
柳

ニ
あ
る
事

凶
目
的

け
一仰
の
栄
光
を
績
は
す
事

ω数
命
国
の
徳
を
建
つ
る
事

同
亡
び
た
る
窓
を
救
ふ
事

O
剛
題
を
定
め
る
事

川
人
の
気
ニ
入
る
様
せ
ず

川
己
の
気
盛
ニ
篤
さ
ず

を
知
る
事

同
人
の
有
線
ヲ
知
る
事

凶
何
を
{亘
ぶ
可
き
や

什
活
き
た
る
基
督
を
宣
ぶ
る
事

瓜
川
林
前
二
の

一
|
四
、
五

言己

け
活
け
る
紳
の
一青
葉
を
宣
ぶ
る
事

日

川
口

!
?
書
十
の
十
七

凶
希
伯
来
四
の
十
二

川
世
岬
の
旨

凶
以
安
直
五
十
五
の
八
|
十

¥一一ー

同
知
識
の
放
は
聖
書
也

川
説
教
を
作
る
・
万

け
十
分
考
へ
祈
る
事

け

一
々
別
ち
て
調
べ
る
事

同
書
く
事

剛
骨
を
持
つ
事

同
結
句
之
事

同
宣
ぶ
る
時
の
心
得

け
祈
祷
と
讃
美

け
一川
の
前
ニ
一柳
ニ
由
テ
言
ふ
事

M

。。コ
コC
ω
ロ
巾
N
L
一戸

同
人
の
心
ニ
動
か
さ
れ
ざ
る
事

川
人
の
情
ニ
動
か
さ
れ
ざ
る
事

川
耳
あ
る
者
ニ
一
週
間
る
べ

し

付
人
ノ
少
キ
ヲ
意
ト
ス
可
ら
ず

は
言
必
と
精
一
柳
之
事

讐
言
と
飾
と
重
復
を
憶
む
べ
し
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附一
結
果
は
榊
ニ
任
ス
事



O
今
夜
は
本
町
四
丁
目
ニ
於
て
設
数
、
聴
衆
多
か
り

八
月
一
日

(
津
ニ
腕
へ
る
)

O
緋
論
と
賀
際
行
ふ
事
削
ち
言
ふ
と
人
の
徳
を
建
る
事

O
良
正
の
幸
福
を
得
る
の
道

「愛
る
よ
り
も
興
る
は
一附
な
り
」
使
徒
廿
の
三
十
五

「
汝
曹
の
う
ち
大
な
ら
ん
と
欲
ふ
者
ハ

爾
曹
に
役
る
h

者
と
な
る
べ

し
L

馬
太
二
十
一
章
一
の
二
十
六

「H
M
故
ニ
凡
て
人
-
一
潟
ら
れ
ん
と
欲
す
る
こ
と
は
爾
前
固
ま
た
人
ニ
も
其

の
如
く
せ
よ
」
馬
太
七
の
十
二

付
一
脚
ヲ
全
心
愛
ス
ル
事

同
世
ヲ
捻
る
草
創
ち
肉
を
支
配
ス
ル
事

同
人
を
愛
ス
ル
熱
心
を
持
ツ
コ

卜

剛
人
ノ
篤
メ
ニ
己
の
身
ト
心
ヲ
労
シ
テ
働
ク
市
中

国
J
L
を
関
し
て
人
ニ
輿
ル
事

同
忍
耐
ス
ル
事

八
月
二
日

{
女
自
ル
円

O
今
日
如
是
人
々
大
な
る
罪
泌
を
犯
し
又
大
な
る
罪
の
来
訪
を
愛
け
又
大

な
る
一
階
ニ
住
め
ば
是
れ
人
力
ニ
て
之
を
救
ふ
事
能
は
ざ
る
な
り
。
全
智

全
能
の
一
柳
の
義
の
太
陽
の
光
を
以
て
人
心
を
輝
し
全
能
の
聖
延
之
御
働

ニ
よ
り
て
人
心
を
淑
し
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
似
ニ
よ
り
て
山
の
如
き

罪
を
救
は
れ
ざ
れ
ば
、
決
し
て
此
世
は
救
は
る
事
能
は
ざ
る
な
り
。
故
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二
五
口
ら
全
く
己
を
虚
し
く
し
一
柳
ニ
全
く
頼
り
其
恵
ニ
浦
さ
れ
て
働
く
可

し。「悶
曹
も
し
芥
種

一
粒
ほ
と
の
信
あ
ら
ば
此
桑
樹
に
抜
て
海
ニ
楠
れ
と

日
と
も
関
市
田
ニ
従
ふ
可
し
」
路
十
七
の
六

「一
仰
を
信
ぜ
よ
(
中
略
ア
リ
)
誰
ニ
て
も
其
心
ニ
疑
ふ
事
な
く
其
言
ふ

所
の
言
は
必
ず
成
る
べ
し
と
信
じ
此
山
-
一
移
て
海
-
一
入
れ
と
い
は
ぽ
其

一万
円
の
知
く
成
る
べ
し
」
応
可
仰
十
一
の
二
十
二
|
二
十
三

O
此
極
の
大
政
も
一
柳
-
一
白
テ
防
ぐ
る
を
得
る
な
り
。

O
説
教
す
る
ニ
設
教
を
人
の
感
ず
る
よ
ふ
言
は
ん
と
欲
す
る
勿
れ
。
人
の

界
よ
り
救
は
れ
人
の
悔
改
め
人
の
光
を
受
け
人
の
民
の
が
下
一
臓
を
安
ん
事

を
祈
り
其
従
事
を
其
人
が
愛
る
い
引
を
熱
心
-
一
願
ひ
之
を
聖
誕
之
御
技
ニ

て
達
す
る
事
を
得
は
、
之
を
述
ぶ
べ
し
。
恰
も
慈
母
が
涙
を
流
し
て
子

一
戒
む
る
が
如
く
す
べ
し
。

即
ち
言
葉
は
愛
キ
忌
珪
す
る
の
方
法
ナ
リ
。

又
吾
が
心
の
篤
に
心
を
労
し
間
以
迎
を
探
求
す
る
が
如
く
人
の
心
-
一
民
即

を
悶
酬
は
す
篤
ニ
立
ぶ
ベ
し
。

叉
人
々
賀
ニ
感
じ
て
之
を
聞
く
と
も
其
後
之
を
行
は
ざ
れ
ば
満
足
す
る

能
は
ざ
る
な
り
。
如
何
と
な
れ
は
親
も
し
小
児
ニ
貨
を
よ
く
教
へ
小
児

'U
ニ
感
ず
る
も
親
は
之
ニ
て
満
足
す
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
小
児
の
行
後



り
民
ニ
丹
良
ニ
至
れ
ば
賢
一
一
喜
ぶ
な
り
。
在
口
傍
人
を
教
ゆ
る
も
如
日
正

し。削
ち
吾
傍
説
教
す
る
の
目
的
は
一
時
人
の
心
を
悦
ぼ
す
も
の
ニ
あ
ら
ざ

る
な
り
。
故
-
一
説
教
を
考
る
は
人
一
一
言
ふ
論
や
言
葉
や
組
立
等
を
考
ふ

る
ニ
あ
ら
ず
。
人
を
救
ひ
人
の
徳
を
建
る
事
を
考
へ
祈
る
可
し
。
人
の

骨
岬
に
祈
祷
ほ
ど
大
切
な
る
も
の
は
な
し
。
如
何
と
な
れ
ば
其
人
の
篤
め

紳
の
窓
を
愛
る
程
大
切
な
る
事
は
な
き
な
り
。

O
「
一
仰
を
敬
ひ
て
足
る
事
を
知
る
は
大
な
る
利
な
り
」
提
陛
太
前

六
の
六

川
世
を
愛
す
る
よ
り
刷
を
愛
す
る
ハ
大
な
る
利
な
り。

凶
世
ニ
綴
る
よ
り
も
榊
-
一
頼
る
は
大
な
る
利
也
。

凶
己
ト
人
の
智
慧
一
一
頼
る
よ
り
紳
の
智
ニ
頼
る
は
大
な
る
利
也
。

川
一
例
ニ
近
く
の
利

同
一
柳
の
聖
旨
ニ
任
ス
事
即
ち
足
る
事
を
知
る
は
利
な
り
。

川
一
仰
の
愛

言己

問
罪
の
赦
さ
る
よ
申

凶
光
を
心
ニ
A
又
る
故

凶
自
由
を
愛
る
事

間
槌
な
る
頼
り
庭
を
得
る
故

日

川
水
ル
ー
を
愛
る
故

O
波
数
の
能
と
一一
一
門
葉
ハ

何
よ
り
愛
る
や

多
く
祈
祷
し
て
一
岬
ニ
交
り
人
の
有
機
を
多
く
考
へ
多
く
心
を
労
し
て
台

籍
を
調
へ
多
く
人
の
篤
に
働
か
ば
、
可
言
事
は
多
く
得
可
し
。
故
一
一
設

数
を
考
へ
る
よ
り
人
を
救
う
事
を
考
ふ
可
し
。

印
ち
も
し
じ
-
一
知
あ
る
と
思
ふ
時
は
十
分
己
の
心
を
調
、
へ
叉
救
は
る
可

き
道
を
求
め
潔
ま
る
可
き
β
を
探
究
す
る
が
如
し
。
人
を
己
の
如
く
愛

す
る
な
ら
ば
人
の
篤
に
心
を
労
し
探
究
す
可
し
。
五
口
が
罪
を
犯
せ
し
は

何
故
乎
。
肉
の
欲
ニ

引
さ
れ
之
-
一
勝
つ
力
な
き
と
民
政
を
知
ら
ざ
る

よ
り
、
又
良
の
和
平
が
な
き
は
光
を
知
ら
ざ
る
ニ
よ
る
。
然
ら
が
は
他
人

が
罪
を
犯
し
苫
ニ
肘
る
は
吾
と
問
機
ナ
リ
。
更
に
異
な
る
事
な
か
ら

ん
。
人
の
高
慢
、
姦
淫
・
益
ミ

・
嫉
ミ

・
偶
像
を
奔
ス
ル

・
亦
吾
の
窓

事
ト
吋
議
ナ
リ
o

i

l
-
-

然
れ
は
己
の
如
く
隣
を
愛
せ
よ
と
あ
れ
ば
、
五
回
れ
己
の
篤
め
力
を
遜

し

z
如
く
、
人
の
救
の
矯
め
謹
す
ベ
し
己
の
罪
を
自
ら
赦
せ
し
如
く
人

の
罪
を
赦
す
べ
し
。
己
の
罪
を
忍
ば
れ
し
を
佼
ぶ
如
く
人
の
罪
の
悔
改

を
忍
ぶ
べ
し
。

又
人
の
叙
は
れ
潔
ま
る
は
吾
が
救
は
れ
潔
ま
る
が
如
し
。
然
れ
ば
五
口
か

経
験
ニ
従
ふ
て
人
の
篤
に
働
く
べ
し
。
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八
月
三
日



今
朝
来
ル
水
曜
日
之
説
教
命
日
之
潟
、
答
世
橋
北
結
左
側
飯
島
高
次
郎
方

を
借
ん
事
ヲ
得
タ
リ
。
百
二
一
仰
の
備
へ
た
ま
ひ
し
も
の
と
感
謝
せ
り
。

O
説
教
の
誤
り

説
教
す
る
時
キ
リ
ス
ト
(
活
タ
ル
)
と
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
と
榊
の
活

け
る
き一
口
集
を
語
る
事
を
忘
れ
な
ば
説
教
ニ
盆
ナ
ク
能
ナ
シ
。
叉
如
何
な

る
経
験
を
語
る
も
キ
リ
ス
ト
ニ
事
ふ
る
経
験
ナ
リ
。
コ
ノ
目
的
を
常

忘
る
可
ら
ず
。

「是
故
-
一
一
柳
は
停
道
の
愚
な
る
を
以
て
信
ず
る
者
を
救
ふ
を
蓄
と
せ
り

ユ
ダ
ヤ
人
ハ
休
徴
を
乞
ひ
ギ
リ
シ
ャ
人
ハ
智
慧
を
究
む
我
僚
は
十
字
架

ニ
釘
ら
れ
し
キ
リ
ス
ト
を
宣一
侍
ふ
」
司
林
前
一
の
二
十

一
|
二
十
三

八
月
四
日

「
凡
そ
祈
祷
の
時
そ
の
求
ふ
所
の
も
の
は
必
す
得
べ
し
と
信
ぜ
は
必
す

得
可
し
」
馬
可
侍
十

一
の
二
十
四

「
我
言
ひ
し
所
ま
た
宣
ベ

し
所
は
人
の
智
慧
の
腕
言
を
用
ゐ
ず
唯
蜜
と

能
の
謹
を
用
ゐ
た
り
」
寄
林
前
二
の
四

「一
柳
の
情
は
一
脚
の
径
の
外
ニ
知
る
も
の
な
し
」
碍
林
前
二
の
十

故
ニ
(
第
二
一
脚
ニ
祈
ら
.
は
何
を
吉川
ふ
可
き
紳
の
ふ
A
ベ
よ
と
命
じ
た
ま

ふ
t
，A

H

葉
を
得
可
し
。

(第
二
)
「
其
い
ふ
所
の
言
は
必
ず
成
る
可
し
と
信
じ
此
山

ニ
移
り
て

海
ニ
入
れ
と
い
は
ピ
其
言
の
如
く
成
る
可
し
」
馬
可
侍
十

て
章
二
三
節

然
れ
ば
其
U

一日
は
聖
盤
之
御
恵
ニ
由
り
必
ズ
成
る
可
し
と
信
じ
之
を
語
ら
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ば
、
必
す
結
巣
あ
る
べ
し
。
一
柳
田
絵
く
。

「
吾
口
よ
り
出
で
し
言
は
果

な
く
し
て
吾
一
一
鴎
ら
ず
。
必
ズ
五
口
説
口
ぶ
慮
を
成
す
ベ
し
」
と
。

(第
=
乙
信
者
と
な
り
て
後
ハ
常
ニ
聖
誕
の
御
惑
ニ
よ
り
育
て
ら
れ
数

ニ
至
る
可
し
。

今
日
も
天
よ
り
紳
の
人
ニ
語
り
た
ま
ふ
撃
を
聞
く
事
を
得
る
也
。
飢
ち

今
日
一
仰
が
人
民
ニ
言
は
ん
と
し
た
ま
ふ
言
葉
を
聖
護
ニ
感
じ
て
聖
書
の

一刷
の
語
よ
り
宣
ぶ
る
時
は
一
脚
の
言
葉
と
同
様
也
。
一
脚

ハ
今
此

-
一
在
り
て

人
の
心
を
硯
み
之
を
(
一
字
不
明
)
り
或
ハ
憐
み
或
ハ
怒
り
た
ま
ふ
も

の
也
。

O
一
脚
の
聖
旨

キ
リ
ス

ト
は
咋
日
も
今
日
も
永
遠
ニ
幾
ら
ざ
る
な
り
と
あ
れ
ば
、
一
脚
も

キ
リ
ス
ト
も
聖
盤
も
幾
ら
ざ
る
な
り
。

即
ち
聖
書
-
一
一
脚
憂
フ
ト
ア
リ
。
怒
り
玉
フ
ト
ア
リ
。
熱
心
を
も
て
愛
す

と
あ
り
。
永
忍
び
た
ま
ふ
と
あ
り
。
キ
リ
ス
ト
言
難
き
の
突
を
も
て
一
前

れ
り
と
あ
れ
ば
榊
は
常
-
一
人
の
嗣
を
見
た
ま
ひ
常
ニ
限
り
た
ま
わ
ず
質

ニ
熱
心
を
保
ち
た
ま
ふ
も
の
な
り
。
即
ち
一柳
の
世
を
思
ひ
た
ま
ふ
事
ハ

キ
リ
ス
ト
天
よ
り
地

ニ
降
り
た
ま
ふ
程
な
り
。
ま
た
人
を
熱
心
ニ
愛
し

た
ま
ふ
事
ハ
一
仰
が
十
字
架
ニ
出
向
り
苦
を
愛
け
た
ま
ふ
程
也
。
文
イ
エ
ス

は
腐
園
ニ
行
き
高
民
三
順
一音
を
宣
ベ
よ
と
命
じ
た
ま
ふ
た
れ
ば
、
前
向
民



を
愛
し
た
ま
ふ
事
知
る
可
き
な
り
。
ま
た
今
五
口
園
ニ
も
一
耐
豆
田
を
{
豆
ベ
さ

せ
給
へ
は
己
-
三
ユ
ー
ロ
閣
を
顧
み
た
ま
ふ
亦
知
る
可
き
な
り
。

。
刷
の
言
葉

叉

λ

ク

ノ

ズ

シ

テ

ラ

=

「我
口
所
レ
出
之
言
亦
将
レ
如
レ
日
定
必
不

-
位
…
レ
果
而
腕
c
吾
及
必
ズ
成
ニ我

J

プ

ヲ

ズ

セ

'

d

n

所
レ
悦
者
一必
利
二
達
於
我
所
レ
治
之
之
事
-」

(
以
寒
川
出
番
第
五
十
五
の
十

股「
そ
れ
一
仰
の
言
葉
は
荊
き
て
か

つ
能
あ
り
雨
前
A

の
創
よ
り
も
利
く
気
と

訓
%
と
筋
節
、
骨
髄
ま
で
刺
し
削
ち
心
の
念
と
志
一意
を
務
祭
も
の
な
り
」

希
伯
四
の
十

「天
地
は
駿
せ
ん
然
れ
と
我
言
は
時
四
せ
じ
」
馬
太
廿
闘
の
三
十
五

「其
の
言
の
如
く
成
る
可
し
」
馬
可
侍
十
一
の
二
十
一

然
れ
は
一酬
の
一言
は
成
れ
と
命
じ
た
ま
へ
は
天
地
も
成
り
起
き
よ
と
言
た

ま
へ
は
死
人
も
匙
り
た
れ
ば
、
今
日
も
一
仰
の
一
言
は
活
き
能
あ
り
。
一
脚
の

悦
ピ
た
ま
ふ
事
を
成
す
ベ
し
。
然
れ
は
腕
言
を
用
ゐ
る
ニ
も
及
ば
ず
長

き
語
を
用
ゐ
る
ニ
も
及
ば
ず
、
只
一
柳
の
口
よ
り
出
し
言
を
用
、
只
榊
の

悦
び
玉

フ
所
を
語
ら
は
、
壁
郡
忠
其
き
口の
如
く
成
就
し
た
ま
ふ
可
し
。

一例

の
思
ひ
た
ま
ふ
事
成
ら
ざ
る
と
い
ふ
事
な
し
。
一
脚
の
約
束
し
定
め
た
ま

言己

ふ
事
出
来
ざ
る
と
い
ふ
事
な
し
。

紳
全
能
の
者
ニ
て
天
地
も
人
類
を
も

円

創
造
し
た
ま
ふ
御
み
な
り
。
併
し
U
ハ
榊
は
御
自
ら
の
道
ニ
従
ふ
て
事
を

行
ひ
た
ま
ふ
な
り
。
然
れ
ば
五
口
れ
一
仰
の
言
葉
を
語
ら
ん
と
せ
ば
よ
く
祈

り
信
仰
を
以
て
紳
の
言
葉
の
億
二
一
仰
の
前
ニ
於
て
語
る
べ
し
。
成
る
止

信
じ
て
諮
り
成
る
と
信
じ
て
祈
る
可
し
。

一
脚
の
言
葉
を
語
る
と
一
言
ひ
己
の
道
を
述
べ
或
ハ
人
間
の
心
一
一
一
週
た
る
事

を
宣
ベ
或
ハ
榊
の
御
能
-
一
綴
ら
ず
己
の
緋
や
口
ニ
頼
り
述
ぶ
る
事
あ

り
。
是
れ
信
仰
の
道
ニ
遼
ふ
も
の
な
り
。
故
一
一
説
教
す
る
ニ
己
の
緋
と

力
と
翠
と
思
を
用
ゆ
可
ら
ず
。
全
く
一
柳
-
一
白
り
信
仰
を
以
て
語
る
可
き

な
り
。

一柳の
吾一
回
ひ
給
ふ
事
ρ

必
ズ
悠
じ
一
脚
の
企
て
た
ま
ふ
事
ハ
必
ず
成
る
可
け

れ
ば
、
妄
ニ
己
の
考
ヤ
企
を
以
て
一
仰
の
命
と
い
ふ
て
誤
る
可
ら
ざ
る
な

り
「天
に
在
す
爾
曹
の
父
は
求
む
る
者
K
聖
援
を
設
へ
ざ
ら
ん
や
」
路
加

出
向
十

て
草
十
三
節

O
一
柳
の
御
心

「一
柳
は
金
ニ
侍
み
位
ヤ
衣
服
を
頼
み
高
慢
を
も
ち
肉
欲
ニ
沈
み
忠
を
篤

す
を
見
て
、
之
を
嫌
ひ
忌
み
た
ま
ふ
な
り
。
又
一
方
か
ら
見
れ
ば
一
脚
は

彼
ら
を
調
て
可
憐
、
瞥
、
裸
、
品
目
き
も
の
、
可
滅
気
の
毒
な
る
者
と
聞
い

ひ
た
ま
ふ
な
り
。

即
ち
一
仰
は
世
の
智
者
、
撃
者
、
論
者
、
富
者
と
ふ
を
践
め
た
ま
ふ
な

り
。
併
し
彼
ら
が
己
の
罪
を
知
り
悔
改
む
る
事
を
望
み
た
ま
ふ
な
り
。
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キ
リ
ス
ト
ハ
誰
を
招
き
た
ま
ふ
や
。



「凡
て
労
れ
た
る
者
ま
た
重
を
負
る
者
は
我
ニ
来
れ
我
爾
を
息
ま
せ

ん
」
馬
太
十

一
の
二
十
八

「一

切
を
拾
テ
L

十
字
架
を
負
ひ
五
口
-
一
来
れ
」
(
馬
太
悼
の
十
六
の
二
四

脱
「夫
れ
わ
が
来
る
は
義
人
を
招
く
篤
ニ
あ
ら
ず
罪
あ
る
人
を
招
き
て
悔

改
め
さ
せ
ん
が
篤
也
」
馬
太
九
の
十
一

「腹
の
虫
岡
よ
誰
が
爾
-
一
来
ら
ん
と
す
る
怒
を
避
く
べ
き
ζ

と
を
告
げ
し

や
然
れ
は
悔
改
ニ
符
ふ
果
を
結
べ
よ
(
中
嶋
ア
リ
)
善
果
を
結
ば
ざ
る

樹
は
折
ら
れ
て
火
ニ
投
入
ら
る
ベ
し
」
馬
太
三
の
七

t
十

然
れ
は
イ
エ
ス
は
鍔
を
悔
ゆ
る
者
ニ
来
れ
と
招
き
た
ま
ひ
高
慢
其
他
界

ニ
肘
り
慢
る
も
の
或
は
皐
者
、
宮
人
な
る
故
、
汝
吾
閤
ニ
来
れ
と
招
き

た
ま
わ
ず
、
却
テ
罪
を
占
め
た
ま
ふ
な
り
。
故
一
一
一
脚
は
蛍
地
の
宵
員
、

富
人
、
白
人
、
懇
者
、
新
聞
記
者
ら
が
道
を
信
じ
て
呉
れ
ば
よ
い
が
、

然
れ
は
道
の
助
ニ
相
成
る
と
決
し
て
思
ひ
た
ま
わ
ず
。

制
は
彼
ら
高
慢

を
娩
ひ
た
ま
ふ
な
り
。
彼
が
己
ニ
頼
り
慢
る
罪
を
悔
改
む
る
事
を
欲
し

た
ま
ふ
な
り
。

O
一
仰
は
今
此
市
中
人
民
大
医
二
高
以
上
の
人
々
に
何
を
知
ら
せ
ん
と
欲
し

給
ふ
や
。

「薦
人
数
を
う
け
億
円
理
を
暁
る
ニ
至
る
は
一
柳
の
望
み
給
ふ
所
な
り
」
提

階
太
前
の

一ー

州

「五
口
れ
こ
れ
が
篤

K
立
ら
れ
て
宣
侍
ふ
る
者
と
な
り
使
徒
と
作
り
叉
信

420 

仰
と
良
則
-を
問
先
邦
人
ニ
数
ゆ
る
者
と
な
れ
り
」

(
挺
雌
ゅ
よ
前
け

の
ヒ

股
ご

人
の
，し
ぶ
る
を
も
欲
み
た
ま
わ
ず
衆
人
の
悔
改
め

ニ
歪
ら
ん
こ
と

を
欲
み
て
我
傍
を
永
く
忍
び
給
ふ
也
」
彼
得
後
三
の
九

「在
口
ニ
行
の
智
慧
を
用
ゐ
し
め
給
は
ず
是
れ
キ
リ
ス
ト
の
十
{
子
架
の
虚

く
な
ら
ざ
ら
ん
篤
也
」
百
円
林
前

一
の
十
七

「
わ
れ
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
と
彼
の
十
字
架
に
釘
ら
れ
し
が
の
外
は
例

ら
の
小
-
一
作
て
何
を
も
知
る
ま
じ
と
意
を
逗
め
た
れ
ば
な
り
」
巧
林
前

の「レ
ボ
た
一
刷
会
見
し
も
の
あ
ら
ず
惟
う
み
給
へ
る
郷
子
削
ち
父
の
懐
ニ
伝

者
の
み
之
を
彩
せ
り
」
ヨ
ハ
ネ
侍

一
の
十
八

然
れ
は
一
例
は
一仰
を
移
す
ζ

と
キ
リ
ス
ト
と
其
十
字
架
の
民
間
世
を
暁
ら
し

む
る
事
人
々
を
悔
改
め
し
め
ん
事
人
々
の
ミ
ナ
キ
リ

ス
ト
を
伝
じ
て
救

は
れ
ん
官
を
望
み
た
ま
ふ
な
り
。

んど
は
訓
か
よ
く
人
民
ニ
知
ら
す
る
を
得
ん
や
。

「
天
地
の
巨
な
る
父
よ
此
事
を
智
者
達
者
ニ
隠
し
て
赤
子
ニ
旧
制
は
し
た

ま
う
を
謝
す
父
よ
然
り
そ
れ
此
の
如
き
は
聖
旨

ニ
遁

へ
る
な
り

(小山町

ア
リ
)
父
の
外
ニ
ヂ
を
識
る
も
の
な
く
ま
た
子
及
び
子
の
頴
は
す
所
の

島
引
の
外

ニ
父
を
識
る
も
の
な
し
」
馬
太
十

一
の
二
十
万

』
二
十
七



「
ヨ
ナ
の
子
シ
モ
ン
よ
爾
は
一鰯
也
説
山
川
肉
綱
ニ
示
せ
る
ニ
あ
ら
ず
天
ニ

在
す
我
父
也
」
馬
太
十
六
の
十
七

「天
父
引
ざ
れ
ば
再
ニ
来
る
も
の
な
し
」

「然
れ
ど
彼
す
な
は
ち
真
理
の
震
の
来
ら
ん
と
き
爾
ら
を
導
き
て
凡
て

の
民
理
を
知
ら
し
む
べ
し
」
約
侍
十
六
の
十
一

一
柳
の
悩
は
一
仰
の
援
の
外

ニ
知
る
も
の
な
し
」
刈
林
前
二
の
十

「信
仰
は
聞
く
よ
り
出
て
聞
く
と
ζ

ろ
は
榊
の
道
ニ
由
る
也
」
ロ
ー
マ

書
十
の
十
七

然
れ
は一
柳
と
キ
リ

ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
と一
柳
の
良
理
と
紳
の
聖

旨
と
悔
改
卜
救
を
民

ニ
人
民
-
一

知
ら
し
む
る
も
の
は
紳
と
キ
リ
ス
ト
と

塑
怒
と
榊
の
-fs
H

HA

な
り
。
託
け
ら
ハ
そ
の
伐
と
な
り
用
ゐ
ら
る
L

も
の
な

り
。
此
ら
よ
り
一
川
と
榊
の
情
を
、
世

-
一
泌
す
る
も
の
は
な
き
也
。
己

聖
書
-
一
異
邦
人
も
給
太
人
も
印
ち
尚
人
榊
を
知
る
べ
き
一
柳
の
言
葉
あ
れ

ば
、
之
よ
り
よ
く
彰
す
る
も
の
な
か
ら
ん
。

「五口
れ
地
よ
り
翠
げ
ら
れ
な
ば
関
民
よ
り
引
き
て
吾
K
来
ら
せ
ん
」

O
明
白
人
々
の
榊
の
一言
葉
を
聞
き
心
ニ
耐
を
知
り
ま
た
心
刺
さ
る
L

如
く

己
の
罪
を
悔
ひ
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
飽
き
た
ま
ふ
按
(
紳
の
)
問
ゆ
る

日己

よ
ふ
信
じ
て
祈
る
べ
し
。
父
此
ノ了
川栄
卜
糊
ト
日
的
ヲ
人
ノ
企
と
し
て

受
け
ず
賀
-
一
一
柳
の
言
集
ナ
リ
卜
感
ズ
ル
ヨ
ウ
祈
ル
ベ
ン
。
感
ず
る
の
み

日

な
ら
ず
明
晩
招
ニ
賂
ズ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヨ
ウ
祈
る
へ
し
。
キ
リ
ス

ト
此
町

一
誰
を
招
き
維
を
選
び
た
ま
ふ
や
。

何
日
数
舎
が
設
立
す
る
や
。
今
よ

り
知
り
た
ま
ふ
な
り
。
明
日
招
キ
玉
フ
人
ア
リ
ャ
。一
柳
ハ
今
知
れ
り
。

「此
の
町
ニ
我
が
多
の
民
あ
り
」
使
十
八
の
十

O
耶
蘇
に
来
れ
、
馬
太
十
二
の
二
八
と
九
の
十
三

川
耶
蘇
は
如
何
な
る
御
方
な
る
乎
。

巳
ニ
聞
か
れ
し
如
く
キ
リ
ス
ト
ハ
地

一
降
り
し
明
あ
り
。
今
天
ニ
在
り
。
間
物
を
支
配
し
地
球
の
有
機
を
常

ニ
監
み
た
ま
ふ
も
の
な
り
。
聖
書
ニ
「
右
の
足
を
海
の
上
に
ふ
み
左
の

足
を
地
ニ
ふ
み
」

(約
翰
駿
一不
鋒

一
O
の
二
股
)
と
あ
り
。
叉
「
天
は
一
柳

の
位
ニ
し
て
地
は一
柳
の
足
牽
に
な
り
」
(
使
徒
行
仰
の
七
の
四
九
股
)
と
。

日疋れ一
柳
ハ
天
地
を
造
り
常
ニ
之
を
宰
り
玉
フ
事
ヲ
一五
フ
ナ
リ
。
然
れ
ば

ム
寸
迄
五
日図
の
人
々
一
仰
と
恩
ひ
し
如
く
偶
像
や
太
陽
や
海
や
山
ヤ
の
如
き

も
の
ニ
あ
ら
ざ
る
な
り
。
凡
テ
是
ら
は
物

ニ
し
て
力
な
く
、
智
な
く
、

愛
印
ち
憐
と
ふ
あ
る
事
な
し
。
故
-
一
自
ら
動
く
能
は
ず
。
物
の
道
理
を

知
る
能
は
ず
。
人
の
罪
を
犯
ス
モ
知
る
能

ハ
ス
。
罰
す
る
能
は
ず
。
叉

救
ふ
能
ハ
ズ
。
文
人
を
憐
む
能
は
ず
。

如
何
と
な
れ
ば
是
ら
ハ
ミ
ナ
死

物
な
れ
ば
な
り
。

併
し
此
の
良
一
柳
ハ
此
の
前
同
物
を
造
り
之
ヲ
勤
し
之
ヲ
育
て
玉

フ
能
あ
り

智
あ
り
愛
あ
る
一
柳
也
。
故
ニ

天
よ
り
人
類
を
硯
或

ハ
憐
み
或
ハ
怒
を
怒

り
玉
フ
ナ
リ
。
叉
繭
も
幸
も
降
し
叉
未
来
ニ
も
あ
り
た
ま
ふ
榊
な
り
。
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三
脚
は
我
傍
各

々
を
離
る
L

事卓速
か
ら
ざ
る
な
り
」
使
徒
十
七
の
二
十



七
「
天
知
る
地
知
る
吾
知
る
」
と
回
定
れ
誤
也
。
「
榊
知
ル
玄
門
識
ル
」
ハ
侭

也
。
故
ニ
榊
は
背
よ
り
人
間
の
必
を
潟
し
て
悔
改
め
ざ
る
時
は
天
よ
り

出
を
降
し
滅
し
給
し
事
あ
り
。
ノ
ア
の
時
、
ゾ
ド
モ
ゴ
モ
ラ
の
時
其

他
悪
を
鴛
し
て
止
め
ざ
る
園
は
亡
び
た
り
。

叉
一
柳
ハ
人
間
の
悪
を
梅
改
め
し
め
ん
篤
メ
叉
民
理
を
識
ら
ん
篤
人
聞
を

顧
み
た
ま
ふ
事
ハ
、
天
よ
り
一柳
が
自
ら
人
間
と
な
り
此
世
ニ
降
り
た
ま

ひ
し
事
な
り
。
叉
人
間
の
愛
し
た
ま
ふ
事
ハ
キ
リ
ス
ト
自
ら
十
字
架

か
h

り
死
し
給
ふ
程
な
り
。
然
れ
ば
之
ニ
由
テ
一
柳
は
今
も
天
よ
り
人
の

心
を
見
た
ま
ふ
事
又
人
聞
を
憐
み
た
ま
ふ
事
を
可
知
也
。
素
よ
り
吾
国

も
顧
み
た
ま
ふ
事
ハ
イ

エ
ス
天
ニ
登
り
た
ま
へ
る
時
、
世
界
を
廻
り
前
向

人
三
服
一音
を
宜
伸
へ
よ
と
い
へ
り
。
叉
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
ニ
「
地
よ
り

間
帯
ら
れ
な
、
は
関
民
を
引
き
て
吾
-
一
来
ら
せ
ん
」
と
。

凶
然
れ
は
今
キ
リ
ス

ト
は
寓
民
を
招
き
給
ふ
を
信
ず
る
な
り
。
併
し
キ
リ

ス
ト
の
招
ρ
如
何
な
る
招
き
乎
。
叉
誰
を
招
き
給
ふ
や
。

紳
ハ
官
員
、
間
半
者
、
金
持
、
資
入
、
智
者
を
招
き
玉
フ
ャ
。
も
し
彼
ら

が
道
-
一
入
ら
ば
金
も
仙
沼
り
串
間
も
あ
り
人
望
も
あ
り
て
早
く
道
が
際
ま

る
助
と
な
る
故
、
彼
ら
が
平
く
道

-一
入
る
を
望
み
玉
フ
ャ
。
決
し
て
然

ら
ず
。
紳
は
人
の
間
半
ヤ
智
を
頼
み
た
ま
は
ず
。
一
柳
は
{
子
宙
を
造
る
智
あ

り
。
何
ぞ
人
の
智
を
頼
ま
ん
や
。
叉
金
を
要
せ
ず
一
柳
ハ

世
界
中
の
前
向
物

を
持
て
り
。
叉
人
の
力
を
頼
ま
ず
彼
ら
を
造
る
全
能
の
も
の
也
。一
聯
は

422 

彼
ら
が
一
柳
の
恩
を
忘
れ
己
ニ
慢
り
其
心
中
如
何
を
察
し
た
ま
ふ
な
り
。

然
る
ニ
ミ
ナ
窓
を
計
れ
り
。
然
ら
ば
貧
き
も
の
健
一
皐
な
る
も
の
下
等
枇

舎
の
者
は
如
何
。
是
ら
も
惟
々
己
の
欲
を
求
め
る
賎
し
き
無
知
獣
心
を

持
て
り
。
即
ち
肉
惚
弱
き
も
の
は
此
積
一
一
足
ら
ず
民
と
一
柳
を
求
め
ず
叉

食
の
乏
き
故
世
を
綴
ま
ず
榊
を
頼
む
を
忘
れ
、
只
乞
食
心
を
も
ち
、
も

し
食
を
興
れ
ば
如
何
な
る
恥
を
も
か
ま
わ
ず
民
理
を
教
ゆ
れ
ば
更
ニ
求

む
る
心
な
し
。

ロ
ー
マ
書
三
一ヰ
十

十

八
ヲ
閥
ヨ

然
れ
ば
キ
リ
ス

ト
ニ
招
か
る
、
人
一
人
も
な
き
ゃ
。
然
り
己
の
刑
囚
ヤ
行

一
由
テ
ハ
一
人
も
榊
の
一意
-
一
週
ふ
人
な
し
。

ω併
し
榊
ハ

凡
テ
ノ
天
子
も
-U員
も
皐
者
も
智
者
も
金
持
も
食
人
も
百
人

も
賎
者
も一
仰
の
前

ニ
ハ
縦
一
隔
、
、
、
ナ
罪
人
、
賎
し
き
も
の
、
憐
ナ
ル
者
、

愚
ナ
ル
者
、
迷
タ
ル
者
、
滅
ん
者
、
普
裸
ナ
ル
者
と
し
て
之
を
憐
み

彼
ら
が
悔
改
め
ん
事
を
望
み
た
ま
ふ
な
り
。

O
提
摩
太
前
二
章
と

O
彼
得
後
三
一
章
一
九
ヲ
硯
ヨ
。

然
れ
ば
一
柳
は
政
人
民
理
を
暁
ル
事
と
己
の
罪
人
た
る
を
知
る
事
、
一
仰
を

知
る
事
、
教
主
を
知
る
事
と
而
し
て
罪
を
悔
改
め
て
救
は
る

弘
事
は
商

人
ニ
望
み
た
ま
ふ
也
。
固
定
れ
紳
の
愛
な
り
。
故

ニ
榊
ハ
人
間
ニ
良
心
を

興
ヘ
テ
行
を
貞
め
、
叉
民
理
を
宣
ベ
て
員
を
教
へ

、
然
れ
ど
も
人
間
ハ



背
く
故
之
を
責
め
懲
め
鞭
ち
或
ハ
柄
、
或
ハ
天
災
、
地
異
或
ハ
失
敗
等

ヲ
以
テ
懲
し
め
玉
フ
ナ
リ
。
叉
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
愛
其
他
制
の
慈

を
あ
た
へ
て
人
間
ニ
己
の
罪
人
た
る
事
弱
き
事
一
脚
の
刑
罰
の
来
ル
事
を

知
ら
し
め
、
罪
を
悔
改
む
る
事
を
勧
め
玉
フ
ナ
リ
。
パ
門
良
心
同
一
脚
ノ
威

光
同一
柳
ノ
愛

川
一
柳
ノ
懲
ト
良
型
ト
愛
ニ
由
テ
己
ノ
罪
人
タ
ル
事
。
憐
な
る
も
の
な
る

事
、
可
死
事
、
可
罰
事
、
愚
ナ
ル
事
、
弱
き
事
、
汚
れ
た
る
事
を
知

り
、
深
く
悔
ゆ
る
者
あ
ら
は
、
一
脚
は
此
人
を
五
口
ニ
来
れ
と
招
き
た
ま
ふ

也

「凡
て
労
れ
た
る
者
重
を
負
へ
る
者
は
吾
ニ
来
れ
我
繍
を
思
ま
せ

ん
」
馬
太
十
一
の
二
八

「罪
あ
る
人
を
招
き
て
悔
改
さ
せ
ん
篤
也
」
馬
太
九
の
十
三

附
イ
エ
ス
ニ
来
ら
ば
、
罪
完
さ
れ
心
潔
り
心
ニ
一午
和
を
得
又
光
を
得
、
慨
一

限
生
命
を
得
民
の
安
を
愛
く
べ
し
。

O
常
ニ
肉
の
事
を
念
は
ず
震
の
事
而
巳
を
念
ふ
べ
し
。
肉
の
事
を
篤
ス
モ

鐙
の
篤
ニ
鴛
す
可
し
。

O
汝
一
人
ニ
テ
天
園
ニ
入
ル
ヲ
好
マ
ザ
ル
乎
。

~e 

「
ま
た
天
園
は
畑
-
一
歳
た
る
貨
の
如
し
人
み
い
だ
さ
.
ば
之
を
秘
し
喜
ひ

て
川
町
へ
り
廿
判
所
有
を
退
く
珂
り
て
そ
の
畑
を
買
ふ
な
り
」
馬
太
十
三
の

日

四
四

「招
ル
L

者
ハ
多
く
選
ル
L

モ
ノ
ハ
少
シ
」
汝
選
ル
弘
事
ヲ
好
マ
ザ
ル

ャ。「其
路
を
得
る
者
少
な
り
」
馬
太
七
の
十
四

「一

人
は
と
ら
れ

一
人
は
遣
さ
る
べ
し
」
馬
太
二
十
四
の
四
十
一

ノ
ア
と
ロ
ト
と
ヱ
リ
ア
を
硯
よ
。

O
一
脚
と
借
ニ
在
リ
テ
働
く
可
し
。

付
一
柳
の
言
葉
ハ
聖
書
ニ
あ
り
。

同
榊
ハ
祈
祷
ヲ
開
き
玉
フ
約
束

同
キ
リ
ス
ト
ハ
世
の
絡
ま
で
信
者
ト
借
ニ
在
リ
玉
フ
約
束

剛
聖
誕
を
降
し
玉
フ
約
束

同
一脚
は
常
ニ
信
者
を
導
き
寄
り
玉
フ
約
束

然
れ
ば
政
事
祈
る
事
型
認
を
愛
る
事
世
m
-
一
一
柳
よ
り
指
仰
を
愛
け
て
働
く

ζ

と
者
を
同
学
ぶ
よ
り
緋
を
振
ふ
よ
り
己
の
力
を
頼
む
よ
り
何
よ
り
能
あ

り
盆
あ
る
も
の
な
り
。
日
々
之
を
怠
る
可
ら
ず
。

ハ
門
聖
書
を
讃
み
一
柳
の
聖
旨
を
調
ぶ
る
事
之
を
感
じ
守
る
事

同
聖
書
を

よ
く
用
ゐ
紳
の
言
葉
を
一言

フ
コ
ト

剛
祈
祷
ス
ル
事

国
聖
書
の
奥
義
を
研
究
ス
ル
事

例
一
柳
ト
借
一
一
居
ん
事

此
人
ハ
強
口
き
故
、
道
ニ
入
る
と
思
ふ
勿
れ
。
此
人
救
は
れ
な
ば
幸
と
思

ふ
可
し
。
吾
モ
人
ノ
力
ヤ
金
ヤ
位
ヤ
ニ
決
し
て
頼
る
可
ら
ず
。
只
信
仰
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一
切
回
む
べ
し
。
是
れ
誠
一
引
を
篤
さ
ん
。
叉
心
の
疑
に
弱
キ
時
林
三
付
祈



る
可
し
。
聖
許
ニ
求
む
べ
し
。
此
祈
祷
と
聖
丹
よ
り
智
力
と
光
ト
安
卜

潔
を
得
可
し
。

O
心
と
情

情
は
心
-
一
従
フ
テ
起
る
も
の
な
り
。
故
ニ
心
の
普
選
あ
ら
は
誇
き
情
起

る
ベ
し
。
怖
は
ヒ
ジ
カ
ル
作
と
し
て
只
良
心
-
一
従
ふ
も
の
也
故
、
心
を

よ
く
保
た
ず
情
を
保
た
ん
と
す
る
と
も
得
可
ら
ざ
る
な
り
。
良
き
本
心

を
保
ち
て
と
ニ
従
フ
情
は
罪
ニ
あ
ら
ざ
る
可
し
。

O
孔
チ
ノ
語

徳
ノ
修
ラ
ス
間
半
/
諸
問
セ
ス
義
ヲ
問
テ
移
ル
能
ハ
ス
不
普
改
ム
ル
能
ハ
ス

是
我
一
金
也

論
三五

"'" 

陳
察
ノ
問
ニ
昔
、
ン
メ
ラ
ん
よ
時
ニ
弟

f
ニ
問
テ
日
夕
我
道
非
ナ
ル
邪

子
貢
答
テ
日
夕
夫
子
ノ
道
至
テ
大
ナ
リ
天
下
能
之
容
ル
ム
庇
ハ
サ
ル
ナ

ー
十
八
史
略

!
各
ノ

一

八
月
七
日

本
間
氏
安
藤
氏
と
共
ニ
波
瀬
村
ニ
至
り
、
中
村
煽
太
郎
氏
及
一午
兵
衛
氏

一
途
ひ
種
々
の
忠
告
を
篤
し
、
今
'佼
ハ
H
T
兵
衛
宅
ニ
於
て
説
教
す
。
聴

衆
四
十
五
名
あ
り
し
。

八
月
八
日

朝

中
村
氏
宅
ニ
於
て
共
ニ
聖
書
研
究
及
祈
祷
し
て
津
ニ
蹄
へ
れ
り
。

八
月
九
日

O
窄
き
門
よ
り
入
れ
よ

川
窄
門
の
意
味

付
肉
欲

ω友
即
ち
隣
の
必

間
友
の
少
き
事

同
生
命
の
望
あ
る
事

凶
勝
を
得
る
事

間
友
の
多
き
事

TheSermon 

八
月
十
日

O
説
教
之
事

O
人
は
各
々
一
例
よ
り
光
を
保
ち
信
任
ス

For preaching is a testimong， of the 

Rouealed truth unquest旧nlly'but as 

出ishas become truth and like in ou. 
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rseves. 

ル
所
と
心
ニ
求
め
ん
と
す
る
底
あ
り
。
故
ニ
説
教
者
は
深
く
人
心
の
信

ず
る
庭
と
需
要
之
黙
を
察
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
之
の
二
黙
明
な
ら
ば
民
理

一
導
く
と
と
易
か
ら
ん
。

O
信
仰
は
問
よ
り
出
で
と
あ
れ
ば
是
れ
書
物
を
讃
む
よ
り
起
る

ニ
あ
ら

ず
。
聖
霊
を
愛
け
た
る
人
の
口
よ
り
出
づ
る
語
を
聞
く
よ
り
起
る
な
れ

ば
、
新
聞
よ
り
書
よ
り
尤
も
能
あ
る
も
の
は
説
教
す
る
事
也
。

ム
ー
デ
l
氏
で
も
フ
ヰ
ニ

|
氏
デ
も
ホ
ワ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
氏
で
も
ミ
ナ

大
低
毎
日
幾
千
之
人

々
に
-
説
教
せ
り
。
今
日
世
を
動
し
一
仰
の
園
を
来
ら

し
む
る
は
説
教
ニ
あ
り
。
本
を
諮
む
能
は
ざ
る
人
も
之
を
聞
く
事
を
得

の
と
な
る
べ
し
。

る
な
り
。
其
語
は
紳
の
道
ニ
あ
り
。
}
札
口
は
選
ば
れ
た
れ
は
ん
-且
侍
ふ
る
も

=
。一
u
O
C
H

円
「
内
耳
コ
同
門
河
口
君
。
え
=
E
山、ω
ω巳門「号

-
m
a

円
Z
含
コ
一
ι。
mm
ロ
0
3
3
c
r
一。



丁目ヨ
月
一「・『
三
日
常
、
尚
昆
缶
百
0
2
君
主一
司
百円。円
一E『

da.吾作
3
Z
E円2
3

一附
一首
の
奥
義

そ
の
奥
義
は
印
ち
即
興
邦
人
一踊
品目
ニ
山
り
キ
リ

ス
ト
イ
エ

ス
に
花
り
て

同
K
嗣
子
と
な
り
同
ニ

一
健
と
な
り
比
二
一
約
束
に
興
る
事
を
得
る
ζ

と

且
つ
「
イ
エ
ス
キ
リ
ス

ト
を
以
て
瓜
物
を
出
り
し
刷
の
中
に
世
の
初

よ
り
以
来
か
く
れ
た
る
奥
義
如
何
を
衆
の
人
-
一倍
ら
し
む
」
以
弗
所

の
六
l
九

「孜
僚
の
主
イ
エ

ス
キ
リ
ス

ト
の
榊
栄
の
父
智
設
と
獄
示
の
震
を
爾

ら
ニ
賜
ひ
爾
ら
を
し
て
一仰
を
識
ら
し
め
」
以
州
所

一
の
十
七

「其
奥
義
一
一
術
ひ
て
攻
防
阿
る
一崎
正目
円以
び
我
説
庭
の
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト

の
教
訓
を
照
し
」
ロ
ー
マ
十
六
の

二
十
六

「攻
僚
の
語
る
所

ハ-雌
衝
の
一
川
の
奥
義
の
智
設
な
り
」
是
れ
十
字
匁
の

奥
義
也
。
コ
リ
ン
タ
前
二
の
七

「
乙
の
道
は
一歴
世
歴
代
隠
れ
た
り
し
奥
義
な
り
し
が
今
其
聖
徒
-
一
穎
せ

り
一
脚
聖
徒
を
し
て
異
邦
人
の
中
ニ
頴
し
・
奥
義
の
祭
の
如
何
ニ
豊
な
る
を

知
ら
し
め
給
へ
り
此
奥
義
は
閥
曹
の
小

-
一
体
へ
し
キ
リ
ス

ト
な
り
彼
は

J手汀
，，~ 

悶
曹
の
望
む
所
の
祭
の
望
な
り
」
冴
続
凶
二
慈
の
二
十
六
・

二
十
七

「我
僚
か
れ
を
侍
へ
諸
人
を
勧
め
諸
般
の
智
慧
を
も
て
諸
人
を
数
し
へ

11 

諸
人
を
し
て
キ
リ
ス
ト
の
中
ニ
完
全
を
得
て
紳
の
前
ニ
立
し
め
ん
と
す

我
ζ

れ
が
篤
に
大
能
を
も
て
我
衷
に
働
く
も
の
の
運
用
に
循
ひ
力
を
喝

し
て
労
す
る
也
」
窃
続
四
一
の

二
十
九

O
然
ら
ば
否
ら
が
選
ば
れ
一
柳
の
奥
義
と
し
て
体
ふ
る
ハ
キ
リ

ス
ト
ナ

リ
。
キ
リ
ス
ト
ハ
良
也
。
途
也
。
生
命
也
。
叉
榊
の
愛
の
頼
れ
な
り
。

キ
リ
ス
ト
を
識
る
も
の
ハ
榊
を
識
り
良
理
を
識
る
也
。
キ
リ
ス
ト
ニ
倣

ふ
も
の
ハ
完
全
な
る
人
也
。
故

ニ
常
ニ

キ
リ

ス
ト
と
借
ニ
在
り
。
キ
リ

ス
ト
を
立
ぶ
る
事
を
忘
る
可
ら
ず
。
も
し
之
を
忘
る
時
は
己
ニ
心
訣
れ

り
。
故
ニ
能
な
く
感
化
な
く
壁
震
の
御
恵
な
く
一
脚
の
憐
あ
る
事
な
し
。

も
し
毎
日

一
生
中
の
み
な
ら
ず
永
遠
キ
リ
ス

ト
の
奥
義
を
宣
る
と
も
、

撮
る
い
引
な
く
俗
む
市中
な
か
ら
ん
。

「短
は
議
物
を
均
九
知
ま
た
一
柳
の
深
事
を
も
究
知
る
な
り
」
萄
林
前
二
の

十
「
あ
弘
一
柳
の
智
と
識
の
富
は
深
哉
其
方
皮
は
測
り
が
た
く
其
綜
跡
ハ
索

ね
難
し
」

ロ
!
?
十

一
の
三
十
三

「叉
キ
リ
ス
ト
を
し
て
信
仰

ニ
由
て
爾
曹
の
心
ニ
居
ら
し
め
ま
た
爾
曹

を
し
て
愛
ニ
根
し
愛
を
基
と
し
て
諸
の
聖
徒
と
借
ニ

測
る
可
ら
ざ
る
キ

リ
ス
ト
の
愛
を
知
り
そ
の
測
さ
長
さ
深
さ
高
さ
を
識
し
め
叉
す
べ
て
榊

一
満
る
も
の
を
綱
習
に
織
し
め
給
は
ん
こ
と
也
」
以
弗
所
三
口
J
凶

「既
ニ
爾
ら
時
を
綬
ζ

と
久
し
け
れ
ば
人
の
師
と
な
る
べ
き
も
の
な
る
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一今
叉一
柳
の
一不
し
給
へ
る
教
の
端
を
教
へ
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
爾
曹
は
堅



き
食
物
(
一
字
不
明
)
じ
で
筑
を
用
る
可
き
者
と
な
れ
り
」
希
伯
五
の

十
「教
命
日
は
彼

(
キ
リ
ス
ト
)
の
身
慰
也
禽
物
を
も
て
寓
物一
一満
し
む
る

者
の
漏
る
所
也
」
以
弗
一
の
お

「
そ
れ
榊
の
充
足
る
徳
は
悉
く
形
聞
を
ね
し
て
キ
リ
ス

ト
K
佐
り
」
可

羅
西
二
の
九

「夫
れ
キ
リ
ス
ト
は
蔦
物
の
上
ニ
在
り
叉
禽
物
の
中
K
在
り
」
寄
羅
三

。コ
十

の
}
同
『

-m門
戸
田
国
一
-
-
国
ロ

ι-コ
凶=・

「
イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
は
咋
日
も
今
日
も
永
遠
嬰
ら
ざ
る
也
」
希
伯
来

十
三
一
章
の
八

新聞約
金
書
新
約
金
書
-
一
も
キ
リ
ス
ト
と
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
満
つ
る
な

り故
ニ
キ
リ
ス
ト
を
立
ぶ
る
の
外
は
何
も
な
し
。
人
も
し
(
或
ハ
五
口
)
キ

リ
ス
ト
を
信
ぜ
ば
罪
兎
さ
れ
平
安
を
究
ゆ
。
も
し
キ
リ
ス
ト
を
識
ら

ば
民
の
慰
を
得
も
し
キ
リ
ス
ト
を
識
ら
は
心
ニ

愛
の
結
果
を
得
も
し
キ

リ
ス
ト
ニ
来
ら
は
心
満
足
せ
ざ
る
は
な
し
。
も
し
人
キ
リ

ス
ト
を
悟
ら

ば
光
を
見
ざ
る
な
し
。
榊
を
識
ら
さ
る
は
な
し
。
キ
リ
ス
ト
は
光
と
安

ト
慰
ト
能
と
民
現
卜
救
と
生
命
の
源
と
な
り
。
之
ニ
就
き
飲
む
べ
し
。

リ

フ

テ

一

フ

「凡
テ
遁
ク
者
鰍
来
テ
枕
レ
水
無
金
者
悶
ら
宜
=来
賀
市
食

4

来
無
ν
金

nJ白

〔
以
妥
直
五
十
五
の
~
〕

可ム

ス

---P
ノ

ゾ

シ

テ

テ

タ

ニ

-

-

爾
胡
篤
鴛
下
不
レ足
=以
篤
u
餅
者
儲
レ
金
乎
。
胡
居
同
居
?
不
レ
足
エ以
霊
c
心

者
£而
助
努
乎
」
〔
以
塞
亜
五
十
五
の
二

〕

無
レ償
買
」酒
興
じ
乳
」
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nr 
》

4

「我
が
議
ふ
る
水
を
欽
む

ハ
氷
遠
渇
く
事
な
し
」

b
u

故
ニ
繍
罪
の
録
音
む
時
能
な
き
時
智
足
ら
ざ
る
時
可
行
途
の
知
れ
ざ
る

時
憂
る
時
凡
て
の
時
ニ
於
て
キ
リ
ス

ト
ニ
行
く
べ
し
。
求
む
る
者
は
得

苓
る
者
は
逢
ひ
門
を
叩
く
者
は
聞
か
る
L

な
り
。

吾
ら
キ
リ
ス
ト
を
忘
れ
道
を
読
ん
と
す
る
故
ニ

失
望
し
種
子
釜
き
能
な

く
或
ハ
高
慢
と
な
り
種
々
の
誤
り
を
潟
す
也
。
然
し
キ
リ
ス
ト
を
宣
ぶ

る
事
を
忘
れ
ざ
れ
ば
心
ニ
恵
水
の
如
く
湧
き
出
づ
べ
し
。

「人
も
し
渇
か
ば
我
ニ
来
り
て
飲
め
我
を
信
ず
る
者
は
聖
書
ニ
鋒
し
し

如
く
其
腹
よ
り
活
け
る
水
川
の
如
く
流
れ
出
づ
ベ
し
」
約
七
の
三
十
七

「彼
(
聖
鎚
)
わ
が
(
イ
エ
ス
)
祭
を
額
さ
ん
蓋
は
わ
が
岡
崎
を
愛
け
て

爾
曹
一
一
示
せ
ば
也
」
約
十
六
の

H

放
ニ
聖
震
は
キ
リ
ス
ト
を
顕
し
た
ま
ふ
も
の
な
れ
ば
、
吾
ら
も
し
キ
リ

ス
ト
を
宣
ベ
ざ
れ
ば
聖
径
の
御
助
を
得
る
事
な
か
る
可
し。

O
吾
閣
の
磁
ニ
付
き

聖
書
ニ
男
子
ハ

兄
弟
と
し
女
子
は
姉
妹
と
す
べ
し
と
あ
れ
ば
た
と
へ
未

信
者
ニ

し
で
も
兄
弟
姉
妹
な
れ
.
は
、
彼
ら
の
中
た
と
へ
汚
れ
あ
り
と
も

恰
も
五ロ
肉
他
の
父
母

・
兄
弟

・
姉
妹
の
如
く
、

44乞
関
心
ふ
だ
に
憂
と
し



之
を
見
る
ニ
だ
に
除
ふ
事
と
し
て
心
ニ
悪
き
想
像
を
持
た
ず
却
て
廷
と

す
べ
し
。
ノ
ア
の
三
人
の
子
の
中
二
人
ハ
親
の
裸
間
を
見
る
を
厭
ひ
反

行
し
て
衣
を
援
へ
り
。
今
日
世
の
男
女
傑
惚
を
販
は
す
を
見
、
は
其
心

あ
る
可
し
。

O
心
の
怒
鏡
第
二
草

今
吾
閣
の
事
情
を
然
ス
レ
パ
上
ヨ
リ
下
、
老
ヨ
リ
幼
ニ
至
ル
マ
テ
男
女

の
問
、
腐
敗
ン
、
氏
二
口
ニ

言
ふ
ニ
だ
ニ
恥
ズ
ベ
キ
事
ヲ
行
ヒ
テ
、
恰

円
日
位
協
防
防
同
事

も
土
日
ソ
ド
モ
ゴ
モ
ラ
の
町
の
如
く
叉
其
中
ニ
清
潔
ヲ
守
テ
世
の
綴
汚

ヲ
憂
フ
。
基
督
信
徒
ハ
彼
の
義
キ
ロ
ト
怒
キ
者
の
淫
胤
の
行
を
恒
ニ
憂

へ
た
が
る
如
し
。

「
C
の
義
人
か
れ
ら
の
中
ニ
を
り
日
々
そ
の
不
法
の
行
を
見
聞
し
て
己

義
き
心
を
傷
め
た
り
」
彼
得
後
記
二
の
八

然
レ
ド
モ
窓
雌
ρ

コ
ノ
義
キ
ロ
ト
家
ヲ
モ
桜
汚
ニ
陥
レ
ン
ト
欲
し
、
己

ニ
ロ
ト
ノ
門
ヲ
モ
破
媛
セ
ン
ト
セ
リ
。
ロ
ト
絡
ニ
防
グ
コ
ト
能
川
ザ
一
フ

イ
キ
ヲ
ヒ

ン
ト
ス
ル
時
、
一
柳
ハ
天
使
を
以
テ
彼
ヲ
救
ヒ
慈
踏
の
威
勢
ヲ
挫
ケ
リ
。

如
是
今
日
モ
悪
路
ρ

恒
一
一
義
ヲ
守
リ
世
ノ
腐
敗
ヲ
憂
ル
信
者
ヲ
モ
試
ン

ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。
到
底
討
曹
己
の
カ
ヲ
以
テ
防
キ
謹
ス
能
(
ス
。
聖
盤

言己

の
御
手
ヲ
以
テ
守
ラ
レ
ズ
ン
パ
『
賀
ニ
危
キ
戦
宰
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
然

レ
ド
モ
吾
首
信
仰
ニ
由
テ
世
-
一
勝
っ
と
と
を
得
る
ハ
感
謝
ス
ベ
キ
事
ナ

日

リ
。
素
ヨ
リ
法
相
自
信
者
ハ
円
同
行
上
其
罪
一
一
陥
ル
事
ナ
シ
ト
雄
モ
、
資
-
一

領
、
、
、
信
仰
卜
智
識
卜
能
力
ヲ
以
テ
即
戦
ハ
ザ
レ
パ
、
心
の
内
(
二
字
不
明
)

罪
磁
ニ
隠
ル
事
ア
ル
ベ
シ
。
故
に
吾
ら
智
識
ヲ
廻
し
て
悪
魔
の
好
計
を

認
め
榊
の
武
具
を
身
ニ
袋
ひ
聖
盤
の
匁
を
以
テ
之
と
戦
ρ

ザ
ル
可
ら

ず。イ
エ
ス
日
く
「
凡
そ
婦
を
見
て
心
の
中
色
情
を
起
す
も
の
は
中
心
己
ニ

姦
淫
し
た
る
な
り
も
し
右
の
眼
爾
を
罪
ニ
陥
さ
は
扶
出
し
て
之
を
棄
て

よ
蓋
五
惣
の
一
を
失
ふ
は
全
身
を
地
獄

K
投
入
ら
る
L

よ
り
は
勝
れ
た

り
」
馬
太
五
の
二
十
八
と
二
十
九
。
罪
の
存
す
る
所
ハ
何
慮
な
る
や
色

情
な
る
や
婦
を
見
し
心
な
る
や
。
余
は
婦
を
見
し
心
な
り
と
考
ふ
。
何

故
婦
人
を
見
し
ゃ
。
其
見
ん
と
欲
せ
し
心
惑
か
ら
ざ
ん
や
。
情
ハ
心
ニ

従
フ
モ
ノ
ナ
リ
。
心
正
ケ
レ
パ
情
正
し
く
心
怒
ケ
レ
パ
情
之
ニ
従
フ
。

素
ヨ
リ
五
口
園
-
一
住
む
者
ハ
白
ニ
裸
酬
胞
を
見
耳

-一
醜
言
を
開
く
と
雌
ド

モ
、
良
心
普
ヲ
選
び
其
目
的
善
な
け
れ
ば
情
ヲ
制
ス
ル
事
ヲ
得
ベ
し
。

然
レ
ド
モ
心
慈
ア
選
び
其
情
ヲ
制
セ
ン
ト
欲
ス
ト
錐
ド
モ
、
何
ソ
得
可

タ
夕
刻
モ

タ
ク

ン
ヤ
。
故
-
一
裸
飽
ヲ
見
度
思
ヒ
、
汚
レ
タ
ル
話
ヲ
開
度
磁
レ
タ
ル
場

所
、
磁
レ
タ
ル
人
、
ノ
内
情
ヲ
察
シ
タ
ク
恩
ヒ
、
凡
テ
斯
ル
事
-
一
法
一意

ス
ル
者
ハ
心
己
ニ
好
色
ノ
罪
-
一
陥
リ
タ
ル
ナ
リ
。
汝
何
故
乎
心
か
ふ
る

磁
ヲ
見
開
ス
ル
ヲ
得
ル
ヤ
。
ロ
ト
ハ
不
法
の
行
ヲ
見
聞
し
て
義
き
心
ヲ

傷
メ
タ
リ
ト
あ
り
。
吾
ら
妻
タ
ル
者
ρ

世
界
中
一
人
ニ
シ
テ
余
ハ
吾
が
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父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
ナ
リ
。
五
口
ら
も
し
血
肉
ノ
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
、



裸
惣
ヲ
瀬

川
ス
ヲ
見
パ
如
何
、
必
ズ
心

ニ
制
一
気
を
生
じ
目
ヲ
締
ジ
之
ヲ

見
ん

7
M灯
マ
ザ
ラ
ン
。
叉
若
シ
彼
ら
の
醜
汚
ノ
口
問
行
ヲ
見
聞
セ
パ
必
ズ

変
フ
ベ
ン
。
吾
曹
襟
飽
ヲ
見
ル
時
ハ
ノ
ア
ノ
子
セ
ム
と
ヤ
ペ
ト
ニ
倣
フ

ベ
γ
。
彼
等
ハ
父
ノ
ア
ノ
裸
憾
ヲ
見
テ
衣
ヲ
牧
テ
周
一
一
仔
ヒ
反
走
ン
テ

前
、
、
、
父
め
裸
ヲ
益
ヒ
百
回
顧
セ
ズ

、
父
ノ
傑
ヲ
見
ザ
リ
シ
。
然
レ
ド
モ

ハ
ム
ハ
父
の
裸
ナ
ル
ヲ
見
テ
兄
弟
-
一
其
恥
ヲ
語
レ
リ
。
故
ニ
彼
ハ
詔
ヲ

愛
ケ
セ
ム
ト
ヤ
ペ

ト
ハ
枕
ヲ
愛
ケ
タ
リ
。
ム
ー
円
五
口
ら
の
四
方
ニ
在
ル
男

女
は
亙
口
ら
の
父
母
ナ
リ
。
兄
弟
ナ
リ
。
姉
妹
ナ
リ
。
そ
の
裸
鶴
ヲ
見
パ

心

ニ
て
そ
の
擦
を
議
ひ
副
顧
シ
テ
そ
の
裸
を
見
る
司
ら
ず
。

※

「
身
の
光
ハ
は
也
若
し
な
ん
ぢ
の
目
僚
か
な
ら
ば
全
身
も
亦
明
な
る

ベ
し
若
し
繍
の
川
崎
ら
は
全
身
陥
か
る
べ
し
是
故
一
一
繍
の
中
の
光
も
し

一暗
か
ら
は
其
暗
き
こ
と
如
何
に
大
な
ら
ず
乎
」
馬
太
侍
六
一
孝
の

二
十

十

b
A
U
き
も
の

※

「
老
人
を
ぷ
む
る
こ
と
勿
れ
之
を
父
の
如
く
し
幼
者
を
兄
弟
の
如
く

わ
O
さ
ふ
ん

r.

し
老
た
る
婦
を
母
の
如
く
し
少
女
を
姉
妹
の
如
く
し
」
と
提
陛
太
前
書

五
一章

一
、
二
、
せ
つ
ニ
あ
り
。
而
し
て
妻
た
る
者
ハ
只
一
人
の
み
な
れ

わ
AU
E
ふ
ん
'
G

ば
聖
書
中
少
女
ハ
妻
の
如
く
せ
よ
と
教
へ
た
る
事
な
し
。

八
月
十
一
日

O
説
教
の
事

説
教
ス
ル
ト
キ
飾
リ
ト
序
一一一一μ
卜
其
他
凡
テ
己
一
一
人
々
知
り

し
事
ヲ
言
ふ
可
ら
ず
。
説
教
は
人
の
接
見
せ
ざ
る
良
型
を
其
人
の
心
中

ニ
了
解
す
れ
ば
其
ニ
て
足
れ
り
。
故
ニ
可
成
語
を
短
く
し
て
言
ひ
心
中
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ニ
覧
ゆ
る
問
略
必
要
の
語
を
語
る
可
し
。
長
き
ハ
よ
き
も
の
ニ
あ
ら

ず
。
聖
書
ニ
記
し
た
る
語
ニ
倣
ふ
べ
し
。
聖
古
の
語
ハ
飾
な
く
民
躍
の

在
る
庭
を
顕
は
せ
り
。

O
愛
る
よ
り
も
興
る
は
卒
な
り

一
日
の
中
人
の
篤
に
何
も
篤
さ
ず
し
て
暮
さ
ば
、
回
定
寝
苦
し
き
も
の
は

な
く
、
人
の
篤
に
み
口
を
篤
す
程
繁
き
も
の
な
し
。

八
月
十
二
日

キ
リ
ス
ト
吾
の
罪
を
赦
シ
吾
の
過
を
忍
び
叉
苔
が
篤
め
に
生
命
を
も
捨

て
た
ま
ひ
し
事
を
思
ひ
、
五
口
も
人
の
罪
を
赦
し
ま
た
忍
ぶ
ベ
し
。

叉
愛
は
己
の
事
を
忘
れ
て
良
ニ
人
之
事
を
顧
み
其
の
盆
を
計
り
、
ま
た

常
ニ
忍
び
、
温
柔
骨
専
従
の
徳
を
保
つ
可
き
な
り
。

O
人
も
し
主
イ
エ
ス
と
借
な
ら
ば
幸
を
得
ざ
る
と
い
ふ
事
な
し
。

「わ
れ
ら
見
し
と
ζ

ろ
開
し
所
を
爾
曹
に
侍
る
は
爾
ら
を
我
傍
と
同
心

な
ら
し
め
ん
潟
也
、

我
僚
は
父
及
び
其
子
イ
エ
ス

キ
リ
ス
ト
と
同
心

た
り
我
傍
乙
の
4
3
を
か
き
贈
り
て
爾
ら
の
喜
繁
を
充
し
め
ん
と
す
」

日
開
門

}
O
F
ロ
了

ω
s品・

紙
製
な
る
人
ニ
て
も
間
半
者
ニ
て
も
病
人
-
一
て
も
貧
き
も
の
ニ
て
も
女
も

小
児
如
何
な
る
人
ニ
て
も
イ
エ
ス

キ
リ
ス

ト
と
同
心
な
る
事
を
得

ば
、
貨
の
喜
繁
ニ
充
ざ
る
も
の
な
し
。
故
ニ
人
ニ
宝
踊
を
輿
へ
ん
と
欲



せ
ば
、
七
キ
リ

ス
ト
を
行
ベ
人
々
を
キ
リ
ス

ト
に
導
く
可
し
。

OH川
の
子
は
木
と
胤
を
も
て
臨
る

目的こ
0
2
5
t
m

川一
川
は
三
仇

開
な
る
乙
と

H
M…限
お
と
有
限
者
の
川一
別

O
穴し
川

OH刷
の
相
官
主

O
一仰
の
愛

O
榊
の
ルー

O
川
の
能

一川
の
民
他
の
性
質

「あ

・よ
肺
の
智
と
識
の
富
は
深
か
な
其
法
度
ハ
測
り
難
く
其
綜
跡
は

索
ね
難
し
」

moヨ
ωE

ニ・
ωω

E
僚
は
限
あ
る
も
の
山
。
政

-一
κn
ら
の
智
の
限
り
能
の
限
り
ま
で
は

品
仰
の
熊
限
引
を
知
る
を
得
ベ
し
。

凶一
川
の

F
は
中小
と
山川
を
も
て
臨
る

H 
11< 

(斗
凶l

同
誼
を
篤
す
者
は
援
な
り

的
一
柳
の
子
を
も
っ
者
は
生
を
育
つ

O
精
紳
と
能
力
を
謹
し
一脚
と
人
と
を
愛
せ
よ

智
慧
の
有
丈
力
の
有
る
↑
礼
金
の
有
丈
を
十
分
ニ
議
し
て
榊

ニ
事

へ
人
を

J己

愛
せ
ば
、
尚
足
せ
よ
。
H4
れ一
仰
の
前
ニ
て
全
き
も
の
と
一五
ふ
吋
し
。

「隔
心
を
盈
し
精
一川
を
世
し
立
を
指
し
↑
に
な
る
爾
の一
川
を
愛
す
ベ
し
」

H 

馬
太
什

の
三
十
七

「各
々
の
智
慧
に
従
ひ
て
或
者
に
は
銀
五
千
或
者

ニ
は
二
千
或
者
に
は

一
千
を
輿
へ
お
き
山

ニ
版
行
せ
り
」
馬
太
二
五
の
日

制
は
良
人
の

(一

千
日
小
川
)
ト
h
H
H

叫
ニ
賂
じ
て
求
め
た
ま
ふ
ん
怯
り
。

「多
く
興
ら
る
る
者
は
多
く
求
め
ら
る
ベ
し
多
く
托
れ
は
之
よ
り
多
く

。

ボ
む
吋
し
」
F
C
}内
巾
H
M
-
A

∞

「一
仰
の
外
人
に
印
刷
り
た
る
信
仰
の
世
に
従
ひ
て
公
子
に
思
念
ベ
し
」

刃
O

ヨ白
g
-
Mdω

故
ニ
汝
一
脚
の
塑
旨
三
週
は
ん
と
せ
は
他
-
一
智
設
や
刈
を
求
む
る
事
な

く
、
A
t
釘
る
物
を
以
テ
十
分
一仰
の
旨
ニ
通
ふ
よ
ふ
決
心
す
吋
し
、
然
れ

ば
(
二
千
不
明
}
ニ

興

へ
ら
る
べ
し
。
叉
型
冷
ニ
も
他
ニ

智
や
h
H

を
求

む
る
ニ
あ
ら
ず

人
t
釘
る
物
を
も
て
刷

-
一
全
く
従
ふ
引
を
数
ふ
る
山
。

放
ニ
汝
今
知
り
し
慣
を
信
じ
行
ふ
可
し
。
さ
ら
ば
紋
わ
る
べ
し
。

故
ニ
説
教
者
は
間
々
の
事
を
数
ゆ
る
ニ
あ
ら
ず
。
今
有
る
物
を
も
て
一脚

一
全
く
服
す
る
事
を
教
ゆ
可
き
な
り
。

即
ち
キ
リ
ス

ト
と
榊
の
命
を
教
ハ
ば
、
今
有
る
物
を
も
て
榊

-
一
事
る
の

道
を
知
る
川a

き
な
り
。

八
月
十
三
日

O
一
川
の
命
を

一
々
篤
す
べ
し
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榊
は
其
時
ニ
謄
じ
或
ハ
説
教
す
吋
く
或
ハ
塑
pd
を
教
ゆ
ベ
く
或
ハ
祈
る



可
く
或
は
す
L

む
べ
く
或

ハ
研
究
す
べ
く
命
じ
た
ま
ふ
な
り
。

故
ニ
其

時

二一
服
じ
其
事
を
成
就
す

べ
し
。
熱
心

ニa
叩
ち
全
心
全
力
を
議
し
て
之

を
篤
す
べ
し
。

O
証
す
べ
し

ヨ
ハ
ネ
。
主
キ
リ
ス
ト
其
後
十
二
使
徒
叉
信
者
は
常
一
二
堕
耳
目
の
証
者
な

り
。
五
口
ら
も
其
読
者
な
れ
ば
常

ニ
証
す
可
し
。

O
説
教
の
精
神

説
教
す
る
良
型

ハ
先
づ
五口
心
中
-
一
入
り
て
、
吾
生
と

な
り
形
と
な
り
精
一例
と
な
ら
さ
れ
ば
力
な
し
。
即
ち
榊
の
民
理
ニ
感
じ

人
の
心
を
同
情
を
も
て
憐
み

身
自
ら
其
中
ニ
居
り
生
た
る
言
葉
と
な

り
日
よ
り
出
で
ざ
る
可
ら
ず
。

即
ち
耐
仰
と
借
-
一

一居
り
人
と
借
-
一
一
川
り
五
の
怖
ニ
感
動
し
て
只
出
づ
る
も

の
也
。

八
月
十
四
日

久
間
ニ
於
て
、
午
前
、
歎
示
録
研
究
及
説
教
。
伊
藤
老
人
の
洗
越
の
試

験
。
文
岡
村
老
人
(
八
十
八
)
、
深
く
感
じ
洗
躍
を
愛
る
の
決
心
あ
り

た
り
。

八
月
十
五
日

波
湖
付
ニ
於
て
説
教
。
中
村
氏
大
-
一
信
を
治
せ
り
と
、
今
日
は
大

-一一
柳

ニ
感
謝
せ
り
。

X
郡
山
教
命
日
ニ
リ
パ
イ
パ
ん
あ
り
し
の
報
を
愛
け
た
り
。

八
月
十
六
日

安
息
日

裁
ぜ
ら
れ
た
り
。

久
居
よ
り
三
名
の
姉
妹
来
ら
れ
共
ニ
祈
祷
と
集
を
潟
せ
り
。
大
ニ
皆
々
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叉
桜
井
健
古
口
氏
の
バ
プ
テ
ス
マ
の
試
験
す
。

来
永
遠
の
縦
一一間
定
ま
り

O
此
の
一
生
を
恨
み
て
誤
る
勿
れ
。
如
何
と
な
れ
ば
此

一
生
ニ
由
て
未

れ
ほ
也
。

永
遠
嬰
ら
ざ
る
の
形
を
今
世
の
生
ニ
於
て
鋳

O
今
夜
は

「
今
は
窓
の
時
也
今
は
救
の
日
也
」
て
ふ
題
ニ
付
き
説
教
す
。

聴
衆
大
凡
三
四
十
名
ナ
リ
。

八
月
十
七
日

O
此
週
間
の
仕
事

H
十
ヒ

H

(月
)

同
十
八
日
(
火
)

同
十
九
日
(
水
)

剛
二
十

一
日
(
金
)

凶
二
十
二
日
(
土
)

中
山
氏
宅
ニ
於

前
梼
命
日

梅
田
氏
及
辻
本

/一一一一一一一一¥

ヲ山 警
送日 以
ノレ l採
事に綱安

冊 J高藤
紙 氏 氏

¥一一一一一一一一ノ

も
悦
ふ
べ
し
。

氏
を
問
ひ
安
息
日
之
事
ヲ
教
ュ
。
此
節
能
古口
氏
を

説
教夜

、
獄
示
録
研
究
及
祈
祷
命
日

夜
、
祈
祷
命
U

朝
、
説
教
及
洗
櫨
試
験
決
議



同
二
十
三
日
(
安
息
日
)
(
午
前
九
時
ヨ
リ
)
聖
書
研
究

(
午
後
三
時
ヨ
リ
)
洗
積
、
晩
奮

H
讃
美
、
凶
祈
祷
成
瀬

田
歌

剛
説
教
安
藤

伊
藤
長
】
人

凶
バ
プ
テ
ス

マ

(
河
川
伺
及
五
味
小
児
)
成
紛

mh絹ゆ
t
凶
注
Aτ
コ

成抑制

同
晩
餐
説
教

同
初
、
祈
祷

安
藤

川
絡
、
祈
祷

成
瀬

(
夜
)
感
謝
祈
祷
命
目

同
二
十
四
日
(
月
)

説
教
命
日

判
斉
藤
氏

同
中
山
氏

同
成
瀬

岡
安
藤
氏

@

⑧

 

川

(
二
十
五
日
)
か
或
ハ
(
二
十
六
日
)
ニ
中
津
ニ
於
て
説
教
関
イ
テ

、門
μ噌

H
d
O

ノ
ム
U

ま
れ
1

O
説
教
題

。
「
惟
乙
の
一
事
を
務
む
」
緋
立
比
三
章
十
三

(二
十
二
日
の
説
教
)

~è 

O
「
今
は
恵
の
時
也
今
は
救
の
日
也
」
窃
林
多
後
六
の

久
!汚

二
十
四
日
の
設
数

日

O
「主
キ
リ
ス
ト
の
肉
と
胤
」
晩
歪
ノ
設
教

O
「密
室
の
祈
祷
の
必
要
」
祈
祷
命
日

⑧

「祈
祷
之
事
」
水
曜
日
説
教

八
月
十
八
日

O
能
あ
る
説
教
は
一
柳
の
聖
誕
ニ
感
じ
、
慰
問
人
の
現
在
の
敵
ニ
向
旦
ア
鞍
ひ

ま
た
救
ひ
、
只
空
を
撃
た
ず
目
的
ヲ
ウ
チ
、
或

ハ
敵
ヲ
タ
ヲ
シ
或
ハ
檎

ヲ
赦
シ
自
由
ヲ
興
フ
ベ
シ
。
印
ち
現
情
現
賀
-
一
就
テ
熱
心
の
目
的
ヲ
以

テ
説
教
す
可
き
な
り
。

O
持
般
を
験
ふ
可
し
。
汝
ぢ
常
-
一
戦
止
め
り
と
忠
ふ
勿
れ
。
汝
ぢ
天
ニ
逮

す
る
迄
ρ

悪
隠
は
常
ニ
現
-
一
戦
ふ
も
の
な
れ
ば
、
之
ニ
向
テ
戦
ふ
可

し
。
験
ふ
時
は
能
卜
熱
心
ト
智
ト
祈
祷
と
信
仰
と
賢
一
一
必
要
な
り
。
ダ

ビ
デ
較
を
休
み
怠
り
し
時
怒
踏
の
鎗
と
な
れ
り
。
故
ニ
常
ニ
慎
む
可
き

な
り
。

八
月
十
九
日

O
「汝
曹
遵
を
行
ふ
者
と
な
る
べ
し
」

』白ヨ
m

ニ-
M
M

什

「聞
く
と
と
は
速
ニ
し
語
る
事
を
徐
ニ
し
怒
る
事
を
徐
ニ
す
ベ
し
」

(固定
れ
感
情

-一
従
ば
心
員
理
を
先
づ
求
め
之
一
一
従
べ
し
。
」

「多
言
必
不
レ
能
レ
無
レ
罪
禁
其
唇
-者
有
レ
智
」

F
C
C
-
0
5

「{寸
レ
口
者
保
レ
ム
叩
移
レ
唇
者
亡
必
臨
レ之
」
簸
十
三
の
三

「禾
レ
聴
レ
事
之
先
而
膝
之
者
必
硯
レ
彼
居
跡
レ府
機
篤
レ
辱」

「易
レ
怒
者
行
レ簸
」

同

u円
。
巳
戸
田
・
日

ω
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、J
一白ペ
ル

ヲ

、

ユ

ル

の

糊

「緩
レ
怒
者
愈
一
-
於
雄
師
一
治
-己
心
-
者
愈
ニ於

取

詰
」
策
十
六
の
二
十

一寸
二

蚊

「雫
端
之
起

'w
-X
之
破
じ隙
放
比
一ト
ド
本
ニ
衝
突
-
之
先
h
h
J

混
乱
レ
之
」
簸一
一パ

の記
十
七
の
十
四

上(
是
れ
多
く
人
々
己
の
事
を
後

ニ
し
、
人
の
事
を
罪
し
審
判
し
人
を
怒
り

誇
り
、
己
の
罪
を
顧
み
ざ
る
な
り
。

故
ニ
多
く
罪
-
一
陥
る
な
り
。

υ
人
人
を
数
へ
度
叉
人
の
一信
者
ニ
あ
る
事
の

み
を
思
ひ
、
白
ら
の
行
や
故
を
心
-
一
花
意
せ
さ
る
な
り
。

故
ニ
コ
ノ
過
を
督
し
己
を
省
み
己
の
罪
ト
不
潔
を
去
り
、
己
の
霊
魂
の

救
を
先
づ
求
む
る
が
を
お
し
へ
し
も
の
な
り
。

(
応
太
侍
七
の
一

|

五
)
を
現
よ
。

何
を
も
て
己
を
省
る
や
。一
刑
の
言
葉
聞
き
之
ニ

附
…
し
て
己
の
心
の
姿
を

見
る
可
き
な
り
。

川
自
分
の
顔
を
自
分
-
一見
る
市
中
か
た
し
。
必
ス
鋭
を
裂
す
る
な
り
。

凶
只
一
柳
の
言
葉
ニ

照
さ
れ
は
明
二
分
ら
ず
。

ω然
る
後
何
を
潟
す
可
き
や
。

「道
を
行
ふ
も
の
と
な
る
べ
し
」

(
雅
各

一
の
二
十
二
)

(
一
字
不
明
)

道
を
聞
き
民
理
と
感
、
じ
叉
己
の
心
の
罪
な
る
事
行
の
悪

き
い
引
も
感
じ
、
父
己
の
何
潟
市
中
も
感
じ
、
之
を
行
は
ず
、
此
躍
を
出
で

白
血
ニ
忘
る
h

者
は

「
そ
れ
道
を
聞
く
の
み
一
一
し
て
之
を
行
は
ざ
る
者
は

鏡
ニ
向
ひ
て
本
来
の
面
を
み
る
人
ニ
似
た
り
か
れ
己
を
照
し
叡
て
去
り

432 

し
後
山
ニ
其
如
何
な
る
相
貌
な
り
し
か
を
忘
る
」
雅
名

一
の
二
十
三

|

十
四

χ
「彼
ハ
山
冊
目
き
饗
膳
ニ
招
か
れ
其
席
ニ
到
り
其
珍
味
の
馳
走
を
食
せ
す

し
て
院
へ
る
人
の
如
し
故
ニ
民
ニ
其
人
ハ
其
味
を
知
ら
ず
又
己
の
力

も
徳
ニ
も
な
ら
さ
る
人
の
如
し
」

故
ニ
道
を
行
ふ
者
と
な
る
べ
し
。

H
己
の
非
を
知
ら
ば
之
を
悔
改
む
べ

し
。

先
づ
紳
の
赦
を
得
る
ま
で
榊
-
一
新
る
べ
し
。
印
ち
良
心
一
一
聖
逗
の
証

を
得
て
安
を
得
る
ま
で
祈
る
可
し
。
己
を
欺
く
勿
れ
。

口
良
忠
を
行
ふ
決
心
す
ベ
し
。
是
れ
難
き
事
な
り
。
如
何
と
な
れ
ば
心

肉
欲
ニ
ま
と
は
れ
必
路
の
奴
と
な
れ
ば
也
。

如
何
せ
ば
決
心
出
来
る

ゃ。川
良
県
を
識
る
一
事

「良
型
は
縮
ら
ニ
自
由
を
得
さ
す
ベ
し
」

』

0
7
ロ

∞・
ωN

川
祈
り
て
禦
援
の
御
前
忠
を
愛
く
べ
し
。

「聖
盃
ニ
よ
り
て
身
惣
の
行
震
を
殺
さ
は
生
く
可
し
」

問。ヨ
mr

∞一
戸ω

一門
永
述
の
可
一行
道
を
定
め
望
を
堅
す
ベ
し
。

ω
「自
ら
{
寸
り
て
世
に
汚
さ
れ
ざ
る
事
」



五
口
ら
天
閣
ニ
行
く
の
決
心
し
一
例
ニ
従
ひ
一
柳
の
道
を
守
り
心
を
清
く
し

一仰
を
愛
し
人
を
愛
す
る
の
目
的
を
保
つ
も
、
之
ニ
達
す
る
迄
は
必
ず

多
く
の
敵
あ
れ
は
、
之
と
普
く
験
ひ
、
自
ら
の
心
を
常
三
守
ら
ざ
れ

ば
心
を
潔
す
る
事
能
は
ざ
る
な
り
。

「
心
を
治
む
る
者
は
城
を
取
る
ニ
一
俊
る
」
故
ニ
道
を
歩
む
も
肉
の
誘

あ
り
。
家
ニ
あ
る
も
罪
の
導
あ
り
。
或
ハ
肉
或
ハ
友
或
ハ
世
の
物
或

ハ
内
芯
の
踏
の
誘
と
ふ
常
ニ
信
者
の
心
ニ
向
テ
戦
を
篤
し
、
其
義
き
心

を
倒
し
、
之
を
汚
さ
ん
と
す
る
敵
あ
れ
ば
、
常
-
一
祈
祷
と
聖
震
と
一
岬

の
武
具
を
以
て
、
戦
は
ざ
れ
ば
、
一
例
の
遁
を
行
ふ
事
能
は
ざ
る
也
。

(
結
尾
)
兄
弟
姉
妹
よ
。
今
設
教
を
聞
き
又
外
ニ
出
で
土
忘
れ
ん
や
。
今

よ
り
決
心
し
て
紳
の
道
ニ
従
フ
ベ
し
。
内
ニ
一院へ

り

一
人
ニ
て
衝
な

る
室
ニ
入
り
紳
の
前
ニ
出
で
祈
り
て
一
々
己
の
心
を
榊
の
前
ニ
調
べ

罪
あ
ら
ば
悔
改
め
よ
。
キ
リ
ス
ト
の
教
主
な
る
を
信
ぜ
ば
早
く
任
せ

ょ
。
キ
リ
ス
ト
日
く
、
信
じ
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
愛
る
も
の
は
救
は

れ
、
信
ぜ
さ
る
者
は
罪
-
一
定
め
ら
る
と
。
然
れ
ば
バ
プ
テ
ス
マ
を
愛

け
天
園
ニ
入
り
一
生
紳
の
命
ニ
従
ひ
兄
弟
と
約
を
結
び
交
る
事
を
今

夜
決
心
せ
よ
。
併
し
眠
タ
キ
肉
欲
汝
を
妨
ぐ
ベ
し
。
人
情
汝
を
妨
ぐ

~è 

ベ
し
。
よ
ろ
し
く
肉
ニ
戟
ひ
勝
ち
救
を
得
可
し
。
惑
之
時
救
之
日
を

徒
ニ
過
す
可
ら
ず
。

日

余
二
三
ヶ
月
此
庭
ニ
止
り
道
を
語
れ
。
願
く
は
愛
兄
姉
ら
早
く
決
心

し
て
全
く
救
は
れ
よ
。
久
居
之
二
人
の
老
人
及
晶
画
地
一
人
の
兄
弟
は

決
心
し
て
道
を
行
ふ
も
の
と
な
り
、
次
の
安
息
日
ニ
バ
プ
テ
ス
マ
を

愛
る
も
の
と
な
れ
り
。
願
く
は
今
迄
道
に
感
ぜ
ら
れ
た
る
諸
愛
兄
姉

も
今
よ
り
道
を
行
ふ
も
の
と
焦
ら
れ
ん
事
を

O
道
を
語
る
心
得

吾
ら
敵
-
一
勝
つ
一
一
も
罪
を
悔
改
む
事
も
キ
リ
ス
ト
の
愛
-
一
感
ぜ
し
も
深

き
情
あ
り
た
れ
ば
、
亦
人
三
諮
る
も
其
人
の
即
位
の
救
-
一
感
す
る
一
大
事

を
語
る
事
故
、
熱
心
の
祈
祷
と
断
食
を
も
て
感
袋
二
感
じ
て
宜
ぶ
べ
き

な
り
。

又
一
柳
の
聖
誕
ニ
感
じ
て
宣
ぶ
べ
し
。
さ
ら
ば
聴
く
も
の
亦
た
聖
霊
ニ
感

じ
て
罪
を
悔
改
む
べ
し
。

O
人
の
救
は
る
弘
事
自
由
を
得
る
事
ハ
同
様
ニ
て
、
等
し
く
窄
き
門
ニ
入

る
篤
K
力
を
載
し
、
常
-
一
普
戦
ひ
を
戦
は
ざ
れ
ば
、
入
る
事
六
ケ
数
な

り故
ニ
牧
者
は
キ
リ
ス
ト
の
心
を
持
ち
、
人
之
篤
に
己
の
生
命
を
捨
て
民

の
憐
を
も
て
働
く
可
き
な
り
。

故
二
日
説
教
す
る
時
は
深
く
其
人
々
の
情
ニ
感
じ
、
又
一
柳
の
禦
盛
一
一
感
じ

433 

て
言
ふ
可
き
な
り
。



「
柔
弱
者

κは
我
柔
弱
者
の
如
く
な
れ
り
是
れ
柔
弱
者
を
得
ん
篤
也
又

す
べ
て
の
人
に
は
我
そ
の
衆
の
人
の
欺
ニ
循
ヘ
リ
是
れ
如
何
ニ
も
し
て

彼
ら
数
人
を
救
は
ん
潟
也
」

?
の
。
コ
コ
門
】
凶
ロ
ω・
由
一

M
M
-

八
月
二
十
一
日
ヨ
リ
八
月
二
十
四
日

二
十

一
日
の
夜
、
久
居

ニ
於
て
獄
一不
録
研
究
を
篤
し
。

二
十
二
日
朝
、
説
教

(リ
パ
イ
パ
ル
)
及
洗
種
試
験
。
夜
祈
祷
曾

二
十
三
日
朝
、
九
時
よ
り
聖
書
研
究
及
洗
種
試
験
す
。
午
後
二
時
よ
り

安
藤
乙
三
郎
氏
説
教
。
後
ち
大
人
四
人
小
児
二
人
K
洗
鵡
を
段
け
祈
祷

す
。
後
晩
則
立
を
守
れ
り
。

大
ニ
一柳
の
御
恵
を
安
け
た
り
。

夜
は
感
謝
祈
祷
命
百
を
鴛
せ
り
。

首
日
は
凡
て
感
謝
喜
悦
満
て
り
。
感
一課
せ
し
も
の
数
人
あ
り
。

八
月
二
十
四
日

(
久
居
)

O
「
今
は
慈
悲
の
時
な
り
今
は
救
の

B
也
」

川

「
そ
れ
人
は
既
に
草
の
如
く
其
柴
は
凡
の
草
の
花
の
如
し
草
は
枯
れ
そ

の
花
落
つ
」
彼
得
前

一
の
二
十
四

「拐
事
而
卸
逝
暮
刈
則
稿
我
蹄
問
屋
年
の
日
有
三七
十
年
一或
康
強

一-
z

ヒ

コ

ム

h

J

=

ン
↑7

至
八
十
年
-
其
紅
健
惟
憂
惟
難
蓋
其
途
之
速
而
我
蹄
開
即
ち
飛
去

ス令
J

L

詩
九
十
の
十
。

凶
未
来
の
町
中

け
人
の
本
心

け
一酬
の
一
一=口業

附
賀
ニ
短
き
此
世
一
一
在
る
時
は
、
五
ロ
僚
の
篤
め
に
世
の
初
よ
り
永
遠
無
限

434 

後
ニ
至
る
ま
で
ニ
取
て
尤
も
肝
袈
の
時
也
。

知
何
と
な
れ
ば
生
命
を
得
る
時
は
今
也。

天
間
ニ
入
る
時

ハ
今
也
。
罪

の
赦
さ
れ
恵
を
愛
る
時
は
今
也
。
果
を
結
ぶ
時
は
今
也
。
勝
を
得
る
時

は
今
也
。
今
此
ら
を
得
は
永
遠
無
限
之
を
得
て
失
は
ざ
る
也
。
も
し
今

の
時
今
の
日
を
徒
く
過
せ
ば
復
び
之
を
得
る
の
時
得
る
の
日
は
来
ら
ざ

2nd Corintions6;2 

る
な
り
。
即
ち
人
間
氷
遠
の
楠
繭
は
此
短
き
間

-
一
得
ら
る
れ
は
也
。

川
「
橋
時
己
逝
夏
己
畢
而
我
蹄
円
未
磁
救
」
耶
利
米
記
八
の
二
十

レ

レ

力
を
議
し
て
労
す
る
時

川
戦
暗
中
の
時

判
馳
場
を
趨
る
時
百
可
林
多
前
九
の

二
十
四

ω危
キ
時

何
門
ニ
入
る
時
馬
太
侍
廿
五
の
十

即
ち
待
つ
時

(IIQ) 

終

今
愛
す
る
兄
弟
ニ

勧
む
る
理
は
日
以
前
回
の
惑
の
時
救
之
日
な
る
故

也
。
今
ハ
春
の
時
故
汝
ニ
労
す
る
事
を
す
L

む
。
も
し
各
来
ら
ば
之
を

す
L

め
す
。
又
今
ハ
汝
幼
き
時
故
勉
強
を
す
L

む
。
汝
巴
ニ
老
ひ
八
十

九
十

ニ
な
ら
ば
皐
問
す
る
を
す
込
め
ず
。
今
ハ
一
柳
も
キ
リ

ス
ト
モ
聖
媛

も
信
者
も
汝
ニ
之
を
す
L

む。

此
す
λ

む
る
時
徒
-
一
去
ら
は
後
ち
救
之

日
ハ
来
ら
さ
る
也
。



八
月
二
十
五
日

(
久
居
)

雲
津
川

ニ
於
て
続
陸
曾
を
聞
け
り
。回
収
(
二
子
不
明
)
欣
な
り
し
。

八
月
二
十
六
日

(
津
ニ
蹄
へ
れ
り
)

説
教
の
母
国
は
其
人
の
よ
く
知
り
た
る
事
を
用
ゆ
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
轡

一
あ
ら
ず
。
即
ち
嘗

ニ
ま
た
た
と
へ
を
用
ゐ
ざ
る
可
ら
ぎ
る
な
り
。

O
信
者
を
噂
く
も
未
信
者
を
噂
く
も
問
機
ニ
て
、
民
の
愛
と
信
仰
と
謙
遜

を
以
て
す
可
き
也
。

O
キ
リ
ス
ト
の
恩

ニ
由
テ
救
は
る
h

如
く
亦
キ
リ
ス
ト
の
恩
ニ
由
て
働
く

ζ

と
を
得
る
也
。
故
-
一

心
の
行
ニ
由
テ
救
を
更
ニ
望
ま
ざ
る
如
く
亦
己

の
力
ニ

由
一ア
働
か
ん
と
望
む
勿
れ
。
即
ち
信
仰

ニ
白
て
勝
を
得
べ
き
な

り
O
聖
窓
を
消
す
勿
れ
。
信
者

ニ
は
禦
盤
宰
ひ
た
ま
ふ
-
一

よ
り
政

ニ
罪
を
犯

す
乙
と
能
は
ず
。

O
説
教
は
岩田
一
葉
を
多
く
言
ふ
ニ
あ
ら
ず
。
只
典
型
を
人
心
ニ
悟
ら
し
め
ば

其
ニ
て
足
れ
り
。
故
-
一
慾
言
を
言
ふ
勿
れ
。

O
紳

-一在
リ
テ
榊
を
信
じ
て
言
ふ
可
し
。

人
の
情
ニ
動
さ
れ
て
信
仰
を
落

さ
ピ
る
よ
ふ
恨
む
べ
し
。

3e 

人
一仰
を
識
ら
ざ
れ
ば
弊
を
悔
改
む
る
事
な
か
ら
ん
。

O
永
久
の
事

キ
リ
ス
ト
ニ
従
ふ
事
叉
戦
ヒ
人
を
救
ふ
事
人
の
死
を
憐
み

日

紋
は
ん
篤
ニ

働
く
事
ハ
決
し
て
一
日
や

一
度
の
事
ニ
能
ふ
事
ニ
あ
ら

ず
。
常
ニ

同
じ
心
ト

一
筋
の
心
を
以
て
働
か
ざ
れ
ば
、
己
の
霊
ト
人
の

援
を
数
ひ
能
は
ざ
る
也
。
叉
固
定
れ
全
く
一
仰
の
由
主
鐙
の
御
働
な
れ
ば
常
-
一

其
信
仰
を
落
す
可
ら
ず
。

O
僧
侶
ヤ
一柳
{
自
ら
の
説
教
ハ
芝
居
の
役
者
や
チ
ヨ
ン
ガ
リ
、
ジ

ヨ
ウ
ル
リ

の
如
き
類

ニ
て
、
只

一
時
人
の
感
情
を
起
さ
し
め
ん
と
欲
す
る
而
己
。

(
以
下
究
者
)

森

寛

「無
臭
肝
油
飴
」
大
阪
淡
路
町
戒
丁
目
、
日
野
九

「伴
家
貨
」
大
阪
唐
物
町
三
丁
目
五
番
地

「兎
屋
誠
」
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九
月
十
五
日

明
治
十
八
年
九
月
十
五
日
よ
り

十
月
二
十
七
日
ま
で

(
表
紙
)明

治
十
八
年
九
月
十
五
日

Journal 

日

三コ
11L.. 

The love 

Best Thing 

成
瀬

Z
白

H
g
v
m

大
和
郡
山
ニ
於
テ

O
一
柳
-
一
栄
ヲ
院
す
可
し

九
「ζ
れ
凡
の
人
一
柳
の
前
ニ
誇
る
ζ

と
な
か
ら
ん
篤
也
」
ぽ
林
前

一
の
二

「我
は
衆
の
使
徒
よ
り
も
多
く
努
た
り
此
ハ
我
ニ
あ
ら
ず
我
と
借
ニ
あ

る
榊
の
恩
な
り
」
窃
林
多
前
苫
十
五
の
十

436 

「又
賜
は
り
し
多
の
歎
示
K
因
り
て
我
が
倣
る
と
と
無
ら
ん
篤
に
一
の

刺
を
我
肉

mk輿
ふ
」
寄
林
後
十
二
の
七

「自
ら
穆
む
る
者
あ
り
我
傍
敢
て
之
と
匹
び
之
と
較
る
ζ

と
を
せ
ず
然

れ
ど
彼
ら
み
づ
か
ら
互
二
度
り
み
づ
か
ら
互
ニ
較
れ
ば
智
な
き
も
の

也
」
帯
林
多
後
十
の
十
二

「
わ
れ
爾
ら
ニ
許
ら
れ
或
は
人
ニ
評
ら
る
込
を
尤
も
細
事
と
な
す
我
も

自
ら
を
許
ら
ず
我
自
ら
省
る
ニ
過
あ
る
を
毘
ず
然
れ
ど
も
此
-
一
因
て
義

と
せ
ら
れ
ず
我
を
許
る
者
は
主
な
り
然
れ
ば
主
の
来
ら
ん
時
ま
で
時
い

ま
だ
至
ら
ざ
る
間
ρ

審
判
す
る
勿
れ
主
は
幽
陪
ニ
あ
る
怖
を
照
ら
し
心

の
計
諜
を
揃
さ
ん
其
時
お
の
/
¥
一柳
よ
り
巻
を
得
べ
し

O
又
乙
の
世

ニ
在
り
て
家
宰
ニ
求
む
る
所
は
其
忠
信
な
ら
ん
ζ

と
也
」
寄
林
多
前
書

四
章
三
l
五
「積
る
も
の
滋
く
者
も
散
る
ニ
足
ら
ず
唯
釘
き
ハ
長
る
所

の
榊
な
り
」
司
林
多
前
三
の
七

故
ニ
十
二
使
ニ
し
で
も
ム
l
デ
l
氏
も
フ
ヰ
ネ
l
氏
も
ホ
イ
ト
フ
ヰ
|

ル
ド
氏
ニ
テ
モ
穆
む
べ
き
ニ
あ
ら
ず
、
彼
ら
ニ
綴
り
て
働
き
た
ま
ふ
一
柳

を
血
管
む
べ
し
。
一
柳
ニ
祭
を
院
す
可
し
。
叉
一
柳
の
恩
を
愛
け
た
る
を
誇
る

勿
れ
。
口
ハ
謙
遜
な
れ
。
五
口
は
高
慢

・
姦
淫
を
行
ふ
も
の

・
俗
を
)ゴn
ふ
も

の
・
嫉
奴

・
泌
む
も
の

・
弱
く
・
汚
れ

・
過
多
き
も
の
也
。
印
ち
罪
人

の
け
也
。
然
れ
ど
も
信
仰
・
愛
・
カ
・

熱
心
・
希
望

・
其
他
の
徳
は
、
、
、



な
一
聯
の
賜
な
り
己
よ
り
出
づ
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
一
脚
ニ
栄
を
蹄
す
ベ

し
「
父
の
行
ふ
事
を
見
て
行
ふ
の
外
は
何
事
を
も
行
ふ
と
と
能
は
ず
蓋
す

ベ
て
父
の
行
ふ
事
を
子
も
亦
行
へ
パ
な
り
」
約
侍
五
の
十
九

天
下
ニ
血
管
む
べ
き
人
ハ
一
人
も
な
き
な
り
。
ム

l
デ
l
ア
リ
フ
イ
ネ
ア

リ
ホ
イ
卜
フ
ヰ
!
ル
ド
ア
リ
ル
|
テ
ル
ア
リ
卜
錐
ド
モ
、
是
れ
一
柳
の
忠
一
一

窓
な
り
。
故
-
一
一
澗
を
馨
む
べ
し
。
叉
凡
て
の
リ
パ
イ
パ
ル
モ
人
の
起
し

た
る
如
く
其
人
を
血
管
め
ず
、
之
を
起
し
た
ま
へ
る
も
の
ハ
聖
重
な
れ
ば

聖
鑑
を
血
管
む
べ
し
。
誰
か
日
本
ニ
大
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
起
す
人
あ
ら
ん

や
。
否
ナ
決
し
て
な
し
只

一
人
あ
り
是
れ
聖
震
な
り
。

た
と
へ
は
余
レ
ビ
ツ
氏
ニ
設
数
を
教
へ
で
も
ら
ひ
苔
き
説
教
を
な
し
。

レ
ビ
ツ
氏
の
設
を
愛
け
て
功
を
奏
し
レ
ビ
ツ
氏
ニ
助
け
ら
れ
て
業
を
篤

せ
し
な
ら
、
は
、
是
れ
誰
の
楽
な
ら
ん
や
。
レ
ビ
ツ
氏
の
も
の
也
。
レ
ビ

ツ
氏
の
智
ハ
一
柳
よ
り
来
れ
り
。
如
是
五
口
ら
は
崎
市
哨
を
一
刷
よ
り
愛
け
た
れ

ば
栄
ハ
悉
く
一脚
の
物
な
り
。

「爾
を
し
て
人
ニ
異
な
ら
し
む
る
者
は
誰
ぞ
爾
は
何
の
受
領
さ
る
物
を

有
っ
か
若
し
ζ

れ
を
受
領
パ
何
ぞ
受
領
ざ
る
如
く
誇
る
や
」
萄
林
多
前

i!c 

四
の
七

故
ニ
人
も
吾
も
常
-
一
一
脚
を
春
む
べ
し
。
一
柳
-
一
栄
を
腕
す
可
し
。
ア
ー
メ

日

ン。

O
人
を
責
む
る
よ
り
己
を
寅
む
べ
し
。

「
己
の
組
を
撃
て
之
を
服
せ
し
む
」
剖
林
前
九
の

二
七

O
「今
わ
れ
人
の
親
を
得
ん
乙
と
を
要
む
る
や
一
柳
の
親
を
得
ん
と

と
を
要
む
る
や
或
ハ
人
の
心
を
得
ん
乙
と
を
求
む
る
や
若
し
わ

れ
人
の
心
を
得
ん
と
と
を
求
は
ぜ
キ
リ
ス
ト
の
僕

-
一
非
ざ
る
べ

し
」
加
投
太
一
の
十

人
間
の
心
ト
親
を
得
ん
と
欲
す
る
勿
れ
。
一
脚
の
心
ト
親
を
得
ん
こ
と
を

求
む
べ
し
。
故
-
一
一
脚
の
聖
旨
を
求
め
て
之
ニ
従
ふ
可
し
。
然
し
人
の
盆

を
計
り
人
を
己
の
如
く
愛
す
可
し
。
人
の
心
卜
親
を
得
ん
篤
に
篤
す
可

ら
ず
。
故
ニ
汝
人
の
篤
ニ
働
く
ニ
人
の
恩
-
一
従
ひ
人
の
心
を
悦
せ
人
よ

り血
管
め
ら
る
ム
守
一
働
く
勿
れ
。
人
心-一一助
ま
さ
れ
て
篤
す
勿
れ
。
只

一刷
の
心
ニ
助
ま
さ
れ
榊
の
命
を
愛
け
一刑
の
噂
福
-
一
従
ふ
て
議
事
を
篤
す

可
し
。
人
の
心
-
一
動
か
さ
れ
て
働
く
勿
れ
。
一
柳
の
御
心
に
動
さ
れ
て
働

く
可
し
。
人
の
意
ニ
一通
は
ん
am-
一
篤
す
勿
れ
。
榊
の
一意
-
一
か
な
は
ん
篤

ニ
之
を
篤
す
可
し
。
祈
る
ニ
も
-説
教
す
る
ニ
も
働
く
ニ
も
只
一
脚
を
箆
ヱ

一脚
の
前
-
一
一柳
の
御
心
ニ
従
ふ
て
篤
す
可
し
。
人
情

K
従
ふ
可
ら
ず
。
卸

ち
一柳
が
篤
せ
と
命
じ
た
ま
ふ
事
を
篤
し
紳
が
言

へ
と
命
じ
た
ま
ふ
市中を

言
ふ
可
し
。
併
し
熱
心
-
一人
を
愛
す
可
し
。

O
祈
祷
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「爾
ら
常
ニ

主

-
一
在
り
て
喜
べ
我
ま
た
言
ふ
爾
瞥
喜
ぶ
べ
し
。
爾
前
回
衆



の
人
を
し
て
其
寛
容
な
る
ζ

と
を
知
ら
し
め
よ
主
は
近
し
何
事
を
も
恩

ひ
頃
ふ
勿
れ
唯
毎
事
ニ
祈
涛
を
し
懇
求
を
し
且
つ
感
謝
し
て
己
が
求
む

る
所
を
一
柳
ニ
告
げ
よ
榊
よ
り
出
て
人
の
凡
て
思
ふ
所
ニ
過
る
卒
安
は
爾

曹
の
心
と
意
を
キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
ニ
因
て
守
ら
ん
」
排
立
比
四
の
四

'

七故
ニ
何
事
ニ
て
も
心
配
な
る
事
ハ
直
ニ
紳
ニ
熱
心
ニ
祈
る
可
し
。
紳
ハ

必
ズ
聞
き
惑
を
施
し
た
ま
は
ん

O
主
と
借
ニ
在
り
主
の
能
ニ
由
テ
働
く
事

「回
岡
市
田
も
し
我
ニ

一間
り
ま
た
我
い
ひ
し
言
爾
ら
ニ
居
ら
は
凡
て
欲
ふ
と

ζ

ろ
求
ニ
従
ひ
て
橡
ら
る
べ
し
」
ヨ
ぐ
不
十
五
の
七

「聖
盤
な
ん
ぢ
ら
ニ
臨
む
ニ
因
て
爾
ら
能
を
安
け
(
乙
の
問
中
略
あ
り
)

我
が
讃
人
と
篤
る
可
し
」
使
徒
一付
加
問
一
の
八

「我
ハ
衆
の
使
徒
よ
り
も
多
く
努
め
た
り
此
は
吾
-
一
あ
ら
ず
我
と
借

あ
る
一仰
の
恩
な
り
」
窃
林
前
十
五
の
十

「既

K
わ
れ
生
る
ニ
あ
ら
ず
キ
リ
ス
ト
我
K
在
り
て
生
る
な
り
」
加
位

レ
A

書
二
一
意
の
二
十

ボ
ー
ロ
ニ
テ
モ
十
二
使
徒
ニ
テ
モ
フ
ヰ
ニ

l
氏
其
他
ム

l
デ

l
ホ
イ
ト

フ
ヰ
|
ル
ド
氏
ら
す
ら
自
ら
何
事
も
篤
し
能
は
ざ
れ
ば
、
況
し
て
吾
ら

如
き
弱
き
も
の
は
何
を
篤
す
と
と
を
得
ん
や
。
只
一
柳
の
恵
ニ
よ
ら
さ
れ

ば
、
何

一つ
潟
す
ζ

と
能
は
さ
る
も
の
な
り
。

0 
愛

吾
僚
は
キ
リ
ス
ト
の
愛
ニ
倣
ひ
た
と

へ
忠
人
な
る
も
吾
を
必
む
も
の
誘

438 

る
も
の
も
之
を
愛
し
其
人
を
祝
し
其
人
を
根
回
し
其
人
を
愛
す
可
き
な
れ

ば
、
人
の
心
底
如
何
ニ
拘
ら
ず
民
ニ
人
を
愛
し
人
の
食
会
」
計
る
可
き
な

り
「其
仇
を
愛
し
痢
曹
を
憎
む
者
を
善
し
誼
者
を
祝
し
虐
遇
者
の
篤
に
新

祷
せ
よ
人
な
ん
ぢ
の
頬
の
右
方
を
撃
た
は
亦
左
方
の
頬
を
向
よ
閣
の
外

服
を
奪
ら
ば
裏
衣
を
も
禁
む
る
勿
れ
」
路
加
六
の
二
七
J
二
九

「我
僚
に
賜
ふ
由
主
震
に
白
て
一
柳
の
愛
わ
れ
ら
の
心
ニ
濃
概
げ
ば
な
り
」

ロ
1
7
書
五
の
五

「
キ
リ
ス
ト
ハ
我
僚
の
な
ほ
鍔
人
た
る
時
わ
れ
ら
の
絡
に
死
に
た
ま
へ

ク
榊
ハ
之
-
一
よ
り
て
其
愛
を
彰
し
給
ふ
」

ロ
1
7
五
の
八

「聖
霊
み
づ
か
ら
言
ひ
が
た
き
の
慨
歎
を
以
て
我
傍
の
篤
に
祈
り
ぬ
」

ロ
1
7
八
の
二
十
六

ぜ
い
れ
い

寸室
、
熱
心
を
も
て
我
傍
を
愛
む
」
雅
各
四
の
五
、

「
そ
れ
一仰
は
そ
の
生
み
た
ま

へ
る
濁
子
を
賜
ふ
ほ
ど
に
世
の
人
を
愛
し

給
へ
り
」
ヨ
ハ
ネ
三
の
十
六

「な
ん
ぢ
ら
一
仰
の
盟
厚
な
る
仁
慈
と
寛
容
と
恒
忍
と
を
貌
閥
す
る
乎
そ

の
仁
慈
は
回
附
を
悔
改
に
出
場
く
な
る
を
知
ら
ず
」
ロ
ー
マ
二
の
四

「
ま
た
繭
曹
を
し
て
愛
-
一
般
し
愛
を
基
と
し
て
諸
の
聖
徒
と
借
ニ
(
一



字
不
明
)
る
可
ら
ざ
る
キ
リ
ス

ト
の
愛
を
知
り
然
れ
は
紳
罪
人
を
各
々

熱
心
を
も
て
今
も
後
も
愛
し
た
ま
ふ
な
れ
ば
、

一柳
の
愛
-
一
感
じ
て
罪
人

の
居
跡
に
働
可
し
。

汝
罪
人
の
救
は
る
L

篤
働
く
ニ
、
必
す
紳
の
葱
ニ
よ
り
如
何
な
る
罪
人

も
教
は
る
L

の
信
仰
を
も
て
働
く
可
き
な
り
。

口コ

O
「
援
を
熔
す
乙
と
勿
れ
」
(
帖
散
続
前
寸
)

zu 

O
牧
司

「爾
曹
の
中
に
あ
る
紳
の
羊
の
群
を
牧
へ
ζ

れ
を
牧
司
る
ニ
止
む
を
得

ず
し
て
篤
さ
ず
好
み
て
な
し
利
を
会
る
た
め
に
篤
さ
ず
繁
み
て
篤
す
ベ

し
叉
爾
曹
託
せ
ら
れ
た
る
者
ニ
主
と
鋳
る
可
ら
ず
羊
の
群
の
式
と
篤
る

可
し
」
彼
得
前
五
の
こ
と
三
、

一柳
ハ
人
間
の
働
を
経
ず
し
て
、
直
接
-
一
人
々
ニ
窓
を
施
し
御
聖
援
を
降

し
給
ふ
事
あ
り
。
故
ニ
一
柳
ハ
誰
で
も
惑
を
施
し
た
ま
ふ
を
見
て
感
謝
す

可
し
。O

一柳
の
道
は
儀
式
に
あ
ら
ず
。
震
ニ
あ
れ
ば
天
下
ニ
之
を
愛
る
能

は
ざ
る
も
の
一
人
も
あ
る
な
し
。

「
一
柳
は
援
な
れ
ば
奔
す
る
者
も
ま
た
援
と
債
を
も
て
之
を
奔
す
べ
き

ffc 

也
」
約
仰
四
の
二
十
四
、

「
道
は
爾
K
近
く
閣
の
口
ニ
あ
り
闘
の
心
ニ
あ
り
と
是
れ
即
ち
我
蹄
聞
が

日

宣
る
所
の
信
仰
の
道
な
り
」
ロ

1
7
書
十
の
八

「
反
て
隠
ニ
ユ
ダ
ヤ
人
た
る
者
は
貨
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
り
又
制
越
は
霊

在
て
儀
文
ニ
在
ら
ず
心
の
劉
植
は
民
な
り
其
替
は
人
ニ
由
ず
一柳
-
一
由
る

也
」
ロ

1
7
二
の
二
十
九
せ
っ

「乞
食
ラ
ザ
ロ
ト
富
人
の
例
ヲ
硯
ヨ
」
ル

カ
侍
十
六
の
十
九
|一一一
十

一

「税
吏
ト
パ
リ
サ
イ
人
ヲ
硯
ヨ
」
路
加
十
八
の
九
1

十
四

「此
人

ハ
罪
あ
る
人
に
接
り
て
共
-
一
食
せ
り
一五
々
」
路
加
十
五
章

「主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
の
道
を
守
ら
ん
ニ
は
人
を
偏
視
る
ζ

と

勿
れ
」
雅
各
二
一
章
一

九

柳
川
人
の
肉
惣
之
向
上
の
行
を
取
り
玉
フ
ニ
あ
ら
ず
。
只
心
の
思
を
取

り
た
ま
ふ
故
、
如
何
な
る
人
も
更
ニ
ヘ
ダ
テ
な
く
救
わ
れ
ヘ
ダ
テ
な
く

輿
の
卒
安
民
の
光
慰
と
ふ
削
ち
満
足
を
得
る
な
り
。
故
ニ
富
人
も
会
人

(
徴
役
人
)

も
病
人
も
健
人
も
皐
者
も
無
感
者
も
罪
人
も
無
罪
人
も
幼
者
も
老
人
も

'Kも
男
も
小
児
も
大
人
も
主
人
も
僕
も
自
主
も
奴
隷
も
等
し
く
此
の一繭

呈
回
ニ
興
る
い
事
を
得
る
也
。
如
何
と
な
れ
ば
肉
惚
上
向
の
儀
式
を
守
て
数

は
る
L

ニ
あ
ら
ず
。
只
径
の
恩
ニ
よ
り
て
救
は
る
れ
ば
也
。
卸
ち
心
の

信
仰

ニ
よ
り
救
わ
る
L

也
。
一
脚
ρ

人
を
儒
観
し
た
ま
は
ら
ざ
れ
ば
、
如

何
な
る
加
熱
与
な
る
人
ニ
も
小
児
ニ
も
貧
人
ニ
も
賎
き
人
ニ
も
円
以
民
き
駿
一

盛
を
た
ま
ひ
、
キ
リ
ス
ト
の
質
胤
を
た
ま
へ
ば
也
。

又
た
と
へ
貧
し
く
て
餓
死
る
も
一
生
病
な
る
も
一
生
鎖
ニ
撃
る
L

も

439 

生
乞
食
な
る
も
吾
僚
の
蜜
-
一
は
更
ニ
統
と
な
ら
ず
蓄
と
な
ら
ず
。
故
ニ



如
何
な
る
人
も
銀
を
全
す
る
明
を
得
可
き
な
り
。
卸
ち
一
仰
は
否
鰍
聞
が
肉

惚
ニ
は
如
何
な
る
有
様
を
愛
る
と
も
、
援
を
重
し
肉
胞
は
千
獲
高
化
し

如
何
な
る
誘
来
る
と
も
認
を
守
る
ポ
を
求
め
た
ま
ふ
な
り
。
故
ニ
五
口
傍

人
の
肉
惚
の
有
篠
山
ち
人
の
借
金
や
智
や
貧
富
や
行
や
性
質
や
形
-
一
闘

し
て
失
望
す
る
官
な
く
如
何
な
る
有
様
-
一
あ
る
人
一
一
も
一
踊
蓄
を
侍
ふ
可

し
。
ま
た
如
何
な
る
人
も
救
は
る
L

の
熱
心
の
信
仰
を
も
て
働
く
可
き

也故
ニ
入
信
者
ニ
な
れ
ば
と
て
上
向
削
ち
肉
胞
の
有
段
獲
ず
る
ニ
あ
ら
さ

れ
ば
、
知
れ
が
た
し
と
雌
ど
も
、
彼
の
獲
し
い
世
ハ
心
の
内
ニ
あ
り
。
一
柳

ハ
之
を
知
り
た
ま
ふ
な
り
。

又
書
簡
人
を
導
く
ニ
人
の
上
向
よ
り
獲
ん
と
試
む
る
勿
れ
。
削
ち
内
心

よ
り
導
き
悔
改
め
し
む
べ
し
。
一
仰
の
図
ハ
心
の
内
の
係
改
め
信
仰
、
仁

紫
、
喜
雄
末
、
温
柔
、
操
節
、
苦
良
と
ふ
也
。
外
ニ
援
す
る
も
の
ニ
あ
ら

ず
。
只
紳
ト
己
の
本
心
ニ
よ
く
穎
は
る
L

も
の
な
り
。

O
幼
心
を
以
て
愛
け
よ

集
り
ニ
行
く
と
き
教
師
牧
師
ニ
途
ふ
時
リ
パ
イ
パ
ル
ノ
時
人
を
教
へ
ン

ト
シ
人
ニ
輿

へ
ん
と
欲
し
て
行
く
勿
れ
。
先
づ
榊
よ
り
恵

-一
興
ら
ん
と

し
て
行
く
可
し
。
謙
遜
し
て
行
く
可
し
。
其
他
紳
よ
り
出
て
た
る
事
多

け
れ
ば
悦
ん
で
愛
く
可
し
。
厄
む
勿
れ
。
叉
如
何
な
る
賎
し
き
兄
弟
姉

妹
ニ
て
も
吾
(
一
字
不
明
)
来
ら
ば
榊
の
子
供
天
の
使
と
し
て
愛
く
可

し
。
ア
プ
ラ
ハ
ム
ハ
知
ら
ず
し
て
天
使
を
遇
せ
り
。
凡
て
信
者
ハ
紳
よ
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り
選
ば
れ
命
ぜ
ら
れ
し
事
あ
れ
ば
、
一
脚
其
人
を
吾
一
一
這
し
た
ま
ふ
ハ
或

ハ
五
口
を
鐙
せ
ん
と
の
榊
の
使
あ
り
。
或
ハ
五
口
よ
り
盆
を
受
け
し
め
ん
と

て
出
し
た
ま
ふ
市
中
あ
り
。
恨
ん
で
一
脚
ニ
逆
ふ
も
の
と
な
る
事
勿
れ
。
一
柳

ハ
ア
ナ
ニ
ヤ
ヲ
サ
ウ
ロ
ニ
澄
し
給
ひ
し
事
あ
り
。
ま
た
ピ
リ
ホ
を
侍
道

せ
し
め
し
官
官
あ
り
。
ま
た
其
仲
道
地
-
一
・
ヘ
テ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
を
聖
径
を
愛

け
ん
潟
に
信
者
の
上
ニ
妓
手
せ
し
め
ん
篤
治
せ
し
事
あ
り
。
信
者
ハ

各
々
一
柳
よ
り
選
ば
れ
し
一
脚
の
使
な
り
。

O
己
を
忘
れ
て
只
天
地
の
巧
色
1

耳
目
聞
を
望
む
可
し
。

五
口
が
其
働
手
ニ
な
ら
ざ
る
も
誰
ニ
て
も
榊
人
を
選
び
た
ま
ひ
て
ム
!
日
7

1
氏
の
如
く
働
く
人
起
り
或
ハ
リ
パ
イ
パ
ル
ア
リ
テ
日
本
全
園
の
民
救

は
る
ι

土
佐
喜
と
す
可
し
。
ま
た
人
々
信
-
一
進
み
普
を
篤
し
互
ニ
相
愛
す

る
ニ
至
ら
ば
、
ま
た
人
々
キ
リ
ス
ト
の
名
の
篤
に
よ
く
働
く
ニ
至
ら

ば
、
た
と
へ
吾
ニ
係
な
し
と
錐
ど
も
之
を
悦
び
、
感
謝
し
、
満
足
す
可

し
。
即
ち
全
く
己
を
忘
れ
榊
の
栄
と
人
々
の
救
を
望
む
可
し
。

O
制
-
一
忠
信
な
る
可
し

「
家
宰
ニ
求
む
る
所
は
其
忠
信
な
ら
ん
事
な
り
」宵可
林
多
前
回
の

「
唯
乙
れ
ニ
入
る
者
は
我
天
に
在
す
父
の
旨
ニ
遵
ふ
も
の
而
己
也
」
馬

太
七
の
二
十
一

「
善
か
つ
忠
な
る
僕
ぞ
爾
寡
な
る
事
に
忠
な
り
我
爾
一
一
多
の
も
の
を
督



(
潟
太
伸
二
五
の
=一
)

ら
せ
ん
」
馬
太
政
五
一章
十
四

』
三
十

己
の
意
を
成
ん
と
て
力
を
盆
す
と
も
忠
な
る
僕
ニ
あ
ら
ず
。
一
脚
の
聖
旨

ニ
通
ひ
一
柳
の
御
旨
を
成
さ
ん
と
て
附
み
力
を
盆
さ
ば
、

一柳
一
一
忠
な
る
も

の
な
り
。
故
ニ
汝
ハ
榊
の
僕
な
れ
ば
常
ニ
榊
ニ
事
へ
榊
の
悦
ピ
玉
フ
所

を
銭
さ
ん
と
hμ
を
盤
す
可
し
。

O
常
ニ
榊
と
借
に
居
ク
刑
を
硯
一
酬
の
御
心
を
知
れ
よ

吾
傍
師
同
道
す
る
ハ
己
の
意
を
述
ぶ
る
ニ
あ
ら
ず
。一
柳
の
聖
旨
を
宣
る
も

の
な
れ
ば
、
常
ニ
一
仰
を
硯
て
耐
の
御
心
を
識
り
之
を
宣
ぶ
る
事
を
務
め

よ

O
一柳
天
よ
り
地
上
の
人
心
を
親
た
ま
ふ

付
制
ハ
第

一
人
心
の
罪
ト
必
卜
汚
を
明
ニ
見
た
ま
ひ
、
聖
旨
を
傷
め
憂

し
め
之
を
怒
り
た
ま
ふ
な
り
。

け
其
永
遠
の
刑
問
卜
陪
卜
ナ
ヤ
メ
ル
ヲ
憐
み
た
ま
ひ
、
御
子
イ
エ
ス
キ

リ
ス
ト
を
降
し
た
ま
ひ
、
一
陥
を
締
し
迷
へ
る
も
の
を
v場
き
非
を
悔
改

め
し
め
、
か
つ
十
字
架
-
一
死
し
高
民
の
罪
を
悶
ひ
た
ま
へ
り
。

同
聖
書
を
降
し
た
ま
ふ
て
人
心
と
雫
ひ
た
ま
ふ
也
。
是
れ
一
紳
の
熱
心
の

愛
な
り
。

言己

O
説
教
は
一
例
の
聖
旨
を
数
ゆ
る
也

放
ニ
今
は
接
一
例
の
人
民

-一
封
し
思
ひ
た
ま
ふ
引
を
型
m
m
-
一
感
じ
て
立
ぶ

円

る
事
な
り
。

九
月
十
九
日

O
昨
十
八
日
夜
ハ
警
wmm
隣
ニ
於
て
路
傍
設
教
を
篤
す
。
騒
然
大
凡
百
多
謹

せ
り
。
一
柳
の
御
前
明
ニ
由
り
数
名
の
人
々
一
諮
る
道
ニ

心
を
注
げ
り

O
A一
品
夜
別
宴
青
木
土
肥
の
篤
切
-
一
新
り
し
が
、
一
脚
ハ
析
を
聞
き
た
ま
ひ
、

夜
中

一
時
頃
二
人
余
の
宅
ニ
来
り
、
共
ニ
祈
り
共
-
尋
問
り
青
木
兄
信
復

興
を
得
た
り
。

O
「汝
ら
ハ
牧
穫
ス
dv

モ
ノ
箆
を
漁
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
(
悔
改
ト
信

仰
の
決
心
ヲ
猶
殻
せ
し
む
る
勿
れ
)

「牧
者
な
き
羊
の
如
く
衆
人
な
や
み
叉
流
離
ニ
な
り
し
故
ニ
之
を
見
て

慨
み
た
ま
ふ
其
時
弟
子
等
-
一
日
給
ひ
け
る
は
牧
稼
は
多
く
工
人
は
少
し

故
ニ
其
稼
主
一
一
℃
人
を
牧
稼
場
-
一
法
ら
ん
事
を
願
ふ
可
し
」
馬
太
九
の

六
。
三
八

「
目
を
穆
げ
て
見
よ
は
や
聞
は
熟
て
穫
時
-
一
な
れ
り
槌
者
は
其
工
銭
を

安
け
て
永
生
に
至
る
べ
き
貨
を
積
む
斯
て
播
者
と
穫
者
と
問
ニ
喜
ば

ん
」
ヨ
ハ
ネ
四
の
三
十
五
(
と
三
十
六
)

「・
ヘ
テ
ロ
ノ
説
教
後
人
々
心
刺
る
L

如
く
な
り
何
を
篤
す
可
き
ゃ
と
問

ひ
然
る
時
・ヘ
テ
ロ
ハ
一
脚
の
約
束
キ
リ

ス
ト
の
名
を
信
ず
る
事
を
篤
し
か

つ
多
言
を
も
て
動
け
る
は
ζ

の
邪
な
る
世
よ
り
救
出
さ
れ
よ
と
一行
ひ
し

(マ
L

A

)

二
倍
ニ

一一一
千
人
決
心
し
て
バ
プ
テ
ス
マ
ヲ
愛
け
た
り
是
れ
刈
入
ナ
リ
」
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「叉
・ヘ
テ
ロ
披
者
愈
さ
れ
し
時
も
聖
誕
ニ
満
さ
れ
人
心
ト
宰
ひ
終
ニ
其



時
も
五
千
人
を
刈
入
れ
た
り
」

「
叉
ペ
テ
ロ
コ
チ
ネ
リ
ラ
ニ
澄
さ
れ
し
時
も
直
ニ
刈
入
れ
た
り
」
直
-

バ
プ
テ
ス
マ
を
施
し
た
り

「
ポ
l
ロ
も
常
ニ
道
を
語
り
信
、
せ
し
も
の
ニ
は
直
ニ
バ
プ
テ
ス
マ
を
施

し
信
ぜ
ざ
る
も
の
円
足
の
塵
を
梯
ふ
て
去
れ
り
」

「
バ
プ
テ
ス
マ
の

ヨ
ハ
不
も
説
教
し
て
侮
改
む
る
者
ニ

バ
プ
テ
ス
マ
を

施
せ
り

故
ニ
汝
説
教
ス
ル
時

二
也
ニ
質
ヲ
望
ン
テ
創
ち
其
設
ヲ
以
テ
貨
を
刈
入

ル
決
心
ヲ
以
テ
侍
道
し
設
教
す
可
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
空
を
撃
つ
も
の
と

な
ら
ん
。
即
ち
聖
霊
ニ
勝
ち
其
人
の
肉
と
宰
ひ
短
を
し
て
勝
た
し
む
可

し叉
説
教
後
其
人
々
感
ぜ
し
な
ら
ば
、
其
場
デ
其
時
其
夜
直
ニ
悔
改
む
る

決
心
を
潟
さ
し
む
可
し
。
五
口
れ
己
の
経
験
ニ
テ
モ
心
ニ
罪
あ
ら
ば
、
必

す
聖
蜜
の
聾
あ
り
。
悔
改
め
よ
と
問
ま
た
J
W
H

ニ
立
あ
り
。
此
時
心
を
他

ニ
ょ
せ
悔
改
を
猶
致
せ
は
聖
援
を
消
し
て
危
し
。
A
ホ
ハ
必
ス
其
時
悔
改

め
ざ
れ
ば
他
の
事
を
筋
す
を
得
ず
。
叉
或
は
心
ニ
疑
あ
ら
ば
之
を
解
く

ま
で
ハ
{
安
心
す
る
を
得
ず
。
即
ち
毎
時
毎
夜
毎
日
此
決
心
-
一
由
て
信
を

保
ち
行
を
保
ち
安
を
保
つ
な
り
。
然
れ
ば
衆
の
L
八
々
も
心
一
一
員
理
を
知

る
事
信
ず
る
事
従
ふ
事
を
決
心
す
る
ニ
猶
復
す
る
勿
れ
。
今
直
ニ
せ

よ
。
然
ら
ざ
れ
ば
後
ニ
至
て
ハ
必
ず
出
来
る
も
の
ニ
あ
ら
ざ
る
也
。
如

何
と
な
れ
ば
共
時
ハ
心
ニ
光
あ
り
。
邸
一一市
民
の
御
助
卜
宰
あ
り
。
然
れ
ど
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も
共
光
を
消
し
聖
怒
ニ
土
産
り
却
て
位
の
恩
心
を
満
し
必
-
施
彼
を
娩
す
る

時
、
悔
改
め
ら
る
ふ
必
理
な
し
。
民
ニ
人
の
悔
改
む
る
は
型
盤
の
御
助

一
よ
る
事
な
れ
は
、
説
教
を
聞
き
禦
鐙
の
宰
あ
る
時
或
ハ

祈
持
の
時
忠
一

定
ニ
御
導
あ
る
時
飢
ち
其
援
を
聞
く
時
心
を
剛
ニ
す
る
勿
れ
。
其
時
直

ニ
悔
改
め
よ
。
決
心
せ
よ
。
其
時
人
を
俸
る
高
慢
心
あ
る
乎
。

後
ニ
至
ら
は
、
尤
も
多
あ
ら
ん
。
人
ニ
己
の
罪
を
認
め
る
を
恥
る
乎
。

後
ニ

一主
り
其
人
の
前
を
離
る
れ
ば
前
ニ
増
し
て
其
心
長
ぜ
ん
。
併
し
今

人
々
の
前
ニ
心
繁
雑
し
て
己
の
罪
を
考
へ
酬
の
民
理
を
考
る
能
は
ざ
る

故
、
此
躍
を
退
き
考
へ
直
ニ
決
心
せ
ん
と
す
る
乎
。
然
ら
ば
一史
ニ
…
世
の

思
を
心
ニ
起
す
弔
勿
く
他
事
-
一
移
る
事
な
く
直

ニ
一柳
の
前
-
一
一行
き
決
心

せ
よ
。
削
ち
是
れ
直
ニ
決
心
す
る
の
決
心
也
。

「
是
故
ニ
聖
涯
の
云
る
如
く
せ
よ
爾
曹
も
し
今
日
其
殺
を
聴
ば
野
-
一
在

り
て
主
を
試
み
た
る
日
そ
の
怒
を
惹
し
時
の
如
く
繍
曹
心
を
剛
慢
に
す

る
勿
れ
」
希
伯
来
三
の
七
と
八

創
ち
本
心
ニ
聖
径
の
授
を
聞
く
時
ρ
直
ニ

之

-
一
従
ふ
可
し
。

O
聖
癒
を
憶
す
勿
れ

汝
ら
聖
観
ニ
由
テ
良
心
の
百
あ
る
ニ
之
を
限
れ
ず
、
或
ハ
憂
起
ら
ん
す

る
ニ
俗
説
口を
飾
り
之
を
蔽
ひ
な
と
す
る
勿
れ
。
是
れ
聖
蜜
ニ
逆
ひ
他
地
す

の
罪
ナ
リ
。



「
な
ん
ぢ
ら
苦
め
哀
め
突
な
ん
ぢ
ら
の
笑
を
表
出
入
に
易
へ
よ
爾
曹
の
徽

繁
を
憂
ニ
田
知
へ
よ
」
雅
各
回
一
章
の
九
節

O
ポ

l
ロ
の
愛
心
の
有
る
庭

「我
い
よ
/
¥
爾
習
を
愛
す
れ
ば
愈
々
鯛
習
に
愛
せ
ら
れ
ず
然
れ
と
欣

ひ
て
爾
曹
の
媛
魂
の
震
に
財
を
費
し
身
を
設
す
可
し
」
司
林
後
十
二
の

十
五「

わ
れ
ら
の
固
定
な
る
事
を
彰
は
さ
ん
と
す
る
ニ
あ
ら
ず
我
僚
棄
ら
る
L

者
の
如
く
見
る
と
も
爾
習
が
善
を
行
は
ん
と
と
を
願
ふ
也
」
野
林
後
十

三
の
七

「
わ
れ
ら
弱
く
し
て
関
前
回
強
き
と
き
は
我
喜
ぶ
我
僚
願
ふ
所
は
爾
曹
の

Q
J
 

全
な
ら
ん
事
也
」
寓
林
後
十
U

「敗
る
篤
ニ
あ
ら
ず
建
る
潟

K
賜
ひ
し
も
の
」

(寄
林
多
後
書
)
十
三

σコ
十「

わ
れ
紳
の
熱
心
の
如
き
熱
心
を
も
て
伺
曹
を
念
ふ
孜
な
ん
ぢ
ら
を

一

(
奇
林
多
後
書
十

一
の
一一
)

人
の
夫
に
帥
判
定
せ
り
」

「乳
母
そ
の
赤
子
を
育
ふ
如
く
我
傍
な
ん
ち
ら
の
中
一
一
在
て
柔
和
二
よ

り
如
是
倒
曹
を
慕
ひ
て
第
二一
柳
の
一蹴一
旦聞
の
み
な
ら
ず
己
の
生
命
を
も
爾

ge 

ら
ニ
輿
ん
こ
と
を
喜
べ
り
是
れ
爾
ら
は
孜
が
愛
す
る
者
な
れ
ば
也
」
帖

撒
前
書
二
の
七
と
八

FI 

O
信
仰

ニ
居
れ

「例
の
信
仰
絶
ヱ
ザ
ん
や
う
爾
の
篤
に
祈
れ
り
倒
防
へ
ら
ん
時
其
兄
弟

を
堅
せ
よ
」
路
廿
二
の
三
二

一司 一寸 一、
1言 我我
あ隣傍
らを信
ば'し仰
山 てニ
を世由
もニて
修勝義
すしと
ζ たせ
とむら
をるれ
得もた
るのり
ー也(は 」

」マ我ロ
ム傍 | 

がマ
l言五
也(の

故
二
信
仰
せ
ず
し
て
行
を
改
む
る
事
能
は
ず
。
叉
信
仰
し
て
後
信
仰
弱

り
て
行
を
保
つ
ζ

と
能
は
ず
。
即
ち
一
柳
ト
イ
エ
ス
ト
聖
震
と
一
柳
の
言
葉

ト
良
心
ヲ
信
ず
る
信
仰
な
り
。
人
の
顕
き
悪
き
行
の
初
ま
る
は
一
仰
を
疑

ひ
聖
怒
を
疑
ひ
一
柳
の
言
葉
を
疑
ふ
よ
り
初
る
な
り
。

卸
ち
思
ヲ
篤
す
は

一
脚
の
民
濯
を
疑
ふ
故
聖
援
の
繋
を
疑
ふ
故
良
心

ニ
背
く
も
の
な
り
。
ペ

テ
ロ
ノ
蹟
も
ア
ダ
ム
イ
プ
の
罪
K
陥
り
し
も
榊
と
榊
の
言
葉
を
疑
ひ
窓

魔
の
言
葉
信
ぜ
し
ニ
よ
る
な
り
。
是
活
き
た
る
信
仰
也
。
創
ち
行
あ
る

信
仰
な
り
。

O
愛

愛
は
凡
て
の
基
礎
と
な
る
可
き
も
の
也
。
債
の
愛
を
も
て
兄
弟
を
母
く

可
し
。
卸
ち
人
の
弱
を
憐
む
の
情
深
か
る
可
し
。

O
一
柳
を
剃
せ
。

道
を
語
る
も
人
を
働
む
る
も
仰
の
道
と
し
、
人
の
犯
す
罪
も
脚
ニ
逆
フ

罪
ト
ン
、
恐
モ
一
柳
ヲ
恐
ル

L

憾
と
し
、
全
く
一
柳
ニ
従
ひ
一柳
ニ
従
ふ
綴
篤
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す
可
し
。
人
ニ
鉛
し
て
篤
す
可
ら
ず
。



O
榊
の
御
企
ハ
人
之
を
知
る
能
は
ず

五
口
傍
山
同
道
す
る
ニ
斯
篠
-
一
悔
改
め
し
め
ん
、
或
ハ
か
よ
ふ
ニ
叫
掛
か
ん
、

か
よ
ふ
ニ
働
か
せ
ん
と
思
ふ
て
其
人
の
局
ニ
働
く
ハ
是
れ
人
の
企
也
。

又
か
よ
ふ
-
一
体
道
せ
ん
と
か
ケ
様
ニ
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
興
さ
ん
と
か
日
正
れ

人
の
企
な
り
。

一
柳
ハ
人
間
の
企
を
成
就
し
た
ま
ふ
ニ
あ
ら
ず
。
一脚
ハ
永
溢
初
よ
り
定
め

た
ま
ふ
己
の
皇
道
を
も
て
、
企
て
た
ま
ふ
事
御
自
分
の
道
を
も
て
遂
げ

た
ま
ふ
な
り
。
而
し
人
ハ
明
日
の
事
を
知
ら
ず
。
即
ち
先
の
事
を
更
々

知
ら
ず
。
只
一
柳
よ
り
一不
さ
れ
た
る
事
の
み
識
り
得
る
の
み
。

故
ニ
諸
事
働
く
ニ
後
の
事
を
定
む
可
ら
ず
。
只
信
仰
を
も
て
榊
の
導
ニ

従
ふ
可
し
。
削
ち
紳
の
火
の
柱
援
の
佐
を
見
て
進
む
べ
し
。
明
日
の
事

一
時
先
の
事
ハ
知
ら
ず
。

nハ
信
じ
て
潟
す
べ
し
。
信
じ
て
祈
る
可
し
。

一脚
ハ
針
谷
も
数
曾
も
興
し
た
ま
ふ
べ
し
。

山
本
も
悔
改
め
し
た
ま
ふ
ベ

し
。
監
獄
庭
ニ
も
光
を
あ
た
へ
其
中
の
者
を
選
び
栄
を
顕
し
た
ま
ふ
ベ

し
。
併
し
其
遵
を
知
る
能
は
ず
。
只
信
じ
て
置
付
す
ベ
し
。
故
-
一
其
方
法

ニ
付
て
思
煩
ふ
事
勿
れ
。
故
-
一
自
ら
↑
刀
法
を
作
る
勿
れ
。
信
じ
て
榊
ニ

任
す
べ
し
。
如
何
な
る
事
起
る
も
紳

ニ
任
す
べ
し
。

只
汝
ハ

常

二
日
々
時
一々
脚
の
命
-
一
従
フ
ベ
し
。
紳
の
導
ニ
従
ふ
ベ

し
。

神
の
聾
ニ
従
ふ
可
し
。
汝
ハ
主
ニ
あ
ら
ず
。
僕
な
り
。
僕
ハ
自
ら
企
て

人
を
指
間
押
す
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
只
主
-
一
事
る
も
の
也
。
十
二
使
徒
の

時
も
後
の
事
ハ
知
ら
ざ
り
し
。

χ
北
円
ア
ブ
ラ

ハ
ム
モ
モ

l
ゼ
モ
亦
然
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り
。
故
ニ
汝
咋
日
ヨ
リ
今
H
ま
で
の
い
引
を
考
へ
硯
よ
。
汝
企
ヲ
思
ひ
し

事
ト
仁
」
の
篤
し
た
ま
ひ
し
恒
ハ
如
何
ニ
相
違
せ
し
ゃ
。

九
月
二
十
一
日

説
教
す
る
時
働
く
時
己
を
全
く
空
く
し
て
聖
窓
ニ
糊
さ
れ
て
篤
す
可

し。常
ニ
己
を
忘
れ
て
耐
を
白
ヱ
テ
何
事
も
篤
す
可
し
。

O
愛

「何
事
よ
り
も
先
互
一
一
篤
く
相
愛
す
る
事
を
す
可
し
蒸
愛
は
多
の
罪
を

掩
ば
な
り
」
彼
旬
削
四
草
八
せ
っ
。

敬
フ
ベ
シ
。
従
フ
ベ
シ
。
顧
み
る
べ
し
。
柔
和
ニ
す
べ
し
。
人
の
径
を

社
る
べ
し
。
忍
ふ
ベ
し
。
す
L

む
べ
し
。

O
信
仰

ニ
テ
モ
己
の
第
二
テ
モ
自
ら
言
願
さ
し
む
る
事
肝
要
な
ら

ん。(
a
，ι
一一)

「
イ
エ

ス
ペ
テ
ロ
ニ
白
け
る
ハ
我
に
従
へ
孜
汝
を
人
を
漁
す
る
者
と
矯

さ
ん
」
馬
太
四
の
十
九

「爾
曹
わ
れ
に
何
を
篤
ら
ん
と
願
ふ
や
」
附
ば
一一一
士
一

「イ
エ
ス
誰
か
吾
衣
ニ
鰯
リ

y
ト
ラ
口
ひ
女
ノ
信
ヲ
、
一日
一
瓢
さ
し
た
ま

へ

り
'-



「人
々
兄
弟
よ
我
憐
ハ
何
を
鴛
ベ
き
やし」

使
二
ノ
三
十
七

O
キ
リ
ス
ト
と
借
ニ
居
ル
事

「我
鍬
阿
川
父
及
、
ヒ
其
子
イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
と
同
心
也
。
我
傍
ζ

の
文
書

を
か
き
贈
り
て
爾
曹
の
喜
繁
を
充
し
め
ん
と
す
」

キ
リ

ス
ト
ニ
祈
り
キ
リ

ス
ト
ノ
誠
ヲ
守
り
キ
リ
ス
ト
の
殻
ニ
従
ひ
を

ら
ば
、
我
憐
イ
エ
ス
ト
借
ナ
リ
。
イ
エ
ス
ト
借
ナ
ル
程
俊
ハ
ナ
キ
ナ

リ
。
人
間
卜
借
ナ
ル
ヨ
リ
イ

エ
ス

ト
借
ナ
ル
方
大
ニ
喜
祭
ア
リ
。
故

熱
心
ナ
ル
聖
霊
ト
借
ニ
ア
ル
信
者
ト
共
ニ
居
ル
程
喜
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。

世
界
前
向
民
ζ

の
一服
一音
を
信
じ
互
ニ
兄
弟
と
な
り
ミ
ナ
聖
霊
の
御
交
を

得
は
、
凡
て
民
の
兄
弟
姉
妹
と
な
り
質
ニ

一一一口
ふ
可
ら
ざ
る
喜
あ
ら
ん
。

O
今
夜
ハ
聴
衆
百
除
名
賀

ニ
謎
防
相
せ
り
。

九
月
二
十
二
日

O
説
教

ス
ル
ト
キ
榊
ノ
前

ニ
立
テ
一
柳
ノ
聖
霊
-
一
感
じ
て
宣
る
事
あ
れ
ば
、

口
ニ
一柳
の
言
葉
を
諮
る
時
心
ニ
常
-
一
一
例
ヲ
究
ヱ
、
一
柳
を
敬
ひ一
柳
-
一
聞
か

ざ
る
可
ら
ず
。
即
ち
全
く
人
の
情
を
忘
れ
一
柳
ノ
事
を
思
ひ
一
柳
ニ
在
て
言

ふ
可
き
な
り
。

fte 

「我
傍
お
低
く
の
人
の
如
く一
脚
の
道
を
混
飢
せ
ず
創
ち
誠
ニ
よ
り
一脚
ニ

よ

P紳
の
前
に
キ
リ
ス
ト
ニ
在
て
言
ふ
也
」
鯨
ノ
げ

創
ち
説
教
ハ
紳
ニ
問
キ
人
ニ
諮
る
な
り
。

H 

殊
ニ
祈
祷
の
時
ハ
全
く
人
を
忘
れ
己
を
忘
れ
只
榊
を
白
ヱ
テ
一
柳
ニ
祈
る

可
し
。
是
れ
全
く
一
柳
ニ
告
け
紳
ニ
求
め
紳
-
一
言
ふ
事
な
れ
ば
也
。

O
恕
魔
ノ
一一
一
口
を
信
ず
る
勿
れ

刊
か
踏
の
働
ト
策
略

ハ
兄
弟
の
問
ニ
疑
を
起
さ
し
め
之
を
離
別
せ
し
め
ん

と
す
る
也
。
又
キ
リ
ス
ト
と
吾
僚
の
聞
を
離
れ
し
め
ん
と
働
く
も
の

也
。
彼
の
木
嶋
が
針
谷
親
子
の
聞
を
離
さ
ん
と
働
き
、
ま
た
琳
-
一
遠
ら

せ
ん
と
種
々
の
企
ト
智
を
廻
し
、
叉
熱
心
ニ
働
く
が
如
し
。
其
言
フ
言

葉
ハ
皆
な
偽
ニ
シ
テ
只
互
ニ
別
た
ん
篤
ニ

言
ふ
も
の
な
り
。
故
-
一
其
言

を
信
ず
る
勿
れ
。
忠
魔
の
言
ハ
常
一
一
耳
ニ
来
ル
モ
信
ず
る
勿
れ
。
従
ふ

勿
れ
。
兄
弟
ノ
相
別
れ
愛
を
傷
ふ
ハ
悉
く
悪
魔
の
導
ニ
よ
る
も
の
な

り
、
聖
市
銀
ハ
之
-
一
勝
ち
高
民
を
引
ひ
て
父
と
和
し
め

一
惚
と
な
し
給
ふ

な
り
。

「一
例
の
選
た
る
者
を
訟
ん
者
ハ
誰
ぞ
や
(
乙
の
問
中
略
あ
り
)
罪
を
定
る

者
ハ
設
ぞ
や
(
乙
の
問
中
時
あ
り
)
キ
リ
ス

ト
の
愛
よ
り
我
傍
を
絶
ら
せ

ん
者
は
誰
ぞ
や
慰
難
乎
或
ハ
困
苦
か
迫
害
乎
飢
餓
か
裸
刷
版
乎
危
険
乎
万

剣
な
る
乎
是
れ
わ
れ
ら
終
日
爾
の
篤
に
死
に
付
さ
れ
屠
ら
れ
ん
と
す
る

羊
の
如
く
せ
ら
る

ム
也
と
録
さ
れ
た
る
が
如
し
然
れ
ど
も
我
僚
を
愛
め

る
者
ニ
頼
す
べ
て
此
等
の
事
ニ
勝
得
て
絵
あ
り
そ
は
或
ハ
死
或
ハ
生
あ

る
ひ
は
天
使
或
ハ
執
政
あ
る
ひ
ハ
有
能
あ
る
ひ
ρ
今
あ
る
者
或
ハ
後
あ

ら
ん
者
或
川
高
き
或
ハ
深
き
ま
た
他
の
愛
造
物
者
ハ
我
臓
聞
を
我
士
ヱ
イ
エ

ス
キ
リ
ス
ト
に
頼
る
一
脚
の
愛
よ
り
絶
ら
す
る
ニ
能
ざ
る
者
な
る
を
我
は
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信
ぜ
り
」

口
1

7
44
リ
八
哲
三
十
三
|
|
三
十
九

ま
た
出
。
腿
ハ
榊

ヲ
疑

ハ
セ
一岬
の
一口
集
を
疑
は
し
む
る
な
り
。
，
川
領
事

ナ
リ
。O

汝
己
ニ

一
切
を
姶
一ァ
、
イ
エ
ス
ニ
従
ひ
し
ゃ
。

己

切
ヲ
格
一ア
y
な
ら
ば
、
日
放
の
い
上
は
キ
リ

ス
ト
ノ

ミ
汝
ノ
務
ハ
キ

リ
ス
ト

ニ
従
ひ
キ
リ

ス
ト
の
命
を
篤
す
の
外
な
し
。

故

ニ
キ
リ
ス
ト
汝

一職
業
を
務
め
よ
と
命
じ
た
ま
は
メ
キ
リ
ス
ト
ノ
愛
ニ
附
ま
さ
れ
て
篤

す
べ
し
。
キ
リ
ス
ト
食
せ
よ
と
命
じ
た
ま
は

u
食
し
、
衣
よ
と
命
じ
た

ま
は

r
次
、
商
事
キ
リ
ス
ト
ノ
命
ナ
ル
故
ニ
篤
せ
。
間
竿
問
も
亦
タ
然

り
「す
へ
て
信
仰

に
由
て
せ
ざ
る
者
は
罪
也
」

ロ
ー
マ
書
十
四
章一
二
十
三

節
「
日
を
守
る
者
も
主
の
篤

ニ
守
り
日
を
守
ら
さ
る
者
も
主
の
篤
ニ
ん
寸
ら

ず
食
ふ
も
の
も
主
の
篤
に
食
へ
り
我
僚
の
内
己
の
鴛
-
一
一死
る
も
の
な
し

議
わ
れ
ら
生
き
る
も
主
の
篤
に
生
死
る
も
主
の
篤
に
死
乙
の
故
-
一
或
ハ

生
き
或
ハ
死
る
も
我
傍
ハ
主
の
も
の
な
り
」

ロ
ー

マ
十
四
一品一平
中
ヲ
硯

ヨ、

O
五
口
篤
す
-
一
あ
ら
ず
一
紳
の
恵
ナ
リ

み
ロ
を
判
的
ス
モ
人
ヲ
愛
ス
ル
モ
道
ノ
讃
を
矯
ス
モ
働
く
も
己
れ
自
ら
篤

あ
ら
ず
。

一柳
ハ
噂
き
て
其
機
命
田
オ
五
ロニ
輿
へ
ま
た
其
心
卜
力
ヲ
あ
た
へ

た
ま
ふ
ニ
由
テ
出
来
る
な
り
。
モ
l
ゼ
が
一
柳
ニ
忠
を
篤
し
イ
ス
ラ

へ
ん

ノ
矯
め
働
き
か
っ
忍
ビ
ン
モ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
子
イ
サ
ク
ヲ
榊
ニ
奉
げ
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し
も
、
ポ
|
ロ
が
兵
卒
-
一
向
ヒ
語
リ
ン
モ
、
ス
テ
パ
ノ
が
死
ヲ
以
テ
讃

ヲ
立
テ
シ
モ

、
悉
ク
一柳
が
其
人
-
一
其
試
ヲ
輿
へ
其
機
曾
を
興

へ
か
つ
之

一勝

つ
恩
を
輿
へ
潟
さ
し
め
玉
ひ
し
な
り
。
故

三且ロ

ハ
愛
ノ
深
キ
モ
ノ

ニ
な
ら
ん
。
忍
耐
強
キ
モ
ノ
ニ
な
ら
ん
と
思
ふ
も
五
口
れ
篤
る
事
能
は

ず
。
一
脚
輿
へ
玉
フ
ナ
リ
。
故
ニ
只
五
三

心
卜
身
ヲ
紳

-一奉
只
其
命
日
一
従

ひ
行
ひ
な
は
、
か
な
ら
ず
賀
-
一
貴
き
働
な
ら
ん
。
故

ニ
ミ
ナ
榊
ノ
愛
ナ

リ
一
仰
の
働
也
一脚
の
智
ナ
リ
。一
柳
の
栄
な
り
。
故
-
一
一
柳
の
あ
た
へ
た
ま
ふ

機
命
回
ト
能
ヲ
失
フ
コ

卜
勿
れ
。
感
謝
し
て
議
事
を
潟
す
べ

し
。
固
定
れ
汝

の
徳
ナ
リ
。
愛
ナ
リ
。

働
ナ
リ
。
勇
ナ
リ
。

O
我
ハ
積
ゑ
ア
ポ

ロ
ハ
濯
く
(
長
る
も
の
は
一
柳
な
り
)

五
ロ
ら
ハ
種
子
を
蒔
き
耕
し
水
瓶
ぎ
、
之
を
育
つ
る
も
の

ハ
榊
な
り
。
如

是
道
の
侍
る
も
如
是
。
文
一
脚
ハ
如
何

ニ
し
て
育
て
た
ま
ふ
や
、
如
何

し
て
獲
る
や
、
何
故
ニ
種
ト
水
ニ
テ
育
つ
や
、
何
故
繋
ハ
病
を
愈
す

ゃ
、
吾
ら
知
ら
ず
。
ロ
ハ
一
仰
の
能
な
る
を
識
る
の
み
。
如
固
定
一
川
の
御
力
の

働
も
目
ニ

腕
る
を
得
ず
と
難
ト
モ一
柳
の
御
働
ナ
リ
。

一柳
田
ク
「
吾
ナ

リ
」
ト

』巾

F
2島
l
l目
白
ヨ

「我
ハ
自
然
ニ
シ
テ
而
然
ル
者
也
」
出
撲

一一一
ノ
十
四

O
榊
ノ
篤
し
た
ま
ふ
悉
普
ナ
リ



故

ニ
病
ニ

ナ
ル
モ
迫
密
起
る
も
生
命
を
徐
る
事
起
る
も
怒
く
五
口
の
潟

ニ

善
也
。

紳
の
栄
の
篤

-一善
也
。
故

一一首
同
事
感
謝
す
ベ
し
。

O
迫
害
加
る
程
一
柳
ニ
近

ん
L

ノ
リ

ヤ
コ
ブ
子
ヨ
セ
フ
ヲ
愛
せ
し
ニ
よ
り
十

一
人
の
兄
弟
之
ヲ
出
ミ
大
ニ
迫

害
を
加
ヱ

し
が
、
其
時
ヨ
セ
フ
ノ
心
増
々
親
-
一
近
り
。
親
ノ
心
ヨ
セ
フ

ヲ
愛
ス
ル
事
場
し
た
り
。

如
回
定
五
ロ
ら
時

一
愛
せ
ら
る
L

ニ
よ
り
必
魔
之

を
窓
ミ
迫
害
を
加
る
故
、
粉
々
一
柳
を
愛
ス
ル
ζ

と
増
し
、
一柳五
口
ら
を
愛

し
た
ま
ふ
事
ま
す
な
り
。
故
ニ
迫
害
ニ

よ
り
キ
リ

ス
ト
ヨ
リ
雌

ス
能
ハ

ザ
ル
ナ
リ
。

O
均
水
刷

ヨ
リ
山
ズ

丘
口
ヨ
リ
求
メ
テ
聖
霊
ヲ
得
、
五
ロ
ヨ
リ
求
メ
テ
キ
リ
ス

ト
ヲ
得
し
ニ
あ
ら

ず
。
悉
く
一
柳
ヨ
リ
出
y
ナ
リ
。
一刑
五
口
ヲ
ボ
め
し
な
り
。
吾
僚
の
心

-一
起

良
心
ノ
氏
メ
モ
喜
モ
一柳
ヨ
リ
ナ
リ
。
叉
リ
パ
イ
パ
ル
モ
聖
霊
降
る
事

ハ

榊
之
を
初
め
し
な
り
。

X
熱
心
起
る
い
ゆ
信
仰
起
る
事
愛
程
る
事
忍
耐
程

る
事
一
柳
よ
り
な
り
。
故

ニ
自
ら
恩
煩
ふ
勿
れ
。
只
信
仰
を
も
て
一
柳
ニ
仕

ス
ベ
シ
。
故
二
一
抑
止
め
ざ
れ
ば
外
ニ

止
む
る
能
ふ
も
の
な
し
。
何
ト
場
も

~è 

日制
よ
り
降
せ
る
賜
な
り
と
信
ず
ベ
し
。

「
な
ん
ぢ
我
を
選
ば
ず
我
爾
ら
を
選
〆
り
」
約
翰
仰
十
五
の
十
六

円

「
わ
れ
ら
榊
を
愛
す
る
ニ
非
ず
一
脚
わ
れ
ら
を
愛
し
」

「希
伯
来
九
の
十
と
卜

O
一脚
ハ
厳
き
主
人
ニ
あ
ら
ず

吾
傍
各
々
一脚
よ
り
愛
け
し
恵
を
榊
の
命
ニ
従
ひ
全
力
を
哉
さ
ば
、
か
な

り
ず
各
々
忠
信
な
る
僕
と
な
る
可
し
。

川柳

ハ
身

ニ
除
る
事
を
命
じ
た
ま
わ
ず
、
馬
太
侍
廿
五
一一
章
十
四
|
|
三
十

.~ 
スと

O
中
盤
を
救
ふ
の
働
ト
他
の
働
の
相
違

一柳
の
働

ハ
人
の
力
ニ
も
由
ら
ず
朝
日
あ
る
ニ
よ
る
ニ
あ
ら
ず
。
同
学
ん
で
得

ベ
き
ニ
あ
ら
ず
。

力
を
護
す

-
一
よ
る
ニ
あ
ら
ず
。
人
の
企
ニ
あ
ら
ず
。

金
二
あ
ら
ず
。

人
の
性
質
一
一
よ
る
ニ
あ
ら
ず
。
排
-
一
よ
る
ニ
あ
ら
ず。

υハ一柳
の
悠
-
一
由
る
な
り
。

他
の
人
の
侍

ハ
其
人
の
精
一
柳
よ
り
成
り
、
十
二
使
ヤ
ム
!
日ア
l
氏
等
は

一刷
の
壁
一盛
よ
り
即
ち
紳
の
企
ニ
由
て
其
侍
成
れ
る
な
り
。

故

-
一
智
あ
る

人
よ
き
企
を
篤
し
て
道
侍
る

ニ
あ
ら
ず
。
只
心
ヲ
全
く
一
脚
ニ
奉
げ
し
人

ニ
よ
り
て
道
侍
る
な
り
。
よ
く
働
き
或

ハ
よ
く
言
ひ
或
ハ
多
く
シ
ャ
ベ

ル
ニ
由
テ
道
侍
る
ニ

あ
ら
ず
。
信
仰
ニ
よ
り
榊
ニ
忠
信
を
蓋
し
寓
事
紳

ノ
A
叩
ヲ
翁
ス
ニ

由
テ
一
柳
ノ
言
削
ち
聖
霊
の
示
さ
れ
た
る
吾一
口
を
語
る
ニ
道

侍
る
な
り
。
即
ち
信
仰
ニ
白
テ
一柳
よ
り
愛
る
恩
よ
り
起
る
働
ニ
由
て
道

侍
る
可
し
。
故
-
一
其
栄
ハ
一
柳
ニ
隠
す
る
な
り
。
道
ハ
一
柳
-
一
白
テ
侍
る
も
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の
ニ
て
人
の
力
ニ
よ
ら
ざ
る
な
り
。



「一
脚
の
園
ハ

言
一
一
あ
ら
ず
能
ニ
在
れ
ば
な
り
」
寄
林
前
四
の

二
十

震
の
救
の
事
ハ
ミ
ナ
一
岬
よ
り
出
る
な
り
。
北
目
も
今
も
同
ジ
キ
ナ
リ
。

使
徒
侍
ノ
働
其
他
紳
の
園
ハ
今
モ
同
じ

O
常
ニ
人
ニ
待
つ
よ

P刷
-
一
待
つ
夢
百
ニ
大
切
ナ
リ
。

O
人
も
し
生
命
(
天
園
)
を
失
は
正
何
を
以
て
之
ニ
代
へ
ん
や
。
人
の

事
を
恩
ふ
時
は
第
一
英
人
の
霊
魂
を
恩
ふ
ベ
し
。
如
何
ニ
大
切
な
る

ゃ
、
主
耶
蘇
は
其
篤
に
十
字
架
一
一
死
せ
り
。

O
一
柳
よ
り
其
時
ニ
可
言
語
を
愛
け
ば
其
時
い
ふ
可
し
。

一脚
ハ
其
時
-
一
可
言
言
を
あ
た
へ
給
へ
は
其
時
-
一
言
ふ
可
し
。

O
人
ニ
あ
ら
ず
紳
な
り

O
人
心
を
悔
改
め
し
め
或

ハ
感
を
起
さ
し
む
る
も
の
ハ
人
の
言
ニ
あ
ら

ず
。
聖
寂
之
御
能
な
り
。
ま
た
一
柳
ハ
常
三
且
口
傍
と
借
-
一
在
ス
ナ
リ
。
故

ニ
全
く
紳
-
一
任
ス
ベ
し
。
己
を
も
て
何
も
篤
さ
ん
と
試
む
る
勿
れ
。
兄

弟
姉
妹
各
々
榊
よ
り
窓
を
愛
る
事
を
忘
ル
L

勿
れ
。
放
ニ
説
教
ス
ル
-
一

人
ノ
教
ユ
ル
一
言
を
用
ゐ
る
勿
れ
。
聖
護
之
教
へ
た
ま
ふ
事
を
言
へ
。
血

肉
を
思
フ
勿
れ
。
只
榊
ヲ
敬
フ
テ
篤
せ
。
人
の
勧
ヤ
人
ノ
考
ニ
テ
人
ヲ

悔
改
ニ
叩
叫
ん
と
す
る
勿
れ
。
彼
の
聖
霊
-
一
成
立
9
る
時
を
待
つ
可
し
。

O
榊
の
閣
は
一一
一
?
一
あ
ら
ず
能
な
り

故
ニ
集
を
聞
く
も
只
言
集
を
聞
く
篤
ニ
あ
ら
ず
。
紳
よ
り
恵
を
愛
ん
篤

也
。
聖
誕
之
賜
を
愛
ん
篤
也
。
故
ニ
或

ハ
罪
ノ
赦
ヲ
得
心
三
安
ヲ
得
或

ハ
光
を
得
一
柳
の
愛
を
味
ひ
或
ハ
心
ニ
能
を
愛
け
或
ハ
聖
盛
ニ
泌
さ
る
L

篤
也
。
故
ニ
人
之
篤
己
の
篤
析
を
常
ニ
篤
す
可
し
。
人
心
ニ
榊
の
民
理

語
る
は
全
く
聖
盤
之
恵
ナ
リ
榊
の
智
ニ
て
一不
さ
る
可
き
も
の
ニ
あ
ら
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ず
。
全
く
榊
よ
り
出
る
也

九
月
二
十
八
日

O
永
遠
の
生
命

吾
傍
は
永
遠
の
生
命
を
保
つ
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
ζ

の
世
ニ
在
ル
間

ニ
短
く
か
っ
肉
憾
の
衣
服
ハ
直
ニ
腕
ぐ
も
の
な
り
。
故
ニ
己
の
直
ニ
沓

び
朽
る
衣
服
の
事
を
意
と
せ
ず
永
遠
ノ
生
命
を
重
ず
可
し
。

O
悟
ル
ト
ハ
何
乎
。
進
む
と
は
何
乎
。

人
は
各

んぺ
い
其
時
可
潟
市
甲
ア
リ
。
聖
援
の
光
-
一
郎
し
之
を
緋

へ
之
を
篤
さ

ば
必
ス
一
脚
ノ
慎
理
と
・
奥
義
を
悟
る
可
し
、
之
を
導
き
教
ゆ
る
ハ
牧
師
の

任
也
。
も
し
人
紳
の
旨
を
行
ハ

L

紳
よ
り
恵
を
愛
け
目
明
ニ
な
る
可

し
。
人
ハ
一
柳
の
恵
ニ
よ
ら
ざ
れ
ば
民
濯
を
民
ニ
了
解
す
る
能
は
ざ
る

也
。一
肺
あ
る
事
ハ
分
る
故
ニ
紳
-
一
頼
ら
ば
か
な
ら
ず
紳
の
旨
を
知
る
可

し又一
柳
-
一
事
る
と
は
商
事
常

ニ
榊
の
聖
旨
を
緋

へ
之
を
熱
心
-
一
筋
む
る
事

な
り
。
常
-
一
之
を
篤
さ
ば
必
ズ
信
仰
進
む
可
し
。
即
ち
常

ニ
可
行
事
ヲ

知
テ
之
ヲ
行
フ
事
ナ
リ
。
一
脚
の
道
ハ
言
ニ
あ
ら
ず
。

行
ニ
あ
る
な
り
。

ム

!
日ア
|
氏
も
フ
ヰ
ネ
l
氏
も
此
事
を
明
ニ
知
る
人
也
。
人
ハ
行
は
ず



し
て
紳
の
奥
義
を
識
る
事
な
き
な
り
。
幾
何
卸
ち
千
鶴
の
語
を
も
て
人

を
勤
む
る
も
其
人
も
し
行
は
ざ
れ
ば
良
型
の
光
を
見
る
事
能
は
ざ
る
な

り

O
人
の
篤
に
生
命
を
捨
つ

「主
は
我
僚
の
篤
に
生
を
損
た
ま
へ
り
是
ニ
由
て
愛
と
い
ふ
事
を
知
り

た
り
我
鍬
閉
ま
た
兄
弟
の
篤

K
生
を
関
つ
可
し
」
約
許
三
の
十
六

キ
リ
ス

ト
は
我
ら
の
篤
に
生
命
を
憤
テ
五
口
僚
を
救
ひ
た
ま
へ
り
。
我
僚
も
兄
弟

の
篤
-
一
生
命
を
綴
フ
可
し
。
如
何
ニ
し
て
損
ん
や
。
吾
憐
己
の
救
の
篤

ニ
は
必
死
を
設
し
或
は
涙
を
流
し
て
祈
り
し
事
あ
り
。
断
食
せ
し
事
あ

り
。
或
川
眠
ら
ざ
り
と
明
あ
り
。
心
を
傷
め
し
ポ
あ
り
。
議
力
せ
し

ニ

よ
り
救
は
れ
た
り
。
如
是
兄
弟
の
罪
ニ
陥
り
、
或
ハ
弱
を
怜
他
し
其
身

と
な
り
其
筋
ニ
祈
り
攻

ハ
心
を
働
か
し
て
市
川
雌
の
好
策
を
破
り
或
は
断

食
し
て
祈
り
或
ハ
心
に
廷
で
悲
ミ
如
何

-
一
も
し
て
其
人
の
救
の
潟
働
く

可
し
。
其
篤
ニ
は
己
の
端
末
も
捨
て
安
心
も
す
て
苦
も
忍
び
(
一
、
二
字

不
明
)
な
れ
ば
生
命
も
す
て
持
物
も
す
て
全
を
識
す
べ

し
。
是
れ
友
の

潟
ニ
生
命
を
損
す
事
な
り
。
吾
ハ
今
キ
リ
ス
ト
ノ
篤
人
ノ
篤
生
命
を
捨

る
決
心
を
篤
し
た
る
者
な
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
も
て
心
ニ
鎧

き;:1
nぃ

ひ

一
生
人
之
篤
持
病
を
忍
ぶ
決
心
あ
る
可
し
。
尤
も
大
な
る
愛
は
キ
リ

ス
ト
の
如
く
人
の
符
に
十
字
架
ニ
締
る
引
な
り
。

山
ち
人
の
代
り

ニ
断

l司

食
涙
を
流
し
て
祈
り
人
の
代
り
叙
の
道
を
研
究
し
人
の
代
り
ニ
忍
耐

し
、
其
人
よ
り
誘
ら
れ
怒
ま
る
h

と
も
生
命
の
篤
ニ
働
く
は
人
之
篤

十
字
架
ニ
掛
る
事
な
り
。
五
口
幸
を
人
ニ
あ
た
へ
人
の
苦
を
吾
ニ
愛
る
ハ

人
之
篤
十
字
仰木

ニ
か
L

る
事
な
り
。
故
ニ
汝
人
の
篤

-一
死
ぬ
決
心
あ
る

吋
し
。
雌
タ
イ
時
直
ニ

眠
ら
ず
、
人
の
鋳
ニ
析
ル
。
是
れ
人
の
潟
-
一
己

の
生
を
す
つ
る
事
也
。
食
を
食
せ
ん
と
す
人
之
篤
ニ
断
食
す
る
或
ハ
己

の
雄
市
を
鴛
さ
ん
と
す
る
之
を
止
め
て
人
之
篤
ニ

働
く
是
れ
十
字
架
也
。

己
の
食
物
を
人
二
分
つ
。
日
疋
れ
愛
ナ
リ
。
其
他
を
し
て
知
る
可
し
。
人

一
悪
ま
れ
て
も
之
を
忍
び
其
人
の
篤
祈
る

ハ
愛
ナ
リ
。

「爾
ら
の
敵
を
愛
み
繭
ら
を
詞
ふ
者
を
机
し
繭
ら
を
憎
む
者
を
芹
視
し

虐
遇
迫
宮
内
者
の
居
村
K
祈
祷
せ
よ
」
馬
太
五
の
四
十
四

O
試
ハ

人
を
進
む
る
潟
な
り

ア
ダ
ム
イ
ブ
ハ
試
ニ
陥
ち
退
き
た
り
。
ア
プ
ラ
ハ
ム
ハ
試
ニ
勝
ち
て
し人

ニ
伝
仰
進
み
た
り
。
ヨ
ブ
モ
忍
耐
進
、
立
た
り
。
其
他
凡
テ
試
ハ
人
を
進

む
る
も
の
ニ
て
思
き
も
の
ニ
あ
ら
ず
。

「山
川
難
ハ
忍
耐
を
生
じ
忍
耐

ハ
練
達
を
生
じ
練
達
ハ
希
望
を
生
じ
希
望

ハ
主
連
を
来
ら
せ
ざ
る
を
知
る
」

ロ
1
7
誓
五
ノ
三

・
四
・
五

O
人
ハ
聖
即
位
-
一

白
リ
一脚
よ
り
聴
か
ざ
れ
ば
悔
改
む
る
も
の

ニ
あ
ら

ヰ

O

F

，d
 

日
も
人
も
民

ニ一
仰
の
前

ニ
悔
改
め
民
理
-
一
従
ひ
し
は
全
く
一仰
の
聖
一盛
ニ
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山
テ
良
心
ニ
一
脚
の
裂
を
聴
き
し
ニ
よ
る
。



O
信
仰
の
道

人
々
一
川
と
主
イ
エ
ス
と
宅
径
を
識
り
之
を
信
ず
る
程
大
切
な
る
事
ハ
知
県

き
な
り
。
人
ハ
一
例
を
信
ぜ
ば
能
は
さ
る
事
な
き
也
。

O
向
感

人
の
亡
ぶ
る
を
憐
む
の
み
な
ら
ず
、
人
の
良
心
ニ
罪
と
桜
あ
ら
は
、

自〈

を
在
日
心
の
如
く
憐
み
其
篤
ニ
祈
り
働
く
可
し
。

九
月
二
十
九
日

。
説
教
ハ
榊
ノ
聖
旨

Z
貝
プ
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
。
人
ノ
智
ノ
数
ユ
ル
所
ノ
吾一
口

ヲ
川
ヰ
ズ

只
型
湿
の
数

ユ
ル
所
ノ
一言
葉
ヲ
用
ユ
可
シ
。

O
信
仰

只
信
仰
一
一
巾
テ
紋

ハ
ル
と
事
ハ
論
ニ
テ
明
る
能
ハ
ズ
と
雌
ト
モ
、
九
州
ノ

力
ニ
由
テ
愈
ユ
ル
也
。

比

u
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る

ニ
よ
り
て
凡
て
の
病
の
愈
ヱ
シ
如
く
、
今

M
も

日
ハ
E
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
る
に
由
テ
罪
の
病
ハ
凡
テ
愈
サ
ル

h

ナ

リ
。
キ
リ
ス
ト
ヲ
信
ず
る
も
の
ハ
罪
放
さ
れ
心
潔
め
ら
る
L

な
り
。

a
〈

を
愈
し
之
ヲ
紋
フ
モ
ノ
ハ
キ
リ
ス
ト
ノ
能
ナ
リ
。
恵
ナ
リ
。
他
の
者
ハ

之
ヲ
助
ク
ル
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。

O
他
行
ス
ル
信
者
の
篤

ニ
祈
ル
事

他
出
ス
ル
兄
弟
を
常

-一
位
ヱ
と
が
崎
刷
新
リ
又
屡
々
書
欣
を
遣
し
信
仰
を

効
む
る
(
一
宇
不
明
)
事
怠
ル
可
ら
ず
。

O
信
仰

ハ
聞
く
よ
り
出
る
な
り
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「
信
仰

ハ
問
よ
り
い
で
聞
と
乙
ろ
は
耐
の
道
一
一
由
る
な
り
」
ロ

1
7
十

の
十
七

故
ニ
信
仰
一
川
の
道
を
閣
と
主
イ
エ
ス
の
御
働
を
見
る
よ
り
起
る
也
。
五
口

蹄
円
は
其
諸
人
な
り
。

O
民
の
信
仰

人
を
懐
れ
或
ハ
臨
閉
め
ら
れ
或
ハ
人
の
心
を
得
ん
篤
或
ハ
人
間
の
努
力
を

見
或
ハ
人
の
愛
ニ
感
じ
或
ハ
人
の
手
前
ニ
テ
悔
改
メ
或
ハ
信
仰
し
或
ハ

働
き
或
ハ
行
を
正
し
く
す
る
も
買
の
信
仰
ニ
あ
ら
ず
偶
諮
問
な
り
。
民
の

信
仰
川
口
ハ

一
人
ニ
テ
榊
を
敬
ひ
キ
リ
ス
ト
の
愛
ニ
感
じ
己
の
良
心
ニ

テ

刷
ニ
事
へ
ん
人
ハ
民
の
信
者
な
り
。
此
人
ハ
人
の
知
ら
さ
る
庭
の
見
ざ

る
所
-
一
て
紳
ニ
事
る
人
な
り
。

故
ニ
人
を
傘
く
ニ
更
ニ
人
間
の
手
術
を
用
る
勿
れ
、
人
の
闘
係
を
も
て

信
仰
を
守
ら
ん
と
す
る
勿
れ
。
只
榊
を
畏
れ
一
例

-
一
恥
ぢ
一
脚
を
敬
ひ
一
柳
-
一

従
ふ
段
鴻
く
可
き
な
り
。
信
者
ハ
凡
て
の
行
を
只
榊
ニ
謝
し
て
行
フ
ベ

シ
。
説
教
も
只
榊
の
聖
旨
ニ

任
せ
て
篤
さ
ば
更
ニ
人
を
俸
ル
庭
な
か
る

可
し
。

「
人
の
智
恵
の
腕
言
を
用
ゐ
ず
唯
盛
と
能
の
誼
を
用
ゐ
た
り
遂
な
ん
じ

ら
の
信
仰
を
し
て
人
の
智
恵
ニ
よ
ら
ず
榊
の
能
ニ
由
し
め
ん
と
欲
へ
ば

な
り
」
弓
林
前
二
の
四
と
五



。
刊
の
大
能

ハ
人
間
の
不
信

ニ
由
テ
弱
る
も
の
乎

決
し
て
無
し
。
た
と
へ
位
界
中
の
人
ハ
残
ら
ず
榊
ニ
背
く
と
も
紳
ハ

H

を
畑
作
し
月
星
を
法
制押
せ
し
め
草
木
繁
り
人
ハ
或
ハ
生
れ
或

ハ
死
す
。
一
脚

の
勢
力
史
ニ
綾
a

り
ず
。
り人
一例

ハ
た
と
へ

世
界
中
を
亡
ぼ
し
た
ま
ふ
も
叉

他
ニ
如
是
世
界
を
幾
何
も
造
り
た
ま
ふ
力
あ
り
。
数
持
の
人
間
を
造
り

た
ま
ふ
力
あ
り
。

耐仰は
全
能
ニ
し
て
人
間
の
心

ニ
出
テ
獲
る
者
ニ
あ
ら
ざ
る
な
り
。

「そ
の
不
信
ハ
榊
を
暖

つ
吋
き
乎
非
ら
ず
凡
て
の
人
の
僑
と
す
る
と
も

訓
仰
を
民
と
す
べ
し
」
ロ
!
?
三
の
三
と
四

O
試

ニ
山
テ
人

ハ
進
む
な
り

「今
暫
く
各
様
の
聞
紙
難
に
洲
一
て
憂
ざ
る
を
得
ず
と
雌
ド
モ
却
て
喜
を
な

せ
り
酎
岡
市
回
の
信
仰
を
試
み
ら
る
L

は
峻
る
金
の
火

ニ
試
み
ら
る
L

よ
り

資
く
し
て
爾
首
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
綴
れ
給
は
ん
時
-
一
橋
讃
と
命
賓
と

栄
光
を
得
る
ニ
至
ら
ん
」
彼
得
前

一
の
六

O
七

父
聖
書
ニ
五
口
汝
を
協
の
中

ニ
選
ぶ
と
あ
り
。

言己

「
凡
て
の
懲
治
今
は
悦
ば
し
か
ら
ず
反
て
悲
と
思
は
る
然
れ
ど
後
乙
れ

ニ
由
て
鍛
練
す
る
者

ニ
は
義
の
平
康
な
る
果
を
結
せ
り
」
品
川
一一の
川

故
ニ
火
の
如
き
試
あ
る
時
、
之
ニ
勝
ち
之
ニ
由
鍛
錬
す
る
者
ハ
増
々
進

む
な
り

om々
消
く
な
る
な
り
。
故
-
一治
-
一
試
あ
り
て
常

-一
戦
ひ
勝
つ

日

と
き
常
ニ
進
歩
す
る
も
の
な
り
。

O
ゆい
「
を
守
る
事

一-， 一寸

技飼
が蹄
蒸ら
をん
牧 11寺
へ 其
」 兄

約弟
翰を
二 堅
十せ
ー よ
/ '-

十立協
五ノ

「其
A
ヒ
併
を
償
、
、
、
下
い
の
己
が
山川
を
も
て
口
ひ
給
ひ
し
所
の
数
伶
を
牧
ふ

ベ
し
」
使
二
十
の

二
八

「議
我
去
ら
ん
後
と
の
群
を
惜
ま
ざ
る
暴
き
狼
爾
ら
の
中

ニ
入
ん
乙
と

を
知
れ
ば
な
り
」
使
徒
二
十
の

二
九

寸今
わ
れ
爾
曹
を
委
ぬ
」
使
の

二
十
ヲ
頑
ヨ

「爾
曹
の
う
ち
誰

一
人
罪
の
誘
惑
ニ
由
て
剛
腹
ニ
な
ら
さ
る
や
う
今
日

と
栴
ふ
る
内
ニ

日
々
五
一
一
相
似
め
よ
」
希
伯
三
の
十
一

「
わ
れ
ら
互
ニ
顧
み
て
愛
心
と
普
行
を
激
働
し
曾
集
を
綴
る
或
人
に
倣

ふ
こ
と
な
く
共
ニ
梱
勧
め
其
日
い
よ
/
¥
近
る
を
見
て
盆
々
此
の
如
く

な
す
べ
し
」

同
州
-一
卜問
と
て
十
五

「
兄
弟
よ
我
傍
な
ん
ぢ
ら
に
勧
む
妄
」
行
者
を
倣
め
気
飯
者
を
慰
め
儒

弱
者
を
扶
け
衆
の
人
に
向
ひ
て
忍
ぶ
ベ
し
」
時
叩
川

「
ま
た
彼
ら
ニ
怠
り
て
労
苦
っ
か
れ
騒
々
疲
ら
ず
飢
渇
し
は
/
¥
食
を

絶
ち
凍
裸
な
り
し
な
り
此
の
外
ニ

言
は
ざ
る
事
あ
り
て
日
々
我
ニ
迫
る

創
ち
諸
の
数
曾
の
変
廠
な
り
設
か
弱
り
て
我
弱
ざ
ら
ん
や
誰
か
礎
き
て

孜
が
心
熱
せ
ざ
ら
ん
や
」
制

?
の
二
十
七
1
二
十九
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「誌
か
れ
自
ら
誘
ハ
れ
て
制
限
難
を
愛
け
た
れ
ば
」
誘
ハ

る
h

者
を
助
得

る
な
り
」
希
伯
二
の
十
八

「我
傍
る
如
く
誘
吋
ノ
れ
た
れ
と
罪
を
犯
さ
U

り
き
」
希
伯
四
の
十
五

「人
必
ニ
誘
る
L

ハ
己
の
慾
ニ
引
れ
て
誘
る
L

也
慾
己
-
一

一学
て
罪
を
う

み
罪
す
で
に
成
り
て
必
を
生
む
」

雅
各
一
の
十
四
と
十
五

「
じ
の
胞
を
撃
て
之
を
服
せ
し
む
誰
ほ
か
の
人
を
教
て
向
ら
来
ら
れ
ん

ζ

と
を
恐
れ
ば
也
」
汀
一
刷
ノ
幻

之
ニ
戦
ヒ
勝
つ
可
し
。

O
議
ハ
戦

ζ

の
戦
ニ
由
テ
ノ
ミ
成
長
ン
聖
誕
ニ
織
さ
る
ふ
μ
を
得
る
な
り
。
ム

ー

デ
l
氏
モ
フ
ヰ
ネ
l
氏
も
其
他
ミ
ナ
大
ナ

ル
戦
宰
を
局
し
て
聖
霊
-
一満

さ
れ
た
り
。
験
強
マ
ル
程
聖
返
の
量
加
ハ

ル
モ
ノ
ナ
リ
。
聖
援
-
一
満
さ

れ
ん
と
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
戦
フ
ベ
シ
。
聖
書
ニ
ζ

の
願
ハ

祈
祷
ト
断
食
一
一

あ
ら
ざ
れ
ば
得
ず
と
あ
り
。
故
ニ
汝
筏
ズ

ト
モ
食
せ
ず
と
も
幾
日
ヵ
、

ル
ト
モ
戦
初
ま
ら
ば
全
勝
を
得
ま
で
職
フ
ベ
シ
。

決
し
て
勝
テ
ザ

ル
事

ナ
シ
。
信
仰
の
善
戦
ヲ
験
フ
ベ
シ
。
然
ら
ば
説
教
ス
ル
一
脚
の
言
葉

ハ
多

ク
賜
ル
ナ
リ
。

ム
1
一ア
l
氏
其
他
の
聖
震
の
言
葉
ヲ
多
ク
得
γ
モ
ノ
ハ

作一山
ニ
強
キ
験
ヨ
リ
得
γ
恵
ナ
リ
。

O
信
仰

ニ
居
る

O
信
仰

ニ
引
返
ス

O
信
仰

ニ
導
く
事

江
川
傍
此
世

ニ
花
り
て
の
働
き。

己
の
信
仰
と
人
の
信
仰
を
守
る
市
及
人

の
信
仰

ニ
顔
き
し
も
の
を
引
返
ス
事
遼
へ
る
も
の
を
尋
ね
主
ニ
導
く
事
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什
試
ニ
勝
つ
事
同
勝
つ
力
ト
民
理

「
な
ん
ぢ
道
を
宣
侍
ふ
ベ
し
時
を
得
る
も
時
を
得
ざ
る
も
助
み
て
之
を

務
め
各
様
の
忍
耐
と
教
誌
を
以
て
人
を

(
叔
口
)
し
(
戒
)
め
(
働
)
む

べ
し
」
提
摩
太
後
四
の
二

O
働
の
力
ま
た
行
の
力

空
腹
な
る
ニ
大
力
を
出
さ
ん
と
欲
す
と
雌
ト
モ
能
は
ざ
る
也
。
或
は
船

を
進
め
ん
と
す
る
と
も
火
ナ
ク
蒸
気
力
な
く
し
て
能
は
ず
、
足
な
く
し

て
歩
む
能
は
さ
る
が
如
く
十
分
心
ニ
榊
の
光
と
聖
鑑
の
御
惑
あ
ら
さ
れ

ば、

如
何

ニ
よ
き
働
を
潟
さ
ん
と
し
よ
き
行
を
篤
さ
ん
と
す
る
も
決
し

て
能
は
さ
る
な
り
。
故
ニ
先
つ
祈
る
事
榊
の
聖
旨
を
知
る
事
良
型
-
一感

ず
る
事
を
先
、
つ
務
む
べ
し
。

剖
ち
先
づ
力
を
得
て
後
-
一

働
く
可
し
。
人

ニ
働
む
る
も
亦
如
レ
是
。
故
ニ
人
ニ

先
づ
紳
の
惑
を
得
る
事
を
す
h

む

べ
し
。
併
し
汝
得
し
な
ら
ば
其
丈
の
力
を
翠
さ

正
ざ
れ
ば
力
を
培
す
ζ

と
勿
か
る
可
し
。

O
人
の
罪
過
を
莞
せ

「
慈
悲
、
衿
愉
、
謙
遜
、

栄
和
、
忍
耐
を
衣
よ
な
ん
ぢ
ら
互
-
一
容
忍
を

な
し
若
し
人
に
円
以
む
べ

き
事
あ
ら
ば
之
を
恕
せ
キ
リ

ス
ト
爾
ら
を
恕
し

給
へ
る
如
く
爾
ら
も
然
す
べ

し
」
湾
問
梓
西
三
の
十
二
と
十
三



「
か
れ
話
ら
れ
て
話
ら
ず
苦
ら
れ
て
腐
言
を
出
さ
ず
只
義
を
も
て
絢
く

者
に
之
を
託
せ
た
り
」
彼
得
前
二
の
二
十
一

O
汝
ら
良
の
愛
あ
る
や

只
汝
の
家
族
の
者
の
内
ニ
属
す
る
事
十
分
な
ら
ば
、
是
ニ
て
足
れ
り
と

す
る
や
。
其
援
ハ
-
w
H
K
可
憐
可
脳
者
な
る
ニ
之
を
岡
県
と
せ
ざ
る
や
。

O
人
の
潟
ニ
生
命
を
捨
つ
可
し
。
。

キ
リ
ス
ト
イ
エ
ス
君
は
吾
ら
の
罪
や
苦
を
自
ら
負
ひ
た
ま
へ
り
。
ま
た

五
口
ら
の
悲
ミ
憂
を
自
ら
愛
け
た
ま
へ
り
。
五
口
僚
の
誘
を
自
ら
愛
け
た
ま

へ
り
。
吾
僚
の
罪
を
己
の
罪
の
如
く
其
篤
ニ
祈
れ
り
。
吾
蹴
阿
の
有
機
ニ

向
ら
成
り
た
ま
へ
り
。

今
汝
罪
を
犯
し
府
る
者
よ
。
汝
犯
し
た
る
罪
今
犯
し
肘
る
罪
ニ
由
テ
汝

ら
川
県
限
刑
罰
を
A

又
へ
き
ニ
其
刑
ヲ
キ
リ
ス
ト
自
ら
愛
け
た
ま
へ
り
。
叉

汝
罪
ヲ
悔
ユ
ベ
キ
ニ
悔
ヒ
ズ
。
故
ニ
キ
リ
ス

ト
汝
の
罪
の
罰
則
め
ニ
自
ら

悔
ヒ
悲
、
、
、
変
へ
た
ま
へ
り
。
汝
誘
-
一
戦
は
ず
。
キ
リ
ス
ト
汝
の
矯
ニ
誘

(マ

h
)

れ
て
之
ニ
勝
て
り
。
汝
主
ニ
事
へ
ズ
。
主
汝
の
篤
ニ
主
ニ
事
へ
り
。
汝

界
の
G
ん
を
新
ら
ず
イ
エ
ス
祈
り
た
ま
へ
り
。
リ
放
の
愛
る
十
字
架
の
苦
を

自
ら
愛
け
た
ま
へ
り
。
汝
之
を
貌
ニ
す
る
や
。
キ
リ
ス
ト
の
愛
如
何
斗

flc 

な
る
や
考
へ
よ
。

以
姿
亜
五
十
三一
章
及
ロ

l
マ
八
の
三
十
三
希
伯
来
六
の
七
、
約
怠
二
の

JJ 

キ
リ
ス
ト
は
昨
日
も
今
日
も
遠
永
嬰
ら
ざ
る
な
り
と
あ
れ
ば
、
今
日
も

キ
リ
ス
ト

ハ
吾
傍
の
篤
ニ

働
き
た
ま
ふ
な
り
。

「聖
盤
み
づ
か
ら
言
が
た
き
の
慨
歎
を
も
て
我
僚
の
篤
ニ
祈
り
ぬ
」
ロ

ー
マ
八
の
二
十
六

是
れ
イ
エ
ス
と
父
の
聖
旨
ナ
リ
心
ナ
リ
。

「聖
盛
を
憂
へ
し
む
る
事
勿
れ
と
」
(
以
弗
所
書
四
章
三
十
節
)

「一脚
を
悦
ば
す
と
云

つ
で
あ
り
」

「
聖
盛
熱
心
を
以
て
我
憐
を
愛
む
」

五
口
僚
主
の
怒
ニ
感
ぜ
し
我
僚
も
主
イ
エ
ス
ニ
働
ひ
其
如
く
己
を
捨
て
λ

人
の
篤
ニ
鴛
す
可
し
。

O
人
の
過
を
接
見
す
る
と
き

己
れ
過
て
後
其
過
を
知
る
と
き
は
直
ニ
悔
改
む
べ
し
。
併
し
其
時
己
を

占
め
前
の
罪
を
と
が
む
る
事
な
し
。

如
是
人
の
事
も
篤
す
ベ
し
。
ま
た

己
の
鍔
を
寅
む
る
如
く
人
の
罪
も
武
む
べ
し
。

O
如
何
ニ
人
の
盛
を
守
り
、
如
何
ニ
し
て
人
の
援
を
迷
ひ
し
遵
ヨ

リ
引
返
す
ζ

と
を
得
る
や
。

己
の
智
と
力
ト
企
ニ
由
て
之
を
篤
さ
ん
と
試
み
は
資
ニ
難
く
失
望
す
可

し
。
然
れ
ど
も
榊
ニ
任
せ
刺
が
か
な
ら
ず
彼
を
場
き
彼
を
教
へ
彼
を
守

り
彼
を
督
し
彼
を
戒
め
彼
を
勧
め
た
ま
ふ
な
り
。
故
ニ
榊
ニ
祈
り
一
仰
の
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示
を
愛
け
、
只
紳
の
命
の
如
く
言
ひ
行
ひ
す
弘
め
導
く
可
し
。
然
れ
ば



一
仰
を
救
ひ
た
ま
ふ
可
し
。

十
月
七
日。

回
給
論

t、
寸

郡
山
の
兄
弟
の
有
様
を
見
る

B 
'fY 

く
は
貧
き
も
の

で
活
計
苦
む

も
の
な
り
。

故

ニ
質
ニ
其
内
情
を
祭
せ
は
ポ

l
ロ
の
精
一仰
の
如
く
識
を

も
累
せ
る
と
居
的
存
川
河
自
ら
苦
労
し
蓋
夜
骨
を
砕
き
て
働
き
自
ら
支
ふ
ベ

し
。
是
れ
愛
よ
り
熱
心
に
篤
す
可
し
。

X
可
成
の
節
除
せ
よ
是
れ
可
勉
強
也
。

言

今
設
立
す
る
小
皐
校
夜
間
平
校
は
郡
山
の
矯
め
尤
も
肝
要
の
も
の
な
れ

ば
、
，
刀
を
殺
し
て
之
を
助
く
可
し
。

O
勉
撃

教
命
日
牧
養
-
一
付
き
榊
間
半
或
ハ
説
教
等
今
教
命
自
の
徳
を
建
る
智
識
を
渇
く

如
く
熱
心
ニ
飽
く
程
取
ル
事
を
怠
る
可
ら
ず
。

O
怠
ル
勿
レ

熱
心
道
を
侍
る
事
、
見
舞
ふ
事
、
戒
め
督
す
事
、
教
ゆ
る
事
、
恵
ミ
助

く
る
事
、
憐
む
事
、
削
ち
愛
ス
ル
事
を
一

日
も
怠
る
勿
れ
。
父
祈
祷
と

聖
市
川
を
剥
む
市
市
を
怠
る
勿
れ
。

。
人
ハ
各
々
山
口
出
あ
り
h
H
あ
り
て
身
自
ら
選
び
自
ら
篤
し
自
ら
働
き
向
ら

進
む
も
の
た
る
を
忘
る
可
ら
ず
。
故
ニ
説
教
し
或
ハ
勧
め
す
る
ハ

一
週
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ニ
一
度
な
る
も
其
榊
の
皆
川
仕
掛
刷
い
て
働
く
を
忘
る
可
ら
ず
。
ま
た
自
由

二
銭
さ
し
む
べ
し
。
ま
た
只

一
人

ニ
て
篤
ス
コ

ト
思
ふ
唱
を
数
ゆ
可
き

な
り
。
人
の
有
国
怖
を
考
へ
人
ニ
す
L

む
る
ニ
隠
ニ
て
行
ふ
事
を
示
す
可

し
。
人
の
前
三
什
ふ
市
計
二
溢
と
な
ら
ず
。
ま
た
人
を
定
む
る
ニ
其
人
一

人

ニ
て
篤
す
ζ

と
を
思

へ。

故
ニ
人
ニ
数
ゆ
る

ニ
額

三
行
ふ
事
よ
り
も

人
々
の
四
時
三
付
ふ
可
き
事
を
教
ゆ
ベ
し
。
人
を
見
る
ニ
上
を
見
る
勿

れ
。
心
の
内
を
見
る
ベ
し
。
上
を
言
ふ
ハ

力
な
し
。
心
を
言
ふ
は
力
あ

り
。一
仰
の
言
葉
と
袈
怒
-
一
感
ズ
ル
ト
人
の
行
と
己
の
良
心
の
経
験
と
に

山
て
隠
れ
た
る
内
を
見
る
事
を
得
可
し
。

「
そ
れ
一仰
の
言
は
活
き
て
か
っ
能
あ
り
一州
m
A
の
創
よ
り
も
利
く
気
と
魂

ま
た
節
節
骨
髄
ま
で
刺
し
例
ち
心
の
念
と
志
意
を
殴
祭
る
も
の
な
り
」

「
ま
た
物
と
し
て
紳
の
前
ニ
頴
は
れ
ざ
る
ハ
な
し
我
傍
も
係
れ
る
者
の

阪
の
前
ニ
凡
の
も
の
傑
-
一
て
露
る
」
希
伯
来
四
の
は
と
日

「然
れ
ど
窓
ニ
属
る
も
の
は
高
事
を
耕
へ
知
る
し
か
し
て
己
ハ
人
ニ
緋

へ
知
ら
る
、
事
な
し
」
削
訓
一
時
十
五

O
間
半
校

今
数
合

ハ
抑
制
山
の
基
礎
と
な
る
可
き
も
の
也
。
政

ニ
少
年
を
教
育
し
て

働
く
モ
ノ

ヲ
作
り
五
口
か
地
の
凡
て
の
必
風
を

一
洗
す
可
き
也
。
故
-
一
教

曾
ナ
リ
皐
校
ナ
リ
他
国
不
動
の
ぷ
一
俊
の
上
ニ
建
つ
可
き
な
り
。
人
員
の



少
キ
を
変
る
勿
れ
。
純
粋
無
紋
の
も
の
を
求
め
よ
故
ニ
生
徒
を
選
ぶ
ベ

し
。
殊
ニ
英
朗
学
生
ρ
選
ん
で
絡
ま
で
忍
ぶ
も
の
ニ
あ
ら
ざ
れ
ば
入
製
を

兎
す
勿
れ
。
五
口
郡
山

ニ
金
の
ふ
ゑ
富
の
精
ス
ヲ
翠
む
勿
れ
。
た
と
へ
会

し
く
も
民
の
一
柳
ニ
忠
信
な
る
も
の
と
多
く
出
る
を
望
む
べ
し
。
凡
て
外

函
の
事
を
望
む
勿
れ
。
良
質
の
事
を
望
む
べ
し
。
官
事
ヲ
篤
ス
ニ
更
ニ
金

ヤ
機
披

ニ
由
ル
勿
れ
。
只
精
一柳
ニ
よ
れ
。

英
朗
半
生

成
瀬
市
両
寿
校

O
土
肥
謄
忠

O
岡
野
崎
太
郎

O
中
川
竹
松

O

青
木

O
西
田
O

O
信
仰

ニ
出
て
安
を
得

民
の
安
き
を
得
る
ハ
只
信
仰
ニ
あ
り
。
行
ニ
巾
れ
ば
心
必
ず
重
を
畳

ゅ
。
只
キ
リ
ス
ト
を
信
ず
れ
ば
必
ず
安
を
得
る
な
り
。

「
凡
て
労
れ
た
る
者
重
を
負
る
者
は
我
-
一
来
れ
我
れ
閥
を
息
せ
ん
我
は

心
柔
和

ニ
し
て
謙
遜
者
な
れ
ば
我
腕
を
負
ひ
て
我

ニ
事
べ
な
ん
ぢ
ら
心

二
千
安
を
総
べ
し
」
馬
太
十

一
の
二
八
と
二
九

「一紳
を
信
ぜ
よ
誠

一
一
な
ん
ぢ
ら
ニ
告
ん
誰
ニ
て
も
其
心
ニ
疑
ふ
事
な
く

其
い
ふ
所
の
言
は
必
ず
成
る
可
し
と
信
じ
此
山
ニ
移
り
て
海
-
一
入
れ
と

い
ハ
正
一其
吾一口
の
の
如
く
成
る
可
し
是
故
ニ
我
爾
ら
ニ
告
ん
凡
そ
祈
祷
の

言己

時
そ
の
求
ふ
所
の
も
の
は
必
ず
得
可
し
と
信
ぜ
ば
必
ず
得
可
し
」
馬
可

品
開
十

一
章
二
十
二
l

二
十
四

円

「汝
の
信
爾
を
救
へ
り
安
然
ニ
し
て
往
け
」
路
加
七
の
五
十

「女
よ
心
安
れ
爾
の
信
爾
を
救
へ
り
安
然
ニ
し
て
往
け
」
路
加
入
の
四

十
/¥ 「既

ニ
わ
れ
生
る
ニ
非
ら
ず
キ
リ
ス
ト
我
一
一
在
り
て
生
る
な
り

・
榊

の
子
を
信
ず
る
ニ
由
て
生
る
な
り
」
加
位
太
二
の
二
十

「吾
僚
を
し
て
世
ニ
勝
た
し
む
る
は
吾
僚
が
信
な
り
」
約
第
一
書
五
の

四
「爾
曹
が
盤
を
愛
け
し
は
律
法
を
行
ふ
-
一
由
る
か
将
た
聞
て
信
ぜ
し
ニ

由
る
か
」
引
伊

一

五口
犯
せ
し
罪
も
己
-
一
思
煩
ひ
己
の
行
ニ
由
る
時
三
賀
ニ
苦
を
保
つ
と

雌
ド
モ
、
キ
リ

ス
ト
を
信
ぜ
ば
貸
ニ
心
ニ
平
安
を
得
可
し
。

吾
行
も
修
身
与
や
人
の
説
教
の
奥
義
ニ
よ
れ
Y
紳
の
法
律
ニ

よ
り
種
々
の

方
法
ニ
よ
り
企
ニ
よ
り
己
の
熱
心
や
勇
気
や
勉
強
ニ
よ
り
之
を
守
ら
ん

と
せ
ば
、
心
ニ
材
料
生
し
賀
ニ
痛
を
料
品
ゆ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
一
仰
を
信
じ

壁
援
ニ
由
り
可
言
事
可
骨

J

事
可
行
事
を
示
し
た
ま
へ
と
祈
り
、
明
日
の

車
中
を
思
ひ
煩
ふ
事
勿
く
只
信
仰
ニ
よ
り
て
歩
ま
ば
、
心
ニ
平
安
を
得
可

し。事
業
も
金
の
事
与
問
の
事
生
徒
の
事
凡
て
己
の
企
ニ
て
翁
さ
ん
と
せ

ば
、
官

ニ
苦
し
。
例
し
閥
ら
先
づ
一
仰
の
閣
と
言
葉
を
求
め
よ
。
然
ら
ば

之
ら
の
物
ハ
加
ふ
る
べ
し
と
の
榊
の
約
束
を
信
じ
て
鴛
さ
は
心

ニ
安
を
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得
可
し
。
五
口
が
活
計
の
事
も
亦
然
り
。



説
教
も
己
の
智
や
緋
や
翠
聞
を
用
ゐ
ん
と
せ
ば
貿
ニ
憐
な
り
。
力
な

し
。
地
々
難
き
事
を
賀
ゆ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
紳
を
信
じ
一
脚

ハ
必
ス
聖

盛
ニ
よ
り
可
言
を
賜
る
と
信
じ
只
祈
り
て
榊
よ
り
受
け
て
設
教
せ
ば
心

三
女
を
仰
向
、
へ
し
。

兄
弟
姉
妹
を
守
る
ニ
も
己
の
力
一
一
て
勧
め
ニ
て
手
本
ニ
て
導
き
守
ら
ん

と
せ
ば
、
資
ニ
一涙
を
流
す
ベ
し
。
然
れ
ど
も
聖
護
ニ
よ
り
紳
ニ
よ
り
紳

ニ
任
せ
一
柳
の
光
ト
賀
ト
羽
と
力
を
信
ぜ
ば
、
安
を
得
べ
し
。
即
ち
一
脚
-
一

任
セ
一柳
各
々
の
心
-
一
働
き
た
ま
ひ
各
々
に
h
H
を
興
へ
た
ま
ふ
を
信
ぜ
ば

{
女
を
得
ベ
し
叉
聖
書
を
お
し
へ
す
L

め
を
篤
し
説
教
す
る
時
も
必
ズ
聖

誕
の
御
感
化
あ
り
て
人
々
の
心
感
化
す
る
を
信
ぜ
は
心
ニ
安
を
得
可

し
。
道
の
廃
る
事
も
事
業
の
進
む
頃
も
兄
弟
の
進
む
十字
も
ミ
ナ
榊
の
篤

し
た
ま
ふ
事
と
信
ぜ
ば
{
女
を
得
可
し
。
教
舎
の
維
持
法
も
侍
道
を
信
じ

て
紳
ニ
任
せ
ば
心
ニ
安
を
得
、
へ
し
。

遠
方
ニ
あ
る
兄
弟
姉
妹
も
榊
一
一
任
せ
信
仰
を
も
て
祈
ら
ば
安
を
得
べ

し凡
て
信
仰
ニ
由
て
篤
す
事
ハ
成
ら
ざ
る
な
く
信
仰
-
一由
て
祈
る
事
ハ
愛

-け
ざ
る
ハ
な
く
凡
て
信
仰
ニ
居
ら
は
平
安
を
得
さ
る
と
い
ふ
事
な
し
。

ム
ー
デ
1
氏
も
十
二
使
も
フ
ヰ
テ
l
氏
も
其
他
霊
憂
を
愛
け
し
人
々
ハ

常
二

信
仰

ニ
由
て
篤
せ
し
人
也
。
汝
悩
ん
で
信
仰
よ
り
落
る
事
勿
れ
。

今
世
百
せ
し
此
信
仰
の
事
も
今
祈
り
し
ニ
よ
り
愛
け
し
も
の
な
り
。
何
事

を
篤
ス
ニ
も
第
一
ニ
最
上
ニ
基
礎
ニ
信
仰
を
置
く
べ
し
。
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人
を
導
く
吾
れ
彼
を
教
へ
ん
。
議
論
を
も
て
伏
せ
し
め
ん
。
道
理
を

も
て
彼
を
責
め
て
皇
帝
一
日
を
教
へ
ん
。

何
を
す
L

め
ん
と
己
の
企
を
篤
す

時
ハ
何
も
篤
す
を
得
ず
。
ま
た
人
ハ
決
し
て
員
ニ
悔
改
め
ず
、
只
信
仰

ニ
よ
り
聖
援
の
御
降
臨
を
待
た
ば
其
人
の
民
ニ
救
を
蒙
む
る
ニ
至
る
可

し。
汝
信
仰
あ
ら
ば
何
を
も
得
何
を
も
篤
ス
を
得
ベ

し
。
如
何
と
な
れ
ば

信
あ
ら
は
山
を
も
移
す
と
あ
れ
ば
な
り
。
人
々
聖
箆

ニ
感
ぜ
ざ
れ
ば

一

人
も
悔
改
め
ざ
る
な
り
心
動
く
も
の
な
き
な
り
。

O
聖
誕

析
の
聞
か
れ
て
感
じ
を
愛
る
市
ま
た
大
-
一
一
脚
の
奥
義
を
悟
る
事
良
心
の

川明
き
寅
起
る
事
更
生
す
る
事
悉
く
壁
辰
之
御
恵
な
り
。
只
行
ヲ
制
回し
或

ハ
方
法
を
お
し
へ
或
ハ
戒
む
る
も
民
ニ
聖
援
ニ
感
じ
キ
リ
ス
ト
ニ
綴
る

の
信
仰
起
ら
ざ
れ
ば
決
し
て
行
直
る
も
の
ニ
あ
ら
さ
る
な
り
。
故
一
一
人

の
篤
ニ
熱
心

-
一
祈
り
信
仰
の
起
る
様

V4く
可
き
な
り
。
信
仰

ハ
紳
の
賜

也
。
人

ニ
説
教
し
或
ハ
勧
を
篤
さ
は
聖
窓
ニ
導
か
れ
て
篤
す
可
し
。
然

ち
ざ
れ
ば
人
の
考
と
な
る
可
し
。

人
の
篤
ニ
析
と
イ

エ
ト
モ
、
一
脚

ハ
必
ズ
其
を
聞
き
た
ま
ふ
事
叉
人
を
如

何

ニ
可
導
也
、

導
き
た
ま
ふ
事
を
信
仰
を
も
て
祈
ら
は
聞
き
た
ま
ふ
ベ

し
。
其
答
を
待
つ
ベ
し
。
剖
ち
心
を
莞
さ
ず
し
て
待
つ
ベ

し
。
目
疋
れ
五
口



が
目
的
ニ
祈
る
も
一
脚
常
ニ
聞
き
た
ま
ふ
が
如
く
人
の
篤
ニ
祈
る
も
聞
き
た

ま
ふ
な
り
。

「爾
市
u
ハ
求
め
ざ
る
ニ
悶
て
得
ざ
る
也
」
雅
名
四
の

一柳
よ
り
窓
を
愛
ん
と
欲
す
る
も
の
ハ

祈
る
可
し
。一
柳
ハ
析
ら
ば
必
ズ

輿

へ
た
ま
ふ
也
。

「求
め
よ
然
ら
ば
輿
ら
れ
尋
ね
よ
然
ら
ば
あ
ひ
門
を
叩
よ
然
ら
ば
聞
か

る
る
ζ

と
を
得
ん
」
馬ト
A

七
の
七

紳
ハ
凡
て
信
仰
を
も
て
祈
る
事
ニ
符
へ
た
ま
ふ
な
り
。

O
了
解
剖
ち
暁
ル
事

人
ハ
前
九
理
を
暁
ら
ざ
れ
ば
良
心
の
白
由
を
得
る
事
能
は
ず
。
イ
エ

ス
日

く
「
か
つ
民
即
を
識
ら
ん
良
型
は
爾
習
に
什
山
を
得
す
さ
ベ
し
」
約
八

の

十

故
ニ
民
ニ
民
間
祉
を
暁
り
感
ぜ
ざ
れ
ば
悔
改
む
る
市
け
な
か
る
可
し
。
故
ニ

爾
人
ニ
悔
改
を
働
む
る
ニ
先
づ
民
理
を
暁
ら
し
む
る
事
を
以
て
せ
よ
。

心
ニ
光
を
あ
た
ふ
べ
し
。
さ
ら
ば
自
ら
悔
改
む
る
事
を
篤
す
可
し
。

是
れ
笠
印
刷
叫
の
御
恵
ニ
よ
る
べ
し
。

「然
れ
ど
彼
す
な
わ
ち
民
理
の
援
来
ら
ん
時
爾
曹
を
導
き
て
凡
の
民
理

11己

を
場
き
て
凡
の
浜
辺
を
知
ら
し
む
べ
し
」
約

1
6
:

内

U

員
削
柑
を
感
ズ
ル
ハ
聞
く
よ
り
起
り
或
ハ
人
の
行
を
見
ル
ヨ
リ
担
リ
或
ハ

日

自
ら
深
く
考
へ
ん
ヨ
リ
起
リ
或
ハ
祈
祷
ス
ル
ヨ
リ
起
リ
或
ハ
袋
井
を
剥

む
ヨ
リ
起
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
卸
チ

H
道
ヲ
問
ク
コ

ト

凶
行
ヲ
見
ル
コ
ト

同
祈
祷

同
考
エ
ル
コ
ト

同
前
ム
コ
ト
同
良
心
ノ
占
同
感
ズ
ル
事
。

{マ

L
)

右
/
総
機
-
一
白
テ
聖
援
の
昭
一
場
あ
る
ニ
由
テ
良
型
を
暁
る
な
り
。

人
の
心
を
知
ら
ざ
れ
ば
人
を
噂
く
乙
と
難
し
。
而
し
て
多
く
ハ
人
を
恥

ぢ
て
己
の
病
を
民
ニ
白
欣
せ
ず
故
ニ
民
ニ
診
断
ス
ル
聖
武
ニ
難
し
。
故

ニ
十
分
方
法
を
も
て
人
の
心
を
議
る
可
き
な
り
。
大
抵
其
人
の
行
ニ
由

て
知
る
し
識
を
得
る
な
り
。
即
ち
其
人
の
行
の
源
ニ
朔
ら
は
大
抵
ヲ
暁
る

な
る
べ
し
。
ま
た
祈
祷
し
て
聖
援
ニ
感
じ
聖
書
の
鑑
二
一
附
…
ら
し
て
之
を

定
む
べ
し
。
然
し
て
後
茶
人
の
篤
一
一
働
か
ざ
れ
ば
空
を
撃
つ
が
如
く
病

を
知
ら
ず
し
て
楽
を
忘
て
用
る
が
如
し
。
印
ち
人
の
行
を
見
て
其
行
の

源
閃
十
分
ニ
探
索
す
べ
し
。

而
し
て
其
版
図
よ
り
愈
さ
は
か
な
ら
ず
愈
す
と
と
を
得
ん
。

心
を
守
ら
ず
し
て
行
を
守
ら
ん
と
す
る
人
ハ
火
を
除
か
ず
し
て
媛
を
取

ら
ん
と
試
む
る
人
の
如
し
。

O
牧
司

「夫
れ
我
が
羊
は
一
課
と
気
付
と
心
配
と
祈
祷
と
の
目
的
ナ
リ
汝
ノ
天
ハ

人ホニ

二
重
の
天
日
伎
の
救
は
二
重
の
救
の
如
く
思
る
」
ル
サ

l
フ
ォ

ー
ド

ノ
諸
問
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「孜
説
教
ニ
於
テ
数
忽
の
結
果
旧
制
ハ
ル

L

ま
で

ハ
満
足
す
る
能
は
ず
」



ジ
ョ
ン
・
パ
ン
ヤ
ン

「
人
を
救
ひ
度
感
情
ハ
裕
容
の
望
と
不
出
来
の
健
を
忘
ん
、
程
強
キ
ヤ

否
ヤ
」

「
一
人
の
魂
を
獲
る
ハ
金
銀
の
山
を
得
る
よ
り
一
隅
也
魂
を
得
る
事
を
止

て
結
構
ニ
暮
す
よ
り
寧
ろ
戸
よ
り
戸
に
乞
食
し
て
も
魂
を
得
る
ζ

と
を

好
む
な
り
」
ヘ
ン
リ
l

・マ

l
シ
ュ

l

「朗平者、シ

ヨ
ン
・
ス
ミ
ス
ハ
人
魂
を
生
む
の
痛
苦
の
た
め
好
き
な
る
勉

墜
を
止
め
た
り
」

「我
が
三
年
の
問
夜
も
査
も
断
ず
涙
を
流
し
て
各
々
を
勤
め
し
ζ

と
を

憶
ふ
可
し
」
使
廿
の
況

五
口
が
一
の
誤
ハ
今
迄
侍
道
を
第

一
と
し
羊
を
放
す
る
事
を
第
二
と
せ
し

庭
な
き
乎
。
吾
は
牧
司
な
れ
ば
第

一
羊
を
育
て
導
き
愛
し
慰
め
之
を
し

て
働
か
し
む
る
は
吾
努
な
ら
ん
。
教
曾
ニ
天
国
の
喜
を
深
す
ハ
尤
も
大

切
の
事
な
ら
ん
。
凡
て
使
徒
の
芹
翰
ハ
数
舎
の
信
者
の
篤
也
。
ロ

1
7

書
ロ

1
7
数
舎
の
牧
ひ
カ
コ
リ
ン
タ
書
ハ
コ

リ
ン

タ
教
曾
の
牧
万
其
他

推
し
て
知
る
可
し
。

0 
愛

「
我
は
心
柔
和
一
一
し
て
議
遜
者
な
れ
ば
技
範
を
負
ひ
て
我
ニ
皐
べ
爾
曹

心
ニ
平
安
を
舷
べ
し
」
馬
太
十

一一
挙
二
十
人
せ
っ

「
イ
エ
ス
彼
ニ
日
る
ハ
爾
ニ
七
失
と
は
一斉
は
じ
七
次
二
十
七
倍
せ
よ
」

馬
太
十
八
ノ
二
十
二
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「彼
ハ
競
ふ
乙
と
な
く
喧
ぶ
乙
と
な
し
人
街
ニ
於
テ
其
撃
を
開
ζ

と
な

し
民
道
を
し
て
勝
と
げ
し
む
る
ま
で
は
傷
る
査
を
折
る
ζ

と
な
く
師
団
れ

る
腕
を
憶
す
と
と
な
し
」
馬
太
十
二
の
十
九
、

二
十

一

「紳
の
其
子
を
世
一
一
遣
し
給
へ
る
ハ
世
の
罪
を
定
ん
と
ニ
あ
ら
ず
彼
ニ

由
テ
世
を
救
は
ん
が
篤
也
」
約
侍
三
の
十
七

「我
も
閣
の
罪
を
定
め
ず
往
き
て
再
ひ
罪
を
犯
す
勿
れ
」
約
八
の
十

「
な
ん
ぢ
婆
-
一
五
人
の
夫
あ
り
て
今
あ
る
者
は
爾
の
夫
ニ
あ
ら
ず
爾
の

言
し
は
異
な
り
」
ヨ
ハ
ネ
四
の
ほ
山

「
イ
エ
ス
彼
が
家
-
一
食
す
る
時
税
吏
罪
あ
る
人
多
く
来
り
て
イ
エ
ス
及

そ
の
弟
子
と
借
ニ
坐
し
ぬ
」
馬
太
九
の
十

「
イ
エ
ス
ヤ
コ
ブ
ト
ヨ
ハ
ネ
叉
十
二
使
ヲ
戒
メ
シ
ト
キ
モ
怒
リ
テ
な
し

た
ま
は
ず
柔
和
一
一
な
し
た
ま
へ
り
」
馬
太
二
十
の
二
十
J
二
十
八

「硯
よ
爾
の
王
は
柔
和
ニ
し
て
騎
馬
す
な
わ
ち
魁
馬
の
子
ニ
乗
り
な
ん

ぢ
ニ
来
る
と
シ
ヲ
ン
の
女
ニ
告
げ
よ
」
馬
太
二
十
一
の
四

「慈
悲
・
衿
悩
・
謙
遜
・
柔
和
・
忍
耐
を
衣
よ
」

。。}一円
H
M

「柔
和
と
固
ま
酬
胞
を
も
て
答
を
筋
さ
ん
事
を
恒
ニ
備
へ
よ
」
彼
前
三
の
十

五
「人
を
誘
ら
ず
宰
は
ず
和
平
ニ
し
衆
の
人
を
待
ふ
ニ
柔
和
を
以
て
せ
ん

市
引
を
憶
ひ
起
し
む
べ
し
」
提
多
三
の
二



「柔
和
倍
静
な
る
援
を
も
て
装
飾
と
す
べ
し
」
彼
得
前
三
の
凶

「一柳
を
敬
ふ
事
と
信
仰
と
愛
と
堪
忍
と
柔
和
と
を
慕
ふ
へ

し
」
擬
腕
時
太

六
の
十

「主
の
僕
は
雫
ふ
可
ら
ず
和
平
ら
か
K
凡
の
人
を
待
ひ
教
を
持
し
忍
乙

と
を
篤
し
逆
ふ
者
を
は
柔
和
を
以
て
戒
む
べ
し
」
挺
・
限
後
二
の
二
十
四

「悉
く
謙
遜
と
柔
和
と
ん
比
谷
な
る
心
を
も
て
行
ひ
愛
を
も
互
ニ
忍
び
平

和
と
い
ふ
繁
の
中
ニ
務
て
援
の
賜
ふ
所
の

一
な
る
が
如
し
」
以
弗
所
四

の
二
「
犬
・
際
阿
符
レ
人
組
柔
勝
=於
世
上
長
問
民

」
民
数
士
ア
一
一一

此
柔
和
あ
れ
ば
人
の
心
を
傷
け
ざ
る
也
。
之
ニ

・
由
テ
人
を
愈
す
事
を
得

/υ 。「牧
者
な
き
下
の
如
く
山
町
人
な
や
み
又
流
縦
-
一
な
り
し
故

ニ
と
を
見
て

州
問
み
た
ま
ふ
」
同ト
A

九
の
三
十
六

-A
1
什
鶏
な
か
ざ
る
前

-一飼
三
次
わ
れ
を
減
ら
ず
と
き
門ん
」
路
加
什
一
-

の
三
十
四

J
ヘ
テ
ロ
ニ
臼
け
る
は
如
此

一
時
も
我
と
借
-
一

け
を
削
し
を
る
ζ

と
能

は
さ
る
乎
惑
ニ
入
ら
ぬ
や
ふ
目
を
躍
し
か
っ
祈
れ
そ
の
重
ニ
は
願
ふ
な

れ
ど
も
肉
開
よ
は
き
な
り
t

此
時
三
次
ま
で
似
れ
り
父
ペ
テ
ロ
ハ

一一一
次

dc 

キ
リ
ス

ト
ヲ
誠
ら
ず
と
い
へ
り
然
れ
ど
も
之
を
赦
せ
り
(
同
よ
け
六
の

H 

間
十
l

間
十

こ

T

乳
母
そ
の
亦
チ
を
台
ふ
如
く
孜
併
な
ん
ち
ら
の
小
-
一作
り
て
柔
和
ニ

せ
り
」
帖
二
の
七

「兄
弟
よ
若
し
は
か
ら
ず
も
過
ニ
陥
る
者
あ
ら
ば
爾
曹
の
う
ち
盛
ニ
感

じ
た
る
者
柔
和
な
る
心
を
も
て
之
を
規
正
す
ベ
し
」
加
位
六
の

一

「
今
生
ま
れ
し
嬰
児
の
乳
を
慕
フ
如
く
爾
曹
心
を
義
ふ
民
乳
を
慕
ふ
可

し
此
ニ
由
て
爾
首
長
ち
て
放
-
一
至
ら
ん
」
彼
得
二
の
二

「援
の
結
ぶ
所
の
泉
川
仁
愛
、
喜
楽
、
平
和
、
忍
耐
、
慈
悲
、
良
善
、

忠
信
、
温
柔
、
簿
節
」
加
位
太
五
の
二
十

「柔
和
な
る
者
は
一服
也
其
人
ハ
地
を
嗣
ぐ
ζ

と
を
得
、
へ
け
れ
ば
な
り
」

馬
太
五
の
五

汝
先
づ
柔
和
を
間
平
ぶ
可
し
。
是
れ
愛
な
り
。
謙
遜
な
り
。
故
ニ
小
児
も

罪
人
も
質
ニ
柔
和
を
用
ゐ
て
働
く
可
し
。

「閥
ら
互
ニ
-w
什
忽
を
な
し
若
し
人
ニ
立
む
べ
き
事
あ
ら
.
は
之
を
恕
せ
キ

リ
ス
ト
繭
ら
を
怨
し
給
る
如
く
繍
ら
も
然
す
べ
し
」
号
線
西
三
の
十
三

キ
リ
ス
ト
ハ
弊
を
般
ひ
罪
を
赦
し
界
を
潔
め
罪
を
滅
し
罪
を
愈
し
た
ま

ふ
も
の
ニ
て
、
之
を
凶
し
之
を
占
め
た
ま
ふ
も
の
ニ
あ
ら
ず
。

高
人
ニ
従
フ
ベ
ン
。

O
喜
繁

室
田
川
罪
を
愈
さ
れ
て
初
め
て
起
る
も
の
也
。
良
心
の
苦
ハ
病
な
る
罪
よ

り
起
る
故
罪
愈
ヱ
ザ
レ
パ
ギ
あ
る
事
な
し
。
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仁
愛
、
喜
雄
前
と
あ
り
。
円
疋
れ
愛
よ
り
喜
ハ
起
る
な
り
。



X
心
の
害
弱
を
除
き
去
ら
は
心
ニ
書
程
る
な
り
。

H
4
れ
満
足
也
。
其
他

J
け
を
得
る
ニ
何
々
の
源
閃

κあ
り
。

其
源
問
を
求
め
ざ
れ
ば
喜
を
得
る
事
能
は
ず
。
聖
書
ニ

「
常
-
一
申
告
ぶ
べ

し
」
帖
撤
五
の
十
七

是
れ
一
仰

ニ
肘
り
愛
ニ
府
リ
潔
-
一
府
り
光
ニ
肘
ら
は
必
ズ
書
ニ
肘
ら
ん
。

憂
ハ
良
心
の
点
卜
一柳
-
一
離
ル

L

ト
心
-
一疑
起
り
満
足
せ
さ
る
よ
り
起
る

も
の
な
り
。
故
一
一
甚
な
く
人
ニ
逢
ハ
ピ
、
思
煩
ふ
者
-
一
は
其
呪
と
く
取

除
き
、
良
心
の
担
は
あ
る
者
ハ
悔
改
め
、
疑
あ
る
者
ハ
解
き
、
不
満
足
あ

る
者
ニ
は
満
足
を
あ
た
ふ
べ
し
。

O
人
の
罪
ニ
付
テ

キ
リ
ス
ト
ハ
罪
を
調
べ
責
む
る
篤
一
一
来
り
た
ま
わ
ず
罪
を
教
は
ん
篤

来
れ
り
。
故
ニ
多
く
人
の
皿
寸
一
一
注
意
し
之
を
曾
す
市
中
の
み
を
一意
と
せ
ず

罪
の
愈
さ
れ
ん
事
を
祈
る
可
し
。

病
あ
ら
は
必
ズ
苦
ト
痛
あ
る
如
く
、
罪
あ
ら
ば
必
ズ
良
心
の
責
あ
る
可

し
。
故
ニ
罪
を
責
む
る
ニ
及
、
は
ざ
ら
ん
。
之
を
憐
み
救
は
る
弘
事
を
務

む
る
可
し
。

(
マ
ム
)

「併
し
罪
を
犯
し
て
設
或
ハ
紫
、
、
、
笑
ふ
も
の
あ
る
時
は
之
を
責
む
可

し
。
キ
リ
ス
ト
モ
パ
リ
サ
イ
人
を
戒
め
し
事
あ
り
。
ま
た
聖
古
ニ
苦
め

悲
め
突
け
汝
の
喜
を
憂
ニ
嬰
へ
よ
汝
の
笑
を
悲
-
一
代
へ
よ
と
あ
る
な

り

融
商
者
病
人
-
一
逢
は
ぽ
か
な
ら
ず
之
を
苛
め
ず
直
ニ
其
苦
を
ゆ
る
め
る

な
ら
ん
。
如
是
キ
リ
ス
ト
ハ
罪
人
を
見
て
直
ニ
忠
ミ
愈
し
た
ま
ふ
ベ
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し。
十
月
二
十
七
日

O
今
泌
山
ニ
於
テ
ノ
働
ニ
付
的
限
定
せ
し
明

H
一
週
中
三
日
全
く
調
書
-
一
時
を
設
す
事
其
他
ハ
宇
目
の
事

同
隔
週

一
度
二
日
間
大
阪
ニ
通
ひ
質
問
す
る
事

同
毎
日
一

時
間
ハ
信
者
の
篤
英
穆
を
皐
ぶ
者
の
鴛
-
一
費
す
事

川
水
曜
日
及
日
暇
日
ニ
は
郡
山
教
曾
-
一
於
テ
説
教
或
ハ
祈
祷
曾
す
る
事

重
ニ
水
曜
日
ニ
は
信
者
の
働
く
可
き
事
を
数
へ
か
つ
示
す
事

同
奈
良
の
働
は
可
成
ハ
今
迄
の
通
ニ
績
け
る
事

同
叫
一
川
十
時
ハ
信
者
の
鴛
夕
方
よ
り
行
く
事
但
し
隔
週
ニ
し
て
一
度
ハ
代
を
送

る
Fお

聖
書
ハ
付
聖
書
の
友
同
ガ
ラ
テ
ヤ
書
同
歎
一不
録
注
解
岡
以
饗
亜
一
一
章
宛

市11

塁手

付
フ
ヰ
ニ

l
氏
著
書

並
ニ
雑
常
山
口
リ
パ
イ
パ
ル
レ
ク
チ
ャ

ー

同
プ
ラ
ク
チ
カ
ル
セ
ヨ
ウ
ジ
|

凶
シ
ヤ
フ
氏

数
合
歴
史

同
時
々
新
聞
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夜
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2見 笠智 聖
七
時

教
t}i 

宙研
八

F寄 時

用 神ヲ」 究
九
時

意 十時

十

及
時

EE 教
説監
教獄 時

i!ヨR 曾 説教
日キ

研 史
時

ゲ7ヒL 山時

蒔守安子宅 五
時

3ヨ4五 英 キ守骨斤R 
日英" 語英 教説

七
百台 時

チレ
八~ 

l ク セプ 時

万ミ
ヨラ

7L 
働

ロチ
時;..:力

| ル
十時

O
怒
魔
ハ
王
ノ
如
き
者
也

悪
魔
ハ
暗
を
主
ル
王
ナ
リ
。
即
ち
政
を
取
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
其
強
き
事
知

る
可
し
。
之
-
一
戦
ひ
勝
た
ん
と
せ
は
光
の
王
町
ち
聖
霊
ニ
由
テ
鞍
は
さ

れ
ば
勝
つ
事
能
は
ざ
る
可
し
。

「我
傍
は
血
肉
と
鞍
ふ
ニ
あ
ら
ず
政
ま
た
権
威
ま
た
斯
の
世
の
幽
暗
を

宰
と
る
者
ま
た
夫
の
庭
-
一
あ
る
窓
の
霊
と
鞍
ふ
な
り
」
以
弗
所
六
の
ロ

O
更
生
の
時

言己

草
木
成
長
ス
ル
ニ
之
を
見
る
事
能
は
ず
。
叉
夜
の
一
階
よ
り
明
る
も
漸
々

ニ
て
人
其
区
別
を
見
る
事
能
は
ず
。
人
の
新
ニ
生
る
L

も
如
是
も
の

日

乎

O
リ
パ

イ
パ
ル
恰
巴
谷
三
の

付
是
れ
ハ
戸
キ
が
エ
レ
ミ
ヤ
ノ
時
人
民
の
後
の
有
様
を
見
悲
を
も
て
榊

一
祈
り
し
言
葉
な
ら
ん
。

ω宗
教

ハ
人
の
働
ナ
リ
。
即
ち
人
心
を
も
て
心
よ
り
一
柳
ニ
順
ふ
事
な

り
。
是
れ
人
の
務
な
り
。

一柳
ハ
彼
を
し
て
刺
ニ
順
ふ
ょ
う
附
し
た
ま
ふ

也
。
人
々
榊
ニ
順
ふ
事
を
嫌
ひ
或
ハ
惑
な
る
ニ
よ
り
て
聖
震
を
以
て
彼

を
感
化
し
た
ま
ふ
也
。
人
々
ミ
ナ
榊
ニ
順
ふ
も
の
な
れ
ば

「榊
よ
爾
の

工
を
興
せ
」
と
祈
る
の
折
な
し
。

此
析
の
必
要
の
理
ハ
人
々
全
く
一
柳
ニ
順
ふ
事
を
好
ま
さ
る
ニ
よ
る
。

一脚

聖
霊
の
恩
化
を
輿
へ
ざ
れ
ば
カ
ツ
テ
地
球
上

一
人
も
一
仰
の
誠
ニ
従
ふ
も

の
な
か
ら
ん
。

同

一
ノ
リ
パ
イ
パ
ル
ハ
蔦
の
哀
徴
ナ
リ
シ
ヲ
推
察
せ
し
む
る
也
。

凡
テ

ノ
数
命
日
ハ
リ
パ
イ
パ
ル
ヨ
リ
成
リ
タ
ル
也
。
リ
パ
イ
パ
ル
ハ
人
の
心
を

働
す
篤
ニ
一
脚
の
建
て
た
も
う
も
の
也
。
人
ハ
賓
ニ
震
の
慨
情
な
る
も
の

ニ
て
彼
ら
の
霊
を
紳
の
道
よ
り
離
ら
し
む
る
多
の
物
あ
り
て
一
順
一
早
一
面
の
感

化
ニ
逆
ふ
也
。
故
ニ
彼
警
の
中
ニ
奨
励
を
起
し
其
潮
勢
彼
ら
の
反
封
す

る
審
物
を
流
す
の
強
度
一
一
至
る
ハ
肝
要
な
り
。
一
柳
ニ
従
ふ
前
-
一
凡
て
の

迷
ふ
感
情
を
打
破
り
議
す
程
の
助
を
得
ざ
る
可
ら
ず
。

感
情
を
起
ス
ハ
宗
教
ニ
あ
ら
ず
と
雄
ド
モ
、
人
は
或
ル
理
ニ
よ
り
肉
ト
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世
の
欲
ニ
由
テ
奴
隷
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
ニ
罪
悪
ト
其
危
険
の
感
情



を
醒
す
は
従
ニ
必
要
な
り
。
附
し
て
反
釣
の
情
ト
欲
の
奨
糊
ハ
肉
ト
世

の
欲
の
力
を
絞
り
吾
本
心
を
残
し
て
紳
ニ
従
ふ
ニ
自
由
な
ら
し
む
可

し
。
故
ニ
市
キ
呪
ニ
感
ジ
ル
ハ
百
二
大
切
ナ
リ
。
然
れ
ど
も
未
だ
本
心

の
決
心
ス
ん
ま
で
ハ
感
情
の
み
ハ
持
ニ
も
あ
ら
ず
必
ニ
あ
ら
ざ
る
川

4

ーレ。(マ

h
)

同
沿
い
A
人
の
庭
史
を
阿
顧
せ
よ
。
一
柳
ρ

格
別
の
時
-
一
於
て
彼
ら
を
し
て

宗
教
を
保
た
せ
ん
鴬
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
用
ゐ
而
し
て
彼
ら
を
助
し
人
民
を

し
て
榊
-
一
蹴
ら
し
め
し
な
ら
ん
。

其
後
復
タ
世
の
山
間
ニ
蔽
れ
、
斥
鋭
、
偶
像
-
一
迷
ひ
、
高
慢
-
一
流
る
。
然

れ
ど
も
リ
パ
イ
パ
ル
ニ
山
テ
ま
た
興
る
な
り
。

川
宗
教
の
感
情
が
日
閉
め
起
ら

E
れ
は
教
命
日
の
元
素
ハ
小
ク
其
目
的
の
形

ハ
小
し
て
強
固
な
ら
ず
。
之
ニ
反
射
す
る
世
の
感
情
ト
助
、
、
、
ハ
之
-
一
勝

ち
、
人
々
一
一
柳
ニ
従
は
さ
る
べ
し
。
彼
ら
の
智
慧
ハ
少
く
彼
ら
の
基
ハ
弱

く
働
ま
す
事
あ
ら
さ
れ
ば
、
彼
ら
ハ
務
の
道
よ
り
雛
れ
一
柳
の
栄
を
穎
ハ

ス
ト
コ
能
は
さ
ら
ん
。
今
も
こ
の
世
の
有
様
ハ
同
シ
キ
事
ナ
レ
パ
、
、
、
、

(ヨ-
一一g
E
E
ヨ
}

レ
ニ
|
ム
の
全
く
来
る
ま
で
ハ
リ
パ
イ
パ
ル
の
方
法
を
も
て
の
み
宗
教

ハ
成
皿
な
る
い
事
を
得
る
な
り
。
此
時
機
ニ
舷
じ
た
る
奨
助
ナ
ク
シ
テ
、
教

曾
ヲ
ン
テ
紳
の
潟
-
一
動
か
ず
働
か
し
め
ん
と
幾
度
幾
久
し
く
訊
み
し

や
。
多
の
津
き
人
々
の
考
し
ニ
父
今
も
考
フ
ル
ニ
宗
教
を
盛
大
ニ
す
る

ハ
話
ニ
同
等
-
一
迫
々
進
み
不
熱
心

-
一
人
を
迫
々
集
め
か
か
る
奨
助
な
く

し
て
進
む
ハ
尤
も
普
き
道
と
想
像
す
る
也
。
然
れ
ど
も
其
事
一
此
ハ
具
設

の
健
一
盆
な
る
を
設
す
る
也
。
た
と
へ
教
命
日
ハ
十
分
智
識
ニ
富
み
元
理
を
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保
つ
と
雌
ド
モ
光
少
く
多
の
反
逆
の
源
あ
れ
ば
、
絡
別
の
奨
励
あ
ら
ざ

れ
ば
動
か
ず
し
て
進
む
事
能
は
ざ
ら
ん
。
尤
も
ミ
レ
ニ

l
ム
来
ら
ば
、

時
々
ノ
奨
励
あ
る
事
ハ
知
ら
ざ
る
べ
し
。
然
れ
と
も
此
時
-
一
於
て
ハ
数

命
日
全
く
光
ニ
満
の
反
逆
の
源
ハ
全
く
去
り
、
全
く
一
刺
ニ
従
フ
ニ
至
ル
ベ

ン。故
ニ
数
命
田
川
リ
バ
イ
パ
ル
ニ
由
テ
盛
-
一
ナ
ル
ナ
リ
。

川
も
し
如
是
奨
励
な
く
し
て
教
舎
が
一
進
路
ニ
順
従
し
行
け
ば
、
是
れ

賀
ニ
望
む
べ
き
事
也
。
如
何
と
な
れ
ば
斯
ル
奨
働
ハ
建
康
ヲ
得
す
る
事

あ
れ
ば
也
。
も
し
氷
く
綴
け
ば
必
ズ
一
柳
経
を
痛
め
働
き
能
は
ざ
る
ニ
至

る

O
聖
盛
の
御
恩
化

聖
霊
の
御
恩
化
川
一
聯
の
民
理
即
ち
一
酬
の
言
葉
を
心
ニ
聞
き
或
ハ
宇
宙
の

有
様
身
健
及
援
魂
上
等
の
有
様
ニ
白
テ
聖
霊
の
御
恩
化
あ
る
也
。
出
芯
師
岨

ハ
肉
欲
や
世
の
美
キ
モ
ノ
味
ヨ
キ
モ
ノ
凡
の
好
む
者
を
以
て
情
欲
を
輿

さ
し
め
、
人
を
罪
ニ
導
く
な
り
。
如
日
疋
聖
援
ハ
天
園
の
美
認
の
食
物
飲

物
の
味
無
限
生
命
の
俊
晴
一
寸
を
以
て
感
ぜ
し
め
潔
-
一
等
き
た
ま
ふ
な
り
。

川
芯
刷
出
ハ
僑
を
も
て
人
を
場
き
一
柳
ハ
民
を
も
て
導
き
た
ま
ふ
也
。
故
-
一
人

ハ
必
胞
の
誘
を
砕
き
製
m
胞
の
思
化
を
得
て
叙
を
'
得
る
も
の
な
り
。



O
リ
パ
イ
パ
ル

レ
ク
チ
ャ
ー

け
リ
パ
イ
パ
ル
ハ
奇
蹟
一
一
あ
ら
ず

什
与
問
跡
ハ
一
柳
ノ
カ
ニ
テ
自
然
の
法
作
ヲ
輿
へ
或
ハ
止
む
る
前
中
ヲ
号
u
フ
ナ

リ
。
然
れ
ど
も
リ
パ
イ
パ
ル

円
如
是
奇
跡
ニ
あ
ら
ず
。
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ

愛
ル
ニ
モ
飽
モ
心
モ
其
律
ハ
其
億
二
働
ク
ナ
リ
。
而
シ
テ
其
法
律
ハ
リ

パ
イ
パ
ル
ノ
時
-
一
興
へ
ら
れ
或
ハ
止
ま
る
事
ハ
な
ら
ざ
る
な
り
。

け
叉
自
然
の
力
の
上
ニ
出
ル
力
ヲ
得
ル
ノ
本
町
蹟
ニ
も
あ
ら
ず
。
宗
教
ニ
入

れ
ば
と
て
自
然
の
定
り
た
る
力
ニ
越
エ
タ
ル
カ
ヲ
愛
ル
ニ
あ
ら
ず
。
只

自
然
の
力
を
正
し
く
働
か
す
の
み
。

故
ニ
人

々
行
者
ニ
成
り
た
り
と
雌

ド
モ
、
前
ニ
…
出
来
ざ
り
し
仕
事
ハ
矢
張
出
来
ざ
る
な
り
。
只
前
ニ
種
々

ニ
働
き
し
如
く
其
力
を
一仰
の
祭
の
篤
ニ
用
ゐ
る
の
み
。

同
叉
或
ル
理
ニ
於
テ
モ
ベ
川
蹴
ニ
あ
ら
ず
。
是
れ
明
ニ
道
理
-
一
合
ふ
た
る

種
々
の
万
道
を
正
く
川
ゐ
た
る
結
果
な
る
ハ

、
恰
も
其
他
の
事
…
此
の
k
H

法
の
適
用
ニ
由
テ
得
た
る
結
果
な
る
が
如
し
。
使
徒
ら
奇
蹟
を
篤
し
た

れ
ど
も
是
れ
只
方
法
の
鴛
ニ
用
し
事
ニ
て
、
一
脚
の
支
配
し
た
ま
ふ
事
を

誼
す
る
篤
也
。
奇
跡

ハ
リ
パ
イ
パ
ル

ニ
あ
ら
ず
。
リ
パ
イ
パ
ル
ト
奇
跡

ヨコ
jjL 

ハ
大
ニ
異
な
る
者
也
。
素
よ
り
使
徒
の
時
ハ

リ
パ
イ
パ
ル
ハ
奇
跡
卜
共

ニ
迎
リ
シ
ト
雌
ド
モ
リ
パ
イ
パ
ル
ハ
寄
蹟
ニ
あ
ら
さ
る
な
り
。

O
リ
パ
イ
パ
ル

日

今
信
者
が
各
自
二
日
を
飽
し
直
-
一
一
仰
の
塑
窓
ニ
満
さ
れ
罪
を
忠
、
、
、
耐
仰
を

愛
ス
ル
情
-
一
熱
心
ニ
な
り
、
人
の
盛
魂
を
愛
し
官
-
一
心
-
一
罪
を
犯
ス

人
々
を
変
へ
愛
す
る
情
熱
心

ニ
燃
ヱ
ナ
パ
、

必
ズ
多
の
罪
人
光
-
一
感
じ

一脚
ニ
立
ち
師
へ
る
可
し
。
如
何
ニ
し
て
も
今
の
信
者
よ
り
起
ら
ざ
れ
ば

他

ハ
興
ら
ざ
る
な
り
。

今
光
を
消
ス
モ
誼
ス

ル
モ
信
者
の
行
ニ
あ
る
な
り
。
今
巳
ニ
信
仰
ニ
あ

る
兄
弟
を
輿
ス
コ
ト
貿
ニ
必
要
な
り
。

。
リ
パ
イ
パ
ル

余
此
の
リ
パ
イ
パ
ル
ニ
付
き
宣
プ

ル
ニ
汝
ラ
ニ
問
可
き
十
係
ア
リ
。

H
汝
何
の
篤
ニ
此
の
設
教
ヲ
聞
く
や
。

同
汝
リ
パ
イ
パ

ル
ヲ
起
ス
ベ
き
汝
の
義
務
を
悟
り
し
な
ら
ば
、
其
を
'
W
H
地

三
付
フ
可
き
積
り
な
る
や
。

同
若
し
余
榊
の
一青
葉
ヨ
リ
汝
ニ
リ
パ
イ
パ
ル
ニ
付
合
民
理
を
教
へ
ナ
パ
、

S4
ニ
従
ひ
汝
の
一
生
之
を
貧
践
ス
ル

ヤ
。

剛
而
し
て
之
を
汝
の
家
族
汝
の
朋
友
汝
の
隣
汝
の
市
ニ
及

ス
や
。

同
或
ハ
汝
ら
此
冬
中
リ
パ
イ
パ
ル
ニ
付
テ
撃
び
其
起
る
篤
ニ
は
何
も
篤

さ
JE

る
や
。

同
余
ハ
汝
リ
パ

イ
パ
ル
ノ
事
一
一
付
き
翠
ひ
得
し
事
ハ
何
ニ
テ
も
直
-
一
貫
地

三
付
ヒ
此
地
の
罪
人
の
中
一
一
リ
パ
イ
パ
ル
ヲ
起

y
得
ざ
る
や
考
へ
見

よ
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国
政
若
し
之
を
行
ハ
ザ
ル
積
な
れ
ば
今
之
を
余
-
一
告
げ
よ
。
然
れ
は
A
ホハ



己
の
力
を
費
す
事
を
要
せ
ず
。

川
汝
今
之
ヲ
決
せ
よ
。
行
ヤ
。
否
ヤ
。

川
今
一
柳
ニ
容
を
篤
し
五
口
ら
リ
パ
イ
パ
ル
ニ
付
テ
製
び
得
し
務
ハ
直
ニ
行
は

ん
事
を
、
又
一
脚
邸

ん
の
あ
ら
ん
を
祈
ル
ベ
シ
。

O
そ
れ
紳
ニ
循
ふ
愛
ハ
悔
な
き
の
救
を
得
る
の
悔
改
ニ
至
ら
し

む

什
欲
ノ
篤
-
一
入
ル
モ

は
倹
約
ノ
篤
ニ
入
ル
モ
ノ

け
交
際
ノ
矯
ニ
入
ル
モ
ノ
川
交
ノ
岱

間
人
口
問
ノ
篤

同
職
業
の
第
二
入
ル
モ
ノ
付
職
ヲ
信
者
の
中
ニ
得
ル
篤

叫
繁
昌
セ
ン
ガ
潟
或
ハ
信
用
の
篤

川
名
答
ノ
置
付

-
一
入
ル
モ
ノ

的
家
ヲ
治
ル
手
術
ニ
入
ル
モ
ノ
ア
リ

。付
エ
ホ
パ
ヲ
畏
レ
罪
ヲ
悔
ヒ
テ
来
ル
モ
ノ
ハ
員
の
信
者
也
。

開
(→ 

彼
ら
ハ
罪
少
キ
故
一
肺
ヲ
回
X

レ
ザ
ル
ヤ
。

(寸

何
よ
り
良
心
の
氏
起
る
や
。

必
魔
ニ
勝
テ
行
フ
ベ

γ
。

( ~) 

信
者
の
忠
告
ハ
尤
モ
可
憶
也
。
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O
道
を
行
ふ
者
と
な
る
可
し
。

聖
書
を
讃
み
或
ハ
之
ニ
闘
す
る
書
を
讃
む
ニ
行
ふ
篤
-
一
讃
む
べ
し
。
叉

人
ニ

-説
教
す
る
も
諮
る
ニ
も
其
人
を
し
て
行
は
し
む
る
潟
ニ
鴛
す
べ

し
。
決
し
て
只
知
る
篤
や
函
白
い
潟
や
ニ
矯
す
可
ら
ず
。
直
ニ
之
ヲ
行

ふ
能
は
ざ
る
事
ハ
妄
ニ

言
ふ
可
ら
ず
。
人
の
心
ニ
従
ふ
て
通
す
る
料
を

輿
ふ
可
し
。

O
良
心
の
責

人
ハ
良
心
の
命
ニ
従
ふ
よ
り
外
ニ
袴
を
行
ひ
或
ハ
悔
改
む
る
の
心
な

し
。
叉
力
な
し
。
故
ニ
先
づ
人
を
母
く
ニ
は
人
の
良
心
-
一
心
を
注

g
其

人
の
良
心
の
責
起
る
様
働
く
可
し
。
人
の
命
ニ
従
は
し
め
ん
と
す
る
勿

れ
。
自
ら
良
心
の
命
ニ
従
は
し
む
可
し
。

O
問
事
詳
細
ニ
考
へ
よ

人
の
救
ノ
貼
悔
改
の
遁
可
↑な
迫
凡
テ
心
-
一
疑
し
き
庭

ハ
明
ニ
研
究
し
、

良
型
を
知
て
之
ニ
従
ふ
を
努
め
よ
。

之
を
粗
ろ
ふ
一
一
気
す
者
ハ
多
く
罪
ニ
陥
る
也
。
五
口
ら
道
一
一
進
み
恵
-
一
育

つ
も
之
を
務
む
る
よ
り
得
ら
る
λ

也。

O
道
の
庚
く
侍
る
事

只
此
道
理
即
ち
道
を
多
く
体
へ
人
々
道
を
聞
く
の
み
ニ
し
て
之
が
潟
働

く
も
の
少
け
れ
ば
、
決
し
て
救
わ
る
与
も
の
な
き
な
り
。
故
ニ
必
ず

一



人
々
一
々
聖
援
の
御
恩
化
ニ
由
テ
進
ま
ざ
れ
ば
時
四
く
遁
の
侍
る
事
な
き

な
り
。

O
爾
曹
ハ
債
を
以
て
貿
れ
た
る
者
な
り
人
の
奴
隷
と
な
る
勿
れ

(
寄
林
多
前
七
の

二
三
)

「兄
弟
よ
吾
れ
言
ん
何
よ
り
後
の
時
ハ
過
ま
れ
り
葦
妻
を
有
る
者
ハ
有

ざ
る
が
如
く
突
く
者
ハ
突
ざ
る
が
如
く
喜
ぶ
者
ハ
喜
ば
ざ
る
如
く
(
乙

の
問
中
略
あ
り
)

ζ

の
世
を
用
ゐ
る
者
ハ
用
ざ
る
が
如
く
す
べ
き
潟
也

夫
れ
此
世
の
形
燃
ハ
過
逝
な
り
」
寄
林
前
七
の

二
九

1
三
十

O
天
ニ
在
る
も
の
を
念
ひ
地
ニ
在
る
も
の
を
念
ふ
勿
れ
(
詩
羅
西

三一章一
の
二
節
)

O
人
ハ
聖
震
を
愛
け
な
ば
満
足
す
べ
し

た
と
へ
皐
問
な
く
と
も
金
な
く
と
も
或
健
病
あ
り
或
ハ
迫
害
あ
り
と
更

一
不
足
心
な
く
憂
な
く
貫
一
一
心
-
一
安
を
得
ベ
し
。

「
我
が
設
ふ
る
水
を
飲
む
も
の
は
永
遠
渇
く
事
な
し
」
ヨ
ハ
、
不
侍
四
の

十
四「

わ
れ
平
安
を
爾
ら
ニ
遣
す
我
平
安
を
爾
ら
ニ
設
ふ
我
あ
た
ふ
る
所
ハ

世
の
謙
る
所
の
如
き
ニ
非
ら
ず
」
ヨ
ハ
ネ
停
十
四
の

二
十
七
せ
つ
此
前

記

節
削
ち
二
十
六
せ
つ
を
硯
よ
。
是
れ
聖
遜
の
御
約
束
-
一
闘
る
べ
し
。

O
聖
霊

日

人
心
ハ
貧
-
一
弱
し
て
直
三
階
の
勢
ニ
ま
け
る
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
聖

震
常
ニ
彼
の
良
心
を
導
き
た
ま
ふ
ニ

よ
り
、
一珊
一
一
順
ふ
心
燃
る
也
。
ま

た
祈
祷
の
精
榊
も
起
る
也
。

O
聖
書

聖
書
を
吾
ら
毎
朝
讃
む
ハ
即
ち
紳
よ
り
今
日
吾
ら
の
可
行
事
を
命
じ
た

ま
ふ
言
葉
也
。
ま
た
-
祈
祷
す
る
時
の
榊
の
約
束
な
り
。
即
ち
一
柳
な
る
聖

露
五
ロ
ニ
語
り
た
ま
ふ
教
な
る
を
忘
る
可
ら
ず
。
而
し
て
其
感
ぜ
し
庭
ハ

今
日
必
す
行
ふ
ベ
し
。
叉
祈
る
べ
し
。
汝
若
し
聖
書
を
行
ふ
矯
め
に
讃

ま
ざ
れ
は
盆
を
潟
さ
U

る
也
。
然
る
ニ
吾
ら
儀
式
の
如
く
諮
問
む
も
の
あ

り
。
是
れ
大
な
る
誤
也
。

凡
テ
書
物
ハ
行
ふ
潟
ニ
可
讃
者
也
。
只
博
識

の
気
或
ハ
書
物
讃
み
-
一
な
ら
ん
篤
或
ハ
慰
の
篤
讃
む
者
素
よ
り
大
な
る

誤
ナ
リ
。

故
ニ
安
息
日
ニ
聖
書
研
究
ス
ル
モ
説
教
す
る
も
教
ゆ
る
者
ハ
信
者
ニ
之

を
行
は
し
め
ん
と
務
め
、
信
者
之
を
防
相
テ
行
ハ
ン
篤
ニ
来
る
べ
し
。
故

ニ
説
教
ニ
テ
モ
書
籍
ニ
テ
モ
笈
地
の
行
ニ
闘
す
る
者
ハ
カ
あ
る
也
。
素

よ
り
聖
書
ハ
其
時
代
の
信
者
一
一
直
接
可
矯
事
ヲ
命
じ
か
っ
教
へ
た
る
者

也
。
故
ニ
其
人
々
ニ
取
テ
ハ

一
々
心
-
一
必
要
の
民
理
ニ
シ
テ
カ
あ
り
し

也
。
故

-
一
亦
今
日
の
信
者
の
可
行
篤
-
一
一
脚
の
送
り
た
ま
ふ
者
也
。
故
ニ

一
々
吾
心
ニ
直
接
行
ふ
可
き
も
の
也
。
若
し
之
を
行
ふ
篤
ニ
讃
ま
ざ
れ

ば
力
な
く
γ
〈
感
ぜ
ざ
る
也
。
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O
説
教



設
教
ハ
聖
護
ニ
感
じ
一
脚
の
一言
葉
を
人
の
心
三
一一一
口
フ
ナ
リ
。
人
心
を
光
し

教
へ
戒
め
督
し
悔
改
一
一
導
き
信
仰

ニ
導
く
モ
ノ
ナ
リ
。

故
ニ
十
分
人
の

心
を
知
ら
さ
る
可
ら
ず
。
ま
た
一
脚
の
聖
旨
を
十
分
排
へ
さ
る
可
ら
ず
。

O
心
の
窓
鏡
(
第
三
一
章
)

「我
僚
は
肉
ニ
在
り
て
行
け
ど
も
肉
ニ
循
ひ
て
験
は
ず
」
卸
ち
我
僚
は

人
と
験
ふ
ニ
あ
ら
ず
。
其
人
の
汚
磁
を
宰
る
患
の
震
と
鞍
ふ
な
り
。
人

多
く
肉
の
汚
磁
ニ
陥
る
は
必
の
援
と
験
は
ざ
る
ニ
由
る
。

の

が

故
ニ
吾
併
は
人
の
顔
や
言
葉
や
風
や
情
杯
亦
目
掛
け
ず
、
吾
が
心
-
一
来

り
或
ハ
人
の
心
-
一
働
く
必
の
援
を
目
掛
け
、

L

ど
と
鞍
ふ
ベ
し
。
是
レ
我

ふり

""'
au

M

U

A

ω

n

p

f

』
ーと

傍
若
し
敵
の
在
庭
と
其
好
計
を
明
ニ
認
め
ざ
れ
ば
何
ぞ
普
き
戦
を
戦

ひ
勝
を
奏
す
可
ん
や
。
余
屡
々
青
年
殺
の
汚
磁
-
一
誘
れ
可
必
罪
忠
ヲ
犯

し
、
其
託
言
キL
聞
く
ニ

、
或
ハ
日
く
苔
れ
朋
友
ニ
誘
れ
た
り
。
或
ハ
円

く
嬬
人
ニ
誘
れ
五
口
れ
墜
く
拒
む
と
難
ト
モ
言
ひ
難
き
の
情
を
も
て
来
り

し
故
、
絡
に
心
汚
さ
れ
た
り
と
。
呼
鳴
愚
な
る
設
。
汝
を
罪
一
一
渇
き
し

も
の
は
必
魔
ニ
し
て
朋
友
ニ
あ
ら
ず
、
婦
人
ニ
あ
ら
ず
、
汝
の
心
己
ニ

本
施
ニ
慮
を
得
さ
せ
た
れ
ば
符
易
ニ
必
ニ
従
ふ
な
り
。
汝
若
し
心
の
奥

底
ニ
来
る
“
出
魔
の
盤
に
逆
ひ
必
魔
の
起
さ
し
め
ん
と
す
る
情
を
破
り
心

内
ニ
耐
仰
の
虞
理
と
聖
援
の
感
情
充
満
せ
は
何
ぞ
汚
射
が
汝
を
導
く
事
を

得
ん
や
。

却
て
汝
の
顔
の
光
ニ
由
テ
彼
の
良
心
を
責
め
或
ハ
恥
ぢ
或
ハ

悔
改
む
る
ニ
至
ら
ん
。

即
ち
汝
の
心
ニ
聖
震
の
潔
き
情
熱
る
時
は
其
の
光
汝
の
顔
色
汝
の
眼
光

て

|
I
l
l
i
-
-

汝
の
口
気
ヨ
リ
輝
り
出
デ
L

モ
1

ゼ
の
顔
の
如
き
光
を
裂
し
、
汚
れ
た
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る
霊
之
-
一
近
く
事
を
得
ざ
る
な
り
。
聖
書
ニ
日
く

「紳
ニ
由
て
生
れ
た

る
者
は
自
ら
守
る
か
の
患
者
乙
れ
に
鰯
と
と
を
篤
さ
る
也
」

主
イ
エ
ス
日
く
「
爾
曹
は
地
の
躍
な
り
世
の
光
な
り
」
と
。

然
れ
ば
五口

傍
此
一階
き
腐
れ
た
る
世
界
ニ
在
り
て
光
を
裂
し
堕
の
味
を
保
ち
多
の
汚

綴
れ
た
る
援
を
清
め
ざ
る
可
ん
や
。
諸
君
よ

0

・忠
踏
の
在
日
廃
ト
其
好
計

(
貿
ニ
隠
れ
て
賢
一
一
巧
み
な
れ
ば
心
を
労
せ
ざ
れ
ば
知
る
事
能
は
ず
)

を
明
ニ
認
め
之
を
目
掛
け
て
誇
き
較
を
戦
ひ
、
己
の
遜
を
潔
く
守
る
の

み
な
ら
ず
、
汚
れ
た
る
援
を
も
吾
光

ニ
由
て
感
化
せ
ざ
る
可
ら
ず
。

O
塑
援

設
数
す
る
時
、
人
ニ
附
す
時
、
一耐
梼
の
時
、
人
の
心
と
壁
m
E
-
一
注
目
せ

よ
。
削
ち
聖
援
の
御
一怒
の
降
る
事
を
待
つ
可
し
。
ま
た
是
而
己
を
祈
る

ベ
し
。
吾
僚
只
救
は
る
L

ニ
は
キ
リ
ス

ト
に
の
み
頼
る
が
如
く
働
く

ニ

は
只
壁
援
の
御
態
化
ニ
の
み
綴
る
可
し
。
他
の
祭
問
其
他
霊

叫
は
聖
盤

の
旬
ヤ
一
白
て
得
る
而
己
。
聖
同
胞
の
讃
を
愛
る
時
は
見
え
ざ
る
天
国
は

見
る
が
如
く
成
り
見
え
ざ
る
刷
も
見
る
が
如
し
、
叉
地
獄
も
己
の
永
遠

の
柄
も
己
の
有
様
も
賀

ニ
見
る
が
如
く
未
来
の
事
も
今
現
在

-一
一然
る
が



知
く
感
ず
る
事
を
得
る
な
り
。
も
し
紳
の
永
遠
の
事
即
ち
世
の
創
よ
り

世
の
末
迄
の
事
ニ
自
ら
逢
遇
せ
ば
如
何
。
其
感
じ
如
何
。
即
ち
聖
盛
の

誼
を
得
ば
貸
地
の
如
く
感
ず
る
な
り
。

余
は
今
日
よ
り

一
生
は
只
聖
霊
ニ
満
さ
れ
て
而
己
高
官
申
を
鴛
さ
ん
。
然

ら
さ
れ
ば
結
果
な
し
。

説
教
-
一
も
紳
ニ
祈
る
も
一仰
の
奥
義
を
悟
る
も
感
施
ニ
駿
ふ
ニ
も
人
を
導

く
ニ
も
キ
リ
ス

ト
を
信
ず
る
ニ
も
只
聖
誕
の
御
恵
を
得
て
篤
さ
ん
。
亦

凡
テ
基
督
信
者
皆
ナ

一
生
聖
援
卜
行
く
可
し
、
然
ら
ざ
れ
ば
勝
を
得
る

事
な
し
。

「凡
そ
榊
の
鍾
ニ
噂
る
ふ
杏
は
日
記
れ
即
ち
榊
の
子
な
り
」
ロ
1
7
八
の

十
四「聖

震
を
消
す
事
勿
れ
」
(
テ
サ
ロ
ニ
ケ
前
ロ

ノ

一
九
カ
)

「聖
鍾
を
憂
し
む
る
勿
れ
爾
ら
末
日
の
篤
彼
の
印
を
愛
け
た
れ
ば
な

り
」
(エ

ペ
ソ

四
ノ
一一
一O
カ
)

「聖
盤
-
一
満
さ
る
べ
し
」
(
エ
ペ
ソ
書
五
ノ
一
八
カ
)

人
も
し
渇
ば
我
ニ
来
り
て
飲
め
我
を
信
ず
る
者
聖
書
ニ
鋒
し
h

如
く
其

腹
よ
り
活
け
る
水
川
の
如
く
流
れ
出
ず
ベ
し
。
」

記

内
か
刷
出
ニ
勝
ち
聖
寂
ニ
渦
さ
る
る
は
食
ニ
力
あ
る
熱
心
の
祈
祷
を
要
す
る

と
難
ド
モ
、
も
し
吾
れ
酬
の
御
助
を
蒙
り
を
愛
け
其
誼
を
篤
さ
♂
は
人
々

日

も
之
を
信
じ
叉
之
ニ
倣
ひ
同
じ
惑
を
愛
る
ニ
至
る
可
し
。

汝
決
し
て
聖

窓
を
消
す
勿
れ
。
常
-
一
聖
霊
-
一
従
ひ
其
命
ニ
従
ひ
常
ニ
祈
祷
し
て
之
を

得
可
し
。

O
今
日
よ
り
此
教
命
日
も
聖
短
ニ
俸
げ
奉
り
私
は
只
僕
と
な
ら
ん
。
主
よ
。

如
何
ニ
篤
し
た
ま
ふ
や
。
吾
ニ
何
を
潟
せ
給
ふ
や
。
私
の
妻
も
兄
弟
も

姉
妹
も
汝
の
物
な
り
。
主
ょ
。
如
何
ニ
導
き
た
ま
ふ
や
。
素
よ
り
栄
も

汝
の
物
な
り
。

O
地
獄

H
汝
の
安
息
日
を
破
り
し
事
。
姦
淫
を
行
ふ
事
。
心
を
頑
-
一
せ
し
事
。

僑
誰
口
を
悔
改
め
さ
る
事
。
高
慢
な
る
事
。
汚
れ
た
る
事
。
係
る
事
。
光

を
防
ぐ
事
。
恵
の
血
を
軽
め
踏
付
る
事
。
聖
震
を
憂
へ
し
む
る
事
。
一
脚

の
旨
三
週
は
ざ
る
事
。

兄
弟
を
怒
む
事
。

。O
山
田
お
高
女
O
北
住
春
女

O
中
川
外
松

O
針
谷
桂
斉

O
針
谷
延
(
奈

良
夫
妻

)
O成
滅
菌
寿
枝

O
林
乙
四
郎

O
松
閏
五
平

O
き
く
え

O
お
富

O
山
田
ミ
よ

O
矢
迫
磯
二
郎

O
鈴
木
千
代

松
田
妻
O
青
木

O
森
村
要
平
O
同
妻
O
松
五
郎

O

O
数曲目

付
汝
曹
は
子
を
苧
み
産
ん
と
し
た
る
や
。

同
叉
汝
の
盗
し
子
を
養
ふ
や
。
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H
牧
師
の
上
ニ
聖
霊
の
御
恵
あ
ら
さ
れ
ば
民
の
説
教
を
篤
す
事
能
は

ず。け
信
者
の
上
ニ
塑
援
の
御
噂
あ
ら
さ
れ
ば
罪
人
の
篤
-
一

働
く
事
能
は

ず。同
罪
人
の
上
ニ
聖
震
の
御
助
あ
ら
ざ
れ
ば
良
ニ
悔
改
む
る
も
の
な
し
。

イ
エ
ス

H
く
人
は
水
と
揺
ニ

山
て
生
れ
き
れ
ば
天
閣
ニ
人
る
弔
能
は

ず。。
松
間
五
三
郎

O
林
乙
四
郎

O
森
村
平
八

O
青
木
季
男

O
針
谷

O
中
川
竹

松

O
山
田
親
族

O
大
工
町
老
人

O
伊
藤
主
馬
O
矢
追
た
か

O
矢
追
ミ
よ

0 
鈴
木
千
代。
針
谷
な
ら
久。
伊
藤
妻。
松
問
委。
森
村
さ
記。

O
一脚
よ
罪
人
な
る
我
を
憐
み
給
へ
(
路
十
八
の
十
一
ニ
)

H
自
ら
義
と
意
ひ
人
を
軽
む
る
故

同
己
の
義
き
躍
を
以
て
罪
を
蔽
は
ん
と
す
る
故

同
人
と
比
し
て
彼
ニ
優
れ
る
を
以
て
己
の
過
を
蔽
は
ん
と
す
。

同
自
ら
肉
の
慾
を
姶
つ
る
を
欲
せ
ざ
る
故
、
聖
援
を
山
て
設
き
良
心
を
欺

き
民
埋
を
附
ぐ
る
者
也
。

(
以
上
二一
付
7

y

シ
ョ
ウ
)

凶
良
心
眠
り
て
己
の
罪
た
る
を
感
ぜ
ざ
る
故
也
。

川
良
型
の
光
を
見
る

ニ
由
て
限
る
事
あ
り
。

間
一
例
の
鞭

-
一
白
て
限
る
』
ゃ
あ
り
。

同
一測
の
刑
罰
ニ
白
テ
醒
る
事
あ
り
。

川
悔
改
む
る
力
な
し
と
托
言
ス
。
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O
失
望
す
る
総
よ
り
悔
改
め
ざ
る
事
あ
り。

O
聖
霊
よ
り
起
る
感
情

愛
ニ
し
て
も
憐
ニ
し
で
も
力
ニ
し
で
も
智
ニ
し
で
も
己
よ
り
生
ず
る
者

ハ
刀
な
く
結
果
な
し
。
故
ニ
汝
先
つ
紳
-
一
祈
り
聖
盤
よ
り
恵
を
愛
け
て

然
る
後
一
一
一
働
く
可
し
。
ま
た
人
を
悔
改
め
し
む
る
も
吾
よ
り
出
づ
る
者

ハ
力
な
し
。
只
型
裂
の
御
窓

-
一
由
る
も
の
な
り
。

O
和
を
求
む

和
平
を
求
む
る
者
は

一一服
な
り
其
人
は
紳
の
子
と
稽
ら
る
可
れ
ば
也
」
馬

太
五
の
九

印
チ一
刷
卜
人
ト
人
ト
人
ハ
相
互
ニ

和
き
相
愛
ス
ル
ニ
至
ル
ヲ
求
メ
其
篤

ニ
働
ヲ
云
フ
ナ
リ
。

相
利
く
甫
引
を
得
る
ハ
心
を
潔
く
し
人
の
罪
を
赦
し
己

ニ
克
て
ば
、
必
ず

一
致
ス
ル
事
ヲ
得
ベ
し
。

「
な
ん
ぢ
ら
互
一
一
容
忍
を
な
し
若
し
人
に
責
む
べ
き
事
あ
ら
は
之
を
恕

せ
キ
リ
ス

ト
爾
ら
を
恕
し
給
へ
る
如
く
爾
曹
も
然
す
べ
し
と
の
諸
の
事

の
外
ニ
愛
を
加
へ
よ
愛
は
衆
徳
の
併
な
り
」
河
町
田
梓
西
三
の
十
三

J
十
四

「若
し
お
の
/
¥
其
心
よ
り
兄
弟
を
赦
さ
ず
は
我
天
の
父
も
亦
な
ん
ぢ

ら
ニ

此
の
仰
く
行
給
ふ
ベ
し
」
馬
太
十
八
の
三
十
五



罪
ハ
悪
ミ
嫌
ふ
心
あ
り
ト
雄
ド
モ
、
之
と
和
き
其
罪
を
赦
す
の
心
を
も

て
人
を
導
く
可
し
。

「
我
傍
の
如
く
彼
ら
も
一
に
な
し
給
へ
」

「此

ハ
ミ
ナ
一
ニ
な
ら
ん
矯

な
り
父
よ
爾
わ
れ
ニ
在
り
わ
れ
亦
な
ん
じ
ニ
在
る
が
如
く
彼
ら
も
我
傍

ニ
を
り
て

一
ニ
な
ら
ん
」

「此
ハ
我
傍
の

一
な
る
が
如
く
彼
ら
も
互

一
ニ
な
ら
ん
震
な
り
」
約
停
十
章
を
硯
よ
。

「彼
は
我
僚
の
和
な
り
二
者
を

一
・
と
な
し
寛
仇
と
な
る
隔
の
簸
を
段
ち

律
法
の
中
ニ
命
ず
る
所
の
法
を
其
肉
億

二
て
慶
せ
り
蓋
二
者
を
己
ニ
聯

ね
之
を
一
の
新
し
き
人
K
造
り
て
和
が
し
め
ま
た
十
字
架
を
以
て
寛
仇

を
滅
し
叉
ζ

れ
を
以
て
二
者
を
一
題
と
な
し
て
紳
と
和
が
し
め
ん
篤
也

ま
た
来
て
一服
王
国
を
侍
へ
爾
曹
遠
り
し
者
及
近
煮
、
者
一
一

も
和
平
を
宣
ベ
た

り
」
以
弗
所
二
の
十
四
|
十
七
と
十
八

O
行
の
目
的

行
の
目
的
ハ
愛
な
り
。
郎
ち
一
柳
ト
人
ト
人
卜
人
ト
の
闘
係
也
。
説
教
す

る
ニ
も
要
む
ニ
も
勘
む
る
ニ
も
此
目
的
よ
り
出
ざ
る
可
ら
ず

O
平
和

己
の
内
良
心
の
責
な
き
を
平
和
ト
云
ふ
。
是
れ
一
刷
ト
和
き
又
人
と
和
げ

言己

ば
貧
ニ
心
平
和
-
一
し
て
本
心
の
責
な
き
故
ニ
之
を
平
和
と
一
千
か
な
り
。

約
翰
第
一
吉
一回
三
章
十
八
|
廿
四
、

日

然
れ
ば
一
柳
の
働
の
目
的
及
人
間
の
働
の
目
的
は
榊
ト
人
ト
人
ト
人
の
和

き
一
と
な
り
、
互
一
一
相
愛
す
る
ニ
至
る
事
也
。
ロ

1
7
十
四
の
八
|
|

十キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
も
一服
音
の
目
的
も
只
此
の
み
、
故
一
一
十
字
架
を
設

く
事
ハ
即
ち
一
脚
の
愛
を
設
事
也
。
ま
た
罪
人
ト
一
府
和
き
給
ふ
事
な
り
。

人
平
和
を
破
る
者
あ
り
。
是
れ
罪
な
り
。
罪
ト
ハ
一
刷
、
或
ハ
人
を
悪

之
を
捨
て
之
一
一
一
躍
る
与
と
と
也
。
而
し
て
己
を
の
み
愛
す
る
事
也
。
故

ニ
罪
を
犯
す
人
ハ
人
の
苦
を
意
と
せ
ず
恥
を
か
ま
は
ず
人
の
心
を
悪
く

す
る
を
か
ま
わ
さ
る
な
り
。
故
ニ
一
嫉
・
宰
・
怒
・
仇
恨
・
分
れ
・
思

杯
を
起
す
な
り
。
而
し
て
仇
を
報
る
心
起
る
也
。

O
怒
、
惑
を
見
て
怒
る
は
善
し
。
円
芯
人
は
普
を
見
て
怒
る
也
。

川
惑
を
怒
る
。

凶
悪
の
み
進
む
を
責
む
。

同
己
患
を
行
ひ
本
心
の
責
あ
る
者
を
憐
む
。

凶
善
き
進
ま
ん
と
す
る
者
を
忍
ぶ
。

同
己
ニ
逆
ふ
者
の
忠
を
忍
ぶ
。

思
を
怒
る
は
愛
ニ
し
て
善
人
を
一
ニ
す
る
力
也
。
即
ち
愛
の
繋
を
切
る

敵
を
防
ぐ
力
な
り
。

キ
リ
ス

ト
ハ
平
和
の
篤
ニ
十
字
架
ニ
掛
れ
り
。
故
一
一
怒
る
ニ
も
和
ニ
す

る
も
只
此
平
和
の
道
郎
ち
愛
の
道
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O
人
の
生
涯



人
の
よ
き
生
涯
ハ
榊
-
一
忠
を
重
し
人
を
己
の
如
く
愛
し
己
ニ
克
ち
即
ち

紳
ト
和
き
人
ト
人
ト
和
き

一
飽
ト
ナ
ル
事
也
。
此
働
を
多
く
符
せ
し
者

ハ
よ
女
並
木
を
篤
せ
し
者
也
。
ダ
ビ
デ
ニ
し
で
も
モ

1
ゼ
ニ
し
で
も
其
宮

殿
を
建
て
し
事
や
王
に
な
り
し
事
ハ
己
ニ
跡
方
な
し
と
錐
ド
モ
、
其
行

卸
ち
重
一
一
周
局
し
た
る
事
ハ
今
天
園
ニ
残
れ
り
。
叉
世
-
一
残
り
て
人
の
手

本
と
な
れ
り
。
五
口
隣
ハ
氷
遠
不
朽
業
を
篤
す
べ
し
。
日
々
を
貯
ふ
可

し

O
此
世
ニ
於
て
も
必
ズ
報
あ
り
。

ダ
ビ
一
ア
ウ
リ
ヤ
の
妻
を
奪
ひ
し
故
七
日
間
断
食
し
て
憂
苦
す
る
事
起
り

其
他
子
供
の
事
ニ
よ
り
幾
何
心
を
苦
め
し
ゃ
。
如
是
今
日
も
一
脚
一
一
背
く

者
ハ
必
ズ
報
あ
り
。

サ
ウ
ロ
、
ゾ
ロ
モ
ン
ノ
事
モ
参
考
す
ベ
し
。

O
説
教
の
目
的

付一
紳
の
ム
叩
ト
憐
ト
聖
旨
を
今
其
人
ニ
謝
し
て
宣
ぶ
る
事

同
其
の
人
の
今
救
わ
る
ム
局
何
を
篤
す
可
き
を
宣
ぶ
る
事
也
。

O
今
前
居
跡
事
二
世
巾
例
ニ
し
て
小
事
也

「心
を
高
ク
恩
を
過
す
勿
れ
一柳
の
各
人
ニ
賜
り
た
る
信
仰
の
量
に
従

ひ
て
公
平
に
思
念
ふ
可
し
」
ロ

l
マ
十
二
の
三
、

「
小
事
-
一
中
心
き
者
ハ
大
事
-
一
も
忠
く
小
事
に
忠
か
ら
さ
る
者
ハ
大
事

一
も
忠
か
ら
ず
」
路
加
十
六
の
十

「爾
ら
も
し
芥
種

一
粒
ほ
と
の
信
あ
ら
ば
此
桑
樹
に
抜
て
海
一
一
植
れ
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と
臼
ふ
と
も
溺
ら
ニ
従
ふ
可
し
」
路
加
十
七
の
六

「わ
れ
爾
ら
ニ
乳
を
晴
し
め
て
竪
き
物
を
設
へ
ざ
り
き
爾
ら
食
ふ
事
能

は
ざ
れ
ば
な
り
」
寄
林
上
三
包
丁
|
三

「
ま
た
行
篤
は
殊
な
れ
ど
も
一
切
の
事
を
衆
の
人
の
中
三
付
ふ
一
脚
ハ
岡

じ
」
寄
林
前
十
二
の
六

「各
人
の
智
ニ
従
ひ
て
或
者
ニ
は
銀
五
千
或
者
ニ
は
二
千
或
者
ニ
は
一

千
を
設
へ
お
き
直
一
一
放
行
せ
り
」
泊
ωJr

付
小
よ
り
大
ニ
長
つ
者
也
。
初
ハ
芥
種
の
如
く
小
な
れ
ど
も
長
て
パ
大
ト

ナ
ル
ナ
リ
。
故
一
一
人
に
教
ゆ
る
も
自
ら
皐
ぶ
も
極
小
な
る
庭
よ
り
初
め

さ
る
可
ら
ず
。
故
ニ
い
ろ
は
或
ハ

m
r
n
ι

よ
り
初
め
ざ
る
可
ら
ず
。

而
し
て
恭
順
序
を
誤
る
可
ら
ず
。

量
を
過
す
可
ら
ず
。
順
序
を
誤
る
と

(

7

h

)

 

其
人
を
失
望
す
る
の
害
あ
り
。
ま
た
其
人
ニ
不
悟
不
倫
快
を
輿
ふ
る
も

の
な
り
。

口
貧
乏
人
あ
り
。
病
人
あ
り
。
不
具
あ
り
。
貴
人
あ
り
。
役
人
あ
り
。
苦

間
半
者
あ
り
。
筆
者
あ
り
。
敏
あ
り
。
鈍
あ
り
。

一柳
ハ
此
ら
の
外
面
ト
品
位
ト
性
質
を
獲

へ
た
ま
ふ
ニ
あ
ら
ず
。
只
其
心

を
痩
へ
た
ま
ふ
な
り
。
故
ニ
凡
て
の
人
の
有
様
を
知
り
其
人
ト
ナ
リ
て

働
く
事
大
切
な
り
。

凡
て
の
人
榊
の
旨
ニ
従
ひ
榊
の
御
窓
を
感
じ
な
ば

満
足
す
る
事
を
得
る
也
。
故

-一
街
る
物
を
も
て
足
れ
り
と
す
る
事
を
皐



ば
し
む
べ
し
。

「
す
べ

て
の
人
ニ
は
我
そ
の
衆
の
人
の
欺
ニ
循
へ
り
」

耳
叫
林
前
九
の
二
十
二

「各
人
そ
の
召
れ
し
時
ハ
在
り
し
所
の
分
ニ
止
る

ベ
し
な
ん
ぢ
奴
隷
し
て
召
れ
な
は
恩
煩
ふ
勿
れ
」
耳
林
前
七
の
二
十
と

十

同
ム
!
デ
l
ニ
な
る
と
か
あ
め
り
か
の
結
果
を
直
ニ
得
ん
と
欲
す
る
勿

れ
。
五
ロ
ら
新
ニ
長
た
ば
如
固
定
一
一
致
し
て
事
を
得
ん
。
漸
々
ニ
進
む
べ

し
剛
凡
て
信
者
ニ
満
足
せ
し
む
事
必
要
な
り
。
日
疋
れ
喜
の
木
な
り
。

「我
興

る
水
を
飲
む
者
は
永
遠
渇
く
事
な
し
」
約
の
四
の
十
四

叉
全
く
な
る
べ

し。

是
れ
喜
の
本
也
。
「
爾
ら
の
父
の
全
き
が
如
く
閥

「 ら
公?も
平Z完
ニ 全
思す
ふ ベ
ベ し
し 」
」馬
ロ太
|五
マ の
十四
二 十
の/又

「一
柳
を
敬
ひ
て
足
る
事
を
知
る
は
大
な
る
利
也
」
提
太
前
六
の
六

「
わ
れ
と
れ
ら
の
翠
を
既
ニ
得
た
り
と
一言
ふ
ニ
あ
ら
ず
亦
す
で
に
全
せ

ら
れ
た
り
と
云
ふ
ニ
あ
ら
ず
或
ハ
取
る
事
あ
ら
ん
と
て
我
た
£
之
を
追

ひ
求
む
」
勝
立
比
三
の
十

ge 

O
紳
の
心

常
二
一
刷
ト
共
ニ
居
リ
常

一一一仰の
言
集
を
感
じ
常
ニ
榊
の
聖
援
ニ
満
ち
な

ば
、
心
潔
り
愛
の
心
浴
れ
如
何
-
一
一
仰
の
篤
-
一
働
く
可
き
如
何
一
一
人
を
愛

日

す
可
き
や
。
五
口
務
ハ
何
な
る
や
。
悟
る
事
を
得
可
し
。
五
口
目
的
は
一
脚

忠
義
を
費
す
の
外
な
し
。
も
し
全
く
一
柳
ニ
事
へ
な
ば
人

ニ
も
愛
を
彰
す

市
市
を
得
可
し
。

0 
愛

高
人
己
の
義
務
を
全
し
増
々
進
み
盛
な
る
を
悦
ぶ
べ
し
。

O
一
脚
一
一
忠
義
を
蜜
す
べ
し

多
く
集
り
て
祈
祷
曾
す
る
時
ハ
人
心
ミ
ナ
一
脚
ニ
向
フ
ヤ
否
試
む
べ
し
。

説
教
す
る
時
紳
ニ
聞
く
備
あ
る
や
否
を
試
む
べ
し
。
信
者
ニ
働
を
す
L

め
行
を
す
h

む
る
時一柳

ニ
忠
義
を
設
す
心
あ
る
や
否
を
求
む
可
し
。

O
怒

馬
太
五
の
二
十
二
O
馬
太
十
六
の
二
十
三

O
馬
可
三
の
五
、

O
約
の
廿

一
の
十
七

O
約
十
九
の

一ー
ー
ー
三
、

O
彼
前
二
の
二
十
二

|
|

二
十
四
、

471 



明
治
十
九
年
一
月
二
十
六
日

一
月
二
十
八
日

(
表
紙
)明

十
九
年
一
月
廿
六
円
ヨ
リ

山
紀
元

一
千
八
百
八
十
六
年

卜|

呈J
nu 

人
和
郡
山
-
一
於
テ

成
瀬

蔵

o
m
E
魂
之
償

「若
し
人
全
世
界
を
得
る
と
も
其
生
命
を
失
は
ば
何
の
盆
あ
ら
ん
や
。
ま

た
人
何
を
以
て
英
生
命
ニ
日
朝
へ
ん
や
」
馬
太
一
-
一
対
の

「身
を
殺
し
て
魂
を
殺
す
と
と
能
は
ざ
る
者
を
健
る
L

勿
れ
。
唯
爾
ら
魂

と
身
と
を
地
獄
ニ
減
し
得
る
者
を
健
れ
よ
」
側
一
点
叉
馬
太
五
の
二
十
九

「人
の
一臓
は
心
に
あ
る
事
を
教
へ
玉
へ
り
」
馬
太
五
の
一
1
1
十

472 

「又
人
の
耐
も
心
ニ
あ
る
事
を
教
へ
玉
へ
り
」
路
加
六
の

二
十

l
三
十

人。然
れ
は
俺
な
る
肉
欲
の
筋
良
心
を
傷
め
か
つ
亡
び
る
者
は
納
な
る
故
。
-K

に
宅
乃
は
武
き
媛
魂
の
慣
を
旧
制
は
す
者
也
。

X
向
々
泣
く
す
る
者
な
り

人
の
採
は
心

ニ
あ
る
市
引
を
教

へ
玉
へ
り
「
輩
、
心
よ
り
出
る
所
の
必
念
、
凶

殺
、
姦
淫
、
符
合
、
神
組
織
、
妄
心
、
誘
議
、
馬
太
一
五
の
十
八
」

O
祈
祷
合
並
ニ
説
教
の
時
除
く
可
き
情
ま
た
凡
て
の
働
も
如
是

付
人
の
事
を
恩
ふ
市
中
或
は
人
数
ノ
事
或
ハ
人
の
前
ニ
ハ
普
く
祈
ら
ん
と
思

ふ
事
或
ハ
人
心
を
考
ふ
る
事
訂
作
の
心
を
全
く
除
き
、
一
刷
を
愛
し
一
仰
を
信

じ
恕
一霊
の
御
存
在
を
信
じ
、
一
刺
よ
り
愛
る
を
熱
望
し
て
-
祈
る
可
き
な

り
。
(
上
手
下
手
を
思
ふ
事
と
、
人
の
前
よ
く
せ
ん
の
思
は
む
も
あ

し
。)

同
吾
心
よ
り
先
づ
上
手
ニ
読
ん
と
か
人
を
感
ぜ
し
め
ん
と
か
蘭
向
く
言
は

ん
と
か
人
が
吾
を
如
可
ニ
思
ふ
と
か
、
削
ち
人
の
心
を
悦
ば
せ
ん
と
す

る
心
を
全
く
除
き
去
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
次
-
一
人
心
ニ
あ
る
面
白
き
事
問

ん
と
か
議
論
を
好
む
心
と
か
除
庭
事
ニ
す
る
心
耳
を
愛
ば
せ
ん
と
思
ふ

心
杯
を
取
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
印
ち
空
を
撃
つ
事
を
遊
く
可
し
。

同
只
一
仰
の
前
ニ
篤
せ
只
一
岬
一
一
知
ら
れ
な
ば
十
分
也
。
然
れ
ば
榊
の
報
を
得

へ
し
。
一
仰
の
御
恵
ニ
よ
り
て
人
心
動
く
可
し
。



「我
僚
は
多
く
の
人
の
如
く
紳
の
巡
を
混
臥
せ
ず
即
ち
誠
ニ
よ
り
紳
-
一

自
て
一
仰
の
前
ニ
キ
リ
ス

ト
に
在
り
て
一一百
な
り
」
母
林
後
二
の

げ

「
そ
れ
一
仰
の
一
行
は
活
て
か
つ
能
あ
り
雨
匁
の
剣
よ
り
も
利
く
、
気
と
魂

ま
た
簡
筋
骨
髄
ま
で
刺
し
部
ち
心
の
念
と
表
意
を
饗
察
も
の
な
り
」
希

3
-一
党
問
の

h
引

Z
ノ
十
二

人
の
目
的
を
定
む
る
事
第

一の
事
也
。
是
れ
二
あ
り
。
一
川
ニ
市

へ
ん
か

人
や
己
ニ
事
へ
ん
乎
、
只
善
ニ
の
み
行
く
乎
、
只
肉
欲
-
一
従
や
説
教
の

目
的
ハ
第

一
此
目
的
を
伏
へ
し
め
選
び
を
後
へ
し
む
る
事
な
り
。

故

設
教
は
人
心
を
更
る
事
な
り
。
育
る
事
な
り
。
印
ち
碩
子
を
植
へ
水
瓶

き
耕
す
者
な
り
。
而
し
て
其

U
的
は
多
の
来
を
結
ぶ
事
な
り
。

進
む
ニ
は
パ
門
祈
祷

国一
柳
の
磁
理

(/，) 

設

同
聖
書

川
信
者
の
善
行

教

同
之
ニ
闘
す
る
H
A
籍

同
じ
の
良
心

O
今
五
口
職
務

付
数
曾
兄
弟
姉
妹

川白
川
年
曾

へ
る
羊
及
一暗
ニ
住
む
民
(
梅
花
女
皐
校

O
伊
勢

O
浪
花
教
命
日
)

け
監
獄
嵯

同
奈
良

州
山
石
室

(/;) 

迷

今
吾
は
牧
師
な
り
、
停
道
者
也
。
是
れ
吾
が
現
ニ
掛
る
嵯
の
職
務
な
り
。

之
を
怠
る
は
一
柳
ニ
劃
し
て
不
忠
不
義
な
り
。
榊
よ
之
を
如
何
ニ
議
す
可

守二'
"~ 

き
や
、
示
し
た
ま
へ

。

円

「我
傍
は
常
-
一
新
る
と
と
を
道
を
侍
る
乙
と
を
務
む
べ
し
」
川
崎
凶

「
食
あ
る
事
は
残
す
所
な
く
之
を

1
て
或
は
人
々
の
前
或
は
家
々
ニ
於
て

繭
ら
ニ
教
へ

」「
我
ら
三
年
の
あ
ひ
だ
夜
も
査
も
断
ず
一
涙
を
流
し
て
各
人

を
勧
め
し
ζ

と
を
憶
ふ
可
し
」
湾
ー
ニ
章

「人
も
し
自
己
の
家
を
理
る
乙
と
を
知
ら
ず
し
て
如
何
ニ
し
て
一
仰
の
数
曾

を
管
る
こ
と
を
得
ん
や
」
提
階
太
三
草
を
硯
よ

「爾
諦
讃
と
勤
勉
と
教
訓
を
務
め
て
吾
至
る
を
待
て
」
提
十
四
一家

「爾
一w-一
悦
は
る
ふ
省
と
傍
ら
ん
乙
と
を
務
め
ま
た
恥
る
所
な
き
工
人
と

な
り
て
良
道
を
正
し
く
(
一
字
不
明
)
ち
教
ん
ζ

と
を
務
む
べ
し
」
提
摩
太

後
二
の
十
五

「
爾
道
を
{
一
長
時
ふ
ベ
し
。
時
を
得
る
も
時
を
得
さ
る
も
働
み
て
之
を
務
め

件
後
の
必
耐
と
教
謙
を
以
て
人
を
怪
し
戒
め
勤
む
べ
し
」
提
陸
太
四
の
二

け
今
此
時
の
鴛
-
一
働
け
ば
此
時
を
知
る
べ
し

け
今
此
地
の
偽
ニ
働
け
ば
今
此
地
を
知
る
べ
し

同
今
此
民
の
鴛
ニ
働
け
ば
今
此
民
を
知
る
べ
し

側
今
此
五
円
が
働
け
ば
此
吾
を
知
る
べ
し

同
今
耐
仰
の
聖
旨
の
篤
ニ
働
け
ば
其
翠
己日
を
知
る
べ
し

同
叉
吾
が
働
く
問
の
時
の
長
を
も
知
る
可
し

什
今
は
的
よ
り
新
ニ
移
り
獲
る
の
時
な
り
。
創
ち
キ
リ
ス

ト
の
時
の
如
く

ん
l
サ

l
の
如
き
時
な
り
。
而
し
て
今
は
今
あ
る
果
を
刈
入
る
よ
時
な
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り
。
問
は
早
や
色
付
き
て
向
く
な
れ
り
。
之
を
刈
る
時
な
り
。
之
空
く



過
せ
ば
多
く
亡
び
る
も
の
多
し
。
多
く
獲
れ
ば
多
く
救
ふ
可
し

同
此
地
暗
き
淫
鋭
な
る
無
気
力
の
地
な
り

同
無
曲
学
な
る
民
多
し
。
長
幼
あ
り
。
男
女
あ
り
。
貧
富
あ
り
。
多
く
は
罪

人
ニ
し
て
慈
き
風
習
ニ
染
み
し
も
の
な
り
。
只
利
欲
一
一
迷
ふ
も
の
多
し

凶
一
脚
の
聖
旨
は
今
五
口
を
此
地
-
一
澄
し
、
生
命
を
捨
て
L

人
の
篤
ニ
働
か
し

め
た
ま
ふ
な
り
。
北
日
の
愛
を
多
く
知
る
も
好
み
た
ま
は
ず
。
今
迷
ひ
し

羊
を
尋
ね
て
救
ふ
を
求
め
た
ま
ふ
な
り
。

同
吾
が
働
く
聞
は
三
十
問
な
り

「
わ
れ
衆
の
人
三
向
ひ
て
自
主
の
者
な
れ
ど
も
更
ニ
多
の
人
を
得
ん
篤

ニ
自
ら
己
を
衆
の
人
の
奴
隷
と
な
せ
り
。
ユ
ダ
ヤ
人
ニ
は
我
ユ
ダ
ヤ
人

の
如
く
な
れ
り
||
す
べ
て
の
人
々
は
我
前
衆
の
人
の
駄
に
循
へ
り
是

れ
い
か
ニ
も
し
て
彼
ら
数
人
を
救
ん
震
な
り
」
珂
均
一
捕
の
二
十
二

「一
脚
は
我
が
不
断
な
ん
ぢ
ら
を
懐
ふ
其
讃
な
り
」
ロ
1
7
一
の
九

「
若
し
わ
が
兄
弟
わ
が
骨
肉
の
篤
ニ
な
ら
ん
ニ
は
或
は
キ
リ
ス
ト
よ
り

絶
れ
沈
論
ニ
至
ら
ん
も
亦
わ
が
願
な
り
」
ロ

1
7
九

「設
か
弱
り
て
我
弱
ら
ざ
ら
ん
や
誰
か
擬
き
て
我
が
心
熱
せ
ざ
ら
ん

や
」
寄
林
多
後
十

一
の
二
十
九

同
働
く
力
は
聖
盤
あ
る
而
己

川
故
ニ
第
一
此
働
を
目
的
と
な
し
し
ζ

と
、
次
一
一
即
ち
共
目
的
を
遂
る
篤

ニ
種
々
の
書
籍
を
讃
む
可
し

0 
故

付
毎
朝
六
時
よ
り
十
二
時
迄
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聖
書
、
祈
祷
、
説
教
の
用
一意

働
ニ
付
考

ふ
る
杯

同
午
後
十
二
時
よ
り
三
時
迄

讃
書

同
三
時
よ
り
十
時
迄

働
く
事

O
祈
祷
ス
可
キ
人

(
カ
)

山
本
勇
吉
O
三
橋

O
加
藤
鏡
太
郎

O
疋
田

O
青
木
桶
清

O
木
嶋
O
安
達

O

鈴
木

O
青
木
季
男

O
東
田

O
監
獄
庭

女
立
木
も
と
(
老
人
)
中
村
コ
キ
ン
(
飯
米
)
山
中
ト

ミ

(
盗
)

男
徒

O
南
井
嘉
三
郎
(
聖
書
)
偶
証

O
福
井
定
二
郎
(
勤
善
)
僑
」
誕

(

力

)

(

マ

込

)

O
明
田
勝
次
(
物
理
)
(
順
査
)

O
密
一
一
篤
す
こ
と

人
の
篤
ニ
祈
る
事
、
人
の
録
一
一
働
く
事
ハ

凡
て
隠
ニ
篤
し
て
働
く
可
し

一
月
二
十
八
日

O
針
谷
兄
へ
設
教
依
頼
す
る
事

O
加
藤
・
青
木
・
疋
田
を
導
く
事

O
説
教

監
獄
庭

O
奈
良

O
郡
山

O
多
く
天
ニ
財
を
貯
ふ
可
し

来
也
あ
ら
は
(
二
{子
不
明
)
天
ニ
財
を
積
む
者
は
智
き
も
の
也
。
己
れ
如
何
ニ



し
て
多
く
財
を
樹
み
得
ん
や
。
回
忌
れ
(
一
字
不
明
)
し
て
多
く
人
ニ
蓄
を
篤

し
、
神
ニ
忠
を
謹
し
、
多
く
人
を
愛
し
、
多
く
人
の
盆
を
計
り
、
多
く
人

0) 

「 短
夜 魂

b与 を
ij ~ 
之こ U戸

署此
者お

誇ニ警
各 i材
費主
慢奇
永~

妻宅
，、 7.J.

致ば

量写
哩，面
目IJ Zf. 

家五
尽か
遜

辱

数
多
人
賜
レ
義
者
特
コ躍
如
レ回
定
迄
ユ
氷
法
-
(
但
以
理
)

O
十
分
翠
問
も
な
し
、
金
も
儲
け
、
質
-
一
一岬
の
栄
を
顧
す
潟

-一
我
も
人
を

reading 

級
ふ
筋
二
日
的
と
な
せ
ば
、
天
ニ
財
を
的
む
な
り
。
も
し
己
の

得
ニ
せ
ん
と
せ
ば
悉
く
(
以
下
五
字
不
明
)

O
謙
遜

遜
る
者
は
心

三
隅
あ
り
。
キ
リ
ス

ト
臼
く
心
の
貧
き
者
は
一
蹴
也

其
人
の
有
な
れ
ば
な
り

天
留
は

「食
堂
、
者
ニ
一
服
着
を
宜
伸
ふ
」
路
加
凶
の
十
八
。

O
進
歩

吾
線
開
同
県
理
を
知
る
ニ
よ
り
信
仰
-
一
進
、
、
、
愛
一
一
進
、
、
、
望
-
一
進
む
も
の
な
り
。

故

ニ
毎
日
賞
理
を
孜
々
と
し
て
求
め
常
ニ
自
ら
進
歩
し
て
人
を
も
噂
ざ
る

可
ら
ず。

西
洋
の
皐
者
六
十
或
七
十
歳

K
至
り
て
も
円
々
規
則
を
立
て
L

進
歩
す
る
ハ
賢
三
音
模
範
と
篤
す
可
し
。

de 

O
説
教
の
鶴
子
を
得
る
↑
刀
法

円
々
少
の
感
あ
ら
は
ミ
ナ
之
を
帳
-
一
記
し
置
く
べ
し
。
父
人

ニ
聞
き
し

Fl 

事
或
ハ
害
ニ
讃
、
、
、
し
事
、
、
、
ナ
然
す
可
し

O
一例
は
上
よ
り
五回
心
を
税
た
ま
ふ
事

宮
ア

ω
E
Z
2
の
』

DZ
ニ
付
き
郡
山
数
堂
ニ
於
て
哨
せ
し
官

O
叙
わ
れ
し
事

ハ全一
仰
の
力

ニ
よ
る

「水
と
鍾
ニ
よ
り
て
生
れ
ざ
れ
は
一
岬
の
閤
ニ
入
る
事
能
は
ず
」
ヨ
ハ
ネ
三

の
五「斯

る
事

ハ
血
脈

ニ
由

一
一
非
ら
ず
。

情
欲

ニ
山
ニ
あ
ら
ず
。
人
の
道
-
一
山

唯
一柳
ニ
山
て
借
れ
し
な
り
」
ヨ
ぐ
不
鱒

「我

ハ
極
ヱ
ア
ポ

ロ
は
漉
く
長
る
者
は
榊
な
り
」
寓
林
前
三
の」ハ

ニ
あ
ら
ず

の
卜

「
ま
た
日
る
は
榊
の
園
は
人
種
を
地
に
矯
が
如
し
。
日
夜
起
臥
す
る
問

極
は
は
い
で
て
成
長
ど
も
其
然
る
放
を
知
ら
ず
」
馬
可
四
章
二
十
六
|

一卜
九

O
説
教
題

奈
良
監
獄
慮

O
来
世
論

奈
良
議
議
庖

O
来
世
論

O
未
来
の
型

人
は
必
ず
未
来
の
望
を
保
つ
も
の
な
り
。

明
日
は
何
を
篤
さ
ん
、
何
を
食

は
ん
、
十
年
後

一一は
如
何
、

百
年
後
ニ
は
如
何
、
来
世
は
如
何
と
必
ず
望

あ
り
。
是
れ
人
の
援
の
能
力
な
り
。
而
し
て
咋
け
何
を
篤
せ
し
事
を
究
ゆ

る
力
あ
る
な
り
。
而
し
て
今
日
之
を
考
れ
は
昨
日
の
必
は
今
日
の
貨
と
な
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り
、
明
日
の
普
き
望
は
今
日
の
喜
悦
と
な
る
な
り
。
故
-
一
来
世
-
一
於
て
の



望
は
今
日
の
喜
と
な
り
、
今
世
の
罪
は
来
世
の
苦
と
な
る
を
悟
る
可
し
。

明
日
あ
る
を
知
る
は
只
信
仰
な
り
。

叉
人
間
物
の
原
因
を
考
ふ
る
hμ
あ
り
。
故
ニ

此
時
計
を
見
れ
ば
此
は
如
何

一
し
て
出
来
し
ゃ
と
考
る
な
り
。

此
地
球
を
見
れ
ば
此
地
球
は
如
何
ニ
し

て
生
ぜ
し
ゃ
、
何
時
生
ぜ
し
ゃ
と
考
て
終
ニ
造
物
主
あ
る
を
知
る
な
り
。

如
是
、
明
日
は
何
力
、
十
年
後
は
何
乎
、
叉
死
ト
ハ

何、

死
し
て
後
ハ
如

何
ニ
な
り
行
ニ
や
と
必
ず
考
を
起
す
も
の
な
り
。
固
定
れ
必
ず
未
来
を
知
り

皮
心
な
り

而
し
て
人
ハ
悉
く
未
来
の
有
る
を
願
望
す
る
な
り
。

付
人
ハ
誰
も
明
日
の
有
る
を
切
-
一
望
み
雄
前
む
な
り

同
人
の
永
生
を
欲
す
る
は
何
故
乎
、

是
れ
来
世
を
望
む
一
訟
な
り
。
十
年

よ
り
二
十
年
、

二
十
年
よ
り
百
年
、
百
年
よ
り
千
年
、
千
年
よ
り
高

年
を
望
む
な
る
べ
し
。
。

休
和
向
の
死
の
時

O
あ
る
人
の
死
ん

と
す
る
時
、
賊
ニ
逢
ひ
し
事

同
人
ハ
未
来
の
幸
一胞
を
望
む
も
の
な
り
。
即
ち
今
日
よ
り
明
日
ハ
善
き

家
ニ
居
り
、
良
き
食
を
食
ひ
、
ぷ
口
き
衣
服
を
着
、
キ
を
得
度
と
望
む

な
り
。
故
ニ
今
日
以
を
矯
せ
は
明
円
の
苦
と
な
る
故
、
今
日
己
ニ
克

ち
て
明
け
の
卒
一附
を
望
む
な
り
。

側
人
は
明
円
の
苦
を
燥
ひ
之
を
踏
ん
と
す
る
な
り
。
創
ち
明
日
打
る
h

と
か
、
明
日
は
殺
さ
る
L
と
か
、
明
円
は
大
洪
水
あ
る
と
か
、
今
日

聞
け
ば
、
必
ず
之
を
嫌
ひ
遊
ん
と
す
る
も
の
な
り
。
是
れ
人
の
地
獄
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を
恐
る
る
以
所
な
り
。

同
未
来
の
用
意
は
今
日
よ
り
潟
さ
ざ
る
可
ら
ず
。
明
日
の
食
物
は
今
日

貯
へ
ざ
る
可
ら
ず
。
十
年
後
-
一
撃
者
と
な
ら
ん
と
欲
せ
は
今
日
皐
ば

ざ
る
可
ら
ず
。
来
年
、
殻
物
を
得
ん
と
欲
せ
ば
今
年
よ
り
蒔
ざ
る
可

ら
ず
。

凡
て
人

ハ
今
日
は
明
日
の
事
、
今
年
は
来
年
の
事
。
今
世
は

来
世
の
鴛
ニ
備
を
鴛
し
居
る
も
の
な
り
。
而
し
て
今
日
食
物
は
昨
日

蓄
へ
し
も
の
、
今
日
用
ゐ
る
皐
力
は
作
円
祭
。
ひ
し
も
の
、
今
日
の
衣

服
は
昨
円
備
し
も
の
、
今
日
の
幸
福
は
昨
日
の
報
、
今
日
の
苦
も
今

日
の
報
な
り
。
故
ニ
人
ハ
今
日
用
ゐ
る
物
は
過
去
の
物
、
今
働
く
は

未
来
の
篤
な
り
。

O
人
々
未
来
は
ど
ふ
で
も
よ
し
と
云
ふ
は
短
き
未
来
が
あ
る
故
之
を
望

と
す
る
放
な
り
。
し
か
し
此
未
来
が
終
る
時
は
必
ず
債
の
未
来
を
安

す
る
は
論
を
待
た
ず
。
故
-
一
何
の
証
録
な
く
と
も
未
来
を
裂
す
る
な

り
。
吾
ニ
飢
ゆ
る
心
あ
れ
ば
食
あ
る
の
証
嬢
を
求
め
ず
。
只
其
食
あ

れ
は
吾
ニ
於
て
は
満
足
な
り
。
如
是
吾
心
ニ
未
来
を
要
す
る
心
あ
る

故
ニ
之
れ
あ
れ
ば
吾
満
足
す
る
な
り
。
吾
心
ニ
願
望
す
る
情
あ
り
て

之
ニ
耐
応
ず
る
物
な
き
事
ハ

一
も
な
き
な
り
。

O
人
も
し
渇
か
ば
我
ニ
来
り
て
飲
め
(
約
侍
七
の
三
七
)

人
心
は
必
ず
民
理
を
慕
ふ
も
の
な
り
。
故
-
一
人
も
し
民
理
を
知
ら
ん
と
欲



せ
ば
キ
リ
ス
ト
ニ
皐
ぶ
べ
し
。
キ
リ
ス
ト
日
く
吾
は
異
理
な
り
と
。
叉
人

ハ
来
世
を
望
む
な
り
。
キ
リ
ス
ト
ニ
行
く
べ
し
。
イ
エ
ス
は
生
命
な
り
。

人
ハ
心
の
清
ら
ん
事
を
慕
ふ
な
り
。
イ
エ
ス
ハ
聖
震
を
以
て
吾
ら
を
清
め

得
る
な
り
。
人
ハ
罪
の
発
さ
れ
ん
事
を
慕
ふ
も
の
な
り
。
イ
エ
ス
ニ
行
く

可
し
。
人
は
震
の
安
心
と
幸
福
を
求
む
る
な
り
。
キ
リ
ス
ト
ニ
至
る
べ

L
。
キ
リ
ス
ト
汝
ニ
安
を
輿
ふ
べ
し
。
人
ハ
天
地
の
大
原
因
を
知
ら
ん
と

欲
す
る
な
り
。
キ
リ
ス
ト
ニ
行
ば
之
を
示
し
た
ま
ふ
ベ
し
。
人
に
一
府
を
見

ん
と
欲
す
る
な
り
。
キ
リ
ス
ト
之
を
田
耕
し
た
ま
ふ
な
り
。
人
心
ハ
虞
の
証

援
を
求
む
る
な
り
。
キ
リ
ス
ト
は
農
の
証
を
篤
ん
筋
一
一
来
れ
り
。
「
蓋
は

民
理
一
一
付
て
証
を
篤
ん
篤
な
り
」
約
十
八
一章
三
十
七

も
し
汝
ら
キ
リ
ス
ト
ニ
来
ら
ば
農
の
満
足
を
得
ベ
し
。
「
然
れ
ど
我
興
る

水
を
飲
む
者
は
永
遠
渇
く
事
な
し
」
約
停
四
一
章
十
四
節
を
頑
よ
。
キ
リ
ス

ト
は
震
の
水
叉
糧
な
り
。
如
何
な
る
人
ニ
て
も
世
界
禽
園
の
人
三
日士
耐
と

生
命
と
善
行
と
員
理
杯
を
飢
渇
く
如
く
求
め
居
る
も
の
な
り
。

O
人
ニ
直
接
罪
を
云
ふ
ハ
失
鵡
乎

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
氏
自
く
人
ニ
直
接
心
の
事
ヲ
聞
く
は
必
ず
人
之
を
忌
む
。

人
自
ら
恩
ふ
て
罪
の
赦
さ
る
る
事
、
或
ハ
安
心
杯
の
事
は
吾
と
紳
の
聞
の

言E

事
故
、
人
ニ
閲
係
な
し
と
云
ふ
な
り
。

O
結
果

日

キ
リ
ス
ト
教
の
結
果
を
云
ふ
は
大
ニ
カ
あ
り
と

O
規
則

一柳
の
支
配
に
(
一
字
不
明
)
す
規
則
あ
れ
ば
か
な
ら
ず
之
を
立
て
ざ
る
可
ら
ず

O
骨
を
勢
す

苗
向
園
骨
を
砕
き
身
を
労
し
心
を
働
か
さ
ぜ
れ
ば
、
果
を
得
る
事
能
は
ず
。

O
人
の
心
は
榊
の
前
ニ
明
な
れ
ど
も
人
の
前
ニ
暗
し

故
ニ
人
-
一
隠
し
て
偽
善
を
行
ふ
事
を
得
る
も
の
な
り
。
故
ニ
人
は
全
く
一
岬

一
一
釘
し
宙
開
事
行
わ
ざ
る
可
ら
ず
。
聖
震
は
其
隠
場
を
悉
く
知
り
給
へ
ば
、

安
ニ
人
を
善
ニ
導
き
た
ま
ふ
も
の
な
り
。

O
聖
霊

吾
れ
潔
き
心
を
も
て
人
心
を
見
ば
人
悪
を
篤
す
事
能
は
ず
。
然
れ
ど
も
も

し
望
室
人
の
心
を
番
し
守
り
主
ふ
時
は
惑
テ
近
く
事
能
は
さ
る
な
り
。

吾
れ
人
を
導
く
よ
り
聖
霊
愛
と
虞
理
を
も
て
人
心
を
導
き
た
ま
ふ
時
は
必

ず
八
救
る
べ
し
。
故
ニ
榊
を
信
じ
て
働
く
可
し
。

O
力
あ
る
設
教

十
分
力
を
入
れ
、
神
の
聖
震
を
も
愛
け
、
心

一
杯
漏
る
よ
う
臼
は
ざ
れ
ば

力
な
し
。
故
一
一
先
づ
五
日
心
ニ
満
す
可
し
。
而
し
て
後
之
を
人
ニ
輿
ふ
可

し
。
イ
エ
ス
日
く
「
人
も
し
渇
ば
我
ニ
来
り
て
飲
め
、
我
を
信
す
る
者
は

山
若
干
書
-
一
橋
し
、
如
く
其
腹
よ
り
活
け
る
水
川
の
如
く
ニ
流
れ
出
ず
べ
し
」

約
侍
七
の
お

腹
ニ
満
す
は
祈
祷
と
聖
窓
と
員
理
を
満
す
べ
し
。
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O
祈
祷
の
腔
報



今
日
新
り
し
事
ハ
紳
聞
き
給
ひ
し
放
ニ
必
ず
脚
応
ず
る
也
。
剖
座
-
一
愛
る
事

あ
り
。
復
之
を
愛
る
事
あ
れ
ば
其
変
る
を
待
ち
愛
け
し
時
は
感
謝
す
吋

し。

O
如
何
ニ
し
て
人
を
渇
く
や

け
語
録
ニ
よ
り
て
信
ず
る
心
程
る
也
。
故

ニ
多
く
証
践
を
策
む

べ
し
。
川

郎
ナ
術
凶
塑
香
川
人
川
型
一
磁

け
感
情
川
一
仰
と
剣
審
と
地
獄
を
馴
隠
れ
し
め
て
罪
を
止
む
る

凶
一
柳
の
愛
を
開
閉
し
て
従
は
し
む
る
事

凶
報
を
望
ん
で
熱
心
ニ
銭
円
を
鴛
さ
し
む
る
事

川
氏
周

人

は

良

県
を
愛
す
る
お
故
十
分
民
理
を
以
て
人
会
」
滋
-く
鳴
を
得

る
な
り

川
手
本

山
台
き
行
を
以
て
仙
台
き
手
本
を
人
の
前
ニ
販
す
べ
し
。
H
疋
れ
し
八
な

る
力
あ
る
も
の
な
り
。

川
尤
も
人
の
援
を
場
き
た
ま
ふ
も
の
は
塑
鑑
な
り
。
五
日
れ
之
-
一
由
て
力
あ

り

O
己
れ

成
人
は
己
の
馬
ニ
人
を
導
く
省
あ
り
。
固
定
れ
府
同
汗
な
り

0 
題

ム
罪
ト
ハ
己
の
筋

ニ
人
の
生
命
を
事
件
ふ
事
也
八一
愛
ト
ハ
人
の
筋
-
一
生
命
を

捨
る
事
也

愛
と
罪
の

ヘ
比
較

/

一
区
別

一

/
凶
川
玄
小
、

'l
l、

O
人
の
肉
欲
ニ
引
れ
て
良
心
ニ
成
を
付
け
、
或
ハ
財
を
慕
ひ
、
或

ハ
明
円
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の
事
を
慮
て
思
ひ
煩
ひ
、
或

ハ
癖
の
篤
ニ
難
む
杯
の
心
の
病
は
如
何
し
て

愈
ん
や

〈

仏
附

A
H

是
れ
己
ニ
勝
ち
て
情
を
制
す
る
の
外
な
き
な
り
。

此
欲
望
を
取
去

る
事
能
は
ず
。
只
勝
つ
事
を
得
る
な
り
。

キ
リ
ス
ト
は
凶
十
日
、
四
十
復
食
せ
ず
。
後
飢
ヱ
タ
リ
。
冬
一
ぷ
り
し
も
枕

す
る
所
な
か
り
し
。
其
他
人
ニ
誘
ら
れ
、
打
れ
糠
の
兜
を
着
せ
ら
れ
、
帥
吟

二
十
字
架
ニ
掛
ら
れ
た
ま
へ
り
。
五
口
ら
政
事
制
ニ
任
せ
、

も
し
榊
の
塑
旨

(
す
カ
)

ニ
て
飢
死
め
る
事
あ
り
、
或
ハ
殺
さ
る

弘
事
あ
り
、
或
ハ
病
死
す
る
事
あ

り
と
も
、

己
ニ
克
ち
之
を
忍
ぶ
心
あ
ら
ば
、
何
ぞ
後
の
市
引
を
思
煩
ふ
ニ
及

ん
や
。
吾
・
り
世
の
市
習
を
恩
煩
ふ
は
苦
、
印
十
字
梨
を
遊
ん
と
す
る
が
故
な

り
o

世
の
雄
市
を
可
成
多
く
安
ん
と
望
む
が
故
な
り
。
五
口
れ
水
生
を
得
ん
が

潟
、
多
く
善
を
篤
ん
矯
此
の
地
点
を
捨
て
多
苦
を
愛
く
べ
し
。

「我
ニ
従
ん
と
願
ふ
者
は
己
を
棄
て
そ
の
十
字
架
を
負
て
我
ニ
従
へ
」
馬

何
人
の
三
四
「
己
の
慨
を
懸
て
之
を
服
せ
し
む
議
は
か
の
人
を
数
て
自
ら

棄
ら
れ
ん
ζ

と
を
恐
れ
ば
な
り
」
司
林
多
九
の
二
十
七
我
が
敵
ハ
我
が
色

欲、

食
欲
、
飲
欲
、
利
欲
、
怒
り
、
嫉
ミ
、

高
慢
、
傾
惰
杯
卸
ち
我
が
鐙

な
り
o
H
々
力
を
議
し
心
を
聾
し
て
之
と
戦
ふ
ベ
し
。
五
口
ら
兎
角
人
を
敵



と
す
れ
と
も
人
は
吾
が
敵
ニ
あ
ら
ず
。
吾
惚
は
・
叩
ち
五
口
が
敵
な
り
。
汝
ぢ

之
と
長
口
鞍
を
鞍
ふ
て
之
を
捻
一
一
し
て
之
を
殺
す
べ
し
。
例
せ
ば
人
と
宰
ふ

時
人
を
五
ロ
ニ
降
参
せ
し
め
ん
と
て
験
ふ
勿
れ
。
五
日
が
欲
即
ち
高
慢
、
怒
リ

ノ
私
欲
杯
を
降
参
せ
し
む

べ
し
。

人
が
従
は
ざ
る
時
は
人
を
怒
る
勿
れ
。

己
が
愛
足
ら
ず
忍
耐
足
ら
ず
知
る
禁
足
ら
ざ
る
を
悔
、
、
、
、
精
々
己
を
棄

て
L

熱
心
ニ
諮
問
を
篤
す
べ
し
。
人
の
み
円
ニ
移
ら
ざ
る
を
見
る
時
は
未
だ
己

の
手
本
の
足
ら
さ
る
を
見
る
可
し
。
常
-
一
じ
を
点
め
て
人
を
点
む
る
勿

れ
。
人
の
慨
惰
を
責
め
ず
五
円
傾
惰
を
責
め
よ
。
人
の
欲
ニ
陥
る
を
責
め
ず

五
ロ
欲
ニ
陥
る
を
責
め
よ
。
人
の
愛
足
ら
ざ
る
を
責
め
ず
吾
が
愛
の
足
ら
ざ

る
を
責
め
よ
。
人
の
働
か
ざ
る
を
責
め
ず
五
口
い
か
働
の
足
ら
ざ
る
を
責
め

よ
。
斯
く
己
を
全
せ
は
必
ず
人
を
全
ニ
説
く
ニ
至
る
べ
し
。

「偽
善
者
よ

先
づ
己
れ
の
目
よ
り
梁
を
と
れ
然
ら
ば
兄
弟
の
目
よ
り
物
屑
を
取
得
る
や

う
明
し
見
る
可
し
」
馬
太
七
草
五
節

五
口
が
妻
愛
な
き
は
豆
口
れ
愛
な
き

由
る
。
教
舎
愛
な
き
は
五
ロ
ニ
愛
な
き
ニ

由
る
。
教
舎
の
眠
る
は
吾
れ
眠
れ

る
ニ
由
る
。
人
数
曾
ニ
来
ら
ざ
る
は
百
が
力
な
き
ニ
由
る
。
人
を
教
ゆ
る

よ
り
己
を
教
へ
よ
。
人
を
勤
む
る
よ
り
己
を
勤
め
よ
。
人
の
心
を
調
ぶ
る

言E

よ
り
己
の
心
を
調
べ
よ
。
又
人
を
導
-
一
行
く
時
も
己
の
足
ら
ざ
る
を
知
る

べ
し
。
吾
、心
は
五
ロ
が
自
由
ニ
あ
り
。
人
の
心
は
人
の
自
由

ニ
あ
り
。

故
-
一

人
ハ
各
々
己
を
治
め
じ
の
務
を
全
く
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
決
し
て
人
之
を
謹

日

す
事
能
は
ず
。

「我
な
ん
ぢ
ら
に
例
を
示
せ
り

・
此

ハ
我
爾
ら
ニ
行
し
如
く
爾
曹
ニ
も
行

し
め
ん
篤
也
」
約
侍
十
三
の
一

五

「人
も
し
監
督
の
臨
慨
を
欲
川
ピ
足
れ
善
務
を
欲
ふ
也
と

い
ふ
話
は
誠
な

り
。
そ
れ
監
督
た
る
者
は
責
む
可
き
所
な
く

一
個
の
婦
の
夫
な
る
べ

く
、
謹
慎
自
ら
制
し
口
問
行
正
く
放
客
を
感
数
ニ
待
ひ
教
訓
を
篤
し
、
酒
を

暗唱
ま
ず
人
を
撃
た
ず
、
柔
和
ま
た
暗
中
(
ず
、
財
を
食
ら
ず
、
自
己
の
家
を

普
く
理
め
端
般
を
以
て
其
子
女
を
服
せ
し
む
可
き
な
り
」
提
修
前
三
の

一

五コ一言
と
行
と
愛
と
信
と
潔
を
以
て
信
者
の
模
措
と
な
る
可
し
」
提
陸
前
四

の
十

吾
進
ま
じ
、

人
を
進
す
を
得
、
吾
全
ら
は
人
を
全
す
る
を
得
る
な
り
。

「我
が
キ
リ
ス

ト
に
倣
ふ
如
く
爾
首
わ
れ-一
一倣
ふ
べ
し
」
寄
林
前
十
一
の

「
た

F
H己
を
模
借
と
し
閥
曹
を
し
て
倣
し
め
ん
篤
也
」
帖
撒
緯
迦
三
の

九
「
な
ん
ぢ
何
事
を
作
す
ニ
も
己
れ
善
行
の
模
倍
と
な
ら
ん
事
を
努
め
」
提

多
二
章
七
節

「人
々
爾
曹
の
善
行
を
見
て
天
に
在
す
繭
曹
の
父
を
栄
む
べ
し
」
馬
太
五

一章
の
十
六
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五
口
傍
人
の
符

ニ
働
く

ハ
証
を
篤
し
微
を
篤
し
、

普
き
模
儲
を
額
し
賜
を
輿



る
事
の
み
。
之
を
愛
る
と
愛
ざ
る
と
E

山
ち
選
ん
で
行
ふ
事
ハ
其
人
の
心
の

自
由
ニ
有
れ
ば
、
苔
ニ
関
係
な
し
。
故
ニ
其
人
の
決
心
-
一
は
五
口
心
を
労
す

る
勿
れ
。

O
愛

愛
は
己
ニ
克
ち
己
を
捨
て
人
の
盆
を
計
り
人
の
救
を
求
め
人
の
幸
を
祈
り

人
の
悦
を
悦
び
人
の
憂
を
憂
へ
人
の
弱
を
助
け
知
ら
さ
る
を
数
へ
迷
へ
る

を
噂
き
、
即
ち
己
の
如
く
人
の
篤
ニ
働
を
言
ふ
な
り
。
印
ち
己
ニ
克
ち
己

を
労
し
苛
め
忍
び
全
く
す
る
ハ
人
を
愛
し
一
仰
を
愛
す
る
事
と
な
る
な
り
。

目
的
は
一
柳
を
愛
し
一
柳
ニ
愛
せ
ら
れ
、
叉
兄
弟
互
ニ
相
愛
す
る
事
な
り
。
全

く
己
ニ
克
ち
己
を
潔
す
る
川
、
刷
を
愛
し
人
を
愛
す
る
の
愛
を
全
す
る
な

り

O
心
の
目
的

汝
人
を
導
く
心
の
目
的
は
何
な
る
や

〉ロコ
E
5
0
『ω
。一『
-ω75自

、H
，rm《
凶

2
2
5
コ
O
H
pn
p
E
2
7
0
n
r0
5
5
四日門
戸『で三
:
ロ
牛
ヨ
cn
Z
P
2・

(
回
以
国
間
命
日
∞
品
)

O
各
々
の
自
由

一
仰
は
各
々
ニ

カ
と
自
由
を
輿

へ
た
ま
へ
ば
、
各
々
己
の
事
を
潟
さ
ざ
る
可

ら
ず
。
人
之
を
潟
す
慎
能
は
ず
。
故
ニ
人
ハ
各
々
己
の
務
を
知
り
之
を
カ

を
議
し
て
矯
す
可
き
な
り
。
故
ニ
其
の
己
の
事
を
篤
す
者
は
人
の
手
本
と

な
り
、
人
の
筋
ニ
働
き
人
を
渇
く
力
あ
る
者
な
り
。
五
口
行
は
最
も
控
室
」
働
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と
な
る
も
の
な
り
。

O
如
何
ニ
し
て
人
を
キ
リ
ス

ト
ニ
場
き
得
る
や

け
酬
の
宅
震
の
御
働
-
一
由
る
也
。
型
建
は
常
ニ

働
き
た
ま
ふ
な
り
。
教
命
日

の
働
を
支
配
し
た
ま
ふ
も
の
は
聖
霊
な
り
。
即
ち
人
心
ニ
民
理
を
倍
ら

せ
た
ま
ふ
事
、
非
を
知
ら
せ
た
ま
ふ
事
、
務
剣
を
示
し
た
ま
ふ
怪
。
父

人
が
更
生
し
て
榊
の
子
と
な
る
事
、
常
一
一
成
長
す
る
帯
、
皆
な
塑
援
の

御
働
御
惑
な
り
。
此
製
援
ニ
導
れ
ざ
る
者
は
制
の
も
の
-
一
あ
ら
ず
。
故

一
汝
自
ら
恩
煩
ふ
事
勿
く
祈
り
て
塑
渥
と
借
ニ
働
く
べ
し
。

け
併
し
墜
寂
玄
2
5
ニ
由
て
働
き
給
ふ
な
り
。
た
と
へ
は
一刷
の
力
ニ
よ

(

4

V

)

 

り
て
革
木
育
て
ど
も
、
節
子
あ
り
水
あ
り
て
極
々
万
法
ニ
よ
り
て
育
つ

な
り
。
叉
人
聞
が
物
を
製
す
る
ニ
も
必
器
械
を
用
る
な
り
。
如
何
。
塑

議
も
或
ハ
塑
官
一
u
或
ハ
人
間
等
を
用
ゐ
て
人
心
ニ
働
き
た
ま
ふ
な
り
。
故

一
在
日
僚
は
堅
議
の
僕
な
り
、
道
具
な
り
兵
卒
な
り
。
故
-
一
只
雪
山
躍
の
御

旨
を
排
へ
之
ニ
従
て
其
御
用
ニ
立
つ
可
し
。
印
ち
吾
僚
は
己
の
協
を
篤

ん
と
す
る
ニ
あ
ら
ず
。
只
髪
震
の
命
ニ
従
ふ
の
み
。
故
-
一
自
主
な
る
も

の
ニ
あ
ら
ず
。
吾
ニ
主
人
あ
り
。
然
れ
ば
何
ぞ
恩
煩
ふ
や
。

川
典
型

ニ
巾
て
働
き
た
ま
ふ
な
り
。

故
-
一
説
教
或
ハ
塑

S
其
他
uu籍
ニ

山
て
働
き
た
ま
ふ
な
り
。

故
ニ
今
迄
尤
も
多
く
人
を
波
ひ
し
-説
教
な
り
。
フ
ヰ
卜
フ
ヰ
l
ル
ド



氏
或
ハ
ム

|
一ア

1
氏
或
ハ
フ
ヰ
ネ
|
氏
杯
、
日
々
ニ
雨
三
度
の
-説
教

を
な
し
、

此
説
教
を
問
き
更
生
し
者
間
革
て
敏
ふ
可
ら
ず
。
資-一
一柳
ハ

良
型
ニ
由
て
人
ニ
自
由
を
得
せ
た
ま
ふ
な
り
。
人
を
救
ふ
は
輿
理
を

行
ひ
民
理
を
宣
ぶ
る
の
外
な
き
な
り
。
人
は
輿
理
を
知
ら
ざ
れ
ば
民

理
を
信
じ
之
ニ
従
ふ
能
は
ざ
る
な
り
。
故
ニ
十
分
虞
理
を
味
ひ
之
を

行
ひ
之
を
宣
ベ
て
人
を
救
ふ
べ
し
。
人
の
盤
は
蹟
理
ニ

由
て
生
き
民

理
ニ
由
て
決
心
の
心
起
り
、
民
理
ニ
感
じ
、
民
理
ニ
伏
し
員
理
-
一
白

て
悪
ニ
勝
ち
、
民
理
ニ
由
て
愈
へ
民
理
ニ
由
て
獲
る
も
の
な
り
。
此

世
の
-階
ニ
勝
つ
は
輿
裂
を
守
る
と
興
理
を
宣
ぶ
る
ニ
よ
り
て
勝
る
h

な
り
。
如
何
な
る
悪
人
愚
者
と
雌
も
此
民
理
を
知
る
の
力
あ
る
な

り

言己日

481 



明
治
二
十
四
年
四
月
下
旬
よ
り

同
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日
ま
で

(
表
紙
)

北
米
利
加

n.J 
1111巴

Naruse Ninzo 

成
瀬

巴

ヰz亘社

gjm:: 

四
月
十
三
日

(
以
下
八
頁
破
棄
)

前
紋
)

可
ら
ざ
る
事
也
。

赦

余
は
米
国
之
青
年
の
篤
、
品
跡
り
蔵
事
が
便
利
過
き
て
、
却
て
心
身
の
鍛
錬

を
絞
ぐ
も
の
な
る
を
憂
ふ
。
五
口
人
は
今
貧
乏
な
る
吾
国
ニ
生
れ
改
革
の
時

代
ニ
出
で
た
る
は
何
ぞ
。
夫
れ
幸
一
臓
の
甚
し
き
者
な
ら
ず
や
。
諸
君
、
働
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め
よ
や
。
易
め
よ
や
。

四
月
三
十
日

闘
す
が

右
日
記
を
女
謬
雑
誌
へ
送
ル

岩
本
善
治
氏
一
一
書

万
寿
枝
、
松
村
、
闘
す
が
、
雛
回
千
尋
、
松
田
園
太
郎
、
前
一
柳
醇

て

呆
u

面
を
送
ん

五
月
二
日

〔
聖
書
〕

聖
書
ハ
資
ニ
人
心
ノ
経
験
よ
り
愛
し
た
る
も
の
自
信
自
行
の
言

也
。
故
ニ
人
心
ニ
一週
中
ス
。
亦
信
ズ
ル
の
償
値
あ
り
。

五
月
十
日

〔祈
祷
〕
祈
祷
ハ
榊
ニ
接
ス
ル
事
ナ
レ
パ
民
-
一
心
ニ
願
フ
庭
ヲ
新
求
し
感

、
ス
ル
庭
ヲ
謝
ス
ベ
シ
。
常
ニ
感
謝
ス
ベ
シ
。
祈
祷
ス
ベ
ゾ

是
れ
吾
心
の

樹
也
。

心
ニ
心
配
ス
ル
事
切
望
ス
ル
事
は
悉
く
紳
-
一
新
リ
信
仰
ス
ベ
シ
。
何
事
も

榊
ニ
求
め
て
得
ベ
し
。一
柳
ニ
由
て
成
功
ス
ベ
シ
。一
柳
ニ
積
て
安
を
得
可
し

〔一
脚
ハ
日
本
ヲ
捨
テ
玉
ハ
ズ
〕

一柳
ハ
如
何
ナ
ル
人
如
何
ナ
ル
図
も
ミ
ナ
紳
の
子
孫
な
れ
ば
決
し
て
之
ヲ
捨

テ
玉
フ
の
理
由
な
し
、
然
ら
ば
日
本
ヲ
一
脚
の
旨
二
週
ふ
幸
あ
る
圏
ニ
救
フ



事
ヲ
得
る
也
、

叉
如
何
ニ
以
し
き
人
と
鋭
モ
救
ハ
レ
ザ
ル

ト
イ
フ
事
な

し
、
決
し
て
人
間
ヲ
棄
ツ
可
ら
す
、
常
ニ
忍
耐
し
て
導
く
可
し

五
月
廿
三
日

土
曜
日

青
柳
、
万
寿
枝
、
阪
口
、
若
林
、
加
政
ニ
書
を
認
む

玉
木
直

〔
祈
祷
〕
員
二
一
柳
ニ
祈
レ
パ
キ
L

玉
フ
ナ
リ
、
多
く
は
口
の
祷
ア
リ
。固定

れ
榊
の
忘
ミ
玉
ふ
も
の
也
。
民
卜
心
を
も
て
祈
る
可
し
。
謹
債
を
加
へ
て

一
駒
る
可
し
。
天
父
の
み
を
思
フ
テ
祈
る
可
し
。
信
じ
て
祈
る
可
し
。

キ
リ
ス
ト
は
民
ニ
-祈
祷
し
て
問
れ
玉
ひ
し
人
也

五
月
廿
七
日

〔
器
械
ト
人
力
〕

米
園
ニ
テ
人
足
が
水
ヲ
桶
ニ
テ
槍
フ
事
、
其
他
カ
タ

ニ
テ
荷
物
を
抱
ヒ
或
ハ
荷
車
ヲ
入
力
ニ
テ
引
ク
杯
の
拙
は
誠
二
可
笑
見
エ

ノレ

也
五
月
三
十
日

本
日
つ
ア
コ
レ
|
シ

ヨ
ン
デ
イ
、

ニ
テ
人
民
悉
く
業
を
休
、
、
、
、
兵
は
式
ヲ

な
し
て
墓
ニ
歪
り
花
及
ハ
タ
ヲ
奉
グ
、
タ
ハ
タ
ウ
ン
ホ
l
ル
ニ
集
り
「
B

A
N
D
」
及
、
愛
国
精
一
柳
愛
起
の
演
説
ヲ
ナ
セ
リ

女
も
小
児
も
悉
く
集

り
之
ヲ
祝
し
叉
愛
圏
の
精
一
脚
ヲ
吹
込
ム
モ
ノ
h

如
し

其
兵
ハ
自
ら
志
願

記
し
之
-
一
加
ル
ナ
リ
、
自
給
ナ
リ
其
風
其
精
一
脚
質
ニ
可
感
可
好
者
多
か
り
シ

〔
機
命
日
〕

凡
事
好
機
曾
ヲ
捕
へ
テ
失
ふ
可
ら
ず。

一
々
之
ニ
由
テ
凡
一
ア

lヨ

ヲ
取
ラ
パ
何
事
モ
得
ら
れ
ざ
る
も
の
は
な
し

〔青
年
教
育
之
必
要
〕

青
年
の
心
は
従
-
一
曲
思
鏡
な
る
団
地
に
て
知
何
な
る
径
子
を
蒔
く
も
普
く
賀

ら
ざ
る
は
な
し
。
若
し
米
を
蒔
け
ば
米
ヲ
生
し

稗
ヲ
蒔
け
ば
稗
を
生
ず

る
也
。
故
ニ
コ
ノ
時
と
て
尤
モ
よ
く
注
意
し
て
蒔
く
可
き
な
り

六
月
一
日

万
寿
校
。
加
政
。
前
一
刷
。
開
義
二
郎
、
弁
上
友
二
郎
よ
り
書
欣
を
愛
く
。

此
皮

ハ
一
週
間
之
延
着
。

〔
ラ
イ
セ
ン
ス
〕
ア
ン

ド
ヴ

ァ
!
、
セ
ミ
ナ
リ
l
ニ
至
り
十
七
名
の
試
業

ヲ
蜘
似
た
り

〔
自
ヲ
信
任
セ
ヨ
〕
己
の
思
想
ヲ
重
ズ
ベ
シ
己
ニ
確
信
ス
ル
ノ
民
理
は
他

人
ニ
確
信
ヲ
予
フ
ル
ナ
リ
。
己
ニ
盆
ア
ル
事
は
他
人
ニ
盆
な
る
也
。
彼
モ

人
ナ
リ
。
吾
モ
人
也

〔
米
園
家
庭
教
育
〕

食
机
は
貿
-
一
最
良
の
曲
学
校
也
。
之
ニ
由
テ
皐
プ
慮
の
も
の
多
し

余
も
食
堂
ニ
於
て
間
半
ブ
庭
質
-
一
多
か
り
し
な
り

館
育
は
規
則
卜
食
物
卜

運
動
ナ
リ
、
運
動
ハ
第
一
、
キ
マ
リ
の
仕
事

第
二
、
遊
戯
、
第
三
歩
行

ナ
リ

〔
日
本
青
年
と
米
国
青
年
の
相
違
〕

米
国
ニ
テ
ハ
己
レ
何
事
も
風
潮
自
ヲ
は
一
定
の
道
理
ヲ
う
れ
ば
青
年
ハ
只
其
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順
序
を
踏
め
ば
其
人
ト
ナ
ラ
ル
ふ
ナ
リ
。
然
レ
共
日
本
青
年
殊
ニ
女
子
は



其
の
方
針
未
だ
確
定
せ
ざ
れ
ば
積
々
憂
閣
の
惰
切
ナ
リ
。
コ
レ
其
意
色
々

相
違
を
生
ず
る
の
原
也

親
ニ
威
繕
ア
リ
ト
雌
モ
日
本
の
親
の
如
く
畏
レ
ル
事
ナ
シ
。
故
ニ
親
ニ
向

テ
タ
ワ
ム
ル
ふ
事
モ
ア
リ

是
れ
親
ニ
(
六
字
不
明
)
ヲ
彼
等
の
ホ

l
ム

ト
サ
セ
ザ
ル
篤
也

家
内
の
感
化
快
祭
は
買
に
多
き
ヲ
見
る
也

六
月
二
日

〔尤
も
勝
れ
る
蓄
を
讃
む
の
盆
〕
〔
時
〕

、

有
盆
な
る
思
想
ヲ
愛
る
事

、

思
想
問
白
キ
故
大
-
一
五口
欲
情
を
渡
起
し
、
大
一
一
進
歩
の
盆
ア
リ

、

思
想
明
か
な
る
故
了
解
し
易
く
か
っ
感
覚
強
き
故
之
ヲ
記
憶
ス
ル

一A
舎
の
り
。
か
つ
文
撃
ニ
進
む
の
盆
あ
り

人
ニ
交
ル
、
場
彪
ヲ
選
ぶ
、
職
業
ヲ
エ
ラ
プ
、
演
説
ヲ
キ
ク
、
事
ヲ
ナ

ス
、
悉
ク
コ
ノ
秘
訣
ヲ
用
ユ
可
シ
。
汝
得
ら
る
も
の
弘
中
最
極
上
等
の
も

の
を
撰
プ
ベ
シ
、
時
ハ
仕
事
の
場
廃
ナ
リ
。
物
ハ
空
間
ヲ
占
メ
ザ
レ
パ
存

在
ス
ル
能
ペ
ス
。
如
此
、
人
ハ
時
ヲ
占
メ
サ
レ
パ
事
ヲ
篤
し
或
ハ
得
る
能

ハ
ズ
。
然
し
時
ハ
場
庭
よ
り
債
高
き
も
の
な
り
。
而
し
て
無
盆
有
毒
な
る

事
ヲ
ナ
ス
ニ
モ
問
時
ヲ
愛
し
(
二
事
一
時

ニ
ナ
ス
ヲ
得
ざ
る
二
物
同
慮
ヲ

上
口
ム
ル
能
川
ザ
ん
が
如
し
)
故
ニ
コ
ノ
一
時
ヲ
何
ニ
占
メ
何
ヲ
得
ん
乎
。

之
ヲ
選
ぶ
は
資
ニ
必
要
な
り
。
若
し
コ
ノ
一
月
ヲ
余
盆
ナ
ラ
ザ
ル
書
一

mm

ヲ
謂
ム
卜
セ
ヨ
。
得
る
底
資
ニ
少
し
。
之
一
一
反
し
大
盆
の
一
章
一首ヲ
讃
む
ト

セ
ヨ
。
其
の
相
逮
如
何
計
り
ぞ
や
。
コ
ノ
一
年
隙
々

ト
光
陰
ヲ
送
ル
ト
之

一
反
し
美
事
ヲ
ナ
ス
ト
其
相
違
如
何
。
大
先
生
ト
居
ル

ト
無
担
相
模
ト
借
ナ
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ル
ト
其
相
違
如
何
。
ア
L

此
貴
重
な
る
時
ヲ
何
事
の
篤
-
一
占
め
し
む
る
や

を
{
疋
む
る
事
は
賀
-
一
大
切
な
る
故
。

〔自
由
は
奴
隷
よ
り
生
ズ
〕
汝
若
し
良
ニ

一
の
皐
問
ヲ
遂
ン

ト
セ
パ
其
奴

隷
ト
ナ
リ
、
之
ニ
事
へ
従
ヒ、

身
ヲ
奉
ゲ
官
同
事
ヲ
空
し
て
之
ニ
事
へ
て
、

初
め
て
得
ら
る
L
也
。
民
正
-
一
律
の
自
白
ト
ナ
ル
ハ
、
之
ニ
事
へ
律
の
支

配
ヲ
安
る
事
ヲ
忘
る
L

程
-
一
至
り
、
即
ち
己
れ
自
ら
が
其
も
の
卜
ナ
リ
初

め
て
自
由
也
。
凡
テ
事
ヲ
質
ユ
も
朝
日
う
テ
熟
練
ス
ル
ニ
は
幾
度
ト
ナ
ク
之

ヲ
慣
ら
し
て
其
習
慣
ヲ
得
る
る
な
り
。

枇
舎
の
法
律
た
と
え
.は盗
人
、
博
エ
キ
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
自
由
な
る
や

n 

o 
r 

民
ニ
仲
間
同
上
の
法
律
ヲ
知
り
之
ヲ
行
ヒ
紅
舎
の
秩
序
ヲ
鋭
さ
ず
却
て
之

ヲ
全
ク
ス
ル
モ
ノ
ハ
自
由
な
る
也

y
e
5
/
 

〔徳
育
〕
積
極
的
の
方
針
ヲ
取
ル
ベ
し
。

一
農
夫
ア
リ
。
彼
決
心
し
て
謂

ラ
ク
、
五
ロ
ハ
コ
ノ
畑
-
二
本
の
雑
草
ヲ
生
ぜ
し
め
ず
コ
レ
其
目
的
也
。

ア
L

何
の
愚
乎
、
コ
レ
消
極
的
の
目
的
也
。
吾
ら
は
コ
ノ
畑
一
一
有
盆
ナ
ル

植
物
ヲ
植
え
普
資
ヲ
結
ば
し
む
る
の
目
的
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず

六
月
四
日

高
橋
、
万
寿
校
、
青
柳
正
吾
、
玉
木
善
作
よ
り
書
欺
来
ル



万
寿
校
の
病
随
分
重
し
。
篤
ニ
大
ニ
心
配
し
熱
心
榊
の
助
ト
恵
ヲ
祈
ル

〔
一
柳
ハ
不
可
思
議
〕
宇
宙
は
物
質
の
み
ニ
あ
ら
ず
。

必
ズ
援
な
る
者
あ
る

は
憶
な
り
、
而
し
て
必
ず
穏
な
る
も
の
あ
り
。
以
上
は
奥
義
ト
其
働
あ
る

は
必
然
也
、
紳
が
今
日
迄
歎
示
ヲ
垂
れ
キ
リ
ス
ト
ニ
顕
れ
キ
リ
ス
ト
ヲ
魁

生
し
玉
ふ
事
等
信
ず
可
き
の
奥
義
な
ら
ん
。
ま
た
祈
祷
を
聞
き
人
間
ニ
交

し
之
を
愛
し
憐
ミ
玉
ふ
亦
良
質
な
り

〔
救
〕
民
ニ
人
ヲ
慰
め
盆
せ
ん
と
す
る
ニ
は
救
ヲ
要
す
。
人
は
誰
ニ
て
も

困
難
、
罪
悪
、
過
失
、
弱
き
、
愚
、
何
乎
救
ヲ
要
す
る
也
。
若
し
之
を
得

さ
れ
ば
良
正
の
卒
安
あ
る
事
な
し

「キ
リ
ス
ト
」
は
救
主
ナ
リ。

吾
人
モ
キ
リ
ス
ト
ト
共
ニ
員
二
人
の
苦
難

ヲ
憐
ミ
之
ア
助
ル
篤
一
一
一
生
ヲ
護
ス
ベ
シ

文
章
、
演
説
、
働
キ
、
企
図
、
高
官
申
コ
ノ
目
的
ヲ
達
せ
ざ
れ
ば
盆
ナ
ク
叉

成
功
す
る
事
な
ら
ざ
る
な
り
、
貧
民
、
罪
人
、
孤
獄
、
病
人
、
不
率
、
不

和
、
不
潔
、
青
年
、
女
子

日
本
ヲ
救
ヒ
玉
へ
。

キ
リ
ス
ト
の
大
目
的
ハ
世
ヲ
救
円
ン
潟
な
り
。
コ
レ
亦
五
口
(
キ
リ
ス
ト
に

在
ル
)
が
生
涯
の
目
的
也
。

弓コ
fiL 

六
月
五
日

村
井
、
治
野
及
余
、
三
人
紳
ノ
前
ニ
集
り
万
寿
校
の
矯
熱
心
祈
祷
せ
り
。

日

心
配
す
る
事
甚
し
。
五
日
夕
方
再
び
万
寿
枝
ニ
書
面
を
認
む

六
月
七
日

〔
米
国
キ
リ
ス
ト
信
徒
之
の
富
〕

米
閣
合
衆
園
ニ
戸
数
大
凡
一
千
三
百
万
軒
ニ
シ
テ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒

の
数
ハ
一
千
三
百
万
人
ナ
リ
。
而
シ
テ
其
キ
リ
ス
ト
信
徒
之
有
す
る
富
の

数
は

一
家
族
平
均

一
千
弗
を
有
す
る
割
合
也
。
而
し
て
合
衆
圏
中
の
富
の

五
分
の
三
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
派
の
人
々
の
有
す
る
庭
な
り
と
。
是
れ

ホ
ー
ム
ミ

yyヨ
ン
ニ
於
て
の
演
説
の
中
。

内
閣
博
道
の
勢
。
今
米
園
ニ
五
千
絵
の
数
合
百
ア
り
。

(
コ
ン
グ
リ
ゲ
l
シ

ヨ
ン
ノ
ミ
也
)
其
内
四
千
の
数
曾
は
ホ
|
ム
ミ
ア
ン

ヨ
ン
の
働
ニ
て
出
来

し
も
の
な
り
と
。
ホ

l
ム
ミ
y

シ
ョ
ン
は
一
千
八
百
二
十
六
年
ニ
設
立
せ

し
も
の
と
云
ふ
。

六
月
九
日

〔
牧
師
の
交
代
〕

ア
ン
ド
ウ
ァ
1

、
コ
ン
フ
ハ

l
レ
ン
ス
ニ
一
一
一
十
の
数
舎
あ
り
て
、
レ
ビ
ァ

ト
氏
の
叫
ニ
九
年
間
引
絞
き
同
教
曾
ニ
働
き
居
る
も
の
は
氏
ト
ミ
ス
タ

ー、

グ
リ
ー
ン
の
二
人
也
と

〔
撰
俸
の
大
切
な
る
事
〕

余
或
躍
ニ
テ
一
の
ズ
ボ
ン
ヲ
製
せ
し
が
、
其
節
品
ヲ
撰
プ
ニ
大
ニ
注
意
し

た
る
と
一
時
の
見
エ
の
よ
い
も
の
を
撰
び
し
篤
メ
、
間
も
な
く
士
ロ
ひ
た
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り
。
ま
た
あ
ら
縞
を
撰
び
た
る
に
(
コ

レ
ハ
余
が
日
本
で
絵
り
老
て
見
エ



ん
故
、
米
図
ニ
来
リ
テ
ハ
書
生
ト
ナ
ル
事
故
、
可
成
幼
ク
見
エ
ル
モ
ヨ
イ

ト
の
意
也
し
が
、
米
園
ニ
来
り
青
年
ニ
見
エ
テ
コ
マ
リ
シ
)
是
叉
失
策
な

り
し
。
如
是
其
時
の
決
心
は
永
く
利
害
ヲ
止
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
モ
ノ
ヲ

ρiv 

ヱ
ラ
ム
事
ハ
賓

ニ
大
切
也
。
目
的
、
運
合
問
方
法
等
を
ヱ
ラ
ム
は
最
も
注

意
す
可
き
も
の
な
り
。

〔
小
児
の
教
育

小
児
親
陸
曾
〕

余
今
夜
大
凡
武
百
人
の
小
児
ア
ニ

ュ
I
エ
ル
サ
パ

l
ニ
臨
ミ
た
り
、
第

一

音
端
末
ニ
感
す

十
一
、
二
の
少
女
、
小
輩
が
賓
ニ
巧
ニ
ピ
ヤ
ノ
ヲ
弾
じ
た

る
は
驚
き
入
り
た
り
。
資
ニ
教
育
小
児
の
時
ニ
あ
る
ヲ
感
じ
た
り
。
翠
問

で
モ
少
し
後
れ
て
初
め
た
る
も
の
は
其
進
歩
賞
ニ
還
シ
。
其
他
、
鰭
育
、

智
育
、
徳
育
、
悉
く
小
児
の
時
ニ
あ
り
。
余
の
経
験
ニ
照
し
で
も
明
な

り
。
賛
事
也
。
米
霞
で
は
己
ニ
小
児
の
時

特
ニ
家
庭
教
育
ニ
て
基
礎
を

置
き
し
故
、
大
撃
中
皐
の
教
育
は
a

賢
一
一
容
易
な
り
。
故
-
一
一
一
一
十
以
上
ニ
な

り
職
業
ヲ
繁
ル

ρ

賢
一
一
一
慣
な
り
。
決
し
て
錬
錬
熟
達
ヲ
得
ル
事
ナ
シ
。
何

も
乎
も
小
児
の
時
数
へ
込
ム
ニ
シ
ク
ハ
ナ
ン
。
小
児
の
進
歩
は
驚
く
可
き

も
の
、
吾
日
本
第
一
の
家
庭
教
育
を
改
良
ス
ベ
し

其
よ
り
小
島
十
校
ヲ
改

女、良
子、ス
ニ、ベ
英、シ
型、。
ヲ、
数、
二工、

Jレ、

可、
否、

之
よ
り
民
ニ
専
門
ヲ
修
メ
成
く
世
界
の
事
情
、
賢
官
帯
、
翠
-
説
、
経
験
ヲ
サ

グ
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
英
語
ヲ
翠
プ
ヲ
要
す
。
民
ニ
之
ヲ
活
用
せ
し
め
ん
と

欲
せ
は
小
児
の
時
よ
り
教
へ
込
ム
ニ
若
ク
ハ
ナ
シ
。
吾
人
漢
学
ヲ
貸
ユ
ル

モ
小
児
の
時
一
一
於
で
せ
り
。
然
れ
は
大
抵
英
語
も
家
庭
教
育
よ
り
初
む
る
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を
要
す
。
(
中
等
以
上
の
人
物
一
一
仕
立
ん
と
欲
せ
ば
)
英
語
は
米
人
が
グ

リ
1
キ
、
ラ
テ
ン
杯
ヲ
修
む
る
が
如
き
モ
ノ
ナ
リ
、
た
と
へ
自
由
に
讃
む

ニ
一
主
ら
ざ
る
も
、
率
。
ひ
し
程
の
盆
は
あ
る
ニ
椙
濯
な
し
。
叉
英
書
ニ
グ
リ

ー
キ
、

ラ
テ
ン
が
交
ル
如
く
将
来
文
字
ニ
英
語
も
幾
分
か
交
る
可
き
は
勿

論
也

〔
確
定
之
必
要
〕
何
事
も
心-一

疑
問
或
は
感
ズ
ル
事
起
る
時
は
必
ず
其
結

局
ヲ
付
け
己
の
設
ヲ
定
ム
ル
事
大
切
也

〔
富
ミ
〕
は
議
ロ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
併
し
資
ニ
危
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
人
心
ヲ
試
ム

ル
大
勢
力
な
り
。
之
ヲ
能
く
用
る
事
を
知
ら
さ
れ
ば
、
却
て
赤
会
ヲ
勝
れ

り
と
す
可
し
。
人
は
パ
ン
ノ
ミ
ニ
テ
生
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
何
そ
五
口
貧
キ

オ
嘆
ズ
ル
ニ
足
ら
ん
。
勧
め
よ
や
。
人
は
異
ニ
燭
立
の
出
来
得
る
も
の
な

り
。
事
ナ
ル
迄
ハ
カ
ン
シ
ン
ノ
マ
タ
ク
γ
リ
ヲ
ヤ
ル
モ
ノ
ヨ
シ
。
人
ニ
伏

し
て
大
志
ヲ
イ
ダ
キ
日
々
進
歩
す
る
の
青
年
ヲ
養
ふ
可
し
。

夜
間
宇
校
の
如
き
も
の
質
ニ
心
要
な
り
。
資
際
ト
学
問
ヲ
並
行
ス
ル
は
貧
ニ

必
要
な
り
。
キ
リ
ス
ト
は
一
文
ナ
シ
デ
大
世
界
ヲ
救
ヒ
シ
ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
。

金
ニ
ヨ
ラ
ズ
榊
卜
民
理
ト
徳
ト
智
ト
熱
心
ニ
ヨ
レ
。

人
ハ
大
困
難
ヲ
恐
レ
テ
ハ
事
ヲ
ナ
ス
能
ハ
ズ
。
大
会
、
大
反
封
、
高
難
ヲ

犯
し
て
大
勝
利
ヲ
得
る
の
究
悟
あ
る
可
し
。
愛
K
敵
な
し
。
資
ニ
気
骨
の



あ
る
人
間
ヲ
作
ル
事
ヲ
賢
倍
せ
ヨ
。
資
-
一
生
命
ヲ
犠
牲
ト
ナ
ス
の
人
ヲ
作

ル
ベ
ゾ
。
民
ニ
富
ヲ
イ
ヤ
シ
メ
世
ノ
安
雄
前
ヲ
イ
ヤ
シ
ム
ル
ノ
人
ヲ
作
ル
可

、ノ

〔
無
私
之
愛
〕
人
の
身
を
自
身
の
身
ト
シ
テ
考
へ
人
の
運
命
を
白
身
之
運

命
と
し
て
考
へ
、
己
の
事
の
如
く
人
の
盆
を
計
る
可
し
。

殊
ニ
夫
婦
は

一
剛
胆
な
れ
ば
、
夫
は
萎
之
身
を
恩
ふ
事
己
の
如
く
し
、
妻
は

夫
を
恩
ふ
事
己
の
如
く
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
は
論
を
待
た
ず
。
彼
が
身
は
己

の
牟
身
な
り
。
其
禍
一
服
互
ニ
其
身
ニ
あ
る
可
し
。
同
情
同
感
を
要
す
る
な

り。

吾
妻
よ
、
た
と
へ
汝
は
一
生
か
た
わ
ニ
て
も
、
如
何
病
身
ニ
て
も
、

余
は
更
ニ
不
足
ニ
恩
は
ず
。
コ
れ
吾
等
の
運
命
な
れ
ば
忍
耐
し
て
愛
く
可

し
。
吾
は
汝
が
如
何
ニ
弱
く
て
も
一
日
氷
く
世
ニ
在
る
を
喜
た
る
な
り
。

汝
之
過
日
の
書
面
ニ
、
病
身
ニ
て
余
ニ
劉
し
気
之
毒
云
々
の
事
あ
り
し

が
、
日
疋
れ
全
く
余
の
憂
と
す
る
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
余
は
悦
ん
で
汝
ト
階

悲
ヲ
北
ハ
ニ
ス
ベ
シ

六
月
十
二
日

服
部
他
介
、
杉
江
田
鶴
ニ
苫
を
送
る

〔
盟
問
立
ト
コ
ズ
モ
ポ
リ
タ
ン

〕
白
園
の
特
質
ヲ
守
り
自
圏
を
重
ず
る
タ
め

E

自
立
濁
立
の
精
一
例
必
要
な
り
、
併
し
腐
園
卜
交
際
し
互
ニ
足
ら
ざ
る
を
補

ヒ
、
施
ス
ア
リ
取
る
あ
り
て
皐
術
、
道
徳
、
関
風
、
物
口
問
、
機
械
等
即
ち

日

l

、

世
界
の
進
歩
を
計
り
、
前
向
国
史
の
財
料
を
作
る
事
は
圏
民
の
義
務
た
る
を

忘
る
可
ら
ず
。
削
ち
己
人
互
ニ
交
り
其
感
化
を
及
し
或
は
愛
る
が
如
く
な

る
可
き
な
り

ハ
月
十
三
日

〔根
〕

根
の
な
き
木
は
、
或
は
根
の
浅
き
弱
き
樹
は
、
直
ニ
枯
れ
て
死
ス
ベ
シ
。

而
し
て
根
は
人
目
ニ
紛
れ
ず
。
地
下
-
一
歳
れ
を
る
な
り
。
如
是
人
の
徳
ニ

進
む
業
を
成
す
。
成
功
ス
ル
ニ
必
ず
他
人
の
決
し
て
見
る
能
は
ざ
る
深
き

根
あ
り
て
存
ス
。
即
ち
普
ニ
も
窓
ニ
も
必
ず
其
根
あ
り
。
若
シ
先
づ
コ
ノ

根
ヲ
有
タ
ザ
レ
パ
卸
ち
秘
誇
ヲ
存
せ
ざ
れ
ば
其
業
必
ず
中
途
ニ
し
て
倒
れ

ん
。
人
ノ
停
を
讃
む
ニ
蛍
り
其
棋
を
さ
く
る
事
大
切
な
り
。
五
口
ニ
棋
を
置

く
事
大
切
な
り
。
果
賞
、
花
升
、
樹
幹
、
枝
葉
は
何
れ
よ
り
来
レ
ル
乎
、

根
よ
り
来
レ
リ
、
人
の
行
を
見
其
原
因
ヲ
知
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

〔
民
正
之
雄
市
〕
若
し
心
十
分
之
組
と
な
る
も
の
あ
り
て
、
心
ニ
満
足
ア
ら

ば
、
仮
令
身
ハ
飢
ヱ
或
は
病
み
或
は
死
二
至
る
ト
モ
繁
し
き
な
り
。

孔
子
目
。
善
を
篤
す
繁
し
き
哉
と
。
(
尤
も
築
し
)
友
あ
り
遠
方
よ
り
来

る
。
亦
た
繁
か
ら
ず
や
。
印
ち
愛
の
雄
市
な
り
。
心
ニ
良
正
之
満
足
を
輿
ふ

も
の
は
愛
也

〔
女
子
ニ
国
家
之
精
刷
の
必
要
〕

ス
パ
ル
タ
の
婦
人
ニ
勇
気
あ
り
。
篤
ニ
勇
気
あ
る
の
土
卒
を
造
れ
り
。
固
定
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よ
り
日
本
-
一
人
物
ヲ
尤
も
要
す
。
是
れ
婦
人
モ
人
物
ト
ナ
シ
、
叉
国
を
恩



ふ
の
精
神
を
懐
か
し
め
、
初
め
斯
る
人
物
ヲ
得
可
ン

六
月
十
七
日

万
寿
枝
、
加
藤
、
河
村
、
前
一
柳
、
西
村
、
貞
子
等
へ
書
ヲ

ヤ
ル

〔五口
が
能
は
一柳
〕

吾
が
生
涯
吾
が
天
職
ヲ
事
ス

ル
の
力
事
業
成
功
の
勢
力
は
悉
く
一
柳
三
在

り
。
一
澗
之
を
篤
し
玉
ふ
な
り
。
入
用
の
時
は
金
モ
智
モ
徳
モ
人
モ
カ
モ
悉

く
設
へ
ら
る
会
り
。
一
柳
の
輿
へ
玉
フ
モ
ノ
示
し
玉
フ
モ
ノ
ヲ
感
謝
し
て

安
け
か
つ
熱
心
-
一
信
じ
て
篤
す
可
し
、
只
常
ニ
一
柳
ヲ
儲
(
タ
ヨ

リ
)
ト

シ

テ
商
事
を
篤
ス
可
し
。

六
月
十
九
日

服
部
、
杉
江
へ
書
ヲ
ヤ
ル

〔
文
章
、
演
説
の
秘
訣
〕

第
て
明
ナ
ル
区
別
ヲ
要
ス
。
白
ト
黒
、
夜
ト
童
、
善
卜
慈
、
上
卜
下
の

如
く
一
目
瞭
然
タ
ル
区
別
ヲ
要
ス
。
其
区
別
の
聞
は
十
分
成
く
如
何
ナ
ル

近
眼
の
人
デ
モ
見
ヱ
得
ル
ヲ
要
す
。
第
二
、

一
々
人
心
ニ
突
き
入
り
十
分

心
骨
ニ
コ
タ
へ
ん
コ
ト
ヲ
要
す
。
即
ち
目
醒
し
き
事
な
り
。
人
心
ヲ
引
起

ス
の
カ
ヲ
要
ス
。
第
三
。
一

-Z思
想
ヲ
起
さ
し
め
必
ず
之
を
賀
行
ス
ル
ノ

決
心
を
輿
フ
ル
ヲ
要
ス
。

〔
徳
育
〕

人
心
は
決
し
て
他
人
ヨ

リ
勧
め
ら
れ
或
は
、
戒
め
ら
れ
或
は
忠
告
さ
れ
或

は
教
エ
ら
れ
て
自
を
改
め
徳
ニ
進
む
も
の
ニ
あ
ら
ず
。
其
人
自
身
が
自
ら

決撰
しン
てデ
進決
ま '1.:.'
ずし

@n @日
ちち

22 
aT 
も日
』れら

極 省
主白
E ら
れ

改
ば ι

理石… J、

盆瓦
をら
もざ
篤れ
さは‘
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ず
。
只
上
面
ニ
須
は
し
む
る
は
何
の
盆
ニ
も
な
ら
ず
。
放
ニ
徳
育
ヲ
篤
ス

ノ
任
あ
る
も
の
は
賀
行
を
見
せ
て
常

κ心
服
せ
し
む
る
あ
り
。
心
服
せ
し

む
る
は
愛
ス
ル
ニ
ア
リ
。
民
ニ
親
切
深
き
同
情
、
同
憐
ス
ル
ニ
ア
リ
。
輿

理
を
行
フ
ニ
ア
リ
。
剖
ち
自
分
の
徳
を
養
ふ
ニ
ア
リ
。

〔
節
検
〕
米
園

ニ
於
て
は
中
等
以
上
の
も
の
で
も
下
女
ヲ
置
か
ず
、
主
人

ヲ
始
小
児
ニ
至
る
迄
働
き
、
時
を
有
盆
ニ
用
ゐ
る
。
シ
ス
タ
ー、

マ
イ
ヤ

ー
の
夏
期
避
暑
の
明
、
コ
テ
l
ジ
、

ン
テ
イ
、
其
食
事
、
パ
イ
シ
ク
ル
等

日
本
の
酒
を
の
み
、
タ
ば
乙
を
吸
ひ
、
無
金
二
時
ヲ
設
す
を
止
め
、
各
て

己
の
事
を
営
み
他
人
を
使
用
ス
ル
ヲ
止
め
、
器
械
を
用
、
可
成
人
力
ヲ
有

盆
ニ
使
用
せ
ば
如
何
に
経
済
ト
ナ
ル
可
き
也

六
月
二
十
日

今
日
万
寿
枝
、
松
田
シ
イ
、
笠
原
た
つ
子
よ
り
来
書
あ
り

〔
日
本

ニ
天
閣
ヲ
来
ス
ノ
大
目
的
〕

人
情
ヲ
厚
く
ス
ル
ニ
ア
リ
。

一
家
、

一
枇
、
一
族
若
し
互
ニ
其
道
を
蓋
し

心
情
厚
か
ら
ば
天
圏
其
中
に
あ
り
。
人
情
を
敦
厚
ニ
ス
ル
ハ
第
一
の
白
的

な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
余
が
交
ル
人
、
居
る
慮
、
此
情
を
満
足
ス
ル
ヲ
得
せ

し
め
よ
。
キ
リ
ス
ト
は
民
ニ
其
人
也



日
本
人
は
下
等
人
民
、
小
児
、
岳
山
窮
人
、
下
等
動
物
を
敬
ヒ
厚
く
週
ス
ル

一
至
ら
ざ
る
可
ら
ず
創
ち
殺
気
ニ
代
へ
ん
ニ
和
気
も
て
情
を
も
て
せ
ざ
る

可
ら
ず
。
然
ら
は
其
雄
市
其
利
盆
如
何
斗
ぞ
や
考
フ
可
し

〔
日
本
の
道
徳
〕
日
本
一
一
は
キ
リ
ス
ト
教
あ
り
悌
教
あ
り
儒
教
あ
り
、
然

れ
共
之
を
民
ニ
数
る
も
の
行
ふ
も
の
は
少
し
。
今
日
の
念
務
は
民
ニ
之
を

味
ヒ
之
を
行
ふ
も
の
多
く
後
成
す
る
を
要
す
る
也

〔
人
ヲ
教
ユ
ル
ノ
方
法
〕
人
-
一
員
理
を
教
へ
吾
、
吾
心
を
通
ぜ
ん
と
す
る

ニ
決
し
て
言
語
の
み
ニ
て
篤
す
可
ら
ず
。
今
日
サ
ン
デ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ニ

テ
二
婦
人
が
ヒ
パ
リ
の
燐
る
如
く
説
明
す
る
と
節
ど
も
寄
生
ハ
吏
ニ
悟
ら

ざ
る
な
り

第
一
。
之
ヲ
知
ら
ん
と
す
る
心
を
起
ス
ベ
し

(

7

‘

)

『

マ

、

-

第
二
。
其
方
法
を

(
シ
ン
ズ
)
橡
フ
ベ
シ
o

y

ン
ズ
口
ノ
ミ

ニ
ア
ラ
ズ

種
々
の
方
法
を
要
す
る
な
り

第
三
。
心
ニ
決
断
せ
し
む
る
な
り
。

〔
愛
の
本
〕
ハ
象
敬
ヨ

リ
生
ズ
。
人
一
一
ハ
必
ズ
貿
ブ
ベ
キ
貼
ア
レ
パ
之
ヲ

認
め
、
他
ヲ
忘
レ
ス
。
其
長
慮
、
善
庭
-
一
ノ
ミ
心
ヲ
ソ
L

ギ
敬
フ
可
し
。

恰
も
金
銭
ノ
如
ク
ス
ベ
シ
、
其
慰
質
ハ
除
ク
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
ヲ
忘
る
可
ら

E
」
9
0

人
ヲ
傘
敬
せ
は
其
人
ニ
亦
愛
心
ヲ
生
ズ
ベ
シ
。
之
よ
り
交
際
初
り
凡
て
の

日

働
生
ス
ベ
シ

六
月
廿
六
日

ノ
1
ス
ア
ヒ
ル
ド
夏
期
感
校
ニ
来
リ
ム

1
デ
l
氏
夫
婦
-
一
面
合
す
、
愛
付

も
な
く
直
ニ
ム

l
デ
l
氏
出
来
り
未
だ
戸
を
聞
か
ざ
る
前
ニ
白
を
見
る
や

伽
白
川
由
之
聾
を
か
け
、
妻
君
も
之
ニ
領
一
ア
出
来
り
面
曾
せ
り
。
顔
は

以
前
回
ニ
テ
見
之
を
想
像
せ
し
よ
り
も
柔
和
也

衣
服
も
家
屋
も
極
め
て
質
粗
也
(
コ
ノ
家
は
ム

l
Jア
|
の
生
れ
し
家
。
)

女
謬
校
は
賀
ニ
美
麗
-
一
し
て
凡
て
煉
瓦
也
。
地
形
。
四
方
幾
百
里
の
庚
野

進
ニ
諸
丘
を
見
渡
し
、
前
ニ
嘗
て
川
あ
り
て
常
ニ
木
材
を
流
し
櫛
は
樹
木

欝
々
と
し
て
繁
る
。
四
方
青
々
た
る
総
草
を
も
て
蔽
ふ
。
気
候
は
夏
般
に

て
は
寒
き
を
費
る
程
也
。

〔
日
本
ニ
於
て
労
働
を
貴
ぶ
一
一
至
ら
ざ
れ
ば
富
む
乙
と
能
は
ず
〕

日
本
は
封
建
の
風
残
り
威
光
ヲ
保
た
ん
と
し
少
し
く
位
あ
る
も
の
は
労
働

を
賎
む
の
風
あ
り
。
故
ニ
無
生
産
の
食
ツ
プ
シ
多
し
。
米
図
ニ
て
ハ
役
人

も
人
足
ト
借
ニ
働
く
の
風
也
。
労
働
を
貴
む
の
風
あ
り
、
ワ
シ
ン

ト
ン
の

如
き
も
大
統
領
ト
ナ
リ
シ
後
も
農
業
せ
し
と
云
ふ
。
此
地
刀
働
は
身
般
の
矯

心
之
篤
メ
綬
済
の
潟
青
年
一
一
も
老
人
ニ
も
壮
年
者
-
一
も
盆
な
り
、
下
女
下

男
、
人
足
を
使
用
す
る
を
止
め
可
成
己
の
身
飽
を
働
か
す
べ
し
、
米
園
ニ

て
大
抵
馬
車
或
は
馬
を
畜
ふ
と
雌
と
も
主
人
自
ら
馬
了
ト
ナ
リ
(
中
等
以

上
ト
雄
ト
モ
)
て
働
く
を
常
と
な
す
。
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〔
日
本
を
製
造
園
と
す
べ
し
〕



日
本
は
園
境
狭
院
な
る
故
、
英
閣
の
如
く
製
造
を
盛
ニ

し
支
那
朝
鮮
杯

総
出
す
可
し

〔
米
関
の
将
来
〕
は
恐
る
可
し
。
如
何
大
圏
と
な
る
や
計
る
可
ら
ざ
る
な

りも何
回を
舎見
をて

見?も
土古

農f
大人、

幾無
戸I
ー |浪

モ草
も そで
股下
ま山
ヲと

Zす
とぷ

迄妄
zz 
也 市

域
を
見
て

(ω
02ω

一目的ヨ
)

ロ
ウ
レ
ン
ス
の
夕
方
ニ
な
る
と
幾
千
の
レ

|
ヴ
ア
、
市
を
篤
し
て
{
家
-
一
院

る
を
見
る
也
、
其
他
骨
折
て
働
く
も
の
を
見
る
ト
キ
ハ
大
ニ
偏
見
の
枇
曾

然
の
型
ニ
合
ハ
ヌ
ヲ
感
じ
た
り
。
も
し

C
S
司

E

の
如
く
な
れ
は
人
間
ニ

働
く
の
勇
気
ヲ
紋
く
事
と
な
る
べ
し
。
人
は
只
賃
銀
を
祭
ん
で
働
け
ば

也
。
叉
仁
愛
を
錬
る
心一
一
影
響
す
る
也
。
人
之
篤

一一
骨
ヲ
折

ル
人

ニ
施
人

一設
フ
ル
杯
の
事
愛
と
な
る
也、

如
何
と
あ
れ
己
の
所
有
槌
あ
ら
ざ
れ
ば

ー也
〔労
働
〕
日
本
人
は
勢
働
す
る
事
を
好
ま
ず
。
ま
た
賎
め
る
賢
人
多
し
、

是
れ
健
康
の
鴛
経
済
の
篤
ニ
hwH
K

恕
き
事
也
。

〔
洋
一打
者
の
心
得
〕

濁
立
心
を
失
ふ
可
ら
ず

血
中
周
心
、
憶
病
心、

不
愉
快
な
る
可
ら
ず
、
之
ニ
勝

つ
の
刈
ト
法
ト

ア
リ

日
本
愛
園
心
を
失
ふ
可
ら
ず
、
常
ニ
比
較
し
て
改
良
一
一
着
目
し
か
っ

園
家
に
常
ニ
犠
牲
の
精
一柳
を
養
ハ
ザ
ル
可
ら
ず
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四

是
非
曲
直
ヲ
緋
じ
凡
テ
の
利
盆
ト
善
良
の
結

ヲ
五
口
閤
ニ
採
用
ス
ル
ヲ

忘
る
可
ら
ず

五

空
想
ヲ
懐
か
ず
実
活
-
一
事
ヲ
研
究
ス
ベ
し
、
徒
ら
に
高
一一一一u
ヲ
吐
き
大

事
ヲ
企
て
高
慢
ニ
な
る
可
ら
ず

六
、
米
国
の
利
盆
ヲ
モ
計
る
べ

し

七、

忍
耐
ト
正
き
剣
断
ヲ
要
ス

八
、
目
的
ヲ
確
定
ス
ル
ヲ
市
立
ス

九、

米
人
の
慈
善
-
一
頼
る
の
心
ヲ
抱
ク
可
ら
ず

十、

口問
絡
ヲ
進
ル
ヲ
第

一
の
目
的
ト

ス
ベ
シ

十

一
、
柔
弱
、
華
美
男
子
ト
ナ
ル
勿
れ

十
二
、
将
来
日
給
、
名
春
、

地
位
等
を
得
る
の
目
的
ヲ
イ
ダ
ク
可
ら
ず

民
ニ
吾
日
本
の
潟
犠
牲
的
の
愛
園
者
タ
ル
ヲ
目
的
ト
ナ
ス
ベ
シ

ハ
月
二
十
九
日

ム
l
デ

l
の
事

サ
|
キ
|
、
及
プ

ロ

、叶

ω者
ロ
ヨ

は
可
熊
嘆
シ
ン
ガ
ー

也
。
其
言
語
明
瞭
ニ

了
解
さ
れ
、
か
つ
熱
心
感
情
顔
色
ト
音
・
捜
ニ
表
れ
官

ニ
心
中
ニ
感
(
一
字
不
明
)
し
心
浴
る
が
如
く
感
ず
。
自
ら
オ
ー
ガ
ン
ヲ

却
す
。

ム
l
デ
ー
は
常
ニ

心
熱
シ
小
キ
事
-
一
気
附
き
満
場
之
人
心
を
俗
し

む
る
事
な
し



叉
人
々
を
英
気
量
-
一
勝
じ
て
用
ゐ
鴎
人
の
盆
を
計
る
モ
ノ
の
如
し
。

円。。

r
S
5
2ミ
ヨ
ロ
nF
g
巴
口
問

6
5
Z
ω

一・

〔
己
の
意
見
ニ
立
つ
の
必
要
〕

歌
ヲ
奏
ス
ル
の
時
、
下
手
な
人
は
若
し
他
人
が
ベ

l
ス
ニ
歌
へ
は
、
己
の

撃
を
ベ

l
ス
ニ
獲
ず
。
上
手
ハ
之
ニ
及
ス
o

五
円
人
各
々
之
才
な
れ
ば
己
の

主
義
ヲ
曲
グ
可
ら
ず
。
交
際
す
る
に
賞
り
、
公
衆
の
中
心

ニ
立
て
事
を
庭

す
る
ニ
蛍
り
己
ニ
得
た
る
特
性
を
も
て
之
ニ
常
る
可
し

六
月
三
十
日

ム
l
デ
l
ハ
質
-
一
己
を
忘
れ
て
人
之
篤
ニ
な
す
人
也
。
故
-
一
か
L

る
大
事

業
を
ね
す
事
を
得
る
也
。
叉
人
を
各
々
の
賜
を一
適
用
し
、
人
ヲ
悦
せ
、
金

し
、
働
せ
、
栄
さ
す
也
。
民
ニ
枇
命
日
之
筋
、
共
同
事
業
を
起
さ
ん
と
す
る

も
の
は
第
一
己
ヲ
捨
テ
ザ
ル
可
ラ
ズ

「兄
弟
の
番
人
」
た
る
を
、
忘
る
可
ら
ず
。
人
の
世
話
人
、
看
病
人
、
役

者
、
見
舞
人
、
同
憐
人
、
手
傍
人
た
る
を
忘
る
可
ら
ず
。

〔
百
聞
一
見
ニ
若
か
ず
〕

山
首
地
ニ
見
る
と
、
必
ず
民
賀
之
事
釘
モ
接
見
す
る
を
得
る
也
。

〔謬
者
よ
り
も
貸
業
者
を
裂
す
〕• 

ム
l
ア
l
の
知
き
人
は
民
に
前
き
働
く
の
力
な
り
。
如
是

O
L
l
デ

l

日記

入

な
ら
ざ
れ
ば

人
ヲ

盆
ス
ノレ
ム ド

円E

ス。

一
口
ニ
米
国
人
一
一
有
篤
の
人
物
を
賀
見
せ
り
。

出
巾

ム
ー
デ
ー
は
賀
ニ
愛
ニ
満
ち
、
至
誠
-
一
満
ち
、
民
ニ
人
心
-
一
入
リ
人
の
感

情
を
喚
起
し
、
叉
決
断
せ
し
む
る
の
力
あ
り
。

〔
公
共
の
居
助
金
ヲ
募
集
ス
ノ
方
〕

自
ら
己
ヲ
人
之
潟
ニ
犠
牲
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。

人
心
よ
り
セ
ル
ヒ
シ
ュ
ヲ
除
キ
、
聞
の
民
情
を
興
す
ニ
あ
り
。

枇
曾
は
民
ニ
自
由
ト
自
治
ト
白
樺
を
も
て
必
ず
支
配
し
得
る
も
の
也
。

〔
、H，r角
川
岳
民
お
ロ
一
門
司

O
『
門
リ
三
一
。
間
作
)

円
ロ
ヨ
富
山『円。
ω胃
n
Z
吾

作

牛

民
同

M
E
r
-
2
0『
円。
=問
問
内
ヨ
g

hF
君
。
ョ
g

壁内

吾
作

E
ヨ
、H，
E
己
《
垣

rω
門

5
〕
『

OZ『

od〈
ロ
叩
×
可
。
コぬロ
門司

r
ω〈
命

『

2
ロ
任
。

プ
ミ

o
m
Z
ω
Z
m円

ι見
出
口
三

z
o
m
ω
5
5
7ミ
O
P
5
2
5ロ
r
0
3
0
0『
吾
D
C凹

Z

ω
邑
0
5
0
h

一-r-ω
宏
司
円

E
m
ヨ
h
F
-
g
E『
Hq

(
Z
2
3『
)

七
月
十
日

〔
ム
|
デ
l
の
働
に
就
テ
〕

ム
l
デ
l
ト
共
ニ
働
く
、

一音
繁
者
サ
ン
キ
l
、
タ
ウ
ナ
l
の
如
き

E
2
コ

で
歌
ひ
出

g
ユ

ニ
g
c
nげ
す
る
事
を
得
る
也
。

山
の
頂
ニ
て
歌
ひ
、
其

強
数
丁
を
経
で
た
る
人
家
ニ
達
し
、
直
ニ
、
コ
ン
ヴ
ア

l
ト
シ
タ
ル
モ
ノ

ア
リ
キ
。

ム
l
デ
ー
は
無
感
ナ
ル
ニ
、
多
く
の
皐
者
、
博
士
及
諸
大
型
の
皐
生
を
一意

の
如
く
支
配
ス
ル
力
ア
リ
。
恰
モ
父
が
子
を
導
く
が
如
し
。
プ
ロ
、
ハ

ー
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パ
ー
が
演
述
中
屡
々

「
モ
少
し
大
立
田
-
一
て
」
ト
云
ヒ
或
ハ
時
一
一
質
問
等
ス



ル
事
モ
ア
リ
キ
。

二
五
月
年
の
録
、
一
千
一
百
園
ヲ
十
分
ニ
募
レ
リ
。
叉
二
千
幾
百
弗
ヲ
イ
ン

度
の
篤
ニ
数
分
間
ニ
ツ
ノ
レ
リ
。
ム

ー
デ
1

ハ
愛
一
一
満
ち
、
彼
が

一
人
の

米
国
土
人
の
篤
ニ
祈
り
し
時
の
如
き
位
か
ざ
る
も
の
は
な
か
り
し
也
。

〔
ム
l
デ
I
教
設
の
力
〕

彼
の
語
ハ

心
の
溢
ル
L

ヨ
リ
出
デ
民
ニ
臨
時
衆
ニ
謝
し
、
其
盆
卜
愈
敬
ト
愛

心
は
全
身

ニ
満
つ
。
故
ニ
禽
人
の
心
喪
ニ
徹
ス
ル
ナ
リ
。

太
古
よ
り
、
智
者
、
髪
人
悉
く
耐
を
信

〔
五
口
綬
験
之
証
一
仰
の
存
在
〕

ず
。
其
信
仰
を
祝
さ
れ
、
必
ず
多
の
恩
穏
を
愛
け
た
り
。
キ
リ
ス
ト
は
確

ク一
柳
ト
借
ナ
ル
ヲ
信
ず
。
如
是
信
何
ぞ
僑
り
な
ら
ん
や
。
五
口
は
確
ク
一
柳
ヲ

信
ず
。
今
日
迄
悉
く
一
脚
の
思
寵
ト
救
ニ
よ
り
、
五
口
な
る
を
致
せ
り
。
爾
後

亦一
柳
の
討
助
-
一
よ
り
、
何
事
を
も
篤
し
得
可
し
。
ム
l
デ
l
の
愛
亦
榊
を

信
ず
る
ニ
よ
り
て
、
生
す
る
も
の
と
察
せ
ら
る
。
信
仰
ニ
よ
り
て
歩
む
の

主
義
を
忘
る
可
ら
ず
。

〔
人
心
は
感
化
し
得
る
物
也
〕

忍
耐、

謙
遜
、
忠
信
、
仁
愛
、
慈
悲
、
柔
和
、
憐
ミ
等
を
心
ニ
満
し
た
と

へ
生
命
を
捨
る
も
不
廊
、
一
生
懸
命
ニ
可
成
事
を
篤
ス
可
し
。
然
ら
ば
如

何
な
る
一政
岡
な
る
人
を
も
感
化
ス
ル
事
を
得
可
し
。
叉
事
を
篤
ス
ニ
生
命

を
惜
ま
は
成
就
す
る
事
な
し
。
キ
リ
ス
ト
の
如
く
生
き
キ
リ
ス
ト
の
如
く

死
す
可
し
。

〔婦
人
ニ
尤
も
多
く
愛
の
援
を
滋
へ
玉
ヒ
し
は
可
也
〕

愛
の
力
は
翠
力
、
財
力
ニ
勝
る
。
ム

ー
デ
ー
は
無
墜
に
し
て
多
く
の
皐
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土
、
皐
生
を
己
の
子
弟
の
如
く
支
配
ス
ル
力
ア
リ
。
叉
己
の
一
文
の
金
を

有
た
ず
し
て
、
数
億
の
金
を
動
ス
の
力
ア
リ
。
何
ぞ
や
、
愛
力
な
り
。
叉

愛
程
人
を
悦
ば
せ
、
人
を
盆
し
、
亦
た
己
を
悦
ば
し
む
る
も
の
は
な
し
。

然
ら
ば
田
疋
程
蓮
田
き
賜
は
世

-
一
あ
ら
ざ
る
可
し
。
叉
世
、
之
な
く
ん
ば
生
命

を
保
っ
と
と
な
し
。
教
育
も
政
事
も
家
庭
も
何
も
乎
も
愛
な
く
ん
ば
成
功

せ
ず
。
然
ら
パ
婦
人
ハ
コ
ノ
賜
を
特
別
ニ
岡
崎
務
し
玉
つ
は
何
ぞ
。
そ
れ
幸

の
甚
き
も
の
な
る
也
。
然
れ
ば
婦
人
の
天
職
は
第
て
一
之
を
養
ヒ
、
以
て

世
を
感
化
ス
ル
ニ
ア
リ
。

七
月
十
三
日

〔
愛
之
能
力
〕

ム
l
デ
l
の
働
き
を
細
か
ニ
考
フ
レ
パ
愛
の
力
の
無
限
な
る
を
悟
る
可

し
。
コ
ノ
右
の
町
を
参
考
ス
可
し
。

七
月
十
五
日

〔
夏
の
夕
方
〕

時
暑
き
日
も
な
き

ニ
し
も
あ
ら
ざ
れ
ど
耐
ヱ
ら
れ
ぬ
日

ハ
未
た
一
日
も
な
し
。
先
日
ノ
l
ス
、
フ
ヒ

ー
ル
ド
ニ
在
り
し
二
週
間
ハ

常
ニ
サ
ム
サ
ヲ
究
へ
或
日
の
如
き
は
ヲ
ヴ
|
コ
l
ト
を
用
ゐ
た
り
。
品
衛
北

ア
ン
ド
ヴ
ア
l
ニ
於
て
も
夕
方
ニ
な
る
と
大
西
洋
よ
り
清
涼
な
る
徽
風
吹

入
り
(
窓
ヨ
リ
)
月
は
窓
前
ニ
掛
り
高
物
吾
を
慰
む
る
が
如
く
感
ず
る



也
。
五
ロ
月
ヲ
見
る
時
ハ
汝
ハ
蓮
ニ
し
て
其
節
の
夜
は
暗
夜
也
。
星
も
同
様

也
。
余
ハ
日
本
圃
扇
を
二
本
有
す
る
が
之
ヲ
要
ス
ル
事
ハ
賢
一
一
稀
な
り
。

〔
夢

〕

』

c一山
、

-
品
円

7
・

〔
涙
〕

涙
を
流
ス
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
死
ヲ
決
ス
ル
能
ハ
ズ
。
死
ヲ
決
し
て

事
ヲ
鴛
サ
£
レ
パ
事
成
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
涙
ヲ
流
ス
程
ニ
感
ゼ
ザ
レ
パ

民
正
之
勇
気
、
民
正
之
憐
情
ハ
恕
ら
ざ
る
な
り
。
涙
ヲ
流
ス
程
に
熱
せ
ざ

れ
ば
人
ヲ
感
動
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
汝
園
を
恩
ヒ
人
之
篤
ニ
謹
さ
ん

と
な
ら
ば
、
人
の
篤
め

K
園
之
篤
め
に
泣
け
。
人
心
を
感
化
せ
ん
と
な
ら

ば
心
に
泣
け。

ム
|
デ
ー
は
屡
三
波
ヲ
流
せ
り
。
キ
リ
ス
ト
ハ
涙
ヲ
流
し
玉
へ

リ
。

新
島
の
涙
ハ
同
志
一
位
ヲ
興
せ
り
。

キ
リ
ス
ト
の
惑
を
究
エ
テ
涙
ヲ
流
ス
モ
ノ
は
生
命
を
捨
テ
ヘ
働
く
の
人

と
な
る
な
り
。

人
の
生
涯
ヲ
讃
ム
ナ
ラ
涙
ヲ
流
ス
モ
ノ
ヲ
鐸
ベ
。
枇
命
日
改
良
に
従
事
せ
ん

と
な
ら
ば
極
忠
の
も
の
を
目
撃
せ
よ
。

常
ニ
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
ヲ
見
よ
。

園
の
矯
め
人
之
篤
め
に
涙
く
べ
し
。
叉
悦
ぶ
可
し
。

記

七 ジ
月ヨ
十 ン
，晶.、，、
日ノ

ク
ス

そ
の
他
有
名
の
人
々
の
侍
記
モ
讃
む
可
し
。

万
寿
校
及
若
林
静
子
-
一
書
を
遣
る

日

七
月
十
七
日

崎
明
野
-
一
番
く

〔
食
料
之
積
類
〕

日
本
は
重
ニ
米
ヲ
食
し
之
ニ
代
フ
ル
の
口
問
少
く
ま
た
朝
夕
夜
、
或
ハ
日
毎

ニ
其
口
聞
を
代
へ
ず
。
米
ハ
必
ズ
三
度
、
及
三
百
六
十
五
日
食
せ
ざ
る
と
い

ふ
事
な
し
。
放
ニ
若
し
米
が
飢
餓
ナ
ル
時
ハ
大
困
難
を
来
ス
ナ
リ
。
放
ニ

之
よ
り
諸
の
殻
ヲ
用
ユ
ル
ヲ
必
要
ト
ナ
ス
。
然
れ
ば
、
若
し
米
が
不
作
な

る
も
他
の
日
間
些
な
る
時
ハ
全
惚
-
一
其
困
窮
ヲ
及
パ
サ
正
ル
也
。

叉
日
本
程
胃
病
の
多
き
園
ハ
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
之
も
係
り
車
種
の
食
事
、

米
ヲ
絵
計
二
食
ス
ル

ニ
よ
る
可
し
。
余
が
経
験
。
米
を
止
メ
日
三
一
度
位

他
之
向
聞
を
食
し
、
余
胃
弱
を
愈
し
た
り
。
放
に
ヲ
l
ト
ミ
|
ル
・

ア
γ

ユ

ハ
ー
モ

ニ
ー
其
他
の
品
ヲ
用
篤
可
し
。
其
口
問
料
ハ
必
ズ
白
木
-
一
於
培
養
す

る
を
得
可
し
。

〔
女
r
T
教
育
之
方
針
〕

男
児
は
五
ロ
ハ
父
卜
ナ
ル
夫
ト
ナ
ル

云
々
ト
イ
ハ
ズ
、
五
ロ
ハ
人
物
ト
ナ
リ
世

ノ
盆
ヲ
ナ
ス
云
々
。
然
る
ニ
女
子
ハ
吾
ハ
良
母
賢
妻
ト
ナ
ル

云
々
。

余
ハ
女
子
ニ
モ
教
育
ヲ
愛
ル
時
ハ
賢
婦
ト
ナ
リ
、
世
の
盆
卜
ナ
ル
云
々
恩

せ
タ
ン
。

教
育
の
方
針
ハ
賢
婦
ヲ
養
成
ス
ル
ト
イ
フ
方
通
首
ニ
(
約
三
字
不
明
)
か

ら
ん
乎
。

賢
女
ト
ハ
賢
母
良
妥
其
他
凡
て
の
徳
卜
智
ア
ル
婦
女
ヲ
含
ム
ナ
リ
。
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〔
食
物
〕



諮
問
き
口
問
ヲ
普
く
料
理
し
て
食
ふ
時
は
身
健
の
全
般
健
ナ
ル
ヲ
質
ゆ
。
若
し

健
な
れ
ば
弱
き
部
分
も
愈
ェ
、
若
し
之
ニ
反
ス
レ
パ
直
ニ
弱
き
結
ニ
、
先

其
影
響
を
及
ス
。
又
稗
き
食
物
を
用
ゐ
れ
は
脳
力
を
地
し
絵
計
の
勉
撃
を

篤
ス
ヲ
得
可
し
。

七
月
十
九
日

〔
個
人
主
義
卜
闘
家
主
義
〕

身
ヲ
立
ル
、
己
ヲ
省
、
、
、
人
物
ト
ナ
ル
、
即
ち
己
ヲ
立
板
ナ
ル
人
ニ
浩
ル
ト

の
観
念
は
教
育
上
必
要
の
渡
来
ナ
リ
。
も
し
之
ヲ
紋
ク
時
ハ
人
間
の
口
問
絡

ヲ
養
フ
能

ハ
ザ
ル
ベ
し
。
叉
自
己
は
一
位
命
日
の
元
ナ
レ
パ
之
ヨ
リ
初
め
ざ
る

可
ら
ず
。

第
二
、
園
・
'
家
之
潟

ニ
身
を
犠
牲
ト
ナ
ス
、
他
人
の
篤
ニ
生
ヲ
捨
ん
の
精
一
刷

な
き
も
の
は
利
己
的
の
俗
人
物
ニ
し
て
取
る
ニ
足
ら
ず
。

故
ニ
コ
ノ

二
叡
念
は
互
に
相
闘
係
し
て
別
る
可
ら
ず
。
決
し
て
別
々
二
分

離
ス
ル
能
ハ
ズ
。
是
れ
み土
惚
ト

一
部
分
の
如
し
。

〔
親
切
〕

レ
ビ

y

ト
妻
君
、

一
日
余
の
傍

ニ
座
せ
し
時
(
命
回
山
込
)
閤
扇
ヲ
モ
テ
余
ヲ

ア
ヲ
ギ
ク
レ
タ
リ
。
叉
今
日
余
の
後
の
腰
掛
ニ
あ
り
し
婦
人
、
時

ニ
余
ヲ

ア
ヲ
ギ
ク
レ
タ
リ
。
水

一
杯
ニ
て
も
吾
名
ニ
よ
り
て
殻
ふ
る
も
の
は
其
酬

を
失
ハ

ズ
ト
。
一氏

ニ
少
し
の
親
切
も
如
何
ニ
人
心
を
悦
ば
し
む
る
也
。
之

ニ
反
し
此
方
よ
り
ア
イ
サ
ツ
を
し
て
も
知
ら
ぬ
風
す
る
如
き
行
、
如
何
ニ

人
間
を
害
す
る
や
。
僅
の
不
親
切
如
何
ニ
人
ヲ
奮
ス
ル
ヤ
。

、Haro
ヨ
2
7
0
ι
D
『
∞
宮
m
r】
口
四
月
巾
〈
一

.ω
白
ヨ
ロ
何
一

0
2
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邑
ι
z
g
E
ω
E
m凶
戸
円
。
ミ
・
。
再
『
百
円

5
5
円r
m

ヨ
oω
円

noヨ
ヨ

g
z口問
ωcl

S
Q
q
-

円内ロ

ι宮町ロ巾
凹ω
・

図。
ω
巴
ι
。ョ

耳
目
仔

同

r
m

ヨ内一円
5
四

司

JFom同

0 
・噌

司
自
由

n
z
ι
5早
百
三
円
『
E
E
H
M問
問
。
ヨ
巾

S
E
E
m
mヨ
0
2
0
ロ

5
間
話
ω同
ロ
ロ
ヨ
『
・

。
『
凹
百
円
。
凶
作
ロ
円
・

0

0

0
四日
ω
Z
m
m
明。

とR
玄
『
・
玄
耳
目
印

』
同
ヨ

2
、叶
0
4
〈ロ

Z
何
者

J
1
0
長

〔友
情

ヲ
保
ツ
の
秘
訣
〕

偏
愛
よ
り
怒
ヨ
リ
仇
念
ヲ
起
シ
枇
曾
-
一
種
々
の
商
倒
を
引
起
ス
也
。
殊

同
位
地
、
同
齢
、
問
力
、
即
ち
競
宰
あ
る
慮
一
一
嫉
妬
起
ら
ん
と
す
。
叉
右

の
事
情
の
中
ニ
民
正
の
フ
レ
ン
ド
シ
y
プ
出
来
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

何
ニ
よ
り

て
か
ふ
る
反
到
の
事
起
る
や
。
フ
レ
ン
ド
シ
ァ
プ
は
彼
ハ
吾
ニ
敵
一意
な
く

却
て
友
情
あ
り
。
五
ロ
ヲ
傘
敬
し
吾
ヲ
盆
ス
ル
ナ
リ
。
吾
-
一
樹
し
て
普
ヲ
思

フ
ナ
リ
。
其
よ
り
互
ニ
貧
乏
親
蜜
-
一
な
る
事
な
り
。
之
ニ
反
し
少
シ
ク
敵

一意
あ
り
、
或
ハ
其
業
ヲ
妨
ゲ
或
ハ
彼
の
不
利
ヲ
悦
プ
或
ハ
冷
淡
ニ
恩
ふ
事

少
し
く
表
る
時
ハ
其
が
潟
ニ
相
別
れ
終
ニ
は
大
敵
卜
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

故
ニ
此
フ
レ
ン
ド
シ
y

プ
ヲ
保
せ
ん
と
欲
せ
ば
キ
リ
ス
ト
の
教
ヲ
守
り
キ



リ
ス
ト
が
例
ニ
倣
フ
可
シ
。

敵
ヲ
愛
せ
よ
。
人
ニ
譲
れ
。
互
ニ
足
ヲ
洗
へ

。
恕
ニ
報
ゆ
る
ニ
善
ヲ
以
て

せ
よ
。
忍
べ
。
敵
之
篤
一
一
祈
祷
せ
よ
。

〔
人
心
三
通
中
ス

〕

演
説
或
は
説
教
は
貿
ニ
人
心
ヲ
戒
ム
ル
の
力
な
る
べ
し
。
併
し
同
時
ニ
其

人
ニ
愛
情
ヲ
起
ス
の
熱
情
あ
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

レ
ピ

ッ
ト
氏
の
附
。

彼
れ
或
庭
ニ
説
教
し
終
て
、

一
青
年
彼
の
元
ニ
来
り
汝
は
余
の
事
を
誰
-
一

聞
き
し
也
、
亦
た
聞
き
た
る
と
て
講
壇
ニ
上
て
余
の
事
公
言
せ
ん
で
も
よ

い
で
は
な
い
乎
と
。

彼
答
て
日
く
余
は
未
だ
汝
の
名
ヲ
知
ら
ず
。
又
汝
が
世
界

ニ
あ
る
を
も
土
木

だ
嘗
て
知
ら
ざ
り
し
。
如
何
ニ
汝
の
行
ヲ
聞
か
ん
也
。
余
之
ヲ
知
て
語
る

ニ
あ
ら
ず
。
聖
盛
汝
之
心

ニ
語
り
玉
ひ
し
な
ら
ん
云
々
。

〔徳
ヲ
山
叫
ん
ノ
一吉

ニ
あ
ら‘
さ
れ
ば
讃
ま
ず
、
聞
か
ず
、

一五
ペ
ス

〕

書
ヲ
讃
む
時
必
ズ
盆
ヲ
認
め
て
己
の
物
ト
ス
ベ
し
。
若
し
其
震
値
あ
ら
ざ

れ
は
讃
ま
ざ
る
に
若
か
ず
。
ま
た
演
述
ス
ル
モ
著
述
ス
ル
モ
人
ヲ
盆
ス
ル

の
償
値
ナ
キ
モ
ノ

ハ
な
さ
ざ
る
に
若
か
ず
。

、H
，r
伶∞一『
一巾

日

z
o
『

DDr
円

7
2
7
ω
明

日

ロ

円

7
m
7
5
8ミ
宮
内
7巾
巴
宮
内

ω
コ

ロ

『

0
0
7
5
2

吉田

E
n
7
8
3
ヨ
2

5
m
回

F
Z
・

ロ
ロ

『

oor
同

rE

E

ω

E円
r

s

5
2
5口口

m
g
テ何回目『一
F

〔常
一
一
悦
ぶ
可
し
。
励
ま
ざ
れ
ば
事
は
成
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
〕

事
ヲ
篤
ス
ニ
戦
ニ
(
一
字
不
明
)
フ
一
一
、
業
ヲ
ナ
ス
ニ
、
間
中
ニ
進
ム
ニ
、

何
ヲ
潟
ス
モ
、
之
ヲ
完
全
-
一
筋
さ
ん
と
欲
せ
ば
熱
心

・
憤
助
・
刺
激

・
喜

悦

・
願
望
等
の
情
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
。
苦
し
悦
ビ
助
ん
で
ス
レ
パ
一
時
二
十

倍
の
仕
事
出
来
る
は
経
験
ス
ル
庭
也
。

昔
よ
り
憶
病
ナ
モ
ノ
ハ
失
敗
ヲ
取
ル
ハ
明
ナ
リ
。
故
-
一
大
胆
ニ
ア
ル
事
何

事
な
ら
ざ
ら
ん
や
の
精
一
柳
ヲ
要
ス
。
歌
ヒ
つ
L

進
ム
ヲ
要
ス
。
故
-
一
何
事

ヲ
ナ
ス
ニ
モ
先
づ
コ
ノ
情
ヲ
起
シ
テ
初
む
べ
し
。
殊
ニ
説
教
演
説
ス
ル
ニ

コ
ノ
情
あ
ら
ざ
れ
ば
感
箆
ナ
キ
ナ
リ
。
人
ヲ
悉
ク
含
ム
事
、
熱
情
ヲ
起
ス

事
、
悦
ビ
ヲ
懐
ク
事
、
叉
人
ヲ
治
メ
、
人
ヲ
働
か
し
め
ム
と
す
る
ニ
は
、

先
づ
コ
ノ
情
ヲ
起
し
て
、
後
ち
進
ま
す
べ
し
。
事
ニ
従
ハ
ス
ベ
し
。

〔婦
人
の
ア
ン
ビ
シ
ヨ

ン〕

付
生
涯
進
ム
ベ
キ
事

ω一
の
大
目
的
ア
ル
ベ
キ
事

け
人
の
篤
ニ
働
ク
。
事
へ
ん
。
人
ヲ
繁
シ
、
俊
ハ
ス
事
。
愛
ス
ル
事
。
交

際
ス
ル
布
市
。

剛

一
の
精
巧
の
護
ヲ
得
可
キ
事
等
。

495 

削
ち
男
子
ト
問
機
の
幸
一服
ヲ
得
可
き
も
の
な
り
。



七
月
二
十
日

万
寿
校
。
松
村
。
雛
田
千
佳
良
。
及
千
尋
。
斉
藤
や
ま
。
井
上
友
二
郎
に

投
苫
ス
。

〔
法
律
と
教
育
〕

法
律
ノ
ミ
ヲ
も
て
園
ヲ
治
ル
能
ハ
ザ
ん
は
、
朗
平
校
之
規
則
の
ミ
ニ
由
て
皐

校
を
管
理
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ガ
如
し
。

法
律
ハ
よ
し
。
併
し
呉
ニ
人
民
ガ
コ
ノ
主
義
ヲ
守
ル
ヨ
ウ
ニ
教
育

・
設
教

演
説
等
-
一
よ
り
教
ユ
ル
モ
ノ
あ
ら
ざ
れ
ば
、
其
功
を
奏
せ
ざ
る
也
。

裸
鰻
ヲ
禁
ぜ
し
原
因
卜
其
結
果
を
考
フ
可
し
。
其
他
多
の
例
あ
る
な
り
。

同

ιroztoコ
E
円Z

Z
宮
2
2
0『円
7
m
g
n
E一
8
5
n
F
O
R
m
-

〔
戦
争
は
貰
き
も
の

ニ
あ
ら
ず
〕

若
し
夫
婦
た
?
き
合
ひ
或
ハ
子
供
ツ
カ
ミ
合
フ
時
は
之
を
寅
き
業
ト
恩
フ

モ
ノ
ア
一
フ
ジ
。
戦
宰
は
(
四
字
不
明
)
只
正
義
ヲ
守
り
粗
暴
ヲ
防
グ
矯

必
要
也
。
徒
ら
ニ
刃
ヲ
用
る
可
ら
ず
。

〔
美
術
〕
人
間
美
ヲ
好
ム
モ
ノ
ナ
リ
。
殊
ニ
婦
人
ハ
物
ヲ
美
ニ
飾
る
の
天

性
ヲ
愛
け
を
れ
は
美
術
を
盤
よ
は
必
要
な
り
。

〔
芝
居
〕
ハ
何
の
篤
ニ
見
る
や
。
衛
生
の
篤
乎
。
否
ナ
夜
ヲ
フ
カ
シ
叉
怒

き
気
ヲ
吸
フ
。
何
の
盆
ア
リ
ャ
。
口
ハ
遊
怠
人
ノ
ミ
行
ニ
あ
ら
ず
や
。

〔
女
子
に
色
情
な
き
ゃ
〕

コ
ノ
問
題
ハ
大
切
ナ
リ
。
之
ニ
由
て
女
子
教
育
の
方
法
大
ニ
異
ナ
リ
。

レ
ビ

y

卜
氏

ハ
是
迄
経
験
ト
融
問
拶
ノ
V
U
或
ハ
例
証
ニ
よ
り
女
子
ハ
決
し
て

色
情
な
し
と

い
ふ
。

下
等
動
物
モ
雄
-
一
ノ
ミ
ア
リ
。

雌

ハ
却
て
之
ヲ
遊
く
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と。天
父
男
子
一
一
ノ
ミ
コ

ノ

EEω
一
回
目
ヨ
を
吉
司
一
山
口
門
せ
り
と
。
是

司
3
4

宮
聞
き
0
3

の
目
的
也
と
。
果
し
て
然
る
也
。

米
国
-
一
色
欲
ナ
キ
男
子
結
婚
し
て
四
十
年
間
、
夫
婦
幸
ニ
暮
し
居
る
例
あ

り
。
其
也
ニ
も
あ
り
。
故
ニ
素
よ
り
子
孫
な
し
。

若
し
女
子
ニ
も
男
子
問
機
コ
ノ
欲
ア
ラ
ハ
如
何

5
5
0
E
-
q
を
愈
ス
コ

卜
を
得
ん
云
々
。
ポ

1
ロ
ハ
未
婚
の
人
な
り
云
々
。

ヨ
セ
フ
の
ス
ト
ウ
リ
|
の
事
、
女
子
の
心
ニ
は

コO
一C開門・

コ
ロ
司
白
凹E
C口

也
と。

〔成
功
の
泌
訣
ア
ル
コ
ト

ω
一円
。
尽
の
侍
〕

r
r
m『
Z
丘
m
E
君。『
rロ
弱
含
〕
百

ω
r
m
E
a
s
z
-
S
『O
E
Z河口

Z
民間

ヨ
円Z
2
2ロ
ミ
『
DC吋・

2
5口問

ω
Z
E凶戸
一日、
Fm『
君
。
司
r・山コ円凶

ω円
ω『円命一可

gω
ケ

5
四『
0
0
ι
=
=
7
2
牛
m=一司
Z
持
者
宮
内
同
Oコ命

(巴ヨ
0
5
4〈
0
2
2
3
%
巴
)

事
を
成
さ
ん
と
欲
せ
ば
か
く
熱
心
な
ら
ざ
る
時
は
、
成
功
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア

ラ
ズ
。

者
Z
ロ
凹
Z
r
S
5
4
5
5
ω

ω円
。
ミ
各
市
岡
0
2
5
切白日円
D
P
F
5
ω

同

5
2
3
D
5・
釦
ロ
牛
舎
E
C司『巾円印巾
一『

5
子
白
コ
円
同
者
白戸内・
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of tobacco， on this he worked eight hours， either in lecturing 蜘随鐙 h金古都4く!\'>~手。。

or writing -a long stretch of uninterrupted labor. He dined at 

h
hv
寸



〔
英
図
朝
飯
の
習
慣
〕

↓7巾
「

命

日

出

品

「
『

同

msz一
Z
一吊
?
コ
何
コ
四一位
E

5
2
4〈
72
5
2
=包
出

問。。
牛
「
2
1
凶一《
『白
え
-m

門}dm
『。
c
コ牛ω
E
D
コ
0『円}再

一向山
一u
O
円。『

円70
門一回〕〉

〔
天
才
ニ
よ
り
て
其
向
的
を
定
め
し
む
可
し
〕

(
可
包
〕
百

戸
日
)

水
鳥
は
践
で
育
て
如
何
ニ
鶏
の
如
く
陵
ニ
憶
か
ん
と
す
る
と
雌
も
水
ニ
飛

込
む
が
如
く
、
民
ニ
生
れ
付
き
与
問
の
好
き
な
も
の
は
、
五
口
父
の
如
く
、

ア
ル
コ

y

ト
の
如
く
、
謬
問
に
心
を
入
レ
ル
。
叉
之
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ハ
如

何
ニ
働
ま
す
も
成
功
な
か
ら
ん
。
故
-
一
各
々
の
天
』
イ
を
見
て
共
性
質
ニ
熔

じ
て
其
目
的
を
定
め
し
む
可
し
。

(
約
二
字
不
明
)
の
如
き
ハ

一音
繁
を
一
週
賞
ニ
ス
ベ
し
。
サ
ン
キ

l
・
タ
ウ

ナ
1

婦
人
の
例
、
其
他
家
政
の
町
四
千
及
術
、
修
身
モ
必
袈
ト
ナ
ス
)

〔
酒
、
煙
草
〕
ハ
マ

ル
ト
ン
ハ
酒
、
燈
草
も
度
を
節
し
て
用
ゐ
れ
は
筈
な

し
。
却
て
金
あ
り
と
。
其
例

K
カ
ン

卜
も
酒
ヲ
用
ゐ
し
。
叉

の
0
2
Z
も

一
生
・
断
水
五
関
本
ヲ
用
ゐ
た
り
。
叉
煙
草
ハ
山
珂
惚
ヲ
休
め
心
を
用
る
時
皮

を
節
し
て
の
め
は
蓄
な
し
と
。
而
し
て
茶
、

コ
ー
ヒ
ー
、
等
の
強
き
を
絵

計
二
の
み
ス
チ
ミ

ュ
レ
1

ト
ス
ル
ハ
煙
草
、
酒
よ
り
答
多
か
ら
ん
と
。

レ
ビ
y

卜
の
設

酒
は
通
宜
ニ
用
ゐ
れ
は
健
康
に
盆
あ
る
も
の
と
信
ず
。
併
し
其
度
ヲ
節
ス

ん
事
及
其
度
を
知
る
ζ

と
は
六
敷
か
つ
過
度
ニ
陥
る
の
恐
あ
れ
ば
危
-
一
近

か
さ
る
を
よ
し
と
し
之
を
用
ゐ
ず
云
々
。

。
二
度
の
食
物
〕

靭
善
き
食
物
ヲ
用
ゐ
る
は
其
前
タ
の
食
よ
り
靭
迄
大
ニ
久
し
き
放
問
-
一
滋

498 

援
の
需
要
あ
り
。
叉
朝
は
尤
も
身
惚
之
よ
き
時
ニ
し
て
尤
も
仕
事
ヲ
潟
ス

可
き
時
な
れ
ば
普
き
血
液
を
作
る
事
必
要
也
。

叉
朝
ハ
ヲ

l
ト
ミ

l
ル
・
或
ハ
コ
ン

・
ミ
l
ル
或
は
ハ

ー
モ
ニ

ー
の
如
き

も
の
用
ゐ
る
は
一
迎
利
を
よ
く
せ
ん
が
篤
也
。

ロ
5
2
は
タ
を
普
き
と
す

る
は
(
重
ニ
同
学
生
)
霊
は
強
き
勉
強
な
れ
ば
其
消
化
ス
ル
ノ
時
ヲ
待
の
裕

絵
あ
ら
ざ
れ
ば
建
ハ
ラ
ン
チ
ヲ
食
し
タ
ハ
休
む
の
尤
も
過
す
れ
ば

ロ
コ

ロぬ
円
を
食
す
る
ニ
通
告
聞
と
す
。
叉
家
族
ニ
於
て
は
タ
ハ
悉
く
一
家
中
揃
へ

ば

U
F
50
『
を
食
す
る
ニ
遁
笛
之
時
と
す
可
し
。

〔演
説
説
教
〕
を
力
あ
ら
し
め
ん
と
欲
せ
ば
其
述
ブ
ル
時
必
ず
其
目
的
あ

り
て
之
ヲ
目
掛
け
ざ
る
可
ら
ず
。

〔
米
図
エ
ン
デ
ヴ

l
、
ソ
サ
イ
チ

l
〕

其
合
員
は
婦
人
ニ
多
く
か
っ
男
芋
よ
り
も
ア
ク
チ
ヴ
イ
テ
イ
と
い
ふ
可

し。七
月
二
十
六
日

(
ζ

の
問
K
数
曾
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
1

英
文
の
『
数
命
四
合
員
の
誓
約
書
』

と

『祈
符
曾
の
日
程
』
の
は
り
紙
あ
り
)

〔

H
U
E〕
『

〕

↓Z
『2
一5
聞
き
ι
rロO
者
一色
m何
O
『
mc
『F
2
2
m
o同
2
70E-



枇
命
日
之
掛
川
護
さ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
枇
命
日
苦
痛
の
現
欺
を
明
ニ
知
る
事
、

賀
ニ
大
切
な
り
。
キ
リ
ス
ト
は
恕
人
会
人
、
病
人
、
孤
溺
等
、
世
の
難
一
一

居
る
も
の
と
友
と
な
り
、
其
中
に
交
り
玉
へ
り
。

〔
三
人
の
集
る
庭
ニ
は
五
口
師
あ
り
〕

如
何
な
る
人
ニ
も
各
々
見
ル
彪
ア
リ
、
経
験
す
る
彪
あ
れ
ば
人
々
撃
ブ
躍

あ
る
可
し
。
故
ニ

小
児
ニ
て
も
女
ニ
て
も
如
何
な
る
人
ニ
て
も
己
ヲ
謙
遜

一
し
彼
よ
り
祭
ぶ
の
心
あ
る
可
し
。
叉
如
何
な
る
人
の
演
説
或
は
書
を
讃

む
時
も
注
意
せ
ば
必
ず
盆
を
得
る
と
と
あ
る
可
し
。

故
ニ
日
々
時
K
悉
く
吾
智
識
を
檎
し
吾
徳
を
修
め
五
口
経
験
を
得
る
の
機
曾

と
な
す
可
し
。固
定
れ
常
一
一
進
歩
す
る
の
道
也
。

七
月
廿
七
日

日
曜
日

円、命〈
E
口
氏

ζ
円
-
F百
円
円
へ
行
き
五
口
人
を
な
す
。

〔
、H，
Z
一回』CD「古

sr一何ヨ
5

〉
ヨぬ門戸円山口

ο
c
g〕

吋
}
高
司
『
0
8
E
O
『
ω
r
m
O
門
司
C
D
口
7
2
Z
2
2
司
五
帽
子
巾
司
3
3
g
o町

E
E
B
-一
ω門
戸ロコ

ω一05
・
一
コ
ω
y

。
耳
ヨ
E
-

一g
一E
P

宮
一罰
F

同

5
問。

2
8・

回

0
7
m
ヨ
E
コ
E
H
仏
『
何
者
可
2
5
g
5
5
ω
=
F
2
『
0
2間
百
ω
一
ω
r
m
弓
耳
切
切

午再自門口
白ゴ02国
一
円『
ω
『白円円。一
ユ
日門戸円・

言己

、H，ro

R
コ
ι
0
『
官
官
一
回
門
戸
ロ
ロ
rE

g

g

g

ι

E
m
g
邑
可

『『
O
ヨ
円
r
o

(
4
r
)
 

nocロ
可
可
円
。

門『何門戸
同日
、.
5
H
∞印
0

・
円}dm句
伶
円円角川
町Mg
問
。
。
四
円
↑
門
司
円
。
。
ロ
ロロ片岡山
、

日

=
E
HN
・印一

5
戸
∞白0.
日出
・
H

戸∞吋0.N0.∞
.
戸口戸
∞∞
0
.
N
N
・
印
・
ω
口
弘
-
コ
H
∞
由
0
.
N
由
.
H
N
e

【コ一
ω
「
問
。
2
Q
円
7
m
n
E
L
一。
。
『
吾
巾

甘口
ヨ
白
ミ
日

一
5
z
R
E
一o
op

E

z
m
J
〈
〈
O
『
r
c
q
5

-∞
∞
0
・
O
E

D
『
了
。
O
N
m
巾
口
雪
ω
一
ω
口内山岳
ω門
『-2

官。
一-門戸2
一
ヨ
河
内
門
5
m
m
r
o
E
E
ω
宅
巾
3
7mE

5

2
一D
o
z
-
白
口
ι
∞
白
5

5
0
ヨ
ωωι
」

0
5
5
m
O
円

5
5
5
0
ヨ
ヨ
Z
E
E
C口
問
看
再
7
E
一0
0口
ω
ω
ロ
ι
N
∞
ω
5

5
仏
兵
河
口
内
山
2
d
門
司
一
田
町
内
・
叶
r
m
一
回
』
C
O
『
ω
ω
一
。
。
コ
穴
2
宮
同
百
円
「
ぬ
『
。
m
m
O
『

円
r
o
-
u
=
ヨ
凶
ミ
・
E
L
P
Z
円
己
可
円
O
R
B
-
ム

0
・
0
0
0
〈
2
2
・

八
月
一
日

万
寿
枝
、
前
榊
、
服
部
、
青
柳
、
玉
木
直
、
玉
木
普
作
、
阪
口
一
周
へ
蓄
を

験コ遺
i盤:ノレ
昔fj-
ノ、
十

度

一
昨
日
は
ス

ト
ー
ブ
ヲ
タ
ケ
リ
。
昨
日
及
今
日
は
ヲ

ヴ
ア
1

コ
l
ト
を
着
し
向
・
寒
を
感
じ
日
向
に
出
誠
二
よ
き
心
持
也
し
。

〔
米
人
の
親
切
〕

余
ハ
倹
約
及
時
ヲ
A

貧
す
る
潟
此
夏
は
自
炊
せ
り
。

一
昨
日
は
執
事
夫
婦
見
舞
呉
れ
、
毎
サ
ン
デ
ー
ニ
は
デ
ン
ナ

l
ニ
招
け

り今
日
隣
の
老
人
夫
婦
ハ
誠
に
豊
な
る
デ
イ
ン
ナ
l
を
送
り
呉
れ
、
ス
ト
ン

氏
は
美
味
の
パ
イ
ヲ
贈
り
呉
れ
た
り
。
又
向
隣
の
銀
行
支
配
人
ヒ

1
ル
ド

氏
は
作
タ
馬
車
を
携
へ

来
り
借
-一
来
り
運
動
せ
ん
乙
と
を
誘
ヒ
タ
リ
。
賀
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二
時
々
一
波
を
流
し
て
、
感
謝
ス
ル
事
ア
リ
。
般
人
殊
ニ
異
邦
人
を
懇
に
待



遇
す
可
し
。

小
児
は

「ハ

u
l
」
と
て

一
々
挨
拶
す
る
・貨
に
可
愛
し
。
愛

程
人
を
感
動
せ
し
む
る
も
の
な
し
。
親
切
程
人
を
俊
は
す
も
の
な
し
。
民

〔 賀
七《程
月7人
廿ーを
七 感
円化
〕す

る
も
の
な
し

〔
日
本
一
世
合
ヲ
如
何
せ
ん
〕

親
は
子
の
篤
ニ
蓋
す
の
義
務
あ
る
が
如
く
、
先
進
み
し
モ
ノ
ハ
後
進
者
ヲ

助
ケ
富
者
は
貧
者
を
救
ヒ
、
腕
チ
者
は
不
思
T

者
の
篤

-一
釜
さ
ざ
る
可
ら
ず
。

故

ニ
如
何

-
一
し
て
何
れ
の
枇
曾
ニ

し
で
も
家

ニ
し
で
も
慈
善
心
ヲ
盛

一一な

し
他
愛
心
、
犠
牲
心
ヲ
袈

フ
ニ

ア
リ
、
然
ら
ざ
れ
ば
良
正
之
幸
一
服
ト
進
歩

を
蹴
る
ζ

と
能
は
ざ
る
な
り
。
即
ち
多
く
持
つ
も
の
は
少
く
持
つ
も
の
L

篤

ニ
尽
さ
ぜ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。

進
歩
ヲ
考
へ
ん
時
他
人
よ
り
己
が
先

三
行
く
の
利
己
心
あ
る
可
ら
ず
。
枇

命
回ヲ
進
む
る
の
考
あ
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

進
歩
は
只
他
人
ニ

比
し
て
其
よ
り
進
む
ヲ
以
て
満
足
す
可
ら
ず
。
己
の
過

去
現
花

ニ
比
し
其
標
準
よ
り
進
ま
ざ
る
可
ら
ず
。

叉
現
今
の
紅
曾
よ
り

一
暦
進
ま
ざ
る
可
ら
ざ
る
な
り
。

凡
て
ζ

の
人
ヲ
今
よ
り
も
幸

一一
、
富
ミ
ニ
、
智
く
、
正
し
く、

明
く
す
る

介川
伊
れ
ソ
。

一
人

モ
残
ラ
ズ
幸
一
服
ヲ
愛
ク
の
道
あ
り
。
然
れ
ど
も
未
だ
其
道
を
知
ら

ず
。
知
る
も
之
ニ
従
わ
ず
。
故
ニ
か
く
枇
命
日
上
ニ
可
憐

(
三
字
分
不
明
)

多
し
。

一脚
の
道
川
整
然
と
し
て
秩
序
あ
り
。
藤
剛
腕
と
し
陪
キ
は
吾
目
の
末
だ
明
か
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な
ら
ざ
る

ニ
由
る。

〔
成
功
之
道
〕

〔覚
悟
〕

成
功
之
遵
は
十
字
架
を
負
う
に
あ
り
。
何
事
を
企
て
何
事
を
望
む
ニ
も
大

困
難
あ
る
は
賢
悟
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
失
望
し
て
業
を
成
就
す

る
こ
と
能
は
ざ
ら
ん
。

立の
O

刃
包
nr
門広
明
穴
5
包
ロ
ヨ

4
2
F
D
C
円円

Z

Z宮
口
冨
昨
日
ロ
ロ
円
}
百
円
〕
『D
C

者戸一]

3
3
呂
田
包
5
5一可
若
宮
門
口一門戸
5
2。
f
s
=
g

舟
コ
〈
a
p
o
g
昆・

3

斗『
巾
『ぬ
目的
胃
ω
円。

号巾

〉
ロ
岡
市
町
君
。
『ゆ
コ
m
Z
S冊『巾

白
お
『
E
H門問
。円

}
d

巾

2
B
n
g円5
コ
D
『
円F
S
H
-ω
」

5
5
a
・
宮
円
、
H

，rnv『
ω3

5

Z

HFO
E
E一

日
2
5
5
5
5
2
g
m
z
=
n
o
g
o
任。ロ
m
F
2
2四四一
。

同『
D
Z
聞
『
宮
-
P
H『HHocmr
一口
口問

g
舟
2
2
一E
E
5
ω『
言

ω円己『
?

三
三口
『〕
『
ω
pq
g
己一。『円
E
Z
一口口
mEFFHHO
ωロ岡山間
8
5口問・

ロ
O円
白
門
吾
叩

g
m
F
5
5同・

V
-吾叩口
二
昨
日
司『
口
湾
『
同
O
B
ツ

『告

E
Z話
一『
門}百円

ω
司命
。

一同町田
OS
E
E
m
c
g
m
号
2

5
0口
語
7
0
2
5『
巳
司
ロ
ロ

ω
日一日
間
5
5
2
F

ゆロ
門2
・
Z
司口口

白
司
白
骨民巳一一戸『
m-

Z
4

『戸
同問
門
2
g
g
宮
門
口
弓
ω《「『
2
ι
5四一
ω
ロ
O円
ωO
円以
-g
Eロデ

、吋r
。

E
『一可

凶【巾司
ω
門

04Z
三

5
ぉ
=
何nZ
同
一
O
『

ヨO
吋
凶
一

。ιznω
2
0口
問
『〕『

2
R
g
P
2
5ロ己
可
白円
。
B
S
F一
回5
3・
叶
『
巾日『
叫2
c
q
m
司
白
門戸内ロ
np
同7
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お
』
巳

Z
P
-門}

d

円『

3
3
A
E
Z
ω
巾一

E
g
E一
F

F

3

8ヨ
m
w
C
H
3
2

『

2
E『。

司
D
巴
巴
〈
巾
凶
丘
町
内
江
口
問
『
己
円
。
口
内
山
吉
『
d
H
円

「

君

。

ω円
何
回

zrs悶
『
〕
『
任
命
的
命
的

Z
3

ω『刊
2
4〈
白
可

m
O『
司
一

g
g口
門
口
巾
帥
巾
白
邑
百
三

Z
O
{
宮

宮

市

=

家
の
清
潔
ハ
誰
も
好
む
。
嬬
除
ハ
鍛
ふ
。
誰
も
果
物
を
好
む
。
之
を
耕
す

事
は
嫌
ふ
。
其
他
類
推
す
可
し
。

八
月
二
日

己
表
へ
ざ
る
美
と
端
末
〕

女
が
四
十
之
峠
を
越
る
時
は
顔
-
一
一
敏
よ
り
、
花
之
盛
之
繁
ト
男
子
を
ア
ド

マ
イ
ヤ
を
失
ふ
。

然
れ
は
決
し
て
老
ざ
る
d心

之
美
麗
~n 
美
し
き
教
育
を
愛
け

人
物
ナ
ピ
高
向

ニ
し
、
心
之
集
を
有
つ
ζ

と
貨
に
大
切
也
。
若
し
然
ら
さ
れ
ば
老
ひ
て
他

人
之
愈
敬
を
失
ひ
己
の
築
を
倣
く
可
し
。
殊
に
意
地
悪
き
小
吾一
R
H
M
L

ニ
な

ら
は
其
柄
如
何
。
春
時
之
時
恨
ん
で
老
後
之
備
を
篤
す
可
し
。

〔
米
園
婦
人
の
ア
ン

ビ
シ
ヨ
ン
〕

先
づ
上
等
の
婦
人
の
ア
ン
ピ
シ

ヨ
ン
は
一
柳

κ忠
義
な
る
ζ

と
、
議
口
き
婦
人

と
な
り
世
を
盆
す
る
ζ

と
也
。
下
等
の
分
は
善
き
位
置
あ
り
、
金
あ
り
、

禁
あ
る
男
子
と
結
婚
す
る
ζ

と
也
。

ff戸
口い

〔
〉

B
2
5
ω
ロ

の

月

一

ω
〕

叫，

rq

E

S
円

rm
EZ
『門
司
氏
田
口
円
一

ω一
-
r
E
Fm
邸
内
ヨ

O回
司

Z
2
5
円一

2

5『

日

円
}
冨
ロ
』

ω
E
P
、H
，z
r
o
R
Z
O円
切

克

也

r
5四
目

白
『
ぬ
宮
『
ゆ
で

〔
米
人
の
働
く
事
〕

銀
行
ノ
役
人
フ
ヒ

ー
ル
ド
氏
の
附
を
聞
く
ニ
、
彼
は
朝
八
時
半
よ
り
タ
五

時
牢
迄
勤
め
馬
車
其
他
四
方
之
多
く
の
畑
或
ρ
庭
園
を
有
し
一
人
の
僕
を

用
ゐ
ず
し
て
之
を
世
話
せ
り
。

八
月
三
日

〔
庭
〕

冨
『
・
同
リ
一
作
一牛

O
小
児
の
遊
慮
ト
ナ
ス

O
果
物
ヲ
造
ル

O
小
児
所
有
の
庭
な
り

O
葡
萄
ニ
テ
木
蔭
ヲ
造
ル
ノ
便

O
喬
木
を
も
て
蔭
ヲ
造
ル

〔
人
は
常
-
二
希
望
を
有
せ
さ
る
可
ら
ず
〕

人
は
男
女
一
一
閥
ら
ず
生
涯
一
の
ア
ン
ビ
シ
ヨ
ン
ア
ラ
ザ
ル
可
ら
ず
。
然
ら

ざ
れ
ば
良
正
ニ
幸
一
附
な
し
。
或
ハ
事
業
、
善
行
、
慈
善
、
宗
教
、
富
ミ
、

子
女
ヲ
立
誠
二
教
養
ス
ル

、
撃
問
、
末
来
の
報
酬
、

何
乎

一
希
望
ヲ
有
ス

可
し
。

〔
働
キ
ヲ
賀
ビ
叉
好
ム
可
し
〕

労
働
ヲ
愛
ス
ベ
ン
。
是
れ
貴
き
事
、
叉
富
之
本
、
健
康
之
本
也
。

叉
勉
皐

ヲ
愛
す
ベ
し
。
常
-
一
戦
ス
ル
ヲ
好
ム
ベ
し
、
決
し
て

一
時
も
怠
る
可
ら
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ず
。
時
ヲ
黄
金
一
一
モ
ス
ベ
シ
。



〔規
作
ニ
従
へ

〕

少
々
好
ま
ざ
る
も
身
憾
表
り
た
る
も
、
常
-
一
規
律
に
従
フ
ベ
シ
。
回
疋
れ
間

の
潟
、
心
之
局
、
健
康
の
潟
、

富
之
篤
-
一
一
級
グ
可
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
常

ニ
機
に
懸
ス

ル
事
大
切
也
。
可
食
時
食
ヒ
可
勤
時
動
き
、
可
眠
時
眠
り
其

他
推
し
て
知
る
可
し
。

〔
ス
チ
ー
ブ
ン
氏

、
ノレ

視
察
地
〕

八
月
六
日

一
口
ニ
不
潔
の
毛
ヲ
精
機
し
終
-
一
殴
き
色
糸
と
し
之
を
種
々
の
フ
ラ
ネ
ル
或

ハ
ク
ロ
ー
ス
ニ
製
ス
。
或
ハ
康
ヲ
除
キ
糸
ニ
な
し
之
ヲ
染
メ
或
ハ
織
ル
ニ

至
る
迄
可
制
刷
の
闘
探
ヲ
用
る
其
力
は
水
力
卜
蒸
気
力
ヲ
粂
ヌ
。

買

に
コ
ノ
文
明
の
世
ト
ナ
リ
文
明
の
国
ト
競
雫
な
さ
さ
る
可
ら
ざ
る
の
世

婦、と
人、な
の、り
職、た
業、れ

ば
と

ず
る
の
彪
穏
な
か
る
可
ら
ず。

唯一u
記
あ
り
。
其
凡
て
の
働
き
部
ニ
婦
人
あ
る
を
見
た
り
。
尤
も
多
く
職
工

K
見
た
り
。
是
れ
健
一
教
育
之
婦
人
之
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
|
也
。

如
是
も
の
ホ

l
ム
ニ
あ
り
て
子
を
育
て
犬
を
助
る

ハ
尤
も
彼
ら
の
宗
一臓
な

イミ、 る
能、を
段、感

ぜ
り成

中山阜
の
如
き
は
大
-
一
箆
峻
ニ
満
ち
健
康
ヲ
筈
ス
可
し
と
感
じ
た

る
が
、
其
中
ニ
働
く
も
の
弘
中
多
く
は

「
や
せ
」
た
る
を
見
た
り
。

働
き
に
合

人
の
咽
シ
、
或
は
歌
フ
ヲ
見
ズ
。
熱
心

-
一
其
仕
事
ニ
か
h

る
。
若
し
拙

せ
ん
と
し
て
も
襟
械
の
耳
目
で
互
ニ
聞
と
る
と
と
は
六
ヶ
敷
し
。
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〔
日
本
の
絹
〕
も
器
闘
ヲ
用
ゐ
盛
大
ニ
織
る
可
し
。

〔
米
閤
台
籍
出
版
の
数
〕

4
70
3
垣
内
耳

O〈巾『
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6
0
0

『D
D
宏
司
C
F
一-mr
E
5
円ro
c
-
門貝一

ω
Z
R
ω
5

-∞由
0
・
勾
↑
コ
2
6
ω
m命
。
『
印
品
印
『
o
o
r
ω
O〈命吋門
rm
司『
onm内一回コ伺

〕Rm釦
ア

{

d

F

}

 

↓Z
一日門

O
『
コ
0
5
一m

E
問
5
2
2
F
E
O〈雪

zrz-
rc
。r
ω
0『

↓rmo
一。怒、

7
5円。
『〕『

』ロ
〈ぬ
コ-一ω・

ωコ
己

ヨ百
円包一ωロ〕
『

門司包〈
作
一
ロD
垣

ω
ロ

E
Q2
目

玉

E
ヨ
g
a
」〈〈
玄一何

5

3
2
『
可
白
色

ι
E
ヨ
白
血
コ
ι
『5
内
釦
『門

巴
コ
牛
二
一c
m
E
円a
g
o
g
-
ヨ
g
g一
ω邑
ヨ

0
3
一芸-一
0
8百
芝
・
吾
作
3
5
ω

『白
=-コ
問。『『・

〔
ス
チ
ー
ブ
ン
ス
氏
ト
ヨ
ュ
一
〕

出
E

E
吾
作
「

ス
チ
ー
ブ
ン
氏
は
父
米
圏
一
一
於
て
フ
ラ
ネ
ル
製
造
庭
を
興
せ
し
権
輿
ナ

リ
。
今
日
彼
の
所
有
-
一
蹴
す
る
ミ

ん
は
五

ヶ
所
な
り
と
い
ふ
。

〔
一
貧
生

ウ
ヲ
ト
の
話
〕

如
何
な
る
烈
風
機
一
夫

F

の
日
と
い
へ
ど
も
(

宇
不
明
)
す

〔
凡
て
の
友
を
吾
が
同
胞
の
兄
弟
姉
妹
と
思
〕

一
度
違
ひ
或
は
初
め
て
交
際
す
る
と
し
て
も
民
ニ
彼
ら
を
吾

一
人
の
姉
、

五
口
(
二
字
不
明
)
失
ひ
し
弟
と
し
て
愛
し
其
鐙
を
計
、
其
悲
を
悲
み
其
楽

を
悦
ぶ
可
し
。



八
月
八
日

闘
光
正
、
す
が
ニ
苦
を
認
む
。

〔
ム
l
デ
l
夏
期
皐
校
ニ
枕
テ
〕

大
凡
百
三
十
の
大
型
、
一
脚
間
平
校
よ
り
厚
生
集
る
。
其
中
極
少
数

ハ
ア
カ
デ

、
ー
よ
り
来
ル
モ
ノ
含
む
。

外
園
よ
り

英
国
大
翠
、
ス
コ

ト
ラ
ン

ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

、
燭
逸
等
の
大
皐
よ
り

同
子
生
ハ
日
本
、
支
那
、

日
本
ト
間
違
ん
咽
)
ハ
ワ
イ
人

(位
格
ハ
大
ナ

リ
)
、
米
図
上
人
等

〔
働
ヲ
愛
ぷ
H
ム
〕
北
ア
ン
ド
ヴ

ァ
l
の
フ
ヰ
l
ル
ド
は
銀
行
支
配
人
に

し
て
財
産
も
相
燃
に
あ
り
。
妻
君
は
師
範
向
子
校
卒
業
な
る
が
数
曾
の
建
築

出
問
ニ
侠
パ
レ
開
リ
、

A
M
E
ス
ト
ー
ブ
の
即
位
史
へ
、
道
の
附
出
し
(
牧
師

の
)
の
支
配
を
鴛
し
大
ニ
カ
ヲ
必
せ
り
。
叫
ニ
は
臼
分
も
人
足
ト
共
に
仕

事
せ
り
。
仕
事
ヲ
愛
し
人
足
即
ち
労
働
者
を
貴
ふ
。
如
是
。

〔
米
国
婦
人
の
親
切
卜
謙
遜
〕

北
ア
ン
ド
ヴ
ア
|
の
ス

ト
ン
氏
は
ハ
百
前
回
の
豪
家
ナ
ん
が
其
お
識
さ
ん

は
自
ら
馬
車
ニ
采
り
、
パ
イ
果
物
杯
を
携
へ
待
土
曜
日
に
余
ヲ
尋
ね
呉
れ

ile 

た
り
。

ダ
ウ
ヰ
ン
氏
妻
君
は
週
二
一
度
ハ
必
ズ
デ
ヰ
ン
ナ

l
ヲ
送
レ

リ
。

日

執
事
の
妻
君
は
余
ヲ
日
開
明
ノ
母
ニ
招
け
り
。
ま
た
珍
キ
モ
ノ
ア
ル
時
之
ヲ
贈

り
呉
れ
た
り
。

婦
人
の
人
ヲ
感
化
し
、

人
を
繁
ま
し
む
る
コ

L

ニ
あ
り
。

レ
ビ
y

卜
、
妻
和
の
向
車
ヲ
以
テ
向

へ
γ
事
、
及
婦
人
の
五
口
ヲ
闘
子

ニ
て

ア
ヲ
キ
呉
レ
ル
事
折
仲
々
謙
遜
ニ
親
切
ナ
リ
。
女
子
は
凡
て
丁
等
親
切
ナ

リ
。
女
子
ニ
し
て
齢
-
一
失
礎
ヲ
加

へ
シ
モ
ノ
一
人
も
な
し
。
男
子
ハ
多
く

あ
り
。
米
図
人
の
女
子
は
高
慢
ナ
リ
ト
ノ
許
は
一通
省
な
ら
ず
。

〔
米
の
腕
僕
〕

金
持
デ
モ
、
役
人
デ
モ
、
大
抵
、
其
主
人
或
ハ
妻
君
自
ら
馬
を
駆
て
使
用

を
鱗
ズ
。
下
女
ヲ
使
フ
事
少
シ
。
叉
紳
僕
ヲ
使
フ
内
ρ

少
シ
。
日
本
-
一
モ

働
く
風
フ
ト
働
ヲ
山
プ
風
ト
、
倹
約
」
ぷ
一胤
ヲ
義
ハ
ザ
レ
パ
閣
を
の
回
す
と
と

雄
し
。

〔否
情
ヲ
起
ス
モ
ノ

〕

汽
笛
、
車
品
切
m脚々

、
風
、
雨
、
雲
、
月
、
昼
、
暑
、
果
物
、
fT
供
、
讃
美

歌
、
洗
雄
、
説
教
、
恋、、、
、
倹
ビ
、
悉
く
吾
を
し
て
O
を
思
ハ
シ

ム
ル
印

な
り
。

汽
笛
ハ
汝
大
陸
ヲ
波
ル
時
之
ニ
采
リ
シ
ガ
又
院
園
ス
ル
時
之
-
一釆

ル
ベ
シ

ト
。
月
ハ
汝
今
五
ロヲ
見
ル
ガ
汝
の
友
ハ
今
は
太
陽
を
見
ル
ナ
リ
ト
。

星
川
汝
が
見
ル
。
在
日
は
汝
の
友
は
往
テ
見
シ
事
な
し
と
い
ふ
。

其
他
之
ニ
類
ス
。
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八
月
十
日



〔
吾
生
涯
ニ
可
成
事
〕

吾
目
的
ハ
吾
天
職
ヲ
絡
ん
ニ
ア
リ
。
五
ロ
天
融
制
ハ
婦
人
ヲ
高
め
徳
一
一
進
ま
せ

力
と
智
職
錬
逮
を
滋
へ
ア
イ
デ
ア
ル
ホ

l
ム
ヲ
造
ら
せ
人
情
を
敦
シ
、
図

ヲ
富
し
、
家
ヲ
富
し
、
人
ヲ
幸
一
一
し
、
病
よ
り
貧
よ
り
救
ヒ
、
氷
遠
の
生

ム
叩
を
得
さ
せ
、
罪
を
亡
ボ
シ
、
理
想
的
批
舎
ヲ
造
ル
ニ
ア
リ
。
(
人
類
改

良
モ
ア
リ
)

故
ニ
之
の
建
築
之
事
成
功
の
道
ヲ
諮
ズ
ル
ニ
ア
リ
。
賞
ニ
短
日
ナ
レ
パ
尤

モ
必
要
尤
モ
入
用
の
も
の
h

み
可
率
。

〔
聖
古
の
研
究
法
〕

種
々
の
ス
タ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
ヨ
リ
壁
書
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
キ
リ
ス
ト
ヲ
見
ル

ベ
ン
。

キ
リ
ス
ト
の
心
キ
リ
ス
ト
の
目
的
ヲ
知
ラ
ン
篤
聖
書
を
讃
む
べ
し
。

弟
子
の
人
物
ヲ
知
る
篤
し
ら
ぶ
可
し
。

己
ノ
口
問
絡
信
仰
の
篤
め
調
ら
ぶ
可
し
。

キ
リ
ス
ト
の
ヒ
ウ
マ
ニ
チ
1

ヲ
調
ン
篤
研
究
ス
ベ
ン
。

キ
リ
ス
ト
の
デ
イ
ビ
ニ
チ
l
ヲ
調
べ
ン
篤
め
研
究
ス
可
し
。

道
徳
の
法
本
ヲ
定
む
る
篤
讃
む
べ
し
。

人
情
-
一
通
ジ
ル
篤
讃
む
べ
し
。

八
月
十
一
日

〔
米
国
人
婦
人
の
親
切
〕

近
践
の
十

一
、
二
の
娘
果
物
ヲ
贈
レ
リ
。
其
他
娘
は
誠
二
親
切
ニ
愛
ら
し

き
な
り
。
今
日
は
パ
ン

ト
林
僑
ヲ
貰
ヘ
リ
。
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〔
米
人
の
働
〕

今
日
フ
ラ

l
ヲ
訪
問
せ
り
。
彼
ハ
自
ら
仕
上
、
今
は
立
沃
ナ
商
人
ナ
リ
。

歳
五
十
ニ
シ
テ
昨
年
結
婚
せ
り
。
馬
二
一
政
ア
リ
。
庖
ア
リ
。
出
庖
ア
リ
。

然
ル
-
二
人
の
で

っ
ち
を
置
く
。
馬
の
世
話
よ
り
商
賢
-
一
至
る
迄

一
人

て
ナ
セ
リ
。
彼
の
家
ハ

下
ハ
底
二
階
ハ
住
居
ニ
し
て
賢
一
一
麗
し
。

叉
ス
チ
ー
ム
ヒ

l
ト
ヲ
す
へ
る
四
十
位
ナ
、
ス
ウ
イ
1

ニ
イ
1

ト
咽
せ

り
。
彼
ハ
尤
モ
下
よ
り
働
き
上
け
今
は
立
派
ナ
頭
領
ナ
リ
。
之
モ
妻
ト

人
の
子
供
・
父
母
ア
リ
と
。
米
闘
で
は
旦
那
風
を
す
る
も
の
な
し
。

〔米
人
の
外
人
ニ
釘
ス
ル
感
情
〕

汝
は
再
ビ
日
本
へ
蹄
へ
る
や
と
開
ク
モ
ノ
禽
人
、
、
、
ナ
然
り
。

米
化
せ
よ
。
す
L

む
る
あ
り
。
米
女
を
姿
り
、
米
関
へ
家
を
持
て
は
如
何

一玄
々
。

英
圏
、
ア
ル
ラ
ン

ド
其
他
の
閤
々
よ
り
来
り
一
度
ハ
己
の
園
へ
蹄
る
が
再

ひ
米
閤
ヲ
慕
ヒ
来
り
永
住
す
る
も
の
多
し
云
々
。
横
民
子
孫
の
気
風
と
い

ふ
可
し
。

〔
人
は
慈
善
心
ア
ル
モ
ノ
也
〕

人
は
人
の
可
憐
を
目
撃
せ
ば
憐
む
も
の
也
。

虞
ニ
無
私
之
精
刷
よ
り
融
命
日
之
篤
犠
牲
ト
ナ
リ
働
く
も
の
な
れ
ば
資
本
集



ら
ず
と
い
ふ
ζ

と
な
し
。
ム

l
デ
l
の
働
の
如
し
。
其
他
慈
善
業
の
如

し
。一
川
は
亦
其
約
束
し
て
{
寸
り
玉
ふ
な
り
。

人
ヲ
胸
さ
ん
と
欲
せ
ば
自
ら
働
め
。
人
を
動
さ
ん
と
欲
せ
ば
自
ら
犠
牲
ト

ナ
レ
。
人
は
心
あ
る
も
の
也
。
良
心
あ
る
も
の
也
。
キ
リ
ス
ト
の
如
く
働

け
。
キ
リ
ス
ト
の
如
く
成
功
す
可
し
。

八
月
十
三
日

万
寿
枝
、
前
一
刷
、
闘
す
が
、
関
み
つ
、
コ
ザ
y

ド、

.へ
y

ド
レ

l
。
ギ
ュ

リ
キ
、
へ
告
を
出
ス
。

〔
ヒ
リ
プ
、
ブ
ル

l
ク
ス
〕

の
家
は
北
ア
ン

ド
ヴ
ア
|
ニ
あ
り
。
百
七
十
五
年
前
の
建
築
也
。
其
先
祖

ヒ
リ
プ
二
百
州
知
事
な
り
し
が
ア
ン
ド
ヴ
ア
|
の
ア
カ
デ
ミ
ー
を
建
て
た

る
の
人
也
。
今
の
ブ
ル

|
ク
ス
氏
ハ
其
家
ニ
て
産
レ
タ
リ
。
夏
期
-
一
は
家

内
中
其
家
一
一
て
夏
を
過
せ
り
。

〔機
に
乗
じ
て
事
を
篤
ス
の
要
〕

若
し
心
ニ
感
じ
非
常
ニ
関
白
き
本
は
其
感
情
の
有
ル
時
ニ
讃
め
。
然
ら
は

大
ニ
得
る
庭
あ
る
可
し
。
面
白
く
な
き
本
を
仕
厄
な
く
讃
む
勿
れ
。
利
盆

な
し
。
又
怠
ル
ノ
恐
ア
リ
。
尤
モ
イ
ン
タ
レ
ス
ト
ア
ル
事
ヨ
リ
初
め
よ
。

言E

葦
来
ヲ
ナ
ス
、
仕
事
ヲ
ナ
ス
、
尤
モ
イ
ン
タ
レ
ス
ト
ア
ル
時
二
ナ
セ
。
文

ヲ
書
く
、
書
を
認
む
、
同
じ
規
則
を
履
行
す
可
し
。
人
ニ
話
ス
、
交
ル
、

日

相
談
ス
ル
、
其
機
あ
り
。
之
ニ
乗
ズ
ル
事
大
切
ナ
リ
。

其
他
何
事
ヲ
ナ
ス
ニ
モ
可
篤
時
あ
り
。
チ
ャ
ン
ス
ア
リ
。
運
ア
リ
。
之

逢
フ
時
其
時
ヲ
ペ
ス
サ
ス
悉
ク
取
レ
。
或
ハ
篤
せ
。
是
れ
筆
宋
の
秘
快
ナ

リ
。
今
日
迄
慰
問
之
進
み
し
、
業
之
成
り
し
跡
を
考
へ
見
よ
。
其
機
に
乗

じ
熱
心
ニ
ナ
セ
シ
時
尤
も
多
く
運
び
居
る
也
。

思
想
を
錬
ル
モ
同
事
な
り
。
而
し
て
機
一
一
乗
ズ
レ
パ
よ
く
事
の
出
来
る
の

み
な
ら
ず
負
ニ
快
倫
ナ
リ
。
関
白
キ
ナ
リ
。
活
続
出
ナ
リ
。
憤
働
ナ
リ
。
力

の
出
ル
秘
訣
な
り
。
常

ニ
活
援
ニ
事
を
篤
せ
。
活
設
ニ
な
さ
ん
と
欲
せ
は

機
ニ
采
ス
ル
事
大
切
ナ
リ
。

文
止
む
可
き
の
時
あ
り
。
其
時
二
世
ニ
止
め
よ
。
決
し
て
倦
怠
の
情
あ
る

可
ら
ず
。
其
他
食
フ
ニ
も
運
動
ス
ル
ニ
も
仕
事
ス
ル
ニ
モ
限
る
乙
も
起
る

も
各
々
機
あ
り
。
之
ニ
乗
ズ
ル
準
大
切
な
り
。

〔
ロ
ウ
レ
ン
ス
の
銀
行
及
ミ
ル

〕

フ
ヒ
!
ル
ド
氏
之
銀
行

(
F
5
2閃
)
は
資
本
は
六
百
前
向
固
也
。
午
前
ニ

三
百
人
ヲ
抜
ヒ
シ
卜
同
夜
の
書
記
ニ
て
。
ロ
ウ
レ
ン
ス
ノ
大
ナ
ル
ミ
ル
の

労
働
人
は
五
六
千
人
也
と。

〔満
足
〕
人
間
ハ
動
物
外
の
飲
食
物
ヲ
要
す
れ
ば
常
ニ
心
ノ
糧
、
精
一
柳
之

飲
物
ヲ
得
る
ζ

と
な
ら
ざ
れ
ば
民
正
之
満
足
を
得
る
と
と
能
は
ざ
る
な

り八
月
十
六
日
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〔
愛
ハ
律
ヲ
全
ス
〕
馬
太
侍
五
一章は
愛
の
一
説
教
ナ
リ
。
若
し
興
-
一
人
ヲ
愛



せ
ん
と
欲
せ
は
敵
ヲ
愛
せ
さ
る
可
ら
ず
。
己
ヲ
卑
ク
柔
-
一
せ
ざ
る
可
ら

ず
。
忍
ば
ざ
る
可
ら
ず
。
議
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
慰
ム
可
ラ
ズ
。
心
中
よ
り

出
で
ざ
る
可
ら
ず
。
嫉
ム
可
ら
ず
。
情
欲
を
制
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
己
ニ
克

た
ざ
る
可
ら
ず
若
し
法
ヲ
守
ら
ず
し
て
如
何
ニ
愛
を
行
ふ
を
得
ん
や
。
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八
月
十
七
日

南
、
森
問
、
来
訪

種
々
遊
戯
ス
。

〔
ヒ
リ
y

プ
ス
ブ
ル

ー
タ
ス〕

Z街
地
百
五
十
年
前
ニ
其
先
祖
首
州
知
事

ヒ
リ
y

プ
ス
の
建
築
せ
し
も
の
ニ
訪
ふ
。
ブ
ル

l
ク
ス
氏
の
母
は
削
ち
此

躍
に
式
伸
一れ
し
と
な
り
。
彼
は
親
し
く
極
々
の
閣
を
な
せ
り
。
日
本
ニ
在
り

し
事
三
週
間
、
日
本
を
愛
ス
ル
事
及
日
本
人
を
血
以
ぶ
の
風
あ
り
。
叉
日
本

将
来
を
(
てF
子
不
明
)
る
も
の
L

如
し
。

日
く
日
本
体
道
は
己
ニ
本
那
人
ニ
て
潟
ス
可
し
。
十
分
篤
し
得
る
の
力
あ

り
云
々

。
臼
く
汝
ら
は
日
本
一
一
節
へ
れ
ば
日
本
服
を
士
一
周
す
る
や
云
々

。
而

し
て
日
本
服
の
優
れ
る
黙
を
種
々
語
れ
り
。
他
日
再
命
日
質
問
す
る
を
約
し

て
院
へ
れ
り
。
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〔
日
本
服
〕
日
本
版
の
不
便
利
な
る
姑
種
々
あ
り
と
雌
も
、
経
済
上
よ
り

暫
く
日
本
服
今
の
謹
一
一
用
ゐ
る
を
利
盆
な
り
と
す
。

け
綿
布
、
絹
を
用
る
西
洋
口
問
、
ラ
シ
ャ

、
フ
ラ
ネ
ル
杯
の
聡
入
を
減
少

ス
。
綿
入
は
各
服
至
極
使
な
り
。
も
し
洋
服

-
一
ナ
セ
パ
大
ニ
費
ヲ
要

す
。

け
日
本
版
ハ
洗
濯
、
ウ
ラ
カ
ヘ
シ
及
裁
縫
賃
等
安
し
。
叉
古
び
て
も
用
ゐ

様
多
し
。

同
下
駄

同
男
子
ハ
洋
服

ハ
仕
事
衣
ニ
着
ス
ベ
し
。
鵡
服、

復
服
等
ハ
日
本
風
ヲ
刑

同
夜手 ゐ
Jj民二る
西 可
洋し
形
ヲ

普

ス

ω其
他
西
洋
風
ニ
ス
レ
パ
種
々
西
洋
口
聞
を
朋
ゐ
さ
る
可
ら
す
。
回
定
れ
旧
関

(
日
本
の
)
の

一
な
り
。

〔
勉
印
字
・
勤
労
之
総
快
〕

一
仕
事
ヲ
篤
上
ゲ
タ
ル
快
伶
ニ
越
ス
モ
ノ
ナ
カ
ラ
ン

一
研
究
ヲ
終
へ
或
ハ

一
文
章

一
思
想
ヲ
成
就
し
或
ハ

一
委
明

一
了
解

進
歩
し
た
る
時
程
の
空
間
ハ
あ
ら
さ
る
可
し
。
然
れ
ば
常
ニ
コ
ノ
快
繁

幸
一臓
を
得
ん
篤
熱
心
勉
皐
ス
可
し
。
常
ニ
労
働
を
楽
と
し
て
篤
ス
可
し
。



〔
米
留
婦
人
之
通
勤
〕

ヴ
ア
イ
シ
ク
ル
・
テ
ニ
ス
・
ウ
ォ

l
ク
・
遊
ひ
・
ボ
ウ
ル
・
仕
事
等
-
一
し

て
随
分
多
之
時
を
・
必
動

ニ
山
口
ス
。

〔
ω
oc
一
「虫
門
〕

円『

可o
c
-
-〈
m

E
同
rm
『
円
『
ω
コ円「
C
C
一】一作

可
o
z

n何回コ句
作』O
-nm

毛
丁角
川口
円
7
3、

円。ロ
M
A
W
-

一脚
の
存
在

未
来
の
存
在
。
(
愁
生
)

罪
の
赦
し

来
世
の
希
望
今
世
の
希
望
ニ
優
る
等
の
信
仰
必
く
ば
死
二
勝
て
困
難

・
病

気
の
中
ニ
悦
ぶ
こ
と
能
は
ざ
る
可
し
。
然
れ
は
其
必
要
よ
り
論
ず
る
も
右

之
官
布
を
信
ず
る
(
二
字
不
明
)
る
可
し
。
願
欲
あ
り
て
之

κ脳
出
ず
る
供

給
物
ナ
キ
ト
イ

フ
は
天
地
」4
迫
理

-一
一週
は
ざ
る
な
り
。

ぜ
〈

m

ヨ
ミ
・円一
d

何
『巾『

03
一D
o
r
巳
門
「
O
己『一向

ωω

一巾回全コ同

5

5
旬

7-mZ『

一戸『p
g
ι
E
L
2伶
一。甘
5
四

5

5

円7
cm巾
牛
5
3
2
5
5
=
r
F円「

ヨ白
一自

円
。
ョ
ヨ
C
2
0口
百
戸
円
『
問
。
ι
司

O
信
号
一命t
d〈

r
R
7
7
5四円
ro
目

o
c
-
-
E
ω
ω
ω
g
R

円7
2
-
門
ヨ
と
、円
0
5
3
C
2何
宅
-F7
問
。
ι・

8e 

〔
何
故
洋
行
者
の
人
物
退
歩
ス
ル
ヤ
〕

け
日
本
ハ
互
一
一
先
ヲ
競
ヒ
先
援
ス
ル
ノ
大
切
ヲ
ナ
サ
ン

ト

ス
ル
モ
ノ
多

日

し
。
米
国
ハ
恭
平
ニ
し
で
か
つ
文
弱
ニ
陥
レ
パ
自
ら
文
弱
-
一
流
ル

L

恐
ア

リ。同
貧
乏
し
て
米
人
の
恵
一
一
頭
り
卑
閉山
ト
ナ
ル
。

同
日
本
の
習
慣
想
像
を
も
て
米
人
婦
人
を
見
、
其
想
像
卑
く
し
て
微
弱
男

子
を
巡
る
の
恐
あ
り
。

剛
身
ノ
小
夕
、
黒

7
、
支
那
人
鵡
せ
ら
る
。

〔
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ン
の
親
切
〕

ス
チ
ー
ブ
ン
ハ
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ン
信
者
也
。
余
其
兄
妹

K
し
て
屡
々
招
き
コ
h
h

ヲ
ホ

l
ム
ト
シ
テ
ヲ
レ
、

書
籍
で
も
パ

ー
ラ
ー
デ

モ、

登
で
も
何
で
も
汝
の
自
由
ニ
用
使
ス
ル
ヲ
好
ム
云
々
。
何
で
そ
持
ち

行
け
云
々
。
心
よ
り
親
切
ナ
リ
。
彼
ら
の
主
ハ
行
ニ
よ

っ
て
信
仰
を
頴
ハ

ス
の
主
義
也
。

ホ
1

ロ
臼
く
。
五
口
は
行

ニ
よ

っ
て
吾
信
仰
を
表
ハ
ス

一玄
々
。

其
娘
ハ
家
ヲ
飾
る
事
ヲ
務
む
。

ζ
2
5
2
 

(

d

y

}

 

冨
R
S
ヨマ

(4

ニ

u

T
う
山
富
田
δ
N
V』

δ
開
封

(
N、ノ』山首
H
。
川市
八
、
議
ト
)

八
月
二
十
四
日

〔
ヒ
リ
プ
ス
、
ブ
ル

1
ク
ス
ト
ノ
談
話
記
〕

一
千
八
百
九
十

一
年
八
月
廿
四
日
北
ア
ン
ド
ウ
ア
1

ニ
於
て
氏
を
訪
ヒ

507 

種
々
の
質
問
を
潟
し
左
之
答
品
を
得
た
り
。



氏
は
賓
ニ
コ
ウ
デ
ア
ル
ニ
て
談
話
中
ニ
笑
ヒ
を
含
み
己
ニ
訓
レ
タ
ル
友
ト

語
る
の
心
地
ス
。
其
説
明
ニ
し
て
談
話
賀
ニ
速
な
り
。
別
れ
腕
る
時
ハ
幾

度
も
談
ニ
来
レ
。
余
ハ
大
ニ
俊
プ
云
々
。
叉
日
本
語
を
用
ゐ
、
左
様
な
ら

云
々
。
誠
-
一
快
活
也
。

聖
書
の
イ
ン
ス
ピ
レ

l
y
ヨ
ン

聖
書
ハ
イ
ン
ス
バ
イ
ヤ
ー
ド

プ
y

ク
ニ
ア
ラ
ズ
。
イ
ン
ス
パ
ア
イ
ヤ
l

ド
サ
レ
タ
ル
猶
太
人
及
キ
リ
ス
ト
の
記
録
な
り
。
故
ニ
其
中
ニ
誤
謬
ナ
キ

事
能
ペ
ズ
云
々
。

キ
リ
ス
ト
の

0
2
5
3、

キ
リ
ス
ト
ハ
己
ニ
榊
性
あ
る
C
と
を
自
白
せ
ら
れ
た
り
。
併
五
門
人
ニ
も
ヒ

ウ
マ
ニ
チ
!
と
デ
ビ
ニ
チ
!
と
あ
り
。
只
キ
リ
ス
ト
と
の
相
違
ハ
デ
グ
リ

-
ニ
し
て
K
I
n
d
ニ
は
あ
ら
ず
と
。
又
白
ク
。
キ
リ
ス
ト
ハ
吾
人
の
一
柳

性
な
る
を
明
言
せ
り
。
「
イ
エ
ス
答
け
る
は
汝
曹
の
律
法
に
我
い
ふ
汝
曹

は
一
脚
な
り
と
録
さ
れ
し
に
非
ず
や
。
聖
常
一
u
は
鍛
る
可
ら
ず
。
若
し
榊
の
命

を
吉
本
し
者
を
紳
と
昭
憎
ん
に
は
父
の
聖
別
ち
て
世
に
遣
し
L

者
わ
れ
は
榊
の

子
と
穣
パ
と
て
何
ぞ
之
を
懇
泊
ζ

と
を
い
う
と
日
ベ
け
ん
乎
」
約
侍
十
の

十
四
三
十
六
。

故
ニ
吾
ら
も
キ
リ
ス

ト
ト
等
し
く
榊
の

子
な
り
。
叉
人
の
に
』
な
り

一五
々
。

叉
紳
三
父
ル
ト
キ
リ
ス
ト
ニ
交
ル
と
の
相
違
如
何
ト
問
ヒ
シ
ニ
、
佳
質
な

婦
人
ら
が
キ
リ
ス
ト
ニ
交
り
し
如
く
今
日
も
吾
人
キ
リ
ス
ト
ニ
交
る
を
得

る
云
々
。
キ
リ
ス
ト
は
全
き
人
叉
尤
も
一
肺
の
顕
れ
し
も
の
な
れ
ば
キ
リ
ス

508 

ト
ニ
よ
り
て
一柳
ニ
交
ル
ヲ
要
ス

云
々
。

ポ

1
ロ
日
く
キ
リ
ス
ト
吾
ニ
在
て
生
る
な
り
と
。

聖
霊
ハ
一
紳
の
エ
ヂ
セ
ン
シ
l
也
。
一
柳
は
凡
て
の
慮
一
一
働
き
玉
ふ
な
り
。
ユ

ニ
テ
リ
ヤ
ン
は
民
イ
ヨ
ウ
デ
セ
マ
イ
云
々
。

奇
蹟
ハ
自
然
ナ
リ
ト
。
即
ち
ネ
l
チ
ユ

ア
l
ニ
鶴
ヘ

リ
シ
ヤ
。
そ
れ
被
迭

物
の
切
望
は
一
柳
の
諸
子
の
顕
れ
ん
ζ

と
を
侠
る
な
り
。
以
下
ロ

1
7
書
八

章
十
九
|
二
十
三
。

キ
リ
ス
ト
全
く
榊
の
子
ニ
し
て
榊
の
子
顕
れ
し
故
政
物
自
由
ニ
一
郎
り
本
然

一
復
せ
し
也
。
故
ニ
病
愈
へ
其
他
幸
あ
り
し
は
決
し
て
不
思
儀
ニ
あ
ら

ず
。
本
醤
の
自
然
也
云
々
。

〔
キ
リ
ス

ト
の
匙
生
〕
(
前
の
績
き
)

キ
リ
ス
ト
は
盛
飽
を
も
て
匙
生
せ
り
。
五
口
人
は
肉
飽
ト
霊
飽
卜
二
ツ
ア

リ
。
キ
リ
ス
ト
は
爾
ら
存
せ
り
云
々

。
素
よ
り
人
ハ
翠
健
一
一
て
存
ス
レ
パ

キ
リ
ス
ト
匙
生
し
た
れ
ば
と
て
奇
怪
ナ
ル
事
ニ
ア
ラ
ズ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

キ
リ
ス
ト
の
プ
レ
エ
キ
シ
ス
テ
ン
ス
、
キ
リ
ス
ト
の
コ
ン
セ
ン
ス
は
ア
プ

ラ
ハ
ム
よ
り
前
に
在
り
と
自
白
せ
り
。
五
回
人
も
前
に
存
在
せ
し
ゃ
知
る
可

ら
ず
。
併
し
五
口
人
其
コ
ン
セ
ン
ス
な
し
。
キ
リ
ス
ト
ハ
自
ら
か
く
悟
れ
り

一玄
々
。
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The donors made their donation to the Seminary in a truly 



devout spirit associate fund There must be both humility and faith.the humility whish 
o 

professorship fund 

Scholarship， 

acknowledes present insufficiciency. the faith that relies upon 明

Professors houses fund 

for the chapel， 

Library. 

Brechin Hall， libray， erected in 1865. The three donors: :Sixty 

thousands dollars Their native Scotland. Brechin. (Manu. 

facture) 

The Hitchcock? proffessorship one humdred and fifty thousonds 

dollars 

(-与謝吋;雲〕

思:l:!田QIl¥K \ト'"ムーーικ 。 1思言~ti ，~倒Il\ K ホ'"ムーム h種主く，\
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Pluck 

drudgery 

(11位力、勇気) 1 
トThus

(}J仁、 :JIf'動) I 

the mysterious laws which govern our intellectual being." 

(Moral and intellectJ 

Whether a boy hapI冗 nsto be a虫民主 atschool or a youth of 

brilliant promise his future intellectual career will depend very 

much on his maral force 

(Intellectual discipline J 

Many eminent men have undergone the discipline of business 

Many .Iine， Franklin ~ave been Self守disciplinedbut 1 ha目 前ver
(マ，) (マ、)

hea rd of a person. 

who has ri担 n to intellectual eminence without voluntary 

submission to an intellectual discipline of some kind" 

(Sainte Beuree J He is admirable example of self .discilコline

(Frenchman)He never began to write about anything until he 

bad c1eared the ground well before him. He never spoke about 

anything character or doctrine. that he had not bottomed 

to (P) use lock word as for as he was able. 

The Seceret of success “of all work that produce results (The degradation of WomenJ 

nine.tenths must be drudgery" never prevailed in the West and North to the extent it has 
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〔
民
ニ
親
切
な
友
〕

ス
チ
ー
ブ
ン
の
如
き
凡
て
の
心
ヲ
護
し
て
余
ヲ
親
切
ニ
せ
り
。

凡
て
己
の

命
あ
る
友
ハ
悉
く
か
し
或
ハ
盆
あ
る
慮
へ
馬
車
ニ
て
同
行
し
或
ハ
防
相
物
し

或
ハ
食
宴
-
一
招
き
見
舞

っ
て
咽
ス
事
ヲ
尤
モ
繁
し
き
事
と
し
日
本
之
事
を

賛
し
凡
て
の
力
を
議
し
て
余
之
篤
-
一
せ
り
と
い
ふ
可
し
。
ス
チ
ー
ブ
ン
兄

卜
妹
ト
ナ
リ
。

〔
印
刷
ニ
却
す
る
務
〕

師
父
其
他
老
人
ニ
謝
し
て

ハ
最
も
愈
敬
ト
考
順
ト
親
愛
を
謹
ス
の
醇
風
を

作
る
ζ

と
要
な
り
。

老
人
の
尤
も
慰
む
の
道
を
陰
へ
る
ζ

と
貫
一
一
大
切
也
。
宗
教
ニ
繍
ら
ざ
る

言己

可
ら
ず
。

〔
女
性
の
洋
行
〕

日

第
一
身
惚
之

m
o
r
E円

7
2
2
7
を
要
す

杉
江
女
は
小
児
の
時
よ
り
撃
事
ニ
な
れ
叉
人
ニ
も
な
れ
撃
校
一
一
も
馴
れ

た
る
ニ
、

一
年
も
勤
製
後
、
己
ニ
頭
痛
を
な
や
め
り
。

第
二
養
生
万
ヲ
知
れ
る
も
の

第
三
十
分
の
製
聞
を
日
本
ニ
於
て
篤
し
其
必
要
な
る
も
の
ニ
限
る
。

第
四
視
察
、
専
門
皐
の
目
的
。

第
五

年
限
は
短
き
を
普
と
な
す
。

思
由
、
人
情
、
叉
絵
り
米
化
ス
ル
ハ
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

第
六
何
事
ニ
も
観
察
之
眼
を
備
具
し
た
る
も
の
ニ
限
る
。

第
七
衆
ニ
秀
で
た
る
者
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

八
月
二
十
九
日

夜

杉
江
よ
り
書
来
ル
。

〔
ミ
ス

セ
ス
、
リ
チ
ソ
ン
婦
人
の
親
切
〕
今
夜
計
ら
ず
も
戸
を
叩
き
、
妻

君
自
ら
種
々
ケ
イ
ク
ス
ヲ
持
参
し
民
の
親
切
顔
色
ニ
溢
れ
居
れ
り
。
彼
ハ

未
た
交
際
せ
し
事
な
く
余
が
米
園
ニ
来
り
余
ヲ
貨
ニ
慰
め
心
の
粗
肉
飽
の

滋
非
公
を
設
へ
し
も
の
ハ
婦
人
な
り
。

而
し
て
智
識
を
設
へ
し
も
の
は
男
子
也
。
男
女
の
天
職
之
ニ
由
て
区
別
す

る
を
得
可
し
。

資
ニ
民
ニ
米
図
婦
人
の
親
切
ナ
ル

ヲ
観
る
可
し
。
何
れ
ニ
於
て
も
女
子
の

親
切
卜
高
向
ナ
ん
を
見
る
を
得
可
き
な
り
。

511 

〔
交
際
法
〕

他
人
ト
行
ク
ヲ
約
シ
其
他
の
イ
ン
ゲ
l
ヂ
メ
ン
ト
は
非
常
ナ



ル
古
事
或
ハ
賞
ニ
不
得
止
事
の
外
ハ
決
し
て
舷
ル
可
ら
ず
。
是
れ
他
人
一
一
失

望
ト
不
倫
快
を
橡
フ
レ
パ
也
。

叉
可
成
人
ノ
柄
キ
或

ハ
己
ノ
闘
る
集
合
等
-
一
は
望
ミ
及
、
限
り

ハ
多
く
の

人
々
と
交
際
ス
ベ
シ
。
是
れ
人
ヲ
盆
し
て
己
ヲ
盆
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

ゴ
シ
y

プ
ハ
可
領
、
有
径
之
噺

-
一
時
を
用
る
可
し
。

〔
米
園
調
察
の
要
〕

若
し
ダ
l
ク
サ
イ
ド
を
観
る
時
は
何
事
も
不
平
ト
ナ
ル
。
是
れ
多
く
、
其

心
の
有
様
ニ
よ
り
偏
見
卜
ナ
ル
事
多
し
。
故
ニ
先
づ
心
ニ
光
ヲ
得
公
平
の

眼
を
備
へ
ざ
る
可
ら
ず
。
米
園
を
必
く
一五
ふ
は
多
く
不
平
撚
也
。
故

-一民

正
ニ
腕
察
を
逐
ん
と
す
る
も
の
は
不
可
領
哉
。
其
他
何
事
を
見
る
も
悉
く

然
り
。

〔
不
平
心
〕
は
常
ニ
取
除
か
ざ
る
可
ら
ず。

九
月
六
日

〔
余
の
目
的
〕
世
界
の
梓
を
蒐
集
し
て
世
界
第
一
の
教
育
、
家
政
、
枇

命
日
、
曾
社
、
宗
教
を
吾
日
本
ニ
建
つ
る
ニ
あ
り
。
現
在
ス
ル
粋
を
蒐
集
す

る
ニ
あ
り
。

九
月
七
日

万
寿
枝
、
玉
木
直
、
南
、
佐
畑
元
、

一服
岡
へ
書
を
遣
ル

〔
ヒ
リ
プ
ス
、
ブ
ル
|
ク
ス
の
未
婚
〕

氏
ハ
ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ヤ

ニ
て
久
し
く
働
き
彼
の
地
を
去
る
時
多
の
婦
人
よ
り

ω一戸
百
司
伶
叶
閉
山

を
質
ヒ
其
数
五
百

ニ
及
く
り
と
い
ふ
。
ま
た
多
く
の
婦
人
は
彼

一
嫁
ス
ル
事
ヲ
望
ム
モ
ノ
多
し
と
い
ふ
。
然
ル
ニ
モ
関
は
ら
ず
結
婚
せ
ざ

512 

る
は
何
の
理
由
の
在
ス
ル
事
な
ら
ん
乎
。

〔
米
園
間
学
生
の
幼
心
〕

レ
ビ

ッ
ト
氏
臼
く
(
ア
ン
ド
ヴ
ア

|
へ
移
る
時
)
彼
ら
は
(紳朗
学
校
生
従

-
カ
レ

l
ジ
を
卒
業
し
か
っ
歳
三
十
前
後
)
汝
よ
り
も
大
ニ
幼
可
し
(
心

の
一一意
味
)
其
思
想
等
大
ニ
汝
よ
り
も
卑
し
云
々
。

〔病
気
〕
明
治
二
十
四
年
九
月
十
六
日
ア
ン
ド
ヴ
l
ニ
移
り
十
九
日
よ
り

大
凡
五
週
間
病
床

ニ
ア
リ
。
病
名
ス
ロ
ウ
ヒ
1

ヴ
l
、
中
途
よ
り
肋
膜
炎

一か
L

る
。

諸
数
段
之
親
切
。

街
地

ハ
数
俊
之
感
化
多
し
と
祭
せ
ら
る
。
余
の
篤
多
々
生
従
を
勤
し
光
線

空
気
之
ス
グ
レ
タ

ル
室
ヲ
政
へ
ら
る
。

十
一
月
八
日

〔山市の
一平
安
〕

榊

ハ
愛
ナ
リ
、
救
ナ
リ
、

善
良
ナ
リ
。
放
-
一

何
事
も
吾
ヲ

盆
セ
ザ
ル
事
ナ
シ
。
故
ニ
病
モ
死
モ
不
幸
モ
怨
ル
L

事
勿
れ
。
常
ニ
安
心

し
て
己
の
業
-
一
か
L

る
可
し
。
叉
人
ニ
付
て
も
心
配
ス
ル
ヲ
止
め
よ
。

一柳

之
愛
ニ
由
て
商
事
普
ニ
腕
へ
る
可
し
。
叉
人
之
心
も
素
と
善
き
も
の
な
れ

ば
人
之
気
を
慣
せ
ん
乙
と
を
恐
る
L

勿
れ
。
蔵
事
自
然
-
一
任
せ
宇
和
ニ
己

の
業
ニ
従
事
ス
可
し
。



〔
聖
書
の
績
方
〕

己
の
需
要
に
師
出
帆
す
る
機
調
理
し
て
其
民
理
を
味
ふ
と
と
大
切
也
。

〔
日
曜
日
〕
ハ
心
ヲ
養
フ
工
夫
ト
賀
行
ヲ
途
グ
ベ
シ
。
祈
跡
、
良
理
、
思

考
、
集
曾
、
日
曜
の
翠
校
、
経
験
ヲ
得
ル
事
、
民
ニ
心
の
欲
を
満
ス
コ

ト
、
渇
ク
モ
ノ

ハ
吾
ニ
来
て
飲
め
。
人
ニ
親
切
ナ
ル
事

〔
析
総
合
目
〕
三
人
集
り
て
民
ニ
祈
求
ス
ル
事
大
切
ナ
リ
。
省
校
の
生
徒
の

新
競
合
目
大
一
一
盆
あ
り
。

十
一
月
十
二
日

〔
直
ニ
速
一
一
篤
せ
〕
事
ヲ
鴛
ス
ニ
明
日
ニ
ゆ
ズ
ラ
ス
今
日
の
事
ハ
今
日
篤

せ
。
叉
明
日
の
事
ヲ
今
日
慮
煩
ふ
勿
レ
。
如
何
ト
ナ
レ
パ
直
ニ
其
事
ヲ
其

時
二
篤
ス
時
ハ
便
宜
ナ
ル
ト
記
憶
ア
ル
ト
精
神
ア
ル
ト
額
三
利
盆
ア
ル
モ

ノ
ナ
リ

0
3欣
の
如
き
筆
記
の
知
き
是
な
り
。

〔盆
ト
ナ
ル
事
ヲ
制
セ
〕

人
に
面
命
日
ス
ル
時
徒
二
時
ヲ
費
ス
勿
れ
。
速
ニ
何
か
噺
セ
ヨ
。
人
ヲ
盆
ス

ル
乎
己
ヲ
盆
ス
事
ヲ
明
ス
可
シ
。
常

ニ
可
咽
事
ヲ
心
ニ
畜
へ
置
ク
ベ
シ
。

是
れ
其
注
意
ニ
由
テ
出
来
得
可
し
。

十
一
月
十
五
日

己
明
夜
は
中
泉
校
の

フ
|
ト
ポ

1
ル
(
エ
キ
ス
タ
ー
ト
ノ
)
競
勝
利
の
祝
命
日

ヲ
視
ル
。

[J 

〔
復
中
ノ
衛
生
〕

高
事
静
ニ
し
て
安
眠
し
休
息
ス
ル
事
必
要
ナ
リ
。

ホ
l
ヒ
l
、
茶
等
の
刺
激
物
ヲ
用
ヰ
ザ
ル
事

第第

長
談
話
、
熟
考
、
強
率
、
等
凡
て
一
脚
経
の
エ
キ
サ
イ
ト
ヲ
禁
ズ
。

第

就
限
直
前
の
休
浴
も
宣
か
ら
ず
。

第
四

凡
事
慶
動
ヲ
恨
む
べ
し
。

十
一
月
十
八
日

万
寿
枝
、
阪
口
貞
、
関
善
三
郎
へ
書
紋
ヲ
認
む
。

〔
謙
遜
〕
ダ
ビ
デ
モ
功
ア
リ
テ
慢
テ
大
罪

ニ
焔
レ
リ
。
ソ
ロ
ン
モ
一
旦
慢

る
時
ハ
大
愚
ト
ナ
レ
リ
。
ベ
テ
ロ
モ
ポ

l
ロ
も
此
理
ヲ
経
験
せ
り
。
キ
リ

ス
ト
日
く
自
高
ス
ル
モ
ノ
ハ
卑
せ
ら
れ
云
々
。

家
康
臼
く
勝
テ
甲
の
絡
ヲ
シ
メ
ヨ
と
、
往
古
よ
り
高
ル
モ
ノ
ハ
悉
く
失
敗

せ
り
。
之
ニ
鑑
ミ
常
ニ
恐
レ
恨
ミ
謙
リ
己
ヲ
卑
ス
可
シ
。
叉
己
ヲ
無
智
ト

ナ
ス
可
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
ア
ヤ
ウ
し
。

十
一
月
十
九
日

句一

ω
ロ
ω
O
『河内
m

邑
5
問

(目)
甲山
内
宮
再
若
者
r
m
円円
r
命
者
。
ユ
L
72
円山0
2

0

5

円r
o
Z
2
7之内口々
・『
O
R

FOCH-
ω
・
ω
口内同一
ωω
r
o
c
円円。

ι
。円
。ι
ω
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.
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N

)

『O
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何
百
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老
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色
問
。
三
t
n
r
H
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g
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3
2円円
O

Z

月

5

ヨ
可

宅
O
『
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er) will do， Macaulay's way) At first he had to read (to) 3 or 
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寸
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原
稿
ハ
小
紛

F
の
一
袋
二
四
行
の
骨
ア
ル
ノ
ミ
。
聴
衆
ト
山
口
ニ
親
し
き
情
あ

り
。
快
活
ナ
リ
。

第

一
キ
リ
ス
ト
ニ
倣
て
数
合
卜
牧
師
ハ
役
者
郎
給
明
ト
ナ
リ
宗
一
政
ニ
閥
ら

ず
寓
人
一
一
事
フ
ル
ニ
ア
リ
。

一
舵
命
口
ヲ
救
ヒ
上
ル
ニ
ア
リ
。
病
人

ヲ
看
護
ス
ル
ニ
ア
リ
。
食
人
を
上
ル
ニ

ア
リ
。

思
人
を
改
む
る
ニ
あ
り
。
教
育
ス
ル
ニ
ア
リ
。

〔
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
職
殊
一
一
牧
師
〕

北
日
し
抽
出
侶
ハ
其
村
の
師
匠
か
つ
場
手
ナ
ル
ガ
如
く
将
来
牧
師
ハ
枇
舎
の
救

手
ナ
ラ
ザ
ル
可
ら
ず
。

政
府
教
育
ニ
モ
預
り
紅
命
白
改
良
者
、
造
営
者
、
ホ
ー
ム
の
光
た
ら
ざ
る
可

ら
ず
。
キ
リ
ス
ト
の
精
神
を
も
て
世
を
救
フ
ニ
あ
り
。
キ
リ
ス
ト
ハ
榊
卜

借
二
世
の
救
主
な
り
。
故
ニ
牧
師
ハ
人
情
に
通
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
。

〔寛
容
〕
大
洋
の
凡
て
の
水
ヲ
注
入
ス
ル
如
く
商
人
ヲ
入
レ
ヨ
。
愛
せ

ょ
。
呑
め
よ
。
赦
せ
よ
。
崇
め
よ
。
ほ
め
よ
。

+
一
月
二
十
二
日

〔
Z
2
・M
M
・
2
〕

E
5
Z
F『『
NE
L
5
m

記

ω
ωヨ
cm一
子
。
コ
ωOロ
ピ
ヨ
円
7
5
5
Z
3
2
5
任
命
ヨ
0
5
2
0『
〉
苦
コ
c
o
p

日

rc円
。
門
広
三
5
コ
昂
円
rm
ヨ
O門一凶作円

O『
ヨ
mヨ
o
q
-
(
円
。
の
ODT)

ぜ
〈

Z
ロ

Oロ
何

日

ω
r
S
E
a
-『

5
5
2
Z

子
。
ョ
。
門
rm

ヨ
5
牛

】コ

ω

g
n
o
ヨ
2
ω
円3
3mm
一『

耳
目
立
E
Pω
コ
乱
牛
日
当
m

g
再
開
一
『
・
自
凶
ヨ
ω間同百円

岡
山
手
耳
ω
C司
王
当
主
5
m
p
ω
=
-
ヨ「
O『ヨ
2
5口
百
2
2
0ロ
=ω

目白
n
c
oロ
自

円。円
7
巾円。目
u
-
n
-
コ丁目
=dL・

〔
(U
2一三命
〕

吊
邑
明
。
ロ
言
。
E
問
。
白

ι
o
N
g
F
D
o
r
m
a
含
ア
ロ
『
8

2
8

z

z
m
ヨ
5
2
円rmヨ
口
7
昂
2
〕『
5
F
7
5
7
5m雪印

ω口比

ω
p
q

一口口問

〔
『

5
開
。
『

mv〕

百

E
n
t
nm
-ωω
『
一作門
o
b
ロ
巳
凶
円

02nmw
門rn叩
』
己
間
口
一
白
『
〈
2
ロ

ωコ
ι
n
ω
『O
門戸内山

ω『円。
ミ
。
『

ω
ミ
mC円7
2
p
oコ
の
E
2
0可
〉
色
白
ヨ
ω
者

S

E
E

S

Z
〈
m
ぷ

2
3
2
0
3
5
5
2
5
2
F『
吉
岡
C一
号
〈
空
口
三
。
円
き
包
『
m
E
3
0
3
7

ク
y

ク
氏
ハ

o
c
E
S
2岡
山
口
ニ
大
切
カ
ナ
卜
見
る
慮
ヘ
ハ
一
二
本
の
線
ヲ

ヒ
キ
其
皮
-
一
服
ジ

一
本
二
本
ヲ
ひ
く
。

而
し
て
己
の
反
謝
ス
ル
節
ニ
は

5
コ
耳
ヨ
O
『悶
5

K
線
ヲ
ヒ
ケ
リ
。

27
K
 

氏
が
大
切
ナ
庭
ハ
記
憶
ス
ル
如
し
五
口
は
帥
∞
ニ
摺
へ
る
な
り
。

r
i
'
h
u
 

(
開
牛
ヨ
己
コ
ι

∞E-nrm)

Z
5円
。
『
吊
ω
岳
口問

(ω
rro円円)

戸・、
H
，Z

ヨ
oι
巾
3
5
4弓
ω宮司命吋

m
z
m
M
ω
7
5円ロミ

0『
r
zヨ
ωロ
一F
F・

N-=
〉

ヨ
山間
2
5
0
.
w
E
3

者
$
2
2
5
ω
ω
5
3
r
O
E
O
-
ω

同

E
E
H子

ω

日
=
2
・
ω
毛
ω
Z
Y
O
C招

5
4〈

Z
n
r

〔市〕

。ロ〕三}己ロ岡田切

ω
件。『巾内山

D
円
ι。

宮
島
包

ω口
コ
宮
司
ぶ
ヱ
R
B『
.m
r
忍
-noFZ
〉円
一言門戸円

〔
書
籍
館
、
或
量百班円〕
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米
園
に
於
て
ハ
皐
校
、
タ
ウ
ン
(
三
字
不
明
)
悶
舎
の
貧
家
に
も
必
ず

「ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
ア
リ
。
備
フ
。
叉
小
児
よ
り
老
人
ニ

至
る
迄
一
一
週
す

る
新
聞
雑
誌
を
備
フ
。
是
れ
吾
日
本
一
一
も
総
入
ス
可
き
美
風
而
て
便
利
の

風
也
。
叉
家
之
飾
に
付
き
|

|
。

〔原
因
。
結
果
〕

z
o
F
MAP-泊
目

何
事
を
研
究
し
、
審
判
し
、
企
図
ス
ル
ニ
モ
此
理
を
基
と
し
て
篤
ス
ベ

γ
。
日
本
枇
命
目
改
良
せ
ん
と
せ
ば
、
先
づ
病
の
原
因
よ
り
研
究
之
が
治
療

を
施
ス
可
し
。
其
家
庭
ヲ
作
ル
、
枇
命
日
を
管
む
悉
く
根
本
よ
り
初
め
ざ
る

可
ら
ず
。
結
果
を
得
ん
と
欲
せ
ば
其
の
根
よ
り
初
め
よ
。

歴
史
、
宗
教
、
耐
命
口
、
教
育
、
撃
術
を
研
究
ス
ル
ニ

此
原
理
-
一
基
く
と
と

大
切
な
り
。

〔
克
己
〕

第

一
、
情
を
制
ス
可
し
。

第
二
、
祈
ル
可
し
。

第
三
、
其
情
を
消
ス
迄
心

-一
考
へ
決
ス
ル
庭
ア
リ
。
而
し
て
聖
書
或
ハ
助

ト
ナ
ル
言
葉
ヲ
味
フ
可
し
。

第
四
、
情
ト
力
を
他

ニ
導
く
可
し
。

第
五
、

情
ト
意
ト
決
心
し
た
る
後
行
ふ
可
し
。

怒
り
易
ス
ク
獲
し
易
き

ハ
野
鐙
の
風
也
。

又
弱
き
も
の
k
A

業
也
。
怒
を
制

ス
ル
ハ
誠
を
取
る

ニ
勝
る
。
如
何
ト
ナ
レ

徴
、
無
智
之
徴
也
。

パ
賢
人
ハ
過
去
未
来
の
思
慮
ナ
ケ
レ
パ
也
。
故
ニ
怒
り
易
き
ハ

小
人

の

516 

十
一
月
二
十
七
日

〔
日
本
の

一
致
〕
怒
り
易
き
故

一
致
和
合
出
来
ず
。
是
れ
家
庭
問
朋
友
問

枇
命
日間

-
一
あ
り
。
コ

ノ
野
鐙
風
創
ち
(
二
字
不
明
)
を
情
を
改
め
ざ
れ
ば

也 畿日一
位
舎
を
作
る
事
能
ハ
ズ
。
叉

ヨ
キ
仕
事
ハ

仕
出
来
ず
故

-一道
徳
は
基

〔

Z
D
F
N
N
〕

守、コ

〔

吋

Z

P問
C

百
三
寄
与
2
〕

... 

ロー

コ

む3ヨ

口、「

σ3 
同
『
d

乙4口
}
d

間

的

O
『
汁

間

(F
O
R
-
)
 

甲ハロ
(rE1ι) 

‘" 
コ
q、

。。円

<c> 

Cコ

.百

口
ω
0『
円
)

v> N 

円。コ
ω
O
コω
ロ門
ω
・

吋

Z
〈

O
毛
内
一
閉
口

2
2
c
m
a
5
号
。
『
目
哲
Z

ω
一司

z
g
f
ロ。『

ω
ミ

2
7。「

Z
一-1
8

コ
ω司
戸
内

ヨ
印
ロ

ωN.

〈-円円。コ
ω
M
H
∞U

1
H
品

'" w 

『

-
ω
r
H
H
∞∞

7
0
E叶
H
H
H品



(ヨコ。ョ
O
百
円)

or
。

日

-
N
H
N

ヨ-一
2

コ
〈
伶
『

0> 
H 

g 

-
『

4
d
巾

N 

-N 

ω
円
ロ
O

門
戸司

do

N 

ート"

十
一
月
廿
八
日

万
寿
絞

前
雨時i

等
へ

3
を
出
ス
。

〔
友
の
歌
〕

別
れ
て

ハ
い
と
U

C
ひ
し
き
師
の
君
の

た
よ
り
え
し
と
そ
嬉
し
か
り
け
れ
」

た
び
ね
す
る
君
の
心
ゃ
い
か
な
ら
ん

あ
は
れ
を
そ
ふ
る
秋
の
夕
暮

ち
ひ
ろ

海
山
の
へ
だ
て
ハ
あ
れ
ど
へ
だ
て
な
き

心
の
う
ち
ぞ
憐
な
り
け
る
」

別
れ
て
も
ま
た
逢
ふ
阪
の
関
守
の

言己

北
目
を
語
る
時
を
待
つ
ら
ん

EI 

〔説
教
演
説
結
果
の
秘
訣
〕

鎖t
回

玉
木

開

書
円
柳

松
村

い
し
子

穴
エ
を
撃
た
ず
人
心
に
嘗
り
其
結
果
あ
る
可
き
な
り
。

第
て
枇
命
u
問
題
ヲ
明
察
し
之
を
研
究
し
之
ニ
答
フ
ル
事
即
ち
明
案
を
立

枇
命
闘
を
幸
一服
平
安
ニ
ス
ル
事

第
二
、
人
心
を
察
し
其
直
接
の
利
盆
、
救
、
光
ト
ナ
ル
様
其
問
ニ
答
へ
其

願
ニ
醸
し
其
相
談
者
ト
ナ
ル
事
。
人
情
を
突
く
乙
と
。

第
三
、
ド
ク
ト
リ
ン
ニ
就
而
の
大
問
題
を
-
説
く
乙
と
。
安
心
立
命
を
橡
へ

る
ζ

と
。
神
。
罪
の
救
。
未
来
。
道
徳
。
新
日
開
等
。
人
の
徳
を
建

る
事
。

第
四
。
宗
教
、
教
育
、
衛
生
、
経
済
等
凡
て
直
接
闘
係
あ
る
閉
山
理
、
経
験

を
教
へ
人
の
進
歩
を
計
る
事
。

第
五
、
新
智
識
を
鼓
フ
ル
事
。

第
六
、
故
ニ
貧
地
ト
共
ニ
教
へ
ザ
ル
可
ら
ず
。

〔
讃
書
の
心
得
〕
本
ヲ
開
ク
前
、
其
著
者
ハ
如
何
ナ
ル
目
的
ヲ
以
テ
書
キ

タ
ル
カ
如
何
ナ
ル
利
食
ア
ル
ヤ
を
明
察
し
て
讃
む
べ
し
。

〔験
也
空
撃
-
一
非
ラ
ズ
〕

楠
公
が
其
業
こ
か
ふ
る
や
其
問
。
像
ト
文
章
ハ
即
敵
ヲ
防
ギ
王
を
{
寸
り
国
を

救
ふ
の
質
鞍
也
。
.

吾
人
が
考
へ
企
て
即
ち
文
章
、
演
説
、
事
業
、
悉
く
其
目
的
-
一
達
ス
戦
宰

也
。
常
ニ
械
を
見
、
敵
を
見
、
矢
を
見
て
事
を
篤
ス
可
し
。
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〔住
、
食
、
衣
、
其
他
改
良
之
必
要
〕

軍
器
等
ハ
改
良
を
施
し
て
、
何
ぞ
家
具
位
一
文
改
良
せ
ざ
る
や
。
箪
器
の
改

良
の
利
益
は
何
人
も
明
知
し
、
家
具
改
良
之
利
盆
を
識
ら
ざ
る
何
ぞ
や
。

時
、
金
、
仕
事
、
衛
生
、
勉
謬
の
o
E
0
2

目
、
耳
、
如
何
計
の
損
盆
ア

ル
ヤ
。
凶
を
富
し
民
を
強
め
ん
と
欲
せ
ば
、
コ
ノ
根
本
の
改
良
三
指
手
す

可
し
。
余
円
之
ニ

付
き
十
分
研
究
を
ト
ゲ
賀
行
せ
し
む
る
ニ
至
る
可
し
。

ま
た
之
-
一
付
入
用
芹
を
著
す
と
と
大
切
な
り
。

衣
食
住
は
純
済
的
、
衛
生
的
、
便
宜
的
、
快
雄
市
的
、
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

装
飾
い
尤
も
後
の
事
也
。

(側側…附
)

ρ

却
て
前
の
四
者
ニ
逆
フ
事
ア
リ
。

支
那
の
足
束
縛
ス
ル
風
、
欧
米
の
コ
ウ
セ
y

ト
等
の
類
也
。
日
本
の
お
幽

黒
、
眉
落
し、

其
他
野
鐙
人
ニ
多
く
其
例
あ
り
。

〔教
育
の
要
〕

ω内
一『

hu「

mmug-〈
ω
2
0
ロ

知
識
ハ
身
を
守
る
の
要
具
也
。

〔
青
年
洋
行
ニ
付
〕

十
分
成
人
し
一
人
を
保
護
ス
ル
の
綬
験
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ラ
デ
ハ
洋
行
ス

可
ら
ず
。
如
何
と
な
れ
ば
其
性
質
ヲ
傷
フ
事
必
然
也
。
不
平
よ
り
乎
ヲ
ゴ

リ
ヨ
リ
乎
。
今
日
迄
の
例
如
何
。

〔
コ
ウ
エ
ジ
ユ
ウ
ケ
l
シ
ヨ
ナ
ル
〕

ニ
利
害
ア
リ
。
公
卒
-
一
刻
せ
よ
。

十
二
月
十
日

万
寿
枝
、
若
林
が
普
及
パ
ン
チ
五
(
一
字
不
明
)
抑
蓋
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個
、
来
着
ス
。

〔
調
書
の
心
得
〕
文
章
ト
文
字
ハ
務
開
也
。
飾
也
。
之
ニ

心
を
取
ら
れ
其

良
正
の
意
義
精
一
例
を
解
す
る
を
忽
ニ
ス
ル
勿
れ
。
其
一意
ヲ
取
ル
事
ヲ
第
一

の
事
と
す
可
し
。
文
字
は
二
之
事
也
。
故
ニ
文
字
之
媒
ニ
よ
り
、
吾
想
像

は
茶
事
物
創
(
二
字
不
明
)
云
フ
庭
の
高
物
或
ハ
其
著
の
心
情
或
ハ
其
賀

事
ニ
走
せ
、
原
場
を
謹
き
或
ハ
芝
居
ト
ナ
ル
可
し
。
其
舞
翠
ヲ
モ
作
-フ
ザ

ル
可
ら
ず
。
卸
ち
其
事
の
周
回
之
事
情
或
ハ
其
人
の
有
様
を
も
・祭
せ
ざ
れ

ば
、
民
意
を
解
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。

十
二
月
十
二
日

二
十
二
人
の
朋
友
親
戚
へ
書
ヲ
途
ル

〔
田
舎
娘
〕
米
関
之
教
育
の
著
き

一
例
。

余
聞
舎
ニ
運
動
し
、

一
軒
家
の
小
児
ト
心
安
く
な
り
、
其
内
へ
入
り
見
る

に
、
十
二
三
の
娘
が
介
、
卵
、
諸
の
物
日
間
ヲ
集
め
居
レ
り
、
皐
術
-
一
志
ア

ル
ヲ
見
る
可
き
な
り。

十
二
月
十
三
日

〔夕
日
を
見
故
郷
を
思
〕

夕
日
西
ニ
入
ル
ヲ
見
、
月
東
ニ
浮
を
見
て
、
吾
妻
今
ハ
寝
室
を
出
て
之
の

太
陽
を
見
て
、
今
は
日
の
出
也
と
云
ふ
可
し
と
思
、
種
々
の
想
像
浮
、
天

ト
日
ト
月
卜
星
は
常
ニ
故
郷
を
思
は
し
む
。
叉
日
本
の
近
き
を
感
ぜ
し
む



る
な
り
。

〔
ユ
ニ
テ
リ
ヤ
ニ
ズ
ム
の
蜜
性
を
紋
ク
ノ
理
由
〕

一
、
チ
ャ

ン
ニ
ン
グ

・
プ
シ
ユ
ネ
ル
・
ク
ラ
l
ク
・
エ
モ
ル
ソ
ン
・
ロ
ウ

エ
ル
・
ロ
ン
グ
ヘ
ロ
ウ
・
へ

l
ル
・
の
如
き
皐
者
多
き
銭
其
設
慮
多
く
知

識
、
議
論
上
ニ
流
レ
、
賀
行
ニ
紙
夕
事
。

二
、
之
ニ
従
フ
モ
ノ
新
キ
事
ヲ
好
ミ
其
設
を
聞
く
ニ
止
ま
る
こ
と
。

〔
骨
削
減
の
富
ニ

付
て
の
庭
霞
〕
ビ

ー
チ
ヤ

|
の
数
曾
、
二
y

ニ
わ
れ
し
時

一
派
(
自
白
紙
)
は
一
教
舎
を
興
し
氏
を
招
か
ん
と
せ
し
が
、
ビ
l
チ
ャ

ー
は
之
を
否
、
、
、
た
り
。
コ
レ
大
-
一
一
位
命
目
ヲ
宮
古
ス
ル
篤
也
。
叉
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
は
ア
ン
ド
ヴ
ァ
卒
業
生
を
修
道
士
ニ
取
ら
ず
。
故
-
一
別
に
舎
を
具

し
仮
出
ス
ル
ヲ
得
る
も
、
其
外
多
く
競
容
を
始
め
宮
古
あ
る
故
、
時
之
至
る

を
待
つ
の
傾
き
な
り
。
日
本
ニ
於
て
屡
々
別
る
処
あ
り
。
可
憤
也
。

十
二
月
二
十
五
日

余
ハ
過
ル
金
隈
日
よ
り
グ
リ
プ
ニ
権
リ
殆
ド
四
日
間
病
床
ニ
苦
ム
。
向
ヒ

室
の
パ
タ
ン
非
常
ニ
親
切
ニ
看
病
し
呉
レ
タ
リ
。
室
の
掃
除
、
新
木
、
水

の
運
ビ
、
食
ノ
事
、
毎
朝
ス
ト

ー
ブ
ヲ
起
し
、
種
々
の
使
ヒ
、
ク

ソ
の
除

円仰叉
ρ

ン
カ
チ
1

フ
、
枕
、
ソ
ウ

フ
l
等
己
の
物
ヲ
持
運
ビ
テ
惜
ミ
ナ
ク

言己

余
の
篤
ニ
な
せ
り
。
又
レ
ビ
y

ト
の
庭
へ
行
、
ス
ト
ー
ブ
の
事
ヲ
談
じ
呉
レ

タ
リ
。
其
他
余
ヲ
慰
ム
ル
ニ
心
ヲ
刑
ゐ
た
り
。

χ
一
夜
余
の
か
ら
だ
か
」
洗

日

ヒ
呉
れ
た
り
。
男
子
な
が
ら
モ
看
病
の
法
を
能
く
心
得
、
誠
-
一
気
の
付
く

一
ハ
感
服
の
外
な
し
。

ヲ
l
カ
ー
は
毎
夜
来
り
面
白
き
小
訟
を
讃
ミ
呉
レ
タ
リ
。

〔
米
国
撃
生
之
風
)

Z
E
z
r
R
Z
 

一
、
小
児
ら
し
き
と
と
。
更
ニ
政
事
運
動
ニ
た
づ
さ
わ
ら
ず
、
ス
モ

ー
ク

-
キ
ャ
ン
デ
ー

二
、
運
動
ハ
、
非
常
ニ
盛
ナ
リ
。
テ
ニ
ス
、
フ

l
ト
ポ

l
ル
、
短
操
、
丸

特
じ
。
ヴ
イ
シ
ク
ル

、
猫
立
ノ
道
。
翠
生
ニ

し
て
木
ヲ
割
り
或
ハ
テ
ー
ブ
ル
ポ
ウ
イ
、
品
開

費
、
何
業
を
厭
は
ず
叉
賎
ま
ず
熱
心

ニ
働
く
。
大
翠
卒
業
生
の
如
き
も

ボ
ウ
イ
ヲ
ス
ル
事
モ
ア
リ
。
ノ
l
ス
フ
ヰ
l
ル
ド
、
叉
ア
カ
デ
ミ
ー
の

ポ
ウ
イ
重
本
ヲ
由
貿
リ
ニ
来
ル
、
叉
其
姉
海
草
を
以
て
押
重
ヲ
作
る
。
-
貨

ニ
巧
ニ
出
来
る
。

〔
熱
情
の
源
〕
人
心
燃
ヱ
ザ
レ
パ
何
事
も
な
ら
ず
。

而
し
て
其
熱
情
の
起

る
は
外
物
の
如
何
に
あ
り
。
キ
ヨ
ウ
グ
ウ
如
何
ニ
ア
リ
。
故
ニ
己
の
身
を

庭
す
る
は
賀
ニ
大
切
也
。
其
地
位
ニ
よ
り
周
囲
の
も
の
ニ
よ
り
、
見
聞
す

る
も
の
ニ
よ
り
大
ニ
異
な
り
よ
く
佐
意
し
て
心
の
設
達
を
計
る
可
し
。

明
治
廿
五
年
一
月

一
月
十
三
日

〔
米
閣
の
清
潔
の
風
〕
製
校
ニ
於
て
は
、
教
授
の
休
慮
ニ
は
必
ず
鏡
、
ク
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シ
、
ブ
ラ
シ
ユ
。
鉢
、
水
瓶
を
備
で
ま
た
各
家
の
入
口
に
は
鏡
等
備
あ



り
。
男
子
た
り
と
も
毎
日
三
度
位
頑
を
ハ
ク
。
又
或
男
子
杯
は
鏡
ト
ク
シ

は
其
ポ
ケ
ッ

ト
に
あ
り
て
昨
聞
に
付
く
前
K
形
を
ツ
ク
ロ
ウ
。
婦
人
は
素
よ

り
の
事
也
。

明りコ
ωコι
ω7-司

4
，ro
『
0
3
ι
0
『

町ユ
g
n
rr§

↑日円
一d巾
丁目
悶

}
J

伺

ω
円
白
邑
ヨ
0
2
c
コ
間
一
2
5
『口吋ヨ

。同

一。〈戸

〔米
国
学
生
の
三
勢
〕

ω
=
g
コ
コ
四
・
0
ω
ヨ
σ一5四
ω
ロ
牛

g
一rF口
問ωroz門間弓一切・

叶，

z

q胃
m

D

『
ヨ
邑

q
ヨ

n
F
E
E
S
-
q

H

・
円コ
Z
L

一mn円

C
ω

一

N
-
ω02ω
一
×
E
q
'
ヨ
ω
r
5m
ro
ヨ
伺
2
n
-

ω
-
意
思
羽
い
前
知
リ
コ
日
制
。

F
2
5
5常
時
再
調
い
議
院
ト
斜
。

4
，

z
r-22牛
ヨ
m
p
E
o
『
の
72
25
2
q

ヰ
T
h
ザ立
Mm制
籾
ヰ
，

T
L料
醇
蹄
'
uq
熊
細
川
町
ん

v
d
「
。
雫
「
料
3
・司
『廿

言い
凶
州
パ
立
問
mu
吋
。
議
零
時
且
岡
山

vn
作
汁

S
件円。。

N
品川落
合
課
昇
、
m
A咋

が
一
泌
司
出
作
峨
「
。

〔
中
h
f
u¥
い

¥δ
片
品
ぃ
〕

ω
色

。邑
四
一
。。
ョ
『
存
共
社
δ
m
5
0
8Z

Z
Ahq。

一
月
十
四
日

〔
米
閣
の
商
業
上
の
信
用
〕

今
日
余
は
針
金
を
貿
ふ
然
、
金
物
屋
ニ
行
け
り
。
大
な
る
府
ニ
傑
か
成
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名
の
み
在
り
。

一
人
ニ
て
二
階
へ
で
も
、
何
庭
へ
で
も
見
ニ
治
る
風
、
若

口
問
物
を
盗
む
心
あ
れ
ば
直
ぐ
盗
む
を
得
る
も
大
ニ
疑
は
ず
。
僅
か
の
針
金

を
貨
ヒ
た
れ
ば
償
を
取
ら
ざ
り
し
。

〔米
国
謬
生
の
風
〕
ア
ン
ド
ヴ
ア
l
は
多
く
皐
校
の
あ
る
地
に
て
、
大
ニ

間
宇
生
を
敬
す
る
風
あ
り
。
北
ア
ン
ド
ヴ
ァ
1

デ
は
屡
々
軽
蔑
の
援
を
聞
き

或
は
小
児
よ
り
零
丸
を
投
げ
付
け
し
ζ

と
あ
り
し
が
、
盆
地
ニ
て
は
決
し

て
か
L

る
事
あ
る
な
し
。

小
翠
校
に
て
今
日
書
生
の
雪
投
げ
す
る
を
見
た
る
が
、
女
生
徒
屡
々
男
生

徒
に
向
ヒ
雲
を
投
げ
る
も
、
男
生
徒
は
更
に
ソ
知
ら
ぬ
鎖
し
て
反
準
せ

ず
。
女
子
を
敬
ふ
の
風
、
小
児
の
時
よ
り
己
に
萌
す
を
見
る
。
米
図
書
生

は
富
家
の
小
児
の
如
く
、
或
ハ
殿
様
風
あ

っ
て
寛
容
な
る
慮
あ
り
。

五日生
涯
の
目
的
は
吾
か
日
本
全
惣
の
家
庭
を
通
じ

〔五
口
生
涯
の
目
的
〕

コ
d

ヅ
ア
ー

ト

て
削
ち
の
O
ヨ
話
ユ
し
て
日
本
社
舎
を
欽
ふ
に
あ
り
と
す
。
各
々
の
家
に
天

閣
を
来
す
に
あ
り
。
是
れ
五
口
が
天
職
と
信
ず
。

此
を
透
る
の
準
備
と
し
て
女
子
教
育
、
一
服
曾
改
良
、
結
枇
、
会
民
数
助
、

著
書
、
新
聞
雑
誌
護
行
、
侍
道
、
男
子
青
年
の
教
導
。
叉
之
ニ
叩
附
す
る
著

書
、
演
説
等
K
従
事
す
可
し
。

男
子
製
校
ニ

働
き
其
他
凡
て
の
一
枇
命
固
に
入
り
、
己

K
成
立
つ
ホ

l
ム
を
改



良
し
、
又
新
に
ホ
l
ム
を
作
る
事
に
熱
心
議
力
す
可
し
。
其
結
果
と
し
て

ホ
ー
ム
よ
り
大
島
一者
、
大
事
業
家
を
出
し
ホ
l
ム
よ
り
富
図
を
生
み
ホ
l

ム
よ
り
強
兵
を
造
り
ホ
l
ム
よ
り
道
徳
を
流
す
に
あ
り
、
叉
ホ
|
ム
よ
り

幸
一脳
、
高
停
を
産
出
す
ニ
あ
り
。
ホ
ー
ム
は
枇
舎
の
元
素
な
り
。
枇
曾
を

改
良
せ
ん
と
せ
ば
之
よ
り
始
め
ざ
れ
ば
能
は
ず
。

〔
教
育
及
働
の
秘
訣
と
信
用
〕

若
し
人
ヲ
重
じ
其
人
に
無
限
生
無
限
力
あ
り
て
之
を
猿
達
す
る
時
は
如
何

な
る
人
ニ
な
り
(
三
字
不
明
)
と
と
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
即
ち
人
を
信
ぜ
さ
れ

ば
決
し
て
大
人
を
得
る
乙
と
、
人
ヲ
法
る
こ
と
人
を
救
ふ
ζ

と
、
人
を
得

る
と
と
能
ハ
ス
。
叉
人
ヲ
進
め
或
ハ
働
か
す
ζ

と
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。
信
用

は
事
未
の
法
、
幸
一臓
の
ぷ
一、

{コ
g仏
ω
7
日
司
の
基
な
り
。

〔
演
説
文
章
の
秘
訣
〕

常
ニ
希
望
、
熱
心
、
確
信
、
快
活
を
失
ふ
時
ハ

結
果
な
し
。
若
し
失
望
と
憂
(
包

8
5
2
g
)
あ
る
時
金
く
其
巣
を
滅

す
も
の
也
。

〔精一
例
〕
は
精
一柳
的
良
型
及
び

J

太一
帝
を
了
解
し
し
ど
に
交
る
よ
り
来
る
も
の

也〔
演
説
、
説
教
の
心
得
〕

ペ
ン
テ
コ
ス

ト
の
問
符
。
汝
は
説
教
す
る
を

de 

愛
す
る
や
。
然
り
。
然
ら
ば
其
聞
く
庭
の
衆
人
を
愛
す
る
や
、
若
し
人
ヲ

愛
す
る
よ
り
せ
ざ
れ
ば
照
盆
也
。
飢
繍
設
之
潟
め
演
説
す
る
は
旅
盆
な

n 

り
。
叉
大
路
な
る
は
大
切
な
り
。
之
を
得
る
迄
は
何
度
も
す
可
し
。
ポ
ー

ロ
は
一悩
音
を
祉
と
せ
す
と
い
へ
り
。

一
月
十
六
日

万
寿
校
。
服
部
。
田
村
。
佐
畑
。
前
榊
へ
書
く

一
月
廿
一
日

〔快
雄
市
の
必
要
〕

身
践
の
篤
、
霊
魂
之
潟
快
繁
は
必
要
な
り
。
天
地
を

幌
ょ
。
悉
く
人
心
を
喜
ば
す
働
な
し
た
る
ニ
あ
ら
ず
や
。
五
口
篤
鰯
る
-
h

も

の
、
震
訓
%
に
感
ず
る
も
の
多
く
快
繁
を
生
ず
。
人
間
無
限
幸
を
愛
る
も
の

也
。
併
し
常
に
仙
波
ず
る
も
の
也
。

〔米
国
人
の
の
Z
2
P一
殊
ニ
婦
人
〕

余
今
日
娘
と
運
動
し
太
陽
の
淡
す
る
を
見
て
感
を
述
べ
又
ス
ケ
l
テ
l
シ

を
幌
て
援
を
蹴
て
種
々
の
情
を
述
べ
其
何
の
噌
る
ニ
調
子
を
合
し
て
-MH
ニ

快
繁

-
一
一
諮
り
否
を
友
人
の
悩
あ
ら
し
む
。
資
ニ
慰
問
ニ
も
政
事

ニ
も
一孟一日繁

ニ
も
天
然
ニ
も

片
山
凶

ω門
mm

あ
り
。
此
れ
教
育
之
功
と
す
。
米
人
一
般
の
風

也
。
貨
に
快
活
な
る
人
民
な
り
。

交
際
ニ
於
て
は
弧
キ
伊
ヨ
ヨ
予
可
除

5
R
3
2
2円

7
5
5目
ヨ
を
裂
す
。

九的

K
心
に
漏
る
と
熱
す
る
と
興
奮
す
る
と
倹
プ
と
必
要
な
り
。
交
際
、
談

話
等
ニ
之
を
飲
く
時
は
失
敗
也
。

〔
勉
朗
申
呪
業
の
秘
訣
〕
苫
ヲ
讃
む
時
は
己
の
・
剥刷、、、をる
ζ

と
を
忘
レ
ル
程

の

g予
5
5
5
を
要
す
。
昔
、
書
に
耽
り
、
雨
降
り
乾
モ
ノ
を
悉
く
流

さ
れ
し
を
知
ら
ざ
り
し
人
あ
り
。
か
く
て
あ
ら
さ
れ
ば
得
る
庭
な
し
。
叉

523 

事
を
篤
す
-
一
も
資
ニ
面
白
く
飲
食
も
忘
る
h

程
の
熱
心
に
篤
ス
に
あ
ら
ざ



れ
は
成
ら
ず
。
キ
リ
ス
ト
食
を
忘
れ
、
百
円
は
水
を
治
む
る
に
首
り
三
度
己

の
門
を
過
ぎ
て
入
ら
ず
。
碁
打
、
親
の
死
の
報
を
聞
き
耳
ニ
入
ら
ず
、
親

が
死
ん
だ
と
さ
と
の
諺
之
如
く
事
を
篤
ス
。
成
功
ス
ん
は
か
く
の
如
き
熱

心
ト
雄
前
を
要
す
。
其
熱
心
と
愉
快
は
死
る
も
消
エ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ザ
ル
可

ら
ず
。
聖
書
ニ
臼
く
常
ニ
悦
べ
。
困
難
一
一
も
喜
べ
。
故
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

は
歌
を
唱
へ
て
十
字
架
を
負
へ
り
。

ζ

の
熱
心
ト
愉
快
創
ち
面
白
き
事
あ

ら
ざ
れ
ば
何
事
も
な
ら
ず
。

然
れ
ば
人
間
の
生
採
は
常
に
繁
し
き
哉
。
常
ニ
函
白
き
事
の
み
し
て
日
を

送
る
を
得
る
也
。
前
書
、
働
き
天
然
に
好
む
も
の
を
取
る
可
じ
。
燥
な
事

は
少
も
篤
ス
ニ
及
ば
ず
。
叉
篤
ナ
可
ら
ず
。
又
死
-
一
も
病
ニ
も
此
倹
あ
る

大
目
的
を
有
せ
ざ
る
可
ら
ず
。
日
々
、
時
々
、
分
々
、
起
る
も
、
寝
る

も
、
読
む

ニ
も
、
書
く
ニ
も
、
篤
す
ニ
も
、
食
ふ
ニ
も
、
飲
む

ニ
も
、
働

く
ニ
も
、
行
く
ニ
も
、
座
す
る
ニ
も
、
常
-
一
面
白
き
繁
し
き
事
好
む
ζ

と
、
卸
ち

E
2
2
あ
る
事
を
潟
す
可
し
。
是
れ
進
歩
、
成
功
の
道
也
。

〔
虞
正
の
欲
情
〕

キ
リ
ス
ト
は
仰
の
如
く
人
を
無
情
ニ
せ
ず
、
活
す

也
。
消
極
よ
り
せ
ず
、
積
極
よ
り
す
。
無
欲
ニ
せ
ず
大
欲
ニ
ス
。
大
望
ニ

す
。
民
の
権
威
ノ
願
(
天
園
の
織
も
)
勝
利
、
進
歩
、
智
議
、
雄
市
(
天

国
)
ノ
禁
容
ノ
念
、
印
チ
人
心
に
大
慾
を
起
し
之
を
利
用
ス
ル
ナ
リ
。
故

に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
常

κ狂
気
せ
る
が
如
し
。
困
難
ニ
も
歌
フ
ナ
リ
。
之

れ
キ
リ
ス
ト
教
の
特
色
也
。
粧
台
を
改
良
せ
ん
卜
欲
せ
ば
乙
の
加
傾
の
法

を
取
ら
さ
る
可
ら
ず
。

〔
愛
〕
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は
人
心
の
大
願
翠
也
。
之
を
得
れ
ば
、
満
足
す
。
w
w
k
悦
ぶ
。

キ
リ
ス
ト
ハ
人
の
大
愛
を
世
ニ

一不
し
人
を
救
へ
り
。

〔↓Z
邑〈
E
E間
内
白
『

H
2
0
3
2
〕

面
白
き
事
を
篤
し
初
め
或
は
研
究
を
初
む
る
時
、
賢
一
一
多
く
の
民
思
想
、

泌
出
る
也
。
之
れ
面
白
き
事
を
潟
ス
ノ
大
盆
也
。

2
2日。

K
5
z
z
a
 

あ
る
人
の
天
然
を
能
く
観
察
し
人
の
見
さ
る
ζ

と
を
得
る
。
之
に
よ
る
な

く
硯
・鋭
、
問
答
等
も
己
の
好
む
綴
錦
ス
乙
と
大
切
な
り
。

一
自
由
と
進
歩
一
若
し
人
々
己
の
好
む
ζ
と
を
篤
ス
の
自
由
を
得

-
7
0
ヨ
m
a
z
a
R
E
S
-
る
時
は
武
ニ

進
歩
す
る
も
の
也
。
故
ニ
教

育
は
自
由
主
義
を
取
る
可
し
。

若
し
親
た
る
教
師
た
る
も
の
子
弟
の
好
む
ζ

と
を
助
け
自
由
に
篤
さ
し
む

る
時
は
大
ニ
愛
育
を
早
む
る
も
の
也
。
叉
、

3
2一『
の
組
織
ニ
於
て
大

切
な
り
。
夫
婦
は
素
よ
り
互
に
一
ト
ナ
リ
、
即
ち

。。ョ官
何回門戸r
E
G
。
『

Z
ヨ
宮
門
何
回
C
E
q
5
伝
聞
5
0
0『
叩
ハ
ロ
O
垣
一色
m
p
〈

SEm-
白
邑
互
角
。
ω仲
間

等
あ
ら
ざ
れ
ば
互
ニ
自
由
を
防
げ
大
苦
痛
あ
り
。
叉
親
子
の
問
、
家
庭
ニ

在
る
も
の
悉
く
其
自
由
を
得
る
に
篤
さ
ざ
れ
ば
其
家
の
幸
一
服
櫓
進
せ
ざ
る

な
り
。

「
廿
四
年
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
の
グ
リ
プ
ニ
カ
L

ル
」

一
十
二
月

末

ヨ

リ

雪

降

ル

一



晴
天

雲
過
竿

字
不
明

ス

に一一ーーーー

月 一 十
二月 二
十廿月
五四廿
日日八

日
市

浅
田

崎

来
安

〔
一
見
百
聞
ニ
優
る
〕

米
国
ニ
在
る
問
可
成
周
密
ナ
ル
視
察
を
遂
ラ
ル

に
決
す
可
し
。
第
一

5
P
Z
E
二
F
を
多
く
頑
て
人
情
卜
教
育
結
果
、

綬
験
、
長
峰
、
設
、
ヨ
2
2冊
、
風
俗
、
習
慣
、
信
仰
、
精
一
脚
、
気
質
等
を

調
る
可
し
。
是
れ
大
皐
問
也
。
之
を
遂
る
は
談
話
、
質
問
、
交
際
、
外
見

等
-
一
由
る
。

第
二

3
5
一司
一-r
を
競
る
可
し
。
其
道
徳
、
教
育
、
夫
婦
問
の
交
際
、

愛
、
経
済
、
建
築
、
衣
服
、
家
政
等
を
見
る
可
し
。

第
三
郎
十
校
、
教
授
法
、
教
員
、
徳
育
、
智
育
、
惣
育
、
教
科
書
、
管
理
、

取
締
、
罰
則
、
奨
働
、
人
物
養
生
、
生
徒
の
希
豆
、
風
儀
維
持
、
組
織

校
友
、
男
女
の
匿
別
等
。

第
四
宮
司
一ロヨ
ω

其
目
的
、
同
愛
心
、
起
源
、
維
持
、
結
果
、
数
段
法
等
。

第
五
、
教
曾
、
運
動
、
信
仰
、
一
脚
率
、

rr、
維
持
、
設
教
等
。
教
曾
卜

教
育
、
政
事

・
富
園

・
風
俗
等
の
関
係
。

第
六
米
闘
文
明
の
大
勢
。

言己

第
七
、
筒
業
。
設
業
。

第
八
、
建
築
、
機
閥
、
其
理
、
其
維
持
、
其
利
盆
、
其
製
法
等
。

日

第

九

巧

Q
E

F
可
博
覧
舎
、
世
界
之
大
進
歩
を
見
る
ζ

と
。
日
本
の
進

歩
を
計
る
と
と
。

第
十
今
日
世
界
の

O
古

5
5
2
及
〈
弓
者
等
を
知
る
事
。

第
十

一
書
籍
館
ニ
由
て
世
界
の
尤
も
善
き
智
識
に
通
じ
世
の
欲
す
る
材
料

を
集
め
か
つ
世
界
の
書
籍
-
一
通
じ
及
出
版
、
及
新
聞
雑
誌
等
之
事
業
を
見

る
事
。

第
十
二
青
年
舎
、
禁
酒
命
日

計
口
問
m.ι
凶

『
噌

其
他
慈
善
事
業
を
硯
察
ス
ル

事O
世
界
の
大
勢
、
最
上
の
も
の
、
間
学
問

文
明
及
其
原
因
を
明
知
し
て
帰
国
し
之
を
日
本
ニ
稔
入
ス
ベ
し
。
即
ち
帥
什

た
る
も
の
を
取
る
可
し
。

〔
英
米
人
の
愛
国
心
〕

英
米
之
人
は
引
証
ニ
で
も
多
く
自
国
之
人
物
を

皐
げ
ま
た
自
園
人
を
高
く
値
す
。

書
を
人
に
す
L

め
る
ニ
復
自
国
人
の
著
を
以
て
す
。
パ
タ
ン
ガ
ホ
イ
チ
ヤ

ー
、
ロ
ン
グ
ヘ
ロ

l
、
ウ
エ
|

|
等
す
弘
め
る
が
如
し
。

叉
英
閣
出
来
の

コ
雪
之
〈
巾
『
E
Oロ

の
聖
書
は
米
園
教
舎
一
一
於
て
満
足
せ
ず

ま
だ
用
ゐ
さ
る
が
如
し
。

〔
感
情
を
制
ス
ん
は
理
性
に
従
ふ
一
一
あ
り
〕

縦
貫
事
ニ
臨
み
怖
を
制
し
狼
狽
せ
さ
る
に
篤
ス
は
、
理
性
二
郎
り
研
究
を
初

め
良
心

-一
従
ひ
州
断
ス
可
し
。
即
ち
十
分
考
ヘ
ヨ
E

K
決
す
る
釜
は
何
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事
も
篤
さ
ず
言
は
ざ
る
ζ

と
に
決
す
可
し
。



一
月
二
十
七
日

天
気
晴

淑
度
目
帯
勅
上
三
度
、
厳
寒
タ
ん
を
究
ゆ
。
問
村
、
側
、
万
寿

校
、
ニ

ュ
l

へ
ん
よ
り
冷
欣
来
る
。

〔人
情
ニ
就
テ
〕

ヱE
3
ω
E
q

を
紋
く
も
の
は
常
一
一
其
論
ず
る
慮
、
一言口

ふ
庭
行
ふ
日
産

ω。
一25
也
。
五
口
利
ニ
あ
ら
ざ
れ
ば
鴛
さ
ず
。
闘
田
氏
の
如

き
其
要
求
す
る
嵯
諭
す
る
路
、
動
作
す
る
峰
、
悉
く
己
の
矯
め
に
ι
一u
ふ
も

の
如
何
。
賀
ニ
人
を
察
す
る
を
知
ら
ず
。
如
是
夫
を
持
つ
も
の
は
不
幸

也
。
友
と
な
る
も
の
下
縛
と
な
る
も
の
弟
子
と
な
る
も
の
、
配
下
と
な
る

(
u
川
神
カ
)

も
の
は
不
幸
也
。
開
氏
の
如
き
前
氏
之
如
き
書
紋
と
比
較
せ
ば
天
地
の
相

法
あ
る
を
見
て
人
は
か
く
述
ふ
も
の
也
、
友
ト
相
手
は
常
に
撰
ば
ざ
る
可

ら
ず
。

〔
米
間
四
之
平
和
〕
日
本
と
米
閣
ト
比
し
大
相
違
の
あ
る
効
は
米
国
ρ

天
下

泰
平
と
い
ふ
風
、
日
本
は
戦
闘
之
勢
な
り
。
故
ニ
枇
曾
、
向
学
校
、
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ム
凡
て
静
也
。
人
心
強
也
。
喧
峰
、
宰
論
、
怒
気
、
嫉
妬
等
の
情
賓

ニ
少
し
。
故
に
米
箇
ニ
在
る
時
ハ
気
平
一
一
し
て
春
の
如
し
。
若
し
(
二
字

不
明
)
意
と
な
れ
ば
怠
気
を
生
ず
。
併
し
長
生
出
来
る
が
如
く
感
ず
。
英

国
人
が
米
国
を
好
む
は
之
に
由
る
乎
。

日
本
枇
舎
も
可
成
人
情
風
俗
を
敦
厚
と
な
さ
ざ
る
可
ら
ず
。

〔決
死
之
究
倍
〕

一
目
的
を
建
て
一
弔
業
を
篤
さ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
生
命

を
之
ニ
投
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
。
た
と
へ
山
く
づ
れ
生
命
危
き
に
臨
む
も
き

審
、
褒
同
氏
、
開
策
す
る
も
、
更
に
意
と
な
す
可
ら
ず
。
常
-
一
一
脚
ト
和
ぎ
キ

リ
ス
ト
ニ
花
り
泰
然
と
し
て
不
動
、
平
々
安
々
除
々
ニ
業
-
一
す

2
4叉
川
市
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一
快
祭
を
求
め
面
白
き
生
涯
を
送
る
可
し
。
連
動
、
食
物
、
安
眠
を
要
す

る
と
共
に
日
々
〉
ヨ
ロ
目
ヨ

g
円
を
要
す
。
笑
フ
ヲ
裂
す
。
嬉
き
を
要
す
也
。

第

一
良
心
の
罪
嵐
山
を
取
除
き
榊
ト
借
ニ
あ
る
可
し
。

第
二
談
話
、
花
見
、
遊
戯
、
其
他
凡
て
の
快
出
棋
を
・
取
る
可
し
。
笑
フ
事
人

を
笑
ハ
ス
、
悦
ば
す
ζ

と
を
も
翠
ぶ
可
し
。

第
三
心
常
ニ
大
崎
ナ
ル
ベ
し
。
大
望
を
懐
く
可
し
。侍
愛
を
養
ふ
可
し
。

〔
文
章
-
一
も
商
白
き
を
要
す
〕
交
際
ニ
も
文
章
ニ
も
常

ニ
面
白
き
、
勇

気
、
快
雄
市
、
熱
心
を
要
す
。
生
命
川
春
の
如
し
。
若
し
春
あ
ら
ざ
れ
ば
生

長
せ
ず
。
人
生
若
し
快
繁

・
安
心
・
幸
一
服
あ
ら
ざ
れ
ば
延
び
ざ
る
也
。
歌

へ
。
舞
へ
よ
。

聖
書
ニ
表
る
キ
リ
ス
ト
の
一
耐
一
音
は
幸
の
一音
也
。
幸
福一
の
数
也
。
生
命
也
。

希
望
也
。
愛
也
。
病
ニ
も
困
難
ニ
も
死
-
一
も
常
に
人
を
満
足
せ
し
め
、
人

を
悦
ば
せ
、
笑
は
せ
、
集
し
む
る
の
敦
也
。
重
き
を
負
へ
る
も
の
は
菩
ニ

来
れ
。
吾
、
汝
を
息
せ
ん
と
。

キ
リ
ス
ト
ハ
人
ヲ
罰
ス
ル
篤
ニ
来
ら
ず
。
尋
て
救
は
ん
篤
也
。

民
正
ニ
幸
一
臓
を
審
問
す
る
恐
、
会
き
、
死
、
努
等
は
悉
く
キ
リ
ス
ト
ニ
由
て

除
く
と
と
を
得
る
也
。
ポ
l
ロ
白
く
、
五
口
れ
勝
ち
得
て
徐
り
あ
り
卜
。

(
以
下
、
ノ
1

ト
の
反
対
側
か
ら
メ
モ
が
善
か
れ
て
い
る
)



l二I ;!e 

50 [or出.

The great show 

the monkey animals ~日~ぃ~山一A

Columbus=play-greatest one. 

May 1 

Higher School of girls Brooklyn. 

I visited to-day 1st day-and I saw Dr. Lyman Abott and asked several q田 stions.These 

things in my paper notes: Froebel Academy May 2nd. Individual me出00.Medical 

Colleges Homeopathic college for women and Dr. Backewell's women's medical college. 
{マ， )

3rd. Teachers' College and People's Pala田 visitedon 4th. 

(以下空白。終りニ若干ノメモ)
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Smith College-I spoke to the students & profes回 rsof Smith College. Seven hundred. on 

“prospect of Japanese christianity" Many expressed出eirinterest from the hearing-Mt. 

Holyoke CοlIege. I addressed there on 24出。fMarch to students and professors in the 
(マ，)

morning. I received their applause--also I spoke to the Clark University and State normal 

school and other public schools and always cordially accepted. 

I came出 scity. Northampton. Mass. on 24出 ofMarch. I was invited to Pres. Seelye 
(マ，)

last night. and I met (ムシノタメ一行不明)

March 6 

American friends in America 

Northampton. Mass. 

I stopped凹 thefamily of the city treasury. He said to me yesterday. that I made so 

many friends in one w田 kas he can make in 2 years. 

Amherst College 

I visited on March 7th. 1893. I met Expresident Seelye. president Gates. Prof. Todd. 

Prof. Tyler. and prof. Hitchcock. 

0<ムシノタメ日 11(.1不明)

o Cambridge. Mass. 

From March 17 to April 6. I been in Cambridge wi出 Mr.Hirotsu. and observed the in. 
(マ ，)

stitutions of Boston and Cambridge. 

o New Haven 
I came here on April 6th. 

Left for BrookIyn. on 15th. April 16出Dr.Scudder's Sermonー LargestSunday school in 

this city. branch of Dr. Merodeth's church. Talmage's preachingー 107th (?) Home 
[Methodist? J 

Journalー辻孝 (3字不明)曾-VisitedUniversity of city New York. 

O(ムシノタメ日 11(.1不明)

Many review in N. Y. 

1. I saw a many thousands of war ships in the Hudson river-3 miles long half mile 
(マ、)

wide continued in river-Smoking. mist. firing. Blowing steam pipe-crowd of peopl~ー

2. I looked into arts museum. Lake. Park. the stone monument of Egypt which cost 

事1.000.000Vanderbilt brought to出 sco叩 try.Cathedral 5出 ave.Vanderbilt's house and 
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日記

quite often four horses waiting for her. 

(Purpose of School for Xn W. J 

Mr. Reed felt a great need of layman's work in the church but they could achieve their 

duties without training.~So he started this institution-

he said if any society has not a trained worker it will be failed-The secret of success of 

the work of any society is to have trained workers. 

日本の諸曾が娠はざる亦た人なきによる。

(Springfield諸数曾〕

More spiri加 aJthan any other pJaces except some county churches-more warm-more ac. 

tive-more orderly-more fruitfuJ-I出 nk 出isthe resuJt of the schooJs as Amherst 

College-一HartfordSeminary 

January 6 

Mt. HoJyoke Seminary. Smith College. x" worker's schooJ and etc.-They are more con. 

servative more spirituaJ 出 S Vl口口ity probabJy the center of Xn-spirituaJ influence-ー (and

Moody's school too) There is f10wing the water of life as出erifer of Connecticut. It is 
{マ‘) (マ，)

very caJm but steady running and giving life to many plant and animaJ. 
{マ，)

And出eyhave best educationaJ type in this city. 0: 出 scity! yo岨 havea great re. 

sponsibility in the world. 

Be courage! 
(マふ)

January 8 

(Dr. Baunhan of 1st Congregat旧naJChurch) 

京市en1 met him first 1 feJt as if 1 were met my fa出町-He is very kindman. He 
{ーマゐ)

advi田dme to go Hartford and study there. one mon出.When 1 Jeft his home. he helped 

me for wearing overcoat and he corrected my dressing and battered as my mother used 

to do for me. 

(Rev. G. C. Baldwin D. D. of BaptistJ 

He is one of most prominent preachers-He is a man of dignity. gentle. order-He very 
(マぉ) (マゐ ) (マふ}

attractive man-He came to me and taJkerest cordially 
[talked? J 

March 5 

Public Speech 

一
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papers to protect the dirt. 

December 5 

(The American home & servantJ 

1 spent last Sunday with Mr. White at Princeton and 1 found a very sweet home. He 

sanked and said Madam to his maid servant， a Sweet and also he seml世 d to his son 
(thankedワJ (thanked ? J 
when he brought a box for him. The daughters were so kind & cordial to me during 1 

been there. 
(マ，)

December 26 

Worcester Lunatic Hospital 

Dr. H. W. Quinby-Superintendental Docter“my Dear Dr. Quinby-This will be handed 

yOll by Rev. Jinzo Naruse， a Japanese c1ergyman & teacher， who is stlldying some 

time in this country for the purpose of stlldying institlltions. 1 belive him to be a sincere 

& honorable man， & you will find him intelligent， appreciative， & well bred. 

1 think he will know to use any information you may see fit to give him， & 1 bespeak 

for him your usual courtesies to visitors， E. D. Russell. 

(Springfield) 

1. 1 came here to-day and found very f10urishing cityー

2. One college--Good public school-manual training school -industrial school Business 

school-Syhuns 
(マ弘}

3. 1 met President Reed-He gave me出eprivilege to attend lectures and to look into all 

department. He is very kind man. When 1 visited there， they had Xmas tree， and 1 was 
{マ‘)

invited and received a good book. 

4. He came to school with me and gave me a comfortable room， every thing new， nice， 

c1ean， comfortable， steam-heat， good bath room 

5. 1 met Miss Graves， my old friend， she was so glad-Her sister's home vety rich. 50 

they have many prec旧 usthings which collected from the world as they went around the 
(マ ，)

world. 1 had nice time with them. 

January 4 (1893) 

(Female Physician (女醤)J

Dr. Spraque is best Dr.凹 Springfieldwhich has more than a hundred thirty physicians， 

103 
530 



円記

those for the education of women. 

Y ou will find him a man of (ー字不明) intelligence & courtesy. who will prately ap. 
[greatlyワ〕

prec旧tethe privilege of learning your views upon certain educational questions in which. he 

is personally very much interest. 
(マ，)

With great respect. & wi出 my best wish白 foryour personal welfare. most sincerely 

yours E. D. Russell. 

November 28 

Cambridge視察

1 met Mrs. & Prof. Palmer and asked many questions and gained many profits. 

(1) Mrs. Palmer is very friendly and very earnest to discuss the problems of female 

education. 

(2) Very smart to speak. very clear to think. She could remember my name to spell and 

pronounce after 1 told her once. 

(3) Womanly woman when her husband went out. she asked my (permission?J and said 

to him good.by 

(.1) She was very willing to help me any way. She proposed to give me letters to in・

troduce me any if 1 want. and Prof. Palmer took me to Annex of Harvard 

(5) She said the house keeping is the profession of wife. 

(6) Three types of higher education of women. 

(7) The advice of going to as many women's institutions. as 1 could. 

(8) The most prominent educators in America. Pres. Eliot. Pres. of Michigan Angels. 

StatUey Hall. Dr. Harris. not Practical. 

President Eliot 

1. Friendly 

2. The secret of collecting money for institutions is. (l)confidence (2)honest (3)permanent 

use-

3.Secret of management of students is selfcontrol. 

4.Secret of management of faculty is fear. just. and impartial 
[fair?J 

(Kindness of AmericanJ 

1 checked my baggage from Newton and 1 found the office wrapped my bla出.etwith his 
('71.) 
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〔米国政;栄之況景JWorcester， Mass. (以下17行タテガキ)

、各村各町より兵ヲ操り出し幾千ヲ以テ数フ。其服は極々ニして叉桁も各隊ニ由テ異リ

又i青年隊もあり。日本灯畿ヲさげるあり 、フラグ、花火、大砲人民悉くさわぎ立つの勢あ

り。

て、銀く殺気なく文明閣の競宰也と感ぜり 。

二、ハリソ yの!象ヲ遊きしあり、はたをか、くるあり 。

四、兵隊、政事の感全く日本と異り高J)¥:祭と権力人民ニあり。 11mち民儲也。政府も亦た人

民合j祉の如し。

〔ウウスター師範皐校ニ於テ演説ス〕

校長、余を紹介シテ臼ク 、過日成瀬氏賞校ヲ研究 しl支旨ヲ告ゲ余の許ヲ乞ノ、レタリ。余ノ、

恨んで凡ての門戸ヲ聞き其機曾ヲ猿たり。爾来氏より吾人の愛る暖多く 却て橡へしよりも

愛けし方多からん云々。

余ハ一時間自主の長演説ヲなし1pi々演説中略せ し庭ありたるが、校長日く吾人各言ヲ開度し

他円ヲ期 して残ノレ庭ヲ演じ呉れ度と述べ全生の賛成ヲ得てかく決す。全校大ニ感動せるヲ

見安けたり、演説後多の尋問ニ答へたり。

rrニ感ジタ ノレヲ各生各教師表白せり。校長日 く日本ニ商人ヲ下等ニ置き し誠二可賛、今日

米閣は自主り金を貴ぶは悪風也と、又何故米園へ観察ニ来りしゃ外界の外ニ斉厨とて円本の

上等道徳に勝る庭はなき云々。

校長翌朝の講話中ニ僕の話せ しζ とを引照せり。

November 14 (Sweet home of Northfield) 

Sweet Home 

The family of Mr. Chute is so happy and cheerful. The eldest girl， about thirteen years 

old， heard me last evening and 1 heard， from the parlor，出atshe was speaking to moth. 

er or盟 rvantof my speech as just was 
(マ‘}

November 17 

To Mrs. Alice Freeman Palmer 

o Copy of the introduction me to her by Mr. Russll. 
(マム)

Dear Mrs. Palmeト Willyou allow me the liberty of introducing to you. 

Rev. Jinzo Naruse， a Christian c1ergyman and teacher of young women， of Japan， who is 

spending some time in出isco凶 try，for the purpose of studying 0町田stitutions，especially 
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日記

Mr. Russell told me that every student must know出ecurrent of time and to cultivate 

出ehabit of estimation of hour and no delay things longer. no mistake in keeping time. 

Study of Child is the study of teaching of child. 

The Knowledge of mother or Teachers is出氾 mildof the mind of child 
(マ，)

October 14 

o Observation of grammar school 

1 spoke to them yesterday and asked questions. 1. Needles of pine. 2. hour of Japan etc.. 

3. Costume. they Japanese costume is better because of we accustomed to it. There is no 
{マ，) (マ‘) (マ，)

strange feeling. Here polite. Applaused me. 
(マ、) (マ、}

October 18 

o Sterling town 

1 spoke there in the Morning. People enjoyed very much. Five years old Child (boy) 

became so acquainted and said to mother出athe was very sorry to depart from me so 

soon. 

o Upton 

1 got full aud肥nce.though Mr. Uchimura & other missionaries spoke there quite often. 

They interested great deal 
(マ，)

o Mr. King 45. Shelby St. Worcester 1 moved here to.day. They are good family. 

1 could learn many things from children and others. 

October 19 

Prohibi tion 

1 attended this meeting and was interested very much. The speaker were very forcible 
{マ，)

and eloquent. 

1. Power 2. gesωre 3. free 4. Spirit 

At beginning of this meeting.出eyoffered pra yer. 

o Bamboo work 

1 saw 出eMichinary of bamboo which imported from Japan. We must introduce this (ma 
[machinery? J 

chinery? J More than ever. 

o Asbesto.Pelham (?) do not .birn at all 
[burn? J 

November 1 
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every opportunity to study his school. His ability of education revealed at once by his per 

sonality. 1 met a lady who is a intimate friend of Mr. Shinoda. who studied there two 
(マ，)

years and now he is teaching in Tokyo higher Normal school. He was very polite to me 

and at every occasion he offered me to go ahead him. There was no vanity but simplici・

(マ、)

ty. 

October 11 

Normal School of Worcester 

Teachers are very humble and the lady teachers arモ skilfulin teaching. 

Opemng exerclse; About 5 minutes; the president read Bible and they we問 allunited to 

repeat出leLord pra yer. 
(マ，)

The way of Managements 

They emphasize on the free selfdevelopments. for instances 出e students themselves. 

voluntary. decorate some flowers changing every day to study flowers; they write 出e

news on the board and report The kind of weather of the day & etc. 

Psychology: They report to teacher the results of their study on writing. 

Negro girl 1 found a colored girl in the class. They become teachers of white people's 

children. Already are teaching and successfully. 

At beginning (I heard) the prejudice of the people against to出atbut now all scholars 

respect colored teachers. And they are bright. The Characteristic of Americans is出atdo 
{マ，)

not make difference between countη， people and foreigners. They are cordial to all. even 
(マ，)

children are so. Many small children expressed their cordiality. 1 have many experience. 

Mr. Russell's manners are very impressive. in teaching and humble. always. 

October 13 

Normal School 

geography Maps: Brack boat of lines a凶 spots: Pictures. colored churk. steropticon of 
一一一一一一 (blackboard ? J C chalkワJ (マ，)

sun shine. 

Teaching rooms painted with colored chalk:writing on board; declateny with flowers & 
C decorating ? ) 

leaves. Very good to produce the idea of home and school. 

皐校は某空気大切自然ニ凡ての風成長せざる可らず A口s.beauty. order. nea凶essetc. 

No signal for time 

99 
534 



n Je 

ー牧師ト数fT 。 牧師は教曾之有伎を知るとと大切也。若し合員好まさる時直二信~職す可

し。之ヲ;怠る可らず。叉数合は牧師を助ることを怠る可らず。数舎の事業は大ニ牧師と主主

曾の感情K.!:さするもの也。(三宇和明)牧師ニ反スノレ|侍は数合力ヲ出さず牧師変ふる時は

何事も成し能はざるもの也。

又老人を敬ふ事を忘る可らず。

0男女交際自由。 衆人の前ニて五ニふさけるヲ恥ずベし。

青年の数合へ参るは男女交際の~也。 Eミの宗教精市11何れニある也。ヂIJI明し難き程也。
(以上7行タテガキ)
Lansing and art of speech 

I heard him出isevening and impressed of his powerful speech 
{マ、) (マ‘)

1.演説は芝府也。演者は actor也。聴衆は見物人也。Actorは他人あるは忘れ只其自分

の役ヲ貨のMIJくやるが本職也。聴衆は見るが本職也。放ニ演者も只己ト論究し之を前ニ愛

表す可し。人に侍へノレ事は忘れ只其民理を演ず之ヲ聴く人ニ attentlonを注ぐ可らず。是

れ己の職ニあらず他人の職也。鯨衆は笑フが枕フガ出フガ入フガ怒フガ感ずるが更ニ己の

方ニあらず他人の方也。己は只其民理と闘フ可し。考フ可し。感ズベ、ン。行フ可 γ 。ス L

む可し。目的は己を(一字不明)ブ可し。

0ヂセスチャーは演説前溺ニて篤ス可し。是れ亦 art也。芝居也。

O~撃の高低も芝居の如くす可し。 種 々 の音聾必然に必要なり。芝居は演説より来りしもの

乎。亦は演説が芝居となり し乎。

0是事ヲH出スI侍は己の心ヲ民ニ其物ニ佳き或は其庭へやり民主f;!'t庭二百在スノレ燥感じて日出

ス可し。然らざれば聴衆も良質の如く感ぜざる可し。

0硲衆ヲ忘るる ζ と大切也。

ピーチャーが一人ニ向テ説教せしは皐プ可レケン也。 iilnち全く聴衆ヲ忘れ己の演スーノレ事ニ

心燃れ全力を込めざれば力ある演説は出来ず。市弁を歩行し叉考へ若し人が見る ζ とを恐

るる時吾心御留守ニナリ、其喜界を巧ニ~ス乙と能はざる可し。全く 人をかまわぬに至る ζ

と大切也。

October 10 

Normal School & Mr. Russell 

He is very friendly man. When I met him， I asked a boarding place. And He went with 

me to find a place for me， even he was so b凶 y.

I had not any introduction to him but he trust me entirely as a old friend. He gave me 
{マ，) (マ‘)

535 
98 



and he himself enjoyed very much. 1 got many friends in出回口tyalready. They help me 

in many ways for my observatiop in educational works. 

September 23 

Normal school & teaching 

1 met出esecretary of Mass's board educating， Mr. Dickinson and agent， Mrs. Edson & 
(マ，)

Mr. Bailey and took dinner with them， And many teachers. Mr. Dickinson said his best 

regards to ]apan， 1) Best type of education is in Bridgewater Normal school. 2) fif出

men-3) fif出 women，in there. Those agents and 町 cretaryhave many experience and 

skillful 白 血ey were teacher， principal of normal schools and highschools and public 

schools. 4) They study and see all the time and teach other teachers. Mr. Edson have 
{守、}

more than 1800 teachers， and report to board of education. 
(マ弘)

September 26 

Teaching of American Schools 

1 saw the high school at Grafton. 

(1) Order. Th直ywent out from the chapel and went in to the teaching room by the order 

c1ass by class according to出ebell which the sprintent rung. 
[superintendent? J 

(2) Chemistry-No text books but mostly experiments. This the modern tendency in every 
(マ，)

where. 

@ Kindness of American pe叩 h

Mr. Prett，出eminister of Sude四 illcame there to出estat旧 nto tay.e me home and a 

gentleman carried my baggage about half way from G. to Grafton. Rev. Mr. Robie， 

came out to出estation when 1 left出atplace to be polite to me.I impressed their heart. 

y love， But at Milford， 1 met田 veraldru出en& wicked men. 

October 9 

0牧師と数曾

Re History 
(マ，)

l. 
(マ，) (マ，) 

2.Pre ~町一 what is ph?ー一一
(マ、)

(lrigー onlystudy--) 
{マ‘) (マ，)

Plat-一一 山 dyby excuse Aー

(マ弘}
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日記

ing， seeing those worldly things， but there are some time people can not Sa tisfy with 

them but hate them C? J 

The only way to sutipfie human mind is to go to Christ， to fulfil!出espiritual desire. 
(satisfy? J 

September 8 

〔万寿枝へ送金〕

百三十八弗 $138.00，One hundred &出irtyeight dol!ersヲ万寿校ニ送ノレo

September 12 

Mr. Harmon，-Pepperal!， Miss， Layman にして熱心なるクリスチャン也。

1 came出iscity， Worcester. 

1 received n¥拾n¥盟十三銭ペペ ral!より愛く。

G. Stanley Hal! L. L. D. Clark University the Pedagogical Seminary 

September 19 

[Danci時 踏 舞〕

N. C. M. E. Club--Mr. B. Vrooman Vrooman-Mr. Gale is againsting his work. He 
{マ，)

told yesterday that: The chief policeman of N. Y. city said the nine of tenth of出edegraded 

girls came down from dancing 

Normal School 

1 went to the normal school， Mr. Shinoda. a Japanese graduated from there. This institu. 

tion al!ow any man to enter， but most of students are women， 1 did not see today even 
{マ、)

one man出ere.

The students go to City schools to practice teaching children. The new method of teach. 

ing by objects. The advice of Dr. G. Stanley Hal! to learn the mind of children Kin 

dergarten. 

F'olytechnical of Worcester 

1 looked into day before yesterday. 

Spetember 21 

Union Church of Worcester， Mass. 

1 spoke to-night at the prayermeeting. There were about 60 audience. But the president 

technical Instructor and professors & Agent of board of Mass. & education，出eyexpress. 

ed出eirinteresting in my discourse. And Dr. Davis said his people very much interested 
{マ，) (マ，)
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(KindergartensJ This observation and predestination wiJl be made in the Kindergartens， 

where also a taste for manual work wiJl be imbibed at a very early age. Therefore we 

suppose general education & special training wiJl accompany each other， under the eye of 

the teacher， tiJl the child reaches adults age，“Developing school industrial school -must 

be a part of our common school system， Equality -Unlikeness-a variety 

(Girls' Education J 

In the New Commonwealth they wiJl no longer be trained to please the man-fool， or 

acquire onJy accomplishments which give fuJlest scope to vanity， luxury and passion， 

日本の女子教育ニ反針スノレーは之ニ由る。

No，出eywiJl be equaJly fitt吋 fortheir appropriate functions as members of Society， as 

wives and mothers， in institutions adapted for them. 

But the future woman wiJl， by methods and regimen adapted to her sex reach the same 
(regime ? J 

plane of Knowledge and inteJligence as man and in出atmay become his equal and Com 
(マ、 )

panion. We shaJl出ensurely have complete men and complete women. 

= Arts-poets 出eatersmust be for Society instructors leaders reformers comforters-

fostersー)

(John KittoJ 

1主父は酒呑 トナレリ 。身は弱身ナリシ。母は朝五時より夜十間迄働イテ小児5ニ何乎食物

を供せり。一一吾れか L る境遇ニ陥ノレモ失望せざる也←決しテ失望ス可らず。

AugllBt 30 

Cooking 

家政ニ於て第一の肝要なるもの也。 其調合の~!L~ニ より健 、 弱 、 疾 、 まめ其他其影響する

盛大也。

September 1 

Dinner Age 

There was a stone age and again iron age， but now dinner age. People apt to enjoy at 
{マ， )

their table and family life， and nothing to do wi出 forother. This is a Selfish Period. 

They do forget self sacriCice Why They suicide 

Any one do not hate life but seek after for long life. Then Why they suicide because they 
(マ、)

don't satisfy wi白血eir life. There is a time to satisfy with appetite and with hear 
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1司 ~è

婦人が手ヲ以テ糸をつむきしζ とニ比すれば知何。幼稚菌、翠校の組織亦大ニ教育を助け

婦人の手ヲハプケリ。

小児は幼稚園ニ於て、叉ベビーヲ世話スノレ保郷里昇ヲ事ビシ老女或ノ、幼女ヲして数の赤子ア

世話せしむれば、大ニ母の手ヲハブク事ヲ得ノレ也。更ニホーム 、パピーヲ破らず して、 衣

服ノ、イ1:立屋ニ任ス事、食物も軽便之方漸々行ノリレベシ。(以上6行タテガキ)

(Education] 

前民ニ教育を施ス可し。是れ人民を衆を救フの道也。民を高めるの道也。

In such a state出efirst object of education must be t刀 establishedin the minds of出e
(マ，)

children. . . . their individual happm目 sand the good of all. A Public spirit， ie，出espirit of 

all being membe目。fone social organism， must be substituted for family spirit. (We do 

war against family.exclusiveness.selfish.familiy prejudices.family.narrowness.) 

August 26 

(Popular Amusement] 

Music は尤普のもの也。婦人ニて Band を作り、時ニ或ノ、屡々村民或は市民を して聞か

しむべし。

(Shibai 普きもの)

Dancing 

(Society] 

IS a orgamsm ー常ニ成長しつムある也。人之ヲ止むるを得ず、市l'之を育て玉ふ。婦人と

雛ドモ其 Organism の一部なれば全惚ニ登さ rる可らず。叉全惣を恩はざる可らず。

Children do not belong to their parents;出eybelong to society. In some田 nseall persons 

belong to society. 

教育は紅曾の任 Again，出eEducation of children is (00 far more important to the state 

than to the parents， since the effects of it will be felt by society， and principally after 

these parents are dead and gone. It is because through it日 cietyaccomplishes the end of 

出 being，出atall education is a public trust. 

Those schools must be one.sided school 

(Children under 10 years of age Mass.] 

Consider出at10.000 infants under ten years are working in出efactories of the State of 

Massachusetts 
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Women now is depend on some man for a living : on Father or brother or husband or 
{マ，)

employer-that is why men arrogate to themselves to say what is woman's sphere. De-
(マ、}

stroy出atdependence-we do not say make her independent， for “independence" is not a 

so仁川listword at all; all will be depend on the commonwealth and inter-dependent - glve 
(マ与)

her the power of earning her own living at pleasure， and the economic equality of 

woman is achieved 

But she will have fuller opportunities than she ever yet has had of developing her specific 

gifts of womanhood. 

However，出ispower of earning her living does not mean， in the New Social order all 

women， or even a majority of them， will be in出e日 rviceof出epublic. 

Nothing will prevent the daughters from remaining at home， assisting their mothers or 

caring for their fathers and nothing will compel married women to neglect their domestic 

affairs. It simply means出atevery woman will be enabled to earn her own living， hon 

orably， and pleasantly Whenever she chooses so to do. And this power is 回 目ntialto出e

dignity of woman， whether married or single. 

(Suffrage) 

We， of course， suppose that in the coming commonwealth woman will be entrusted wi出

the suffrage to exactly the same extent as man. 

(Co-education) 

In professional schools in which female industries may be taught， the co-education is 

good thing because-一一，

(Marriage) 

Do not， in fact， the total of young women form a matrimonial market， regarded by de 
{マ，)

mand & supplyー

〔婦人の任(家ニ於ノレ)ヲ軽メ ノレ事〕

We may add 出atthe coming commonwealth will relieve woman of all drudgery in 

housekeeping. 

The New Order will， we may be assured， do away with much worry in private houses旧

出eway of washing and cookery， without sacrificing one jot of privacy or real home life 

今己ニ衣服ヲ製スノレ事水ヲ汲ム事パンヲ焼ク事、其他大ニ婦人の手ヲハ7.ク事多し。管し
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日記

羽市atkind of family life do they lead' 

What kind of training do those Children get? Ought we to hanker after more competト

tion? 

〔男女交際〕

巳ニ己ヲ治ムノレヲ知リ又結婚の年ニ達したるもの L男女交際の自由を議フ可し。たとへ自

由ありとも猿なることは輿ら ざるべし。如何と なれは其者忠利寄得失を知れば也。人盗む

機ありとも己ニ教育あるものなれば盗むことをせざる可し。

〔女と職業談〕

Woman is different from man in intellect， different from him in temperament， different 

from him muscles.There is a peculiarity construction in the bones of the pelvis and chest 
(マ，)

which forbids her to be as much on her feet as man.... women have a periodic rest of， 

say three days every four weeks. 

男ニは組イ大ナノレ力仕事飢ち器機仕事を主義せ。女ニは手仕事、 Art、音祭、其他心盤の1劫

を篤さしむべし。夫婦共ニ働くより妻は内ヲ飾り身ヲ飾り 音祭を奏し夫内ニ飾れは即民の

天国 sw田 thomeニ入らしむべし。是れ人間の道也。

The sexes will there keep pace with each other， but -in accordance with the teaching of 

physiology.work in different pathways， 

Division of labor. 

〔品目tyの定義〕

Society is not an edifice at all but an organism. 

〔女の職業は男 ト奥ナリ 〕

羽市y!even now，凶出;scrude civilization of ours， there is an abundance of work which 

women only ought to do. 

1. female physicians. 2. Kindergartens. 3. Music 4. Arts. 5. teaching of 

Children. 6. n町 sing 7産婆 etc.著述

卸ち男子ト競宰せずして男女其業ヲ異ニスルニアノレ乎。

(ー)女子の飽ニ遁スノレモノ (斗母卜妻トナリテモ共ニ出来ノレモノ、即各々 Kーの 旧terestを

有せしむること。(.三)若し身憾の力男子ニも優り或は智力も男子ニ劣らさるものありて男

子の取る可きものを取り得るとせは其ニ任スベ・ン。

〔女子の濁立ニイ寸て〕
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“1 can not be idle 1" he exclaimed， when told by his (his J physician出athe must rest or 

die，“羽市e出er1 died or live出iswheel must go round till出elast." 
(マ ，)

〔知力と NathanielBowditch(敏感者)J

He was born in Salem， Mass on出e26 of March 1773. Necessity is a stern master， but 

lt出 probablythe best， (氏ノ、 Latin& French其他をl数皐の篤濁翠せり 。)

“Young Bowditch was taught by it 1O depend upon himselr， while yet he despised no as. 

sistance which he could derive from others. In overcoming obstacles， he acquired an 

elasticity of spirits， which enabled him， as much as any thing could to succeed in still 

greater understandings. 

0附女子教育も先づ其必要を研究し茶より初むべし。

At the age of forty-five he learned the German， for the sake of reading certain 
(マ，)

mathematical works. 

His library， at his death， contained the New Testament in more than twenty-five lan. 

思lagesand the dictionaries of a still larger number". 

九時より十時半迄就|眼前、 he ap戸 aredto have banished all thought of study 話、

story，笑、 etc.

August 25 

(Samuel Taylor ColeridgeJ 

英園、小児の時より遊ヲキライ

Between the ages of eight to fourteen he was， as him田 lfterms it，" a playless day.dream. 

" er. 

(マ、)

主?を讃ミ民ニ輿ニ入ノレ。彼ノ、或日雨手を披げて水泳のまねヲしつ L歩しに恩はず或人のポ

ケァ トニ手が紛れて縦し話し。

是れ皐ニす Lむの道也。

(Women & ind田町〕

According to the U. S. Census of 1880 there were 632，000 women engaged in 

manufacturing， mechanical and mining industries， one.sixth of (00 the whole working 

force. In some industries the proportion is far qreater， not ably in the cotton mills， where 

there are considerably more women than men employed. 

Ofth田 e632，000 females many thousand were married women and mothers of Children. 
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日言E

The Sisters & brethren of Torry's Beautiful family relation. 

August 22 

Clinton 

The kindness of Mr. Swan 

1. Factorys. 2.Irish village and (;erman village. 

米人は鈴り l.~機のみニよる故、手の skill は aw rkward

O演説及文章の目的

其'efは思想ニあり。其官ifiとツヤの如;きは日開物のアロンキ或はのしの如し。たとへ、のしな

くとも或はふろしきはやぶれ居りて も、其中のもの善き乎大なれは其ニて足れり。

何ヲ考フノレ何ヲ計ノレ何ヲ篤ス何を言フ悉く人の盆の篤、或ノ、愛より起ノレモノならざる可ら

ず。人之鴛ニ骨折り成功せば之ニ優る俊は無らん。

人の誇イ事ノ、何慮へ放行しで も大集舎へ集ても又一家或は一人ニi釜ても愉快だ。米薗のー

特質は此の Cordiality ニあり 。日本ニ も養成ス可き風なり 。如何ニ も親友、親戚、兄弟

姉妹の内へ行き或は逢った心地スノレ。初面識より知己ニなれる。(以上3行タ テガキ)

0蓋習字法

r=!モコ 二重字ヲ警かしむることは輩字。 剖線ヲ 引 き或は習字の篤盆あり 。 叉意匠の~

目引 ニも蓄し。

Dr. Elisha Kest Kane / Physician & observer of the world 

CDetermined to make his mark in the world. J 

a) After a year and a half since entered into the University he was attacked by heart 

disease. “You may fall. Elisha" 出e physician said. “As suddenly as from a 

musket-shot". Wi白血isknowledge ever present before him • he became earnest and 

hopeful. prepared to die. ready to Iive. 

(a) Come hereー

And. not with standing the critical nature of the di史 ase.which rendered death always 

impending and at any moment probable. he resolutely pursued and in no instance abated 

his efforts or his studies in co出向田 nceof his physical infirmities. 

CJohn Leyden J 

Scottish preasant-famous scholar-Prof judicial. 
(マ ‘)
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若 し一日を人ニ殻フノレ事なく して過スモノは其一日を空く貸せ し也。其 日悦のなき 日也。

盆なきの日也。生涯は短し。一日と雌も喜を行はずして過ス勿れ。吾は今日より毎日人之

篤ニ何乎せざれは其日を過さずと定めん。思フナリ 。祈ノレ也。計ノレナ リ。後フノレ也。助ノレ

也。何ナリ一事ヲ篤ス可き也。

August 12 

〔女子教育〕

ト)Beauty と Physicalstrengthの翠聞を犠性 トナスは宣からず。婦人ニ子を産むの吉宗計

の任あれば此ニ感ずる程の他の任を緩めざる可らず。

(斗各々 ←ーの mterestある可きとと。

(三)妻 トナリテ進むの道ある可き ζ と。一種の Universityを一要ス。

(四)女皐校の必要 Not identical education. 

August 15 

(Lowell Highland ChurchJ 

Lowell は六七蔦以上の繭買 ・製造の盛なる地。メリマック河は市中の中央を流れ、其水

力、 此市を主主スノレ事甚し。

I spoke last night at the church of Highland， which is built lately by the price of more 

出an$ 50，000. But I interrupted somewhat by the echoes of the church. 

But almost all of the people were interested though I felt some failure， especially the 

young men and girls. I finished my speech a bout at half past田 veno'clock and I saw 

thjs morrung the report of my speech in the morning mail， at six o'clock. Is not very 
(マ，)

quick work? They spelled “Naroase" as出ey，Arnericans， pronounce wi出 strongaccent 

even names. 

Mistake of fourthe gf the people. The pastor Mr. Meriam said he never heard about such 
(fourth? J 

story as mine and he contrasted-the Japanese with the Jews of出ebefore of Christ. 
(マ、) (マ ，)

August 18 

Negroes in Arnerica about 7.000.000 now and increasing every year. They are shiftless. 

Augt皿t21 

Harvard 

The view of the pond出eUnitarian serviceー 1.intellectual-2. Progress-3， Evolution-4. 

New knowledge 5 Cordiality. 
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日 吉己

hetic wife 1 dedicate出 sbook. 

August 7 

Lunenburg of Fichburg. The people of Lunenburg enjoyed very much， 26 $ 86 c， 11.5% 

gave from young people's叩 ciety.Many expressed then 1 strike them instructed Then .. 
(given? J (マ、) (マ ，)

クリス トト借ニ在ノレ云々。其目的ト決心を大ニ賛成せり。

11 $ 75 cents Fichiburg 

August 10 

(悦ニイ寸)

キリスト日く忠鬼の従ヲ悦トスノレ勿れ。汝曹の名の天ニ記されしを悦喜トスヘシ。是れ秘

訣也。成功ヲ悦プ卜同時ニ恕誘ヒ心ニ来ノレ可し。自]ち心のユノレミ、高慢、我鐙等也。ダビ

デ及ソ ロモ ンは成功せしl時ニ罪を犯せり。

故ニキリストは其成功を喜トセズ。天ニ其名の記されしを喜ビトス可しと。是れ其心を天

ニ導キ心を高向ならしめ世の事ニ惑はざる主主也。叉己の救を忠はしめたり。是れ己の罪人

なりしもキリストニ由て放れしを思ヒ謙遜を生ずる篤也。徳川家康日く「勝て胃の絡をし

めよ」と。叉或英園の Prince は敵ニ勝て還ノレの道、図民賞賛するニも係わらず冠をぬい

で都ニ入れりと 、然らば吾らは悦プ事ヲ恨む可し。叉何を喜 卜す可きや。

0牧師の説教と其経験

牧師の説数は多く其経験より来ノレモノ多し。故ニ能く信者が牧師の説教を聞き彼ニ嘗てた

りと怒る ζ とあるも多くは牧師は己の純験よりえフ也。

0八月 Itis hot and disagreeable. 1 used to go出eIull and to work under trees where 
(マ，)

very few people come and at one side a beautiful pond is situated. 

August 11 

(俊)

一。己の救ニ 、人二重量フノレの喜ピ'。何乎人の篤ニナノレ事或ノ、人ヲ主主スノレ事。人ヲ恩フテス

ノレ事。 11mち己の篤ならで人の篤ニスノレ尤も繁し。成功 しで も失敗しでも祭し。

叉勇気をもて篤スベ し。たとへ下手でもかまわずにやる可し。

第査は己ニ救われし卸安心立命、第二は之を出 して人を盆スノレの悦ヲキリス トは教へ玉へ

り。

何事を篤スニも考て己の」三義を定めて潟スベ し叉言フ可し。

日々何事カ人ニ殻フノレ事

545 
88 



The machines and tools are improving every day， We want inventor in Japan very much 

人を常に働かしめんと欲せば自由と独立と大E裂を設へよ。自ら為ス程愉快なるものはな

し。日本の園風を袋ずるを要す。創]チ人湖立の風となす可し。

August 4 

A child， about four years old， gave me a. be. an saying HuJlo， 1 wiJl 即時 youthis etc. 
{マ、)

The spirit to give， to love， is natural expression. Other day a girl gave me a f1ower， this 

Spirit is出esame that C出eJ a widow gave a lebilir CフJto God. 

Emigration 

Emigration by it田 fis not a remedy for the evils of over population or of a low condition 

of出emass of the people. 1t is important for us to remember this for it is often assumed 

that by aJlowing free immigration and into this country we are relieving the mi担 riesof 

Europe， and helping to ra日 thepeople there to a higher standard of comfort and weJl 

being， Mr. B. Leavitt said in his letter: 

He was deeply interested， instructed， stimulated in my address-and Mr. Gulick said to his 

people出athe was so moved in speaking that he can't express it and 

〔米園教舎に就而〕

i[I:々 米国人を動スは六ケ敷と感たり。如何となればi[I:々 旧vltatlOnを totestlmony or to 

confess (漢字二字不明)なる更ニ盆々牧師は貧ニ頑張る乙と甚しきも更ニ感謄なし。然るに

余は之ニ就き異見を懐き或る牧師ニは忠告せしζ とありき。然るに今度余の考空しきにあ

らざりしを其1'1'例ニて知るととを得たり。人心は何躍も問じ秋の夕暮。

August 5 並進

1 looked into the factory of shoe shop. They seJl every day for 12，000事. Only 2 or 3 
(マ‘}

man manall:e出em.
(マ，)

日本も機械ヲ用ゐて人をハプク事ヲせされは、歪IJ底文明園と競宰スノレヲ得ざる可し。

悦ピ

汝らの名天国ニ記されしを悦トス可し。民ニ己の天ニ至り市*とf皆ナノレ事叉人の民ニ其地佼

ニ達せしを佼ビトナス可し。 Happiness ICあらで.JOyness也。

Co.operative Commonwealth by Lawrence Geonlund-

“My object is not to make people read， but to make them think." Montesquieu 

To The one who has been most interested in the progress of my work; to my sympat. 
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円 He

It must be instructive to出eAmerican you出.

I must be master to every thing. Master can control. Master does not afraid any出mg，

Master is free， master have influence over others. 
{マ、)

CLook.out into fut町 eJ

千年fR千年を競て事を計る可し。父定む可し。lIT~限進む也。

July 31 

I occupied the pulpit of the church of Ayer 

数百年云へり。毎日曜は朝余の説教を聞き!支し。叉一人日夕、今迄ノ、一度も外図像ニ 凹ー

terestせし ζ となしと。此人大ニ余の話を悦べり。

一人目、貧'ニ日本人吾らを恥めたり 。八月''i全休む筈なりしが終ニ日曜皐校丈は綴ること

ニ決せり。

其f也極々今日の話(土此教曾を醒ませし人を質てなり。

関:の話ノ、疲レ居り能く イフ ヲ得ずと イヒ ンモ一人(書記)日く Ispoke very plainly と。

ten dollers I received to.day that is出eamoust of usual paying to every minister. 

August 2 

I spoke to出eyoung men in Ayer at出emeeting T. P. C. E. C. sub戸ct: Christ the 

only 5a viour. 

大小感動を殻へたり。嘗数合の committees 日I寝率校長嘗地公立準校長等教舎の重立は嘗

夜出席せり。余が蛍曾ニ話ス事ヲ決せしは其前日也ト。而して各々立て其感動せ しととを

公衆ニ述へりたりき。質ニ今夜は一言も日本の事はイワズ只キリス トニ付て己の感を陳べ

たるのみニ、彼らの言ニ今夜は尤も感動せりと。賓ニ市11の援其曾に在りしを覚ヱた り。是

れ'efニ米閣ニ於るの第一の絞験也き 。今夜は更ニ報を望まず話せ し故ftニ倫快なりき。当

数舎の曾員は多は批年、青年ニてかつ敏捷なり。

August 3 

Women in America， 

Mrs. K. Ayer， have fine boarders and use no maid or田 rvant，5he cook， wash， sw田 p，
(マ.) (マ‘)

make beds， wait on table， buy every thing， out-door social duties， by herself. Arnerican 

people want to work many things by one as can as possible， by machines or method. 
(マ ‘}

器計製造庭

Factory of furniture 
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July 23 

Chinese-in this town only one China man. 
{マ‘}

He is very loyalty to his Lord， money. 
{マ .)

In his mind no hope， no pleasure， no friend but only money， 1 noticed， by出isword and 

deed出atmost of Chinese are deep vic旧usmen. They have very secret. 
{マ‘} {マ ‘}

0山

1 am used to going into hills and wood. 
(マ.)

1 strayed quite often but 1 got many experiences (方角ニ付き)叉モ他 Mountainsare 

best place for the Summer season. 1 saw large wild birds， and a cottage which was 

made only sticks and hives of pine. 
(マ，) (マ， )

Paper of Ayer 

About my address and the speech of next w田 k，was written on U1e paper. 
(マ‘)

lt says my address was much enjoyed. 

July 26 

1 went to Harvard & Lancaster. Rev. Mr. Briant said (Niishima was indeed a hero of 

出iscentury.) 

日本人民は貸ニ義侠の人民ト ナサピノレ可らず。婦人を教育して良の Hero となス可し。

是れ其方也。

0米人の嫌フ Nationは支那人。 イタリヤ ン。 アイリシユ。下等の悌人也。叉ニーグロ-

minister 成人が宿ヲ取ノレ事告Eノ、ザリシ話

July 28 

(HeroismJ Snorro tells us出eythought it a shame and mi田 rynot to die in battle， and 

if natural death seemed to be coming one， they would cut wounds in their flesh， that 

Odin might receive them as warriors slain (The Hero Worship-P29) 

July 30 
(女子教育ニ付書)

The health， morality， wisdom， are more Precious than money， therefore the aim of 

female education is to give them position or ability to earn money but to develope Body， 
{マ‘)

so叫 mind，which is the fountain of their lives. The Heroic spirit the aspiration to 

advance must be出epublic田 ntimentof Japan. 

〔深山の{専ニ付き〕
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n Je 

散し属り、殊ニ富める人普き人は居らずとの事なるニか Lわらず行きしは吾がiI!JJ也。かっ

此教曾より Kely氏を日本ニ送り、かつ日本より主主りし額面及日本選は二正面ニか L りた

り。己ニ臼本ニ倦ミたる様祭せられたり。之ニ強イテ話せしは他の誤也。

殊に今夜は人なきの有様なりし、叉之ニ由テ極々の経験を得たりき。

人間ニ二種あるを

将来事業を取るニ嘗り宣く鑑む可し。

併し僅かの聴衆は吾が語を俊ベり 。之れ満足也。之ニ由て果して人気を察するを得る也。

o Harriet Beecher Stowe 

When Harriet was five years old， a deep shadow fell upon the happy household. Eight 

little children were gathered. 

July 15 

〔女子教育の方針)(以下8行タテガキ)

Co-ed uca tionは男女交際をi詠り繁からしめ却て智脊ヲ妨グノレノ恐レアリ。勉翠スノレ時ノ州市

紳を一方ニ往く ζ と大切なり。

女子の天才各々等からず。故ニ、各の天性ニEI3て教育の方針ヲ定むるとと大切也。

妻たり母たるの職を軽ずる教曾は越く 可し。

教育を受けたる女は教育を愛けたる男子の妻なり 。

人間終極の道はキリストの道を行フニあり 。此市土倉キ リストの遵をもて心とせば商人初よ

り老ニ至る迄良正之幸福を告をく 可し。

July 17 

Littleton. About 120 People were attendant. “Every word enjoyed".“This evening will 

be filled up出isChurch".“If church education 1 received， it was very easy to submit to 

God". Many other words 1 received. And many questions. Collection over 20$ Many 

did not bring money with them 白山eyproml詑 dto contribute next time. 

Groton 

12 $ 15 cent-good 

but 1 was q山 tetired. 
不明

“1 was moved very much during Mr. r、faruse Chave?) spoken"“1n Japane毘 education，

many truths contain， we Americans must received something from Japan. because we are 
(マ.)

lacking--. ." etc. 
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く、余が説教憾に慣れたる云々。一老人余がレクチャーを:!?抜することを1Mめたりき。一

八歳の一次子日〈 “When you spoken about yourself， 1 was very interested in it" 
{マ、)

July 4 

The church， There was no church until 20 years ago， when two girls who studied in 

Andover Academy started a meeting which developed into a Church. The heart and 

morality are an accordance of the religious condition: 

The date of出efoundation of Danstable-? 0 Marriage Mrs. Swallow who knows of 
J 

Mr. Niishima married three years ago at her age of more出anfifty， to a man who is 

a bout Sixty， though bo出 have been living at just same village and same church from 

their childhood. 

0姑と嫁の問、余が今居る細君は己ニ三十年此家ニありて、常ニ其夫の母と同居し其間柄

よろしからざりし。

July 5，6 

1. Mr. Weston drove me to Nashua 

2. Mr. Richardson gave， at出atnight， opportunity to speak to his people though many 

of them were went away for summer vacation. And at出ismany Japanese missionaries 
(マ、 l

and people spoken about Japan and rai担 dmoney and many Jap's Things sold. And出ey
(マ‘) (マ，)

were very interested to my lecture and some contributed 10 $ and at all 19 $ was 
{マ，)

collected after lecture. though any notice was not given before出attime， Tms people is 
(マ弘}

very liber句人
(マ，)

Mrs. Richardson said出atshe feared out often about Japan but she never heard ever such 

story as 1 gave， and quite many said“1 am very interested:，“Mr. Richardson wrote for 

me to Rev. Mr. Grover 1 got letters from Mr. Murai， Masuye， Leavitt， Arwaysge 1sm. 1 
{マ，)

stayed at出epastor's home and 1 could see the home life， 1 saw into the mill of Nashua 

Co. 

July 11 

The Lake view in the night. The kindness of the two ladies. 

July 12 

1 stopped旧 Tyngsborojust two weeks very happily. 

Nashua=Mr. Groverは遅く N.Y.より鯨へり 、天気は熱くかっ笛時熱気ニて人々悉く離
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日 ffe

asked him the dwelling place. He kindly took me to his home. Then Mr. Briant arranged 

to speak to his people on出eevening of 2nd. Sunday of July. Then 1 walked up to 

Westford (4 miles) ， 1 observe in the way， farms， cutter， ice stores， plants， animals. 

When 1 got there 1 found that Miyagawa was in the home of Miss Hall， who is a stu. 

dent of Mount Holyoke Seminary. Mr. Bickford invited me to take his place on 出e

Sunday of 24出 ofJuly. Then 1 walk back to here. 

July 1 

Tyngs pond， which situated about only 2 or 3 choo (日本)from 出 shouse， has very ex. 

cellent view， and quite many houses for picnic， which furnished every place and thing for 

play as出atboat， dancing place， music， 0出ermany things. Its round about three miles， 
(マ，) (マ "

woods of large pine are surrounded it. This is best place to spend Summer vacation. 
(マ，)

JuJy 2， 3 

第一、 土曜日ノ、 Children's集ニ臨む。(以下20行タテガキ)

知人の盲目線ボス トン盲1!iTI!院より夏休ニ来りしニ逢う。日本服を?告せ彼の俊ビ顔色ニi盆

る。

第二、此地(Damslable )は純粋の Puritanニして人心温ニ叉多くハ教育ある もの多し。

二名の友子一人ノ、来年よりウエレズレ一大穆ニ行かんとし他の一人は暫くムーデーの翠校

を数え今は Coloredpeopleの篤ニ働き居るといふ。

第三、九十一年の老人ニ逢へり

第四、其他議事を示し叉多くの婦人達態々余ニ面曾ニ来レリ。甚だ Cordial也。

0今日晩餐を執行せり。是れ米国ニ於る初也。又祈祷演説を篤し人々大ニ悦べり。演説後

一層凹terest其他種々許ありし。牧師ノ、目< Every word を悟れりと いへり。其レクチ

ャーの組織及言語の使用悉くよしと言干せり。

0十球回十乎二十斐の集金、如是小き数曾ニ取りではよし。

O当教曾ノ、貧ニ熱きと感ず。牧師も熱心ニして且つ

(Tyngsboro J牧師、集の前ニ借ニ祈りかつ天気ニ付き甚だ心配致し呉れたり 。Storm の

劉ニは多人の聴衆ありき。

0集金三回五十斐

商事榊の掻理なるを感ぜり、紳ノ、商事ニよ って吾を税せり。 Mr. Weston の日く 、余の

言慮種々の盆あり。ーは余自らの、二は大ニ諸教曾ニ体i蓋の精市11を興さしむ云々。文目
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1 sa w many pictures in the雲隠。

(Mr. Weston knows very well Dr. D. Scudder because he was teacher of Dr. D. S. and 

he knows Dr. Greene， because he the class.mate of him)' 

June 29 

余此田舎ニ住ミ共屋の婦人は百姓育ちニて何の教育委主能もなきものと忠、へり。然るに其パ

ーラー及各室ニ賀ニ麗しき油蓋懸り侶ーり。此婦ノ、悩ニ美術を好むなるならんと思ヒ尋ね初

めしニ、其各室ニ懸る油査は悉くf皮れ自身のう医ニて成れるもの亦美術雑誌等取り腐るも見

て賀は-f誌を喫せり。各婦人も onemterestを有スんは人を盆し文己を事ニするもの也。

此婦人は晩年ニ之を初めたりと云へり。

首地はメリメリ河(ロウレンスより流れ降る)を下ニ見下ろし、また四方ニ諸丘諸野諸小

湖水ありて其眺 NorthField K似て亦之ニ越るの紺あり。避暑ニは至極の地ー哩歩けはI立

に電気車にて Lowellcityに達するを得、便利の地とイ フ可し。

今日は Leavitt，Masuye， Mayegamiへ3を11:¥ス。

o Tyngsboro の曾堂は建築後ニ巴ニ二十年間を歴ると。然るニ未た成就せず。牧師は或

室の天井を儲る篤め一人の大工と協働しつつありたり。

o They call each other brother in the country. They are more cordial and more spirit. 

ual than in the cities. 

o American people are very active. 
o Mr. Carpenter said， they can arrange for me at other weekday， but it is very unwise 

way， because 1 can have only very small audience probably one fifth of the number of 

the Sunday， as it is the season to make hey or to work in farms in the country 

〔絡 言〕

o Blessed is he who expects nothing， he will never be disappointed. 

o Thou canst joke an enemy into a friend. but， thou mayst a friend into an enemy. 

o An empty bag can not stand upright. 

June 31 

This morning Mrs. Butterfield and Mrs. Gordener (a quite young lady) took me to 

Tyngsboro， by her carriage， as 1 am starting to North Chelmsford. They were very kind 

and already became q凶 tefriends. 
(マ，)

When 1 got to No・Chelmsford1 met an old gentleman who was in his carriage and 1 
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日記

Social gathering 

可成交際ヲ博スノレ事は

第一、智識を博め

第二、人心を悦ばせ

第三、人を高め

第四、持感化を肢く及ポス

等の盆あり。可成日本ニも然風を養成す可し。

June 17 

[Mrs. Paine J 

何時行くも貿ニ mterestmg也。日本の篤ニ熱心祈る人あり 。寄附スノレ人あり 。叉思フ人あ

り。是れ悉く制!の撲ビシ日本の篤の messengers也。

June 28 Tyngsboro， Mass. 

今朝此アンドヴアーヲ出 Lowellニ至るとと 四時間

1 saw factories there. The population about eighty thousands 1 saw and interested in saw 

ing kindlings by a machine which is moving by the power or a horse. 

1 saw Rev.C.M.Carpenter， and He arranged to lecture at his Church or the Sunday eve. 

ning and He wrote for me to Rev. B. H. Weston. And He asked a milk man to bring出ere，

1 felt very much their kindness and God's grace. 

When 1 went Mr.Weston's home he was not there， but 1 met Mrs.W. and she was very 

cordial to me and paid much her attentions. 

She proposed to sing to.gether and She played piano and we sang several hymns. 1 

impressed very much出at出ehappiness of American home and the cheerfulness and grace. 

fulness of American ladies. Then Mr. Weston came back and he was very cordial to me 

too， and He arranged to speak to his people next Sunday morning・

They were very glad to have me. They wished to let me stay in his home but出ey

could not arrange， so he took me by him bagage to a private home which is about five 
(マ，) [baggage ? J 

miles from Dunsta ble. 

1 am staying a nice family. Here is very quiet hill and it has many trees around and 
(マ，) (マふ)

very fine views. 1 felt出atAmerican people are fond to decorate every where even雲隠。
(マ込)
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ノ、ーパード数授法

一、レクチ ャー

二、引照ミ~を塁手パシ メ其網目通要を苫かしむること。

三、各自の設を立て しめ論文を主同誌しむる方法等妙也

防止Itは刻苦勉ωjス!a<;心。(ポウケリ一、テンフ.ノレ)熱心。愛、親切、友愛の精紳をもて充

るノ、殊質ナリ。

音繁其他システムヲ立て分業

支那人ヲ十五六年の娘より親切ニ数ユノレハ感心ナリ。余もー支那人ヲ数へたり。小児の謬

校ニ於て女数師の主主J受巧ナリ 。

リセプシ ョン一一一

女子青年曾ヲ覗ノレ

女子の進歩ニ付て感ずとと多かりし。

極気球、フー ト・ボウノレ、ヲ見ノレ

スカ γ ダーを尋ね五時間設す。告書山の{場ヲ罰ミ大ニ其設ヲ得たり。ヲウドウエーの育児ニ

付き感ずる嵯ありき

June 10 

〔老1i}1生〕

Lowell ニ於二十一年間新聞記者たん Mr.Collby は四五名の子供あり。姉は己ニ嫁スノレ

の時也。然るに Junior class ニ入ノレ。三年の市Ii塁手を修るを初め血熱の背年と勤皐す。其

他同例多し。

〔パンクロフ トヲ訪フ〕

徳育の秘訣は生徒をして墜事ニ熱心なら しめ日々の duty を重んせしめ、 partner ならし

めむるニありと

0宗教教育は毎朝の一一

o Co.Educationを可とす。

0第一人物誕生は校風ニ由る

o game- 今，:iJj臨席絞の講話を聞く。第一釘敵ニ敬砲、親切を欽がぬ乙と。第二之ヲ待

スノレの遇。第三仮令勝利を得るも謝敵を送り腕ス迄は謹慎たノレ事。等

O校長の謙遜、親切。ナノレ事。

June 15 
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日記

18) Japanese Industry 

(9) Benevolent work 

110) Education in Japan 

Ú~ The relation of Japan and China 

Mi日本ト米園の関係」

同風儀の相違

C trar凶ationJ

“O. it is impossible to (to) translate his finst passages. There is in them a fragrance too 
(finestつ〕

evanescent for translation" 

May 18 

〔器械〕

百姓の積i停を見ての感

(新聞の切抜き iTheWorcester Buckeye Mower J翁入り が貼付されている)

May 19 

〔市$K委ネ大量ナノレベキ事〕

If one is spiritual and another sensual. it is because one puts his will in god's hands. and 

the other keeps a large share of his in his own" 

Waiting for God to move you" 

〔津山の停ニ付テの書〕

Greene-Packard-Evanston 

前市$、谷川。内海。松村。網島。 中江、万寿枝

May 23 

咋日は MaineK於て四時間雲降れりといふ。

〔明治廿五年五月廿八日ヨリ六月一日迄ポストン・ケンプリヂ硯察記J(以下22行タテガキ)

土曜日ケンプリチ'ニ至リ庚津、岸本、比佐、北島、小埼、グリーン等ニ面曾ス

博物館ヲ悉く硯験ス。メモーリヤノレホーノレ、ワシントン、リンコロンノ像、フランクリン

ノ墓、叉デコレーション日の式等ニ由て大ニ愛凶者の生命の重き、功ある人々の記念の必

要、米人の，恩を感ずる心事干唖々の感ありき。

「ノ、ーバード」の像ヲ見デ庶ニ創業者の大切ナノレヲ感ず。

創業
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日記

明治25年(1892)5月より明治26年(1893)5月まで、

(表紙) 明治廿五年五月 米園安猪場

May 8 (1892) 

(UnitarianJ 

今日も ロウレンスに於てユニテリヤ ンの説教を聞く。

儀式は四十五分設教三十五分、祈祷3cを翻めり。

交際は至極 cord凶なり 。

夜は Dannelの Temperanceの演説を聞く 。

(Solitude Life J 

~問も信仰も濁身ニて考フノレニ由て得可じ。 日々叉毎週濁居の時間亦交際と問機ニ必要な

り。故に皐校 ・寄宿或は家庭各人一室を有するとと必要なり。

May 10 

天然を線て前11の心を感 じ大ニ得る慮ありたり。

山ニ入り斑物の嬰濯を視る程愉快なるものはなし。

May 15 

(1) Sawayama 's biography 

(2) N一一一

(3) Amusement of Japan 

(4) Christian Mission 

(5) Female Education in Japan 

(6) Woman's question in Japan 

(7) Japanese Marriage 
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